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上
)
オ
ー
ロ
ラ
観
測
衛
星
「
あ
け
ぼ
の
」
が
宇
宙
か
-b
鑓
彫
し
た
才
l
ロ
ラ
.

{
下
)
太
陽
観
澗
衛
星
「
ょ
う
こ
う
」
が
婚
彫
し
た
太
陽
表
面
の
活
勘
の
信
子
.

m
ば
年
分
の
代
表
的
面
織
を
一
般
に
合
成
し
た
も
の
・

取り付けられる怠星探査健『すいゼいj

M3SDロケットのすべてのコンポーネントが繍った.右側の白い2:$はブースター.



ライトアップされた発射台のH-nA4号111.

ランチャーlこ問えられ

てM3snロケットが

箆備縫h、ら獲をE慢す.

制・に11えられた、自

の也前のH-nA3号事量

‘滋盟沼Illli!ilrttる
b、Jに沼11する8メー

トルパラボラアンテナ

の池上震IIIJWI



者焼ガスを溜
速で慣昔出

す;:ズ}l)形紙

FRP 

新側宛の「擁滋割1皐合成

コふと遇措E素直17ンモ
ニつむの混合物.

流動貌星島で留に混し込

んで国める

アプレー主唱ンノズル

肉箇h市引ヒし"によ

る砲調障を1!1i<:.

内舗で発生する鷹E
に耐えるアルtミニ。
ムの健体

マカロニ型鍵進剤

朝鮮軍itt筒lii13れた

内酬 を 問ー
四娘道HJ濁惇で集約カ

ウントダランを行う糸川

棚 (1956句

大鵬末期のロケット将校縄『舷花J国aロケ

ットの舗とも曾えるが直銀の聖書が01.1.い.

戦後日本のロケット研究l草、

界か5~量れをとっ

9c縄自分野とし

糸I1

なんかウルトラマン

カラーが多いのは

なんで叱ろう?

BrJlnf1J?5ラ侭魁}
テレメータ援温.(l'J睦}

J 



.~温んでも纏

カがー定と~~
m温剣形状

6瀬lI>に打ち上げ

‘ 、

LITVC 

ノズル側面の穴か§淑

侮(フレ才ン)"i四闘を出
しlI:カを個淘ヨー・ピ
ッチ宅制御する

先舗で笛.漉

奄受1才.tEめ空気
低筑を滅S亨ス
パイタノーズ{殴齢

当初1ζ惨~くベイ

ード往復変更に

打ち上げロケット

t
制

-
J
m叫
う

ブ
一
除
ロ
回
国

体
タ
ル
F

で
J

宅

周

ス

ズ

式

御

補助ブースター

先舗の銅めの形紙隠
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棚
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園
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ア
号
-
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定.81*を
自国曹の惨.

カ1;:;繍iる
4・

闘
い
咽
P

J
qて
ん
じ
ゃ

ね
1
よ

q
つ
ー
か

k
sき
か
ら
い
，
て

邑
再
が

H
H
Wる
な

『
飴
l

サ
ウA'"か

・
り
川
じ

カ
マ
の
d
F
-
ン
だ
ぜ

そ由民側 4

の事~~
L学は
て聞

で
キ
レ
f
事
Ehy

シ
ノ
ゲ
な
い
か
ら
よ
ね

協

b
し
ろ
や
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M-V-5 
これがア."." ." ." ! 
日本のオォォォォ!
世界に冠たるウゥl
惑星まで届〈
固体ロケットだ!
日本の後続1;:アア7

世界一イィィィィ!

ぜ

、

、.

ランチャーは
打ち上げ時に
1ω・自転

ロケットの噴射を
受It涜す
火炎偏向Ii

今回のペイロード
MUSES-C 
・イオンエンジン
・小1&皇サンプル
1l0.9I湿

など野心的S
ミッション

嶋
煙
の
彫
圃
曹
で

芝
生
が
カ
リ
カ
リ
に

ー←打ち上げ時li
品~酬で.-v J飛liないように

鉄鋼を外す

」



『ζれが亭薗録窪@最1:

風見島宇箇盛岡留

( r*Jz5ifi ) O 一 一

パチンコ屋にも

鎌の.干にも

ロケットが

一般用観it所It
こちら

， 

-， 
F ，. ---，ー

大学の1111ーの
ような
犯者会見

宇宙科学セン?-
レトロ7J.・チャーな
建魯にUレトロ主
宇宙翁併がいっぱい

昔拘噌包



3 

"、"・，・E・ '剛健臥島区

PL州 E花 火星稜堂機 ROUGE 
ISAS OOI..陣民会祉曙.. 工喝Ia 曲併合3・ト1

火!ilil!l機PLANETEROUGEの文字が自慢しい

M.V3号機用の政遥ラベJv.
Jiりに凝った改造ラベル.M.V5号機のもの.

現在の内之;浦・ M台地金策.



V宇
F宙
A "、
空の
よJ、
音ス
昆ボ

ト

笹本祐一
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ま

え

が
き

梅
本
祐

一

@ 

続
本
尚

一
一は

S
F
作
家
で
あ
る
。
利
。
引
じ
ゃ
な
い
け
ど
。

符
・
本
が
申
r
街
開
発
の
現
場
の
取
材
を
は
じ
め
た
の
は
、
い
ず
れ
引
く
で
あ
ろ
う
ス
ペ
ー
ス
オ
ペ
ラ
の
た
め
で
あ
っ

た
。
ス
ペ
ー
ス
オ
ペ
ラ
と
は
、
宇
宙
を
舞
台
に
し
た
娯
楽
小
説
で
あ
る
、
念
の
た
め
。

宇
宙
は
、
惣
像
上
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
世
界
で
は
な
い
。

見
上
げ
れ
ば
空
の
上
に
存
在
す
る
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
現
実

で
あ
る
。
そ
し
て
、
前
世
紀
の
半
ば
か
ら
、
人
燃
は
そ
こ
に
向
け
た
挑
戦
を
開
始
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
宇
宙
開
発

は
現
代
に
行
な
わ
れ
て
い
る
人
類
の
活
動
で
あ
り
、
そ
れ
は

S
F
で
も
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
も
な
い
。

リ
ア
ル
な
字
街

S
Fを
描
こ
う
と
思
え
ば
、
現
実
の
字
街
開
発
が
ど
の
よ
う
に
す
す
め
ら
れ
て
い
る
の
か
調
べ
る

必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
本
や
テ
レ
ビ
で
調
べ
ら
れ
る
資
料
に
は
限
界
が
あ
り
、
実
際
に
現
場
で
何
が
ど
の
よ
う
に

行
な
わ
れ
て
い
る
の
か
知
ろ
う
と
思
っ
た
ら
、
そ
こ
ま
で
出
か
け
て
い
く
の
が
い
ち
ば
ん
早
い
。

ま
ず
手
始
め
に
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
の
取
材
を
は
じ
め
た
。
正
殿
に
は
そ
の
前
か
ら
見
学
で
き
そ
う
な
施
設

や
出
脱
会
が
あ
れ
ば
行
け
る
と
こ
ろ
に
は
出
か
け
て
は
い
た
の
だ
が
、
本
格
的
な
取
材
を
は
じ
め
た
の
は
や
は
り
ロ
ケ

ッ
ト
の
打
ち
上
げ
を
目
の
前
で
見
て
か
ら
で
あ
る
。
前
向
の
も
の
と
も
山
の
も
の
と
も
つ
か
ぬ

S
F作
家
(
と
、
大
体

は
ま
ん
が
家
と
い
っ
し
ょ
だ
っ
た
の
だ
が
)
に
附
係
者
は
以
外
な
ほ
ど
究
大
か
つ
親
切
に
媛
し
て
く
れ
た
。

航
空
宇
街
関
係
の
取
材
だ
け
に
日
的
を
絞
っ
て
行
っ
た
1
9
9
5作
れ
れ
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
川
辺
の
旅
行
で
は
、

必
蛙
探
台
の
総
本
山
J
P
L、
シ
ャ
ト
ル
の
工
場
が
あ
っ
た
川
ノ
l
ス
ア
メ
リ
カ
ン
、
山
市
1
時
ロ
ッ
ク
ウ
エ
ル
、
現
ボ

ー
イ
ン
グ
の
ダ
ウ
ニ

l
L
助
、
エ
ド
ワ

i
ス
匂
税
法
地
と
町
駅
け
川
っ
た
の
だ
が
、
そ
こ
に
あ
っ
た
の
は
凡

η
の
S
F

よ
り
も
ぷ
附
ら
し
い
光
対
だ

っ
た
。

J
P
L広
紛
の
H
K
必
は
本
物
と
同
じ
材
質
で
川
じ
よ
う
に
作
ら
れ
た
ボ
イ
ジ
ャ
ー
の
地
上
テ
ス
ト
モ
デ
ル
を
怖
に
、

飛
ん
で
い
っ
た
深
作
機
の
あ
れ
こ
れ
や
、
メ
イ
ン
ア
ン
テ
ナ
が
聞
か
な
か
っ
た
ガ
リ
レ
オ
術
以
の
ト
ラ
ブ
ル
を
臨
場

感
た

っ
ぷ
り
に
説
明
し
て
く
れ
た
。
シ
ャ
ト
ル
工
幼
で
は
耐
熱
タ
イ
ル
の
開
発
に
か
か
わ
り
、
当
時
は
ペ
イ
ロ

l
ド

の
フ
イ
ツ
テ
ィ
ン
グ
相
当
だ
っ
た
と
い
う
技
術
者
と
と
も
に
シ
ャ
ト
ル
モ

ツ
ク
ア
ッ
プ
の
コ
ク
ピ
ッ
ト
に
入
る
と
い

う
栄
営
に
浴
し
た
。
エ
ド
ワ

l
ス
空
窓
基
地
に
は
空
抵
の
防
物
館
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
申
請
す
る
だ
け
で
然
科
で
ラ



ま
え
が
き
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イ
ブ
ラ
リ
l
の
フ
ィ
ル
ム
を
見
せ
て
く
れ
た
。

日
本
国
内
で
も
、
状
況
は
同
じ
で
あ
っ
た
。
通
訳
か
語
学
力
が
必
要
な
海
外
と
違
い
、
取
材
の
申
し
込
み
か
ら
質

問
ま
で
す
べ
て
日
本
語
で
で
き
る
と
い
う
気
軽
さ
も
あ
り
、
笹
本
は
そ
れ
ま
で
よ
り
頻
繁
に
各
地
の
取
材
に
行
く
よ

う
に
な
っ
た
。

宇
宙
開
発
の
現
場
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
だ
け
で
は
な
い
。
点
火
後
も
の
の
十
数
分
で
使
い
檎
て
に
さ
れ
る

ロ
ケ
ッ
ト
は
、
保
附
忠
一や
採
査
機
と
い
っ
た
ペ
イ
ロ

l
ド
を
宇
宙
空
間
に
加
速
す
る
た
め
だ
け
の
も
の
で
、
宇
宙
機
の

開
発
、
製
作
は
打
ち
ょ
げ
の
は
る
か
以
前
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
る
。
打
ち
上
げ
が
無
事
に
終
わ
れ
ば
宇
宙
機
は
そ
の

日
か
ら
宇
宙
空
間
で
の
巡
用
が
始
ま
る
。

そ
し
て
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
ス
タ
ッ
フ
、
研
究
口
、
験
日
や
教
授
は
親
切
に
あ
れ
こ
れ
教
え
て
く
れ
る
。
ど
こ
を

ど
う
調
べ
れ
ば
い
い
の
か
す
ら
皆
目
わ
か
ら
な
い
疑
問
に
、
現
場
の
専
門
家
が
直
接
答
え
て
く
れ
る
と
い
う
状
・
似
は

知
的
好
奇
心
に
と
っ
て
最
上
の
賛
沢
で
あ
る
。

日
本
に
は
、
二
つ
の
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
機
関
が
あ
っ
た
。

ペ
ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
か
ら
は
じ
ま
り
、
日
本
の
宇
宙
探
査
を
一
手
に
引
き
受
け
る
宇
宙
科
学
研
究
所
と
、
宇
宙
空

間
の
商
業
利
用
を
専
門
に
す
る
宇
宙
開
発
事
業
団
で
あ
る
。

宇
宙
科
学
研
究
所
は
、
内
之
浦
か
ら
M
'
V
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ
、
字
術
開
発
事
業
団
の
わ
ず
か
問
分
の
ー
ほ

ど
の
予
算
で
宇
宙
探
査
を
続
け
て
き
た
。
宇
宙
開
発
事
業
聞
は

1
9
9
9年
の

H
l
H
ロ
ケ
ッ
ト
の
指
令
燥
破
と
い

う
失
敗
を
乗
り
越
え
、
新
型
H
aH
A
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
を
軌
道
に
乗
せ
た
。

向
じ
日
本
国
内
に
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
こ
つ
の
宇
宙
機
聞
は
出
自
も
目
的
も
生
い
立
ち
も
違
う
。
お
か
げ
で
、

我
々
は
打
ち
上
げ
手
順
も
専
門
用
語
も
違
う
二
つ
の
宇
宙
機
関
を
興
味
深
く
取
材
で
き
た
。

本
容
に
は

1
9
9
7年
か
ら
2
0
0
3年
ま
で
の
問
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
宇
宙
科
学
研
究
所
の

M
t
V
ロ
ケ
ッ
ト

と
、
初
号
機
の
打
ち
上
げ
に
成
功
し
た
後
の
2
0
0
1年
か
ら
2
0
0
2年
に
か
け
て
の
宇
宙
開
発
事
業
聞
の

H
1

H
A
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
の
取
材
日
記
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、
日
本
の
宇
宙
側
発
を
見
に
行
こ
う
。
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コ
ラ
ム
・
宇
宙
飛
ぶ
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
:
:
:
:
:
・
:
:
鈎

コ
ラ
ム
・
利
以
子
衛
星
の
さ
ま
ざ
ま
な
軌
道
:
:
・
:
:
・
:
“

M
'

:・
・
・
:
・
相

罷
説
}
宇
宙
研
の
歴
史
1
ロ
ケ
ッ
ト
事
始
め
:
:
:
:
:
:
:
回

コ
ラ
ム
・
中
島
潜
行
機

C
U
2
2社
と
ロ
ケ
ッ
ト
の
闘
機
:
j
i
-
-
一:
:
苅

M

・
:
・
・
苅

{憲
二
子
富
の
歴
史
2
『
お
主
主
』
誕
生
へ
の
長
い
道
・
・
・
川
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想
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ぢ
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H
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裏
手
書
の
歴
史
3
蓄
の
謎
ヘ
窪
行
せ
辛
白
本
の
霊
童

--
-
m

コ
ラ
ム
・
世
界
で
一
番
小
さ
な
深
検
事
:
:
j
i
-
-
-
m

ココm
王lV
M字 M

V毘

写室
Y37 
語1j
Eれ7

あ
と
が
き
・・・・
.......... 制

写
真
あ
さ
り
よ
し
と
お
、
キ
ツ
チ
ュ
、
牧
野
知
弘
、
盆
;

薗
実
験
シ
ス
テ
ム
mm究
開
発
機

口
絵
・本
文
ロ
ケ
ッ
ト
飼
罷
御
米
後

口
総
マ
ッ
プ
キ
ツ
チ
ユ

本
文
地
図
/
牧
野
知
弘

窓
文
カ
ッ
ト
/
キ
ツ
チ
ュ
、
塑
荒
武
宮
ロ

絢
注
執
筆
/
松
重
田
也
、
笹
本
裕
一

⑫ 

(J
A
×
A
Y
無
人
字

笹
本
裕
一
、



2/3段鍵手
1112段モータの.蓑系

はこの内側にマウント

される

I
S
A
Sの
打
ち
上
げ
は

毎
闘
が
「
紙
技
術

輔

H
m
H
の
た
め
の
尖
験
」

で
も
あ
る
か
ら

ラティス栂遺{網目}か

ら司聞き出す第2段燃焼

ガス.切り蹟しと点火

が岡崎 (FIH)で速度

ロスを防ぐ

LITVC 
M・3511第1段と問タ

イフの総力慣向電車置.

5号'ーからはノズル可

動式に変更

3方向r::開く 1/2段鍵手

ボルト締め肱巨大レンチで

敏人がかりで行う.

1/2f量砲手聖
書t嶋aヌに

議5句"で除.4"慢の・

僚を受I才た放民'事、変更

点が多い.

成
功
・
失
敗
の

イ
ミ
は

商
藁
打
ち
上
げ
と
は

凶
刷
物
な
の
だ

M-V(ミユー・ファイブ。ネーミングのルールが以前と民主Eる}
全畏31m直径2.5m"139t低孤道銭入館カ1.8t

15A5として・車両にして・後の打ち上げロケット.

-11点火したら止まら忽い固体モータで所定の敏道に彼入
す 永田富市り宝亭b.の鋼大成と曾える.

省スペースのた

め・まれ、切り.

し後Hネで伸臆す

る第3段ノズル

ノズルスロート鶴

グラファイト割.4寄

.~ここが磁繍した.

1113段から上を11うノーズ

フzアリング(2分割}

カーn:ンやシリカ

編"を替を固めた
FRPノズル.泊圧

による可動式

鮪3般モ-?ケース
カーポン署警官樹

'置で固めたもの

モ一歩ケース臨海強力

鋼軍司.断続"で・nち
され.濁高圧に耐える

第E段ロール制御用

錨体モータ(5MRC)

竃也弁で機向をのガ

スをon/offする

発射台{ランチャ

ー)のレールに厳

まるフッヲ
過格.

ツ/(・
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(if~目(J!N!J@(if!AA) 
Á)@@邑~!$~~
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そ
の
時
ま
で
に
、
符
ま
は
六
回
の
ロ
ケ
ッ
ト
取
材
主
事
レ
て
い
九

-
岳
緩
か
ら
4
長
機
ま
で
の
H
'H
ロ
ケ
ッ
ト
、
自
￥
笠
T
秋
最
初
の
打
ち
上

げ
と
な
っ
た
1
9
9
4年
6
月
の
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
S
T
S
的、

H
o
H
ロ

ケ
ッ
ト
の
図
体
ブ
ー
ス
タ
l
一
本
を
一
段
目
と
し
て
一
回
だ
け
打
ち
上
げ
ら

れ
た
J

l
ロ
ケ
ッ
ト
の
あ
わ
せ
て
六
回
で
あ
る
・

日
窓
歯
肉
に
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
ト
合
げ
て
い
ゑ
閤
家
織
筒
ほ
こ
っ
存
在
す
る
。

ひ
と
つ
は
H
o
H
ロ
ケ
ッ
ト
で
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
の
令
際
国
産
化
争
成
し
滋
げ
た

宇
宙
開
発
事
業
団
N
A
S
D
A
、
も
う
ひ
と
つ
は
最
初
か
ら
国
産
だ
け
で
ロ

ケ
ッ
ト
開
発
を
進
め

M
'
V
1号
機

内
?
蒲
か
ら
ハ
レ
|
怠
星
観
測
の
た
め
に
地
琢
圏
外
に
ま
で
探
奮
温
慨
を
打

ち
ト
内
げ
た
宇
宙
研
は
、

N
A
S
D
A
が
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ
る
前
に
す
で

に
人
工
衛
星
の
打
ち
ト
存
に
成
功
し
て
い
九

M
'V
ロ
ケ
ッ
ト
1
曇
檎
か
打

ち
い
内
げ
ら
れ
た
1
9
9
7年
も
、
ニ
の
項
を
.
い
て
い
る
2
0
0
3年
8
月

現
往
で
も
、
一
番
速
く
を
飛
ん
で
い
る
日
窓
の
牢
宙
機
は
宇
宙
研
の
探
奪
機

で
あ
る
。

残
今
V

な
が
、
墨
画
研
の
衛
星
は
1
9
9
5年
l
月
の
無
賃
カ
実
験
衛
星

『

E
X
P
R
E
S
S」
の
打
ち
上
げ
や
最
後
に
、
し
ば
ら
く
跡
絶
え
て
い
九

打
ち
ト
向
議
M
開

1
号
が
、
会
陸
新
規
制
莞
に
よ
る
新
制
高
官
M
aV
ロ
ケ
ッ
ト

に
よ
る
毎
語
大
文
皇
室
、

M
U
S
E
S
6
に
な
る
・

内
之
浦
訪
問
は
、
実
は
会
自
の
打
ち
上
げ
が
こ
庶
盲
で
あ
る
。
前
の
種
子

島
取
材
の
時
に
大
阪
南
港
か
ら
{
長
華
字
宰
選
ま
で
フ
ェ
リ
ー
e
在
っ
た

。



と
き
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
余
絡
が
あ
る
の

式
名
#
仰
の
内
之
浦
宇
宙
セ
ン
タ
ー
ま
で
足
を
の
ば
し
た
こ
と
が
あ
っ
九

豊
島
も
い
い
耐
閉
じ
で
田
舎
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
九
州
大
限
半
島
の
爾

端
に
あ
る
内
之
浦
は
さ
ら
に
そ
れ
を
上
回
る
図
舎
で
あ
っ
九
そ
し
て
、
山

‘V
M
MW 

券
嘩
え
た
先
に
あ
る
内
之
湯
窓
会
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の
寂
れ
か
た
と
い
い
鯵

蒼
と
繁
る
山
の
組
聞
の
と
こ
ろ
ど
-
』
ろ
に
綴
を
出
し
て
い
る
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン

テ
ナ
や
観
測
駿
備
と
い
い
、
穫
平
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
以
よ
の
非
現
実
感
を
醸

し
出
し
て
い
た
。

種
?
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
が
サ
ン
ダ
l
パ
l
ド
基
地
だ
と
す
る
と
、
内
之
浦

{ヰ
含
セ
ン
タ
ー
は
廃
棄
さ
れ
た
科
学
符
授
隊
基
地
を
思
わ
せ
る
た
た
ず
ま
い

で
あ
る
。
っ
て
、
こ
う
い
う
た
と
え
し
て
い
い
の
か
な
あ
。

日
本
の
牢
会
開
発
カ
世
界
的
に
見
て
も
少
な
い
予
算
の
中
で
続
け
ら
れ
て

い
る
の
は
知
っ
て
い
た
が
、
{
予
宙
研
は
そ
の
中
で
も
さ
ら
に
貧
乏
所
帯
で
、

そ
の
中
で
ロ
ケ
ッ
・
r事
崩
発
し
、
柵
揖
脊
衛
星
を
打
ち
上
げ
て
い
る
。
し
か
し
、

荷
掌
島
を
見
て
、
フ
ロ
リ
ダ
の
ケ
ネ
デ
ィ
宇
宙
セ
ン
タ
ー
会
見
て
か
ら
こ
こ

に
来
る
と
、
郷
土
資
料
館
と
中
懲
附
と
気
象
観
測
所
ま
で
含
め
て
五
年
く
ら

い
荒
れ
る
に
ま
か
せ
た
ょ
っ
主
場
所
か
ら
ど
ん
な
ロ
ケ
ッ
ト
が
上
げ
ら
れ
る

の
か
興
味
が
も
り
も
り
湧
い
て
く
る
・

そ
し
て
、
そ
の
豊
百
1
9
9
7
ま
2
月
に
や
っ
て
妻

、

@ 

明日の打ち上げに向けて繍々と準備を鐙えているM-Vロケット 1号線



内
之
浦
宇
宙
セ
ン
タ
ー

手
術
セ
ン
タ
ー
と
聞
い
て
通
常
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
の
は
、
サ

ン
ダ

l
パ
l
ド

-M絡
密
基
地
か
ウ
ル
ト
ラ
野
備
隊
本
部
、
あ
る

い
は
光
子
力
研
究
所
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
川
山
近
だ
と
ネ

ル
フ
本
部
か
。

笹
本
が
最
初
に
訪
れ
た
ロ
ケ
ッ
ト
射
場
は
、
種
子
島
宇
街
セ

ン
タ
ー
で
あ
る
。
南
国
の
緑
鐙
か
な
起
伏
の
・
中
に
、
背
い
海
を

パ
ッ
ク
に
突
然
現
わ
れ
る
真
っ
白
な
ロ
ケ
ッ
ト
組
立
棟
、
ト
ラ

ス
締
造
を
複
雑
に
組
み
合
わ
せ
た
発
射
撃
備
は
畑
は
、
山
の
中
に

点
在
す
る
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
と
も
あ
い
ま
っ
て
泌
管
基
地
の

名
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
い
や
臼
骨
密
で
も
な
い
し
、

パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
か
ら
光
線
が
発
射
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
い

ん
だ
け
ど
、
世
の
中
に
は
実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
耐
洋
の
山
知
後

以
地
が
あ
る
の
だ
な
あ
と
そ
の
風
対
に
は
感
動
し
た
。

帥
伽
子
山
-vr小
山
セ
ン
タ
ー
は
、
引
火
は
俳
い
凶
汁
で
も
打
数
の
狭
い
射

場
で
あ
る
。
な
に
せ
現
川
の

H
tH
A
ロ
ケ
ッ
ト
、

川
昭

H
t
H

ロ
ケ
ッ
ト
の
大
き
さ
は
、
削
制
点
を
も
っ
と
わ
海
際
の
仰
の
先
に

持

っ
て
い

っ
た
時
に
的
大
阪
と
れ
る
安
全
距
般
か
ら
逆
持
さ
れ

た
。

つ
ま
り
、

川
本
の
ロ
ケ

ッ
ト
の
大
き
さ
は
ベ
イ
ロ

l
ド
の

要
求
や
技
術
要
ぶ
か
ら
で
は
な
く
、
爆
発
物
取
り
抜
い
法
に
よ

り
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

次
に
訪
れ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
東
海
降
、

ケ
ネ
デ
ィ
宇
宙
セ
ン
タ
ー
だ
っ
た
。

M
'
V
1号
機

フ
ロ
リ
ダ
半
島
の

こ
ち
ら
は
広
い
。
馬
鹿
げ
て
広
い
。

川
ロ
ケ
ッ
ト
の
た
め
に
建
造
さ
れ
た

一
辺

1
6
0
メ
ー
ト
ル

V

A

"

 

の
立
方
体
で
あ
る
ロ
ケ
ッ
ト
組
立
練
か
ら
、
現
在
ス
ペ
ー
ス
シ

ャ
ト
ル
の
発
射
に
も
使
わ
れ
て
い
る
却

A
射
場
ま
で

5
・
6
キ

ロ、

さ
ら
に
そ
こ
か
ら
や
は
り

5
キ
ロ
の
安
全
距
簸
を
と
っ
て

も
う
ひ
と
つ
の
射
場
、
却

B
が
あ
り
、
全
長

5
キ
ロ
に
及
ぶ
シ

ャ
ト
ル
着
陸
用
の
長
大
な
滑
走
路
が
あ
る
。
そ
れ
と
は
別
に
工

場
区
間
が
あ
り
、
シ
ャ
ト
ル
の
準
備
区
画
が
あ
り
、
総
に
は
ア

ト
ラ
ス

や
タ
イ
タ
ン
を
打
ち
上
げ
る
ケ

l
プ
カ
ナ
ベ
ラ
ル
宅
軍

基
地
が
あ
り
、
さ
ら
に
観
光
客
向
け
の
ヴ
ィ
ジ
タ

1
コ
ン
プ
レ

ッ
ク
ス
ま
で
あ
る
。

川胤
初
に
シ
ャ
ト
ル
の
打
ち

k
げ
を
取
材
に
行

っ
た
時
、
コ

コ
・
ビ
ー
チ
の
ホ
テ
ル
か
ら
定
り
だ
す
と
、
は
る
か
彼
K
M
に
州

・3

九州
い
U
ト〈
な
V
A
noが
絶
っ
て
い
る
の
が
川
見
え
た
。
オ
1
ラ
ン

ド
中
旬
浴
に
約
陸
す
る
旅
客
機
か
ら
見
え
る
と
い
う
こ
の
他
物
が
、

日
本
で
な
ら
向
速
道
路
と
し
て
泌

mす
る
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
的

ス
ケ
ー
ル
の
追
を
し
ば
ら
く
れ
広

っ
て
も
、

A
K
然
大
き
く
な
ら
な

{注
l
-

ど
こ
が
鰻
近
だ
.
Sな
み

に、

統
計
に
よ
る
と
、
臼
本

の
鶴
密
冒園
地
の
閃
パ
ー
セ
ン

ト
は
富
士
山
舗
に
集
中
し
て

い
る
ら
し
い
。
{
笹
}

{注

E

一

極
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の

広
さ
は
8
・倒
平
方
キ
ロ
で

東
京
ド
ー
ム
の
1
8
5
倍。

ケ
ネ
デ
ィ宇
宙
セ
ン
タ
ー
は

僚
出
血
す
る
ケ
l
ブ

・
カ
ナ
ベ

ラ
ル
空
軍
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と

併
せ
て
4
0
4
平
万
キ
ロ
。

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
あ
る
パ
イ

コヌ
l
ル
宇
宙
セ
ン
タ
ー
は

正
確
な
面
積
は
公
園
罰
さ
れ
て

い
な
い
が
、
ケ
ネ
デ
ィ
の
約

9
備
の
広
さ
が
あ
る
と
い
う
.

つ
ま
り
約
3
6
0
0平
方
キ

ロ
。
で
、
こ
れ
か
ら
箆
本
箱

一
が
向
か
う
内
之
浦
の
鹿
児

島
宇
宙
空
間
観
測
所
は
0
・

7
1
平
方
キ
ロ
で
あ
る
.

(
総
}

【注

3
-

〈
伺
コ
一
o
-
m
w
h
y帥
師
四
ヨ
・

σぞ

mc--a一コ∞・・
ぬ
体

組
立
蝿酬
と
い
う
廊
隊
.
(総
}

b、。
ケ
ネ
デ
ィ
下
街
セ
ン
タ
ー
の
中
だ
け
で
も
尚
巡
ぺ

l
ス
で

ω

分
く
ら
い
走
ら
な
い
と
、
組
立
棟
の
級
元
や
そ
の
近
く
に
あ
る

プ
レ
ス
サ
イ
ト
に
到
む
し
な
い
し
、
発
射
ム
口
は
そ
こ
か
ら
さ
ら

に
5
キ
ロ
も
先
に
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
打
ち

t
げ
重
慌



で
3
0
0
0ト
ン
、
大
剛
官
旅
待
機
ト
徴
分
の
サ
タ
l
ン
ロ
ケ
ッ

ト
を
か
つ
て
悠
造
し
、
今
打
ち
上
げ
総
虫
抵
で
2
0
0
0ト
ン

と
い
う
小
僧
フ
リ
ゲ

l
ト
鑑
並
み
の
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
を
打

ち
l
aげ
る
純
設
は
、
と
に
か
く
で
か
い
。

ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
で

V
2ワ
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
り
、
ア
メ
リ
カ
に

波
っ
て
ア
ポ
ロ
計
画
の
術
開
仰
を
執

っ
た
ウ
エ
ル
ナ

1
・
フ
ォ

ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
防
士
は
、
か
つ
て
こ
う
言
っ
た
と
い
う
。

「こ
れ
か
ら
の
宇
宙
開
発
は
、
国
・
家
の
よ
う
な
強
大
な
組
織
を

も
っ
て
し
か
な
し
得
な
い
」

サ
タ
l
ン
V
型
ロ
ケ
ッ
ト
と
ア
ポ
ロ
一司
令
船
、
機
械
船
、
抽制

限
船
を
合
わ
せ
た

一
山
地
あ
た
り
の
値
段
は
、
原
子
力
空
母
エ
ン

タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
に
相
当
し
た
。
当
時
の
ア
メ
リ
カ
は
サ
タ

l
ン

ロ
ケ
ッ
ト
だ
け
で
試
作
二
基
プ
ラ
ス
虫
産
十
阿
基
を
生
産
、
発

射
後
二
週
間
で
司
令
船

5
ト
ン
だ
け
し
か
帰

っ
て
こ
な
い
巨
大

な
ロ
ケ
ッ
ト
を
年
に
三
思
の
ぺ

l
ス
で
使
い
然
て
、
し
か
も
そ

の
川
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
ま
で
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
怖
い
本
は

1
9
9
7年
、
ア
術
研
の
新
m
h
M
'
V
ロ

ケ
ッ
ト
取
材
の
た
め
に
内
之
浦
を
訪
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
防
料

以
小
の
下
山
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
惑
MU係
資
の
縦
、
ジ
ェ
ッ
ト
挑
進
研
究
所

(J

P
L
)
に
は
約
5
0
0
0人
の
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
。
そ
れ
だ
け

の
ス
タ
ッ
フ
が

1
9
5
7年
の
エ
キ
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
に
始
ま
る

ア
メ
リ
カ
の
宇
宙
探
査
を
行
な
い
、

パ
イ
オ
ニ
ア
や
ボ
イ
ジ
ャ

@ 

ー
と
い

っ
た
総
代
機
を
外
感
従
系
ま
で
飛
ば
し
、

刊
以
の
撚
貨
を
行
な

っ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
宇
術
科
学
研
究
所
は
総
勿
3
0
0人
。
も
ち

ろ
ん
メ
ー
カ
ー
や
大
宇
の
協
刈
が
あ
る
と
は
い
え
、
そ
れ
だ
け

の
人
数
で
述

M
、
の
み
な
ら
ず
太
陽
、
氾
波
天
文
学
、
銀
河
系

の
研
究
を
行
な
い
、
白
山
川
の
ロ
ケ

ッ
ト
ま
で
開
発
し
て
い
る
。

J
P
L
は
惑
刻
一探
査
は
行
な
う
が
、
打
ち
上
げ
る
ロ
ケ
ッ
ト

の
開
発
ま
で
は
行
な
っ
て
い
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ケ
ッ
ト
は

か
つ
て
ミ
サ
イ
ル
と
し
て
開
発
さ
れ
、
そ
の
後
、
衡
是
打
ち
上

げ
朋
に
転
則
さ
れ
た
ア
ト
ラ
ス
、
タ
イ
タ
ン
、
デ
ル
タ
と
い

っ

た
シ
リ
ー
ズ
が
現
在
も
改
良
さ
れ
て
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
り
ゃ

あ
1
9
5
0年
代
の
こ
ろ
か
ら
使

っ
て
る
部
品
な
ん
か
な
い
か

も
し
れ
な
い
け
ど
、
ロ
ケ
ッ
ト
そ
の
も
の
は
必
初
大
陸
間
抑
道

州
と
し
て
開
発
さ
れ
、
冷
戦
を
支
え
た
ミ
サ
イ
ル
が
長
年
の
改

良
を
市
ね
て
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ひ
る
が
え
っ
て
川
本
に
は
大
限
問
仰
巡
仰
な
ど
な
い
。

1
9
4
5年
、
第
・一次
附
界
大
戦
に
無
条
件
隣
伏
し
た
日
本

は
以
後
川
凶
作
間
航
宅
機
の
附
mmを
然
じ
ら
れ
、
そ
れ
ま
で
の
初

年
ほ
ど
で
川
派
に

M
を
牧
べ
る
ま
で
に
祭
主
仁
げ
た
航
中
市
じ
技
術

の
ほ
と
ん
ど
を
失
っ
た
。
こ
の
巡
れ
は
、
今
な
お
取
り
υ
抗
さ
れ

て
い
な
い
。

航
州
司
機
開
発
を
然
じ
ら
れ
た

H
本
だ
が
、
ロ
ケ

ッ
ト
附
発
は

柿
閉
じ
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
。
と
い
う
よ
り
も
、
陛
界
初
の
戦
略

仰
道
仰
で
あ
る

V
2ザ
ロ
ケ

ッ
ト
を
開
発
し
た
ド
イ
ツ
に
比
べ

【途
d
}

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
純
資
は

1
9
6
5年
か
ら
1
9
7
5

年
の
聞
に
3
5
2
0・
ド
ル
.

一
方
、
ア
ポ
ロ
針
薗
の
総
予

算
は
1
9
6
0年
か
ら
1
9

7
2年
の
聞
に
2
5
0憾
ド

ル
。
ベ
ト
ナ
ム
で
戦
争
を
す

る
予
算
を
宇
宙
で
使
え
ば
、

お
そ
ら
く
火
星
に
だ
っ
て
行

け
た
だ
ろ
う
。
{
総
)

火
M

勺
や
金
川
口
、



て
、
日
本
の
ロ
ケ
ッ
ト
技
術
と
い
う
の
は
戦
勝
国
側
が
気
に
す

る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
放
っ
て
お
か
れ
た
と
い

う
の
が
正
し
い
。

こ
の
隙
を
狙
い
、
糸
川
英
夫
が
全
長
ぬ
セ
ン
チ
ほ
ど
の
ペ
ン

シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
で
戦
後
日
本
の
宇
宙
開
発
の
訴
を
聞
い
た
の
が

1
9
5
5年
。
航
空
機
の
開
発
す
ら
禁
じ
ら
れ
、
す
っ
か
り
焼

け
野
原
に
な
っ
た
日
本
で

「次
は
ロ
ケ
ッ
ト
だ
」
「
東
京
'
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
聞
を
お
分
で
結
ぶ
」
と
ぶ
ち
上
げ
た
ん
だ
か
ら
、
そ

の
ス
ケ
ー
ル
た
る
や
常
人
の
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
。

判
的
人
の
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
が
、
い
き
な
り
そ
こ
を
白
指
さ

ず
に
一
歩
ず
つ
足
場
を
問
め
て
い
く
の
が
糸
川
英
夫
の
偉
大
な

と
こ
ろ
で
あ
る
。

ペ
ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
は
現
在
の
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
に
も
及
ば

な
い
よ
う
な
飛
期
性
能
し
か
持
た
な
か
っ
た
が
、
糸
川
英
夫
を

は
じ
め
と
す
る
当
時
の
東
大
生
産
技
術
研
究
所
の
ス
タ
ッ
フ
は

こ
れ
を
都
下
国
分
寺
に
あ
っ
た
ピ
ス
ト
ル
試
射
場
で
横
向
き
に

・6

発
射
、
数
叩
セ
ン
チ
お
き
に
吸
っ
た
和
紙
の
附
酬
を
突
き
破
ら
せ

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
性
能
を
確
認
し
た
。
こ
の
ピ
ス
ト
ル

射
場
が
、
実
は
得
一
本
が
通
っ
て
い
た
小
学
校
と
中
央
線
の
線
路

を
断
て
た
す
ぐ
近
く
に
あ
っ
た
と
い
う
の
を
知
っ
た
の
は
、
最

近
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
日
本
の
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
は
国
家
機
関
で
は
な
く
、

・0

が

当
時
東
大
陛
下
の
生
産
技
術
研
究
所
で
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
す
が
に
国
立
と
は
い
え

一
大
学
機
関
が
宇
宙
開
発
な
ど
と

M
t
V
1
号
機

い
う
初
世
紀
般
大
の
邸
業
を
進
め
て
い
る
と
い
う
の
は
対
外
的

に
も
見
栄
え
が
怒
い
と
怒
っ
た
の
か
、
生
産
技
術
研
究
所
は
そ

の
後
、
宇
宙
科
学
研
究
所
と
し
て
東
大
か
ら
独
立
、
純
粋
学
術

部
門
に
目
的
を
絞
っ
た
ロ
ケ
ッ
ト
側
発
、
宇
宙
探
査
を
続
け
る

こ
と
に
な
る
。

【注
5
}

銀
色
火
薬
な
ど
を
使
用
し

た
市
販
の
国
体
ロ
ケ
ッ
ト
の

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
全
畏
初
セ

ン
チ
く
ら
い
の
ロ
ケ
ッ
ト
線

型
に
セ
ッ
ト
し
て
飛
ば
す
、

と
い
う
の
が
日
本
の
一
般
的

な
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
。
小
さ

く
て
も
条
件
次
第
で
高
度
1

0
0
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
ま
で

届
く
も
の
も
あ
る
。
火
姦
類

販
締
法
の
制
限
の
た
め
大
型

ロ
ケ
ッ
ト
は
鮫
し
い
が
、
ア

メ
リ
カ
で
は
高
度
l
万
メ
ー

ト
ル
を
起
す
大
型
の
も
の
も

個
人
で
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い

る
ら
し
い
。
{
笹
}

μ
取
初
国
分
寺
の
ピ
ス
ト
ル
試
射
場
で
テ
ス
ト
さ
れ
た
ロ
ケ
ツ

ト
は
あ

っ
と
い
う
聞
に
そ
の
飛
距
維
を
延
ば
し
、

t

J
-K
1
1
 

お
し
マ
J
b
n

の
逝
川
海
岸
で
日
本
臨
時
に
向
け
て
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
さ
ら
な

る
性
能
向
上
を
求
め
て
多
段
化
、

は
徐
々
に
大
き
く
な
っ
て
い
き
、

向
性
能
化
さ
れ
た
ロ
ケ
ッ
ト

こ
の
ま
ま
で
は
平
和
慾
法
を

持
つ
日
本
が
ミ
サ
イ
ル
を
持
っ
て
し
ま
う
と
報
道
機
関
に
叩
か

計
釘
上
の
性
能
数
値
が
日
本
海
を

{注

B
}

イ
ン
ク
用
の
眠
い
取
り
紙

だ
っ
た
と
い
う
。
(
箆
}

同
じ
1
9
5
5年
、
石
原

慎
太
郎
が
『
太
陽
の
季
節
」

で
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
し
て
い
る
。

こ
の
小
説
の
中
に
ナ
ニ
で
ア

レ
な
道
具
で
陽
子
を
突
き
殴

る
シ
ー
ン
が
あ
っ
て
、
ペ
ン

シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
も
色
々
と
言

わ
れ
た
ら
し
い
。
ま
あ
、
ロ

ケ
ッ
ト
は
男
の
子
の
象
徴
と

も
言
わ
れ
る
し
ね
え
。
{
総
)

れ
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、

飛
び
越
す
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。

学
術
目
的
の
ロ
ケ
ッ
ト
で
、

ぇ
、
秋
聞
か
ら
打
ち
上
げ
た
ロ
ケ
ッ
ト
が
日
本
海
を
越
え
て
ソ

述
に
泊
附
押
し
て
し
ま
う
の
は
ま
ず
い
。

事
前
に
通
告
し
て
あ
る
と
は
い

そ
こ
で
、
字
街
研
は
新

た
な
る
射
場
の
建
設
を
決
定
、

日
本
全
国
に
そ
の
地
を
撚
し
求

め
た
。

太
平
洋
に
向
い
て
大
き
く
附
い
て
い
る
、
付
近
に

人
家
が
な
く
、
し
か
し
ロ
ケ
ッ
ト
の
綴
入
が
楽
に
で
き
る
、
な

ど
の
条
件
か
ら
、
鹿
児
島
県
大
間
半
・

μ
の
太
平
洋
側
に
あ
る
内

之
浦
が
ロ
ケ
ッ
ト
射
場
に
選
定
さ
れ
た
。

当
時
使
わ
れ
て
い
た
ラ
ム
ダ
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
制
押
道
細
川
行
噂
刷

の
観
測
ロ
ケ
ッ
ト
で
あ
り
、
衛
星
軌
道

へ
の
到
達
は
そ
の
次
の

そ
し
て
、



ミ
ュ

1
ロ
ケ
ッ
ト
で
行
わ
れ
る
予
定
だ

っ
た
。
だ
が
、

ロ
ケ
ッ
ト
の
性
能
を
計
算
し
た
結
果
、
四
段
け
を
軌
道
投
入
す

る
こ
と
が
理
諭
上
可
能
で
あ
る
こ
と
が
判
明
、
問
股
も
の
失
敗

を
経
て
日
本
H
M
初
の
人
工
衛
息
が

『
お
お
す
み
」
と
名
づ
け
ら

れ
た
時
、

H
本
は
自
力
で
人
工
衛
口
匁
を
上
げ
た
世
界
で
四
番
目

の
困
と
な
っ
て
い
た
。

一
喬
目
は
ソ
述
、
二
番
目
が
ア
メ
リ
カ
、
次
い
で
フ
ラ
ン
ス
、

と
戦
勝
国
側
が
軍
用
ミ
サ
イ
ル
を
転
用
し
た
篠
原
一打
ち
上
げ
ロ

ケ
ッ
ト
を
使
っ
て
い
る
な
か
で
、
「
ミ
サ
イ
ル
に
な
っ
て
し
ま

う
か
ら
誘
導
装
置
は
使
え
な
い
」
と
い
う
訳
の
わ
か
ら
な
い
理

由
で
ろ
く
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
で
き
な
い
ロ
ケ
ッ
ト
を
使
い
、

術
短
を
軌
道
に
投
入
し
た
事
実
は
、
そ
の
た
め
に
投
入
さ
れ
た

技
術
、
人
、
時
間
、
チ
鍔
の
い
ず
れ
か
ら
兄
て
も
誇
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。

か
く
し
て

U
本
は
、
大
陸
間
保
巡
仰
を
俗
体
に
持
た
な
い
純

民
間
川
ロ
ケ
ッ
ト
を
手
に
人
れ
、
そ
れ
に
よ
る
宇
宙
開
発
を
続

け
て
い
る
。

叫れ凶汁
で
、
ミ
サ
イ
ル
を
そ
の
母
体
に
持
た
な
い
ロ
ケ
ッ
ト
は

な
外
な
ほ
ど
少
な
い
。

日
本
以
外
で
作
ら
れ
た
非
市
川

pmロ
ケ
ッ
ト
は
、
人
間
を
日

に
送
り
込
む
と
い
う
そ
の
日
的
の
た
め
だ
け
に
他
泊
さ
れ
た
サ

タ
1
ン
ロ
ケ
ッ
ト
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
、
ア
リ
ア
ン

v
mく

ら
い
し
か
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
間
体
ロ
ケ
ッ
ト
だ
け
で

飛
ん
で
い
る
の
は

H
本
の
字
街
研
の
ロ
ケ
ッ
ト
だ
け
で
あ
る
。

ラ
ム
グ

一
度
火
を
付
け
た
ら
フ
ル

・
パ
ワ
ー
で
燃

焼
し
っ
ぱ
な
し
、
出
刊
に
突
っ
込
も
う
が
粉
々

に
砕
け
よ
う
が
止
め
ら
れ
な
い
間
体
ロ
ケ
ッ

ト
は
、
デ
リ
ケ
ー
ト
な
制
御
が
必
要
な
軌
道

投
入
に
向
い
て
い
る
ロ
ケ
ッ
ト
で
は
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
液
体
ロ
ケ
ッ
ト
よ
り

も
間
体
ロ
ケ
ッ
ト
の
方
が
開
発
費
用
が
安
く

つ
く
」

「
倣
進
剤
を
燃
焼
さ
せ
る
エ
ン
ジ
ン

を
開
発
す
る
必
要
が
な
い
」
と
い
う
理
由
で

進
化
し
続
け
て
き
た
宇
宙
研
の
ロ
ケ

ッ
ト
は
、

世
界
で
た
だ
ひ
と
つ
の
同
体
燃
料
宇
宙
探
査

ロ
ケ
ッ
ト
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

間
体
燃
料
で
月
ま
で
印
刷
く
の
み
な
ら
ず
、

三
乃
機
で
火
U

慌
に
向
け
て
探
査
機
を
送
り
だ

し
た

M
'
V
ロ
ケ
ッ
ト
は
、

2
0
0
3年
5

川
に
は
小
必
民
に
向
け
た
帥
体
代
機
を
も
打
ち

ト
し
ギ
ノ
人
、
。

'
V
1
 

そ
の
サ
イ
ズ
は
A
K
必
却
メ
ー
ト
ル
、

@ -

1
9
7
1年
。
内
之
浦
宇
宙
セ
ン
タ
ー
を
防

れ
た
フ
方
ン

・ブ
ラ
ウ
ン
〔
左
か
ら
二
人
目
)

打
ら

k
.け
虚
祉
で

1
3

0
ト
ン
と
だ
い
た
い

U
'日
系
列
の
半
分
ほ
ど
で
あ
る
。

で
は
、

{注
7
-

ロ
シ
ア
が
ア
ポ
ロ
に
対
抗

し
て
開
発
し
た
有
人
月
ロ
ケ

ッ
ト
『
N

・1』
も
非

m
'

mロ
ケ
ッ
ト
だ
。
こ
ん
な
大

型
ロ
ケ
ッ
ト
は
月
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ぐ
ら
い
に
し
か
使
え
な
い
.

で
は
『
エ
ネ
ル
ギ
ヤ
」
は
と

い
う
と
、

1
9
8
7年
に
打

こ
の
附
い
凶
汁
峨

一
の
肉
体
燃
料
字
化
川
採
点
叫
ロ
ケ
ッ
ト
は
、

ど
ん
な
水
戸
地
か
ら
ど
の
よ
う
に
打
ち
仁
げ
ら
れ
て
い
る
の
か
。

M
e
V
ロ
ケ
ッ
ト

l
号
機
は
、

1
9
9
7年
2
月
に
内
之
浦

の
鹿
児
島
乎
術
空
間
観
測
所
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。



打
ち
上
げ
に
先
立
つ
報
道
公
聞
は
、
屯
波
テ
ス
ト
の
日
に
行

な
わ
れ
る
。

N
A
S
D
A
の
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
輸

入
す
る
形
で
導
入
さ
れ
た
。
ψl
時
の
技
術
で
吋
能
な
限
り
の
凶

成
化
が
行
な
わ
れ
た
と
は
い
っ
て
も
、
初
期
の

N
A
S
D
A
の

ロ
ケ
ッ
ト
は
海
外
の
資
料
を
参
照
す
る
と
以
型
と
な

っ
た
デ
ル

タ
ロ
ケ
ッ
ト
の
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
程
度
の
扱
い
し
か
さ
れ
て
い

t

、。

φ
匂

avそ
し
て
、
輸
入
さ
れ
た
の
は
ロ
ケ
ッ
ト
本
体
だ
同
り
で
は
な
い
。

ロ
ケ
ッ
ト
の
製
作
手
順
、
点
検
手
順
、
ロ
ケ
ッ
ト
組
立
棟
、
発

射
帥
常
備
は
畑
、
発
射
子
順
な
ど
す
べ
て
の
設
備
、
手
法
む
ま
た
ア

メ
リ
カ
か
ら
導
入
さ
れ
た
。

H
'
H
ロ
ケ
ッ
ト
で
ロ
ケ
ッ

ト
本
体
の
完
全
な
凶
応
化
が
述

成
さ
れ
て
も
、
点
検
予
断
刷
、
発
射
下
順
は
そ
れ
ま
で
に
純
子

-M

で
使
わ
れ
、
実
紛
の
あ

っ
た
も
の
が
予
バ
し
さ
れ
て
使
わ
れ
て

い
る
か
ら
、

N
A
S
D
A
の
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
手
順
は
ア
メ

リ
カ
原
産
と
い
っ
て
よ
い
。

一
方
、
字
宙
研
で
は
ペ
ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
以
来
す
べ
て
の
部

品
、
打
ち
上
げ
設
備
、
手
順
を
自
前
で
開
発
し
て
き
た
。
そ
の

た
め
、
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ
、
軌
道
に
衛
星
を
役
入
す
る
と

い
う
そ
の
同
じ
作
業
を
組
子
刈
の
射
場
か
ら
出
線
距
維
で

1
0

0
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
で
行
な

っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
椴
成
、
手
法
、
収
門
川
町山
な
ど
が
光
令
に
違
う
、
独
引
の

進
化
を
遂
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
制
本
に
お
け
る
字
街
開
発
は
、

M
'
V
1号
機

こ
ち
ら
が
歴
史
も
伝
統
も
実
紛
が
あ
る
本
家
な
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
も
ロ
シ
ア
も
、
そ
の
宇
宙
開
発
は
も
と
を
た
ど
る

・8

と
、
第
二
次
世
界
大
戦
当
時
の
ド
イ
ツ
が
ぺ

l
ネ
ミ
ュ
ン
デ
で

開
発
し
た

V
2リ
ロ

ケ
ッ
ト
に
ま
で
行
き
心
く
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

.，

.叫

の
下
山
開
発
を
見
て
も
、
デ
ィ
ア
マ
ン
や
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ロ
ー
と

い
っ
た
テ
ス
ト
機
や
、
現
在
市
米
仏
領
ギ
ア
ナ
か
ら
打
ち

k
げ

そ
の
.激
派
は
結

ち
ょ
げ
ら
れ
た
1
号
織
に
沼

健
さ
れ
た
有
人
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
『
ポ
リ
ウ
ス
』
は
'
'
宇

宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
ト

タ
イ
プ
だ
っ
た
こ
と
が
判
明

し
て
い
る
.
打
ち
上
げ
は
庇

功
し
た
が
、
ポ
リ
つ
ス
の
齢
制

泊
変
更
問
問
エ
ン
ジ
ン
の
唄
射

が
矢
奴
し
て
、
治
問
帽
に
活
下

レ
た
.
(
松
)

ら
れ
て
い
る
ア
リ
ア
ン
ロ
ケ
ッ

ト
に
し
て
も
、

{注
目
}

北
ド
イ
ツ
、
バ
ル
ト
渇
に

歯
す
る
小
さ
な
田
舎
町
.
ナ

チ
ス
ド
イ
ツ
は
こ
こ
に
ロ
ケ

ッ
ト
開
発
研
究
所
を
作
り
、

V
E号
ロ
ケ
ッ
ト
は
こ
こ
か

ら
送
り
出
さ
れ
た
。
{
笹
}

局
V
2号
ロ
ケ
ッ
ト
で
あ
る
。

し
か
し
、

発
さ
れ
、

宇
宙
研
の
ロ
ケ
ッ
ト
は
ス
タ
ー
ト
か
ら
国
産
で
閥

進
化
し
て
き
た
。

と
い
う
わ
け
で
、
宇
仲
間
開
発
に
お
い
て
決
し
て
ト
ッ
プ
を
走

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

H
本
州
内
に
、
ル
ー
ツ
も
設
計
思
惣

も
開
発
相
続
純
も
ま

っ
た
く
巡
う
ニ
つ
の
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
グ

ル
ー
プ
が
共
作
し
て
い
る
わ
け
で
、
こ
れ
は
取
材
す
る
側
と
し

て
は
尖
に
興
味
深
い
。

屯
波
テ
ス
ト
は
、
打
ち
上
げ
前
日
に
行
な
わ
れ
る
打
ち
上
げ

リ
ハ
ー
サ
ル
の
、
宇
宙
研
に
お
け
る
呼
称
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
が
打
ち
上
げ
前
の
状
況
を
取
材
す
る
必
後
の
報
道
イ
ベ
ン

ト
に
な
る
。

{注

g}
フ
ラ
ン
ス
の
ロ
ケ
ッ
ト
.

1
9
6
5年
に
フ
ラ
ン
ス
.

初
の
人
工
衛
星
の
打
ち
上
げ

に
威
功
し
て
い
る
.
{
箆
)

{逮

m
-

イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ケ
ッ
ト
。

1
9
7
1年
に
衛
星
を
打
ち

上
げ
て
い
る
。
(
箆
)

{注
川
}

灯
ち
ょ
げ
の
関
朗
、
内
之

浦
町
の
箔
は
打
ち
上
げ
関
係

者
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
.
な

か
忽
か
級
泊
関
係
者
は
宿
を

取
る
こ
と
が
で
を
怠
い
.

{松
}

こ
の
時
、

-
H

h

v

の
av

終
士
中
は
宇
宙
研
か
ら
の
通
途
に
従
っ
て
俊
民
に
宿

を
取

っ
て
い
た
。

北
九
州
で
市
部
刀
両
納
給
以
仙
他
社
ト
に
で
あ
る
と
こ
ろ
の
悼
す
.
内

か
ら
彼
の
愛
市
ソ
ア
ラ
を
的
り
だ
し
、

剛
山

Mm
に
向
か

っ
て
必
り

だ
し
た
の
が
屯
波
テ
ス
ト
を
子
作
さ
れ
た

nの品川
u。
あ
れ
は



縦
か
う
ら
ら
か
な
九
州
の

2
川、

九
州
縦
口
追
を
の
ん
び
り
と

川
分
ま
で
定
り
、

舶
脚
江
掛
川
か
ら
大
剛
下
山
同
に
刷
り
込
ん
で
山
山
川
m

に
叫
円
わ
い
た
時
に
は
す
っ
か
り
引
も
怒
れ
て
い
た
。

以
大
の
難
所
、

九
州
縦
幻
泊

熊
本

・
鹿
児
仏
間
が
栄
た
し
て
当
時
接
続
さ
れ

て
い
た
か
ど
う
か
。

な
に
せ
値
段
優
先
で
と
っ
た
宿
の
勝
手
も
わ
か
ら
ず
、

が
遅
れ
る
こ
と
を
そ
の
つ
ど
電
話
連
絡
し
て
い
た
の
だ
が
、
到

す

e'

若
し
て
み
た
ら
朝
食
と
も
ど
も
向
か
い
の
フ
ア
ミ
レ
ス
を
勧
め

夕
食

ら
れ
、
な
る
ほ
ど
そ
う
い
う
翁
で
あ
っ
た
か
と
納
得
し
た
の
も

今
は
懐
か
し
い
。

翌
日
、
般
か

9
時
集
合
の
鹿
児
島
宇
宙
空
間
観
測
所
に
向
か

朝
の
か
な
り
早
い
時
間
だ
っ
た

っ
て
俊
民
を
出
発
し
た
の
は
、

と
剛
山
う
。

打
ち
上
げ
却
時
間
か
ら
泊
何
時
間
前
に
当
け

と
川
じ
乎
阪
を
踏
ん
で
行
な
わ
れ
る
。
打
ち

K
げ
予
定
時
刻
は

日
時
半
、
ロ
ケ
ッ
ト
創
立
総
か
ら
の
ラ
ン
チ
ャ

l
岐
川
は
午
前

屯
波
テ
ス
ト
は
、

小

に
行
な
わ
れ
た
。

4
M
Mの
下
阪
と
し
て
、

ゲ
ー
ト
で
受
け
付
け
し
、

腕

(~')九と
川 .へ

ル
メ
ッ
ト
を
も
ら

っ
て
か
ら
記
行
準
に
行
く
。
そ
こ
で
、

先
生
の
楽
内
に
よ
る
下
山
脈
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
が
行
な
わ
れ
る
。

符
本
が
そ
こ
で
H
凡
た
の
は
、

今
ま
で
の
ア
術
開
発
関
述
の
取

H

刊
で
仰
た
感
触
を
こ
と
ご
と
く
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
る
よ
う
な
宇

術
セ
ン
タ
ー
だ

っ
た
。

・・0

例
に
よ
っ
て
侠
本
は
あ
さ
り
よ
し
と
お
か
ら
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ

@ 

オ
カ
メ
ラ
を
創
か

っ
て
い
た
。
今
川
は
テ

l
プ

1
時
間

一
本
の

み
。

い
つ
も
の
パ
タ
ー
ン
な
ら
、
附
施
設
初
分
、
打
ち

k
げ
と
そ

の
前
後
介
わ
せ
て
初
分
、

1
時
間
テ

l
プ
で
じ
申
う
ぶ
ん
収
ま

る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ん
だ
が
。

出
胤
川
ル
れ
州
内
十
術
空
間
観
測
所
、
略
称

K
S
C
(
ケ
ネ
デ
ィ

・
ス

ペ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
よ
り
も
早
く
こ
の
略
称
を
名
乗
っ
て
い
る
)

の
施
設
は
面
白
過
ぎ
た
。

-
-
M
 

せ
っ
か
く
持
っ
て
来
た

1
時
間
テ

l
プ
は
こ
の
臼
の
プ
レ
ス

ツ
ア
ー
だ
け
で
あ
っ
さ
り
使
い
切
ら
れ
、
笹
本
は
そ
の
日
の
夜

に
鹿
屋
の
徒
気
口
院
で
新
た
な
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
買
い

求
め
る
舷
目
に
な
っ
た
。

で
は
、
侠
本
は
内
之
浦
で
な
に
を
見
た
の
か
。

{
注
目
}

宇
宙
研
の
的
川
猿
宮
線
療
.

対
外
協
力
窓
畏
と
い
う
周
・

を
柑
阿
古
、
宇
宙
研
は
お
ろ
か

日
本
の
宇
宙
開
逓
広
報
の
穴

節
分
を
-
人
で
こ
な
し
て
い

る
人
.
ふ
く
よ
か
な
体
織
と
、

総
に
で
も
き
ち
ん
と
織
し
い

こ
と
を
や
さ
し
く
説
明
す
る

悠
皮
で
、

メ
デ
ィ
ア
関
係
者

に
も
フ
ァ
ン
が
多
い
.
某
映

像
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が
『
マ

ト
ち
ゃ
ん
』
な
る
キ
ャ
ラ
を

作
っ
て
売
ろ
う
と
し
た
こ
と

も
あ
る
と
い
う
。
(
松
)

{
注
目
}

当
時
の
箆
本
は
自

mの
取

材
用
カ
メ
ラ
を
出
向
ち
歩
い
て

い
な
か
っ
た
。

E
0
0
3年

現
在
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を

使
っ
て
い
る
。
{
笹
}

ま
ず

M
台
地
に
向
か

っ
た
。

"M
.e.
 

卜大八削削附市平
rγ.品H品
川
の
卜
太A
田平r洋
側
、
内
之
浦
湾
か
ら
火
崎
を
隔
て
た
仰

プ
レ
ス
ツ
ア
ー
は、

{注
M
}

笹
本
の
煉
影
し
た
ビ
デ
オ

翻
像
は
、
そ
の
気
ま
ぐ
れ
な

怯
俗
そ
の
ま
ま
に
あ
ち
こ
ち

へ
向
け
る
も
の
だ
か
ら
、
図

面
は
い
つ
も
ゆ
ら
ゆ
ら
.
気

分
は
『
ブ
レ
ア

・
つ
イ
ツ

チ
・プ
ロ
ジ
Z
ク
ト
』
で
あ

る
.
レ
か
レ
、
ロ
ケ
ッ
ト
灯

ち
ょ
げ
の
畑
影
は
さ
す
が
に

嶋
微
を
鎗
ん
で
い
る
だ
け
あ

っ
て
、
怠
か
忽
か
緊
鏑
ら
レ

い
画
を
煽
る
.
{
松
)

の
向
こ
う
側
に
股
児
仏
-ur術
均
L

間
観
測
所
、

内
之
浦
宇
中
川
セ
ン

.タ
M手l
ロv カf

ケあ
ツる
ト 。

rr 
ち
t 
げ
の
た
め
の
4角

地
tま

ト
A
岬

γ
洋
に

gm
ち

込
む
仰
の
斜
戸
川
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
郷
ム
け
を
似
り
付
け
る
よ
う

に
他
殺
さ
れ
た
。
こ
こ
に
か
つ
て
の
ラ
ム
ダ
ロ
ケ
ッ
ト
の
発
射

ぷ

ム
刊
が
ス
レ
ー
ト
昨
日
さ
の
ス
ラ
イ
ド
A
U
仰
に
収
め
ら
れ
、
そ
の
後

M
3
ロ
ケ
ッ
ト
か
ら

M
'
v
mに
改
造
さ
れ
て
以
前
線
で
刑
判
復

も
仙
肌
川
中
の
旋
阿
発
射
熔
が
あ
る
。

日
出
り
笠
の
下
、
プ
レ
ス
ツ
ア

1
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
、

34 
:fr・



室
か
ら

一
度
ゲ

l
卜
を
出
て
橋
を
波
り
、

M
台
地
の
ロ
ケ
ッ
ト

格
納
廊
の
抑
制
に
停
車
し
た
。

台
地
と
名
づ
け
ら
れ
る
だ
り
あ
っ
て
こ
の
あ
た
り
の
平
地
而

積
は
学
校
ひ
と
つ
分
く
ら
い
は
あ
る
。
小
さ
な
体
育
館
ほ
ど
の

絡
納
僚
は
よ
3
分
の
2
ほ
ど
が

1
9
7
0年
の
大
阪
万
憾
の
パ

ビ
リ
オ
ン
に
あ

っ
た
よ
う
な
凶
角
い
金
印
刷
パ
ネ
ル
を
重
ね
た
構

造
で
あ
る
。

下

3
分
の
l
ほ
ど
は
味
も
そ

っ
け
も
な
い
プ
レ
ハ
ブ
で
継
ぎ

足
し
た
よ
う
な
こ
の
絡
納
陣
、
こ
れ
は
笑
は
前
作
M
3
ロ
ケ
ッ

ト
時
代
か
ら
の
も
の
で
、

M
'
V
ロ
ケ
ッ
ト
の
導
入
に
あ
た
り
、

か
き
め

そ
れ
ま
で
の
建
屋
を
ジ
ャ
ッ
キ
で
路
上
げ
し
、
下
に
新
し
い
墜

を
作
り
つ
け
て
そ
の
ま
ま
容
積
を
階
大
さ
せ
る
改
築
を
し
た
と

い、っ
。

格
納
庫
か
ら
す
ぐ
印
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
前
に
同
駅
直
後

備
は
句
。
V
A
B
と
か
ア
ン
ビ
リ
カ
ル
タ
ワ
!
と
か
積
乎
烏
で
呼

ば
れ
て
い
る
も
の
が
、
こ
こ
内
之
浦
で
は
組
立
棟
と
な
る
。
こ

の
中
に
巨
大
な
ク
レ

ー
ン
に
似
た
旋
回
式
の
ラ
ン
チ
ャ
ー
が
あ

り
、
い
っ
た
ん
事
あ
ら
ば
組
立
鯨
の

一
方
の
壁
が
附
い
て
中
か

ら
打
ち
上
げ
準
備
万
端
盤
、
え
た

M
t
V
ロ
ケ

ッ
ト
が
そ
の
筋
肉
姿

を
現
わ
す
と
い
う
寸
法
で
あ
る
。

こ
の
自
の
抑
制
立
練
は
中
程
か
ら
非
常
脱
出
問
の
シ
ュ

l
タ
ー

が
斜
め
に
伸
び
て
お
り
、
災
害
訓
練
で
も
あ
っ
た
ん
だ
ろ
う
か
。

絡
納
庫
の
械
に
は
、
設
備
と
の
整
合
性
テ
ス
ト
の
た
め
に
使

わ
れ
た
M
'
V
ロ
ケ
ッ
ト
の
実
物
大
の
地
上
テ
ス
ト
モ
デ
ル
が

そ
し
て
、

M
'
V
1号
機

そ
の
ま
ま
横
向
き
に
台
に
白
か
れ
て
展
示
さ
れ
て
い
る
。
テ
ス

ト
モ
デ
ル
と
い
い
つ
つ
も
、
使
わ
れ
て
い
る
紫
材
や
製
造
法
は

笑
際
に
飛
ん
で
い
く
フ
ラ
イ
ト
モ
デ
ル
と
同

一
、
重
い
間
体
燃

料
の
代
わ
り
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
入
れ
て
露
-此
も
合
わ
せ
て
あ

る
と
い
う
も
の
な
の
で
、
実
は
あ
ん
ま
り
屋
外
展
示
向
き
の
仕

様
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
屋
外
展
示
用
の
モ
デ
ル
そ
別
に
製

造
す
る
予
算
も
、

一
度
運
び
込
ん
だ
池
上
テ
ス
ト
モ
デ
ル
を
科

び
ど
こ
か
に
搬
出
す
る
費
用
も
な
い
宇
宙
研
は
、
そ
れ
を
そ
の

ま
ま
地
上
阪
示
し
て
あ
る
の
で
あ
る
。

上
・
盤
備
活
の
後
ろ
の
ロ
ケ
ッ
ト
格
納
廊

下
・

M
台
織
に
緩
か
れ
て
い
る

M
'
V
ロ

ケ
ッ
ト
池
上
テ
ス
ト
モ
デ
ル



芝
生
の
上
に
は
、
観
測
ロ
ケ
ッ
ト
の
最
終
裂
と
し
て
作
ら
れ

な
が
ら
最
初
の
人
工
衛
星
「
お
お
す
み
」
の
打
ち
上
げ
に
成
功

し
た

L
4
S
の
地
上
一展
示
モ
デ
ル
が
あ
る
。
最
大
直
後

1
・
4

メ
ー
ト
ル
の
呪
縛
が
か
け
ら
れ
て
い
た
時
代
の
安
定
裂
の
あ
る

ロ
ケ
ッ
ト
は
、

M
'
V
ロ
ケ
ッ
ト
と
比
べ
る
と
線
が
細
い
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
た
取
材
陣
は
、
係
員
の
先
導
に
よ
っ

て
組
立
棟
の
横
に
移
動
す
る
。
隣
に
は

M
3
S
H
周
の
移
動
絡

納
庫
が
あ
る
が
、
ロ
ケ
ッ
ト
本
体
は
ま
だ
絡
納
庫
内
に
あ
る
旋

回
ラ
ン
チ
ャ
ー
ま
で
、
目
測
ぬ
メ
ー
ト
ル
も
な
い
。

報
道
陣
が
来
た
か
ら
仕
方
な
く
、
と
い
う
感
じ
で
旋
回
ラ
ン

チ
ャ
!
被
に
策
色
と
殺
の
ロ

1
プ
が
張
ら
れ
た
。
そ
こ
ま
で
な

ら
出
て
い
い
と
言
わ
れ
た
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
い
っ
ぱ
い

に
引
い
て
も
、
近
過
ぎ
て
格
納
庫
の
全
対
が
入
ら
な
い
ん
で
す

け
ど
。

そ
の
う
ち
に
貨
色
い
回
転
灯
と
ブ
ザ
ー
が
鳴
り
だ
し
て
、
絡

納
腕
が
開
か
れ
た
。
四
角
い
組
立
棟
の

一
角
を
切
り
洛
と
し
た

形
で
ク
リ
ー
ム
色
と
背
色
に
塗
り
分
け
ら
れ
た

一
枚
訴
が
、
大

き
さ
の
わ
り
に
意
外
な
速
さ
で
附
い
て
い
く
。

そ
の
中
に
、
赤
い
色
の
ラ
ン
チ
ャ

l
に
ぴ

っ
た
り
袋
別相
さ
れ

た
M
t
V
ロ
ケ
ッ
ト

l
号
機
が
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
詰
め
に
押
し
込

ま
れ
て
い
る
。
作
業
ス
ペ
ー
ス
は
狭
そ
う
。
だ
け
ど
、
あ
の
ロ

ケ
ッ
ト
、
す
で
に
灯
薬
詰
め
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
、

こ
ん
な
闘
の
前
で
作
業
見
せ
て
。

い
い
の
か

N
A
S
D
A
の

H
a
H
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
報
道
陣
を
ロ
ケ
ッ
ト

@ 

組
立
棟
V
A
B
に
置
い
て

5
0
0
メ
ー
ト
ル
彼
方
の
発
射
準
備

塔

P
S
Tか
ら
の
附
放
を
見
せ
る
形
で
行
な
わ
れ
た
。
全
長
印

メ
ー
ト
ル
の
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
も
、
半
キ
ロ
彼
方
で
は
望
遠
カ
メ

ラ
と
双
眼
鏡
を
駆
使
す
る
し
か
な
い
。

こ
こ
で
は
、
報
道
陣
と
職
日
の
目
の
前
で
ラ
ン
チ
ャ

1
旋
回

が
行
な
わ
れ
る
。
い
い
の
か
、
突
然
走
っ
て
行
っ
て
、
あ
の
ロ

ケ
ッ
ト
の
お
尻
の
中
に
マ
ッ
チ
投
げ
込
ん
だ
ら
、
火
が
つ
く
ん

だ
ぞ
(
つ
き
ま
せ
ん
)
。

{
注
目
立

N
A
S
O
Aが
役
立
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
日
本
国
内

に
宇
宙
研
と
N
A
S
D
A
の

=
つ
の
宇
宙
線
開
が
並
び
立

つ
こ
と
に
な
っ
た
た
め
の
官

僚
的
つ
じ
つ
ま
合
わ
せ
。
宇

宙
研
の
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
は
碩

径

1
・
削
メ
ー
ト
ル
以
下
の

学
術
調
査
用
ロ
ケ
ッ
ト
に
隈

ら
れ
、
そ
れ
以
上
の
ロ
ケ
ッ

ト
は
N
A
S
D
A
の
担
当
に

な
っ
た
。
宇
宙
研
の
歴
史
の

項
移
照
。
(
笹
)

ク
レ
ー
ン
の
よ
う
な
ラ
ン
チ
ャ

l
に
垂
直
に

M
'
V
ロ
ケ
ッ

ト
を
立
て
た
ま
ま
、
廿
郡
部
が
旋
回
を
開
始
す
る
。
笹
本
は
級
初
、

最
前
列
で
鉛
印
加
し
て
い
た
の
だ
が
、
し
か
た
な
く
後
ろ
に
下
が

っ
た
。

{
注
陥
】

ど
う
も
宇
宙
三
機
関
統
合

で
J
A
X
Aに
な
る
と
、
と

の
あ
た
り
N
A
S
D
A
の
安

全
基
準
に
合
わ
せ
る
こ
と
に

な
っ
て
す
っ
と
厳
し
く
な
り

そ
う
だ
。

し
か
し
、
考
え
て
も
み
て

欲
し
い
。
ア
メ
リ
カ
の
纂
漏

を
出
向
っ
て
き
た
N
A
S
O
A

の
安
全
豪
滋
と
、
自
ら
一
つ

?
っ
国
聴
か
め
て
偲
立
し
た
内

之
浦
の
安
全
基
溜
の
ど
ち
ら

を
信
用
す
る
か
と
い
え
ば
‘

や
は
り
内
之
浦
の
も
の
だ
ろ

う
。
官
僚
的
な
発
想
で
、
過

去
の
実
績
に
凄
打
ち
さ
れ
た

内
之
浦
の
安
全
基
準
を
亡
き

も
の
に
し
な
い
よ
う
に
沼
み

た
い
。
な
ぜ
っ
て
、
す
ぐ
近

く
で
見
る
ロ
ケ
ッ
ト
と
い
う

の
は
‘
す
ご
く
い
い
で
す
。

裕
好
い
い
l
{総
)

M
台
地
は
、
旋
回
ラ
ン
チ
ャ

1
の
西
側
に
か
つ
て
の
ラ
ム
ダ

ロ
ケ
ッ
ト
の
発
射
台
が
笠
母
の
飛
行
甲
板
の
よ
う
に
張
り
だ
し

き

て
い
る
。
そ
ち
ら
ま
で
パ
ッ
ク
し
て
、
新
び
つ
い
た
手
す
り
の

そ
ば
ま
で
寄
っ
て
、
や
っ
と
ラ
ン
チ
ャ

l
と
ロ
ケ
ッ
ト
の
全
長

bι

・9uv

を
ビ
デ
オ
の
両
角
内
に
捉
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

『手
す
り
が
錆
び
つ
い
て
い
て
危
険
な
の
で
、
あ
ま
り
は
じ

っ

こ
に
得
ら
な
い
で
下
さ
い
』

ア
ナ
ウ
ン
ス
で
注
意
さ
れ
ち
ま

っ
た
ぜ
。
確
か
に
飛
行
甲
板

の
端
に
は
金
網
が
貼
つ
で
あ
る
ん
だ
が
、

図
の
前
で
見
る
と
到

底
そ
れ
に
体
重
を
預
け
ら
れ
る
よ
う
な
気
分
に
は
な
れ
な
い
。

打
ち
上
げ
重
量
で

1
3
0ト
ン
、
本
体
を
合
わ
せ
れ
ば
お
そ

ら
く

2
0
0ト
ン
を
経
く
こ
え
る
ラ
ン
チ
ャ
ー
は、

1
8
0度



旋
回
し
て
海
側
に
ゆ
っ
く
り
と
発
射
方
位
角
を
定
め
て
旋
回
を

終
了
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
、
発
射
角
度
を
定
め
る
た
め
に
傾
斜

作
業
が
あ
る
。

こ
の
あ
と
、
管
制
セ
ン
タ
ー
で
的
川
先
生
が
な
ぜ
宇
宙
印
刷
の

ロ
ケ
ッ
ト
を
傾
け
て
発
射
す
る
の
か
、
説
明
し
て
お
ら
れ
た
。

「宇
宙
研
の
ロ
ケ
ッ
ト
は
観
測
ロ
ケ
ッ
ト
が
そ
の
出
自
で
す
か

ら
、
そ
れ
で
い
ま
だ
に
斜
め
に
上
げ
て
い
る
ん
で
す
。
斜
め
に

上
げ
る
っ
て
の
は

一
刻
も
早
く
海
の
上
に
ロ
ケ
ッ
ト
を
出
し
た

い
と
か
、
そ
う
い
う
事
制
も
あ
り
ま
し
て
」

二

刻
も
早
く
大
気
の
濃
い
と
こ
ろ
を
絞
け
た
方
が
ロ
ケ
ッ
ト

に
は
有
利
で
す
か
ら
、
若
い
迎
中
は
ま

っ
す
ぐ
上
げ
た
い
ん
で

し
ょ
う
け
ど
、
年
寄
り
の
連
中
は
ど
う
し
て
斜
め
じ
ゃ
駄
目
な

ん
だ

っ
て
、
水
掛
け
論
で
す
ね
」

笹
本
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
を
斜
め
に
打
ち
上
げ
る
こ
と
に
よ
る
冊
製

品
的
、
速
度
的
な
損
失
が
ど
の
程
度
あ
る
の
か
質
問
し
て
み
た
。

「そ
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
っ

て
い
い
」

そ
し
て
、
打
ち
上
げ
方
位
品
川
と
角
度
は
、
軌
道
と
打
ち
上
げ

当
日
の
大
気
状
況
か
ら
決
定
さ
れ
る
。

だ
も
ん
で
、
本
日
設
定
さ
れ
る
打
ち
上
げ
角
度
は
瞥
定
的
な

も
の
で
あ
る
。
ラ
ン
チ
ャ

l
の
糠
元
に
何
や
ら
専
問
の
計
器
ら

の
ぞ

し
い
も
の
が
取
り
付
け
ら
れ
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
姿
の
係
員
が
覗
き

込
ん
で
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
ラ
ン
チ
ャ

l
を
支
え
る
可
動
ア
l
ム
の
線
本

の
針
と
そ
の
先
の
分
度
訴
の
よ
う
な
も
の
は
、
あ
れ
ば
傾
斜
角

M
'
V
1号
機

{
注
げ
}

限
解
し
て
い
る
人
は
多
い

が
、
国
体
ロケ
ッ
ト凶躍進
剤

は
、
火
議
と
は
全
く
異
な
る

物
性
を
出
向
っ
て
い
る
。
火
薬

が
『
い
か
に
急
速
に
燃
焼
す

る
か
』
と
い
う
観
点
で
作
ら

れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
国

体
錐
進
剤
は
『
い
か
に
ゆ
っ

く
り
燃
焼
す
る
か
」
が
置
要

な
の
だ
。
だ
か
ら
団
体
媛
進

剤
は
火
に
か
ざ
し
て
も
簡
単

に
は
溜
火
し
な
い
し
、
火
が

つ
い
て
も
ぶ
す
ぶ
す
と
ゆ
っ

く
り
と
燃
え
る
。
も
ち
ろ
ん

マ
ッ
チ
程
度
で
火
が
つ
く
こ

と
も
な
い
。
(
松
}

を
表
示
す
る
機
椛
で
は
?

ラ
ン
チ
ャ

l
に
作
り
付
け
ら
れ
て
い
る
長
さ
2
メ
ー
ト
ル
も

あ
り
そ
う
な
針
と
そ
れ
に
見
合
う
大
き
さ
の
分
度
保
は
、
ど
う

や
ら
目
安
に
し
か
な
ら
な
い
ら
し
く
、
傾
斜
角
は
根
本
に
取
り

付
け
ら
れ
た
計
測
機
関
帥
で
測
定
さ
れ
る
ら
し
い
。

い
い
な
あ
、
こ
ん
な
に
目
の
前
で
ロ
ケ
ッ
ト
と
そ
の
セ
ッ
テ

イ
ン
グ
作
業
見
せ
て
く
れ
る
な
ん
て
。
と
に
か
く
ロ
ケ
ッ

ト
本

体
の
そ
ば
に
報
道
陣
を
待
せ

っ
け
な
い
よ
う
に
不
必
裂
と
も
思

え
る
厳
戒
体
制
を
敷
い
て
、
以
大
限
近
寄

っ
て
も

5
0
0
メ
ー
ト
ル
と
い
う
鶴
子
烏

と
は
大
迎
い
だ
。
こ
れ
だ
け
近
く
で
ロ
ケ

ッ
ト
が
ラ
ン
チ
ャ

l
に
振
り
因
さ
れ
て
い

る
の
を
見
て
い
る
と
、
そ
れ
が
明
日
に
は

火
を
桝
引
い
て
宇
宙
笠
間
に
飛
ん
で
い
く
と

い
う
事
尖
を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
。

発
射
台
の
す
ぐ
そ
ば
に
、

用
語
で
い
う
と
こ
ろ
の
ブ
ロ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
、

六
角
型
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ド
l
ム
を
ふ

た
つ
組
み
合
わ
せ
た
半
地
下
式
の
発
射
管

制
室
が
あ
る
。
見
学
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の

都
合
上
、
こ
こ
は
後
回
し
に
さ
れ
、
プ
レ

ス
ツ
ア
ー
は
M
台
地
の
よ
に
あ
る
飛
行
管

制
セ
ン
タ
ー
に
向
か
っ
た
。

I
A
S
D
A
 

ラ
ン
チ
ャ
l
の
根
元
の
分
度
穏



ロ
ケ
ッ
ト
の
発
射
に
は
、

N
A
S
D
A
も
宇
宙
研
も
複
数
の

管
制
セ
ン
タ
ー
を
使
う
。
発
射
準
備
か
ら
ロ
ケ
ッ
ト
に
点
火
し
、

発
射
台
を
ク
リ
ア
す
る
ま
で
が
発
射
管
制
、
打
ち
上
げ
数
秒
後

の
発
射
台
ク
リ
ア
か
ら
軌
道
校
入
ま
で
が
飛
行
管
制
、
そ
し
て

軌
道
投
入
さ
れ
た
衛
星
を
管
制
す
る
の
が
軌
道
管
制
で
あ
る
。

飛
行
管
制
と
軌
道
管
制
は
、
飛
行
経
路
や
飛
行
シ
ー
ク
ェ
ン
ス
、

お

B
gつ
ぱ

軌
道
に
よ
っ
て
引
き
継
.
き
が
変
わ
る
か
ら
、
大
雑
把

に
大
気
閤

内
は
飛
行
管
制
、

宇
宙
空
聞
は
軌
道
管
制
と
思
っ
て
も
そ
れ
ほ

ど
問
巡
い
で
は
な
い
。

そ
し
て
、
最
初
に
報
道
陣
が
案
内
さ
れ
た
の
が
、

M
台
地
の

・
・
叫

上
の
ぽ
ろ
け
た
モ
ル

タ
ル
の
初
年
代
風
レ
ト
ロ
フ
ュ

l
チ

ャ

!

な
プ
レ
ハ
ブ
建
て
。
建
築
さ
れ
た
当
時
は
最
新
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
が
、
こ
れ
が
最
初
の
人
工
衛
星
打
ち
上
げ
当
時
か
ら

使
わ
れ
て
築
初
年
と
も
な
る
と
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
県
く
な
り
、

あ

か
つ
て
色
鮮
や
か
だ
っ
た
背
や
赤
の
塗
色
も
す
っ
か
り
槌
せ
、

も
は
や
、
い
ま
は
倉
燦
に
使
わ
れ
て
い
る
街
道
筋
の
ド
ラ
イ
ブ

イ
ン
だ
っ
た
建
物
に
し
か
見
え
な
い
。

玄
関
で
靴
を
脱
い
で
リ
ノ
リ
ウ
ム
狼
り
の
床
が
波
打
っ
て
い

る
飛
行
管
制
セ
ン
タ
ー
に
お
邪
泌
す
る
と
、
ベ
ニ
ヤ
の
墜
に
狼

り
だ
さ
れ
た
注
意
轡
き
や
ら
仕
出
弁
当
の
メ
ニ
ュ
ー
や
ら
、
工

事
現
場
の
飯
場
と
い
う
か
工
業
高
校
の
職
員
室
み
た
い
な
雰
悶

気
で
あ
る
。

部
屋
に
は
そ
の
管
の
巨
大
な
リ
レ

l
式
ア
ナ
ロ
グ
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
や
記
録
装
置
ら
し
い
も
の
も
あ
る
の
だ
が
、
聞
け
っ
ぱ
な

@ 

地
下
発
射
管
制
室
の
入
口
と
内
部

し
の
木
の
ド
ア
か
ら
長
い
教
室
く
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
管

制
笠
に
入
る
と
、
そ
こ
に
艶
ん
で
い
る
の
は
グ
レ

l
の
重
そ
う

な
コ
ン
ソ
ー
ル
、
事
務
机
に
競
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
十
年
一巡
れ

く
ら
い
の
パ

ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
や
マ
イ
コ
ン
、
放
ん
で

い
る
モ
ニ
タ
ー
は
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と
い
う
よ
り
も
家
庭
用
テ
レ

ビ
だ
っ
た
り
、
制
似
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
記
録
期
機
材
(
だ
と
思

う
)
は

E
D
ベ
l
タ
の
民
生
機
、
ク
リ
ー
ム
色
の
、
他
よ
り
は

新
し
そ
う
な
コ
ン
ソ
ー
ル
の
お
ん
中
に
は
紙
の
赤
い
鬼
の
お
面

が
掛
け
て
あ
る
。

{注

m
-

こ
れ
に
限
ら
す
内
之
浦
の

建
物
は
奇
妙
な
形
を
し
た
も

の
が
多
い
。
関
係
者
自
く

『
実
務
経
験
の
な
い
大
学
の

先
生
が
興
隊
の
ま
ま
に
段
針

し
ま
し
た
か
ら
ね
』
。
{
総
)



ぜ
う
ぶ
ん

「
あ
あ
、
こ
な
い
だ
節
分
だ
っ
た
ん
で
一足
ま
き
し
た
ん
で
す
」

術
子
は
事
務
朋
で
す
ら
な
い
パ
イ
プ
椅
子
が
ほ
と
ん
ど
で
、

そ
こ
に
座
っ
て
い
る
職
員
は
白
衣
姿
の
人
な
ん
か

一
人
も
い
な

い
。
く
た
び
れ
た
セ
ー
タ
ー
や
ぱ
っ
と
し
な
い
シ
ャ
ツ
姿
の
助

手
や
学
生
が
私
物
ら
し
い
ラ
ッ
プ
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ

て
い
た
り
、
作
業
用
ジ
ャ
ン
パ

ー
の
メ
ー
カ
ー
の
人
が
指
示
待

む

ち
し
て
い
た
り
、
明
か
り
は
剥
き
だ
し
の
蛍
光
燈
が
ぶ
ら
下
が

っ
て
て
、
鐙
は
こ
れ
も
一掃
近
な
か
な
か
見
ら
れ
な
い
小
さ
な
穴

が
規
則
的
に
聞
け
ら
れ
た
ベ
ニ
ヤ
の
庇
縮
材
。

天
井
に
は
銀
色
の
ダ
ク
ト
が
い
か
に
も
後
か
ら
エ
ア
コ
ン
を

入
れ
ま
し
た
夙
に
取
り
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
部
屋
の

一一
山
に
、

背
い
ビ
ニ

ー
ル
シ

1
卜
が
た
た
ん
で
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

「
あ
あ
、
こ
こ
は
内
之
浦
で

一
番
+
円
い
縫
物
で
、
も
う
築
初
年

a
e
a
au 

も
た

つ
て
て
、
雨
漏
り
す
る
ん
で
す
よ
。
だ
も
ん
で
、
雨
が
降

っ
た
ら
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を

一
カ
所
に
集
め
て
ビ
ニ
ー
ル
シ

l
ト

を
か
け
る
ん
で
す
」

こ
こ
に
は
全
部
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
か
け
る
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー

ト
の
数
す
ら
織

つ
て
な
い
の
か
ワ

赤
い
山
地
の
面
が
か
け
ら
れ
て
い
た
ク
リ
ー
ム
色
の
初
年
前
の

水
力
発
電
所
の
制
御
袋
町
み
た
い
な
コ
ン
ソ
ー
ル
は
、
飛
開
閉
保

安
管
制
点
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
あ
の
全
て
の
秘
密
兵
総

市
崎

必
携
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
じ
ぱ
く
そ

l
ち
!
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
?

「破
酬
明
指
令
コ
マ
ン
ド
は
、

こ
の
ボ
タ
ン
で
発
射
さ
れ
ま
す
。

M
'
V
1号
機

こ
っ
ち
が
第

一
段
用
、
こ
っ
ち
が
第
二
段
用
」

一
段
目
の
切
り
騰
し
後
に
問
題
が
発
生
し
た
ら
、

二
段
目
用

の
ボ
タ
ン
を
抑
す
。
も
し
一
段
聞
の
燃
焼
中
に
問
題
が
起
き
て

一
段
目
の
ボ
タ
ン
が
押
さ
れ
れ
ば
、
自
動
的
に
二
段
目
、
三
段

・・
刊

目
、
今
回
は
四
段
目
に
も
磁
波
指
令
コ
マ
ン
ド
が
送
ら
れ
、
会

段
が
爆
破
さ
れ
る
。

こ
の
建
物
は
、
発
射
台
が
あ
る
阿
側
に
は
ろ
く
な
窓
が
な
い
。

監
は
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
ら
表
示
板
や
ら
連
絡
ボ
ー
ド
や
ス
チ
ー

ル
棚
な
ど
で
組
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で

一
番
大
き
な
前

桜
を
占
め
て
い
る
の
が
白
い
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
現
在
進
行
形
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
今
ど
の
あ
た
り
ま

で
進
ん
で
い
て
、
そ
こ
で
は
な
に
が
行
な
わ
れ
て
い
る
か
を

一

ゅ
よ
う
ぜ
ん

目
瞭
然
に
表
示
す
る
た
め
の
、
横
移
動
式
の
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ

ッ
チ
付
き
の
ホ
ワ
イ
ト
ポ

l
ド
で
あ
る
。

{
注
目
}

種
子
島
で
は
、
こ
れ
の
写

宙
開
を
然
、
山
に
濁
り
ま
く
っ
て

『
あ
ま
り
そ
れ
ば
庁
り
写
真

を
婦
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
』

と
言
わ
れ
た
の
は
秘
密
で
あ

る
。
{
総
}

{
注
釦
}

本
来
の

M
'
V
ロ
ケ
ッ
ト

の
嫌
成
は
、
国
体
の
三
段
式

で
あ
る
。
必
要
に
応
じ
て
四

段
目
が
追
加
さ
れ
る
が
、

2

0
0
3年
5
月
ま
で
に
打
ち

上
げ
ら
れ
た
閉
塞
中
、
=
一基

が
四
段
偶
成
だ
っ
た
。
{
笹
)

も
ち
ろ
ん
こ
れ
も
建
物
と
同
じ
だ
け
古
い
の
で
、
縦
1
メ
ー

ト
ル
、
験
日
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
も
あ
る
シ
ー
ク
エ
ン
サ

l
の
稼
動

は
す
べ
て
機
械
式
、
も
し
綴
れ
た
ら
こ
れ
を
修
理
す
る
技
術
は

す
で
に
日
本
か
ら
失
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

ホ
ワ
イ
ト
ボ

l
ド
の
上
に

1
分
ご
と
の
表
示
が
あ
り
、
よ
か

ら
出
て
い
る
針
が
カ
ウ
ン
ト
ゼ
ロ
と
同
時
に
盤
上
そ
動
き
だ
す
。

下
の

ω秒
単
位
の
表
示
は
豆
電
球
が
点
灯
し
て
い
き
、
そ
の

あ
い
だ
の
ス
ペ

ー
ス
に
各
部
所
ご
と
に
シ
ー
ク
ェ
ン
ス
が
告
さ

込
ま
れ
、
時
間
の
経
過
と
共
に
作
動
が
確
認
さ
れ
る
。
シ
ー
ク

エ
ン
サ

l
の
上
に
は
、

M
と

V
だ
け
紙
貼
り
で

M
t
v
t
l



、コ
P
A
開

ω初
心
C
HW
Z〈い切
と
あ
る
。

残
念
な
が
ら
打
ち
上
げ
時
に
そ
の
場
に
い
た
こ
と
が
な
い
の

で
、
こ
の
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー
が
実
際
に
稼
動
し
て
い
る
の
を
見

た
こ
と
は
な
い
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
機
械
ま
で
現
役
で
使
わ

れ
て
い
る
と
は
。

こ
の
シ

1
ク
エ
ン
サ
l
の
正
聞
に
、
さ
す
が
に
も
う
使
わ
れ

・
引

な
く
な
っ
た
管
制
卓
が
あ
る
。
そ
し
て
シ

l
ク
エ
ン
サ
l
の
右

奥
が
気
象
情
報
セ
ン
タ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

気
象
情
報
を
こ
こ
で
一
手
に
押
さ
え
て

G
O
/
N
O
G
Oを

決
め
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
打
ち
上
げ
前
の
セ
ツ
テ
ィ
ン
グ
に
も

こ
こ
の
デ
l
タ
が
必
嬰
に
な
る
。

打
ち
上
げ
は
風
速
よ
り
も
風
向
が
問
題
だ
そ
う
で
、
安
定
し

て
吹
い
て
い
る
限
り
は
か
な
り
な
強
風
、
具
体
的
に
は
胤
迷
路

メ
ー
ト
ル
く
ら
い
ま
で
な
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
る
そ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
あ
た
り
の
気
象
条
件
で
は
強
い
刷
酬
が
一
定
方
向

か
ら
吹
き
続
け
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
強
い
印
刷
が
吹
い
た

hv
 

と
思
っ
た
ら
止
ん
だ
り
、
反
対
方
向
か
ら
吹
き
つ
け
た
り
と
、

な
か
な
か
大
変
ら
し
い
。

こ
こ
の
設
備
も
グ
レ
ー

で
包
で
慾
ら
れ
た
鍍
み
た
い
な
コ
ン

-
』

a
uw

砂.，、
，、A，

ソ
1
ル
に
ア
ナ
ロ
グ
の
風
速
計
、
風
向
計
と
ま
こ
と
に
古
色
蒼

ぜ
ん然

と
し
て
お
り
、
た
ぶ
ん
こ
こ
で

一
番
高
性
能
な
の
は
、
事
務

机
の
上
で
ス
ク
リ
ー
ン
セ

l
パ
ー
を
走
ら
せ
て
い
る
担
当
の
私

物
ら
し
い
ラ
ッ
プ
ト
ッ
プ
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
だ
ろ
う
な
あ
。

振
り
返
れ
ば
折
り
畳
み
式
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
お
茶
腕
、

@ 

お
茶
の
ポ
ッ
ト
、
そ
れ
に
仕
出
し
弁
当
ら
し
い
も
の
が
桜
み
重

'e
u
 

ね
ら
れ
、
や
か
ん
に
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
と
い
う
お
馴
染
み
の
セ

ッ
ト
も
見
え
る
。

こ
れ
が
日
本
の
宇
宙
探
査
の
級
前
線
か
?
こ
ん
な
と
こ
ろ

で
、
あ
ん
な
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ
て
あ
れ
ほ
ど
の
成
果
を
出

し
て
い
る
の
か
、
こ
こ
は
?
技
術
家
庭
科
の
教
室
に
中
古
の

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
並
べ
て
、
そ
れ
で
管
制
室
が
務
ま
る
の
か
?

笹
本
の
中
で
、
尊
敬
す
る
ウ
ェ
ル
ナ
i
・
フ
ォ
ン

・
ブ
ラ
ウ

ン
の
言
裂
が
沓
を
立
て
て
説
得
力
を
失
っ
て
い
く
。

ご
』
れ
か
ら
の
宇
宙
開
発
は
、
国
家
の
よ
う
な
強
大
な
組
織
を

も
っ
て
し
か
な
し
得
な
い
」

A

，，、
総
ゃ
ん
。
芯
志
と
知
恵
と
勇
気
が
あ
れ
ば
、
蓄
積
を
後
に
絞

く
も
の
に
伝
え
、
そ
の
た
め
に
努
力
を
続
け
れ
ば
、
オ
ラ
ん
と

こ
の
裏
山
で
も
宇
宙
開
発
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
?
現
に

こ
う
や
っ
て
宇
宙
探
査
し
て
い
る
わ
け
だ
し
。

続
い
て
取
材
班
は
、
建
物
の
古
さ
と
い
う
こ
と
で
は
似
た
よ

う
な
レ
ベ
ル
の
隣
の
テ
レ
メ
ー
タ
1
セ
ン
タ
ー
に
回
る
。
こ
こ

は
軌
道
上
の
衛
星
を
運
用
す
る
、
い
わ
ば
軌
道
管
制
セ
ン
タ
ー

に
あ
た
る
と
こ
ろ
な
ん
だ
が
。

例
に
よ
っ
て
靴
を
脱
い
で
上
が
っ
て
い
く
と
、
入
口
般
に
台

*
白

所
が
あ
り
、
打
ち
上
げ
と
も
な
る
と
全
面
協
力
し
て
下
さ
る
内

之
浦
婦
人
会
の
お
ば
ち
ゃ
ん
が
、
と
ん
と
ん
と
ま
な
板
で
次
の

た炊
き
だ
し
の
お
か
ず
を
作
っ
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
次
の
食
裳
で

は
、
手
空
き
の
ス
タ
ッ
フ
が
返
め
の
昼
食
の
最
中
だ
っ
た
。

{
注
引
}

種
子
島
で
は
専
門
の
気
叡

予
測
会
社
の
社
員
が
お
め
て

い
る
が
、
内
之
浦
で
は
気
象

予
報
士
の
資
舗
を
待
っ
て
い

る
わ
け
で
も
な
い
教
般
の
一

人
が
気
象
担
当
と
な
っ
て
天

気
図
を
筏
み
、
予
報
を
出
す
。

誌
が
気
象
担
当
に
な
る
か
で

的
中
率
が
変
わ
る
と
い
う
"

で
あ
る
。
{
総
}

{注
m
t
}

皆
さ
ん
と
て
も
カ
ラ
フ
ル

な
割
烹
岨
帽
を
身
に
つ
け
て
、

打
ち
上
げ
直
前
の
射
喝
の
中

を
ば
た
ば
た
と
走
り
回
っ
て

お
ら
れ
る
。
内
之
浦
の
胃
袋

を
支
え
る
偉
大
な
人
々
で
あ

る
。
〈
松
)



「
お
食
感
中
失
礼
し
ま
|
す
」

あ
い
さ
つ

か
な
ん
か
挨
拶
し
て
、
洗
而
所
の
水
道
を
般
に
見
な
が
ら
、

教
室
の
ド
ア
が
聞
か
れ
た
ま
ま
の
テ
レ
メ
ー
タ
l
セ
ン
タ
ー
に

入
る
。

こ
ち
ら
は
、
天
井
や
壁
の
構
造
は
さ
き
ほ
ど
の
管
制
セ
ン
タ

ー
と

一
緒
だ
が
、
所
狭
し
と
ス
チ
ー
ル
机
が
運
び
込
ま
れ
た
よ

に
中
市
の
パ
ソ
コ
ン
、
マ
イ
コ
ン
が
林
立
し
、
響
額
や
プ
リ
ン

ト
ア
ウ
ト
の
山
と
屯
波
テ
ス
ト
中
の
ス
タ
ッ
フ
で
い
っ
ぱ
い
で

あ
る
。
た
だ
で
さ
え
混
雑
し
て
忙
し
そ
う
な
と
こ
ろ
に
取
材
班

が
入
り
込
む
こ
と
に
な
り
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
朋
の
三
脚
を
立
て

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

る
ス
ペ
ー
ス
に
も
苦
労
す
る
よ
う
な
、

ー
よ
り
も
小
さ
い
教
室
程
度
の
ス
ペ
ー
ス
。
壁
際
に
は
ホ
ワ
イ

ト
ボ
1
ド
や
黒
板
が
あ
り
、
述
絡
事
項
や
ら
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

が
開
放
つ
で
あ
る
が
、
管
制
セ
ン
タ
ー
で
お
馴
染
み
の
コ
ン
ソ
ー

ル
や
ら
壁
一
間
の
巨
大
ス
ク
リ
ー
ン
に
世
界
地
悶
と
波
動
曲
線

と
か
、
そ
ん
な
設
備
は
一
切
な
い
。
こ
こ
で
も
、
て
ん
で
勝
手

な
私
服
の
教
授
や
連
日
の
発
射
準
備
で
疲
れ
た
顔
の
院
生
、
助

手
な
ど
が
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
い
、
デ
ー
タ
を
読
ん
で
い
る
。

そ
ー
か
、
宇
宙
探
査
っ
て
こ
の
程
度
の
織
設
で
も
で
き
る
ん

だ
。
揃
い
の
制
服
も
立
派
な
建
物
も
μ
刷
新
の
設
備
も
な
く
、
あ

り
あ
わ
せ
の
プ
レ
ハ
ブ
に
中
古
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
寄
せ
集
め

て
も
、
級
う
方
に
技
円
以
と
技
術
が
あ
れ
ば
宇
宙
空
間
を
飛
ぶ
衛

星
を
コ
マ
ン
ド
し
て
デ
ー
タ
を
と
れ
る
ん
だ
。

一
際
で
わ
か
っ
て
い
て
も
、

自
の
前
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
ロ
ケ

M
'
V
1号
機

ッ
ト
打
ち
上
げ
の
準
備
は
ど
う
見
て
も

円
子
幽
祭
の
準
備
か
研
究
所
側
放
日
の
前

日
に
し
か
見
え
な
い
。

V
2号
ロ
ケ
ツ

ト
を
開
発
し
た
ぺ

l
ネ
ミ
ュ
ン
デ
に
は

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
も
確
立
さ
れ
た
理
論
も

な
か
っ
た
の
は
知
っ
て
い
る
け
ど
、
的限

か
に
最
新
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
で
な
く
て

も
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
や
衛
星
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
に
は
あ
ま
り
問
題
が
な
い

の
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
け
ど
、

ア
ポ

ロ
計
画
当
時
の
N
A
S
A
の
コ
ン
ビ
ュ

ー
タ
の
会
計
算
カ
を
あ
わ
せ
て
も
最
近

の
ラ
ッ
プ
ト
ッ
プ
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の

m

分
の
ー
に
も
満
た
な
い
と
も
聞
い
て
い

る
け
ど
、
に
し
て
も
い

1
の
か
こ
れ
で
。

こ
ん
な
ん
で
字
衝
探
査
し
て
い
い
の
か
。

向
か
い
の
ラ
ジ
オ
セ
ン
タ
ー
は、

ケ
ッ
ト
や
衛
星
の
健
康
状
態
を
受
信
す
る
、

タ
ル
の
バ
ラ
ッ
ク
で
あ
る
。

ロ

ロ
ケ
ッ
ト
コ
ン
ト
ロー
ル
セ
ン
タ
ー。

1
9
7
0年
代
か
ら
伺
も
変
わ
っ
て
い

な
い
管
制
点
。
正
面
の
白
い
ボ
ー
ド
が

タ
イ
ム
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー
で
あ
る
。

や
は
り
古
い
モ
ル

こ
ち
ら
で
は
、
ず
ら
り
と

一
ダ
l
ス
ほ
ど
も
な
ら
ん
だ
デ
ー

タ
レ
コ
ー
ダ
ー
が
重
ね
折
り
の
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
を
吐
き
だ
し

て
い
て
、
確
か
に
デ
ー
タ
が
現
物
で
脱
獄
さ
れ
る
の
は
確
実
だ
ろ

う
け
ど
、
あ
と
か
ら
付
き
合
わ
せ
た
り
分
析
し
た
り
す
る
の
大

変
だ
ろ
う
な
あ
。
こ
こ
ら
辺
の
デ
i
タ
は
メ
モ
リ
や
ハ

l
ド
デ



ィ
ス
ク
に
人
ら
な
い
ん
だ
ろ
う
か
。
入
っ
て
い
て
も
、

山
間
実
怜

の
た
め
と
今
ま
で
の
伝
統
で
什
の
機
械
を
き

っ
ち
り
使
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。

情
一一山
に
ロ
ッ
カ
ー
の
よ
う
に
並
ぶ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、

務
い

も
ん
は
知
ら
ん
だ
ろ
う
そ
の
背
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
イ
メ
ー
ジ

ほ
う
ふ
ラ

を
努
仰
向
と
さ
せ
る
巨
大
な
も
の
で
あ
る
。
北
日
は
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

e
E
 

と
い
え
ば
ガ
ラ
ス
カ
パ

l
の
中
で
オ
ー
プ
ン
リ

l
ル
が
間
欠
的

ぃ
・

9''

計
算
し
て
い
る
問
は
市
般
機
様
の
シ
グ
ナ
ル
パ
ネ
ル

計
算
結
果
は
テ

1
プ
で
印
字
さ
れ
て
ア
ウ
ト
プ
ツ

に
回
り
、

が
明
滅
し
、

卜
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
の
じ
ゃ
よ

(
違
い
ま
す
)
。

取
材
陣
は
再
び
パ
ス
に
乗
り
、

受
け
入
れ
準
備
が
縫
っ
た

M

.ム‘
.rI M.n山

口'の
ケ発
ツ 射
ト符
の制
前笠

向
か
っ

ラ
ム
ダ
時
代
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
こ
の

発
射
抑
H
制
的
不
.
は
、

f
A
S
D
A
で
プ
ロ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
と
呼
ば
れ

も
ち
ろ
ん
築
初
年
近
く
で
、

h

ハ
角
形
の
頑
丈
な

て
い
る
も
の
。

九
ト
ン
の
以
似
を
二
つ
組
み
合
わ
せ
た
他
叩
状
の
ド

l
ム
が
ポ

何
よ
り
も
低
い
尚
さ
に
=
つ
組
み
合
わ
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
以
対

ゎ
刀
山
に
地
ド
へ
の
防
段
の
山
け
が
持
ち
仁
が

っ
て
い
る
。
コ
ン

ク
リ

1
卜
は
す

っ
か
り
烈
く
な
っ
て
お
り
、

堤
防
の
よ
う
に
内

び
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
こ
も
よ
起
厳
然
、
取
材
陣
も
ウ
ナ
小
山
研
峨

μも
靴

会
脱
い
で
地
下

一
院
半
く
ら
い
の
場
所
に
あ
る
符
制
宅
に
校
合

み
た
い
な
防
段
を
降
り
て
い
く
。

い
ざ
爆
発
事
故
と
い
う
緊
急
事
態
に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に

@ 

地

.r機
に
作
ら
れ
、

人
U
隙
に
は
厳
唱
な
丸
い
耐
制
服
ハ
ッ
チ
が

【
注
明
日
}

ち
な
み
に
リ
l
ル
の
回
り

方
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
パ
グ

や
ヱ
ラ
ー
も
わ
か
っ
た
そ
う

な
.
(
総
)

附
い
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
打
ち
上
げ
的
だ
か
ら
、

口
酬
は
聞
か
れ

て
お
り
、

い
い
大
な
メ
イ
ン
パ
ネ
ル
こ
そ
な
い
も
の
の
ロ
ケ
ッ
ト

の
状
態
を
映
し
だ
す
モ
ニ
タ
ー
や
コ
ン
ソ
ー
ル
が
並
ぶ
さ
ま
は
、

機
材
は
川
式
、

一注
担

ベ
ト
ン
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
癒
隊
す
る
フ
ラ
ン
ス
鱈
で

す
.
{
松
)

つ
い
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
は
私
服
ば
っ
か
り
と
は

ぃ、え、

稲
子
-HM
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
に
似
て
い

る
だ 。

が鋭
近紋
代 lま
的 あ
なれ
見の
か半
ft 5} 
tこく
編5ら
さい
れだ
てけ
は ど
b益 。

~t 
な
b、

こ
れ
も

建
設
初
期
か
ら
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
コ
ン
ソ
ー
ル
、

壁
際
に
は
持
ち
込
ま
れ
た
事
務
机
の
上
に
こ
れ
ま
た
古
そ
う
な

パ
ソ
コ
ン
が
置
か
れ
て
デ
ー
タ
袋
を
映
し
だ
し
て
い
た
り
、

ス

タ
ッ
フ
が
能
っ
て
い
る
の
は
事
務
総
子
で
す
ら
な
い
パ
イ
プ
騎

子
と
か
、

入
口
そ
ば
の
会
議
室
用
の
折
り
位
み
机
の
上
に
は
や

-vn
ぴ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
蛍
に

小
山
総
材
が
煎
ぶ
発
射
行
制
主
に
生
活
央
を
う
え
で
い
る
。
円以

新
の
宇
中
川
柳
林
伐
を
行
な
う
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
仁
げ
る
沿
前
線
と

な
ん
か
仁
明
現
場
の
術
開
仰
所
み
た
い
な
:
:
:
。

か
ん
と
茶
碗
が
必
ぺ
て
あ
り
、

い
う
よ
り
も
、

発
射
竹
制
山
根
の
取
材
を
終
え
て
地
七
に
一以
っ
て
く
る
と
、
傾

さ
は
じ
め
た
川
聞
の
小
で
旋
M
ラ
ン
チ
ャ
ー
が
サ
イ
レ
ン
と
と
も

に
帥
較
的
併
に
反
り
始
め
て
い
た
。
ιj定
通
り
な
ら
ば
明
日
が
打

今
日
と
同
じ
下
阪
で
旋
川
ラ
ン
チ
ャ

l
に
引

き
だ
さ
れ
た
M
'
V
ロ
ケ
ッ
ト

1
号
機
は
予
定
時
刻
に
点
火
さ

れ
、
宇
宙
管
問
に
飛
び
立
つ
は
ず
で
あ
る
。

ち
ヒ
げ
の
本
孫
、



M
I
V
ロ
ケ
ッ
ト
初
号
機
打
ち
上
げ

強
風
の
た
め
に
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
は

一
日
延
期
さ
れ
た
。

明
け
て

1
9
9
7
年
2
月
ロ
日
、
打
ち
上
げ
予
定
時
刻
は
日

時
叩
分
。
打
ち
上
げ
却
分
前
か
ら
周
辺
区
域
の
交
通
は
禁
止
さ

み
や
ば
る

れ
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
宮
原
報
道
府
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

t

、。

+
'
e
'
v
 

午
前
中
に
鹿
屋
の
宿
を
出
発
、
内
之
浦
宇
宙
セ
ン
タ
ー
を
目

指
し
て
小

1
時
間
ほ
ど
の
ド
ラ
イ
ブ
。
天
気
は
う
ら
ら
か
で
、

大
隅
半
島
太
平
洋
沿
い
の
道
を
下
っ
て
い
く
と
、
誌
は
多
い
け

れ
ど
も
打
ち
上
げ
に
支
障
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

宇
宙
セ
ン
タ
ー
に
到
一
泊
す
る
と
、
は
る
ば
る
東
京
か
ら
愛
車

ユ
l
ノ
ス

・
ロ
ー
ド
ス
タ
ー
を
飛
ば
し
て
き
た
そ
う
ま
竜
也
が
、

不
気
味
社
社
主
と
も
ど
も
到
川
泊
し
て
搬
出
脚
準
備
を
開
始
し
て
い

た
。
前
日
の
う
ち
に
東
京
を
ス
タ
ー
ト
し
、
北
九
州
の
南
部
方

面
補
給
基
地
で

一
泊
後
、
早
朝
に
出
発
し
て
到
務
し
た
と
い
う
。

内
之
浦
の
街
中
に
戻
っ
て
早
め
の
昼
食
を
と

っ
て
か
ら
、
宮

原
報
道
席
に
移
動
。
報
道
席
と
い
え
ば
聞
こ
え
は
い
い
が
、
そ

の
笑
態
は
山
間
の
良
家
の
空
き
地
を
借
り
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

国
道

4
4
8号
線
か
ら

「報
道
席
こ
ち
ら
」
の
宕
板
に
従
つ

A

，吟，
S
ミ

A

，

て
修
斎
と
し
た
山
道
に
入
り
、
さ
ら
に

一
般
家
屋
に
入
っ
て
い

く
と
し
か
思
え
な
い
、
舗
装
も
し
て
な
い
泥
道
を
登
る
こ
と
数

日
メ
ー
ト
ル
。
隅

っ
こ
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ん
か
建

っ
て
い

る
山
間
の
空
き
地
が
駐
車
場
で
あ
り
、
小
さ
な
プ
レ
ハ
ブ
小
屋

M
E
V
1号
機

大
手
搬
送
各
社
が
持
ち

そ
の
ス
ペ

ー
ス
は
物
的

も
建
っ
て
い
る
。
石
油
ス
ト
ー
ブ
と
、

込
ん
だ
黒
屯
話
が
数
台
あ
る
だ
け
で
、

き
に
毛
が
生
え
た
程
度
で
し
か
な
い
。

そ
こ
か
ら
、
登
山
道
み
た
い
な
細
い
巡
を
登
る
と
宮
原
報
道

席
に
出
る
。
ま
わ
り
は
雑
木
林
、
枯
れ
草
で
淑
わ
れ
た
嗣
叩
メ

ー
ト

ル
、
奥
行
き
ぬ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
コ
イ
ン
駐
車
場
程
度
の

広
さ
し
か
な
い
ち
ょ
っ
と
し
た
高
台
が
報
道
府
で
、
発
射
台
に

一
番
近
い
先
端
部
分
は
も
う
報
道
各
社
の
大
型
三
脚
に
占
拠
さ

れ
て
い
る
。

い
つ
も
の
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
を
引
っ
提
げ
た
笹
本
は
、
の
こ

の
こ
と
そ
の
先
に
出
掛
け
て
い

っ
た
。

報
道
府
の
荷
台
の
先
は
ゆ
る
や
か
に
孫
ち
込
ん
で
い
る
。
大

型
三
脚
は
平
地
部
分
に
殺
位
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
先
の
斜

簡
の
草
地
に
入
り
込
め
る
か
ど
う
か
。

「
そ
の
前
、
鹿
ら
せ
て
も
ら

っ
て
い
い
で
す
か
?
」

笹
本
は
、
先
に
三
脚
を
白
い
て
カ
メ
ラ
の
調
絡
に
余
念
が
な

い
テ
レ
ビ
ス
タ
ッ
フ
に
聞
い
て
み
た
。
手
持
ち
の
デ
ジ
タ
ル
ビ

デ
オ
を
持
っ
て
い
る
笹
本
を
見
た
ス
タ
ッ
フ
は
答
え
た
。

「中立
ち
上
が
ら
な
き
ゃ
い
い
よ
」

打
ち
上
げ
ま
で

1
時
附
、
も
ち
ろ
ん
こ
っ
ち
は
の
ん
び
り
草

地
に
.
股
を
下
ろ
し
て
打
ち
上
げ
を
待
つ
つ
も
り
だ
し
、

打
ち
上

が
っ
た
ら
敵
は
上
空
に
飛
ん
で
い
く
か
ら
、
そ
の
ま
ま
カ
メ
ラ



を
断
り
七
げ
れ
ば
済
む
。

『
わ
か
り
ま
し
た
、
も
し
邪
脱
な
よ
う
な
ら

J
っ
て
く
だ
さ

iv
」お

礼
を
汁
っ
て
、
終
本
は
三
脚
の
聞
を
彼
け
て
そ
の
前
に
出

て
、
斜
面
の
始
ま
る
辺
り
に
脳
献
を
下
ろ
し
て
カ
メ
ラ
を
例
え
た
。

振
り
返
る
と
、
ず
ら
り
と
艶
ん
だ
カ
メ
ラ
レ
ン
ズ
は
腰
を
下

ろ
し
た
こ
ち
ら
の
頭
の
上
、
も
し
仮
に
真
上
に
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

を
綴
り
上
げ
た
と
し
て
も
、
そ
の
と
き
に
は
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
も

上
空
に
向
い
て
い
る
だ
ろ
う
か
ら
問
題
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

報
道
府
か
ら

M
台
地
ま
で
の
前
線
距
援
は

2
・
2
キ
ロ
。
斜

而
に
生
え
て
い
る
木
の
梢
の
上
に
、
す
で
に
ラ
ン
チ
ャ

l
旋
回

を
終
え
て
斜
め
に
そ
そ
り
立
つ
M
'
V
ロ
ケ
ッ
ト

1
号
機
を
従

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
空
に
は
簿
安
が
重
な
っ
て
い
て
、
打

ち

t
げ
ま
で
に
附
れ
て
く
れ
る
か
、
そ
れ
と
も
さ
ら
に
宮
が
流

れ
て
く
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

時
刻
は
ね
.
過
ぎ
、
聞
酬
が
強
く
て
鈍
っ
て
い
た
前
け
は
促
え
る

ほ
ど
本
か
っ
た
が
、
今
日
は
そ
う
で
も
な
い
。
2
キ
ロ
も
般
れ

た
発
射
ム
け
は

LLqの
3
で
陽
射
し
が
巡
ら
れ
て
い
た
り
す
る
が
、

報
道

-N
に
は
h

ぞ
と
い
う
よ
り
も
伐
の
附
射
し
が
降
り
出
ぎ
、
以

外
取
材
の
た
め
の
免
、
支
度
も
あ

っ
て
寒
く
は
な
い
。

川
り
の
カ
メ
ラ
ク
ル
!
と
お
し
ゃ
べ
り
し
て
、
目
的
ズ
ー
ム

レ
ン
ズ
付
き
の
大
型
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
も
訓
明
か

せ
て
も
ら
う
。

さ
す
が
プ
ロ
仕
線
、

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
中
の
岡
像
は
カ
ラ
ー

@ 

よ
り
も
対
象
物
の
識
別
が
継
災
に
な
る
と
い
う
白
川
州
で
あ
る
。

{
注
川
四
}

問
じ
筒
、
総
測
は
『
ツ
ツ

ガ
虫
に
や
ら
れ
る
か
ら
あ
ま

り
厳
に
入
ら
な
い
よ
う
に
』

と
い
う
注
癒
を
側
い
て
い
る
.

(松
}

こ
れ
を
プ
ロ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
綴
り
州
さ
な
け
れ

.‘
 

ば
、
テ
レ
ビ
に
配
は
で
き
る
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
商
品
開
は
紛
れ
な

い
の
だ
な
。

て
な
わ
け
で
最
前
列
は
の
ど
か
に
打
ち

t
げ
を
待
っ
て
い
た

の
だ
が
、

後
ろ
の
方
で
は
場
所
取
り
を
め
ぐ
っ
て
険
恕
な
空
気

が
流
れ
て
い
た
ら
し
い
。
自
分
た
ち
で
事
態
を
解
決
で
き
な
い

当
然
の
こ
と
な
が
ら
宇
宙
研
の
広
報
に
文
句
の
矛

設先244t
スを道
タ持 I~む
ンつは
ドて 、
カ{¥t) 

設3き
え

ら
れ
る

と

な
る

次
闘
の
打
ち
上
げ
か
ら
こ
の
報
道
府
に
仮

だ
が
、

--
H
 

斜
而
の
中
ま
で
隣
り
て
い

っ
た
敢
闘
続
伸
に
作
曲
む
カ
メ
ラ
マ
ン

日
取
前
列
に
腹
を
下
ろ
し
て
陣
取
り
、

自
分
の
前
に
は

が
二
人
か
三
人
し
か
い
な
い
と
い
う
笹
本
が
、

そ
れ
を
知
っ
た

の
は
次
回
の
打
ち
上
げ
の
時
で
あ
っ
た
。

現
在
の
作
業
進
行
状
況
を
伝
え
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
ひ
っ
き
り

な
し
に
人
る
。

「
X
マ
イ
ナ
ス
ぬ
分
、
定
時
の
柄
引
入
り
ま
す
」

制
限
迫
仰
に
は
氾
日
仲
代
の
k
に
巡
励
会
み
た
い
な
ス
ピ
ー
カ
ー

が
取
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
河
を
す
ま
し
て
い
れ
ば
、
官
H
巡
分

だ
け
巡
れ
て

M
h地
の
辺
り
に
流
れ
て
い
る
川
じ
ア
ナ
ウ
ン
ス

も
聞
き
取
れ
る
。

「
た
だ
い
ま
よ
り
白
動
車
の
通
行
を
制
限
し
ま
す
。
保
安
制
確

認
阪
い
ま
す
。
沖
縄
、
点
以
、
胴
船
閑

A
C
C、
成
問
、
述
絡
願ぜ

い
ま
す
。
海
上
、
航
空
チ
ェ
ッ
ク
願
い
ま
す
。
場
内
受
付
、
銭
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依
、
河
原
瀬
、
チ
ェ
ッ
ク
願
い
ま
す
。
監
鋭
所
、
円
以
川
町
、
チ
ェ

ッ
ク
願
い
ま
す
。
報
道
腕
の
K
M
は
た
だ
い
ま
よ
り
無
線
の
使
川

を
ご
述
峨
く
だ
さ
い
」

進
行
状
況
を
内
之
浦
字
街
観
測
所
全
体
に
流
す
ア
ナ
ウ
ン
ス

は
、
今
仰
の
作
業
開
始
、
午
前
4
時
半
の
打
ち
上
げ
準
備
の
タ

イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
開
始
か
ら
ず
っ
と
絞
い
て
い
る
。

「
サ
イ
レ
ン
、
鳴
ら
し
て
く
だ
さ
い
」

「
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
、
散
水
飯
い
ま
す
」

M
l
V
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
旧
型
の
M
3
S
H
ロ
ケ
ッ
ト
と
同
じ

発
射
台
に
は
る
か
に
巨
大
な
推
力
の
噴
射
炎
を
叩
き
つ
け
る
。

2
月
、
冬
枯
れ
と
い
っ
て
も
こ
こ
は
九
州
荷
端
、
木
々
は
鮮
や

か
と
は
い
わ
な
い
ま
で
も
な
お
そ
の
級
会
保
っ
て
お
り
、
こ
れ

に
さ
ら
に
発
射
台
周
辺
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
散
水
し
て
火
市

の
発
生
を
防
止
す
る
。

悦
前
の
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
そ
れ
で
も
発
射
台
川
辺

の
総
地
仰
が
鋭
か
れ
る
こ
と
が
JP怨
さ
れ
て
お
り
、
村
の
消
防

川
も
完
全
相
対
備
で
待
機
し
て
い
る
。

「桁
A
H
屯
日
前
を
淀
川
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

限
切
曲
師
剛

い
ま
す
」

m
mの
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
の
進
行
と
、

市
態
に
応
じ
た
注
怠
事
柄
引
を
涼
し
な
が
ら
進
ん
で
い
く
。
す
べ

て
円
本
請
で
、
し
か
も
観
測
所
の
必
要
の
た
め
に
流
さ
れ
て
い

る
も
の
だ
か
ら
、
帰
依
ιsぬ
で
報
道
向
け
に
英
語
の
同
時
通
訳
付

き
で
出
帆
さ
れ
て
い
る
も
の
よ
り
生
々
し
い
。

M
'
V
1号
機

『

R
S附
係
お
は
問
系
統
出
制
令
氾
品
に
お
つ
き
く
だ
さ
い
」

聞
い
て
い
て
も
意
味
が
取
れ
な
い
も
の
も
多
い
。

か
-

ロ
ケ
ッ
ト
技
術
は
同
点
の
地
で
独
自
進
化
を
遂
げ
て
き
た
も
の

字

!日?
の

だ
か
ら
、

N
A
S
A
や

A
S
O
A
と
使

m百
訟
が
進
う
の
で

あ
る
。

「
X
マ
イ
ナ
ス
応
分
、

定
時
吋
の
柄
引
、
入
り
ま
す
。
総
H
H
待
避
、

確
認
願
い
ま
す
」

「点
火
管
制
班
は
点
火
回
路
準
備
願
い
ま
す
」

図
体
ロ
ケ

ッ
ト
モ
ー
タ
ー
の
点
火
は
、
忠
一の
形
に
く
り
ぬ
か

れ
た
悦
楽
の
段
上
部
に
あ
る
巨
大
な
バ
ー
ナ
ー
に
よ
っ
て
行
な

わ
れ
る
。

「中
間
ス
イ
ッ
チ
、
オ
ン
で
す
」

「安
全
ス
イ
ッ
チ
、
発
射
側
で
す
L

「
R
S
A
D、
発
射
側
で
す
」

「点
火
川
路
、

mv帥
削
終

f
し
て
お
り
ま
す
」

外
部
所
か
ら
の
返

M
を
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
逐

一
読
み
じ
げ
る
。

「ラ
ン
チ
ヤ
|
腕
は
、
ノ
ー
ズ
フ
ェ
ア
リ
ン
グ
復
調
停
止
願
い

ま
す
」

ロ
ケ
ッ
ト
フ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
小
の
術
位
は
、
で
き
る
だ
け
外

の
彬
仰
を
受
け
な
い
よ
う
に
安
調
を
受
け
て
い
る
。
発
射
寸
前

に
こ
の
ダ
ク
ト
を
取
り
外
す
。
だ
が
、
も
の
が
泌
い
の
で
双
眼

鋭
で
見
て
い
で
も
な
に
が
起
き
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。

「空
調
ダ
ク
ト
離
脱
し
ま
す
。
加
圧
送
り
ま
す
。
3
、
2
、
1
、

ゼ
ロ
。
空
調
ダ
ク
ト
、
離
脱
確
認
し
て
お
り
ま
す
」



「
S
A
班
は
S
A也
捕
脚
内
部
切
替
搬
い
ま
す
」

「管
制
室
、
空
調
停
止
願
い
ま
す
」

間
体
ロ
ケ
ッ
ト
モ
ー
タ
ー
は
、
有
識
な
組
事
ホ
ガ
ス
を
大
誌
に

発
生
す
る
。
発
射
前
の
空
調
停
止
は
、
果
た
し
て
そ
の
有
務
ガ

ス
を
管
制
室
に
取
り
込
ま
な
い
た
め
の
も
の
だ
ろ
う
か
。

「整
備
格
付
近
は
、
空
調
ダ
ク
ト
の
元
圧
排
気
の
た
め
に
大
き

な
普
が
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
」

2
キ
ロ
以
上
総
れ
た
報
道
席
で
は
、
耳
を
す
ま
し
て
い
て
も

変
わ
っ
た
・
営
は
聞
こ
え
な
い
。

「
X
マ
イ
ナ
ス

8
分
、
定
時
の
項
入
り
ま
す
」

そ
れ
ま
で
と
比
べ
て
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
声
の
テ
ン
ポ
が
一
段

速
く
な
っ
た
。

「海
上
チ
ェ
ッ
ク
願
い
ま
す
。
監
視
所
、
長
坪
連
絡
願
い
ま
す
。

場
内
受
付
、
宮
原
、
銭
抜
、
河
原
瀬
チ
ェ
ッ
ク
願
い
ま
す
。
術

昼
、
屯
源
内
部
で
す
。
R
B
C
N
、
後
源
内
部
、
切
り
替
わ
り

キ
志
す
'
」

長
坪
、
宮
原
、
銭
抜
、
河
際
瀬
は
鹿
児
ぬ
宇
宙
空
間
観
測
所

近
辺
の
地
名
で
あ
る
。

「集
中
旬
源
、
内
部
で
す
。
E
M
V
P
S、
オ
ン
に
な
り
ま

す
」

「

B
1、
8
2、
B
3
、
E
M
V
P
S、
オ
ン
で
す
」

ロ
ケ
ッ
ト
は
、
内
部
一屯
源
を
持
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の

従
源
は
打
ち
上
げ
て
か
ら
軌
道
に
到
達
す
る
ま
で
、
長
く
て
も

加
分
、

一
段
目
は
発
射
後
九
秒
で
そ
の
役
闘
を
終
え
る
か
ら
、

a
u
 

そ
れ
ま
で
保
て
ば
い
い
。
そ
し
て
、
で
き
る
か
ぎ
り
軽
盆
化
し

た
い
ロ
ケ
ッ

ト
に
不
裂
に
長
持
ち
す
る
大
き
な
バ
ッ
テ
リ
ー
は

必
要
な
い
。
そ
の
た
め
、
ロ
ケ
ッ
ト
に
は
発
射
寸
前
ま
で
外
部

氾
源
が
接
続
さ
れ
、
必
要
な
電
気
が
供
給
さ
れ
る
と
と
も
に
バ

ッ
テ
リ
ー
が
充
匂
さ
れ
る
。

「
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

X
マ
イ
ナ
ス
日
秒
に
煙
が
出
ま
す
の
で
、

ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
」

・
・
自発

射
日
秒
前
に
、

M
IV
ロ
ケ
ッ
ト
は
第

一
段
の
闘
体
燃
料

に
点
火
す
る
。
こ
の
ロ
ケ
ッ
ト
の
償
射
が
タ
ー
ビ
ン
を
回
転
さ

せ
、
ノ
ズ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
油
圧
に
な
る
。
こ
の
噴
越
が
ロ

ケ
ッ
ト
側
聞
か
ら
吹
き
だ
す
。
し
か
し
そ
れ
は
ロ
ケ
ッ
ト
発
射

の
た
め
の
噴
煙
で
は
な
い
し
、
火
事
が
起
き
た
わ
け
で
も
な
い
。

「
X
マ
イ
ナ
ス

6
分
、
定
時
の
羽
入
り
ま
す
。

M
台
地
、
退
避

確
認
願
い
ま
す
。
S
A
班
は

P

S
モ
ニ
タ
ー
オ
フ
、
願
い
ま

す」「
S
A班
は
、

P
S
モ
ニ
タ
ー
オ
フ
、
確
認
し
て
お
り
ま
す
」

「
X
マ
イ
ナ
ス

6
分
の
羽
入
り
ま
す
。
C
N
E
班
は
、

C
N
E

フ
ラ
イ
ト
モ
ー
ド
チ
ェ
ッ
ク
願
い
ま
す
」

フ
ラ
イ
ト
モ

i
ド
伝
迷
確
認
終
了
し
て
お
り

@ 

一注
包

逆
に
言
え
ば
、
全
段
国
体

の
M
o
V
は
、
発
射
時
秒
前

ま
で
だ
っ
た
ら
い
つ
で
も
鮪

織
に
打
ち
上
げ
作
黛
を
中
止

し
て
元
に
戻
す
こ
と
が
で
き

る
。
殺
体
酸
繁
と
液
体
水
車
棋

を
使
う

H
・H
A
だ
と
、
こ

う
は
い
か
お
い
。
後
で
配
管

の
倹
査
を
す
る
必
要
が
出
て

く
る
。
{
松
}

「C
N
E
班
は
、

ま
す
」

「
T
V
C
カ
ブ
ラ
|
、
間
も
な
く
雌
脱
し
ま
す
。
カ
ウ
ン
ト
送

り
ま
す
。

3
、
2
、

1
、
ゼ
ロ
」

「
T
V
C
カ
ブ
ラ
l
嶋
崎
脱
、
確
認
し
て
お
り
ま
す
。
ラ
ン
チ
ヤ

l
班
は
巻
き
上
げ
準
備
願
い
ま
す
。
縦
脱
電
源
、
オ
ン
願
い
ま



す
」発

射
時
刻
が
迫
っ
て
く
る
と
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
口
調
も
心
な

し
か
切
迫
し
て
く
る
。
速
く
縦
れ
た
報
道
郎
に
ま
で
、
新
製
ロ

ケ
ッ
ト

1
号
機
の
発
射
実
験
を
目
前
に
し
た
宇
宙
研
の
緊
張
が

伝
わ
っ
て
く
る
。

「
R
B
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
オ
フ
で
す
」

「
X
マ
イ
ナ
ス

3
分
、
定
時
の
項
入
り
ま
す
。
花
火
、
上
げ
て

く
だ
さ
い
」

ぽ
ん
ぽ
ん
と
、

ち
上
げ
ら
れ
る
。

で
あ
る
。

「発
射
準
備
す
べ
て
完
了
し
て
お
り
ま
す
」

上
空
の
雲
は
四
割
ほ
ど
。
報
道
郎
か
ら
見
て
附
れ
問
に
打
ち

上
が
っ
て
く
れ
れ
ば
、
第

一
段
の
分
泌
く
ら
い
は
見
ら
れ
る
だ

ろ
う
か
。

宇
宙
セ
ン
タ
ー
上
空
に
運
動
会
の
花
火
が
打

こ
の
あ
た
り
の
手
順
は
鶴
子
ぬ
と
い
っ
し
ょ

「あ
と

1
分
ほ
ど
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
」

-
分
前
か
あ
。

ロ
ケ
ッ
ト
の
延
期

つ
て
の
を
何
度
も
食
ら

っ

て
い
る
と
、
こ
こ
ら
辺
ま
で
来
な
い
と
本
当
に
目
の
前
の
ロ
ケ

ッ
ト
に
火
が
つ
い
て
打
ち
上
げ
ら
れ
る
ん
だ
、
と
い
う
実
感
が

湧
い
て
こ
な
い
。

「
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
用
意
、
み
』
。

ι
、

l
t
 
分

-hH

リ、

A
H
J
w

、
n
x
u

、円，
.、
F
H
V

S
A
H
n
p

、u'
h

d

p

h

d

幽

h
d
」

-
分
前
か
ら
、

1
秒
ご
と
の
談
み
上
げ
が
入
る
。
そ
し
て
、

こ
の
時
点
で
は
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
は
す
べ
て
自
動
化
さ
れ

M
'
V
1暑
機

ス
タ
ッ
フ
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
。

緊
急
停
止
ボ
タ
ン
を
抑
す
こ
と
と
、
祈
る
こ
と
を
除
い
て
は
。

カ
ウ
ン
ト
時
秒
前
で
、
ラ
ン
チ
ャ

1
上
の
ロ
ケ
ッ
ト
の
周
り

に
黒
煙
が
噴
き
出
し
た
。
油
圧
を
得
る
た
め
の
ガ
ス
ジ
ェ
ネ
レ

ー
タ

l
と
説
明
書
き
に
は
あ
る
が
、
そ
の
実
態
は
ま
ぎ
れ
も
な

い
固
体
ロ
ケ
ッ
ト
で
あ
る
。
そ
し
て
、
遠
く
縦
れ
た
ロ
ケ
ッ
ト

を
そ
の
つ
も
り
で
見
て
い
な
い
と
気
が

つ
か
な
い
程
度
の
さ
さ

や
か
な
黒
煙
し
か
で
な
い
。

「
勺'
、
p

o

、
ph
d

、

て
い
る
の
で
、

4 
」

H
'
H
ロ
ケ
ッ
ト
な
ら
こ
の
あ
た
り
で
メ
イ

ン
エ
ン
ジ
ン
が
点
火
さ
れ
て
出
力
が
上
げ
ら
れ

る
が
、
悶
体
ロ
ケ
ッ
ト
モ
ー
タ
ー

一
本
だ
け
の

M
'
V
に
は
そ
ん
な
手
順
は
な
い
。

「
3
、
2
、

I
、
ゼ
ロ
」

ゼ
ロ
だ
け
英
語
の
カ
ウ
ン
ト
と
同
時
に
、
ラ

ン
チ
ャ

1
上
の

M
tV
ロ
ケ
ッ
ト
が
臼
.抽
出
を
発

射
台
に
叩
き
つ
け
た
。
硬
質
な
オ
レ
ン
ジ
色
の

也事
剖

噴
射
炎
と
と
も
に
、

M
t
V
ロ
ケ
ッ
ト
が
ラ
ン

チ
ャ
ー
か
ら
放
た
れ
る
。

η

〆師、

qu
、

「
2
A

、

M のア
‘r 峨ナ打
ニ射ウち
工炎ン Jこ
に のスげ
i下が開

に 流始
宮英れ後 4
? 大るは 」
II な 。

よ臼 II!}.カ
り煙しウ
ずをいン
い 1mオ卜
ぶきレア
んなン ツ
速がジプ
いら色の

{注
m四
}

後
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、

M

・V
ロ
ケ
ッ
ト
1
号
機
は

E
秒
弱
で
ラ
ン
チ
ャ
ー
を
駆

け
篠
け
て
い
る
。
{
笹
)

打
ち
よ
か
る
M

・v
i号
側



上
昇
を
続
け
る
。

カ
ウ
ン
ト
が

7
ま
で
来
た
と
こ
ろ
で
、
M
'
V
ロ
ケ
ッ
ト
の

霊
低
音
が
報
道
陣
肋
に
襲
い
か
か
っ
て
き
た
。
す
ぐ
に
ま
わ
り
の

ご

う

お

ん

の

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
-M
日
も
後
ろ
の
中
継
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
縦
音
に
呑

ま
れ
て
聞
こ
え
な
く
な
る
。

υ
 

7
秒
遅
れ
の
縦
音
を
由
民
き
な
が
ら
、
M
l
V
ロ
ケ
ッ
ト

1
号

機
は
上
安
の
祭
に
突
っ
込
ん
だ
。
両
目
で
追
い
か
け
て
い
る
か

ら
、
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
中
の
被
写
体
が
震
に
ま
ぎ
れ
で
も
そ
れ

ま
で
の
感
覚
で
追
跡
で
き
る
。

裳
の
中
に
完
全
に
消
え
て
か
ら
数
秒
後
、
上
昇
を
続
け
る
1

号
機
は
ず
い
ぶ
ん
小
さ
く
な
っ
て
容
の
上
に
そ
の
姿
を
現
わ
し

た
。
質
髭
感
の
あ
る
白
煙
を
曳
き
な
が
ら
、
さ
ら
に
小
さ
く
な

っ
て
い
く
。

カ
ウ
ン
ト
万
秒
。
上
空
一
世
向
く
伸
び
た
償
煙
が
、
ニ
段
目
の
点

火
で
大
き
く
広
が
る
。
こ
れ
く
ら
い
隊
れ
る
と
、
光
学
望
遠
最

大
ま
で
拡
大
し
て
い
る
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
中
で
も
、
第
二
段
の

炎
は
見
え
な
い
。

煙
が
伸
び
て
い
く
の
で
追
跡
は
楽
で

あ
る
。

.，"・・・
、

ナ'+'

カ
ウ
ン
ト
加
で
「
L
S
ラ
ン
チ
ャ

l
下
で
火
災
発
生
、
消
火

願
い
ま
す
」
と
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
カ
ウ
ン
ト
ア
ッ
プ
に
重
な
っ

た
。
や
っ
ぱ
り
火
災
が
発
生
し
た
か
、
と
頭
の
隅
っ
こ
で
考
え

つ
つ
、
カ
メ
ラ
と
視
線
は
飛
側
聞
を
続
け
る
M
lV
ロ
ケ
ッ
ト
を

追
い
か
け
る
。

別
秒
以
降
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
印
秒
ご
と
の
カ
ウ
ン
ト
に
な
る
。

@ 

花
秒
の
第
二
段
点
火
よ
り
や
や
遅
れ
て
、
切
り
灘
さ
れ
た
一

段
目
が
細
い
白
艇
を
曳
き
な
が
ら
噴
煙
か
ら
外
れ
る
。

『第
二
段
の
点
火
、
確
認
し
ま
し
た
」

ア
ナ
ウ
ン
ス
に
続
い
て
、
は
じ
め
て
英
語
の
同
時
過
釈
が
被

さ
っ
た
。

{
注
幻
}

滋
体
酸
繁

・
波
体
水
車
酷
だ

と
‘
鍾
は
ほ
と
ん
ど
出
な
い
。

だ
か
ら
H
・H
は
固
体
ロ
ケ

ッ
ト
ブ
ー
スタ
l
分
魁
後
は

追
跡
が
ぐ
っ
と
鍛
し
く
な
る
。

(
総
)

「消
防
隊
、
出
動
販
い
ま
す
。

M
台

地
消
防
隊
、
出
動
願
い
ま
す
」
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
総
れ
る
。

す
で
に
第
一

一段
に
点
火
し
た
M
1
V
ロ
ケ
ッ
ト
は
ほ
と
ん
ど

空
気
の
な
い
超
高
附
に
到
達
し
て
お
り
、
大
気
圧
が
な
い
か
ら

噴
射
も
大
き
く
広
が
り
、
白
煙
も
見
え
な
く
な
っ
て
く
る
。

カ
ウ
ン
ト

1
4
0秒
。

「第
二
段
は
正
常
に
飛
開
閉
し
て
い
ま
す
」

最
大
望
遠
の
フ

ァ
イ
ン
ダ
ー
の
中
で
、
第
二
段
の
光
は
ぽ
つ

ん
と
画
祭
ひ
と
つ
分
の
点
に
し
か
見
え
な
い
。
も
う
間
も
な
く

見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

見
失
っ
た
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
ど
デ
オ
に
は
紛
れ
て
る
か
も

し
れ
な
い
と
怒
っ
て
、
し
ば
ら
く
そ
の
方
向
に
レ
ン
ズ
を
向
け

て
お
く
。

カ
ウ
ン
ト

1
0
0
で、

カ
ウ
ン
ト

1
8
0
で
カ
メ
ラ
を
M
台
地
に
一一炭
す
。
下
の
斜
聞

か
ら
火
事
ら
し
い
白
煙
が
立
ち
昇
っ
て
い
る
。
つ
い
さ
つ
き
、

あ
れ
だ
け
大
一試
に
噴
射
さ
れ
た
は
ず
の
噴
爆
は
、
風
に
流
さ
れ

て
す
っ
か
り
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

カ
ウ
ン
ト

2
0
0秒
。

「
ノ
l
ズ
フ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
開
顕
を
確
認
し
ま
し
た
」



ノ
ー
ズ
フ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
空
気
抵
抗
に
対
す
る
だ
け
の
も
の

だ
か
ら
、
必
要
が
な
く
な
れ
ば
す
ぐ
に
捨
て
た
方
が
機
体
が
緩

く
な
る
。

2
2
0
秒
を
過
ぎ
た
あ
た
り
で
、

「第
三
段
の
点
火
を
確
認

し
ま
し
た
」
と
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た
。

第
三
段
は

1
1
0秒
燃
え
て
か
ら
分
雌
。
姿
勢
を
変
更
さ
せ

て
ス
ピ
ン
安
定
さ
せ
、
加
以
留
推
カ
に
よ
る
第
四
段
へ
の
追
突
を

避
け
る
。

2
4
0
秒

「消
防
車
を

M
台
地
に
降
ろ
し
て
く
だ
さ
い
」

2
7
0
秒

「第
三
段
は
正
常
に
飛
開
閉
し
て
い
ま
す
」

3
4
0
秒

「
ス
ピ
ン
開
始
し
ま
し
た
」

な
ぜ
、
使
い
終
わ

っ
た
第
三
段
の
姿
勢
を
変
え
て
、
ス
ピ
ン

な
ど
と
い
う
手
間
が
必
要
な
の
か
。
こ
れ
は
、
初
期
の
宇
宙
研

の
打
ち
上
げ
で
切
り
縦
し
た
は
ず
の
ロ
ケ
ッ
ト
が
、
後
ろ
か
ら

同
じ
軌
道
で
追
突
し
て
き
た
と
い
う
故
事
に
よ
り
、
欠
か
せ
な

く
な

っ
た
手
暇
で
あ
る
。

燃
焼
終
了
し
た
と
い

っ
て
も
ロ
ケ
ッ
ト
の
ケ

1
シ
ン
グ
の
中

に
は
、
燃
え
残
り
の
燃
料
が
ぶ
す
ぶ
す
一一一出回
っ
て
、
そ
れ
ま
で
と

は
比
較
に
な
ら
な
い
と
は
い
え
わ
ず
か
な
推
力
を
発
生
す
る
。

液
体
燃
料
な
ら
エ
ン
ジ
ン
を
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
で
き
る
し
、
間

体
燃
料
が
微
小
微
力
で
進
ん
で
き
て
も
軌
道
が
わ
ず
か
に
ず
れ

れ
ば
追
突
し
て
く
る
心
配
な
ど
な
い
の
だ
が
、
そ
こ
は
ニ
ュ
ー

ト
ン
力
学
が
厳
密
か
つ
忠
実
に
適
用
さ
れ
る
宇
宙
空
間
、
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
手
を
打
た
な
い
と
、
起
き
る
可
能
性
の
あ
る
ト
ラ

M
'
V
1号
機

ブ
ル
は
必
ず
起
き
る
の
で
あ
る
。

3
5
5秒

「第
四
段
点
火
隊
認
し
ま
し
た
」

こ
の
第
四
段
で
、

M
U
S
E
S
-B
は
遠
地
点

2
万
キ
ロ
の

長
続
円
軌
道
に
投
入
さ
れ
る
。

・・
却や

l
、
め
で
た
く
打
ち
上
が
っ
た
か
。
銭
り
の
作
業
は
、
宇

宙
セ
ン
タ
ー
に
戻

つ
て
の
記
者
会
見
で
、
軌
道
投
入
の
成
功
と

術
患
に
異
常
が
な
い
こ
と
を
見
届
け
る
く
ら
い
し
か
な
い
。

撤
収
準
備
。
駐
車
場
の
車
に
荷
物
を
入
れ
、
発
射
後
初
分
の

交
通
規
制
解
除
を
待
っ
て
鹿
児
島
宇
宙
空
間
観
測
所
の
記
者
室

に
戻
る
。

知
り
の
道
で
、
ち
ょ
う
ど

一
仕
事
終
え
た
ら
し
い
、
は

つ
ぴ

"，
"
 

取
妥
広
も
前
淑
耐
々
し
い
消
防
団
を
采
せ
た
消
防
申
車
早
と
す
れ
違

つ
た
。
現

場
か
ら
撤
収
と
い
う
よ
り
も
、
お
祭
り
帰
り
と
い
う
雰
閉
気
だ

っ
た
な
。

記
者
室
に
一灰
る
。
記
者
会
見
は
ま
だ
し
ば
ら
く
先
だ
が
、
発

射
直
後
の
M
台
地
に
も
う
入
れ
る
と
い
う
の
で
そ
ち
ら
に
取

っ

て
返
す
。

{
注
咽
叩
}

こ
の
鏡
飽
、
衡
窪
関
係
者

の
緊
張
は
極
に
還
し
て
い
る
。

ロ
ケ
ッ
ト
灯
ち
ょ
げ
が
終
わ

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
衛
星
の
運

用
が
始
ま
る
の
だ
。
(
総
}

お
と
と
い
屯
波
テ
ス
ト
で
来
た
ば
か
り
の

M
台
地
に
は
、
す

で
に
ヘ
ル
メ

ッ
ト
姿
の
作
業
口
や
字
街
研
の
ス
タ
ッ
フ
が
入

っ

て
い
た
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
被

っ
て
き
た
ほ
う
が
よ
か

っ
た
か
な
あ
。

で
も
ヘ
ル
メ

ッ
ト
被

つ
て
な
い
職
員
も
い
る
し
、
す
で
に
危
険

な
も
の
は
天
空
向
く
去

っ
て
し
ま

っ
た
後
だ
か
ら
大
丈
夫
か
な

あ
。議

か
ら
隣
り
て
歩
き
だ
し
た
と
た
ん
に
、
互
の
プ
l
ル
を
強



カ
に
し
た
よ
う
な
犠
索
具
が
ね
を
つ
く
。
さ
す
が
発
射
直
後
、

ラ
ン
チ
ャ

1
の
近
所
ま
で
行
か
な
く
て
も
こ
れ
だ
け
匂
い
が
残

っ
て
い
る
か
。

M
1V
ラ
ン
チ
ヤ

|
脇
の
ラ
ム
ダ
ロ
ケ
ッ
ト
用
の
発
射
台
は
、

ゅ
う
が
い

噴
射
炎
の
直
般
を
避
け
る
た
め
に
有
益
貨
準
の
よ
う
な
カ
バ
ー

が
山
側
に
下
げ
ら
れ
て
お
り
、
ク
レ
ー
ン
を
改
造
し
た
よ
う
な

ラ
ン
チ
ャ

l
が
外
に
出
て
い
る
。

・・

白梅
際
の
フ
ェ
ン
ス
が
外
れ
て
る
の
で
注
意
し
ろ
と
聞
い
て
い

た
。
屯
波
テ
ス
ト
の
時
に
あ
っ
た
フ

ェ
ン
ス
は
ひ
と
つ
も
絞
っ

て
い
な
い
。
ち
ぎ
れ
飛
ん
だ
の
か
と
思
っ
て
た
ら
、
危
険
だ
か

ら
取
り
外
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ロ
ケ
ッ
ト
整
備
塔
の
大
原
も
大
き
く
開
放
さ
れ
て
お
り
、
す

で
に
主
役
が
い
な
く
な
っ
た
赤
い
ラ
ン
チ
ャ
ー
だ
け
が
発
射
角

も
そ
の
ま
ま
に
立
っ
て
い
る
。

思
っ
た
よ
り
ダ
メ
ー
ジ
が
少
な
い
、
と
聞
ゆ
っ
た
の
は
ぱ
っ
と

見
だ
け
で
、
双
眼
鏡
を
取
り
だ
し
て
よ
か
ら
子
細
に
デ
ィ
テ
l

や

ル
を
見
て
み
る
と
、
表
面
装
閉
山
は
熱
で
灼
か
れ
、
噴
射
ガ
ス
で

吹
き
飛
ば
さ
れ
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
。
そ

う
い
う
前
提
で
作
つ
で
あ
る
ん
だ
ろ
う
け
ど
。

そ
し
て
ラ
ン
チ
ャ

l
見
下
に
え
ぐ
っ
た
よ
う
に
作
ら
れ
て
い

る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
デ
ィ
フ
レ
ク
タ

l
。
噴
射
炎
を
受
け
止
め
、

u
 

海
の
方
へ
斜
め
よ
に
跳
ね
返
す
デ
イ
フ
レ
ク
タ

l
に
く
っ
き
り

と
焼
け
跡
が
残
っ
て
い
る
。

点
火
直
後
の
ほ
ん
の
一
瞬
し
か
噴
射
炎
を
受
け
な
か
っ
た
は

@ 

ず
な
の
に
、
ラ
ン
チ
ャ

1
下
の
丸
い
ロ
ケ
ッ
ト
支
持
川
市
直
後
か

ら
デ
ィ
フ
レ
ク
タ
l
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
而
が
、
炎
の
形
に
焼
け

て
い
る
。
そ
れ
も
焼
け
跡
の
縁
は
ま
だ
県
い
け
れ
ど
、
内
側
は

ゆ

'e'

商
品
剛
山
で
治
か
さ
れ
た
よ
う
に
茶
色
っ
ぽ
く
煤
け
て
お
り
、
よ
く

見
る
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
表
而
が
は
が
れ
て
粉
々
に
な
っ
て
い
る

{注
m臼
}

別
に
特
別
な
フ
ェ
ン
ス
で

は
な
く
、
公
園
な
ど
で
使
わ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

{
松
)

と
こ
ろ
も
あ
る
。

短
時
間
の
噴
射
で
も
、
こ
れ
だ
け
の
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
の

が
ロ
ケ
ッ
ト
の
噴
射
な
の
か
。

発
射
後
別
秒
で
火
災
発
生
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
た
M
台
地
下

の
斜
聞
は
、
広
範
闘
が
火
炎
放
射
で
鋭
か
れ
た
み
た
い
な
焚
き

火
の
跡
に
な
っ
て
い
た
。
商
国
産
の
ゴ
キ
ブ
リ
み
た
い
な
大
き

う
ご
め

な
附
虫
が

一
匹
だ
け
焼
け
た
事
の
中
で
滋
い
て
い
て
、
あ
れ
ば

い
っ
た
い
何
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
か
。

ラ
ン
チ
ヤ
|
の
向
こ
う
側
で
は
ま
だ
放
水
が
絞
い
て
い
る
。

ロ
ケ
ッ
ト
艶
備
終
の
裂
に
は
、
円
筒
形
の
大
型
コ
ン
テ
ナ
が

う

い
く
つ
も
前
か
れ
て
い
る
。
「
M
t
V
ロ
ケ
ッ

ト
第
二
段
接
ぎ

手
」
と
ペ

イ
ン
ト
さ
れ
た
ピ
ン
ク
色
の
コ
ン
テ
ナ
に
は

「
フ
ラ

イ
ト
後
、
返
送
予
定
」
と
貼
り
紙
し
で
あ
っ
た
り
し
て
、

が
現
場
つ
て
な
も
ん
だ
。

こ
れ

記
者
室
に
一炭
り
、

時
時
く
ら
い
か
ら
記
者
会
見
が
始
ま
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
部
署
か
ら
記
者
セ
ン
タ
ー
に
呼
び
集
め
ら
れ

た
先
生
方
は
、

な
に
せ
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
と
い
う
肉
体
労
働

的
に
駆
け
回
る
現
場
で
、
し
か
も

一
日
延
期
の
授
日
だ
か
ら
し



て
、
ネ
ク
タ
イ
を
締
め
て
お
ら
れ
る
方
は

一
人
も
い
な
い
。
無

・ν
・A'a，t
uv

・9

精
髭
だ
っ
た
り
髪
の
毛
ぼ
さ
ぼ
き
だ
っ
た
り
、
疲
労
と
消
耗

の
色
は
隠
せ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
附
れ
勝
れ
と
し
た
顔
で
記
者

セ
ン
タ
ー
前
の
折
り
畳
み
テ
ー
ブ
ル
に
ず
ら
り
と
並
ぶ
。

上
杉
実
験
主
任
か
ら
、
M
t
V
型
1
号
機
の
発
表
文
の
読
み

上
げ
が
あ
る
。

発
淡
文
は
打
ち
上
げ
の
デ
l
タ
と
そ
の
後
の
展
開
、
最
後
に

各
方
而
へ
の
謝
辞
で
締
め
ら
れ
て
い
た
。

打
ち
上
げ
時
間
は
日
時
印
分
、
ラ
ン
チ
ャ

1
設
定
上
下
品
川

位

・
6
度
、
方
位
角
位

・
9
度
。

第

一
段
、
第
二
段
の
燃
焼
も
飛
行
も
正
常
で
、
発
射
後
1
9

7
秒
で
頭
部
フ

ェ
ア
リ
ン
グ
闘
頭
、
発
射
後
2
1
5秒
に
は
第

三
段
の
ノ
ズ
ル
を
正
常
に
伸
展
、
そ
の

3
秒
後
に
第
三
段
燃
焼

開
始
、
燃
焼
終
了
後
、
毎
秒
0
・
8
聞
転
の
ス
ピ
ン
を
開
始
し

て
上
段
の
姿
勢
を
安
定
さ
せ
、
第
四
段
は
3
4
2
秒
後
に
ノ
ズ

ル
を
仲
印
刷
、
発
射
後
3
4
4
秒
、
高
度
2
3
0
キ
ロ
で
燃
焼
開

始
。第

四
段
の
飛
行
も
正
常
で
、
第
時
号
科
学
術
昼
M
U
S
E
S

'B
は
予
定
通
り
の
長
楕
円
軌
道
に
投
入
さ
れ
た
。

N
A
S
D
A
の
勝
浦
、
小
笠
原
追
跡
所
で
役
入
周
囲
に
お
け

る
術
星
か
ら
の
電
波
を
受
信
。

M
時
却
分
必
秒
、
チ
リ
の
サ
ン
チ
ャ
ゴ
局
で
術
口
隼
か
ら
の
電

波
を
受
信
。

時
時
4
分
ぬ
秒
に
は
南
極
昭
和
基
地
で
も
電
波
を
受
信
。

M
4
V
1喜
楊

軌
道
に
乗
っ
た
M
U
S
E
S
-
B
は
闘
際
標
識
9
7
0
0
5

A
で
登
録
さ
れ
、

「
は
る
か
」
と
命
名
さ
れ
た
。

光
学
班
は
発
射
後
1
7
2秒
ま
で
ロ
ケ
ッ

ト
を
追
跡
し
た
と

い、っ
。

な
ん
か
積
子
ぬ
の
記
者
会
見
よ
り
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
感
じ

が
す
る
質
疑
応
答
の
後
、
ビ
デ
オ
上
映
。

こ
の
ビ
デ
オ
は
、
打
ち
上
げ
ら
れ
る

M
tV
ロ
ケ
ッ
ト
に
取

り
付
け
ら
れ
た
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
か
ら
の
映
像
で
、
s
'
V
H
S

テ
l
プ
で
持
っ
て
こ
ら
れ
て
そ
の
ま
ま
記
者
室
の
ビ
デ
オ
デ
ッ

キ
と
テ
レ
ビ
で
上
映
さ
れ
た
。

日
本
で
ロ
ケ
ッ
ト
に
取
り
付
け
ら
れ
た
カ
メ
ラ
の
打
ち
上
げ

画
像
が
こ
れ
ま
で
に
あ
ま
り
発
淡
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
予
釘

と
技
術
の
問
題
で
あ
る
。

例
え
ば
、
ア
ポ
ロ
計
画
で
サ
タ

l
ン
V
型
の

一
段
同
が
大
西

洋
上
空
で
切
り
雌
附
さ
れ
る
画
像
。
あ
れ
が
ビ
デ
オ
で
は
な
く
フ

ィ
ル
ム
の
画
像
な
の
は
見
れ
ば
わ
か
る
。

で
は
、
二
段
目
に
取
り
付
同
り
ら
れ
て
い
た
カ
メ
ラ
の
フ
ィ
ル

ム
を
、
な
ぜ
我
々
が
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

わ
ざ
わ
ざ
お
ミ
リ
の
ム
ー
ビ
ー
カ
メ
ラ
を
取
り
付
け
、
自
動

で
第
一
段
の
切
り
離
し
を
船
影
し
た
カ
メ
ラ
は
、
耐
熱
カ
プ
セ

ル
で
ア
フ
リ
カ
に
沼
下
し
た
。
ア
フ
リ
カ
に
は
も
ち
ろ
ん
問
収

隊
が
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
貨
獲
な
画
像
を
収
め
た
カ
プ
セ
ル
は

め
で
た
く
回
収
さ
れ
た
。

ぞ
う
て
ん

搬
影
後
に
フ
ィ
ル
ム
だ
け
を
カ
プ
セ
ル
に
自
動
袋
線
し
て
投

@ 



ド
、
そ
れ
を
川
収
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
た
め
の
設
備
、
人

μ、

川
収
隊
の
派
治
資
川
が
必
必
に
な
る
。
そ
の
た
め
の
予
鍔
の
余

絡
は
、

日
本
に
な
か

っ
た
。

で
は
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
取
り
付
け
て
例
似
を
地
上
に
氾
送

す
れ
ば
い
い
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
立
ち
裂
が
る
の
が
技
術
的
問
題
で
あ
る
。

ロ
ケ
ッ
ト
は
、
大
抵
の
テ
レ
メ
ト
リ
l
デ
ー
タ
を
地
上
に
送

信
し
な
が
ら
飛
絡
す
る
。
飛
行
角
度
、
高
度
、
速
度
の
み
な
ら

ず
、
姿
勢
制
御
シ
ス
テ
ム
各
部
所
の
作
動
状
況
、
機
体
自
体
の

計
測
、
間
体
ロ
ケ
ッ
ト
モ
ー
タ
ー
の
部
位
ご
と
の
潟
度
、
内
圧
、

加
速
度
、
娠
動
な
ど
、
送
ら
れ
て
く
る
デ
ー
タ
は
ひ
と
つ
ず
つ

唄

H
を
リ
ス
ト
に
す
る
だ
け
で
、
あ
っ
と
い
う
聞
に
数
ペ

ー
ジ

閉
ま

っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
Q
が
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
送
り
崩
け
る
氾
波
で
述
べ
る
デ
ー
タ
の

以
は
、
と
う
ぜ
ん
限
ら
れ
る
。

泊
子
技
術
の
進
歩
は
、
川
市
佐
時
間
に
送
日
で
き
る
デ
ー
タ
門
川

も
附
加
さ
せ
た
。
下
術
研
内
に
も
両
保
デ

1
タ
が
欲
し
い
と
い

う
仰
は
か
ね
て
か
ら
あ
り
、
今
川
と
う
と
う
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
が

ロ
ケ
ッ
ト
の

τ段
日
に
抗
戦
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

仰
ら
れ
た
一州
仰
は
、
と
さ
お
り
送
日
デ

l
タ
領
域
を
他
に
食

わ
れ
る
た
め
に
さ
さ
や
か
な
ノ
イ
ズ
が
人
る
が
、
き
れ
い
な
カ

ラ
l
岡
似
で
あ
る
。

二
段
日
に
.
卜
向
き
に
搭
載
さ
れ
た
カ
メ
ラ
は
、
絞
初
は
阿
而

の
一「
3
分
の
l
に
ロ

ケ
ッ
ト
本
体
と
発
射
台
の
地
耐
を
映
し
だ

@ 

す
。
阿
仰
の
み
で
、
行
仰
は
な
い
。

発
射
お
秒
前
に
メ
イ
ン
ノ
ズ
ル
保
持
の
油
ぽ
を
俗
る
た
め
に

点
火
さ
れ
る
例
体
ロ
ケ
ッ
ト
の
烈
い
噴
煙
が
、
こ
ち
ら
に
は
は

っ
き
り
と
映
し
だ
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
発
射
と
同
時
に
、
画

而
の
半
分
は
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
は
強
い
光
に
し
か
映
し
だ
さ
れ

な
い
噴
射
炎
と
な
り
、
ロ
ケ
ッ
ト
は
上
昇
を
出
始
す
る
。

商
問
の
下
に
映
る
ロ
ケ

ッ
ト
本
体
は
そ
の
ま
ま
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
発
射
台
の
地
面
が
急
速
に
遠
ざ
か
る
。
周
り
の
緑
が
映

し
だ
さ
れ
る
が
、
中
央
に
強
過
ぎ
る
ロ
ケ

ッ
ト
の
炎
が
あ
る
か

ら
そ
の
デ
ィ
テ
ー
ル
ま
で
は
見
え
な
い
。

一
瞬
、
画
面
が
真
っ
白
に
な
り
、
通
り
過
ぎ
る
よ
う
に
雲
が

下
へ
抜
り
る
。
通
り
過
ぎ
た
ば
か
り
の
雲
が
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
下

で
み
る
み
る
小
さ
く
な
り
、
田
川
り
の
雲
も
見
え
て
く
る
。

報
道
府
か
ら
で
も
宮
の
中
に
入
っ
た
よ
う
に

μえ
て
い
た
の

は
、
あ
れ
ば
本
当
に

3
の
中
を
通
り
絞
け
た
の
か
。

上
向
山
を
抜
け
る
う
ち
に
、
岡
高
問
中
央
の
焼
き
付
き
が
ひ
ど
く

な
っ
て
く
る
。
地

k
な
ら
噴
射
炎
は

一
気
庇
の
大
円以
一
比
に
悶
悶

か
ら
押
さ
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
尚
伎
が
上
が
れ
ば
ヒ
が
る

だ
け
気
川
は
低
く
な
る
か
ら
、
そ
れ
だ
け
噴
射
炎
も
広
が
っ
て

く
る
。

{
注
引
刷
}

N
A
S
D
Aも
こ
の
単
年

前
の
H
-
H
ロ
ケ
ッ
ト
d
号

機
で
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
初
め

て
賂
践
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
第

一
段
切
り
継
し
と
第
二
段
の
燃
焼
開
始
。
フ
ァ

イ
ア

・
イ
ン

・
ザ

・
ホ
l
ル
、
切
り
離
し
と
点
火
を
同
時
に
行

な
う
と
い
う
段
階
で
、
岡
市
川
は
百
円
び
強
い
光
を
捉
え
る
。

パ
ッ
ク
は
述
く
雌
れ
て
い
く
雲
海
で
ほ
と
ん
ど
白
い
の
だ
が
、
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機

， 
二段目に鎗観されたビデオカメラが捉えた般像。打ちょげ直後にM台地の全療が、内之潟宇宙
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そ
の
品
川
品
川
に
川
市
'く
切
り
取
っ
た
よ
う
な
部
分
が

μえ
は
じ
め
る
。

「
お
お
、

地
球
だ
・
:
・
・
」

両
日
山
の
ほ
と
ん
ど
令
市
め
る
れ
い
円
弧
の
後
ろ
に
烈
い
部
分

が
川
ん
え
て
く
る
。
地
球
が
九
く
日
比
え
る
目
的
皮
ま
で
u
庁
っ
た
の
か
。

第
二
段
燃
焼
終

f
前
に
、

λ
v
。

カ
メ
ラ
は
進
行
方
向
に
切
り
轡
わ

予
想
外
に
鮮
明
な
ロ
ケ
ッ
ト
本

一
度
暗
転
し
た
爾
而
は
、

体
の
上
段
を
映
し
出
し
た
。
ロ
ケ
ッ
ト
の
炎
で
焼
き
付
き
を
起

こ
し
て
い
な
い
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
は
、

中
日
い
地
球
と
漆
田
町
の
宇
宙

空
附
の
中
に
浮
か
ぶ
二
段
目
と
上
段
を
鮮
や
か
に
映
し
出
す
。

切
り
離
さ
れ
た
三
段
目
は
、

二
段
目
か
ら
離
れ
て
進
み
、
あ

ら
か
じ
め
説
明
に
あ
っ
た
こ
段
伸
展
ノ
ズ
ル
を
展
張
、

そ
の
た

め
に
仕
込
ま
れ
て
い
た
ノ
ズ
ル
内
部
の
ば
ね
を
支
持
架
も
ろ
と

も
政
山
し
、

次
の
瞬
間
に
第
三
段
ロ
ケ
ッ
ト
モ
ー
タ
ー
に
点
火
、

州
日
山
が
途
切
れ
る
。

け
凡
守
っ
て
い
た
報
道
陣
か
ら
、

前
仙
川
の
美
し
さ
に
納
め
息
が

山高れ、

約
下
が
起
さ
た
。

世
波
テ
ス
ト
の
時
に
ロ
ケ

ッ
ト
の
川
町
山
に

つ
い
て
は
あ
る
利

度
聞
い
て
い
た
か
ら
、

そ
こ
で
そ
う
い
う
仕
組
み
の
も
の
が
そ

う
い
う
胤
に
作
動
す
る
こ
と
は
知

っ
て
い
た
。
し
か
し
、

5

・1

・1
1
.，
l
 

山市r・川
ま
で
飛
ん
だ

M
'
V
ロ
ケ

ッ
ト
l
リ
僚
の
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

@ 

が
削
飢
え
た
、

太
陽
光
線
に
山
川
刑
さ
れ
る
宇
宙
安
問
符
ド
付
の
強
い

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
で
怖
さ
だ
さ
れ
た
映
像
は
、

そ
こ
ま
で
飛
ん
だ

機

mの
けん
引
さ
よ
り
も
な
に
よ
り

-V街
空
間
の
災
し
さ
を
伝
え

て
い
た
。

こ
ん
な
設
備
な
の
に
、

立
派
に
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
て
、
本

物
の
宇
宙
術
開
に
飛
べ
る
ん
だ
な
あ
。

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
は

S
o
V
H
S
の
こ
れ
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
、

コ
ピ
ー
は
ま
だ
宇
宙
研
に
も
な
い
と
い
う
。
報
道
各
社
は
、
こ

れ
を
手
持
ち
の
機
材
で
ダ
ビ
ン
グ
す
る
な
り
何
な
り
し
ろ
と
の

w

』シ』
。

残
念
な
が
ら
仰
い
本
が
持
っ
て
き
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
カ

メ
ラ
に
は
、
ビ
デ
オ
入
力
は
な
い
。
仕
方
な
い
の
で
テ
レ
ビ
両

耐
を
そ
の
ま
ま
船
影
、
そ
れ
か
ら
怯
品
川
の
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ

ュ

に
州
仰
デ
ー
タ
と
し
て
取
り
込
ん
で
も
ら
い
、

A
，
州
政
大
の
収

機
と
す
る
。

M
'
V
ロ
ケ
ッ
ト
l
け
機
の
打
ち
上
げ
成
功
と
、

そ
れ
か
ら

内
之
山
川
下
山
川
セ
ン
タ
ー
-
』
と
印
刷
ル
山
川
下
仲
間
旬
間
観
測
所
の
イ
ン

総
道
陣
は
一二
々
r
凡
々
u
m途
に

つ
い
た
。

バ
ク
ト
を
胸
に
し
て
、



リ
ブ
デ
ン
。
ア
ン
テ
ナ
を
広
げ
て
支
え
る
六
本
の
伸
展
マ
ス
ト
は
折
り
畳
ま

れ
た
関
節
.か
ひ
と
つ
ず
つ
延
び
て
い
く
形
式
で
、
傘
の
よ
う
に
広
げ
ら
れ
た

パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
を
張
る
た
め
に
高
剛
性
の
も
の
で
あ
る
。

傘
の
骨
の
よ
う
に
マ
ス
ト
を
広
げ
た
だ
け
で
は
パ
ラ
ボ
ラ
面
は
形
成
さ
れ

な
い
の
で
、
ア
ン
テ
ナ
函
と
マ
ス
ト
の
聞
に
総
計
1
0
0
0本
近
い
ケ
ー
ブ

ル
易
張
り
巡
ら
せ
、
そ
の
テ
ン
シ
ョ
ン
で
パ
ラ
ボ
ラ
形
状
を
保
つ
よ
う
に
調

整
さ
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
地
上
の
重
力
下
で
調
整
し
た
も
の
が
宇
宙
空
間
の
無
霊
力
に

置
か
れ
れ
ば
、
誤
差
か
出
て
し
ま
う
。
で
き
れ
ば
無
撃
力
下
で
調
整
し
た
い

と
こ
ろ
だ
が
、
地
上
に
は
匝
蕊
商
無
窓
力
会
保
て
る

4
つ
な
襲
践
は
な
い
。

日
時
印
分
に
M
'
V
1易
機
に
よ
っ
て
打
ち
上
げ

ら
れ
た
M
U
S
E
s
sB
は

「は
る
か
」
と
名
舟
け
ら
れ
、
そ
の
後
の
塾
渇
修

正
に
よ
り
近
地
点
5
6
0キ
口
、
遠
地
点
2
万
2
0
0
0キ
ロ
、
6
時
前
初

分
ほ
ど
で
地
球
を
一
周
す
る
格
問
紙
道
に
乗
っ
た
。

打
ち
上
げ
ロ
日
後
か
ら
、

1

・5
メ
ー
ト
ル
四
方
に
高
さ
1
メ
ー
ト
ル
の

本
体
か
主
語
直
径
8
メ
ー
ト
ル
、
登
壇
と
し
て
は

ωメ
ー
ト
ル
級
の
パ
ラ

ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
会
広
げ
る
作
識
か
開
始
さ
れ
る
。

餓
遁
穴
茎
請
の
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
に

は
、
ミ
リ
単
位
の
精
度
が
求
め
ら
れ
る
。
微

弱
な
実
体
か
ら
の
電
委
主
毒
素
子
に
集
約

す
る
に
は
、
広
げ
ら
れ
た
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ

ナ
の
断
簡
か
正
確
な
放
物
線
を
織
い
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
最
大
直
径
2

・5
メ
ー
ト
ル

で
し
か
な
い

M
l
V
ロ
ケ
ッ
ト
で
打
ち
上
け

る
衛
星
に
、

8
メ
ー
ト
ル
の
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン

テ
ナ
圭
広
げ
た
ま
ま
総
撮
す
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
そ
こ
で
、

M
U
S
E
S
'
8
こ
と

「は
る
か
』
の
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
は
畳
ま

れ
た
状
態
で
搭
載
さ
れ
、
軌
道
ト
一
で
展
開
さ

れ
る
ニ
と
に
な
っ
た
。

パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
の
繁
材
は
ス
ト
ッ
キ

ン
グ
と
同
じ
編
み
方
の
金
メ
ツ
キ
さ
れ
た
モ

1
9
9
7年
2
月
ロ
目
、

M
E
V
1暑
機

軌道上の rはるかJ (想像図)と展開したパラボラアンテナの

摘遥図。六本備の$というより、複線糊妙なあやとりである。



そ
こ
で
、
懲
筆
力
下
で
正
砲
な
パ
ラ
ボ
ラ
函
易
保
つ
モ
デ
ル
を
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
内
で
作
成
さ
ら
に
そ
れ
に
地
よ
の
筆
力
が
か
か
っ
た
状
態
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
ト
し
、
そ
れ
が
窪
皆
-
と
な
る
喜
つ
に
調
事
星
川
な
っ
九

1
0
0
0本
の
ケ
ー
ブ
ル
の
テ
ン
シ
ョ
ン
は
ネ
ジ
で
行
午
ヲ
。
形
に
な
っ

た
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
を
測
定
し
、

1
0
0
0本
の
ネ
ジ
を
締
め
た
り
緩
め

た
り
す
る
一
回
の
調
整
に
か
か
る
時
間
は
約
5
日
崎
地
上
で
の
胸
議
令
完

成
さ
せ
る
の
に
は

mカ
月
か
か
っ
た
と
い
う
。

天
芸
品
星
の
固
と
も
い
え
る
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
の
展
開
は
2
日
が
か

り
で
行
な
わ
れ
、
完
成
し
た
ア
ン
テ
ナ
の
精
度
は
狸
葱
パ
ラ
ボ
ラ
面
か
ら
1

ミ
リ
以
下
の
誤
差
し
か
な
い
よ
う
に
仕
ト
存
ら
れ
九

「
は
る
か
」
は
6
時
間

m分
で
地
琢
を
一
周
し
、

1
2
8
M
b
p
s
で
観
測
デ

ー
タ
を
地
上
に
送
る
。
そ
の
受
信
の
た
め
に
、
地
球
上
の
五
カ
所
に
専
用
の

地
ト
寓
が
作
ら
れ
、
運
漕
さ
れ
て
い
る
・

@ 

『
は
る
か
』
の
権
問
軌
道
は
、
地
球
を
取
り
巻
く
強
放
射
線
開
Z

織
で
あ
る
パ

ン
・
ア
レ
ン
務
を
1
日
に
三
回
も
四
回
も
通
治
す
る
。
普
通
に
使
っ
て
い
て

も
性
能
京
洛
ち
る
太
陽
常
泡
パ
ネ
ル
は
、
特
に
放
射
線
に
よ
る
劣
化
が
激
し

い
。
そ
の
た
め
、
、
は
る
か
」
の
当
初
の
費
躍
太
陽
電
治
の
発
令
都
芳
が
必

蓉
事
苓
由
る
ま
で
の
3
年
と
白
積
も
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、

2
0
0
3年
8
日
現
筏
当
初
の
見
積
も
り
を
大
き
く
緩
え
た

今
も
「
は
る
か
」
は
軌
準
ょ
に
健
在
で
あ
り
、
今
も
観
測
は
続
け
ら
れ
て
い

る
。塾

温
上
に
展
開
さ
れ
た
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
は
、
計
算
諭
す
の
高
精
度
な

デ
l
タ
を
地
上
に
送
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
の
塾
泡

上
精
度
ま
必
要
+
会
と
さ
れ
、
あ
ら
た
め
て
ど
の
程
度
の
警
手
出
て
い
る

か
の
測
定
は
な
さ
れ
て
い
な
い

「
そ
ん
事
，
向
か
あ
っ
た
ら
観
測
す
る
!
」

の
だ
せ
つ
で
あ
る
。



そ

ら

ロ
ケ
ツ

『
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
と
一
績
で
す
」

宇
宙
研
の
臓
血
聞
は
、
ペ
ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
以
来
、

惑
星
間
宇
宙
ま
で
飛
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
M
シ
リ
ー
ズ

ロ
ケ
ッ
ト
の
こ
と
を
、
こ
と
も
な
げ
に
、
で
も
少
し

誇
ら
し
そ
う
に
と
う
一
言一
う。

ロ
ケ
ッ
ト
は
、
地
琢
ょ
に
存
在
す
る
人
聞
か
作
っ

た
棄
物
の
中
で
も
っ
と
も
単
純
な
物
理
原
理
で
動
く
。

船
の
よ
う
な
浮
力
も
、
飛
行
織
の
傷
力
も
、
自
転
車

や
自
動
車
に
あ
る
地
面
と
タ
イ
ヤ
の
摩
僚
も
な
く
、

噴
射
ガ
ス
の
反
動
だ
け
で
飛
ぶ
。

も
ち
ろ
ん
、
思
っ
た
方
向
に
飛
ば
す
た
め
に
羽
根

を
付
け
て
動
か
し
た
り
ノ
ズ
ル
を
娠
っ
た
り
、
飛
行

中
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
な
れ
ば
多
少
な
り
と
も
復
維

な
こ
と
は
行
な
わ
れ
る
。
だ
が
そ
れ
も
空
気
抵
抗
の

反
動
か
、
機
体
が
受
け
て
い
る
噴
射
ガ
ス
の
反
勘
の

方
向
を
変
え
る
程
度
の
こ
と
で
、
飛
行
機
の
旋
回
の

よ
う
に
復
維
な
こ
と
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

ま
し
て
M
'V
は
宇
宙
研
の
ロ
ケ
ッ
ト
、
一
度
点

火
し
た
ら
そ
の
固
体
ロ
ケ
ッ
ト
モ
ー
タ
ー
は
憲
大
出

力
で
噴
射
し
っ
ぱ
な
し
、
錐
進
剤
が
尽
き
る
ま
で
は

縫
カ
カ
ッ
ト
も
で
き
な
い
。

推
力
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
お
ろ
か
縫
カ
カ
ッ
ト
も
で

き
な
い
ロ
ケ
ッ
ト
で
、
衛
星
や
探
査
幽
慨
を
狙
っ
た
通

牢
歯
飛
ぶ
ロ
ケ
ッ
ト
花
火

:
:
笹
本
祐

一

り
の
軌
道
に
投
入
す
る
の
は
、
ブ
レ
ー
キ
の
な
い
草

で
レ
l
ス
に
出
場
す
る
く
ら
い
灘
し
い
。
と
い
う
よ

り
世
界
的
に
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
と
さ
れ
て
お
り
、

固
体
ロ
ケ
ッ
ト
は
目
棟
到
達
時
の
速
度
が
あ
ま
り
結

果
に
関
係
し
な
い
ミ
サ
イ
ル
に
し
か
使
わ
れ
て
い
な

ー。
a
t
uv
 

の
は
予
算
的
、
妓
術
的
な
問
題
で
は
な
い
。
政
治
的

な
問
題
で
あ
る
。

有
穆
法
制
に
自
衛
隊
の
海
外
派
遣
な
ど
や
っ
て
い

る
現
代
か
ら
考
え
れ
ば
嘘
の
よ
う
な
話
だ
が
、
当
時

は
国
民
に
も
マ
ス
コ
ミ
に
も
戦
関
及
び
実
務
に
関
す

る
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な
拒
否
反
応
が
あ
っ
た
。
ロ
ケ
ッ

ト
と
い
え
ば
ミ
サ
イ
ル
、
衛
星
の
代
わ
り
に
火
薬
を

積
め
れ
ば
簡
単
に
ミ
サ
イ
ル
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い

う
の
が
、
A

フ
も
畠
田
も
変
わ
ら
な
い
一
般
的
な
想
像
で

あ
る
。ミ

サ
イ
ル
は
確
か
に
ロ
ケ
ッ
ト
の
原
理
で
飛
ぶ
が
、

で
も
現
実
に
は
M
l
Vロ
ケ
ッ
ト
も
H
1
H
Aロ
ケ
ッ

ト
も
軍
用
に
伝
用
し
て
使
え
る
よ
う
な
頑
丈
で
纏
実

で
経
済
的
な
も
の
で
は
な
い
の
だ
け
れ
ど
。

そ
し
て
、
宇
宙
研
は
簡
単
に
兵
器
に
転
用
で
き
る

ミ
サ
イ
ル
を
開
発
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
て

い
た
。
実
際
、
そ
う
い
う
見
当
は
ず
れ
な
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
な
っ
て
い
た
大
手
新
聞
社
も

あ
る
。
思
い
込
み
を
正
し
い
と
患
っ
て
検
証
も
し
な

い
マ
ス
コ
ミ
の
無
浬
解
は
、
今
に
は
じ
ま
っ
た
こ
と

で
は
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、
宇
宙
研
が
取
っ
た
手
段
は
ま
こ

と
に
明
快
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
宇
宙
研
は
『
固
体
ロ

ケ
ッ
ト
な
ら
ば
エ
ン
ジ
ン
開
発
を
し
な
く
て
す
む
の

で
そ
れ
だ
け
開
発
費
用
を
安
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
』
と
い
う
そ
の
一
点
だ
け
で
、
連
綿
と
ロ
ケ
ッ
ト

を
育
て
て
き
た
。
な
お
、
国
体
ロ
ケ
ッ
ト
を
ロ
ケ
ッ

ト
モ
ー
タ
ー
と
い
う
の
は
宇
宙
研
の
方
言
だ
そ
う
で

あ
る
。

-
R
さ
四
セ
ン
チ
、
文
字
通
り
鉛
筆
程
度
の
大
き
さ

の
ペ
ン
シ
ル
に
は
じ
ま
っ
た
日
本
の
ロ
ケ
ッ
ト
は
、

K
(カ
ツ
パ
)
、

A

(
ラ
ム
ダ
)
と
成
畏
し
、
現
代

の
M
'V
ロ
ケ
ッ
ト
ま
で
改
良
、
開
発
を
続
け
な
が

ら
連
綿
と
続
い
て
い
る
。

日
本
銀
初
の
衛
星
で
あ
る
「
お
お
す
み
」
を
打
ち

上
げ
た
ラ
ム
ダ
ロ
ケ
ッ
ト
に
は
制
御
装
穫
が
な
か
っ

た
。
よ
く
も
ま
あ
そ
ん
な
ロ
ケ
ッ
ト
で
衛
星
な
ん
ぞ

よ
げ
た
も
ん
だ
と
思
う
が
、
制
御
装
置
が
な
か
っ
た



@ 

ミ
サ
イ
ル
は
、
目
標
に
誘
導
で
き
な
け
れ
ば
役
目

を
果
た
さ
な
い
。
で
あ
れ
ば
、
誘
導
制
御
を
行
な
わ

な
い
ロ
ケ
ッ
ト
な
ら
ば
ミ
サ
イ
ル
に
は
転
用
で
き
な

い
。
だ
か
ら
、
宇
宙
研
が
開
発
し
て
い
る
の
は
ミ
サ

イ
ル
で
は
な
い
。

打
ち
っ
ぱ
な
し
の
弾
道
飛
行
で
成
層
圏
、
宇
宙
個

を
観
測
す
る
ロ
ケ
ッ
ト
な
ら
ば
、
ま
だ
そ
れ
で
も
い

い
。
だ
が
、
こ
れ
で
衛
星
を
上
げ
よ
う
と
す
る
と
え

ら
い
こ
と
に
な
る
。

な
に
せ
A
T

主
訪
問
打
ち
っ
ぱ
な
し
、
火
を
つ
け
た
ら
文

字
通
り
花
火
の
よ
う
に
飛
ん
で
い
く
し
か
な
い
ロ
ケ

ッ
ト
で
、
軌
道
に
衛
星
を
投
入
し
よ
う
と
い
う
の
で

鴨
、
，
晶
偽
叩

7.し

νv除

4.'Mu""b

あ
る
。
紙
飛
行
機
に
伝
書
鴻
を
や
ら
せ
る
よ
う
な
も

の
で
、
世
界
中
の
誌
も
や
ろ
う
と
し
な
い
ど
こ
ろ
の

話
で
は
な
い
。
普
通
に
考
え
れ
ば
、
そ
ん
な
こ
と
は

で
き
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
宇
宙
研
は
や
っ
て
レ
ま
っ
た
。

務
調
帯
装
置
の
な
い
四
段
式
ロ
ケ
ッ
ト
で
、
ど
う
や

っ
て
軌
道
に
衛
星
を
投
入
す
る
か
。

ま
す
、
打
ち
上
げ
前
に
風
船
を
上
げ
、
各
高
度
で

の
風
向
き
と
風
速
を
確
認
す
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ

を
も
と
に
、
地
上
で
ラ
ン
チ
ャ

l
の
方
位
角
と
打
ち

上
げ
角
度
を
念
入
り
に
設
定
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
風

が
強
過
ぎ
れ
ば
打
ち
上
げ
は
で
き
な
い
。

も
し
、
鼠
速
に
6
メ
ー
ト
ル
以
上
の
誤
差
が
あ
れ

ば
、
予
定
の
軌
道
を
外
れ
、
衡
獲
が
投
入
で
き
な
く

な
る
。
そ
し
て
、
風
船
を
上
げ
て
そ
の
下
に
ぶ
ら
下

げ
た
反
射
板
を
レ
ー
ダ
ー
で
追
い
か
け
て
測
定
し
た

数
値
は
、
測
定
直
後
か
ら
刻
一
刻
と
変
化
し
て
い
く
。

発
射
角
度
は
、
コ
ン
マ
以
下
ま
で
念
入
り
に
設
定

さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

打
ち
上
げ
た
ら
、
あ
と
は
風
ま
か
せ
で
あ
る
。
当

時
の
先
生
は
、
こ
の
風
ま
か
ぜ
と
い
う
言
葉
を
よ
く

使
っ
て
い
た
ら
し
い
。
き
っ
ち
り
観
測
す
れ
ば
風
ま

か
せ
で
も
充
分
に
で
き
た
し
、
実
際
、
風
ま
か
せ
で

打
ち
上
げ
た
こ
と
に
よ
る
失
敗
は
今
ま
で
に
な
い
。

斜
め
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
各
段
を

切
り
厳
し
、
宇
宙
速
度
ヘ
向
け
た
加
速
を
続
け
る
。

そ
し
て
、
三
段
目
の
噴
射
が
終
わ
っ
て
切
り
幽
閉
さ
れ

た
四
段
目
は
、
地
球
の
重
力
に
従
っ
て
絞
り
あ
げ
ら

れ
た
ポ
l
ル
の
よ
う
な
山
な
り
の
難
遊
飛
行
に
入
る
。

高
度
と
し
て
は
充
分
に
宇
宙
空
間
だ
が
、
こ
の
時

点
で
四
段
目
に
衛
星
に
な
る
ほ
ど
の
速
度
は
な
い
。

放
っ
て
お
け
ば
そ
の
ま
ま
地
上
に
落
ち
て
き
て
し
ま

う
。
そ
ご
で
、
富
力
に
引
か
れ
て
落
ち
て
く
る
衛
星

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
最
終
段
で
あ
る
四
段

目
に
点
火
す
る
。

噂
門
的
に
言
え
ば
受
動
的
に
軌
道
制
御
と
姿
勢
制

御
を
行
な
う
と
い
う
の
だ
が
、
そ
し
て
確
か
に
録
後

の
加
速
に
よ
り
軌
道
速
度
を
得
た
第
四
段
は
衛
星
に

は
な
る
。
な
る
が
、
こ
れ
は
地
上
で
投
げ
た
ボ
l
ル

の
速
度
が
充
分
に
早
け
れ
ば
そ
れ
は
衛
星
に
な
る
。

も
っ
と
早
け
れ
ば
地
殻
の
軍
力
を
振
り
切
っ
て
人
工

惑
星
に
な
り
、
も
っ
と
早
け
れ
ば
太
陽
の
霊
力
を
娠

り
切
っ
て
外
宇
宙
に
出
て
い
く
、
と
い
う
の
と
同
程

度
の
説
明
で
し
か
な
い
。

こ
の
風
ま
か
せ
と
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
け
の
打
ち
上
げ

に
よ
り
、
ラ
ム
ダ
の
第
四
段
は
近
地
点
3
3
7キ
口
、

遠
勉
点
5
1
5
1キ
ロ
の
畏
楕
円
軌
道
に
乗
り
、
日

本
最
初
の
衛
星
は
内
之
浦
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
鹿

児
島
県
大
関
半
島
に
因
ん
で
「
お
お
す
み
」
と
名
付

け
ら
れ
た
。

か
く
し
て
日
本
は
、
世
界
で
も
ソ
連
、
ア
メ
リ
カ
、

フ
ラ
ン
ス
に
続
く
四
番
目
の
衡
皇
打
ち
上
げ
国
と
な

っ
た
。だ

が
、
当
事
者
に
言
わ
せ
る
と
『
お
お
す
み
」
は

衛
星
で
も
何
で
も
な
い
。
四
段
目
の
ブ
ー
ス
タ
ー
に

デ
ー
タ
毎
送
装
置
を
取
り
付
け
た
だ
け
の
も
の
だ
そ

う
で
あ
る
。
言
わ
れ
て
み
れ
ば
そ
の
通
り
で
、
ポ
ー

リ
ン
グ
の
宝
に
帽
子
を
彼
せ
た
よ
う
な
『
お
お
す

み
」
の
ス
タ
イ
ル
は
よ
く
見
て
み
る
と
、
問
時
形
の
第

四
段
国
体
ロ
ケ
ッ
ト
の
頭
に
デ
ー
タ
電
送
装
置
を
収

め
た
カ
バ
ー
が
く
っ
つ
い
て
い
る
。

も
と
も
と
ラ
ム
ダ
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
高
層
観
測
用
ロ

ケ
ッ
ト
と
し
て
開
発
さ
れ
た
も
の
で
、
宇
宙
研
と
し

て
は
、
飛
行
精
度
を
上
げ
た
本
徳
衛
星
の
打
ち
上
げ

と
運
用
は
、
そ
の
後
の
M
ロ
ケ
ッ
ト
か
ら
開
始
す
る



計
画
だ
っ
た
。

M
ロ
ケ
ッ
ト
は、

E--叩
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
衛
星
を

軌
道
に
役
入
す
る
に
は
、
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

っ
た
計
画
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
ラ
ム
ダ
ロ
ケ
ッ
ト

に
よ
る
衛
星
の
打
ち
上
げ
は
、
と
に
か
く
少
し
で
も

先
に
進
ん
で
お
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

M
ロ
ケ
ッ

ト
計
画
が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
開
始
さ
れ
た
よ
う
な
も

の
ら
し
い
。

そ
し
て
、
宇
宙
研
は

1
9
7
0年
2
月
の
『
お
お

す
み
」
打
ち
上
げ
成
功
を
受
け
て
、
同
じ
年
の

g
月

に
憲
初
の
M
d
Sロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ
て
い
る
。

ち
な
み
に
M
4
Sは
『
M
」
ロ
ケ
ッ
ト
、
「
4
」
段

式
、
憲
後
の
『
S
』
は
四
段
目
の
球
形
ロ
ケ
ッ
ト
モ

ー
タ
ー
を
示
し
て
い
る
。

少
し
ず
つ
新
し
い
妓
術
を
入
れ
て
、
縫
認
し
な
が

ら
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
す
っ
進
ん
で
い
く
と
い
う
宇
宙
研

の
伝
統
は
、
こ
と
に
も
生
か
さ
れ
て
い
る
。

M
ロ
ケ

ッ
ト
の
運
用
開
始
で
、
宇
宙
研
は
は
じ
め
て
ロ
ケ
ッ

ト
に
制
御
装
置
を
導
入
し
た
。
そ
れ
も
最
初
に
制
御

さ
れ
た
の
は
二
段
目
の
ロ
ケ
ッ
ト
だ
け
で
、

一
段
目
、

三
段
目
、
四
段
自
は
あ
い
か
わ
ら
す
無
誘
灘
の
ま
ま

だ
っ
た
。

島
田
初
四
段
式
で
は
じ
ま
っ
た
M
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
各

段
の
性
能
向
上
も
あ
っ
て

1
9
7
4年
に
三
段
式
の

M
3
Cに
改
め
ら
れ
た
。

技
術
も
向
上
し
、
第
一
段
の
飛
行
で
発
生
し
た
誤

差
を
二
段
目
で
修
正
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

軌
道
精
度
は
ぐ
ん
と
上
が
っ
た
。
こ
こ
で
使
わ
れ
た

推
力
制
御
は
、
現
在
の
M
'
V
ロ
ケ
ッ
ト
の
二
段
目

で
使
わ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
、
ノ
ズ
ル
の
中
に
液
体

を
慣
射
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
当
時
は
過
趨

素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
溶
濠
で
は
な
く
、
比
璽
の
大
き

な
フ
レ
オ
ン
を
使
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
、

1
9
7
7年
に
は

一
段
目
を
溜
強
し
た

M
3
Hが
投
入
さ
れ
、
ペ
イ
ロ
ー
ド
霊
置
が
印
パ
ー

セ
ン
ト
溜
加
、

1
9
8
0年
に
は
一
段
目
か
ら
制
御

で
き
る
よ
う
に
し
た
M
3
Sが
運
用
開
始
さ
れ
る
。

改
良
型
の
M
3
S
Hは
宇
宙
研
の
練
準
機
と
も
い

え
る
機
体
と
な
り
、

1
2
8
5年
の
慧
星
探
査
機

『
さ
き
が
け
」
か
ら
1
9
9
5年
の
熊
霊
量
実
験
衛

星
E
X
P
R
E
S
Sま
で
八
基
連
続
で
打
ち
上
げ
ら

れ
た
。そ

し
て
、

1
9
9
7年
か
ら
、
ぺ
イ
ロ

i
ド
を
M

3
S
Nの
3
倍
に
勉
強
し
た
M
'
V
ロ
ケ
ッ
ト
の
運

用
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

宇
宙
研
の
ロ
ケ
ッ
ト
が
、
月
は
お
ろ
か
惑
星
間
空

間
ま
で
局
く
世
界
唯

一
の
国
体
ロ
ケ
ッ
ト
で
あ
る
こ

と
は
知
っ
て
い
た
。

宇
宙
研
相
僕
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
標
準
機
と
し

て
系
列
が
八
纂
も
打
ち
上
げ
ら
れ
た
M
3
S
Hロ
ケ

ッ
ト
が
被
倒
し
に
屡
外
展
示
さ
れ
て
い
る
。

開
放
自
に
こ
れ
を
見
た
笹
本
は
、
尾
演
の
先
舗
に

ふ
く
ら
み
が
あ
る
の
に
気
づ
い
た
。
フ
ラ
ツ
タ
|

必
初
心
"

(
矯
動
)
防
止
用
の
錘
か
と
患
っ
て
通
り
す
が
り
の

宇
宙
研
臨
職
員
に
聞
い
て
み
る
と
、
予
想
外
の
答
え
が

返
っ
て
き
た
。

尾
翼
の
先
錆
部
分
の
ふ
く
ら
み
の
中
に
は
、
小
さ

な
固
体
ロ
ケ
ッ
ト
が
入
っ
て
お
り
、
そ
の
噴
射
口
は

後
進
方
向
と
直
角
に
、
尾
震
の
表
と
盲
軍
側
に
ひ
と
つ

す
っ
開
い
て
い
る
。
発
射
と
同
時
に
こ
の
小
さ
な
固

体
ロ
ケ
ッ
ト
に
も
点
火
さ
れ
、
通
常
の
飛
行
な
ら
ば

畷
射
は
尾
翼
の
表
と
獲
に
均
等
に
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
必
要
が
あ
れ
ば
ど
ち
ら
か
片
方
の
穴
を
塞
ぐ
こ
と

で
片
方
に
噴
射
が
集
中
し
、
そ
ち
ら
側
に
ロ
ケ
ッ
ト

が
ロ
ー
ル
制
御
さ
れ
る
。

説
明
を
受
け
て
か
ら
あ
ら
た
め
て
自
の
前
の
ロ
ケ

ッ
ト
を
見
る
と
、
確
か
に
四
枚
あ
る
尾
翼
の
ど
こ
に

も
可
動
副
部
分
は
な
い
。
展
示
僕
型
が
実
織
と
異
な
っ

て
い
る
の
は
珍
し
く
な
い
か
ら
、
方
向
舵
か
あ
る
い

は
金
動
式
の
機
婦
は
省
か
れ
て
川
る
ん
だ
と
勝
手
に

思
い
込
ん
で
い
た
が
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
ま
で
固
体

内
之
浦
の
計
測
セ
ン
タ
ー
、
犯
年
前
な
ら
万
縛
会

場
に
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
今
は
バ
ラ
ッ
ク
寸
前

の
プ
レ
ハ
ブ
で
し
か
な
い
記
者
室
で
、
且
皿
初
に

M
l

vロ
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
プ
レ
ス
シ
ー
ト
を
見
た
時
の

衝
穆
は
舎
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

。

が

え

《

ゐ

「
飛
騨
の
匠
が
作
っ
た
み
た
い
な
ロ
ケ
ッ
ト
だ
」

と火
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ロ
ケ
ッ
ト
を
使
っ
て
い
る
の
か
あ
。

自
本
の
宇
宙
開
発
を
支
え
る
も
う
一
方
の
ロ
ケ
ッ

ト
、
初
の
全
段
国
産
化
を
達
成
し
た

H
'
Hロ
ケ
ッ

ト
は
少
し
で
も
効
率
を
よ
げ
る
た
め
に
、
地
上
飯
高

の
化
学
効
率
を
誇
る
液
体
酸
繁
/
液
体
水
棄
を
二
段

燃
焼
サ
イ
ク
ル
で
噴
射
す
る
。
機
体
の
軽
量
化
の
た

め
に
、
高
価
な
ハ
イ
テ
ク
材
料
を
惜
し
気
も
な
く
使

-つ。

一
段
目
の
ノ
ズ
ル
の
酋
振
り
は
、
油
圧
に
よ
る
ア

ク
チ
ユ
エ
|
タ
ー
で
行
な
っ
て
い
る
。
銀
大
可
働
範

囲
は
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス

5
度
、
轟
取
大
世
田
娠
り
速
度
は

驚
く
な
か
れ
1
秒
間
に
児

・
5
度
。
推
力
3
3
5ト

ン
の
噴
射
炎
を
噴
き
出
す
メ
イ
ン
ノ
ズ
ル
を
織
か
ら

鏑
に
振
る
の
に
1
秒
か
か
ら
な
い
。

そ
し
て
、
姿
勢
制
御
の
た
め
に
1
0
0
0分
の
l

秒
単
位
で
ノ
ズ
ル
角
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
行
な
わ
れ

る
。
も
ち
ろ
ん
人
間
に
は
そ
ん
な
こ
と
は
で
き
な
い

か
ら
完
全
自
動
制
御
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
1
秒
間

に
1
0
0回
以
上
も
ロ
ケ
ッ
ト
の
ノ
ズ
ル
角
度
と
サ

イ
ド
ジ
ェ
ッ
ト
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。

ち
な
み
に
、
ノ
ズ
ル
を
働
か
し
て
の
錐
力
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
は
、

M
3
Sロ
ケ
ッ
ト
の
ブ
ー
ス
タ
ー
で
行

な
っ
た
実
績
が
あ
る
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
時

は一

一朝
制
御
で
、
一
方
向
ヘ
ノ
ズ
ル
を
傾
け
る
こ
と

し
か
し
な
か
っ
た
。
左
右
の
ブ
ー
ス
タ
ー
の
ノ
ズ
ル

を
互
い
違
い
に
動
か
し
て
、
ロ
ケ
ッ
ト
全
体
の
ロ
ー

ル
制
御
を
し
た
と
い
う
。

ノ
ズ
ル
を
動
か
す
の
に
は
油
圧
が
必
要
で
あ
る
。

で
は
そ
の
泊
圧
を
ど
う
や
っ
て
得
て
い
る
か
。

こ
こ
で
も
ま
た
固
体
ロ
ケ
ッ
ト
の
出
番
と
な
る
。

説
明
で
は
ガ
ス
ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ
ー
で
タ
ー
ビ
ン
を

回
し
、
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
要
す
る
に
第
一

段
の
中
に
別
体
で
仕
込
ま
れ
て
い
る
小
さ
な
毘
体
ロ

ケ
ッ
ト
に
点
火
、
そ
の
噴
射
で
タ
ー
ビ
ン
を
回
す
の

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
前
作
M
3シ
リ
ー
ズ
で
実
績
の
あ
る
小

型
国
体
ロ
ケ
ッ
ト
モ
ー
タ
ー
仕
織
の
ロ
ー
ル
制
御
装

置
も
あ
る
。

安
定
翼
の
な
い
M
'V
ロ
ケ
ッ
ト
の
板
元
、
前
後

左
右
に
小
さ
く
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
四
角
い
フ
ェ

ア
ソ
ン
グ
の
中
に
、

S
M
R
Cと
い
う
小
型
ロ
ケ
ッ

ト
モ
ー
タ
ー
に
よ
る
機
体
制
御
装
置
が
取
り
付
け
ら

れ
て
い
る
。

H
'
Hロ
ケ
ッ
ト
の
総
開
発
費
、

2
7
8
0億
円
。

『
そ
れ
は
エ
ン
ジ
ン
だ
け
の
開
発
資
か
、
そ
れ
と
も

全
部
の
開
発
費
か
?
』

「
施
設
の
建
段
費
ま
で
含
め
た
値
段
だ
」

と
海
外
の
学
会
で
説
明
し
た
ら
、
ク
レ
イ
ジ
ー
と

言
わ
れ
た
と
い
う
、
こ
れ
で
も
也
界
標
準
か
ら
す
れ

ば
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
安
く
抑
え
ら
れ
た
ロ
ケ
ッ
ト

開
発
賞
用
で
あ
る
。
し
か
し
、
年
間
予
算
も
N
A
S

D
Aの
一
割
ほ
ど
で
し
か
な
い
宇
宙
研
に
、
も
ち
ろ

ん
そ
こ
ま
で
の
予
算
は
な
い
。
固
体
ロ
ケ
ッ
ト
モ
ー

タ
ー
を
推
進
に
使
う
以
上
、
エ
ン
ジ
ン
効
率
も
液

酸
/
液
水
を
使
う

H
a
H
ロ
ケ
ッ
ト
の
半
分
程
度
し

か
期
待
で
き
な
い
。

で
は
、
ど
う
す
る
か
。

予
算
が
使
え
な
い
宇
宙
研
は
、
頭
を
使
う
の
で
あ

る。プ
レ
ス
シ
ー
ト
で
見
る
だ
け
で
も
、

M
t
V
ロ
ケ

ッ
ト
は
創
憲
工
夫
に
溢
れ
て
い
た
。

M
'V
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
多

段
式
ロ
ケ
ッ
ト
で
あ
る
。

一
段
自
の
燃
焼
が
終
了
し
た
ら
切
り
魅
し
て
二
段

目
を
点
火
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
地
球
に
は
軍
力
が
あ
る
。
一
段
目
を

切
り
厳
し
、
二
段
目
立屯
点
火
す
る
の
に
も
た
も
た
し

て
い
る
と
せ
っ
か
く
得
ら
れ
た
速
度
が
l
秒
に
つ
き

秒
速
9
・
8
メ
ー
ト
ル
、

-aカ
加
速
度
と
同
じ
勢
い

で
失
わ
れ
て
い
く
上
に
空
気
抵
抗
ま
で
あ
る
。

一
段
目
切
り
厳
し
と
二
段
目
の
点
火
を
同
時
に
行

な
え
ば
、
速
度
低
下
を
纏
限
ま
で
鈎
え
ら
れ
る
。
と

い
う
理
屈
に
よ
り
、

M
'
Vロ
ケ
ッ
ト
で
は
フ
ァ
イ

ア
・
イ
ン
・
ザ
・
ホ
l
ル
と
い
う
切
り
厳
し
、
二
段

点
火
が
同
時
に
行
な
わ
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
探
期
さ
れ

た。
二
段
目
の
ノ
ズ
ル
は
可
勘
し
な
い
。
で
は
、
ど
う



や
っ
て
噴
射
方
向
径
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
か
。

二
段
目
ロ
ケ
ッ
ト
モ
ー
タ
ー
の
縫
力
は
1
3
0ト

ン
。
強
力
な
燃
焼
ガ
ス
を
噴
射
す
る
ノ
ズ
ル
の
大
き

さ
は
一
段
目
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
そ
の
内
部
、
奥
か

ら
3
分
の
l
ほ
ど
の
ノ
ズ
ル
の
内
側
に
直
径
1
セ
ン

チ
ほ
ど
の
小
さ
な
穴
が
四
方
向
に
開
い
て
い
る
。
そ

の
外
側
、
ノ
ズ
ル
の
根
元
に
当
た
る
部
分
に
は
七
つ

の
タ
ン
ク
が
並
ん
で
お
り
、
そ
の
中
に
は
窒
繁
ガ
ス

で
加
圧
さ
れ
る
過
泡
繁
駿
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
溶
液
が
満

た
さ
れ
て
い
る
。

=
の
小
さ
な
穴
か
ら
過
溜
繁
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
溶

液
が
超
音
速
の
噴
射
に
噴
き
出
さ
れ
る
と
、
ノ
ズ
ル

の
中
で
小
さ
な
爆
発
が
起
き
、
噴
射
炎
が
反
対
側
に

個
押
し
付
け
ら
れ
る
。
計
算
で
は
噴
射
偏
向
に
よ
る
カ

は
媛
大
7
ト
ン
に
も
な
る
と
い
う
。
之
の
微
量
情
は
、

前
作
M
3
ロ
ケ
ッ
ト
一
段
目
に
使
わ
れ
て
い
た
も
の

と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
当
時
は
過
塩
繁
酸
ナ
ト

リ
ウ
ム
水
溶
液
で
は
な
く
、
フ
レ
オ
ン
が
使
わ
れ
て

い
た
。ノ

ズ
ル
周
り
の
タ
ン
ク
に
満
た
さ
れ
た
過
泡
繁
酸

ナ
ト
リ
ウ
ム
水
溶
液
は
全
部
で
2
4
6リ
ッ
ト
ル
、

こ
れ
に
よ
り
邸
秒
間
の
燃
焼
際
問
中
の
権
力
偏
向
を

行
な
う
。

ザ
・
ホ
ー
ル
の
よ
う
な
幽
妓
飛
行
的
な
切
り
厳
し
は

行
な
わ
れ
な
い
。
平
均
推
力
叩
ト
ン
の
噴
射
を
綴
り

回
す
の
に
大
出
力
は
必
要
な
い
の
で
、
第
三
段
の
ノ

ズ
ル
は
電
動
で
あ
る
。

そ
し
て
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
全
国
震
を
少
し
で
も
切
り
詰

め
る
た
め
、
第
三
段
の
ノ
ズ
ル
は
二
重
に
折
り
た
た

ま
れ
て
い
る
。
こ
の
後
傷
の
お
か
げ
で
、
第
二
段
と

第
三
段
を
つ
な
ぐ
簸
ぎ
手
の
畏
さ
を
、
つ
ま
り
賃
貸

を
半
分
に
で
き
た
。

第
三
段
は
ほ
ぼ
真
空
の
宇
宙
空
間
で
使
わ
れ
る
。

効
率
の
問
題
で
、
ノ
ズ
ル
は
大
き
く
し
た
い
。
具
体

的
に
は
、
第
一
段
、
第
二
段
、
第
三
段
で
推
力
は
そ

れ
ぞ
れ
三
億
す
つ
も
遣
う
の
に
、
ノ
ズ
ル
の
大
き
さ

は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
大
き
な
ノ
ズ
ル

を
つ
け
る
と
、
そ
れ
だ
け
カ
パ
ー
も
大
き
く
な
っ
て

し
ま
う
。

M
aV
ロ
ケ
ッ
ト
の
三
段
目
は
、
少
し
で
も
ノ
ズ

ル
を
小
さ
く
す
る
た
め
に
よ
下
二
段
に
分
割
し
、
必

要
な
跨
は
ぴ
っ
た
り
霊
な
る
よ
う
ガ
イ
ド
レ
l
ル
を

添
え
て
入
れ
子
園
情
遣
に
短
縮
し
た
。
内
側
に
は
ノ
ズ

ル
を
伸
展
さ
ぜ
る
た
め
の
ス
プ
リ
ン
グ
を
仕
込
み
、

第
三
段
点
火
前
に
こ
の
ス
プ
リ
ン
グ
で
ノ
ズ
ル
を
本

来
の
位
置
に
伸
展
、
役
目
を
終
え
た
ガ
イ
ド
レ
ー
ル

と
ノ
ズ
ル
は
そ
の
場
で
投
棄
し
て
か
ら
点
火
す
る
。

も
う
、
全
段
ど
こ
を
と
っ
て
も
ギ
ミ
ツ
ク
だ
ら
け
。

そ
れ
も
、
ハ
イ
テ
ク
と
い
う
よ
り
も
、
飛
標
の
症
の

か
ら
く
り
細
工
の
よ
う
な
仕
組
問
け
が
あ
ち
こ
ち
に
施

さ
れ
て
い
る
の
が
M
'
V
ロ
ケ
ッ
ト
な
の
で
あ
る
。

1
9
7
0年
の

『
お
お
す
み
』
以
来
、
宇
宙
研
は
全

都
で
二
十
六
回
の
衛
星
の
打
ち
ょ
げ
を
行
な
っ
て
き

た
。
そ
し
て
、
2
0
0
3
年
日
月
現
在
、
成
功
は
二

十
三
因
。
成
功
率
は
佃
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回
っ
て
い

る。
こ
の
し
l
T
V
C、
液
体
に
よ
る
推
力
方
向
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
方
式
は
、

5
号
機
か
ら
ノ
ズ
ル
の
電
気
駆

動
に
変
え
ら
れ
て
大
幅
な
割
程
鐙
化
が
な
さ
れ
た
。
た

だ
し
、
未
だ
打
ち
上
げ
ら
れ
な
い

E
号
機
に
は
ま
だ

と
の
機
縄
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
。

二
段
自
の
切
り
離
惜
し
で
は
、
霊
力
演
失
が
充
分
に

小
さ
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
フ
ァ
イ
ア
・
イ
ン
・

牢
画
策
ぷ
ロ
ケ
ッ
ト
拡
災

相慎原の宇宙科学研究所にあるr機構機JM3S1ロケット



。

の
4・
』 回

の
ス
イ
ン
グ
パ
イ
ま
で
・
.................... 松
浦
晋
也

ま
す
は
衛
星
が
飛
ぶ
軌
道
に
つ
い
て
の
お
さ
ら
い

だ
。
持
っ
て
い
る
人
は
「
宇
宙
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
』

の
コ
ラ
ム
『
軌
道
の
基
礎
知
識
」
を
読
ん
で
お
く
こ

と。

-
エ
ネ
ル
ギ
ー
飯
小
の
軌
道
変
更
の
方
法
は
、
「
遠

地
点
高
度
を
上
げ
る
時
に
は
近
地
点
で
ロ
ケ
ッ
ト
噴

射
、
近
地
点
高
度
を
上
げ
る
隠
は
遠
地
点
で
ロ
ケ
ッ

ト
嘆
射
」
。
高
度
を
下
げ
る
時
に
は
逆
慣
射

l
!こ

ぜ
ん
い
"

れ
を
発
見
者
の
名
前
を
取
っ
て
、
ホ
ー
マ
ン
遷
移
と

い
う
。
英
語
だ
と
ホ
l
マ
ン
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
だ
。

高
度
7
0
0
1
9
0
0キ
口
付
近
で
地
球
観
測
衛
星

が
使
用
。
ち
な
み
に
、
日
本
の
情
報
収
集
衛
星
は
こ

の
軌
道
で
あ
る
。

・
静
止
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
軌
道
一
地
表
か
ら
静
止
軌

道
に
、
ホ
l
マ
ン
遷
移
を
使
っ
て
衛
星
を
投
入
す
る

た
め
の
途
中
の
軌
道
。
近
地
点
高
度
2
0
0キ
ロ
程

度
、
遠
地
点
高
度
3
万
B
0
0
0キ
ロ
の
細
畏
い
楠

円
軌
道
。

軌
道
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
運
動
力
学
に
従
う
。
決
し

て
「
な
ん
で
も
あ
り
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

ま
ず
は
軌
道
と
は
。

・
軌
道
は
地
球
の
中
心
を
遜
る
平
商
に
蒙
る
円
ま
た

は
楕
円
で
あ
る
1
11
商
遣
っ
て
も
東
京
上
空
に
衛
星

は
静
止
し
ま
せ
ん
。

-
軌
道
を
回
る
の
に
動
力
は
い
ら
な
い
|
|
噴
射
を

止
め
て
も
衛
星
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。

・
軌
道
の
性
格
を
決
め
る
の
は
近
地
点
高
度
、
遠
地

点
高
度
、
軌
道
傾
斜
角
で
あ
る
||
近
地
点
高
度
は

地
表
に

一
番
近
い
と
こ
ろ
、
遠
地
点
高
度
は
地
表
か

ら
一
蓄
遠
い
と
と
ろ
、
軌
道
傾
斜
角
は
軌
道
が
乗
っ

て
い
る
平
面
と
赤
道
函
と
が
な
す
角
度
の
こ
と
。

遠
地
点
は
ア
ポ
ジ
、
近
地
点
は
ペ
リ
ジ
、
軌
道
傾

斜
角
は
イ
ン
ク
リ
ネ
l
シ
ヨ
ン
と
い
う
こ
と
は
覚
え

て
お
い
て
も
い
い
か
も
知
れ
な
い
。

軌
道
の
種
類
は
次
の
通
り
。

・
地
球
低
軌
道
一
軌
道
傾
斜
角
と
関
係
な
く
、
大
体

高
度
3
0
0キ
ロ
か
ら
6
0
0キ
ロ
ぐ
ら
い
の
軌
道。

主
に
有
人
活
動
に
使
わ
れ
る
。
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル

も
ソ
ユ
ー
ズ
も
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
こ
こ

だ。・
静
止
軌
道
一
赤
道
上
空
3
万
6
0
0
0キ
ロ
の
円

軌
道
。
問
時
間
で
地
問
掃
を
一
周
す
る
の
で
、
地
表
か

ら
は
衛
星
が
空
に
静
止
し
て
見
え
る
。
通
信
衛
星
、

放
送
衛
星
、
気
象
衛
星
な
ど
、
現
在
実
用
に
供
さ
れ

て
い
る
衛
星
の
ほ
と
ん
ど
が
使
っ
て
い
る
。
宇
宙
の

特
等
席
。

・
僅
軌
道
一
軌
道
傾
斜
角
叩
度
近
辺
の
地
球
を
南
北

に
回
る
軌
道
。
地
球
全
体
を
ス
キ
ャ
ン
で
き
る
の
で
、

さ
あ
思
い
出
し
て
い
た
だ
け
た
ろ
う
か
、
な
い
し

は
理
解
し
て
も
ら
え
た
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
が
科
学
術
墨
の
軌
道
は
こ
の
よ
う
に
ひ
と

ま
と
ま
り
に
は
で
き
な
い
。
観
測
す
る
対
象
に
よ
っ

て
千
差
万
別
な
の
で
あ
る
。

宇
宙
研
の
衛
星
を
例
に
見
て
み
よ
う
。
ま
す
は
近

地
点
高
度
、
遠
地
点
高
度
、
軌
道
傾
斜
角
を
見
て
、

ど
ん
な
軌
道
に
な
る
か
を
想
像
し
て
み
よ
う
。

ー
・
と
に
か
く
宇
宙
に
出
れ
ば
い
い
と
い
う
タ
イ

プ
×
線
観
測
衛
星
「
あ
す
か
』

(
1
9
9
3年
打
ち



上
げ
)
は
近
地
点
高
度
4
2
0キ
口
、
遠
地
点
高
度

8
2
0キ
ロ
、
軌
道
傾
斜
角
引
度
と
い
う
軌
道
に
打

ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
あ
す
か
は
「
×
線
観
測
の
部

魔
に
な
る
大
気
圏
の
外
に
出
る
』
こ
と
が
軍
要
な
衛

星
な
の
で
、
ど
ん
な
軌
道
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
か
は

さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
。
主
に
ロ
ケ
ッ
ト
の
能
力
で

一
番
打
ち
ょ
げ
や
す
そ
う
な
軌
道
に
打
ち
上
げ
ら
れ

て
い
る
。
ち
な
み
に
軌
道
傾
斜
角
の
引
度
と
い
う
の

は
、
打
ち
上
げ
を
行
な
っ
た
内
之
浦
の
緯
度
で
も
あ

る。

一
般
に
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
で
、

一
醤
少
な
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
大
き
な
貨
軍
を
投
入
で
き
る
の
は
、

打
ち
上
げ
池
点
の
織
疫
に
軌
道
傾
斜
角
が
等
し
い
軌

道
だ
。

を
打
ち
上
げ
た
の
は
M
3
S
Nだ
}
の
限
界
か
ら
、

飯
高
の
軌
道
に
は
打
ち
上
げ
ら
れ
す
、
次
欝
の
軌
道

を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
太
楊
観
測
衛
星
に
と
っ
て
鰻
適
な
軌
道

は
、
地
潔
か
ら
太
陽
に
向
け
て
1
5
0万
キ
ロ
の
と

と
ろ
に
あ
る
地
獄
と
太
陽
と
の
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ェ
点
で

あ
る
。
こ
こ
だ
と
地
球
の
影
に
町
制
廃
さ
れ
る
こ
と
な

く
フ
ル
タ
イ
ム
で
観
測
が
で
き
る
。
米
欧
共
同
の
太

陽
観
測
機
『
S
O
H
O』
は
、
こ
の
ラ
グ
ラ
ン
ジ
エ

点
に
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
『
ょ
う
こ
う
」
の
後
継
織
で
あ
る
『
S

O
L
A
R
'
B』
(
E
B
B
4年
打
ち
上
げ
予
定
)
は
、

地
球
を
南
北
に
回
る
纏
軌
道
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
。

こ
の
軌
道
だ
と

1
年
の
う
ち

g
カ
月
も
太
陽
を
観
測

す
る
時
間
を
と
る
と
と
が
で
き
る
。

こ
の
次
替
の
軌
道
タ
イ
プ
は
憲
外
と
多
い
。
ほ
と

ん
ど
が
『
ロ
ケ
ッ
ト
の
能
力
が
も
っ
と
あ
れ
ば
、
も

っ
と
い
い
軌
道
を
使
い
た
い
」
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン

で
あ
る
。
例
え
ば
、
赤
外
線
観
測
衛
星
は
、
赤
外
線

を
発
し
て
い
る
地
疎
か
ら
な
る
べ
く
限
れ
た
ぼ
う
が

よ
い
。
し
か
し
、
宇
宙
研
初
の
赤
外
線
観
測
衛
星

『A
S
T
R
O
O
F』
は
地
僚
の
明
暗
燐
界
函
の
上
を

飛
ぶ
軌
道
に
投
入
さ
れ
る
予
定
だ
。
こ
れ
は
次
蓄
の

軌
道
で
あ
る
。

ち
な
み
に

N
A
S
Aが
2
0
0
3年
8
月
に
打
ち

上
げ
た
宇
宙
赤
外
線
望
遠
鏡
『
S
l
R
T
F」
は
地

球
か
ら
1
年
に
1
5
0
0万
キ
ロ
の
割
合
で
ゆ
っ
く

り
と
綴
れ
て
い
く
特
殊
な
惑
星
間
軌
道
に
投
入
さ
れ

た。

2
・
実
は
も
っ
と
い
い
軌
道
が
あ
る
け
れ
ど
も

色
々
な
寧
備
で
次
蓄
の
軌
道
を
選
ん
だ
タ
イ
プ

太
陽
観
測
衛
星
「
よ
う
と
う
」

(
1
9
9
1年
打

ち
上
げ
}
は
、
近
地
点
高
度
5
2日
キ
口
、
遠
地
点

高
度
7
7
0キ
口
、
軌
道
傾
斜
角
引
度
と
い
う
軌
道

に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
実
は
こ
の
軌
道
、
太
陽
観
測

衛
星
に
と
っ
て
愚
高
の
軌
道
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

太
陽
を
観
測
す
る
の
だ
か
ら
、
地
球
の
影
に
入
っ
て

太
陽
が
見
え
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
か
、
あ

っ
て
も
ご
く
短
い
軌
道
が
い
い
わ
け
だ
。
し
か
し
、

『
ょ
う
こ
う
』
の
軌
道
は
必
す
し
も
そ
う
な
っ
て
い

な
い
。
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
能
力
{
『
ょ
う
こ
う
』

3
・
こ
の
軌
道
で
な
け
れ
ば
ダ
メ
、
と
い
う
タ
イ

プ
オ
ー
ロ
ラ
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
を
目
的
に

し
た
「
あ
け
ぼ
の
」

(
1
9日
g
年
打
ち
上
げ
)
は
、

近
地
点
高
度
E
7
0キ
ロ
、
遠
地
点
高
度
1
0
5
0

0
キ
口
、
軌
道
傾
斜
角
万
度
と
い
う
軌
道
に
打
ち
上

げ
ら
れ
た
。

『
あ
け
ぼ
の
」
の
場
合
、
億
地
方
の
高
度
8
8
0
0

キ
ロ
付
近
の
空
間
の
状
態
を
観
測
し
た
か
っ
た
の
で
、

こ
の
よ
う
な
軌
道
に
投
入
さ
れ
た
。
観
測
目
的
か
ら

し
て
こ
れ
以
外
の
軌
道
は
考
え
ら
れ
な
い
。

『
あ
け
ぼ
の
」
が
役
入
さ
れ
た
軌
道
は
、
衛
星
に
と

っ
て
と
て
も
過
艶
な
軌
道
だ
。
太
陽
電
池
や
電
子
部

ロ
聞
を
劣
化
さ
ぜ
る
パ
ン
・
ア
レ
ン
富
市
の
中
を
通
過
す

る
よ
に
、
地
球
磁
爆
が
集
め
て
く
る
荷
電
粒
子
に
も

耐
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
搭
議
電
子

機
器
の
開
発
は
通
常
の
衛
星
以
上
に
大
変
だ
っ
た
と

い
う
。

惑
星
間
軌
道
の
砲
術
、

ス
イ
ン
グ
パ
イ

こ
れ
ら
地
球
の
周
り
を
回
る
軌
道
の
他
に
、
月
や

惑
星
間
探
査
織
は
、
地
球
を
回
る
軌
道
で
は
な
く
惑

制
封
衝
星
の
さ
ま
ざ
ま
な
軌
道



塁
間
軌
道
に
投
入
さ
れ
る
。

月
や
惑
星
に
向
か
う
軌
道
と
な
る
と
、
地
旅
周
囲

軌
道
で
は
使
え
な
い
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
使
っ
て
軌
道
を

変
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
推
進
剤
を

一
切
使
わ

ず
に
、
月
や
惑
星
の
軍
力
を
使
っ
て
速
度
や
飛
ぶ
方

向
を
変
え
る
方
法
、
そ
れ
を
ス
イ
ン
グ
パ
イ
と
い
う
。

M

別
ん
ぜ
-e

う
ん
と
遠
く
か
ら
、
積
石
が
地
球
に
向
か
っ
て
飛

ん
で
く
る
と
こ
ろ
を
想
像
し
て
欲
し
い
。
慎
石
は
地

球
の
引
力
に
引
か
れ
て
ぐ
り
っ
と
地
療
を
回
り
、
ま

た
彼
方
ヘ
飛
ん
で
い
く
。
ち
ょ
う
ど
折
り
返
し
地
点

の
ポ
ー
ル
を
回
る
マ
ラ
ソ
ン
走
者
み
た
い
に
だ
。

こ
の
時
、
噴
石
は
近
づ
く
時
は
重
力
に
引
か
れ
て

加
速
す
る
が
、
遠
ざ
か
る
と
き
は
逆
に
減
速
す
る
。

近
づ
く
前
と
後
の
速
度
は
、
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ

で
、
遼
度
の
方
向
が
変
わ
っ
た
だ
け
だ
。

だ
が
、
こ
れ
は
地
療
が
動
い
て
い
な
い
と
し
た
場

合
の
話
だ
。
実
際
に
は
地
球
は
太
陽
の
周
り
を
回
っ

て
い
る
。

地
球
が
動
い
て
い
る
と
な
る
と
、
隈
石
が
ど
の
方

向
か
ら
近
づ
く
か
で
結
果
が
変
わ
っ
て
く
る
。
ま
す

は
隈
石
が
地
球
の
進
行
方
向
に
対
レ
て
前
か
ら
近
づ

い
て
、
ぐ
り
っ
と
地
球
を
回
っ
て
地
琢
と
同
じ
方
向

に
飛
ん
で
い
く
場
合
を
考
え
て
み
よ
う
。

地
獄
に
近
づ
い
た
懐
石
は
、
重
力
に
引
か
れ
る
が
、

そ
の
重
力
を
発
生
す
る
地
球
自
体
が
ど
ん
ど
ん
進
ん

で
い
る
。
そ
れ
も
、
震
終
的
に
隈
石
が
出
て
い
く
の

と
同
じ
方
向
へ
だ
。
つ
ま
り
地
球
周
囲

の
霊
力
場
も
動
い
て
い
る
の
で
、
そ
の

分
の
速
度
が
懐
石
に
も
加
わ
る
。
そ
の

結
果
傾
石
は
、
地
球
か
ら
遠
ざ
か
る
時

に
は
地
涼
に
近
づ
い
て
き
た
時
よ
り
も

大
き
な
速
度
に
な
っ
て
い
る
。

逆
に
地
放
の
後
ろ
か
ら
追
い
つ
い
て

き
て
、
地
球
の
前
を
ぐ
り
っ
と
回
っ
て

逆
方
向
に
戻
る
場
合
を
考
え
て
み
る
と
、

今
度
は
地
球
の
霊
力
場
が
慣
石
の
戻
る

方
向
に
対
し
て
反
対
に
動
い
て
い
る
の

で
、
閣
情
石
の
速
度
は
地
嫌
に
近
づ
く
前

よ
り
も
遅
く
な
る
。

乙
の
積
石
を
傑
査
織
に
、
地
療
を
適

当
な
他
の
惑
星
に
置
き
抽
鍛
え
て
み
よ
う
。

柑
慰
霊
の
霊
力
を
使
っ
て
探
査
憾
の
速
度

や
向
か
う
方
向
を
変
え
る
ー
ー
と
れ
が

ス
イ
ン
グ
パ
イ
だ
。

ス
イ
ン
グ
パ
イ
の
萎
本
は
三
つ
だ
。

.
惑
星
の
進
行
方
向
の
後
ろ
を
探
査
機

が
通
過
す
る
場
合
に
は
加
速
。

-
進
行
方
向
に
対
し
て
前
を
通
過
す
る

湯
合
に
は
減
速
。

・
自
分
が
惑
星
の
周
り
を
回
っ
て
い
る

時
に
は
、
そ
の
惑
星
の
重
力
場
で
は
ス

火星軌道役入

家 -20041事初}

「のぞみjの19991引月の位置
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で
き
た
。

そ
の
他
、

N
A
S
A
の
木
星
探
査
機
「
ガ
リ
レ

オ
L

は
金
星
と
地
疎
を
ス
イ
ン
グ
パ
イ
し
て
木
皇
に

到
達
し
た
し
、
土
星
探
査
後
「
カ
ツ
シ
|
ニ
』
は
、

金
皇
、
地
疎
、
木
皇
と
ス
イ
ン
グ
パ
イ
を
繰
り
返
し

て
土
星
へ
と
向
か
っ
て
い
る
途
中
だ
。

ス
イ
ン
グ
パ
イ
な
く
し
て
、
惑
星
探
査
は
成
立
し

な
し
。

イ
ン
グ
パ
イ
で
き
な
い
。

イ
ン
グ
パ
イ
で
海
王
星
一
ヘ
、
と
ス
イ
ン
グ
パ
イ
の
連

続
で
旅
を
続
け
た
の
で
あ
る
。

あ
る
い
は
、

M
'
Vロ
ケ
ッ
ト
の
開
発
遅
れ
で
、

打
ち
上
げ
が
危
う
く
な
っ
た
火
星
探
査
機
『
の
ぞ

み
』
は
月
と
地
涼
ス
イ
ン
グ
パ
イ
で
火
星
に
届
く
軌

道
宇
佐
設
計
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
打
ち
上
げ
後
、
地

球
脱
出
時
の
ト
ラ
ブ
ル
で
、
こ
れ
で
は
火
星
に
届
か

な
い
と
な
っ
た
時
も
、
地
際
ス
イ
ン
グ
パ
イ
を
繰
り

返
す
こ
と
で
再
度
火
塁
に
届
く
メ
ド
を
得
る
こ
と
が

最
後
の
は
、
例
え
ば
地
球
の
周
り
を
回
っ
て
い
る

場
合
に
は
地
域
重
力
場
で
は
ス
イ
ン
グ
パ
イ
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
だ
。
地
獄
の
周
り
を
回
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
探
査
機
も
地
球
と
同
じ
速
度
で
地
球

と
と
も
に
進
行
し
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
地
疎
富
力

場
の
移
動
速
度
第
」
使
っ
て
探
査
織
の
速
度
を
変
え
ら

れ
る
わ
け
が
な
い
。
た
だ
し
、
地
球
の
周
り
を
回
っ

て
い
て
も
月
を
使
っ
た
ス
イ
ン
グ
パ
イ
は
で
き
る
。

ち
な
み
に
ス
イ
ン
グ
パ
イ
で
は
、
重
力
場
を
介
し

て
惑
星
と
燦
査
機
と
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
運
動
量
の
や

り
と
り
を
し
て
い
る
。
間
体
査
機
が
加
速
し
て
い
る
分

惑
星
は
減
速
し
て
い
る
の
だ
。
た
だ
し
、
惑
星
は
探

査
機
よ
り
も
す
っ
と
大
き
い
の
で
減
速
を
検
出
で
き

な
い
。
別
に
無
か
ら
加
速
の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

生
み
出
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
よ

う
。
ス
イ
ン
グ
パ
イ
は
魔
法
で
は
な
い
。
厳
密
な
ニ

ュ
ー
ト
ン
力
学
の
結
果
な
の
だ
。

ス
イ
ン
グ
パ
イ
こ
そ
は
、
惑
星
聞
の
航
行
で
不
可

能
を
可
能
に
す
る
妓
術
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
ポ
イ
ジ
ャ
l
探
査
機
は
、
打
ち
上
げ

時
に
は
や
っ
と
木
星
に
届
く
だ
け
の
速
度
し
か
持
っ

て
い
な
か
っ
た
。
レ
か
し
そ
の
後
、
木
星
ス
イ
ン
グ

パ
イ
で
加
速
し
て
土
星
に
到
達
し
、
土
星
ス
イ
ン
グ

パ
イ
で
ま
た
加
速
し
て
天
王
星
に
到
達
、
天
主
星
ス

制
鍾
衝
星
の
さ
ま
ざ
ま
な
塾
虐

内之浦宇宙センターの飛行管制室。ここではランチャーを厳れて

から大気回を出るまでのロケッ トの飛行方、管制される



本
摘
は
、

1
9
9
8年
7
月
の
M
'V
ロ
ケ
ッ
ト
3
号
機
の
打
ち
上
げ
や
取

材
に
行
っ
た
際
の
配
録
で
あ
る
。

M
'V
ロ
ケ
ッ
ト
は
す
で
に
l
毎
機
の
打
ち
ト
存
に
成
功
し
て
お
り
、
こ
れ

は
窓
面
的
に
二
機
闘
の
打
ち
上
げ
に
な
る
。
本
来
、

2
各
機
の
打
ち
ょ
げ
に

不
定
さ
れ
て
い
た
の
は
同
操
奮
爾
ロ
ケ
ッ
ト
だ
っ
た
の
だ
が
、
旦
聞
に
突
入

さ
せ
る
ペ
ネ
ト
レ
i
タ
l
の
開
発
に
乏
白
撮
っ
て
駐
幽
が
遅
れ
、
そ
の
た
め

3
各
機
が
繰
り
上
が
っ
て
先
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
場

合
で
も
、
当
初
駐
聞
濁
り
の
数
字
が
採
用
さ
れ
、
打
ち
上
げ
順
序
と
は
必
ず

し
も

一致
し
な
い
・
こ
れ
は
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
、

H
'H
ロ
ケ
ッ
ト
で
も
同

織
の
シ
ス
テ
ム
を
と
っ
て
い
る
・

時
に
1
9
9
8年

7
R
笹
本
は
今
舟
出
す
は
ず
の
語
昼
狩
り
」
の
下

巻
の
原
稿
を
か
か
え
た
ま
ま
、
鹿
児
島
く
ん
だ
り
ま
で
出
か
け
る
こ
と
に
な

っ科、



1
9
9
8年
7
月
1
日

原
稿
が
上
が
れ
ば
ゲ
ラ
が
出
る
。

一注
l
}

内
心
の
焦
り
が
文
面
に
表

わ
れ
て
い
る
。
感
文
で
あ
る
。

(
箆
}

初
4
時
半
に
起
き
て
の
ろ
く
さ
と
支
度
を
開
始
す
る
。
前
日

の
う
ち
に
準
備
は
済
ま
せ
て
い
た
が
、

大
体
前
日
ぎ
り
ぎ
り
ま

で
粘
っ
て

「越
一一昼
一狩
り
(

下

)

」

を
む
い
て
い
た
か
ら
、
先
師
説

な
準
備
と
は
い
い
が
た
い
。

ソ
ノ
ラ
マ
の
編
集
は

7
月
に
下
巻
を
出
す
つ
も
り
ら
し
く
、

鈴
木
雅
久
氏
も
イ
ラ
ス
ト
を
捌
く
と
確
約
し
た
た
め
に
、
6
月

中
に
話
を
終
わ
ら
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
え
ら
い
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
い
、
ぽ
ん
と
だ
っ
た
ら
北
海
道
に
行
く
月
半
ば

ま
で
に
話
が
終
わ
る
は
ず
が
、
枚
数
は
と
も
か
く
ス
ト
ー
リ
ー

は
巡
々
と
し
て
で
は
あ
る
が
進
む
も
の
の
終
わ
り
に
は
速
く
、

結
局
、
幻
口
の
あ
さ
り
よ
し
と
お
と
悶
悶
健

一
の
サ
イ
ン
会
も

放
り
だ
し
、
加
日
の
ス
ニ
ー
カ
ー
の
新
人
賞
パ
ー
テ
ィ
ー
も
行

か
ず
に
、
で
も
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
だ
れ
込
ん
で
き
た
友
人
相

‘.
1
 

手
に
麻
雀
打

っ
て
る
し
、
こ
こ
ら
辺
、
編
集
に
は
見
せ
ら
れ
ん

な
、
こ
の
日
記
。

い
つ
も
通
り
、

5
時
の
打
ち
合
わ
せ
だ

っ
た
ら

5
時
ま
で
に

原
稿
を
山
口
き
上
げ
れ
ば
い
い
や
、
な
ど
と
い
う
行
く
時
間
と
か

支
度
す
る
時
間
と
か
を
考
え
な
い
こ
と
や

っ
て
る
し
、
な
ん
と

か
し
て
ラ
ス
ト
シ

1
ン
ま
で
持
っ
て
い

っ
た
も
の
の
合
き
議
と

し
ゃ
脅
さ
漏
ら
し
が
あ
っ
て

一
杯
持
き
起
し
し
な
き
ゃ
な
ら
な

い
よ
う
な
気
分
に
な

っ
て
る
し
、
毎
度
の
こ
と
と
は
い
え
図
っ

た
も
の
で
あ
る
、
あ
ー
あ
。

M
E
V
3号
機

ゲ
ラ
が
で
れ
ば
著
者
校
正

を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
著
者
校
正
は
、

つ
〈
ろ

げ
た
作
品
を
世
に
出
す
前
に
な
ん
と
か
絡
え
る
最
後
の
チ
ャ
ン

{注
A
}

S
F
/
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
作

家
。
映
画
音
楽
に
も
遺
績
が

深
い
。
(
笹
}

慌
て
て
で
っ
ち
上

ス
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
自
業
自
得
と
は
い
え
綿
一
本
は
仕
事
を
巡
ら
せ
た

揚
げ
句
に
、
原
稿
を
上
げ
る
と
同
時
に
ロ
ケ
ッ
ト
取
材
な
ど
と

い
う
た
わ
け
た
こ
と
を
ほ
ざ
い
て
お
り
、
当
然
の
と
こ
ろ
ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル
は
限
界
ま
で
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

だ
も
ん
で
、
行
き
の
氾
車
の
中
か
ら
分
厚
い
ゲ
ラ
(
原
稿
用

紙
に
し
て

4
5
0
枚
以
上
)
を
広
げ
て
赤
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
校
正

す
る
破
日
に
な
る
。

モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
っ
た
と
こ
ろ
で
、
待
ち
合
わ
せ
時
間
の

6

時
を
巡
ぎ
る
。

6
時
吋
印
分
発
の
飛
行
機
に
は
楽
に
間
に
合
う
の

で
、
タ
カ
を
く
く

っ
て
無
事
向
か

っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る

-

A

 

た
め
に
神
代
創
に
篭
話
す
る
と
、
向
こ
う
も
今
、
天
王
洲
ア
イ

ル
駅
を
出
発
し
た
と
こ
ろ
だ
と
い
う
。
問
じ
モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗

っ
て
い
る
ら
し
い
。

{注
B
}

S
F
ラ
イ
タ
ー
、
脚
本
家、

厳
定
居
。
当
時
S
F
オ
ン
ラ

イ
ン
の
鼠
集
者
で
あ
り
、
A
フ

自
の
取
材
は
そ
こ
が
母
体
で

ある。

E
0
0
3年
問
月
現

在
、
原
聡
。
(
笹
)

-
8
 

空
港
の
待
ち
あ
わ
せ
場
所
に
は
堺
三
保
が
先
に
来
て
お
り
、

と
っ
と
と
カ
ウ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
し
て
ゲ

l
ト
で
セ
フ
テ
イ

・
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
ら
、
手
に
持
っ
て
い
た
は
ず
の
ゲ
ラ
の

入
っ
た
封
筒
が
消
え
て
い
た
。
さ
っ
き
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
忘
れ

た
に
違
い
な
い
。
慌
て
て
戻
っ
て
み
る
と
、
自
分
あ
て
に
来
た



泌
述
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
る
も
ん
で
今
予
続
き
し
た
ば
か
り
の

符
の
仰
物
な
の
が
丸
解
り
、
先
に
w
m品
m
U
に
行

っ
て
し
ま
っ
た

と
い
・
?
。

レ
イ
ン
ボ
ー
セ
ブ
ン
こ
と

B
7
7
7。
J
A
8
9

な
ん
か
目
の
前
の
液
品
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
調
子
.
恕
い
ら

し
く
て
時
々
兵
っ
陪
に
な
る
。
前
に
乗
っ
た
と
き
に
は
明
る
さ

の
誠
監
な
ん
か
一
度
も
触
ら
ず
に
済
ん
だ
の
に
。

他
の
二
人
も
仕
事
を
抱
え
て
い
る
ら
し
く
、
窓
際
の
席
こ
つ

で

一
斉
に
ノ

l
ト
パ
ソ
コ
ン
を
開
い
て
仕
事
を
始
め
る
。
通
路

一
つ
隔
て
た
真
ん
中
の
席
の
笹
本
は
ゲ
ラ
を
聞
い
て
い
る
か
ら

ま
だ
よ
か
っ
た
よ
う
な
も
の
の
、
こ

っ
ち
の
仕
事
の
具
合
が
少

し
ば
か
り
ず
れ
て
い
た
ら
三
人
で
ノ

l
ト
聞
い
て
仕

4
か
い
、

と
い
う
災
常
な
事
態
が
発
生
し
た
こ
と
に
な
る
。

定
刻
8
時
初
分
、
何
事
も
な
く
稲
附
空
港
行
陣
。
海
側
か
ら

の
進
入
。

今
川
、
九
州
移
動
の
た
め
に
安
取
を
山
し
て
く
れ
る
中
川
は

渋
仰
に
は
ま
っ
た
と
か
で
ま
だ
犠
港
に
将
い
て
お
ら
ず
、
少
し

ば
か
り
巡
れ
て
剣
必
ず
る
。
内U
浴
の
コ
ン
ビ
ニ
で
と
り
あ
え
ず

由

-
E

の
朝
飯
代
わ
り
の
ツ
ナ
パ
ン
と
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
W
H
う
。

福
州
市
内
は
渋
滞
。
道
沿
い
の
ワ
イ
ル
ド
な
他
物
昨
(
ア
フ

リ
カ
肌
ジ
ャ
ン
グ
ル
湖
、
ス
ペ
イ
ン
胤
エ
ス

ニ
ツ
ク
湖
、
そ
し

て
緑
色
の
也
β
体
の
ビ
ル
の
墜
に
大
き
な
篤
の
レ
リ
ー
フ
が
停

ま
っ
て
い
る
磁
路
流
管
法
道
場
な
ど
}
に
篤
き
つ
つ
、

ー
チ
ェ
ン
ジ
を
目
指
す
。

『

J

A
n
c
d

、

勺

d
勾

t

。

イ
ン
タ

@ 

日
泌
は
流
れ
が
よ
ろ
し
い
。
途
中

一
一
川
休
舶
泌
を
取
っ
た
だ
け

で
九
州
縦
幻
自
動
山
忠
心
か
ら
宮
崎
道
に
入
り
、

m械
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
で
前
述
か
ら
協
同
り
、
遁
世
ー
な
日
代
飯
川
島
を
目
指
し
て
凶

泊

ω号
線
を
よ
附
下
す
る
。

途
中
、
都
城
地
場
産
業
資
料
館
と
い
う
巨
大
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

の
よ
う
な
治
板
を
見
つ
け
、
入
っ
て
み
る
。

木
工
製
品
(
食
線
、
家
具
以
外
で
は
大
小
の
木
刀
、
杖
)
、

会
阜

地
酒
、

包
丁
や
釜
な
ど
が
飾
っ
て
あ
る
。

ポ
ン
チ
判
定
食
4
5
0円
の
謎
に
後
ろ
髪
を
引
か
れ
つ
つ
、

郷
土
資
料
館
備
え
付
け
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
よ
う
な
、
あ
ん
ま
り

期
待
で
き
そ
う
も
な
い
食
堂
に
見
切
り
を
つ
け
て
次
に
行
く
。

結
局
、
加
城
市
内
は
何
と
な
く
通
り
過
ぎ
て
し
ま
い
、

2
6

9
け
総
に
入
っ
て
か
ら
定
食
屍
に
入
る
。

H
X
快
に
ぶ
っ
た
切
ら
れ
た
ぶ
つ
か
け
そ
ば
は
、
そ
ば
が
き
の

よ
う
で
ま
ず
く
は
な
い
の
だ
が
、
例
か
ご
ま
か
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
%
が
す
る
。
試
し
に
ぎ
る
そ
ば
を
頼
ん
で
み
る
と
、
裂
す

る
に
勉
汁
が
点
以
人
に
は
け
す
ぎ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
思
く

な
い
ん
だ
け
ど
ね
。
だ
け
ど
、
お
ば
さ
ん
の
地
位
存
態
度
は
よ
か

っ
た
し
、

テ
ー
ブ
ル
に
泌
物
入
り
の
符
泌
が
仰
い
で
あ
っ
て
食

べ
政
組
な
の
も
似
し
か

っ
た
。

こ
の
あ
た
り
ま
で
は
脱
出
の
航
空
資
料
館
に
得
ろ
う
と
か
J

っ
て
い
た
の
だ
が
、
あ
ま
り
に
も
滋
い
。

こ
の
坊
さ
の
中
で
脳
外
M
開
示
の
飛
行
機
を
見
る
の
は
い
や
だ

と
い
う
こ
と
で
、
ぷ
自
に
内
之
浦
に
向
か
う
こ
と
に
す
る
。
途

{注
E
}

笹
本
は
必
す
朝
食
に
ヨ
ー

グ
ル
ト
を
付
け
る
.
本
人
臼

〈
『
脳
細
胞
の
死
滅
を
紡

ぐ
h

ん
だ
そ
う
だ
.
{
松
)

{注
3
}

鹿
児
島
方
面
で
は
笛
泊
も

麺
つ
ゆ
も
旬
い
.
要
注
源
.

{笹
}
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海
パ
ン
と
サ
ン
オ
イ
ル
を

中
、
衣
料
品
胞
と
薬
局
に
寄
っ
て
、

手
に
入
れ
る
。

今
回
の
宿
泊
処
、
内
之
浦
コ
ス
モ
ピ
ア
図
民
宿
舎
に
は
同
時

過
ぎ
く
ら
い
に
到
着
、
寺
西
と
二
人
部
屋
に
入
っ
て
ゲ
ラ
チ
ェ

ッ
ク
を
始
め
る
。

内
之
浦
コ
ス
モ
ピ
ア
は
旧
国
民
宿
舎
銀
河
荘
、
今
年
4
月
に

リ
ニ
ュ

l
ア
ル

・
オ
ー
プ
ン
し
て
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
四
階
建
て
潟
泉
付
き
に
な
っ
て
い
る
。
食
事
は

一
階

の
レ
ス
ト
ラ
ン
銀
河
に
て
取
る
。
国
民
宿
舎
だ
と
思
う
と
、
な

か
な
か
荻
撃
で
よ
ろ
し
い
。

編
集
と
辿
絡
を
取
り
つ
つ
、
グ
ラ
チ
ェ
ッ
ク
を
進
め
る
。
な

ん
と
か
終
わ
っ
て
、
あ
さ

っ
て
の
朝
、
金
曜
の
朝
叩
叫
吋
く
ら
い

-
S
 

に
宅
急
使
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
確
認
、
平
野
文

と
古
河
登
志
男
の
声
で
お
な
じ
み
の
ク
ロ
ネ
コ
ヤ
マ
ト
時
間
桁

，、""''

定
タ
イ
ム
サ
ー
ビ
ス
が
使
え
る
こ
と
が
判
明
、
手
筈
を
整
え
る
。

ゲ
ラ
チ
ェ
ッ
ク
は
終
わ
っ
た
が
、
下
巻
に
却
か
ら
初
枚
の
市

き
足
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
判
明
、
2
日
の
事
前

取
材
の
後
に
ま
た
執
筆
作
業
が
待

っ
て
い
る
。
何
だ
か

M
t
V

ロ
ケ
ッ
ト
の
取
材
じ
ゃ
な
く
て

『慧
昼
狩
り
」
仕
上
げ
の

H
々

の
よ
う
だ
な
あ
。

夕
食
後
、

ロ
ビ

1
に
三
重
か
ら
野
川
抱
介
到
着
。
で
は
こ
れ

か
ら
の
M
'
V
ロ
ケ
ッ
ト
取
材
の
打
ち
合
わ
せ
を
は
じ
め
よ
う
、

と
思
っ
た
ら
い
き
な
り
泡
話
が
か
か

っ
て
き
て
フ
ロ
ン
ト
に
呼

び
だ
さ
れ
る
。
ソ
ノ
ラ
マ
の
編
集
か
ら
で
、
ゲ
ラ
の
疑
問
点
の

M
E
V
3害
機

打
ち
合
わ
せ
、
ま
た
こ
れ
が
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
ゲ
ラ
を
持
っ
て

ロ
ビ
ー
に
降
り
て
き
て
た
ん
で
、
フ
ロ
ン
ト
に
ゲ
ラ
を
広
げ
て

な
ん
だ
か
ん
だ
と
怪
し
い
会
話
を
行
な
う
。

ゲ
ラ
を
見
て
、
風
呂
に
入

っ
て
絞
る
。
平
日
だ
け
あ
っ
て
な

か
な
か
空
い
て
い
て
よ
ろ
し
い
。
た
だ
、
仕
事
を
持

っ
て
き
て

"ω. 

る
か
ら
忙
し
い
け
ど
、
そ
う
で
な
か

っ
た
ら
暇
も
て
あ
ま
し
て

大
変
か
も
。

内
之
浦
で
は
ロ
ケ
ッ
ト
の
看
板
が
お

出
迎
え
。
下
は
内
之
浦
コ
ス
モ
ピ
ア

{注
4
-

残
念
な
が
ら
笹
本
は
使
う

僚
会
が
な
か
っ
た
。

(
筏
}

{注
5
}

C
Mネ
タ
は
す
ぐ
風
化
す

る
ぞ
。
(
総
}

@ 



@ 

集
ま
っ
て
く
る
。
今
回
内
之
浦
に
宿
を
取
れ
ず
鹿
屋
泊
ま
り
に

学
印
刷
の
ま
ん
が
サ
イ
エ
ン
ス
担
当
編

{注
8
}

御
代
の
英
筒
カ
は
か
な
り

の
も
の
な
の
だ
が
、
中
学
生

程
度
の
英
文
法
も
無
制
制
し
た

く
怠
る
ほ
ど
ひ
ど
い
い
び
き

だ
っ
た
ら
し
い
。
(
笹
)

朝
風
昌
し
て
飯
食
っ
て
取
材
の
た
め
に
鹿
児
島
宇
宙
空
間
観

測
所
に
向
か
う
。
洋
食
の
朝
飯
は
、
和
食
に
比
べ
る
と
、
今
日

の
と
こ
ろ
は
引
き
分
け
に
し
と
い
て
や
る
っ
て
感
じ
。
パ
ン
の

一
つ
が
ク
リ
ー
ム
パ
ン
だ
っ
た
の
が
な
ん
と
も
、
は
あ
。
明
日

は
迷
わ
ず
利
食
に
し
よ
う
。

神
代
別
は
肉
筆
の
堺
氏
の
い
び
き
に
悩
ま
し
い
夜
を
送
っ
た

ら
し
い
。

旧データ計測センターは新しい建物に移転した。ここは現在、

Ke者室として活用されている。

き 「
、も:

あす
しヨ と
ぶら
えう
ぱだ
1 1 
1ま い
| び

ど
」
だ
そ
う
な
。

朝
8
時
半
、

当
初
指
定

さ
れ
て
い
た
は
ず
の
リ
ハ

ー
サ
ル
に
合
わ
せ
て
宇
宙

セ
ン
タ
ー
に
到
治
す
る
。

と
、
計
総
セ
ン
タ
ー
に
も

う
け
ら
れ
て
い
る
記
者
室

に
殺
も
い
な
い
。
混
ん
で

い
る
っ
て
話
だ
っ
た
の
に
、

人
っ
子
ひ
と
り
い
な
い
。

仕
方
な
い
か
ら

「持
母
屋
狩

り
」
の
出
き
足
し
し
て
る

と、

m叫
吋
く
ら
い
に
人
が

な
っ
て
い
る
あ
さ
り
も
、

集
と
到
着
す
る
。

{注
7
}

ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
に
は

か
な
り
の
憶
力
が
必
要
で
、

通
常
は
自
家
発
電
設
置
で
ま

か
な
う
。
薗
恒
子
島
宇
宙
セ
ン

タ
ー
に
は
強
力
な
自
家
発
電

装
橿
が
位
置
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
怒
し
い
こ
と
に
内

之
浦
に
は
す
べ
て
の
電
力
を

潤
沢
に
倹
給
で
き
る
だ
け
の

自
家
発
喝
装
置
が
な
い
の
だ
。

{
総
)

ど
う
や
ら
、

い
つ
の
間
に
か
集
合
は
叩
時
に
変
更
さ
れ
て
い

た
ら
し
い
。
仕
事
し
て
た
か
ら
い
い
ん
だ
け
ど
さ
。

で、

ク

フ

が
消
え
て

26T U3 
)]る
カf 。
足
り
な
¥-' 
た
め

{史
朗
禁

つ
け
よ
う
か
と
思
つ
て
の

こ
の
こ
出
掛
け
て
い
く
と
、

止
と
か
い
う
貼
り
紙
の
跡
が
あ
る
。

宇
宙
研
側
広
報
の
説
明
に
よ
る
と
、
今
回
の
打
ち
上
げ
の
た

め
に
セ
ン
タ
ー
全
体
で

1
5
0
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
屯
カ
が
必
嬰

だ
と
い
う
。
そ
し
て
、

今
闘
の
打
ち
上
げ
は
月
で
ス
イ
ン
グ
パ

イ
を
行
な
う
、
つ
ま
り
月
を
第

一
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
打
ち
上
げ
る

今

イ

シ

ド

ウ

打
ち
上
げ
可
能
時
間
帯
が
非
常
に
狭
い
。

非
常
時
に
自
家
発
泡
で
際
保
で
き
る
の
が

6
0

の
で
、

と
こ
ろ
が
、

0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
し
か
な
い
。
非
常
時
に
ブ
レ
ー
カ
ー
が
落
ち
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

と
に
か
く
不
要
不
急
の
屯
カ
を
使
わ

な
い
よ
う
に
し
た
い
ら
し
い
。
ち
し
プ
レ
イ
カ

i
明
治
ち
な
ど
で

打
ち
上
げ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
が
し
て
し
ま
う
と
、
本
日
中
の

打
ち
上
げ
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

て
な
わ
け
で
、

今
つ
け
て
く
れ
た
ク
ー
ラ
ー
は
後
で
消
え
て

し
ま
う
そ
う
な
。



集
会
後
、
広
報
班
に
述
れ
ら
れ
て

M
台
地
に

P
S
T
開
放

を
見
に
行
く
。
天
気
は
快
酬
明
、
こ
れ
だ
け
鮮
や
か
な
陽
光
の
も

と
で

P
S
T
開
放
を
見
る
の
は
初
め
て
の
よ
う
な
気
が
す
る
。

飛
行
管
制
セ
ン
タ
ー
を
覗
い
て
、
あ
と
は
見
せ
て
く
れ
な
い

っ
て
の
で
そ
の
ま
ま
車
を
走
ら
せ
て
昼
飯
の
謝
述
に
行
く
。
内

之
浦
の

A
コ
l
プ
で
人
数
分
の
弁
当
、
欽
み
物
、
ア
イ
ス
な
ど

を
調
達
し
て
帰
っ
て
、
飯
に
す
る
。

記
者
室
で
お
弁
当
の
昼
食
後
、
担
当
教
授
や
ス
タ
ッ
フ
が
記

者
室
に
到
折
、
記
者
レ
ク
チ
ャ
ー
が
行
な
わ
れ
た
。

-
8
 

記
者
レ
ク
チ
ャ
ー
の
直
前
に
行
な
わ
れ
た
ら
し
い
財
人
会
に

よ
る
千
羽
鶴
の
贈
呈
式
が
少
し
伸
び
、
予
定
よ
り
一巡
れ
て
、
日

時
半
を
少
し
過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら
の
開
始
に
な
る
。
-
本
業
が
忙

し
す
ぎ
て
記
者
レ
ク
チ
ャ
ー
に
対
す
る
準
備
を

一
切
行
な
え
な

か
っ
た
教
綬
帥
は
、
レ
ク
チ
ャ
ー
の
最
初
か
ら
す
べ
て
質
疑
応

答
と
い
う
乎
に
出
た
。
お
か
げ
で
取
材
陣
の

M
の
前
の
事
象
に

対
す
る
組
併
が
も
ろ
に
削
わ
れ
る
記
者
会
見
と
な
っ
た
。

M
'
V
ロ
ケ
ッ
ト

3
号
機
の
笑
測
質
量
は
計
阿
倣
か
ら

5
0

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
も
軽
か
っ
た
そ
う
な
。
主
に
ロ
ケ
ッ
ト
系
が
緩

く
で
き
た
そ
う
で
、

1
3
0ト
ン
の
ロ
ケ
ッ
ト
で

5
0
0
キ
ロ

怪
い
と
い
う
の
は
製
造
公
授
の
う
ち
。
た
だ
し
今
凶
は
月
を
ス

イ
ン
グ
パ
イ
に
使
う
た
め
に
微
妙
な
調
殺
が
必
要
で
、
そ
れ
で

盛
さ
の
差
が
出
で
き
た
ら
し
い
。
い
つ
も
こ
れ
く
ら
い
の
授
は

あ
る
ら
し
い
。

-
g
 

ラ
ン
チ
ウ
イ
ン
ド
ウ
は

1
分
前
後
、

M
E
V
3号
機

一
日
一
チ
ャ
ン
ス
。

打
ち
上
げ
寸
前
に
ト
ラ
ブ
ル
で

ω分
程
度
の
延
期
が
あ
る
と
、

今
日
の
打
ち
仁
げ
は
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
、

打
ち
上
げ
に
必
要
な
全
協
力

1
5
0
0キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
う
ち
、

も
し
何
ら
か
の
原
因
に
よ
り
電
力
供
給
が
断
た
れ
た
場
合
、
自

家
発
電
装
限
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
で
き
る
の
は

6
0
0
キ
ロ
ワ
ッ

ト
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
、
基
地
全
体
の
泡
カ
管
現
に
神
経
質

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
ら
し
い
。

M
1
V
ロ
ケ
ッ
ト

1
号
機
と

3
号
機
の
違
い
は
、

推
薬
訴
が
ち
ょ
い
と

mえ
て
る
こ
と
。
経
日
出
化

の
た
め
に
継
ぎ
手
が
炭
泌
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
に
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ラ
ン
チ
ャ

1
の
両
側
、
ロ
ケ
ッ
ト
本
体
の
フ

ェ
ア
リ
ン
グ
の
左
右
に
出
て
た
横
し
字
型
の
金

属
俸
は
、
あ
れ
は
中
に
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
が
入

っ

て
い
て
、
鴨
川
射
時
の
・
M
M
を
モ
ニ
タ
ー
し
て
お
り
、

発
射
時
の
轟
背
が
フ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
中
の
衛
星

に
与
え
る
影
響
を
調
べ
て
い
る
。

今
回
の
打
ち
上
げ
に
裂
す
る
人
口
数
は
お
よ

そ
3
5
0人
。

前
回
か
ら
の
内
之
納
字
街
セ
ン
タ
ー
の
変
更

点
と
し
て
は
、
消
防
車
が
新
型
化
さ
れ
、
消
火

機
能
も
ア
ッ
プ
し
て
い
る
こ
と
。

イ
ツ
、

カ
ナ
ダ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

日
本
、
宇
科
研
と
、
今
回
の
計
阿
に
参

ア
メ
リ
カ
、

ド

{注
目
}

打
ち
上
げ
前
の
恒
例
行
穆

で
あ
る
。
(
箆
}

一
段
目
の

内
之
浦
宇
宙
資
利
館
。
偏
に
沿
っ
た

愚
上
備
に
入
口
が
あ
り
‘
下
に
向
か

っ
て
顕
岨
聞
か
作
ら
れ
て
い
る



加
し
て
い
る

μ
カ
同
六
本
の
附
械
が
怖

HmM慨
に
制
御
似
問
中
。
あ
と
フ

ラ
ン
ス
が
参
加
し
て
る
が
、

ス
タ
ッ
フ
が
米
て
な
い
ん
で
に
げ

て
な
い
。

打
ち
上
げ
吹
川
、
初
億
、
機
体
代
仰
は
臼
億
円
。

今
川
打
ち
ヒ
げ
ら
れ
る
プ
ラ
ネ
ッ
ト

B
、
火
厄
一線
北
川
沿
両
の

開
削
忽
は

1
9
8
5年
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
正
式
に
予
算
が
つ
い

て
計
阿
開
始
に
な
っ
た
の
は

1
9
9
2年
か
ら
で
あ
る
。

暑
い
中
、
内
之
浦
の
宇
宙
憾
物
館
で
あ
る
資
料
セ
ン
タ
ー
を

覗
い
て
似
る
と
い
う
こ
と
で
全
員
の
意
見
が
一
致
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
山
の
斜
面
に
建
て
ら
れ
た
資
料
セ
ン
タ
ー
は
最

上
断
か
ら
入
場
し
て
一
階
か
ら
出
る
精
進
に
な
っ
て
お
り
、
終

わ
る
と
延
々
と
坂
を
仁
っ
て
い
く
と
い
う
健
段
に
い
い
椛
造
に

な
っ
て
い
る
。

川
円
さ
に
う
だ
り
な
が
ら
、

日
時
過
ぎ
に
資
料
館
を
山
て
と
っ

と
と
山
引
に
似
る
。

、，F
aE九
三
』
、
，

.
2

i吋
9
少

f
d」

の
H
川
き
起
し
を
や
ら

さ
て
、

ね
ば
な
る
ま
い
。

ホ
テ
ル
に
刈

っ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
令
広
げ
る
。
部
川
に
入
つ

-
-
h
Hド
、
叫

H
1

eJH''I

，A
 

ω庁
1
・川本、

J

i

 

符
本
の
A
K
H
H
が
い

野
い
仇
他
介
、

3
.内、

@ 

き
な
り
ノ

l
ト
パ
ソ
コ
ン
を
広
げ
て
何
や
ら
始
め
る
と
い
う
怪

{注

g}

科
学
術
担
の
打
ち
上
げ
で

は
、
こ
の
よ
う
な
シ
ビ
ア
な

打
ち
上
げ
を
渡
世
相
さ
れ
る
こ

と
が
少
な
く
な
い
.
幽閉
遣
が

簡
織
で
、
打
ち
上
げ
中
止
に

し
て
も
両
信
備
の
必
園置
が
な

い図
体
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
櫨
か

に
科
学
衡
霊
の
打
ち
上
げ
に

向
い
て
い
る
の
だ
.
も
っ
と

も
加
速
度
が
大
き
く
、
打
ち

上
げ
鴎
の
娠
動
が
大
き
い
の

で
、
術
祭
に
か
か
る
負
荷
が

大
き
い
と
い
う
欠
点
も
あ
る
。

{
総
)

し
い
状
況
が
以
附
さ
れ
る
。

持
ち
込
ま
れ
た
タ
ッ
プ
、

延
長
コ

1
ド、

こ
の
た
め
、

A 
C 

ア
ダ
プ
タ
ー
な
ど
が
フ
ル
に
代
一のし

L

に
の
た
く
り
、

し
か
も
ま

と
も
に
机
の
ヒ
に
パ
ソ
コ
ン
を
広
げ
て
い
る
の
は
続
本
だ
け
、

-
叩お

前
ら
何
や
っ
て
る
ん
だ

あ
と
は
勝
の
上
だ
の
位
の
上
だ
の
、

ぃ
人
出
出
E

。

4
R
 
あ
や
し
す
ぎ
る
わ
。

と
こ
ろ
が
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
仕
事
は
そ
う
簡
厳
に
進
ん

で
く
れ
な
い
。
屯
源
節
約
の
た
め
に
時
々
真
っ
暗
に
な
る
商
商

を
相
手
に
う
ん
う
ん
言
い
な
が
ら
少
し
は
話
を
進
め
よ
う
と
す

そ
う
思
い
ど
お
り
に
は
か
ど
る
は
ず
は
な
い
。
気

{注
旧
}

し
か
レ
モ
の
後
の
取
材
で

は
こ
れ
か
当
た
り
前
と
な
り
、

処
近
で
は
ハ
プ
を
持
ち
込
ん

で
そ
の
喝
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
組
問
む
こ
と
ま
で
や
っ
て
い

る
.
{松
}

る
の
だ
が
、

分
転
換
に
飯
食
っ
た
り
風
呂
入
っ
て
み
た
り
、

い
ろ
い
ろ
と
や

っ
て
み
る
が
あ
ん
ま
り
は
か
ぽ
か
し
い
成
果
は
な
い
。
あ
き
ら

め
て
、

oM川
下
切
に
は
す

っ
ぽ
り
絞
て
し
ま
う
。
uT起
き
し
て

ど
う
せ
仰
の
う
ら
に
は
H
引
き
起
し
は
終

仕
引
を
す
る
つ
も
り
。

わ
ら
ん
だ
ろ
う
か
ら
、

午
後
ま
で
温
・
総
セ
ン
タ
ー
の
体
制
応
-M
に

川
山
m
っ
て
、

そ
れ
か
ら
ふ
.
内
の
リ
ブ
レ
ッ
卜
に
デ
ー
タ
を
修
し

て
フ
ァ
ッ
ク
ス
モ
デ
ム
送
り
、

な
ど
と
符
え
る
。

川
十
例

5
時
か
ら
起
き
出
し
、

窓
際
の
織
の
壁
に
あ
る
デ
ス
ク

に
約
千
を
つ
け
て
仕
事
を
始
め
る
。

今
朝
は
な
か
な
か
好
瀦
に
仕
引
は
進
む
。

-----J、

e
'
e
'
'
L
 
当
初
予

返
し
て
い
た
よ
う
な
学
術
船
側
の
合
さ
込
み
は
な
く
、
地
上
系

の
状
泌
を
H
U
き
込
ん
で
何
と
な
く
請
が
終
わ
っ
た
よ
う
な
気
に

な
る
。
で
、
勝
っ
た
気
に
な
っ
て
朝
風
早
川
に
行
く
。



削
制
飯
食
い
に
目
を
覚
ま
し
た
仲
代
と

一
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
銀

河
に
降
り
て
い
く
と
、
堺
と
寺
西
も
起
き
だ
し
て
く
る
。
メ
シ

を
食
い
、
本
日
の
予
定
を
再
提
案
す
る
。
つ
ま
り
、
鹿
屋
に
一一戻

っ
て
航
空
資
料
館
、
あ
と
は
成
り
行
き
任
せ
。

野
尻
の
絞
の
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
で
仲
代
と
も
ど
も
三
人
で
内
之

浦
か
ら
鹿
屋
に
向
か
う
。
窓
全
開
で
風
は
般
大
に
吹
き
込
む
か

ら
、
な
か
な
か
快
適
で
あ
る
。
残
り
二
人
、
寺
西
と
堺
三
保
は

ざ
ん
，
い

コ
ス
モ
ピ
ア
に
居
残
り
、
海
水
浴
と
カ
ラ
オ
ケ
三
味
だ
そ
う
な
。

鹿
島
、
四
国
民
旅
館
で
学
研
編
集
氏
と
合
流
、
先
に
飯
屋
に

行
く
。
あ
さ
り
は
旅
館
で
ひ
た
す
ら
仕
事
だ
そ
う
で
あ
る
。

暑
い
昼
間
に
屋
外
展
示
を
見
る
の
は
ま

っ
ぴ
ら
な
の
で
、
レ

ス
ト
ラ
ン
樹
理
で
食
事
。
ん
で
も

っ
て
い
つ
の
間
に
か
新
装
開

応
し
た
巨
大
古
本
屋
に
行
く
。

M
時
過
ぎ
、
航
空
資
料
館
に
向
か
う
。

出出口
慌
の
航
空
資
料
館
は
、
海
よ
自
衛
隊
で
使
用
さ
れ
た
機
体

ιu
a
?
m
v
 

の
ほ
と
ん
ど
を
網
継
し
て
い
る
、
な
か
な
か
充
実
し
た
大
型
の

航
空
隙
物
館
で
あ
る
。
規
模
は
成
削
空
港
の
航
空
隊
物
館
を
し

か
が

ム

u・り

の
ぎ
、
口
院
外
展
示
だ
け
な
ら
ほ
ぼ
岐
阜
の
各
務
原
航
空
宇
街
怖

物
館
に
匹
敵
す
る
。
特
鍛
す
べ
き
は
、
こ
の
屋
外
展
示
の
航
空

機
の
保
存
状
態
の
よ
き
で
あ
る
。

実
機
を
保
存
す
る
場
合
、
真

っ
先
に
傷
む
の
は
タ
イ
ヤ
で
あ

る
。
た
だ
で
さ
え
劣
化
し
や
す
い
ゴ
ム
で
で
き
て
い
る
。
し
か

も
、
地
面
に
触
れ
て
い
て
機
重
を
支
え
、
変
形
し
て
い
る
上
に
、

他
の
部
品
と
違
っ
て
ゴ
ム
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
手
段
は
な
い
。

M
E
V
3需
品
慨

屋
内
展
示
、
屋
外
展
示
に
か
か
わ
ら
ず
、
タ
イ
ヤ
に
負
担
を

与
え
ず
に
機
体
を
悶
定
す
る
に
は
、
タ
イ
ヤ
で
な
く
車
軸
で
支

え
る
の
が
最
良
の
方
法
で
あ
る
。
あ
と
は
天
井
か
ら
吊
る
す
く

ら
い
し
か
な
い
。
鹿
屋
の
度
外
展
示
機
は
、
基
本
的
に
車
輸
で

そ
の
機
重
を
支
え
ら
れ
て
い
る
。
爽
に
も
支
え
が
あ
っ
て
、
た

だ
で
さ
え
太
陽
が
き
つ
い
の
み
な
ら
ず
台
風
だ

っ
て
く
る
一屋
外

に
位
か
れ
て
い
る
に
し
て
は
状
態
が
き
れ
い
な
の
で
、
質
問
し

て
み
た
ら
、
越
地
の
而
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
保
存
活
動
に
参

加
し
、
な
ん
と

3
年
ご
と
に
塗
り
直
し
て
い
る
と
い
う
。
ど
お

-
H
 

り
で
き
れ
い
な
は
ず
だ
わ
。
こ
れ
だ
け
愛
情
を
持
っ
て
股
示
さ

れ
て
い
る
飛
行
機
は
日
本
で
は
珍
し
い
。

こ
の
後
、
笹
本
は
神
代
創
と
も
ど
も
学
研
の
編
集
さ
ん
と
い

っ
し
ょ
に
レ
ン
タ
カ
ー
で
桜
島
に
登
っ
た
。

こ
の
日
の
天
気
は
快
附
、
な
に
せ
展
望
台
か
ら
見
え
る
風
奴

が
説
明
の
た
め
の
写
其
と
同
じ
か
、
も
の
に
よ

っ
て
は
よ
り
は

っ
き
り
く
っ
き
り
、
錦
江
掛
川
を
隅
か
ら
先
の
開
山
岳
に
至
る
ま

で
見
附
ら
す
-
」
と
が
で
き
た
。

鹿
屋
市
内
で
ひ
た
す
ら
仕
事
を
し
て
い
た
あ
さ
り
を
旅
館
か

ら
回
収
、
内
之
浦
に
向
か
う
。

お
時
過
ぎ
、
記
者
室
到
着
。
ほ
と
ん
ど
問
髭
を
入
れ
ず
に
移

動
し
、
見
学
地
で
あ
る
台
地
に
向
か
う
。

前
回
の
打
ち
上
げ
で
プ
レ
ス
サ
イ
ト
は
た
だ
の
空
き
地
だ
っ

た
の
が
、
カ
メ
ラ
を
位
く
ス
ペ
ー
ス
を
め
ぐ

っ
て
報
道
陣
が
険

惑
な
状
態
に
な
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
た
め
、
今
回
は
プ
レ
ス
サ

{
注
け
}

実
際
、
日
本
人
は
歴
史
的

な
後
続
に
対
す
る
愛
情
が
回
由

緒
に
薄
い
。
船
の
科
学
館
の

二
武
大
艇
や
ら
、
新
僑
駅
前

の
C
H涼
気
線
開
態
や
ら
、

貸
貨
な
ぬ
績
が
野
ざ
ら
し
に

さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
た

ま
ら
な
く
惣
し
く
な
る
。
鰻

近
で
は
門
司
の
九
州
鉄
道
記

念
館
で
、
入
館
者
に
展
示
車

両
を
解
叙
し
た
と
こ
ろ
、
車

体
を
圃
帽
す
パ
カ
タ
レ
が
続
出

し
た
と
い
う
箆
も
あ
っ
た
。

(
松
}



イ
ト
に
七
段
の
仮
設
ス
タ
ン
ド
が
設
営
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
で

さ
え
少
な
い
予
算
を
記
者
の
ご
機
嫌
取
り
に
使
わ
な
き
ゃ
な
ら

7
月
4
目
、
快
晴
、
星
空
が
き
れ
い

て
な
わ
け
で
、

日
付
は
変
わ
っ
て
打
ち
上
げ
予
定
日
、

1政
終

計
測
重
量
が
事
前
の
計
阿
飽
よ
り
少
な
か
っ
た
た
め
に
、

上
げ
予
定
時
刻
は
刊
分
以
上
繰
り
上
が

っ
て

3
時
ロ
分
。

打
ち

月
を

使
っ
た
ス
イ
ン
グ
パ
イ
を
行
な
う
た
め
に
、

ラ
ン
チ
ウ
イ
ン
ド

ウ
は

1
分
し
か
な
い
と
い
う
タ
イ
ト
な
設
定
で
あ
る
。

し
か
し
、
天
気
が
い
い
。
ど
こ
ま
で
機
体
を
追
え
る
だ
ろ
う

は
た
ま
た
そ
の
前
に
ち
ゃ
ん
と
打
ち
上
げ
ら
れ
る
か
ど
う

ム
Mか

、
そ
れ
ま
で
に
余
計
な
容
が
流
れ
て
こ
な
い
だ
ろ
う
か
、
虫

さ
さ
れ
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
か
、

あ
と

3
時
間
以
上
残
っ
て
る

な
あ
、

円
+
く
上
が
ら
な
い
か
な
あ
、

最
近
寝
不
足
だ
な
あ
な
ど

と
不
安
の
積
は
尽
き
な
い
。

天
気
は
快
附
。
東
京
で
は
合
く
だ
け
嘘
に
な
り
そ
う
な
満
天

一
片
の
笠
も
見
え
な
い
。
九
州
の
端
っ
こ
、

な
る
よ
う
な
光
告
は
取
材
者
席
の
ラ
イ
ト
だ
け
と
い
う
状
況
で
、

の
星
空
、

問
題
に

削
減
河
の
下
に
火
星
行
き
ロ
ケ
ッ
ト
が
玄
っ
て
い
る
と
い
う
で
き

す
ぎ
な
絵
。

続
不
足
が
続
い
て
い
る
か
ら
、

座
っ
た
ま
ま
居
眠
り
を
決
め

込
む
。

ア
ナ
ウ
ン
ス
で
流
さ
れ
る
情
報
は
少
な

前
回
と
く
ら
べ
て
、

ぃ
。
も
う
少
し
き
っ
ち
り
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
行
な
っ
て
い
た

@ 

な
く
な
る
と
な
れ
ば
、
宇
宙
研
も
し
な
く
て
も
い
い
は
ず
の
と

こ
ろ
で
苦
労
し
て
る
な
あ
。

よ
う
に
川
比
え
て
い
る
の
だ
が
。

そ
し
て
、
そ
れ
ま
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
た
ア
ン
テ
ナ

が
見
え
な
く
な
っ
た
り
、
業
務
を
終
え
た
と
こ
ろ
か
ら
電
気
が

切
ら
れ
た
り
、
内
之
浦
の
山
に
見
え
て
い
た
夜
の
手
術
セ
ン
タ

ー
の
明
か
り
が
ど
ん
ど
ん
消
え
て
聞
が
増
え
て
い
く
。

電
力
供
給
の
厳
し
さ
は
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
も
見
て
取
れ
た
。

と
き
お
り
、
余
分
な
氾
気
を
消
す
よ
う
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ

る
。こ

ん
な
シ

l
ン
を
ど
っ
か
で
見
た
な
。
ポ
ジ
ト
ロ
ン
ラ
イ
フ

ル
発
射
の
た
め
に
山
聞
東
全
域
の
屯
力
を
か
き
集
め
る
エ
ヴ
ア
ン

ゲ
リ
オ
ン
第
6
話

『決
戦
第
三
東
京
市
』
の
ヤ
シ
マ
作
戦
と
い

う
よ
り
も
、
中
T
小
防
戦
艦
ヤ
マ
ト
発
進
前
の
世
界
各
都
市
か
ら
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
出
み
た
い
だ
。
不
慮
の
停
泊
が
あ
っ
て
も
打
ち

上
げ
が
敢
行
で
き
る
よ
う
に
不
必
裂
な
箔
気
を
切
り
、
間
に
沈

ん
だ
基
地
が
打
ち
上
げ
に
備
え
て
い
る
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
た
大
型
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
の
明

か
り
も
消
え
た
。
双
眼
鏡
で
見
る
と
、
衝
突
防
止
灯
の
点
滅
だ

・・日

け
が
聞
の
中
に
浮
い
て
い
る
。
こ
れ
が
日
本
の
知
恵
と
弟
気
と

努
力
と
般
性
の
宇
宙
探
査
で
あ
る
。

プ
レ
ス
サ
イ
ト
の
電
気
は
近
所
か
ら
供
給
さ
れ
て
い
る
し
、

{
浅
刊
日
}

こ
れ
ら
に
加
え
て

『体

力
、
と
『
粘
り
腰
』
も
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
実
際
、
宇

宙
研
の
衛
星
は
無
茶
苦
茶
粘

る
。
ま
さ
か
こ
の
打
ち
上
げ

の
時
に
は
、
打
ち
上
が
っ
た

火
塁
探
査
機
が
驚
典
的
な
粘

り
を
見
せ
る
こ
と
に
な
る
と

は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。

{
松
)



字
街
セ
ン
タ
ー
ほ
ど
の
大
屯
カ
を
使
う
も
の
で
は
な
い
の
で
充

み
J

-
』

H
川
?
量
、
ー

。

，
勺

''
'
E
H
N
，-
a
Z1
B
L
V

打
ち
上
げ
日
分
前
に
な
り
、

本
絡
的
に
デ
ジ
カ
ム
を
い
じ
り

は
じ
め
る
。
前
問
、

H
'H
6
号
機
の
打
ち
上
げ
は
未
明
の
務

明
か
り
の
中
で
行
わ
れ
、

と
り
あ
え
ず
自
動
締
正
ま
か
せ
で
紛

っ
て
み
た
ら
ビ
デ
オ
甑
像
の
中
で
上
昇
し
て
い
く
ロ
ケ
ッ
ト
は

単
な
る
光
の
ダ
マ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
今
聞
は
前
一凶
の

い

マ

ニ

忍

yaw

失
敗
を
活
か
す
べ
く
、
手
動
で
絞
り
補
正
を
か
け
て
み
る
。

ロ
ケ
ッ
ト
噴
射
が
し
こ
た
ま
明
る
い
の
は
知

っ
て
い
る
か
ら
、

点
火
前
は
ノ
ー
マ
ル
で
、

点
火
と
同
時
に
同

一
杯
絞
り
込
み
、

さ
ら
に
ズ

1
ム
ダ
ウ
ン
し
て
広
角
で
綻
え
、

そ
れ
か
ら
ア
ッ
プ

に
持
ち
込
む
。
し
か
も
、
機
れ
て
い
く
に
つ
れ
て
絞
り
を
闘
放

し
て
い
き
、

あ
わ
よ
く
ば
箆
の
海
に
消
え
る
探
査
機
を
追
い
か

け
よ
う
と
し
て
、

.、。
高
M

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
よ
で
は
成
功
し
て
い
た
の
だ

彼
の
打
ち
上
げ
で
は
、

直
後
2
・
5
メ
ー
ト
ル
し
か
な
い
ロ

ケ
ッ
ト
が

2

・
2
キ
ロ
も
雌
れ
て
い
て
さ
え
、

点
火
と
同
時
に

周
辺
に
昼
間
の
よ
う
な
強
力
な
光
が
投
げ
か
け
ら
れ
る
。

~ 

の
分
だ
け
巡
れ
て
仮
設
ス
タ
ン
ド
を
伎
わ
す
級
官
よ
り
半
く
、

そ
れ
ま
で
夜
だ

っ
た
プ
レ
ス
サ
イ
ト
が
太
陽
の
下
の
よ
う
に
明

で
も
光
源
は
加
速
し
つ
つ
中
天
に
穿
つ

と
ば
り

て
い
く
か
ら
す
ぐ
に
夜
の
帳
が
.灰
っ
て
く
る
。

る
く
m
m
ら
し
だ
さ
れ
、

今
回
は
、
ビ
デ
オ
に
集
中
し
て
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
通

り
の
肌
傑
作
に
成
功
し
た
。

M
'
V
3害
楊

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
上
で
は
、

一
段
分
艇
も
二

段
分
縦
も
映
像
は
き
れ
い
に
見
え
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
あ
と
で
確
認
し
て
み
た
ら
デ
ジ

タ
ル
ア
ニ
メ
の
出
来
鍛
な
い
み
た
い
な
と
ん

で
も
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
て
、
あ
あ
、
い

っ
た
い
何
が
起
こ
っ
た
の
。

ビ
デ
オ
樹
影
の
ほ
う
に
気
を
取
ら
れ
て
い

た
か
ら
、
い
つ
も
の
よ
う
に
集
中
し
て
の
打

ち
上
げ
観
終
は
で
き
な
か

っ
た
。
た
だ
、
い

つ
も
の
ば
り
ば
り
の
音
と

一
緒
に
上
昇
す
る

姿
は
確
認
し
て
い
る
。

満
天
の
星
空
に
上
昇
す
る
ロ
ケ
ッ
ト
は
、

あ
っ
と
い
う
聞
に
炎
し
か
見
え
な
く
な
る
。

今
回
は
第
三
段
の
燃
焼
ま
で
肉
眼
で
追
跡
で

き
た
。
山
陰
に
隠
れ
て
見
え
な
く
な
る
。

・
日

し
か
し
、
こ
ん
な
に
き
れ
い
な
打
ち
上
げ
は
初
め
て
だ
っ
た
。

東
京
で
は
見
る
こ
と
も
か
な
わ
な
い
天
の
川
の
下
の
ロ
ケ
ッ
ト

な
ん
て
、
む
う
な
い
ん
だ
ろ
う
な
あ
。

一
段
目
、
二
段
闘
は
続
け
て
の
点
火
だ
か
ら
、

二
つ
に
わ
か

れ
た
ブ
ー
ス
タ
ー
が
見
え
た
。
二
段
目
燃
焼
終
了
後
は
、
夜
空

に
微
か
に
見
え
る
よ
う
な
気
が
す
る
煙
を
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
中

で
追
い
か
け
て
い
た
が
、
は

っ
と
気
が
つ
く
と
三
段
目
の
炎
が

見
え
て
い
る
。

nちょがるM-Vロケット 3号機。内之浦の閣を固
体ロケットの織をが照らす

{注
目
}

こ
の
打
ち
上
げ
を
見
た
人

は
、
訟
も
が
そ
う
言
う
。
袋

一
つ
砿
い
満
天
の
昼
間
Z

へ、

輝
く
尾
を
引
く
固
体
ロ
ケ
ッ

ト
の
唄
射
が
溶
の
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。
奨
し
く
な
い
は

す
が
な
い
。
{
松
}

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
で
も
確
認
で
き
る
ほ
ど
の
オ
レ
ン
ジ
色
の
炎

@ 



が
、
山
の
向
こ
う
に
消
え
て
見
え
な
く
な
る
。

高
倍
率
ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ

1
付
き
の
双
眼
鏡
で
追
い
か
け
て
い

た
あ
さ
り
に
よ
る
と
、
日
空
に
昇
っ
た
ロ
ケ
ッ
ト
の
噴
射
炎
は

美
し
い
緑
色
で
、
ま
る
で
水
中
の
ク
ラ
ゲ
の
よ
う
に
ふ
わ
あ

っ

と
広
が
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
こ
う
な
る
と
わ
か
っ
て
い
れ

ば
、
縦
四
W

な
ん
ぞ
放
り
だ
し
て
双
眼
鏡
で
追
跡
す
れ
ば
よ
か
っ

た
ん
だ
け
ど
。
事
前
テ
ス
ト
を
さ
ぽ
り
、
画
像
を
確
認
で
き
な

か
っ
た
の
が
絞
大
の
敗
因
だ
な
。

e
M
 

も
っ
と
も
、
現
地
で
事
前
テ
ス
ト
を
し
て
科
生
に
失
敗
し
た

と
し
て
も
、
そ
れ
が
縦
彩
側
の
故
障
か
再
生
側
の
故
障
か
わ
か

ら
な
い
か
ら
、
出叩
mw
だ
け
は
敢
行
し
た
か
も
し
れ
な
い
け
ど
。

記
者
絵
え
室
に
一
炭
っ
て
か
ら
、
打
ち
上
げ
1
時
間
後
く
ら
い

の
ラ
ン
チ
ャ
ー
を
見
に

M
台
地
に
下
り
て
い
く
。

行
っ
て
か
ら
気
が
つ
い
た
ん
だ
け
ど
も
、
、
必
援
だ
っ
て
言
わ

れ
て
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
忘
れ
て
る
し
、
そ
も
そ
も
側
係
者
し
か
い

な
い
。
う
っ
す
ら
と
明
け
た
陶
の
笠
に
、
微
か
に
祭
が
残
っ
て

お
り
、
居
合
わ
せ
た
関
係
者
に
聞
い
て
見
る
と
容
だ
ろ
う
と
い

わ
れ
る
が
、
天
気
は
快
晴
、
他
に
は
雲
の
か
け
ら
も
見
え
ゃ
し

な
い
。
と
い
う
わ
け
で
、
あ
れ
は
笹
本
的
に
は
流
れ
残

っ
た
噴

射
懲
の
あ
と
な
の
で
あ
っ
た
。

巳
t
h
uリ
'
〉
キ
ザ

F
D
主
J

、

，-ゆ阿NN
E
-、
"
"
'
i
J
Y

記
者
会
見
開
始
。

プ
ラ
ネ
ッ
ト

B
は、

「
の
ぞ
み
」
と
命
名
さ
れ
た
。

所
内
の
投
奴
箱
か
ら
命
名
会
員
会
ら
し
き
も
の
を
佃
組
織
し
、

@ 

そ
こ
か
ら
選
ぶ
。
本
絡
的
な
惑
一Ha探
査
時
代
の
到
来
、
幻
万
人

分
の
名
前
を
載
せ
て
い
る
あ
た
り
か
ら
「
の
ぞ
み
」
と
つ
い
た

そ
う
な
。

{
桂
昌

UM}

東
京
に
帰
っ
て
か
ら
ビ
デ

オ
カ
メ
ラ
を
修
震
に
出
し
た
。

や
は
り
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
側
の

敏
障
で
あ
り
、
映
像
は
回
収

で
き
な
か
っ
た
。
後
念
。

{
笹
)

チ
リ
大
学
、
サ
ン
チ
ャ
ゴ
局
で
す
で
に
テ
レ
メ
ト
リ
ー
が
受

信
さ
れ
て
お
り
、
衛
星
が
予
定
軌
道
に
乗
っ
て
い
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。

記
者
会
見
が
終
わ
っ
て
ほ
ぼ
午
前
6
時
、
プ
ラ
ネ
ッ
ト

B
が

軌
道
に
乗

っ
た
か
ど
う
か
な
ど
の
確
認
の
記
者
会
見
は

6
時
間

後
に
行
わ
れ
る
と
い
う
が
、
そ
こ
ま
で
付
き
合
う
気
が
な
い
の

で
帰
り
支
度
を
始
め
る
。
野
尻
抱
介
は
フ
ェ
リ
ー
で
関
西
一灰一
り
、

神
代
、
凶
引
は
日
時
に
鹿
児
島
笠
港
を
出
る
羽
岡
行
き
の
飛
行
機

に
乗
る
た
め
に
学
研
編
集
氏
の
レ
ン
タ
カ
ー
に
ま
か
せ
る
。

こ
ち
ら
は
同
時
ま
で
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
か
ら
笹
本
、
守
酒
、

あ
さ
り
の
三
人
で
福
岡
め
が
け
て
出
発
す
る
。
途
中
、
高
速
道

路
に
乗
る
前
の
洋
食
屋
で
昼
食
。
笹
本
は
こ
こ
か
ら
運
転
交
代
。

高
速
に
乗
り
、
八
代
辺
り
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
ま
で
運
転
す
る
。

こ
の
の
ち
、
福
附
の
友
人
宅
に
て

一
泊
、
笹
本
は
翌
日
の
飛

行
機
で
東
京
に
知
山
む
し
た
。
「
慧
星
狩
り
」
の
ゲ
ラ
の
砲
し
や

ら
な
ん
や
ら
、
仕
事
が
山
綴
み
な
の
で
あ
る
。

「
の
ぞ
み
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
探
査
術
暴
の
火
星
到
着
は
、

2

0
0
3年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。



7
月

4
Bに
打
ち
上
げ
ら
れ
た
火
星
探
査
機
は
「
の
ぞ
み
L

と
名
付
け
ら

れ
、
震
初
の
月
ス
イ
ン
グ
パ
イ
を
完
了
後
、
地
球
と
月
の
外
側
を
ゆ
っ
く
り

回
る
待
機
軌
道
に
入
っ
た
。

約
五
カ
月
半
後
二
度
目
の
月
ス
イ
ン
グ
パ
イ
と
同
時
に
エ
ン
ジ
ン
を
噴

射
、
火
忌
翫
道
に
向
か
う
は
ず
だ
っ
た

『
の
ぞ
み
」
を
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
襲

っ
た
。
塾
泡
修
正
と
軌
道
護
偶
増
加
の
た
め
に
開
い
た
推
進
シ
ス
テ
ム
の
パ

ル
プ
が
閉
じ
ず
、
所
定
の
推
力
が
出
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

パ
ル
プ
が
閉
じ
な
い
と
権
力
カ
ッ
ト
が
で
き
な
い
か
ら
、
推
准
剤
を
使
い

過
ぎ
て
ス
ピ
ー
ド
オ
ー
バ
ー
に
な
り
そ
う
な
も
の
だ
が
、
そ
う
は
な
っ
て
い

な
い
と
い
う
。
よ
く
聞
い
て
み
る
と
、
開
き
き
っ
て
い
な
か
っ
た
パ
ル
プ
と

い
う
の
は
、
酸
化
剤
を
加
圧
す
る
た
め
の
ヘ
リ
ウ
ム
タ
ン
ク
の
パ
ル
プ
で
あ

っ
た
。

当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、
宇
宙
空
間
は
無
霊
力
で
あ
る
。
地
上
な
ら
霊
売

に
引
か
れ
て
タ
ン
ク
の
下
に
溜
ま
る
液
状
の
般
化
剣
も
、
無
添
力
空
間
で
は

タ
ン
ク
内
壁
に
張
り
つ
い
た
り
球
状
に
漂
っ
た
り
、
需
型
力
を
怨
視
し
た

(な

い
ん
だ
か
ら
当
た
り
前
だ
)
て
ん
で
好
き
殴
ヰ
ム
ム
振
る
舞
い
を
す
る
。

こ
の
状
態
で
、
無
重
力
状
態
の
宇
宙
空
間
を
慣
性
飛
行
し
て
い
る
探
査
機

の
推
進
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
タ
ン
ク
内
の
華
南
酸

化
剤
会
吸
い
出
し
口
の
あ
る
方
に
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ち
ょ
び
っ
と
エ
ン
ジ
ン
を
吹
か
し
て
微
弱
な
も
の
で
も
い
い
か
ら
加
速
を

か
け
れ
ば
、
無
霊
且
凪
状
態
の
縫
准
期
も
酸
化
刻
も
進
行
方
向
の
反
対
側
に
押

し
つ
け
ら
れ
る
。
押
し
つ
け
ら
れ
れ
ば
そ
こ
か
ら
エ
ン
ジ
ン
に
液
体
燃
料
を

送
り
、
噴
射
し
て
加
湾
か
か
け
ら
れ
る
の
だ
が
、
無
重
畳
状
態
で
タ
ン
ク
を

M
'
V
3号
機

問
い
た
だ
け
で
は
後
准
淘
は
出
て
こ
な
い
。

そ
の
た
め
、
推
進
剤
タ
ン
ク
に
ヘ
リ
ウ
ム
タ
ン
ク
が
接
続
さ
れ
て
お
り
、

加
達
制
に
ヘ
リ
ウ
ム
タ
ン
ク
を
開
い
て
液
体
燃
料
か
ス
ム
ー
ズ
に
エ
ン
ジ
ン

に
送
ら
れ
る
よ
う
に
庄
力
を
か
け
る
。
な
ぜ
ヘ
リ
ウ
ム
名
使
う
か
と
い
う
と
、

佳
子
的
に
安
定
し
て
い
て
燃
え
た
り
腐
食
し
た
り
と
い
う
心
配
が
な
い
の
で

安
全
定
か
ら
で
あ
る
。

聞
き
き
ら
な
か
っ
た
パ
ル
プ
と
は
、
こ
の
ヘ
リ
ウ
ム
タ
ン
ク
の
パ
ル
プ
で

あ
っ
た
。

液
体
燃
料
は
燃
え
る
推
進
剤
と
、
こ
れ
を
燃
や
す
た
め
の
敵
繁
を
与
え
る

酸
化
剤
の
二
つ
か
ら
な
る
。
そ
の
う
ち
酸
化
剤
を
加
庄
す
る
た
め
の
ヘ
リ
ウ

ム
タ
ン
ク
の
パ
ル
プ
が
開
き
き
ら
ず
、
政
化
剤
か
番
宮
以
下
の
量
し
か
エ
ン

ジ
ン
に
流
れ
な
か
っ
た
。
エ
ン
ジ
ン
は
不
完
令
燃
焼
を
起
こ
し
、
そ
の
た
め

最
終
的
に
推
力
が
不
定
し
た
の
で
あ
る
。

時
に
1
9
9
8年
ロ
月

m
R
す
で
に
エ
ン
ジ
ン
を
吹
か
し
な
が
ら
月
を

か
す
め
る
パ
ワ
i
・
ス
イ
ン
グ
パ
イ
で

「の
ぞ
み
』
は
火
怠
範
泡
に
向
か
っ

て
い
る
。
年
明
け
1
9
9
9年
1
月
8
日
ま
で
に
飛
行
塾
泡
を
決
定
し
な
い

と
、
す
で
に
地
球
争
議
れ
た
の
ぞ
み
が
火
星
に
届
か
ず
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
達

成
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

弔
定
の
権
力
が
出
な
か
っ
た
た
め
に
エ
ン
ジ
ン
会
長
め
に
吹
か
し
て
し
ま

い
、
残
っ
た
推
准
割
問
は
到
活
し
た
火
星
で
減
速
す
る
分
を
計
算
す
る
と
加
速

す
る
に
は
わ
ず
か
に
足
り
な
い
。
足
り
な
い
速
度
は
時
速
に
し
て
3
6
0キ

ロ
ほ
ど
、
軌
道
速
度
か
、
り
す
れ
ば
ほ
ん
の
微
速
で
し
か
な
い
の
だ
が
、
物
理

の
神
織
は
足
り
な
い
も
の
は
足
り
な
い
と
負
け
て
く
れ
ず
、
容
赦
な
く
物
理

@ 



法
則
に
従
っ
て
探
笈
機
令
火
星
に
扇
か
な
い

.しさ晶、ワ
。

足
り
な
い
時
速
3
6
0キ
ロ
、
秒
速
に
し
て
1
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
ス

ピ
ー
ド
は
、
太
陽
系
の
天
体
の
筆
力
を
利
帰
し
て
稼
ぐ
し
か
な
い
。
太
陽
系

の
天
体
は
地
琢
で
も
秒
速
列
キ
ロ
と
い
う
猛
烈
な
速
度
で
太
陽
の
周
り
を
ま

わ
っ
て
い
る
。
そ
の
近
く
を
後
ろ
か
ら
か
す
め
る
形
で
接
近
す
る
と
、
探
査
機

は
天
体
の
震
力
に
引
か
れ
、
そ
れ
だ
け
速
度
泰
緬
す
こ
と
が
で
き
る
。

僚
え
る
天
体
は
地
路
、
日
刊
火
昼
、
さ
ら
に

一度
軌
道
を
太
陽
系
の
内
側

に
振
り
、
金
星
と
ス
イ
ン
グ
パ
イ
す
る
コ
l
ス
ま
で
後
罰
さ
れ
た
。

得
』
本
は
、
二
の
時
に
軌
道
畏
聾
剖
を
し
た
川
口
教
授
に
話
会
蘭
い
た
こ
と

が
あ
る
。

な
に
せ
軌
道
工
学
の
先
生
だ
か
ら
、
火
星
と
地
球
の
位
置
関
係
は
頭
に
入

っ
て
い
る
。
い
ち
ば
ん
正
し
い
軌
道
春
選
択
す
る
作
業
そ
の
も
の
は
そ
れ
ほ

ど
蹴
酷
し
い
も
の
で
は
な
い
そ
う
だ
が
、
と
に
か
く
こ
の
時
は
時
間
か
な
か
っ

ト
ー

年
明
け
1
9
9
9年
l
月
8
日
の
会
語
ま
で
に
結
鎗
を
出
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

軌
潰
鶴
酔
は
、
地
時
時
、
火
実
場
合
に
よ
っ
て
は
金
鍾
も
入
れ
た
太
陽
系

@
聞
に
た
く
さ
ん
の
楕
門
会
翁
く
作
業
だ
号
ヲ
で
あ
る
。「
の
ぞ
み
』
が
乗
る

べ
去
払
逝
と
な
る
楕
円
は
、
こ
の
場
金
晋
認
す
く
ら
い
考
え
ら
れ
九

年
末
を
は
さ
ん
だ
年
明
け
4
臼
く
ら
い
ま
で
は
、
最
初
か
ら
火
星
に
向
か

う
軌
道
を
考
え
て
い
た
。
地
問
坤
、
火
実
傘
M

盟
と
三
カ
所
の
途
中
絵
白
地
が

選
べ
、
最
終
目
的
地
は
火
星
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
の
で
、
軌
指
鰐
軒
は
あ

っ
ち
に
行
っ
て
、
こ
っ
ち
に
行
っ
て
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
な
る
ら
し
い
。

火
星
行
き
の
軌
道
に
乗
る
、
と
い
う
こ
と
を
決
め
て
か
ら
他
に
忘
れ
物
か

な
い
か
ど
う
か
辺
り
を
自
白
し
て
、
そ
こ
か
ら
も
う
一
度
地
嫁
に
戻
る
と
い

@ 

う
ル

l-L思
い
つ
い
九

思
い
つ
け
ば
、
あ
と
は
数
字
で
倹
征
す
る
だ
け
で
あ
る
。
今
は
自
宅
で
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
を
好
き
な
だ
け
使
え
る
か
ら
、
二
日
が
か
り
で
倹
纂
し
、

1
月

8
自
の
軌
道
決
寒
轟
に
ぎ
uー
ぎ
り
で
間
に
合
つ
九

な
お
、

1
9
9
9年
の
正
月
に
、
Z
存
薮
授
で
あ
る
簡
回
先
生
か
ら
関
係
者

に
送
ら
れ
た
年
賀
状
に
は
、
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
』
と
魯
か
れ
て
い
た

と
い
‘
っ
。

か
く
し
て
、
一
度
火
星
に
向
か
っ
た
探
査
機
が
そ
の
ま
ま
で
は
火
星
に
届

か
ず
に
ま
た
地
球
軌
道
に
一
戻
っ
て
く
る
時
に
、
さ
ら
に
二
度
の
地
涼
ス
イ
ン

グ
パ
イ
を
行
な
う
、
と
い
う
軌
道
か
決
定
し
た
。

問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
1
9
9
9年

m月
の
到
着
ま
索
、

2
0

0
4年
の
裂
に
宰
史
さ
れ
る
。
一
年
三
カ
月
の
は
ず
だ
っ
た
飛
語
闘
が
、

六
年
の
長
旅
に
な
っ
て
し
事
つ
。

給
釘
の
結
果
、
衛
星
シ
ス
テ
ム
グ
ル
ー
プ
は

『不
慮
の
事
併
が
起
き
な
い

限
り
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
問
凶
植
な
い
だ
う

3
と
の
蓋
珊
を
出
し
九

だ
が
、

2
0
0
2年
4
月
2

R
観
測
史
ト
華
天
級
の
太
陽
フ
レ
ア
が
発

生
し
九

通
常
で
も
、
剣
き
だ
し
の
巨
大
篠
聖
阜
で
あ
る
太
陽
は
、
弐
然
、
放

射
撃
、
の
他
い
ろ
い
ろ
と
触
出
し
て
い
る
。
地
震
自
ら
の
地
磁
気
や
大
気

聞
な
ど
で
太
陽
か
ら
の
有
書
啓
ナ
争
防
い
で
い
る
が
、
{
キ
合
空
間
を
飛
ぶ
探

脊
機
は
そ
の
砲
射
争
喰
h
どっ
。

観
測
史
よ
最
大
規
模
の
太
陽
フ
レ
ア
に
よ
る
放
射
終
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
粒

子
の
斑
娘
争
受
け
た
「
の
ぞ
み
』
は
電
源
系
に
軍
大
主
損
傷
争
受
け
九

そ

の
た
め
、

「の
ぞ
み
』
は
自
身
の
状
態
争
混
信
で
去
す
、
探
査
機
内
訴
の
温
度

制
御
も
で
き
な
く
な
っ
た
。

太
陽
か
ら
厳
れ
る
探
査
機
の
内
部
で
、
推
進
剤
の
ヒ
ド
ラ
ジ
ン
が
凍
り
つ



い
九
ヒ
ド
ラ
ジ
ン
の
総
点
は
摂
氏
1
・
3
度
地
球
軌
道
か
ら
火
星
軌
道

に
向
か
う
探
奮
穣
の
内
部
は
じ
わ
じ
わ
と
冷
え
て
い
く
。

遣
い
宇
宙
空
間
を
飛
ぶ
探
査
機
を
手
持
ち
の
デ
l
タ
と
前
後
の
状
況
か
ら

調
査
し
た
結
果
、
電
源
そ
の
も
の
に
は
異
常
が
な
く
、
し
か
し

一
部
の
回
路

で
シ
ョ
ー
ト
が
起
き
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
九
電
源
を
オ
ン
に
す
る
コ

マ
ン
ド
を
送
信
す
る
と
シ
ョ
ー
ト
し
て
い
る
回
路
に
異
ゆ
俗
涜
が
流
れ
、
即

座
に
プ
レ
イ
カ
ー
が
作
動
し
て
電
源
を
カ
ッ
ト
、
冶
硬
涜
を
防
止
し
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。

地
ト
書
日
制
は
、
探
査
機
に
対
し
て
た
て
続
け
に
電
源
オ
ン
の
得
官
官
〆
を
送
っ

た
。
計
測
に
よ
る
と
、
璽
淑
は
2
ミ
リ
秒
だ
け
オ
ン
に
な
り
、
直
後
に
プ
レ

イ
カ
ー
が
作
動
し
て
オ
フ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
2
ミ
リ
秒
だ
け
で
も
た
て
続

け
に
行
な
っ
て
コ
ン
デ
ン
サ
ー
に
電
気
を
蓄
積
す
れ
ば
、
プ
レ
イ
カ
ー
が
作

動
し
て
健
源
と
つ
な
が
っ
て
い
な
く
て
も
コ
マ
ン
ド
を
実
施
す
る
短
時
間
だ

け
な
ら
田
崎
か
使
え
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
期
待
を
込
め
て
の
作
業
で

あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
途
中
で
、
探
査
機
か
ら
の
現
在
位
置
を
示
す
ビ
ー
コ
ン

が
切
れ
て
し
ま
っ
A

九

こ
れ
ま
た
い
ろ
い
ろ
と
調
べ
た
結
果
、
メ
イ
ン
ス
イ

ッ
チ
を
た
て
続
け
に
入
れ
る
よ
う
な
コ
マ
ン
ド
を
送
信
し
た
た
め
、
通
管
糸

の
制
御
回
向
か
ラ
ン
ダ
ム
に
オ
ン

・
オ
フ
生
繰
り
返
し
、
た
ま
た
ま
オ
フ
で

悶
定
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
た
。
逆
に
こ
う
い
う
こ
と
な
ら
ば
、

続
け
て
い
け
ば
ま
た
オ
ン
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
と
し
て
、
後
定
軌
道
上
に

向
け
て
の
コ
マ
ン
ど
溶
慣
か
続
い
九

臼
聞
の
直
径
印
刷
メ
ー
ト
ル
の
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
か
ら
約
7
5
0
0回
の

コ
マ
ン
ド
送
信
の
結
集
、
ビ
ー
コ
ン
が
復
有
さ
ら
に
、
探
査
機
の
自
律
制

御
機
能
移
侯
っ
て
こ
の
ビ
ー
コ
ン
の
オ
ン

・
オ
フ
で
現
在
の
状
況
を
判
断
す

•• 

る
、
と
い
う
方
法
が
一編
み
だ
さ
れ
る
。

M
E
V
3畏
機

た
と
え
は
温
度
な
ら
探
査
機
の
桔
付
定
部
分
の
状
況
を
自
律
制
御
機
能
で
チ

ェ
ッ
ク
、
そ
の
結
果
、
設
定
温
度
以
上
な
ら
ビ
ー
コ
ン
を
オ
フ
に
す
る
、
設

申
翁
岨
度
以
下
な
ら
ビ
ー
コ
ン
は
オ
ン
の
ま
ま
、
と
い
う
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
行

な
う
。
温
僚
設
定
を
絞
っ
て
い
け
ば
、
特
定
部
分
の
温
度
か
何
度
と
い
う

こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
た
め
だ
け
に
、
ひ
た
す
勺
オ
ン
嘗

Z
コ
マ
ン
ド
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ひ
と
つ
の
場
所
の
チ
ェ
ッ
ク
が
終
わ
れ
ば
、
次
の
揮
出
問
の
チ
ェ
ッ
ク

の
た
め
に
今
度
は
電
庄
を
測
史
あ
る
い
は
タ
ン
ク
の
圧
力
事
設
定
し
て
、

ビ
ー
コ
ン
が
続
い
て
い
る
か
、
停
ま
る
か
だ
け
で
探
沓
穣
の
扶
況
を
ひ
と
つ

ず
つ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
。

2
0
0
2年
8
月
下
旬
地
琢
周
辺
塾
事
。
で
戻
っ
て
き
た
探
査
機
の
捻

准
淘
タ
ン
ク
が
太
陽
に
暖
め
ら
れ
、
凍
結
し
て
い
た
ヒ
ド
ラ
ジ
ン
が
再
び
液

状
に
戻
っ
た
。

9
月
か
ら
日
月
に
か
け
て
地
球
ス
イ
ン
グ
パ
イ
の
た
め
の
微
網
整
が
行
な

わ
れ
、
ロ
月
初
日
に
は
精
度
三

δ
メ
ー
ト
ル
、
許
認
経
憲
一
キ
ロ
と
い
う

高
値
哩
度
の
軌
道
別
倒
で

「の
ぞ
み
」
は
地
球
か
ら
3
万
6
千
キ
ロ
の
近
傍
空

間
各
駆
け
抜
け
た
。

こ
の
時
点
で
、

吋の
ぞ
み
』
の
軌
道
は
貧
道
閥
、

S
F専
門
用
路
で
い
う
と

こ
ろ
の
太
陽
糸
平
面
か
ら
北
纏
方
向
の

「上
」
に
放
り
出
さ
れ
る
形
に
な
っ

た
。
場
附
は
ず
っ
と
北
極
上
空
な
の
だ
が
、
そ
の
ま
ま
は
る
か
に
太
陽
系
か

ら
レ
奔
し
て
い
き
、
ま
五
議
と
太
陽
の
重
力
に
引
か
れ
て
戻
っ
て
く
る
。

探
査
機
は
、
メ
イ
ン
ア
ン
テ
ナ
と
太
陽
電
泡
パ
ネ
ル
が
同
一
方
向
に
指
向

す
る
よ
う
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
地
球
か
ら
火
星
に
飛
ん
で
い
く
探
査

微
か
太
陽
湾
池
パ
ネ
ル
を
太
陽
、
つ
ま
り
太
陽
系
の
肉
測
に
向
け
て
い
れ
ば
、

地
球
も
お
お
む
ね
そ
っ
ち
の
方
向
に
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
太
陽
系
平
面
か
ら
上
に
飛
ひ
だ
し
た

『の
ぞ
み
」
の
太
陽
電



為
ハ
ネ
ル
を
太
陽
に
向
け
た
ま
ま
だ
と
、
固
定
さ
れ
た
メ
イ
ン
ア
ン
テ
ナ
は

地
琢
か
ら
見
て
太
陽
の
方
向
を
向
い
て
お
り
、
こ
ち
ら
に
向
い
て
い
な
い
。

2
0
0
3年
6
月
に
北
極
上
空
か
ら
の
ぞ
み
が
戻
っ
て
き
て
コ
マ
ン
ド
を
打

っ
て
も
、
ア
ン
テ
ナ
は
こ
ち
ら
に
向
い
て
い
な
い
。
か
と
い
っ
て
、
地
琢
向

け
に
衛
星
の
姿
努
を
変
化
さ
せ
る
と
、
太
陽
曹
渇
パ
ネ
ル
が
太
陽
光
線
を
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
て
電
力
争
拳
答
亡
な
く
な
り
、
探
脊
綴
が
死
ん
で
し
ま
う
。

メ
イ
ン
の
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
が
機
に
向
い
た
ま
ま
の

「の
ぞ
み
」
に
ど

う
や
っ
て
コ
マ
ン
ド
為
打
ち
、
⑨
穫
さ
せ
る
か
。

ア
ン
テ
ナ
は
、
正
面
か
ら
の
得
留
守
し
か
受
信
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
専

門
用
穏
で
サ
イ
ド
ロ
l
ブ
と
い
う
の
だ
が
、
微
弱
な
が
ら
正
面
か
ら
以
外
の

信
号
も
受
信
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
感
度
は
正
面
か
ら
の
l
o
o
n方
の

l
以

下
だ
か
ら
、
地
上
局
側
の
ア
ン
テ
ナ
指
向
精
度
つ
ま
り
衛
星
へ
の
コ
マ
ン
ド

目、

ハ
ー
ド
函
の
蕊
紬
調
整
と

「の
ぞ
み
』
の

る
こ
と
に
よ
り
、
標
的
の
鹿
糠
め
が
け
て
コ
マ
ン
ド
が
打
た
れ
九

2
0
0
3年
6
月

m
a
n時
白
川
分
臼
秒
、
「の
ぞ
み
」
は
北
復
上
空
高
度
約

l
方
l
千
キ
ロ
を
ス
イ
ン
グ
パ
イ
、
火
星
に
向
か
、
勺
最
終
軌
道
に
投
入
さ
れ

た
。火

星
に
向
か
っ
た

「の
ぞ
み
」
に
対
し
て
、
こ
れ
か
ら
、
シ
ョ
ー
ト
し
て

し
ま
っ
た
回
路
に
わ
ぎ
と
禍
警
胤
を
流
し
て
焼
き
切
る
と
い
う
オ
ン
コ
マ
ン

ド
の
逮
続
送
信
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
も
し
成
功
す
れ
ば
篭
源
が
正
常
に
使

え
る
よ
う
に
な
り
、
火
息
調
誕
窪
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
な
え
る
よ
う
に
な
る
。

失
敗
す
れ
ば
、
電
源
ゲ
隼
摘
し
な
い
の
で
再
ひ
護
珂
か
凍
り
つ
き
、
火

忠
商
岡
町
諮
授
、
人
の
た
め
の
塾
泊
修
正
が
で
き
な
く
な
る
。

系
金
通
り
な
ら
ば
2
0
0
3年

ω月
中
に
璽
淑
が
理
局
、

「の
ぞ
み
」
は
火
星
に
到
浴
す
る
。

ソ
フ
ト
、

円以月
M
日
に
は

@ 

『の
ぞ
み
』
は
、
ま
だ
宇
宙
窃
闘
争
飛
ん
で
い
る
。

火
星
軌
道
上
で
の
『
の
ぞ
み
』
{
懇
鍛
図
}
。
予
定
通
り
な
ら

パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
は
地
滋
に
向
い
て
い
る



ま
ず
、
次
の
日
付
と
国
名
を
見
て
欲
し
い
。

.
1
9
5
7年
日
月

4
a
--

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
「
ス
プ

l
ト
ニ
ク

1
号
」

.
1
9
5
8年
1
月
幻
日
・・

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

「
エ
ク
ス
プ
ロ

ー
ラ
ー
1
号
」

.
1
9
6
5年
日
月
初
日
・・

フ
ラ
ン
ス

「
ア
ス
テ
リ
ス
ク
」

-
1
9
7
0年
2
月
日
日
・・

日
本

「
お
お
す
み
」

・
1
9
7
0年
4
月
剖
日
・・

中
挙
人
民
共
和
国

「東
方
組
l
nづ
」

.
1
9
7
1年

ω月
泊
日
・・

イ
ギ
リ
ス

「プ
ロ
ス
ペ
ロ

X
3」

.
1
9
8
0年
7
月
時
自
・・

イ
ン
ド

「
ロ
ヒ
ニ

」

・
1
9
8
8年
9
月

ω日
・・

イ
ス
ラ
エ
ル

「オ
フ
ェ
ク

1
」

こ
れ
は
、
独
力
で
人
工
衛
星
を
打
ち
上
げ
た
国
と
衛
星
名
を
円

付
順
に
な
ら
べ
た
も
の
だ
。

こ
こ
で
注
意
し
て
欲
し
い
の
は
、
日
本
よ
り
も
前
に
打
ち
卜
担げ

た
ソ
述
も
ア
メ
リ
カ
も
フ
ラ
ン
ス
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
勝

闘
と
い
う
こ
と
だ
。
日
本
は

1
9
4
5年
8
月
日
日
に
無
条
件
降

伏
を
し
た
後
、

1
9
5
2年
4
月
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条

約
で
独
立
を
果
た
す
ま
で
、
七
年
間
も
迎
合
国
に
占
領
さ
れ
て
い

牢
告
訴
の
歴
史
1

ロ
ケ
ツ

ト事始めロケッ
松浦普也

た
総
司
令
部

G
H
Qは
兵
部
産
業
に
つ
な
が
る
と
判
断
し
た
日
本

の
産
業
を
厳
し
く
祭
止
し
た
。
航
空
機
は
、
模
型
飛
行
機
を
飛
ば

す
こ
と
す
ら
祭
比
さ
れ
る
ほ
ど
、
厳
し
く
規
制
さ
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
主
噂
の
ト
門
領
が
終
わ
っ
た
後
も
、
ハ
ン
デ
は
な
く
な

ら
な
か
っ
た
。
戦
争
で
ひ
ど
い
目
に
あ
っ
た

H
本
人
は
、
少
し
で

も
戦
争
に
関
係
し
そ
う
な
技
術
に
拒
否
反
応
を
示
す
よ
う
に
な

っ

て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
。

ロ
ケ
ッ
ト
だ
っ
て
?
そ
り
ゃ
、
ミ
サ
イ

ル
と
同
じ
だ
ろ
。
兵
総
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い

，
 

•• 

。

+
人

と
い
う
わ
け

と
こ
ろ
が
、

保附忠
一打
ち
上
げ
に
関
し
て
、
日
本
は
世
界
で
削
番

白
の
国
と
な
っ
た
。

ひ
ど
い
ハ
ン
デ
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
は
か
な
り

い
い
線
で
、

宇
宙
へ
の
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
朗
自
が
、

糸
川
英
夫
と
い
う
人
で
あ
る
。

な
に
か

「官官
」
が
始
ま
る
と
き
、
中
心
に
は
必
ず

一
人
の
人
間

が
い
る
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
個
人
の
頭
の
中
に
ア
イ
デ
ア
が
宿
る

こ
と
か
ら
始
ま
る
。

糸
川
英
夫
は
、

麻
布
で
生
ま
れ
た
。

中
学
高
校
と
秀
才
で
鳴
ら
し
た
糸
川
が
大
学
進
学
で
選
ん
だ
の

が
東
京
帝
国
大
学
工
学
部
航
笠
学
科
だ
っ
た
。

1
9
3
5年
(
昭

1
9
1
2
年

(
明
治
何
年
)

7
月
に
東
京

・
凶



糸
川
英
夫
は
見
切
っ
た
側
に
い
た
。

和
問
年
)
に
卒
業
し
て
併
馬
県

・
太
間
に
あ
っ
た
中
島
飛
行
機
に

就
職
し
た
。
当
時
の
帝
大
卒
は
エ
リ
ー
ト
で
あ
り
抗
議
な
即
戦
力

で
あ
る
。
糸
川
は
航
空
機
設
計
の
現
場
に
放
り
込
ま
れ
、
九
七
式

は
や
ぶ
さ

戦
闘
機
に
始
ま
っ
て
、
以
下
、

一
式
戦
闘
機

「
隼
」、
ニ
式
戦
闘

'い，.A'A
，

.u
・

出制

「鈍
旭
」
と
い

っ
た
機
体
の
笠
カ
設
計
を
担
当
し
た
。
1
9
4

2
年
、
東
一双
山
市
凶
大
学
は
、
戦
争
に
合
わ
せ
て
却
系
人
材
の
大
量

脊
成
を
目
的
に
第
二
工
学
部
を
設
立
す
る
。
糸
川
は
中
島
飛
行
機

か
ら
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
て
、
第
二
工
学
部
助
教
授
と
な
り
、
戦
中
は

目
標
を
追
尾
す
る
誘
導
仰
の
研
究
開
発
に
従
事
し
た
。

戦
後
は
、
第
二
工
学
部
を
改
組
し
た
生
産
技
術
研
究
所
の
教
授

と
し
て
、
出
回
轡
学
や
医
療
総
械
の
研
究
に
転
じ
、
後
に
有
名
に
な

る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
研
究
か
ら
始
ま
っ
て
、
ス
ピ
ー
カ
ー、

脳
波

計
、
心
電
図
と
い

っ
た
研
究
を
行
な
っ
た
。

日
本
が
内
領
下
に
あ
っ
た
時
、
か
つ
て
の
糸
川
の
問
僚
た
ち
は
、

必
ぺ鍋

を
作
り
自
転
車
を
作
り
、
産
業
朋
の
タ
ー
ビ
ン
機
械
を
作
り
、

じ
っ
と
航
空
機
が
作
れ
る
よ
う
に
な
る
の
を
待
っ
て
い
た
。

1
9
5
2年
4
月
、
対
日
占
領
が
終
わ
り
、
G
H
Qが
廃
止
さ

れ
る
と
、
彼
ら
は
航
空
機
製
造
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。

し
か
し
、

H
本
が
航
空
機
研
究
を
禁
止
さ
れ
て
い
た
七
年
間
、

航
空
機
の
世
界
で
は
プ
ロ
ペ
ラ
を
付
け
た
レ
シ
プ
ロ
エ
ン
ジ
ン
か

ら
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
へ
の
大
き
な
技
術
革
新
が
起
き
て
い
た
。

急
速
な
技
術
革
新
の
時
期
に
、
七
年
間
の
空
白
は
あ
ま
り
に
大
き

か
っ
た
。
中
に
は

『
も
う
日
本
が
航
空
分
野
で
世
界
に
追
い
つ
く

の
は
簸
し
い
」
と
冷
般
に
見
切
っ
た
人
も
い
た
。

渡
米
で
ロ
ケ
ッ
ト
研
究
の
ヒ
ン
ト
を
得
る

航
空
解
禁
の
翌
年
の

1
9
5
3年
(
昭
和
お
年
)
、
糸
川
は
医

し
よ
う
へ
い

滅
工
学
の
噂
門
家
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
招
聴
さ
れ
た
。
1
月
か

ら
6
月
に
か
げ
て
の
半
年
間
、
彼
は
ア
メ
リ
カ
で
最
新
の
技
術
動

向
に
接
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
波
米
に
は
、
本
来
の
医
療
工
学
と
は
別
の
目
的
も
あ
っ
た
。

糸
川
の
古
巣
で
あ
る
中
ぬ
飛
行
機
は
、
戦
後
財
閥
解
体
の
指
定
を

受
け
て
い
く
つ
も
の
会
社
に
分
割
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
の

一

つ
で
あ
る
話
士
約
後
工
業
が
、
戦
後
日
本
で
航
空
工
業
が
成
立
す

る
か
ど
う
か
、
ア
メ
リ
カ
の
状
況
を
調
べ
て
欲
し
い
と
糸
川
に
依

頼
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
糸
川
は
、
精
力
的
に
全
米
の
航
空
機
関

連
施
設
と
メ
ー
カ
ー
を
見
て
回
っ
た
。

こ
の
時
期
、
ア
メ
リ
カ
は
戦
略
爆
殺
機
を
中
心
と
し
た
位
界
戦

時
を
考
え
て
お
り
、
ロ
ケ
ッ
ト
研
究
は
比
較
的
傍
流
に
追
い
や
ら

れ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
糸
川
は
、
ア
メ
リ
カ
が
カ
を
入
れ
て
い
な

い
ロ
ケ
ッ
ト
な
ら
ば
、
日
本
で
も
研
究
を
進
め
る
・
な
味
が
あ
る
と

感
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

無
理
解
の
狭
聞
か
ら
の
出
発

帰
国
後
、
刊
月
頃
か
ら
糸
川
は
ロ
ケ
ッ
ト
の
研
究
目
指
し
て
行

動
を
開
始
し
た
。
三
菱
重
工
業
を
始
め
と
し
た
メ
ー
カ
ー
を
回
っ

て
ロ
ケ
ッ
ト
研
究
を
説
い
た
し
、
財
界
人
の
集
ま
り
で
も
ロ
ケ
ツ



ト
研
究
を
訴
え
た
。

し
か
し
反
応
は
鈍
か

っ
た
。
多
く
の
企
業
は
、
ま
た
航
空
機
製

造
が
再
開
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
顕
が

一
杯
で
、

一
気
に
航
祭
機

を
飛
び
結
え
て

「
ロ
ケ
ッ
ト
を
開
発
す
べ
き
」
と
い
っ
て
も
理
解

で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ

一
社
、
反
応
し
た
の
が
お
士
制
相
続
だ

っ
た
。
溺
士
精
密
側

は
、
中
-H
同
飛
行
機
で
エ
ン
ジ
ン
を
開
発
し
て
き
た
経
験
を
持
つ
戸

凹
康
明
技
術
部
長
が
中
心
に
な

っ
て
ロ
ケ
ッ
ト
を
担
当
す
る
こ
と

に
な

っ
た
。

な
に
よ
り
も
研
究
体
制
と
研
究
資
金
が
な
く
て
は
、

研
究
は
始
ま
ら
な
い
。
資
金
に
つ
い
て
は
二
方
而
か
ら
の
潟
逮
が

試
み
ら
れ
た
。
一

つ
は
も
ち
ろ
ん
文
部
省
か
ら
糸
川
研
究
室
に
支

出
さ
れ
る
予
算
だ
。
し
か
し
こ
ち
ら
は

1
9
5
4
年
度
(
昭
和
却

年
度
)
、

ω万
円
し
か
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
。
こ
れ
と
は
別
に
、

糸
川
は
文
部
省
か
ら
補
助
金

ω万
円
を
取
得
し
た
。
合
計

1
0
0

万
円
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
は
ロ
ケ
ッ
ト
研
究
に
は
全
然
足
り
な

、，。

-
L
V
 

ロ
ケ
ッ

ト

富
士
粕
出
町
は
、
通
産
省

・
工
業
技
術
院
に
補
助
金
の
申
抑
制
を
出

し
、
1
9
5
4
年
度
予
算
で

2
3
0
万
円
が
認
め
ら
れ
た
。
工
業

技
術
院
の
補
助
金
は
、
同
級
を
企
業
が
支
出
す
る
こ
と
を
義
務
づ

け
て
い
た
。
従
っ
て・福
士
粉
後
が

2
3
0
万
円
そ
出
し
て
合
計
が

4
6
0
万
円
。
京
大
の
予
算
の

1
0
0
万
円
と
合
わ
せ
て

5
6
0

こ
れ
が
円
以
初
の
日
本
の
ロ
ケ
ッ
ト
予
算
だ
っ
た
。

万
円
。

宇
宙
研
の
歴
史
1

ロ
ケ
ツ

A
V
S
A研
究
班

研
究
体
制
と
い
う
点
で
は
、
糸
川
が
務
々
と
手
を
打
っ
て
い
た
。

彼
は
同
僚
の
教
授
ら
に
戸
を
か
け
、
1
9
5
4
年
2
月
に
東
京
大

学

・
生
産
技
術
研
究
所
に
、
「航
空
也
子
工
学
と
超
音
速
航
空
工

学
連
合
研
究
班
」
を
結
成
し
た
。
英
一副
聞
の
頭
文
字
を
取

っ
て
A
V

S
A

(〉
三

C
2
3
ω
C
句
会
・8
2
n
〉
舟
『
o
a
v云
包
ヨ
広
明)
研
究
班

と
呼
ば
れ
た
こ
の
チ
1
ム
が
、
そ
の
後
の
宇
宙
研
へ
と
つ
な
が

っ

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
中
心
は
、
糸
川
を
初
め
と
し
て
池
田
俗
、

玉
木
滋
夫
と
い
う
航
空
系
教
俊
三
名
、
星
合
正
治
、
阿
木
昇
、
沢

弁
務
三
郎
と
い
う
沼
気
系
教
授
三
名
、
こ
れ
に
森
大
吉
郎
(
航
空

系
)
、
腕
制
勝
成
文
と
野
村
民
也

(
氾
気
系
)
の
助
教
授
三
名
と
い

う
九
名
だ

っ
た
。
研
究
方
針
は
、
航
空
泊
予
工
学
、
つ
ま
り
ア
ピ

オ
ニ
ク
ス
に
重
点
を
位
く
、
自
動
制
御
装
憶
に
カ
を
入
れ
る
、
航

空
力
学
的
に
は
極
超
音
速
領
域
だ
け
を
や
る
と
い
う
も
の
だ

っ
た
。

筆
者
は
、
航
空
系
が
到
音
速
か
ら
超
音
速
の
研
究
を
切
り
捨
て

た
の
は
、
電
気
系
へ
の
譲
歩
と
い
う
以
上
の
も

っ
と
大
き
な
意
味

ふ
っ
し
ょ
〈

が
あ

っ
た
と
考
え
て
い
る
。
軍
用
機
の
イ
メ
ー
ジ
の
払
拭
で
あ

る
。
特
に
こ
の
時
期
、
航
空
機
の
殴
界
で
も
っ
と
も
ホ

ッ
ト
な
話

題
だ

っ
た
超
音
速
飛
行
の
部
分
を
ば

っ
さ
り
と
研
究
テ
l
マ
か
ら

外
し
た
の
は
、
研
究
が
軍
用
機
の
イ
メ
ー
ジ
と
混
同
さ
れ
る
の
を

防
ぐ
た
め
だ

っ
た
に
違
い
な
い
。

そ
れ
で
も
、
い
ざ
研
究
が
始
ま
る
と
反
発
は
来
た
。
東
京
大
学

の
戦
員
組
合
は
、
糸
川
の
研
究
室
正
押
し
掛
け
、

可
か
つ
て
軍
用



機
を
作
っ
た
糸
川
先
生
は
、
戦
後
医
線
機
関
M

で
人
の
命
を
救
う
研

究
を
志
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
の
あ
な
た
が
人
を
殺
す
兵

総
の
研
究
に
戻
る
の
か
」
と
諮
問
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
を
気
に
す

る
糸
川
で
は
な
い
。
さ
っ
さ
と
雲
隠
れ
し
て
組
合
の
追
及
を
や
り

過
ご
し
た
。

一
歩
が
決
ま
っ
た
。
「
そ
れ
は
結
縦
で
す
。
す
ぐ
に
作
れ
る
よ
う

手
配
で
き
ま
せ
ん
か
」
と
糸
川
が
震
っ

た
の
で
あ
る
。

バ
ズ
ー
カ
砲
用
の
間
体
推
進
剤
と
、
A
4
の
セ
ク
シ
ョ
ン
ペ

ー

パ
ー
に
将
か
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
。
こ
れ
が
最
初
の
ロ
ケ
ッ
ト
、
「
ペ

ン
シ
ル
」
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

パ
ズ

ク
シ
ヨ
ン
ペ
ー
パ
ー

『
僻
樗
」

最
初
に
必
要
な
の
は
、
悶
体
ロ
ケ
ッ
ト
に
使
う
推
進
剤
だ
っ
た
。

旧
怨
の
使
っ
て
い
た
も
の
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
、
と
一戸
岡
山
肌
明

は、

1
9
5
4年
2
月
に
愛
知
県
知
多
市
に
あ
る
日
本
油
脂
を
訪

ね
た
。
戸
悶
を
迎
え
た
の
は
村
田
勉
、
潟
軍
で
長
年
燦
薬
を
研
究

し
て
い
た
燥
発
物
の
第
一
人
者
だ
っ
た
。
彼
は
戸
悶
に
直
径

ωミ

リ、

目択
さ

1
2
3
ミ
リ
の
創
出
い
絡
を
見
せ
た
。

ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ

ン
と
ニ
ト
ロ
セ
ル
ロ
ー
ス
を
混
合
し
て
抑
し
出
し
成
型
し
た
固
体

ロ
ケ
ッ
ト
推
進
剤
だ
。
日
本
油
脇
に
は
戦
中
に
整
え
た
製
造
技
術

が
あ
り
、
戦
後
は
米
軍
向
り
の
バ
ズ
ー
カ
砲
や
、
捕
鯨
船
の
鉱
発

射
砲
の
た
め
に
推
進
剤
を
製
造
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
戸
聞
か
ら

こ
の
推
進
剤
を
見
せ
ら
れ
た
糸
川
は
、
こ
れ
で
研
究
を
始
め
る
と

即
決
し
た
。

こ
の
頃
、

-M士
精
密
で
は
、
若
手
技
術
者
ら
が

一
体
ど
ん
な
ロ

ケ
ッ
ト
を
作
っ
た
も
の
か
考
え
込
ん
で
い
た
。
様
々
な
努
力
を
し

た
も
の
の
研
究
資
金
は
十
分
で
は
な
い
。
そ
ん
な
あ
る
日
、

一
人

が
A
4
の
セ
ク
シ
ョ
ン
ペ

ー
パ
ー
に
小
さ
な
ロ
ケ
ッ
ト
の
ス
ケ
ッ

チ
を
拙
い
た
。
こ
の
ス
ケ
ッ
チ
を
糸
川
が
見
た
こ
と
で
、

し
か
し
ロ
ケ
ッ
ト
研
究
は
始
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
よ
り
一
胞

の
研
究
の
た
め
に
は
ロ
ケ
ッ
ト
を
大
型
化
す
る
必
繋
が
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
押
し
出
し
成
型
の
閲
体
推
進
剤
を
作
る
に
は
か
な
り
大

が
か
り
な
製
造
設
備
が
必
要
だ
っ
た
。
ろ
く
な
研
究
資
が
な
い
の

に
そ
の
よ
う
な
設
備
投
資
が
で
き
る
は
ず
も
な
い
。
し
か
し
、
武

鋭
の
日
本
油
脂
に
は
思
わ
ぬ
旧
鍍
の
遺
産
が
限
っ
て
い
た
。

8
月
末
、
日
本
油
脂
か
ら
、
戦
時
中
に
使
っ
て
い
た
大
型
一
成
型

機
が
見
つ
か

っ
た
と
い
う
連
絡
が
あ
っ
た
。
こ
の
機
械
を
使
う
と

直
径
回
ミ
リ
、
長
さ
1
8
0
ミ
リ
の
被
進
剤
を
製
造
で
き
る
と
い

う
の
だ
。
さ
ら
に
日
本
油
脂
の
倉
庫
か
ら
は
、
よ
り
大
き
な
直
径

1
1
0
ミ
リ
、

間決
さ

1
メ
ー
ト
ル
の
推
進
剤
を
製
造
す
る
機
械
も

見
つ
か

っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
戦
争
中
に
日
本
邸
が
使
っ
た
ロ
ケ
ッ

ト
兵
総

「償
進
弥
」
の
推
進
剤
を
製
巡
す
る
た
め
の
設
俄
だ

っ
た
。

そ
れ
が
、
戦
後
破
楠
相
さ
れ
る
こ
と
も
米
軍
に
接
収
さ
れ
る
こ
と
も

な
く
、
倉
山
陣
に
限
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
直
後
1
1
0
ミ
リ
の
閲

体
維
進
剤
は
、
人
間
が
繰
縦
す
る
ミ
サ
イ
ル
と
い
う
べ
き
特
攻
兵

探

『桜
花
」
に
も
使
わ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

最
初
の



ロ
ケ
ッ
ト
の
研

ロ
ケ
ッ
ト
発
射
を
指
燭
す
る
糸
川

英
夫
。
腕
に
は
『
指
鱒
』
の
腕
準
。

前
に
は
準
備
状
況
を
示
す
電
臨時。

準
備
が
終
え
た
セ
ク
シ
ョ
ン
か
ら

毎
時
帽
を
消
し
て
い
き
、
全
曲
即
が
消

え
る
と
準
備
完
了
と
な
る

直
径
閃
ミ
リ
の
推
進
剤
を
使
っ
て

「
ペ
ン
シ
ル
」
の
次
の

「
ベ

ビ
l
」
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
ロ
ケ
ッ
ト

で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
使
っ
て
、
直
後
1
1
0
ミ
リ
の
椛
進
剤
を

使
う
よ
り
大
き
な
ロ
ケ
ッ
ト
を
開
発
す
る
と
い
う
道
筋
も
見
え
て

き
た
。

「
生
産
研
究
」

を
乗
っ
取
る

い
ず
れ
に
せ
よ
、
初
年
度
5
6
0
万
円
で
は
、

究
に
は
全
然
足
り
な

か
っ
た
。
ロ
ケ
ッ
ト

の
研
究
を
続
け
る
な

ら
ば
も
っ
と
資
金
が

必
要
だ
。
そ
こ
で
糸

川
は
宣
伝
す
る
こ
と

に
し
た
。

当
時
ま
だ
、
学
者

は
金
の
こ
と
な
ど
考

え
ず
に
、
研
究
に
専

念
す
べ
き
と
い
う
風

潮
が
強
か

っ
た
。
し

か
し
糸
川
は
、
そ
れ

が
研
究
に
必
裂
で
あ

る
と
判
断
す
れ
ば
、

強
引
と
も
思
え
る
手ロ

ケ
ツ

法
で
研
究
を
笈
伝
し
た
。

最
初
の
務
省
が
、
生
産
技
術
研
究
所
の
出
し
て
い
る
雑
誌

「生一

態
研
究
」
だ
っ
た
。
糸
川
は
自
ら
が
編
集
当
番
と
な
っ
た
1
9
5

4
年
7
月
号
を
、
A
V
S
A
研
究
班
の
発
表
で
壊
め
た
の
で
あ
る
。

こ
の
号
の
口
頭
で
、
糸
川
は

「航
空
工
業
の
現
状
と
将
来
|

|

ロ
ケ
ッ
ト
超
航
空
旅
客
機
の
可
能
性
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
文
を

発
表
し
た
。
論
文
誌
と
い
う
地
味
な
場
を
使
つ
て
の
宣
伝
だ
っ
た

が
、
こ
れ
が
糸
川
ロ
ケ
ッ
ト
の
世
間
に
向
け
た
最
初
の
ア
ピ
ー
ル

2
-
3

:

。

+
'
h
'
i
み
'h

こ
の
論
文
で
糸
川
は

「日
本
航
空
界
が
現
在
も
っ
て
い
る
円
以
大

の
強
み
は

『白
紙
』
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
、
前
ら
か

に

「逆
転
の
発
想
」
を
宣
言
し
た
。
そ
し
て
彼
は
提
唱
す
る
。

「東
京
と
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
を
却
分
で
結
ぶ
ロ
ケ
ッ
ト
飛
行
機
を
目

指
そ
う
」。

現
在
の
固
か
ら
見
る
と
奇
妙
に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ

の
時
期
の
糸
川
は
、
プ
ロ
ペ
ラ
機
の

レ
シ
プ
ロ
エ
ン
ジ
ン
よ
り
も

ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
、
さ
ら
に
そ
の
先
の
ロ
ケ
ッ
ト

エ
ン
ジ
ン
と

い
う
考
え
で
、
本
気
で
ロ
ケ
ッ
ト
飛
行
機
を
目
指
し
て
い
た
。
そ

し
て
「
東
京
'
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
聞
を
却
分
で
結
ぶ
ロ
ケ
ッ
ト

飛
行
機
』
は
、
も
う

一
つ
の

g
伝
を
通
じ
て
、
糸
川
に
ま
た
と
な

い
出
会
い
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

糸
川
研
究
室
の
大
学
院
生
だ
っ
た
秋
葉
鍬
二
郎
が
、
糸
川
か
ら



「
ロ
ケ
ッ
ト
の
桜
型
を
作
っ
て
欲
し
い
」
と
言
わ
れ
た
の
は
、

1

9
5
4年
末
の
こ
と
だ

っ
た
。
そ
の
頃
、
秋
楽
は
ロ
ケ
ッ
ト
の
姿

勢
安
定
に
必
要
な
尾
翼
の
而
獄
を
研
究
し
て
い
た
た
め
に
、

「
こ

れ
は
静
安
定
を
調
べ
る
模
型
を
作
れ
と
い
う
こ
と
だ
」
と
解
釈
し

た
。
静
安
定
な
ら
ば
紙
の
絞
型
程
度
で
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

秋
楽
は
文
房
具
震
で
口
っ
た
材
料
で
全
国
対
日
セ
ン
チ
ほ
ど
の
ロ
ケ

ッ
ト
の
絞
型
を
作
り
、
糸
川
の
と
こ
ろ
に
批
判
っ
て
い
っ
た
。

明
け
て

1
9
5
5年
1
月
3
問
、
毎
日
新
聞
朝
刊
を
聞
い
た
秋

葉
は
鰐
然
と
し
た
。
自
分
の
作
っ
た
紙
製
の
ロ
ケ
ッ
ト
の
写
真
が

誌
而
を
飾
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
写
真
に
は

「東
大
生
産
技
術
研

究
団
(
四
千
抑
制
)
で
試
作
し
た
図
・腿
ロ
ケ
ッ
ト

1
号
(
日
討
さ
叩
セ

ン
チ
ご
と
い
う
篤
く
べ
き
説
明
が
つ
い
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
仕

掛
け
た
の
は
糸
川
だ
っ
た
。

ち
な
み
に
、
秋
葉
は
後
年
、

字
街
科
学
研
究
所
の
所
長
と
な
り
、

M
'
V
ロ
ケ
ッ
ト
附
発
の
先
頭
に
立
つ
こ
と
に
な
る
。

こ
の
記
事
に
、

一
人
の
官
僚
が
注
目
し
た
。
文
部
省
大
学
学
術

局
で
学
術
謀
長
を
務
め
て
い
た
阿
野
滋
が
、
毎
日
新
聞
の
記
事
か

ら
糸
川
の
研
究
に
目
を
つ
け
た
の
だ
。
こ
の
時
、
岡
野
は
国
際
地

隊
観
測
年

(I
G
Y
)
の
準
備
に
携
わ
っ
て
い
た
。

回
は
そ
の
半
世
紀
後
の
1
9
3
2年
(
昭
和
7
年
)
か
ら

1
9
3

3
年
に
笑
施
さ
れ
た
。
第
三
回
は
科
学
の
進
歩
が
早
ま
っ
た
こ
と

か
ら
お
年
後
の

1
9
5
7年
7
月
か
ら

1
9
5
8年
ロ
月
に
か
け

て
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

I
G
Y
の
日
本
側
の
中
心
人
物
は
東
京
大
学
教
授
の
地
球
物
理

学
者
で
あ
る
永
出
武
だ
っ
た
。
永
田
は
I
G
Y
に
対
し
て
二
つ
の
、

ほ
と
ん
ど
野
望
に
近
い
希
望
を
持
っ
て
い
た
。
一

つ
が
南
極
に
お

け
る
観
測
で
あ
り
、
も
う

一
つ
が
ロ
ケ
ッ
ト
を
使
っ
た
高
層
大
気

の
観
測
だ
っ
た
。
こ
の
う
ち
繭
緩
観
測
は
、
1
9
5
8
年
の
永
問

自
身
が
隊
長
を
務
め
る
第

一
次
南
極
観
測
隊
と
し
て
結
実
し
た
。

岡
野
は
永
田
の
製
望
を
聞
き
、
な
に
か
と
窮
腐
な
文
部
省
の
巾

で
な
ん
と
か
実
現
し
よ
う
と
し
て
動
い
て
い
た
の
だ
っ
た
。
附
野

は
糸
川
に
「
I
G
Y
に
合
わ
せ
て
お
皮
1
0
0
キ
ロ
に
観
測
機
総

を
打
ち
上
げ
ら
れ
る
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う

か
」
と
相
談
し
た
。
こ
の
高
度
1
0
0キ
ロ
と
い
う
の
は
永
聞
の

強
硬
な
リ
ク
エ
ス
ト
に
よ
る
も
の
で
、
高
度
卯
1
1
3
0
キ
ロ
に

発
生
す
る
屯
灘
岡
山
の
E
開
山
の
真
ん
中
に
相
当
す
る
。
永
田
の
目
的

は
篭
離
M
E胞
の
観
測
だ
っ
た
。

糸
川
に
し
て
み
れ
ば
こ
の
話
は
願
っ
た
り
叶
っ
た
り
だ
っ
た
。

国
際
協
力
に
ロ
ケ
ッ
ト
が
必
裂
と
な
れ
ば
、
大
幅
な
予
釘
ア
ッ
プ

が
望
め
る
。
し
か
も
武
鍛
の
日
本
油
精
で
見
つ
か
っ
た
大
型
設
備

で
作
れ
る
直
径
1
1
0
ミ
リ
の
推
進
剤
を
使
え
ば
、
計
算
上
は
高

度
1
0
0キ
ロ
を
ク
リ
ア
で
き
る
は
ず
だ
っ
た
。
全
く
の
惣
像
で

あ
る
が
、

I
G
Y参
加
の
打
診
を
受
け
た
糸
川
は
、
内
心
、
口
が

l
G
Yで
高
度
1
0

こ
と
に

I
G
Y
と
い
う
の
は
、
地
球
全
体
の
環
境
状
態
を
世
界
各
国
が

協
力
し
て
同
時
期
に
観
測
し
よ
う
と
い
う
学
術
的
な
試
み
で
あ
る
。

初
日
は

1
8
8
2年
(
明
治
均
年
)
か
ら
1
8
8
3年
に
、
第
二



裂
け
る
ほ
ど
の
笑
顔
で
ニ
ン
マ
リ
し
た
に
違
い
な
い
。

小
さ
く
大
き
な
カ
ウ
ン
ト
タ
ウ
ン

1
9
5
5年
4
R
U
日
。

東
京
国
分
寺
市
の
廃
工
場

で
、
完
成
し
た
ペ
ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
の
初
め
て
の
発
射
災
験
が
行

な
わ
れ
た
。
午
後

3
時
5
分
、
発
射
台
か
ら
水
平
に
飛
び
出
し
た

ペ
ン
シ
ル

ロ
ケ
ッ
ト
は
、
飛
行
経
路
を
測
定
す
る
た
め
に
進
行
方

向
に
立
て
で
あ
っ
た
九
枚
の
紙
を
次
々
に
絞
り
、

Mm
メ
ー
ト

ル
先

の
砂
山
に
刺
さ
っ
て
止
ま
っ
た
。

一
一日
後
、
公
開
発
射
笑
験
が
行
な
わ
れ
た
。
糸
川
の
宣
伝
が
功

を
炎
し
た
の
か
新
聞
記
者
た
ち
が
多
数
実
験
場
に
集
ま
っ
た
。

こ
の
公
開
実
験
で
、
糸
川
は
大
ま
じ
め
に
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を

行
な
っ
た
。
「
刊、

9
、

8
、

7
、

6
、

5
、

4
、

3
、

2
、

1
、

ハ
U
」。取

材
に
来
て
い
た
新
聞
記
者
た
ち
は
、
あ
ま
り
の
ロ
ケ
ッ
ト
の

小
さ
さ
と
糸
川
の
大
仰
な
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
に
失
笑
を
隠
せ
な
か

っ
た
。

し
か
し
、

さ
い
が
、

こ
の
日
、

糸
川
は
大
ま
じ
め
だ
っ
た
。
ご
」
の
ロ
ケ
ッ
ト
は
小

将
来
の
大
き
な
ロ
ケ
ッ
ト
に
向
け
て
の
訓
練
で
も
あ
る
。

だ
か
ら
大
型
と
同
じ
手
順
を
絡
む
の
だ
」
と
い
っ
て
は
ば
か
ら
な

か
っ
た
。
す
で
に
直
後

1
1
0
ミ
リ
ま
で
の
推
進
剤
を
手
当
て
で

き
る
あ
て
が
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
糸
川
の
態
度
は
当
然
だ
っ
た
が
、

そ
こ
ま
で
の
深
読
み
が
で
き
る
記
者
は
い
な
か
っ
た
。

牢
歯
研
の
歴
史
1

ロ
ケ
ツ

い
く
つ
か
の
バ
ラ
ッ
ク
が
あ
る
だ
け
。

ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
が
始
ま
っ
た
頃

の
辺
川
海
岸
全
察

秋
田
の
道
川
海
岸
で
打
ち
上
げ
を
始
め
る

ペ
ン
シ
ル
は
そ
の
後
、
千
葉
市
に
あ
っ
た
生
・彪
技
術
研
究
所
の

船
舶
実
験
水
柵
に
実
験
場
所
を
移
し
て
、
約

1
5
0基
の
発
射
実

験
を
行

っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
重
心
位

mや
フ
ィ
ン
の
取
り
付
け
ガ

に
よ
る
飛
開
閉
経
路
の
変
化
と
い
う
越
礎
的
な
デ
ー
タ
が
何
ら
れ
た
。

ペ
ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
の
水
平
発
射
は
、
基
礎
デ

1
タ
を
得
る
に

は
綴
れ
た
方
法
だ
っ
た
が
、
問
機
は
高
度

1
0
0キ
ロ
だ
。
ど
こ

か
に
ロ
ケ
ッ
ト
を
遜
直
に
発
射
で
き
る
広
大
な
場
所
を
求
め
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
場
所
は
、
胤
聞
に
何
も
な
い
こ
と
が
望

ま
し
い
。
と
は
い
え
狭
い
日
本
で
悶
悶
に
な
に
も
な
い
土
地
と
い

う
の
は
存
在
せ
ず
、
海
に
向
け
て
ロ
ケ
ッ
ト
を

打
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。

υん
ぱ
ん

ま
ず
、
沖
合
を
頻
繁
に
船
が
通
る
航
路
が
あ

っ
て
は
い
け
な
い
。
漁
船
が
集
ま
る
よ
う
な
漁

場
が
あ
っ
て
も
い
け
な
い
。

こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
と
し
て
逃

ば
れ
た
の
が
、
秋
間
一川
市
の
近
川
海
岸
だ
っ
た
。

1
9
5
5年
(
昭
和
初
年
)
8月
6
日
。
追

川
海
岸
で
披
初
の
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
が
行
な
わ
れ

た
。
使

っ
た
の
は
ペ
ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
の
全
門
誌

を
初
セ
ン
チ
に
伸
ば
し
た
「
ペ
ン
シ
ル

3
0

0
」。

初
度
の
角
度
に
傾
け
た
発
射
台
に
ロ
ケ



ッ
ト
は
あ
り
あ
わ
せ
の
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
で
悶
定
さ
れ
た
。

縫
い
泣
の
目
だ
っ
た
。
「
東
大
の
偉
い
セ
ン
セ
が
ロ
ケ
ッ
ト
と

い
う
も
の
を
持
っ
て
来
る
」
と
周
辺
地
域
か
ら
は

1
0
0
0人
を

越
え
る
見
物
人
が
集
ま
り
、
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
売
り
ま
で
出
る

感
況
だ
っ
た
。

多
く
の
人
々
が
注
目
す
る
そ
の
中
で
、
似
初
の
ロ
ケ
ッ
ト
は
と

ん
で
も
な
い
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
た
。
発
射
直
前
、
ぽ
ろ
り
と
発

射
台
か
ら
務
ち
た
の
で
あ
る
。
そ
の
ま
ま
点
火
さ
れ
た
ロ
ケ
ッ
ト

は
砂
浜
を
数
川
メ
ー
ト
ル
遣
い
回
り
、
止
ま
っ
た
。
舷
射
日
光
で

ロ
ケ
ッ
ト
を
止
め
て
い
た
ビ
ニ

ー
ル
テ
ー
プ
が
伸
び
た
た
め
だ

っ

，.。

φ
人

ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
祭
っ
て
道
川
海

岸
に
行
き
、
ベ
ビ
ー
ロ
ケ
ッ
ト
を
か

つ
い
で
運
ぶ

ー・・.......... も・

あ
ま
り
に
ば
つ
の
惑
い
失
敗
の
後
、
発
射
台
に
は
応
急
で
ロ
ケ

ッ
ト
を
支
え
る
支
持
絡
が
取
り
付
け
ら
れ
た
。

午
後
3
時
泣
分
の
二
回
目
の
発
射
は
成
功
し
た
。

高
度
3
6
0
メ
ー
ト

ル
、
飛
行
時
間
口
秒
。
こ・ぃv'

mv

れ
が
戦
後
初
め
て
日
本
の
尚
昆
に
ロ
ケ
ッ
ト
が
印

し
た
軌
跡
だ
っ
た
。

l
G
Y
で
は
1
9
5
8年
6
月
後
半
に
は
世

界
中
で
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ
て

一
・資
に
観
測

を
行
な
う

「
ロ
ケ
ッ
ト
観
測
殺
界
日
」
が
設
定

さ
れ
て
い
た
。
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
ま
で

1
年
8

カ
月
し
か
な
い
。
到
述
す
べ
き
尚
度
は
こ
の
臼

の
ペ
ン
シ
ル

3
0
0
の
三
百
倍
、
一M
M
皮

1
0
0

キ
ロ
だ
。
そ
ん
な
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
れ
る
も
の
か

ど
う
か
、

誰
に
も
確
信
は
な
か
っ
た
が
、
後
は
が
む
し
ゃ
ら
に
自

制
加
に
突
き
進
む
し
か
な
か
っ
た
。

ベビ
l
ロ
ケ
ッ
ト
か
ら
カ
ツ
パ
ロ
ケ
ッ
ト
ヘ

道
川
で
は
ペ
ン
シ
ル
に
次
い
で
、
直
径
回
ミ
リ
の
推
進
剤
を
使

っ
た
ベ
ビ
l
ロ
ケ
ッ
ト
の
発
射
実
験
が
行
な
わ
れ
た
。
ベ
ビ
ー
は

重
量
4
キ
ロ
、
直
径

8
セ
ン
チ
、
全
長
1
・
3
メ
ー
ト
ル
の
二
段

式
ロ
ケ
ッ
ト
で
、
最
終
的
に
内
部
に
計
測
探
と
送
信
機
を
終
戦
し

て
雨
空
の
環
境
を
調
ぺ
、
最
後
に
パ
ラ
シ
ュ

ー
ト
で
機
器
を
回
収

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
附
発
は
比
較
的
順
調
に
進
み
、

1
9

5
5年
中
に
ほ
ぼ
終
了
し
た
。

こ
の
頃
の
道
川
の
生
活
は
す
べ
て
が
・
流
っ
ぽ
く
、
若
さ
に
満
ち

て
い
た
。
リ
ー
ダ
ー
の
糸
川
も
メ
ー
カ
ー
側
資
任
者
の
一戸
田
成
明

も

ω代
半
ば
の
働
き
盛
り
で
、
ほ
と
ん
ど
の
実
験
班
の
参
加
者
は

初
代
か
ら
初
代
だ
っ
た
。
宿
舎
は
秋
閏
市
内
で
、

生
産
技
術
研
究

所
の
所
有
す
る
4
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
乗
り
込
ん
で
道
川
ま

で
通
っ
た
。
実
験
場
に
は
い
く
つ
か
の
建
物
が
あ
っ

た
が
仮
設
住

U
符
ん

宅
に
毛
が
生
え
た
税
皮
の
も
の
で
、
雨
風
が
し
の
げ
る
だ
け
御
の

字
と
い
う
状
態
だ
っ
た
。

ょ
う
し
ゃ

副
酬
が
強
け
れ
ば
飛
砂
が
容
赦
な
く
顔
を
襲
う
環
続
で
、
彼
ら
は

打
ち
上
げ
ご
と
に
配
線
を
砂
の
中
に
取
り
回
し
、
一同一
に
ロ
ケ
ッ
ト

を
担
い
で
運
ん
だ
。
そ
の
ロ
ケ
ッ
ト
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
東
京

か
ら
の
夜
行
列
車
の
手
荷
物
と
し
て
持
ち
込
む
と
い
う
お
お
ら
か

な
状
態
だ

っ
た
。
電
子
機
器
の
地
上
試
験
で
は
、
足
が
速
い
学
生



が
送
信
機
を
顕
に
減
せ
て
砂
浜
を
走
り
、
受
信
状
態
を
確
認
し
た
。

道
川
で
の
実
験
と
並
行
し
て
、
東
京
で
は
高
度

1
0
0
キ
ロ
を

目
指
す
カ
ツ
パ
の
刷
発
が
始
ま
っ
て
い
た
。
直
後

1
1
0
ミ
リ
の

推
進
剤
を
使
っ
て

6
0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
れ
ば
高

度

1
0
0
キ
ロ
は
迷
成
で
き
そ
う
だ
つ
た
。

し
か
し
、
そ
の
先
を
目
指
す
な
ら
ば
、
旧
日
本
軍
の
遺
産
の
微

進
剤
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
く
な
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
っ
た
。

。
っ
す

ン
ポ
ジ
ッ
ト
維
進
剤
の
開
発
が
必
須
だ
っ
た
。

実
は
、

1
9
5
4年
の
段
階
か
ら
、
富
士
粕
径
と
糸
川
研
究
室

で
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
推
進
剤
の
研
究
を
始
め
て

い
た
。
し
か
し
参
考
に
な
る
情
報
が
な
に
も
な
く
、
研
究
は
難
航

し
て
い
た
。
ミ
サ
イ
ル
に
使
用
で
き
る
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
推
進
剤
は

世
界
の
ど
の
闘
で
も
軍
事
機
密
に
さ
れ
て
お
り
、
出
子
会
発
表
な
ど

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
だ
。
手
当
た
り
次
第
に
さ
ま
ざ
ま
な
紫
材

を
使
っ
て
作
っ
た
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
惟
進
剤
の
試
験
片
は
、
何
度
も

爆
発
を
起
こ
し
た
。
実
験
装
凶
を
納
入
し
た
業
者
が
売
り
掛
け
金

を
回
収
し
に
く
る
と
、
す
で
に
納
入
し
た
機
械
は
爆
発
に
よ
っ
て

陥
慣
れ
た
後
と
い
う
状
態
で
、
研
究
は
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
。

ダ
ブ
ル
ベ
l
ス
と
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト

日
本
油
脂
が
製
造
す
る
推
進
剤
は
ダ
ブ
ル
ペ

l
ス
型
と
い
う
も

の
で
、
燃
料
と
般
化
剤
に
相
当
す
る
分
子
構
造
が
、
結
合
し
て

一

つ
の
分
子
の
中
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
も
の
だ
っ
た
。
燃
焼
速
度
は

速
く
、

一
気
に
燃
焼
し
て
大
き
な
推
力
を
出
す
。
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
は
火
薬
に
近
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
世
界
で
は
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト

型
と
い
う
間
体
推
進
剤
の
研
究
が
進
ん
で
い
た
。
こ
ち
ら
は
燃
料

と
酸
化
剤
の
分
子
が
結
合
し
て
お
ら
ず
、
断
中
に
混
ざ
っ
た
状
態
で

ゴ
ム
な
ど
で
閉
ま
っ
て
い
る
。
燃
焼
速
度
は
ゆ
っ
く
り
で
、
持
絞

し
て
微
力
を
発
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ダ
ブ
ル
ぺ

i
ス

m一は問中
旬く
折
れ
や
す
く
、
大
き
な
ロ
ケ
ッ
ト
を

作
る
場
合
に
は
工
場
の
製
造
設
備
で
作
っ
た
円
筒
状
の
位
進
剤
を

束
ね
て
使
う
必
要
が
あ
る
。

一
方
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
型
は
、
ゴ
ム
の

よ
う
な
粘
結
剤
で
燃
料
と
般
化
剤
を
繰
り
上
げ
て
、

ロ
ケ
ッ
ト
の

胴
体
に
流
し
込
む
と
い
う
や
り
方
で
束
ね
ず
に
大
型
の
機
体
を
作

る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
り
大
き
な
ロ
ケ
ッ
ト
を
目
指
す
な
ら
、

る
力
ツ
パ
開
発

カ
ツ
パ
ロ
ケ
ッ
ト
の

「
カ
ツ
パ

」
は
ギ
リ
シ
ャ
文
字
の

「
ご

か
ら
き
た
も
の
だ
。
も
と
も
と
A
V
S
A研
究
班
は
、
ペ
ン
シ
ル

と
ぺ
ピ

l
の
次
に
、
ア
ル
フ
ァ
か
ら
オ
メ
ガ
ま
で
の
ロ
ケ
ッ
ト
計

画
を
検
討
し
て
い
た
。
し
か
し

I
G
Y
で
開
発
の
速
度
が
速
ま
っ

た
の
で
、
名
前
も

一
気
に

「
カ
ツ
パ
」
ま
で
飛
ん
だ
の
で
あ
る
。

カ
ッ
パ
と
い
う
命
名
は
糸
川
に
よ
る
も
の
で
、
子
脅
か
ら
始
ま
る

名
前
で
屯
話
口
で
聞
き
間
違
い
し
に
く
く
、
日
本
人
に
は
「
河

叢
」
を
連
想
さ
せ
る
の
で
親
し
み
ゃ
す
い
名
前
だ
と
い
う
理
由
だ

っ
た
。

コ

多
段
式
で
高
度
1
0
0
キ
ロ
を
目
指
す
カ
ツ
パ
で
は
、

ト
を

一
段
ず
つ
完
成
さ
せ
て
い
く
と
い
う
開
発
手
法
が
採
用
さ
れ

ロ
ケ
ッ

申
工
園
研
の
歴
史
1

ロ
ケ
ツ



た
。
蔽
初
の
K
1型
は
、
例
の

「桜
花
」
に
も
使
わ
れ
た
直
後
1

1
0
ミ
リ
、
長
さ

1
メ
ー
ト
ル
の
ダ
ブ
ル
ベ

1
ス
郡
一推
進
剤
を
使

う
ロ
ケ
ッ
ト
で
蕊
径
1
2
8
ミ
リ
、
全
長
2
・
4
メ
ー
ト
ル
の
単

段
ロ
ケ
ッ
ト
だ
っ
た
。

続
い
て
こ
の

1
型
に
、
直
径
が
2
2
0
ミ
リ
と
3
3
0
ミ
リ
の

第

一
段
を
取
り
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
第

一
段
に
は
、

k
l
裂
や
ベ
ビ

l
ロ
ケ
ッ
ト
用
の
推
進
剤
を
束
ね
て
使
用
し
た
。

直
後
2
2
0
ミ
リ
の
第
一
段
に
、

K
1型
の
ダ
ミ
ー
を
搭
載
し
た

も
の
が

K
2型
、
実
物
の
k
l
m
一を
載
せ
て
二
段
ロ
ケ
ッ
ト
に
し

た
も
の
が

K
3型
、
第

一
段
の
直
径
を
3
3
0
ミ
リ
に
し
た
も
の

が
K
4型
だ
。

1
9
5
7年
7
月、

K
3
裂
は
高
度
防
キ
ロ
に
迷

し
、
日
本
で
初
め
て
成
功
し
た
二
段
式
ロ
ケ
ッ

ト
と
な
っ
た
。
し

か
し
絞
い
て
開
発
さ
れ
た

K
4型
は
立
て
続
け
に
打
ち
上
げ
に
失

敗
し
た
。

と
の
時
、
カ
ツ
パ
の
開
発
が
失
敗
し
た
時
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
と
し
て
、
気
球
で
ロ
ケ
ッ
ト
を
向
笠
ま
で

持
ち
上
げ
て
発
射
す
る
「
ロ
ッ
ク
1
ン
」
も
附
発
に

入
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
ま
た
線
々
な
ト
ラ
ブ
ル
に
見

舞
わ
れ
て
う
ま
く
い

っ
て
い
な
か
っ
た
。
富
士
粉
訟

で
ロ
ッ
ク
i
ン
を
担
当
し
た
の
は
、
五
代
と
い
う
若

い
技
術
者
だ
っ
た
。
彼、

五
代
術
文
は
そ
の
後
、
研

究
者
の
道
を
選
ん
で
航
空
宇
宙
技
術
研
究
所
へ
移
り
、

さ
ら
に
は
宇
宙
開
発
窃
楽
団

(
N
A
S
D
A
)
で
初

の
純
国
産
大
型
ロ
ケ
ッ
ト

H
'H
の
開
発
を
指
搬
す

る
こ
と
に
な
る
。

1
9
5
7年
(

昭

和

幻

年

)

ソ

ビ

エ

ト
迎
邦
は
世

界
初
の
人
工
衛
星

「
ス
プ

l
ト
ニ
ク
1
号
」
を
打
ち
上
げ
、
世
界

を
筋
か
せ
た
。
日
本
で
も
「
字
館
時
代
」
と
い
う
言
葉
が
新
聞
や

雑
誌
の
見
出
し
に
印
刷
り
、
糸
川
ら
の

ロ
ケ
ッ
ト
へ
の
期
待
と
注
目

度
は
一

一間
嶋
し
た
。
糸
川
は
チ
ャ
ン
ス
と
ば
か
り
に
あ
ち
こ
ち
で

立
伝
に
努
め
た
が
、
実
際
は
カ
ツ
パ
の
開
発
に
メ
ド
が
立
た
な
い

と
い
う
危
機
的
な
状
況
に
あ
っ
た
。
同
年
ロ
月
、

K
4
型
の
開
発

を
中
止
す
る
決
定
が
下
さ
れ
た
。
も
は
や
旧
日
本
震
の
遺
産
で
あ

る
ダ
ブ
ル
ベ

1
ス
型
推
進
剤
に
頼
っ
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
か

m月
4
目
、

写
真
上
・
手
作
り
の
遺
跡
用
ア
ン
テ

ナ
。
も
ち
ろ
ん
手
動
で
追
尾
す
る
。

写
真
下
・
カ
ッ
パ
8
型
ロケ
ッ
ト
の

前
の
こ
人
の
リ
ー
ダ
ー
。
左
が
糸
川

英
失
策
大
教
段
。
右
は
観
測
賞
任
者

の
前
田
憲
二
京
大
教
浸



型
へ
と
改
良
さ
れ
、
1
9
8
8年
ま
で
観
測
朋
ロ
ケ
ッ
ト
と
し
て

使
わ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

っ
た
。
次
に
側
発
す
る
K
5
型
で
は
、

を
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
型
椛
進
剤

K
B型
の
滑
り
込
み
セ
l
フ

立
ち
シ
ヨ
ン
の
霊
感
で
内
之
浦
へ

I
C
Y終
了
後
、

K
8型
や

9
型
の
開
発
に
か
か
っ
た
あ
た
り

か
ら
、
そ
ろ
そ
ろ
巡
川
海
岸
で
の
打
ち
上
げ
が
限
界
に
き
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
始
め
た
。
道
川
か
ら
大
陸
へ
は
、

U

胤
短
で

約
7
0
0キ
ロ
、
ど
ん
な
に
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
つ
方
向
を

工
夫
し
て
も
1
0
0
0
キ
ロ
で
届
い
て
し
ま
う
。
も
し

も
中
国
や
ソ
速
に
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
込
ん
で
し
ま

っ
た

ら
、
と
ん
で
も
な
い
国
際
問
題
に
発
一泌
す
る
だ
ろ
う
。

こ
の
時
期
の
ロ
ケ
ッ
ト
は
だ
い
た
い
到
逮
高
度
の
二
倍

弱
の
距
離
を
飛
ん
で
い
た
。
K
9
m
一の
検
討
で
は
、
ね

度
3
0
0
キ
ロ
が
現
実
の
口
擦
と
し
て
見
え
て
き
て
い

た
。
新
し
い
打
ち
ヒ
げ
場
所
を
採
さ
な
く
て
は
な
ら
な

3

。鹿
児
島
県

・
内
之
浦
町
に
、
糸
川
英
夫
が
自
ら
現
地

調
査
に
赴
い
た
の
は
1
9
6
0年

ω月
お
目
だ
っ
た
。

図
鉄
の
鹿
屋
駅
近
く
で
タ
ク
シ
ー
を
頼
み
、
内
之
浦
に

行
き
た
い
と
い
う
と
、
迎
転
手
は
号
口
を
左
右
に
し
て
燦

色
を
示
し
た
。
ど
う
や
ら
滋
が
非
常
に
怒
い
の
で
行
き

た
く
な
い
ら
し
い
。
す
る
と
糸
川
は

「じ
ゃ
あ
、
私
が

と
い
う
と
、
巡
転
手
を
助
手
に
移

K
5型
は
、
第

一
段
に

K
3
型
の
ダ
ブ
ル
ベ

l
ス
製
推
進
剤
の

も
の
を
使
い
、
第
二
段
を
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
担
推
進
剤
を
使
っ
て
新

た
に
開
発
し
た
ロ
ケ
ッ
ト
だ
っ
た
。
こ
の
ロ
ケ
ッ
ト
は

1
9
5
8

年
6
月
日
日
か
ら
剖
日
ま
で
の

「
ロ
ケ
ッ
ト
観
測
世
界

日
」
に
ぎ
り
ぎ
り
で
間
に
合
っ
た
。
テ
ス
ト
打
ち
上
げ

は
な
し
、
ぶ
っ
つ
け
本
喬
だ

っ
た
。

三
基
の
打
ち
上
げ
が
失
敗
し
た
後
、

6
月
初
日
の

4

号
機
で
K

6
型
は
高
度
刊
キ
ロ
に
到
達
し
、
町M
M
州
大
気

の
観
測
デ
ー
タ
を
地
上
に
送
信
し
て
き
た
。

そ
の
後
、
ロ
月
末
の

l
G
Y終
了
ま
で
に
、

K

6
型

は
九
基
が
打
ち
上
げ
ら
れ
七
基
が
成
功
し
た
。
到
述
廿
何

度
も
川
μ
月
お
日
打
ち
上
げ
の
日
号
機
が
時

・
5
キ
ロ
を

記
録
し
た
。
そ
の
観
測
デ
ー
タ
で
、
日
本
は
辛
う
じ
て

I
G
Y
で
の
国
際
的
な
役
割
を
果
た
す
・
」
と
が
で
き
た
。

l
G
Y
の
終
了
後
も
、
よ
り
高
い
匂
雌
附
を
目
指
し

て
カ
ツ
パ
ロ
ケ
ッ
ト
の
改
良
は
続
い
た
。
第

一
段
に
も

コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
型
推
進
剤
を
使
っ
た
K
8
型
は
、

1
9

6
0
年

7
月
日
目
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
l
号
機
で
高
度

1
5
0
キ
ロ
に
到
達
、
間
口
日
の
2
号
機
は

1
8
3
キ

ロ
ま
で
記
録
を
伸
ば
し
た
。
そ
の
後
も
三
段
式
の
K
9

道
川
湾
岸
で
の
カ
ッ
パ
ロ
ケ
ッ
ト
の

打
ち
上
げ

牢
歯
拐
の
歴
史
1

ロ
ケ
ツ

巡
転
し
ま
し
ょ
う
」

し
て
自
ら
ハ
ン
ド
ル
を
録
っ
た
。



「東
大
の
先
生
が
来
ら
れ
る
」
と
い
う
こ
と

い
た
内
之
浦
町
の
ほ
う
は
、
糸
川
が
自
ら
タ
ク
シ
ー
を
巡
転
し
て

や
っ
て
き
た
の
に
仰
天
し
た
。
彼
ら
の
閏
定
観
念
で
は
、
偉
い
先

生
と
い
う
の
は
税
か
に
ク
ル
マ
を
運
転
さ
せ
て
後
部
座
席
に
乗
っ

て
い
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
だ
。

糸
川
は
内
之
浦
町
の
い
く
つ
か
の
場
所
を
精
力
的
に
見
て
回
っ

た
。
町
内
に
は
太
平
洋
に
而
し
て
十
戸
ほ
ど
の
自民
坪
と
い
う
集
務

が
あ
る
。
町
の
中
心
か
ら
嶋
崎
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
ま
だ
電
気
も

通
じ
て
い
な
い
小
さ
な
集
落
だ
っ
た
。
そ
こ
を
巡
っ
た
時
、
糸
川

は
尿
怠
を
他
し
て
海
に
向
か
っ
て
立
ち
小
便
を
し
た
。
そ
こ
で
何

事
か
が
彼
の
顕
に
閃
い
た
ら
し
い
。
「
こ
こ
を
調
査
し
て
み
ま
し

ょ
う
」
と
い
い
、
草
む
ら
に
分
け
入
っ
て
い
っ
た
。
山
が
ち
の
地

形
で
一
一
見
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
に
適
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い

場
所
だ
っ
た
が
、
短
時
間
の
見
聞
で
糸
川
の
心
は
間
ま
っ
た
。
こ

こ
に
し
よ
う
。
山
を
削
っ
て
谷
を
組
め
れ
ば
場
所
は
作
れ
る
し
、

あ
ち
こ
ち
の
総
に
は
追
跡
管
制
施
設
を
作
れ
ば
よ
い
。

あ
ま
り
に
も
出
来
す
ぎ
た
話
な
の
だ
が
、
糸
川
に
同
行
し
て
い

た
東
大
事
務
官
の
下
村
澗
ニ
朗
が
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
曾
い
て
い

る
の
で
ど
う
や
ら
事
実
ら
し
い
。

決
心
が
つ
け
ば
糸
川
の
行
動
は
速
か

っ
た
。
町
長
を
初
め
と
し

た
町
の
有
力
者
へ
の
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
基
地
建
設
の
申
し
込
み
、

長
坪
地
区
の
各
戸
へ
の
説
明
、
そ
し
て
漁
業
関
係
者
へ
の
説
明
。

1
9
6
2年
2
月
2
日
、
内
之
浦
で
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
基
地
の
起

工
式
が
行
わ
れ
た
。

を
し
て

内
之
浦
で
の
打
ち
上
げ
を
前
徒
に
し
た
次
世
代
ロ
ケ
ッ
ト
の
ラ

ム
ダ

(L
ロ
ケ
ッ
ト
)
、
さ
ら
に
そ
の
次
の
ミ
ュ

l
(
M
ロ
ケ
ッ

ト
)
の
検
討
も
始
ま

っ
た
。
ラ
ム
ダ
の
目
標
は
官何
度
1
0
0
0
キ

ロ
の
内
部
パ
ン

・
ア
レ
ン
裕
の
観
測
、
そ
し
て
ミ
ュ

ー
は
高
度
1

万
キ
ロ
の
外
部
パ
ン

・
ア
レ
ン
帯
の
観
測
を
目
指
し
て
い
た
。

計
算
よ
は
、
ミ
ュ

l
の
打
ち
上
げ
能
力
な
ら
ば
、
侃
附
忠
一打
ち
上

げ
も
可
能
だ
っ
た
。

カ
ツ
パ
の
輔
出
に
成
功
、

し
か
し
・
・・

糸
川
は
ロ
ケ
ッ
ト
の
た
め
に
必
袈
と
あ
れ
ば
、

人
で
あ
れ
会
い
に
い
っ
て
説
明
し
た
し、

た
と
え
東
大
教
授
ら
し

M
U
〈

か
ら
ぬ
振
る
舞
い
と
非
難
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
も
臆
せ
ず
に
行

な
っ
た
。
年
末
の
次
年
度
予
算
編
成
に
追
わ
れ
る
大
蔵
省
に
、

自

ら
焼
き
お
を
下
げ
て
陣
中
見
舞
い
の
差
し
入
れ
を
し
た
こ
と
す
ら

あ
る
。
I
G
Y終
了
後
、

一
時
は
半
績
に
ま
で
洛
ち
込
ん
だ
ロ
ケ

ッ
ト
研
究
の
予
算
は
、
政
界
官
界
財
界
を
横
断
す
る
彼
の
活
動
に

よ
っ
て
、
ま
た
精
加
し
て
い
っ
た
。

そ
の

一
方
で
、
東
大
の
中
で
も
外
で
も
糸
川
へ
の
反
感
が
少
し

ず
つ
育
ち
つ
つ
あ
っ
た
。
派
手
な
発
言
と
行
動

へ
の
嫌
悪
感
、
政

治
家
と
話
を
つ
け
て
多
額
の
予
鍔
を
引
っ
張
っ
て
く
る
こ
と
へ
の

反
感
、
大
学
は
研
究
の
場
で
あ
り
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
の
よ
う
な
技
術

開
発
に
手
を
出
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
反
対
立
見
|

|
加
え
て
糸

川
の
人
を
人
と
も
忠
わ
な
い
よ
う
に
取
れ
る
態
度
が
、
周
悶
に
感

う
つ
ぜ
き

情
的
な
惨
劇
似
を
も
作
り
だ
し
て
い

っ
た
。

そ
れ
が
ど
ん
な



こ
れ
に
加
え
て
、
ヵ
ッ
パ
ロ
ケ
ッ
ト
が

8
砲
で
ほ
ぼ
完
成
の
域

に
達
し
た
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
問
姐
も
浮
七
し
て
き
た
。

1
9

6
1
年

9
月
か
ら
銀
年
に
か
け
て
、
日
士
制
相
続
は
ユ

l
ゴ
ス
ラ
ヴ

ィ
ア
ヘ
カ
ツ
パ
ロ
ケ
ッ
ト

5
築
と
付
印
刷
す
る
地
上
設
備
、
コ
ン
ポ

ジ
ッ
ト
型
推
進
剤
の
製
造
技
術
権
を
販
売
す
る
契
約
を
給
ん
だ
。

こ
こ
ま
で
銅
を
党
餅
で
ロ
ケ
ッ
ト
に
取
り
組
ん
で
き
た
富
士
精
密

に
す
れ
ば
、
そ
の
ロ
ケ
ッ
ト
で
一
応
収
益
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

て
、
ほ
っ
と

一
息
つ
く
思
い
だ
っ
た
ろ
う
。
K
8型
に
は
こ
の
他

に
も
鼠
際
的
に
様
々
な
引
き
合
い
が
あ
り
、

1
9
6
4年
に
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
輸
出
む
成
立
し
た
。

尖
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
輸
出
は
平
和
目
的
の
観
測
附
途
と
し

て
行
な
わ
れ
た
も
の
の
、
ロ
ケ
ッ
ト
を
買
う
側
の
窓
側
は
よ
り
獄

事
寄
り
だ
っ
た
。
先
進
凶
は
間
体
ロ
ケ
ッ
ト
、
特
に
コ
ン
ポ
ジ
ッ

ト
型
推
進
剤
の
技
術
を
獄
事
技
術
と
し
て
開
発
し
て
お
り
、
そ
の

詳
細
は
市
明
機
密
だ

っ
た
。
京
大
の
糸
川
ら
と
打
川
上
納
衝
が
開
発

牢
歯
研
の
歴
史
1

ロ
ケ
ツ

附
い
削
介
で
唯

一
品
作
郎
引
け
的
の
た
め
に
開

発
さ
れ
た
間
体
ロ
ケ
ッ
ト
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
非
川
市
引
川
的
の
ロ

ケ
ッ
ト
な
ら
日
本
か
ら
口
え
る
。
し
か
も
技
術
が
平
に
人
れ
ば
自

分
の
向
で
鉱
弔
問
途
へ
の
応
用
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
だ
。

M
Y
哨点
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
カ
ツ
パ
輸
出
に
あ
た
っ
て
、
指
摘
唱
の
た
め
に

現
地
を
技
術
者
が
訪
れ
る
と
、
交
渉
の
時
に
は
掛
け広
を
幻
て
い
た

相
手
方
関
係
者
が
恕
服
を
着
て
迎
え
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
起

こ
っ
た
。

糸
川
が
学
術
用
途
と
い
っ
て
作
っ
て
き
た
ロ
ケ
ッ
ト
は
実
は
海

外
に
ミ
サ
イ
ル
用
に
売
る
た
め
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
、
学
術

ゐ
の

を
隠
れ
蓑
に
か
つ
て
の
戦
闘
機
設
計
者
が
ま
た
も
兵
総
を
作
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
|
|
こ
の
疑
問
に
対
し
て
糸
川
は
国
会
に
証

人
と
し
て
出
席
し
、

「
カ
ッ
パ
は
誘
導
装
位
を
持
た
な
い
の
で
軍

事
転
用
は
で
き
な
い
」
と
答
弁
し
、

一
応
の
粗
削
附
を
取
り
つ
け
た
。

し
た
ロ
ケ
ッ
ト
だ
け
が
、



@ 

い
う
会
社
と
ロ
ケ
ッ
ト
の

-・・
松
浦
晋
也

『
中
島
」
と
い
っ
て
、
か
つ
て
の
F
lド
ラ
イ
バ
ー

の
中
島
信
を
思
い
出
す
か
、
あ
る
い
は
中
島
み
ゆ
き

の
八
ス
キ
l
ボ
イ
ス
を
思
い
出
す
か
、
は
た
ま
た

『
サ
ザ
工
さ
ん
』
の
カ
ツ
オ
の
笈
入
を
思
い
出
す
か

l
l人
そ
れ
ぞ
れ
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
中
島
飛
行

織
と
い
う
会
社
の
こ
と
を
・
く
。

中
島
飛
行
機
は
1
9
1
7
年
に
役
立
さ
れ
、

1
9

4
5年
に
日
本
が
戦
争
に
負
け
る
と
と
も
に
消
滅
し

色
，
〈
へ
い

た
。
中
島
知
久
平
と
い
う
カ
リ
ス
マ
に
率
い
ら
れ
た

不
思
議
な
会
社
だ
っ
た
が
、
そ
の
影
幽
冒
は
会
社
が
な

く
な
っ
て
か
ら
団
年
も
経
つ
現
在
も
続
い
て
い
る
。

そ
し
て
、
日
本
の
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
は
、
中
島
飛
行
微

な
く
し
て
あ
り
え
な
か
っ
た
。

し
た
。
こ
れ
が
中
島
飛
行
機
で
あ
る
。

こ
の
会
社
の
特
異
性
は
、
中
島
知
久
平
と
い
う
男

の
性
格
や
思
考
に
よ
る
と
ご
ろ
が
大
き
い
。
中
島
に

と
っ
て
、
こ
の
会
社
は
「
閣
の
た
め
国
民
の
た
め
に

高
性
能
の
航
空
機
を
開
発
す
る
」
た
め
の
も
の
だ
っ

た
。
だ
か
ら
憲
初
か
ら
儲
け
る
こ
と
は
問
題
外
で
、

収
益
が
上
が
る
と
そ
の
す
べ
て
を
妓
術
開
発
と
生
産

設
備
の
磁
備
に
つ
ぎ
込
ん
だ
。
徹
底
し
た
妓
術
霊
視

と
収
益
軽
視
と
そ
は
、
中
島
飛
行
機
に
と
っ
て
至
高

の
ポ
リ
シ
ー
だ
っ
た
。

会
社
の
形
態
は
株
式
会
社
だ
っ
た
が
、
株
式
は
公

開
せ
す
、
中
島
の
六
人
の
兄
弟
だ
け
で
保
有
し
た
。

株
の
値
上
が
り
で
儲
け
る
た
め
で
は
な
く
、
「
戦
争

の
道
具
で
あ
る
飛
行
機
の
生
産
は
、
い
す
れ
戦
争
が

終
わ
る
と
失
速
し
株
価
は
低
迷
す
る
。
そ
の
跨
に
発

生
す
る
嫌
失
は
す
べ
て
兄
弟
で
か
ぶ
り
、
社
会
に
は

迷
惑
を
か
け
ま
い
」
と
考
え
た
た
め
だ
っ
た
。

こ
の
中
島
飛
行
機
で
、
日
本
ロ
ケ
ッ
ト
の
父
で
あ

る
糸
川
英
夫
は
、
白
銀
か
ら
叩
歳
ま
で
設
計
授
舗
と

し
て
働
い
た
。
そ
の
聞
に
、
『
隼
」
戦
闘
機
や
「
鍾

旭
』
戦
闘
機
と
い
っ
た
機
体
の
関
発
に
従
獲
し
て
い

る。
後
に
糸
川
が
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
で
見
せ
る
、
強
引
と

も
思
え
る
宣
伝
や
、
国
際
地
感
観
測
年
で
ロ
ケ
ッ

ト・

ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
地
球
物
理
学
者
の
ニ
ー
ズ
を

聞
い
て
開
発
目
蝿
帽
を
設
定
す
る
と
い
う
手
法
、
あ
る

ae--ら
か

か

ゐ

い
は
締
め
す
に
果
散
に
新
技
術
に
挑
む
姿
勢
は
、
ま

す
間
違
い
な
く
民
間
企
業
で
あ
る
中
島
飛
行
機
で
の

経
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と
だ
。

持
篇
躍
帰
一

、

戦
争
中
、
中
島
飛
行
機
は
、

「疾
風
』
戦
闘
機
、

「
彩
雲
』
偵
察
機
、
『
天
山
』
鑑
上
攻
撃
機
と
い
っ
た

高
性
能
な
軍
用
機
を
次
々
に
開
発
し
、
生
産
し
た
が
、

敗
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
占
領
軍
に
よ
っ
て
財
問
解
体
の

指
定
を
受
け
て
い
く
つ
も
の
会
社
に
分
割
さ
れ
た
。

し
か
し
分
か
れ
た
会
社
に
は
、
中
島
飛
行
織
の
妓
術

第
一
の
姿
勢
が
受
け
継
が
れ
て
い
た
。

そ
ん
な
中
島
飛
行
機
直
系
の
一
つ
で
あ
る
富
士
精

密
工
業
が
、
糸
川
の
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
を
引
き
受
け
る

こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
O
Bの
糸
川
に
す
れ
ば
、

富
士
精
密
に
は
仕
穆
を
頼
み
や
す
か
っ
た
と
い
う
こ

と
は
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
三
菱
電
工
で
す
ら
二

の
足
を
踏
ん
で
結
局
断
っ
た
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
を
、
富

士
精
密
が
引
き
受
け
た
背
祭
に
は
、
世
間
術
第
一
と
い

中
島
知
久
平
は
、
非
常
に
先
の
読
め
る
人
物
だ
っ

た
。
海
軍
機
関
大
尉
を
し
て
い
た
1
9
1
0年
、
つ

ま
り
ラ
イ
ト
兄
弟
が
飛
行
機
を
発
明
し
て
か
ら
7
年

後
に
、
は
や
く
も
「
日
本
は
軍
艦
な
ど
を
繍
え
る
よ

り
も
航
空
機
で
武
装
す
べ
き
」
と
考
え
、
行
動
を
開

始
す
る
。
憲
初
は
海
軍
内
部
で
自
分
の
憲
見
を
説
い

た
が
、
な
か
な
か
理
解
を
得
ら
れ
す
、

1
9
1
7
年ue・』

に
退
役
し
て
故
郷
で
飛
行
機
を
製
造
す
る
会
社
を
輿



う
中
島
D
N
Aが
あ
っ
た
と
思
っ
て
間
違
い
な
い
。

ち
な
み
に
富
士
綿
密
は
そ
の
後
プ
リ
ン
ス
自
動
車

と
名
前
を
変
え
、
舎
に
続
く
一
大
ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ

た
自
動
車
を
開
発
す
る
。
『
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
』
だ
。

そ
の
後
、
日
産
自
動
車
と
の
合
併
で
、
ス
カ
イ
ラ
イ

ン
は
臼
涯
の
も
の
と
な
り
、
A

フ
も
同
名
の
自
動
車
が

作
り
続
け
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
中
島
飛
行
機
が
分
割
さ
れ
た
結
果
、
で

き
た
会
社
の
一
つ
に
、
富
士
量
工
業
が
あ
る
。
富
士

量
工
は
戦
後
、
名
車
『
ス
パ
ル
3
6
0」
か
ら
始
ま

る
、
妓
術
的
に
非
常
に
奨
レ
い
自
動
車
を
次
々
に
開

発
し
て
き
た
。
現
行
の
『
イ
ン
フ
レ
ツ
サ
』
に
も
使

わ
れ
て
い
る
水
平
対
向
エ
ン
ジ
ン
に
よ
る
四
繍
駆
動

に
は
、
筏
術
優
先
の
中
島
D
N
Aが
ひ
そ
か
に
受
け

蝉
障
が
れ
て
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

宇
宙
研
の
ロ
ケ
ッ
ト
、
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
、
イ
ン
フ

レ
ッ
サ

l
!こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
回
年
前
に
消
滅
し

た
特
異
な
会
社
が
現
代
に
残
し
た
兄
弟
な
の
で
あ
る
。

-
濠
テ
ス
ト
当
自
の
M

・V
ロ
ケ
ッ
ト
l
号
織
.
ょ
に
写
っ
て

い
る
の
は
展
示
さ
れ
て
い
る
M
'V
地
よ
鼠
験
憐

い
-Z霊
と
ロ
ケ
ッ
ト
の
関
係

内之浦宇宙観測所にIII示されている地上鼠験"は、初貨もt骨遣も本

物と同じである



時
に
2
0
0
0年
1
月
終
わ
り
。
角
川
の
出
版
配
念
パ
ー
テ
ィ
ー
だ
の
宇

宙
作
家
ク
ラ
ブ
の
会
合
だ
の
微
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
こ
な
し
た
笹
本
は
、

N
T

T
鹿
屋
に
内
之
浦
で
使
、
っ
霊
拍
回
線
の
申
し
込
み
ま
で
し
て
取
材
準
備
を
整

、えれ九
。

菌
回
、

1
9
9
9年
U
月
の
H
oH
ロ
ケ
ッ
ト
8
岳
機
の
取
材
で
、
笹
本
は

そ
れ
ま
で
の
日
杢
予
宙
開
発
史
上
最
大
の
失
敗
に
立
ち
会
う
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
自
前
の
電
話
回
線
も
用
意
し
て

な
か
っ
た
か
ら
せ
っ
せ
と
グ
レ
ー
の
I
S
D
N公
衆
電
話
に
つ
な
い
で
宇
宙

作
家
ク
ラ
ブ
の
メ
イ
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
流
し
て
い
た
情
報
は
、
野
呂
小
l
ド

は
じ
め
各
五
回
で
色
々
と
役
に
立
っ
た
ら
し
い
。

で
は
、
今
自
は
申
士
宮
作
家
ク
ラ
ブ
で
皇
制
の
ニ
ュ
ー
ス
掲
示
板
を
立
ち
上

げ
て
、
現
地
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
凍
報
を
流
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

そ
ん
な
も
の
立
ち
上
げ
て
も
無
事
な
打
ち
ょ
げ
が
伝
え
ら
れ
る
だ
け
で
、

あ
と
は
何
の
役
に
も
立
た
な
い
ほ
う
が
よ
い
の
だ
が
、
で
も
万
が

一
の
事
態

や
考
え
て
手
を
打
っ
て
お
か
な
い
よ
う
で
は
、
宇
宙
開
発
の
な
ん
た
る
か
を

報
準
。
，
る
資
格
な
ど
な
い
。

そ
し
て
、
誼
闘
の
取
材
の
時
点
で
は
九
州

・
大
隅
半
島
の
は
じ
っ
こ
に
あ

る
内
之
浦
で
は
携
帯
霊
拍
は
つ
な
が
ら
ず
、
鹿
児
島
子
宙
空
間
観
測
所
の
肥

者
室
に
は
ネ
ッ
ト
に
つ
な
げ
ら
れ
る
八
会
魯
蕗
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
他
の
祖
惣
聞
に
、

N
T
Tに
申
し
込
ん
で
犯
者
室



に

頂

り

λv必
突
か
あ
る
。

幸
い
に
し
て
宇
宙
研
か
ら
流
さ
れ
た
取
材
要
綱
に
は
記
者
室
に
電
話
回
線

争
設
置
す
る
た
め
の
申
し
込
咋
先
の
記
載
か
あ
っ
た
。

l
月
引
品
目
円
打
ち
合
わ
せ
そ
の
他
の
同
盟
事
で
都
心
に
出
る
つ
い
で
に
実
家

の
あ
る
武
蔵
小
ゐ
非
の
駅
近
く
の
N
T
T
で
申
し
込
み
を
し
よ
う
と
患
っ
た

ら
、
営
畢
附
は
い
つ
の
間
に
や
ら
統
警
固
さ
れ
て
な
く
な
っ
て
お
り
、
ご
用

の
方
は
府
中
か
国
分
寺
の
営
業
所
に
行
け
と
の
讐
去
、
置
き
が
む
な
し
く
嵐
に

ひ
る
が
え
っ
て
い
る
。

今
か
ら
そ
ん
な
遠
回
り
を
し
て
い
る
時
同
は
な
い
の
で
、
J

R
武
蔵
小
金

井
の
釈
で
1
1
6
に
電
路
を
か
け
、
こ
れ
か
ら
打
ち
合
わ
せ
に
出
る
銀
座
近

辺
の
営
梁
所
の
理
事
孟
聞
い
た
ら
、
港
区
の
営
業
所
に
霊
耐
を
か
け
て
き
い

て
く
れ
、
と
た
ら
い
回
し
さ
れ
る
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で
ち
ま
ち
ま
と
電
話

代
や
品
惚
ご
う
と
す
る
と
は
、
お
そ
る
べ
し
N
T
T
の
営
業
努
九

も
ち
ろ
ん
そ
の
後
も
何
回
か
か
け
直
し
を
強
要
さ
れ
、
最
終
的
に
東
銀
座

に
営
業
研
か
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
笹
本
は
、
午
後
4
時
ま
で
と
い
う
先
様

の
蛍
築
時
闘
に
あ
わ
せ
て
打
ち
合
わ
せ
の
勝
同
易
幾
っ
か
鍾
凶
し
に
し
、
出

銭
け
た
先
で
や
っ
と
霊
前
回
線
の
申
し
込
み
議
ま
す
こ
と
が
で
き
た
。

2
0
0
3年
現
在
、
内
之
浦
の
鹿
児
島
宇
宙
空
間
観
測
所
で
も
様
子
島
宇

宙
セ
ン
タ
ー
で
も

a
u
の
C
O
M
A
'
O
N
Eは
つ
な
が
る
の
で
、
取
材
の
た

び
に
保
笠
且
や
ら
ヱ
官
舎
費
や
ら
い
ろ
い
ろ
と
名
目
を
つ
け
て
料
金
各
車
勺
れ

る
こ
と
も
、
ま
た
ど
こ
に
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
営
業
所
に
申
し
込
み
に
出

か
け
て
目
別
払
い
を
喰
ら
う
こ
と
も
な
く
な
っ
て
い
る
の
は
あ
り
が
た
い
限

り
で
あ
る
。

角
川
の
ア
ニ
メ
コ
ミ
ッ
ク
編
集
拐
の
新
春
パ
ー
テ
ィ
ー
と
か
、
冬
コ
ミ
で

発
刊
さ
れ
た
園
回
健

一
土
曜
の
向
人
誌
の
打
ち
上
げ
パ
ー
テ
ィ
ー
と
か
、
ソ

ノ
ラ
マ
編
集
部
で
の
打
ち
合
わ
せ
と
か
、
色
々
と
用
事
多
湧
ま
せ
た
笹
本
は
、

M
E
V
4号
機

2
月
3
日
に
母
方
の
図
舎
が
あ
る
鳥
取
に
向
か
っ
て
新
幹
線
で
東
京
を
出
発

し
た
。
大
阪
で
鳥
取
行
き
特
急
は
く
と
に
乗
り
僚
へ
鳥
駒
市
内
で

一
泊
し

た
笹
本
は
、
翌
日
、
内
之
浦
に
向
け
た
移
動
を
堕

で
は
、

2
月
4
自
の
日
記
か
ら
始
め
て
み
よ
う
。

1Æ回するランチャ-~8I!oNASDAでは考えられないほど
ロケットと報道陣の鐙般が近い



@ 

ス
乗
り
場
で
街
間
行
き
高
速
パ
ス
を
待
つ
。

な
ん
か
ど
こ
行

っ
て
も
同
じ
こ
と
ば
っ
か
り
言
っ

て
る
よ
う

な
気
が
す
る
が
、
小
倉
駅
前
も
す

っ
か
り
線
変
わ
り
し
て
い
た
。

替
は
手
前
で
途
切
れ
て
い
た
モ
ノ
レ
ー
ル
が
J
R
駅
納
内
ま
で

乗
り
入
れ
て
い
る
。
見
覚
え
の
な
い
オ
ブ
ジ

ェ
も
地
え
て
い
る

よ
う
な
気
が
す
る
。
バ
ブ
ル
期
以
降
の
地
方
都
市
の
変
貌
は
ま

こ
と
に
激
し
い
。

パ
ス
待
ち
の
時
間
に
、
綴
影
用
の
デ
ジ
タ
ル
ス
チ
ル
カ
メ
ラ

を
ひ

っ
ぱ
り
出
し
て
試
開
閉
し
て
み
る
。
と
り
あ
え
ず
駅
前
の
写

其
を
搬
り
、
金
色
の
彫
像
を
鉛
影
し
て
い
る
う
ち
に
パ
ス
が
来

た
の
で
乗
る
。

指
定
さ
れ
た
停
留
所
で
下
車
、
高
速
パ
ス
乗
り
場
か
ら
歩
い

て
5
分
程
度
の
場
所
に
あ
る
九
州
方
市
補
給
基
地
、
寺
西
宅
に

向
か
う
。

無
事
到
治
し
て
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を
コ
ン
セ
ン
ト
に
接
続
、

一ア

ジ
カ
ム
の
コ
ン
パ
ク
ト
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
ー
を
ア
ダ
プ
タ
ー

で
バ
イ
オ
に
入
れ
て
映
像
を
読
み
だ
す
。

e
g
 

反
応
な
し
?
や
ば
い
な
あ
、
昨
日
新
斡
線
で
バ
イ
オ
を
床

に
明
治
と
し
た
の
が
今
頃
に
な

っ
て
効
い
て
き
た
か
?

結
局
、
コ
ン
パ
ク
ト
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
裏
返
し
に
ア
ダ
プ
タ
ー

に
入
れ
て
い
た
の
が
敗
因
で
あ

っ
た
。
片
隅
が
務
と
さ
れ
て
る

形
だ
も
の
、
逆
じ
ゃ
あ
入
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
の
が
あ
た
り

{注
1
}

こ
の
時
使
っ
て
い
た
の
は

V
A
l
O
ノ
ー
ト
、
初
期
型

の
無
印

5
0
5号
で
あ
る
。

{
笹
)

鳥
取
駅
を
朝
8
時

3
分
に
出
発
す
る
特
急
い
な
ば
(
そ

1
ゆ

i
の
が
あ
る
)
に
乗
ら
な
い
と
、
開
山
に
行
け
な
い
。
正
確
に

い
え
ば
、
鳥
取
、
岡
山
間
で
乗
り
継
ぎ
に
乗
り
縦
ぎ
を
露
ね
れ

ば
時
間
を
か
け
て
岡
山
駅
に
は
辿
り
粁
け
る
の
だ
が
、
乗
り
換

え
な
し
で
岡
山
に
行
け
る
特
急
は
次
は
午
後
の
l
時
過
ぎ
に
な

る
の
で
あ
る
。

と
い
う
わ
け
で
、
朝
の
7
時
に
は
目
を
覚
ま
し
、
7
時
必
分

に
は
動
き
だ
す
。

鳥
取
駅
に
は
す
で
に
附
山
行
き
特
急
い
な
ば
が
入
総
し
て
お

り
、
と

っ
と
と
禁
煙
車
両
の
自
由
席
に
乗
り
込
む
。

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を
聞
い
て
日
記
を
お
き
、
絞
る
。
山
絵
地
方
、

山
の
中
に
入
る
と
吹
雪
で
、
繍
殴
り
の
雪
の
中
を
走
っ
て
い
る

と
北
海
道
に
で
も
い
る
よ
う
だ
。

陶
山
泊
、

m時
。
完
応
で
日
替
わ
り
拡
の
内
弁
当

(
税
込
み

5
0
0円
}
を
由
民
っ
て
ホ

l
ム
に
上
が
る
と
、
ち
ょ
う
ど
上
り

の
の
ぞ
み

7
0
0系
が
走

っ
て
い
く
。
普
通
の
車
両
も
飛
行
機

の
よ
う
に
丸
い
が
、
先
端
部
の
と
が
り
円
窓
口
は
ジ

ェ
ッ
ト
旅
客

機
と
い
う
よ
り
も
超
音
速
旅
客
隙
、
コ
ン
コ
ル
ド
を
思
わ
せ
る
。

あ
り
ゃ
あ
か

っ
こ
い
い
わ
。

博
多
行
き
の
ひ
か
り
に
乗
り
換
え
、
お
弁
当
食

っ
て
、
ロ
時

く
ら
い
に
小
倉
駅
到
着
。
北
九
州
市
の
九
州
方
而
補
給
基
地
司

令
兼
不
気
味
社
社
主
で
あ
る
寺
聞
に
屯
話
を
入
れ
、
駅
前
の
パ



前
。

P
C
カ
1
ド
に
す
ん
な
り
入
れ
ば
そ
れ
で
正
解
だ
と
思
う

〉
、，
。

4
0

・νデ
ジ
カ
ム
の
映
像
は
、
い
ち
ば
ん
映
像
サ
イ
ズ
を
食
わ
な
い

形
で
搬
影
し
て
、

J
P
E
G
で
ほ
ぼ
印
キ
ロ
に
な
る
。
こ
の
ま

ん
ま
で
も
ウ
ェ
ブ
に
流
せ
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
庇
紡
し
た
り

切
っ
た
り
張
っ
た
り
で
き
た
ほ
う
が
よ
ろ
し
い
。
ん
で
、
そ
の

手
の
作
業
に
似
れ
て
い
な
い
笹
本
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
そ
の

た
め
の
作
業
を
行
な
う
手
順
を
寺
西
に
教
割
出
し
て
も
ら
う
。

新
し
く
ネ
ッ
ト
上
に
立
ち
上
げ
た
宇
宙
作
家
ク
ラ
ブ
の
ニ
ュ

ー
ス
掲
示
板
は
、
画
像
を
貼
り
込
め
る
仕
様
に
な

っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

笹
本
は
、
基
本
的
に
写
真
を
紛
ら
な
い
人
だ
っ
た
。
そ
も
そ

も
カ
メ
ラ
を
持
ち
歩
く
習
慣
が
な
け
れ
ば
、
旅
行
先
で
写
真
を

織
り
ま
く
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
普
段
や
ら
な
い
こ
と
で

も
そ
れ
が
で
き
る
道
具
が
デ
ジ
カ
メ
を
含
め
て
身
の
閥
り
に
あ

れ
ば
試
し
て
み
た
く
な
る
の
が
人
の
常
で
、
と
に
か
く
小
倉
ま

で
来
た
証
拠
に
綴

っ
た
駅
の
写
其
を
縮
小
し
て
テ
ス
ト
が
て
ら

貼
り
付
け
て
み
る
。
お
お
、
貼
り
付
く
鮎
り
付
く
。
ん
じ
ゃ
こ

れ
で
い
い
わ
け
だ
な
。

先
行
し
た
笹
本
よ
り
遅
れ
て
東
京
を
出
る
予
定
の
あ
さ
り
よ

し
と
お
か
ら
屯
話
連
絡
が
あ
る
。
明
日
の
飛
行
機
じ
ゃ
な
く
て

も
う
新
幹
線
に
乗
っ
て
る
っ
て
フ
当
初
の
予
定
で
は
あ
さ
り

は
明
日
の
朝
一
議
の
飛
行
機
で
鹿
児
・

μ空
港
に
来
る
は
ず
だ
っ

た
の
だ
が
、
今
夜
最
後
の
一雨
問
者
で
九
州
入
り
す
る
こ
と
を
考

M
s
V
4暑
樋

え
て
い
る
ら
し
い
。
ど
う
せ
あ
奴
の
こ
と
だ
か
ら
自
の
前
に
来

{注

E}

当
時
の
ネ
ッ
ト
現
場
は
、

電
話
回
線
に
ア
ナ
ロ
グ
続
続
が

一
般
的
だ
っ
た
。
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
と
い
う
憲
議
は
、
ま

だ
発
明
さ
れ
て
い
な
い
。

{
径
}

る
ま
で
は
信
用
し
な
い
の
だ
が
、

確
認
の
た
め
に
内
之
浦
の
字

街
セ
ン
タ
ー
に
屯
話
を
入
れ
て
報
道
イ
ベ
ン
ト
に
変
更
が
な
い

か
聞
い
て
み
る
。

当
初
の
予
定
で
は
、
記
者
集
合
は
ロ
時
初
分
。
と
こ
ろ
が
、

こ
い
つ
が

9
時
却
分
に
変
更
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
あ
り
や
ま
。

「報
道
関
係
各
社
に
は
連
絡
し
た
は
ず
で
す
」

聞
い
て
な
い
ぞ
。

「ど
ち
ら
で
す
か
?

宇
宙
作
家
ク
ラ
ブ
?

あ
あ
、
連
絡
し

て
ま
せ
ん
」

い
や
、
こ
れ
で
わ
か
っ
た
か
ら
い
い
ん
で
す
け
ど
。
確
認
し

て
お
い
て
よ
か
っ
た
。
予
定
通
り
に
内
之
浦
に
つ
い
た
ら
取
材

を
終
え
た
報
道
陣
し
か
い
な
い
の
は
悲
し
す
ぎ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
内
之
浦
に
明
日
の
朝
9
時
に
到
犯
し
よ

う
と
思
っ
た
ら
、
こ
こ
北
九
州
を
朝
の
3
時
く
ら
い
に
山
山
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
計
算
に
な
る
。
う
そ
お
。

あ
さ
り
に
報
道
闘
係
者
集
合
時
間
の
変
更
を
伝
え
、
縮
問
到

活
に
変
更
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

ん
で
、
あ
さ
り
に
頼
ま
れ
た

I
S
0
8
0
0
の
フ
ィ
ル
ム
を

買
う
の
と
、
あ
と
や

っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
出
発
準
備
の
た

め
に
町
に
出
る
。
そ
れ
か
ら
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
行
っ
て

借
り
だ
す
予
定
の
寺
西
の
自
動
車
、
ト
ヨ
タ

・
チ
ェ
イ
サ
|
の

タ
イ
ヤ
圧
を
点
検
。
1
キ
ロ
ち
ょ
っ
と
に
低
下
し
て
い
た
空
気

圧
を
2
キ
ロ
ま
で
詰
め
直
す
。



州

っ
て
米
て
か
ら
、

む
ザ
附
と
、

あ
と
地
バ
の
ま
ん
が
米
て
る

さ
郎
氏
と

一
紛
に
、
前
例
も
う
ま
か

っ
た
謝
謝
大
飯
山
に
夕
食

を
食
い
に
い
く
。
鮫
子
、

妙
飯
、

頼
ん
で
み
ん
な
で
食
べ
る
。

や
き
そ
ば
な
ど
を
大
盛
り
で

む
す
西
宅
に
一日明
っ
て
来
て
、

縮
問
山
市

ur刷
出

浴
に
到
帆
制
す
る
あ
さ
り
の
迎
え
は
守
闘
に
ま
か
せ
て
、

2
月
5
日
、土
曜
日
、ほ
ぼ
金
行
程
晴
れ

2
時
半
過
ぎ
に
起
こ
さ
れ
、
九
州
方
面
補
給
基
地
か
ら
出
発

す
る
。

荷
物
を
積
み
込
み
、
パ
ス
通
り
に
山
山
た
と
こ
ろ
の
ポ
プ
ラ
と

い
う
コ
ン
ビ
ニ
で
貿
い
だ
し
を
し
て
尚
速
道
路
に
采
る
。
北
九

州
郷
市
高
速
か
ら
九
州
自
動
車
道
、
宮
崎
自
動
指
追
を
続
て

6

時
過
ぎ
に
郎
城
で
降
り
る
。

だ
い
た
い

2
時
間
に

一
度
の
べ

1
ス
で
休
恕
を
と
り
、
朝
食

は
ぶ
レ
仰
ぶ
を
過
ぎ
た
あ
た
り
の
コ
ン
ビ
ニ
で
弁
当
を
口
っ
てい
恥

小
で
食
う
。
と
き
ど
き
追
を
川
巡
え
た
り
し
な
が
ら
内
と
洲
下

山
セ
ン
タ
ー
に
9
時
前
に
は
照
明
辿
り
同
引
い
た
。

い
山
行
-U中

a

に
は
光
州
川
の
ぷ
行
は

一
知
だ
け
。
し
か
し
、
的
川
先

生
自
ら
が
楽
内
し
て
く
だ
さ
る
施
設
け
法
子
ツ
ア

l
の
引
に
は
却

人
ほ
ど
の
取
材
仰
が
集
ま

っ
た
。

ロ
ケ
ッ
ト
行
制
-un
、
術
い
来
日
制
常
、
テ
レ
メ
ト
リ
l
セ
ン
タ

ー
な
ど
を
刷
る
。

1
9
9
8年
の
ロ
刀
に
完
成
し
た
と
い
う
剖
メ
ー
ト
ル
パ
ラ

ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
は
術
坐
の
追
跡

mで
、
司
税
範
闘
を
軌
道
速
度

@ 

発
に
備
え
て
絞
る
。

よ
サ
凶
と
あ
さ
り
は
お
時
に
紛

っ
て
米
て
、

来
た
以
目
的
版
の
ビ
デ
オ
、

そ
の
ま
ま
持

っ
て

ア
イ
ア
ン
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
を

μは
じ

め
る
。
笹
本
は
部
川
島
を
笈
え
て
波
紋
け
る
。
意
外
に
・
絞
れ
る
も

ん
だ
な
、
こ
ん
な
環
境
で
も
。

で
飛
ん
で
い
く
衛
一星
を
追
跡
す
る
た
め
に
旋
回
速
度
は
l
秒

5

皮
、
帥
川
角
速
度
は
同
じ
く
秒
速

2
・
3
度
と
い
う
と
ん
で
も
な

い
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
と
い
う
。
パ
ラ
ボ
ラ
の
直
径
が
鈎
メ
ー
ト

ル
も
あ
る
の
に
、
こ
い
つ
が

1
8
0度
旋
回
す
る
の
に
わ
ず
か

お
秒
、
一μ西
を
向
い
て
い
た
パ
ラ
ボ
ラ
が
天
頂
を
仰
い
で
そ
の

ま
ま
東
に
綴
り
お
ろ
さ
れ
る
ま
で
に

η抄
と
い
う
の
は
政
み
の

速
度
で
は
な
い
。

的
川
数
回
似

「
す
ご
い
述
肢
で
動
い
て
た
ね
」

通
常
、

U
ト〈
な
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
を
形
市
廿
す
る
J
応
で
は

な
い
わ
な
。

隣
に
は
新
し
い
他
物
が
外
側
だ
け
完
成
し
て
い
て
、
こ
れ
は

耐
合
だ
と
い
う
。
た
だ
し
内
裂
の
千
円
"
は
米
年
川
し
の
た
め
、

内
相
仰
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ら
っ
ぱ
な
し
の
ま
ま
で
あ
る
。

パ
ラ
ボ
ラ
を
ヒ
に
采
せ
た
新
し
い
が
Mm
の
ビ
ル
の
役
目
は
、

そ
の
廿
の
術
以
州
日
制
本
円
で
あ
る
。
前
向
打
ち
上
げ
時
に
は
古
い

プ
レ
ハ
ブ
の
小
に
所
狭
し
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
並
べ
て
い
た
も

の
だ
が
、
今
凶
は
小
さ
な
体
育
館
ほ
ど
む
あ
る
ホ
ー
ル
の
下
分



に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
内
側
向
き
に
箱
型
に
放
ぺ
て
デ
ー
タ
ピ
ツ

ド
を
作
り
、
外
国
人
の
顔
も
見
え
る
ス
タ
ッ
フ

一
同
は
そ
の
中

に
ち
ん
ま
り
と
お
さ
ま
っ
て
い
る
。

残
り
の
半
分
に
は
間
に
合
わ
せ
の
応
接
セ
ッ
ト
な
ど
が
並
ん

で
い
る
。
通
常
、
保
附
U

生一管
制
室
に
は
あ
る
は
ず
の
世
界
地
図
に

波
動
曲
線
が
映
し
だ
さ
れ
る
メ
イ
ン
ス
ク
リ
ー
ン
な
ど
の
設
備

は
こ
こ
に
も
な
い
。

な
ん
か
き
れ
い
に
な
っ
て
し
ま
い
、
入
っ
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ

に
あ
っ
た
炊
き
だ
し
朋
の
台
所
も
ど
っ
か
に
行
っ
て
し
ま
っ
て
、

あ
の
昔
の
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
設
備
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
身

と
し
て
は
少
し
淋
し
い
気
も
す
る
が
、
働
い
て
い
る
ほ
う
に
と

っ
て
は
こ
ん
な
感
惣
は
迷
惑
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
だ
ろ

う
。
に
し
て
も
、
せ
っ
か
く
広
く
な
っ
た
の
に
、
ど
う
し
て
わ

ざ
わ
ざ
ち
ん
ま
り
と
収
ま
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

「あ
れ
く
ら
い
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
い
る
ほ
う
が
、
使
い
勝
手

が
い
い
ん
で
す
」

似
れ
も
あ
る
ん
だ
ろ
う
な
あ
。

こ
の
ア
ン
テ
ナ
の
そ
ば
に
小
さ
な
ア
ン
テ
ナ
が
あ
り
、
話
に

よ
る
と
、
こ
れ
が
自
爆
指
令
送
信
用
ら
し
い
。

発
射
管
制
家
は
、
装
備
が
改
変
さ
れ
、
古
い
設
備
が
他
に
持

っ
て
い
か
れ
た
た
め
か
、
ず
い
ぶ
ん
す
っ
き
り
し
て
い
た
。
こ

こ
で
は
あ
い
か
わ
ら
ず
破
媛
指
令
を
送
る
自
燦
コ
マ
ン
ド
送
信

装
置
が
人
気
を
集
め
て
い
た
。

-
3
 

こ
こ
に
、
衛
星
の
性
能
淡
の
フ
ァ
イ
ル
が
掛
川
い
で
あ
り
、
五

M
'
V
4喜
機

し
よ
う

c
m

，

代
、
と
い
う
腕
前
の

一
刻
版
の
ラ
ベ
ル
ら
し
い
も
の
が
遊
び

{注
3
-

実
際
の
打
ち
上
げ
で
は
、

打
ち
上
げ
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
の

細
か
い
部
分
が
直
前
ま
で
変

更
さ
れ
る
。
憲
後
に
そ
れ
ら

の
変
更
を
す
べ
て
ま
と
め
て

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
し
た
性
能
計

算
・
と
い
う
文
・
を
作
成
し
、

関
係
者
会
員
が
集
ま
る
フ
リ

ー
フ
イ
ン
グ
で
衆
知
徹
底
す

る
。
そ
の
文
・
の
表
紙
に
、

的
川
先
生
が
毎
回
凝
っ
た
パ

ロ
デ
ィ
を
作
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
(
総
}

の
よ
う
に
貼
り
付
け
で
あ
っ
た
。

そ
の
正
体
に
気
が
つ
い
た
の
は
あ
さ
り
だ
っ
た
。

「あ
れ
見
た
か
」

「見
た
け
ど
」

突
は
、
こ
の
焼
酎
の
ラ
ベ
ル
は
巧
妙
に
改
造
さ
れ
て
い
た
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
は
、
五
代
と
い
う
焼
酎
。
ラ
ベ
ル
は
、
こ
の
上

に
X
線
、
と
追
加
し
て
あ
り
、
担
当
教
授
で
あ
る
小
川
原
氏
入

魂
!
の
札
、
製
造
も
と
は
小
野
悶
火
箭
株
式
会
社
、
住
所
は
内

之
浦
町
鹿
児
品
字
術
空
間
観
測
所
、
本
格
焼
酎
で
は
な
く
本
絡

術
盤
、
ア
ル
コ
ー
ル
度
で
は
な
く
軌
道
傾
斜
角
川
剖
度
、

1
・
8

リ
ッ
ト
ル
詰
め
で
は
な
く

1
・
8
ト
ン
航
み
。
バ
ー
コ
ー
ド
ま

で
打
ち
上
げ
予
定
の
臼
付
に
し
て
あ
る
。
主
要
成
分
は
こ
う
じ
、

サ
ツ
マ
イ
モ
、
間
体
ネ
オ
ン
。

さ
ら
に
細
か
い
こ
と
に
、

「
お
酒
は
2
0才
を
過
ぎ
て
か
ら
」

と
い
う
従
・
む
品
目
の
代
わ
り
に

「打
ち
上
げ
は
立
容
を
す
ぎ
て
か

ら
」
と
い
う
文
句
ま
で
印
刷
し
て
あ
る
。

当
時
渉
外
室
に
い
た
竹
前
さ
ん
に
よ
る
と
、
こ
れ
を
作

っ
た

の
は
的
川
教
俊
で
、
し
か
も
こ
れ
だ
け
で
は
な
く
か
な
り
前
か

ら
や
っ
て
い
る
ら
し
い
。
変
.
史
倒
所
、

二
十
カ
所
近
く
だ

っ
て
。

M
'
V
ロ
ケ

ッ
ト

I
号
機
で
打
ち
上
げ
ら
れ
た
天
文
台
術
口
悠

が
、
や
は
り
酒
の
名
前
を
付
け
よ
う
と
い
う
こ
と
で

V
S
O
P、

ヴ
エ
リ
l
ラ
ー
ジ
ス
ペ
ー
ス
オ
ブ
ザ
ぺ

l
ト
リ

l
プ
ロ
ジ
ェ
ク

み
た
い
に
こ
じ
つ
け
た
の
は
聞
い
て
い
た
が
、

こ
の

V
S
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ザ
ー
プ
}
す
る
衡
隻

小野田火箭株式会 社 村伊多
1(理...，干..内之浦町鹿児島宇宙空間置濁所

'"・T‘u .，..，. ，健刈

sr.st"ー'.o:/;"7ー

-・-・
五代目のX線天文台衡患として計画された

ASTOR-Eの性能計算・の表紙ラベル

. 。".t一"

" .、-f;_'"J*)~十

~ ~議
自本の衛星として初

めて月を包指した

rひてんJのラベル。

担当数慢のIrtの僚子
とか、家篠の状況と

か、いろいろしのば
れる怨きのある表紙

である

..、‘117・"同
SE S'f"・・~ ~ ;， ・・

四
代
目
の
X
線
天
文
台
衡
望
『
あ
す
か
」
の
ラ
ベ
ル
は

浴
践
す
る
図
嚢
の

X
線
カ
メ
ラ
の
配
置
で
決
定
さ
れ
た

…4・山、"刷、…山…
刷用M胃‘..." .. U.." ..，略的、.刊M 叩、.. 

.、川嗣，、...ro...・"

@ 

剖 It:l¥C":持帳為刷、";U11引:IW Sl'i、七世:
r断後':11、ICALN01"E 

M-VlII初の衛星となった
rはるかJ の路号は、酒好

きの教綬たちによって決定

されたらしい。ミッション

の主要部分はすべて酒の席
で計画されたという伝説が

残っている

謁たヨ信

fl.fl.A:?守首脳‘."..曳斥

SES縛官帽
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日
本
初
の
衡
墨
「
お
お
す
み
』
の
性
能
計
算
・
の
袋
紙
。

煙
草
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
も
じ
っ
て
い
る



O
Pを
も
と
に
し
た
改
造
ラ
ベ
ル
、
フ
ォ
ア
ロ

l
ゼ
ス
改
造
の

も
の
、
な
ど
か
な
り
普
か
ら
や
っ
て
い
た
ら
し
い
。

「ま
あ
、
遊
び
と
い
う
か
、
余
裕
で
す
よ
ね
」

こ
う
い
う
の
こ
そ
こ
っ
そ
り
紹
介
で
き
れ
ば
、
宇
宙
研
の
フ

ア
ン
も
刑
え
る
と
思
う
。

そ
れ
か
ら

M
台
地
に
ま
わ
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
。
こ
れ
は

発
射
時
に
人
が
い
る
場
所
と
し
て
は
も
っ
と
も
ロ
ケ
ッ
ト
に
近

い
場
所
で
、
そ
の
た
め
地
下
に
断
基
に
装
用
さ
れ
、
長
年
の
聞

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
す
っ
か
り
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
て
い
る
。

今
回
、
組
み
立
て
発
射
熔
か
ら
の

M
t
V
ロ
ケ
ッ
ト
引
き
だ

し
は
ロ
時
半
か
ら
に
予
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
の
見
学
に
は
例

年
取
材
陣
だ
け
で
は
な
く
乎
の
あ
い
て
い
る
宇
宙
研
の
ス
タ
ッ

フ
も
多
く
集
ま
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
ロ
ケ
ッ
ト
班
脱
長
の
林
さ

ん
と
の
接
触
に
成
功
す
る
。
去
年
、
宇
宙
研
の
取
材
に
い
っ
た

ら
い
き
な
り
ペ
ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
と
か
カ
ツ
パ
ロ
ケ
ッ
ト
の
ギ

放
報
告
書
の
実
物
と
か
を
出
し
て
き
た
あ
の
人
で
あ
る
。

日
時
前
、

P
S
T同
級
か
ら

一一民
る
。

明
日
あ
さ

っ
て
の
作
業
は
、

X
線
分
光
線
部
晶
子
の
冷
却
。
絶

対
温
度
0

・
0
0
6度
K
ま
で
下
げ
る
。
こ
の
作
業
を
行
な
う

た
め
、
通
常
な
ら
前

H
に
行
な
わ
れ
る
は
ず
の
氾
淡
テ
ス
ト
が

打
ち
ヒ
げ

3
日
前
の
本

U
に
な

っ
た
。

心
冊
子
の
冷
却
は
、
超
流
動
状
態
に
し
た
ヘ
リ
ウ
ム
を
使
う
。

そ
の
た
め
、

二
段
冷
媒
と
し
て
液
体
で
は
な
く
同
体
に
ま
で
冷

や
し
た
ネ
オ
ン
を
使
う
。
も
っ
と
も
い
く
ら
冷
や
し
て
も
少
し

M
'
V
4号
機

ず
つ
温
度
は
上
昇
し
て
し
ま
う
た
め
、
軌
道
上
で
の
有
効
寿
命

は
2
年
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。

も
ら
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
ど
う
や
ら
こ
の
国
体

ネ
オ
ン
が
氷
の
役
目
を
し
て
ヘ
リ
ウ
ム
の
超
流
動
状
態
を
保
つ

よ
う
な
例
巡
ら
し
い
。
も
ち
ろ
ん
全
体
が
廊
法
ピ
ン
と
同
じ
デ

ユ
ワ

lm造
に
納
め
ら
れ
て
保
温
に
つ
と
め
て
い
る
の
は
い
う

ま
で
も
な
い
が
、
な
ん
て
繊
細
な
も
の
を
な
ん
て
豪
快
な
も
の

で
l
pげ
る
ん
だ
か
。

{注
4
}

こ
こ
、
確
か
に
お
い
し
い

で
す
。
と
い
う
か
、
内
之
浦

は
何
を
食
べ
て
も
お
い
し
い

で
す
。
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
ょ
げ

の思
H

刊
に
行
く
た
び
に
、
自

頃
部
会
で
食
っ
て
い
る
も
の

が
、
い
か
に
ま
す
い
か
を
実

感
し
ま
す
。
{
総
}

取
材
が
終
わ
っ
た
の
で
、
内
之
浦
の
町
に
戻
る
。
満
タ
ン
で

北
九
州
を
出
発
し
た
も
の
の
、
さ
す
が
に
こ
こ
ま
で
来
る
と
心

許
な
く
な
っ
て
き
た
ガ
ソ
リ
ン
を
老
夫
婦
が
の
ん
び
り
や
っ
て

い
る
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
で
補
充
、
つ
い
で
に
近
所
の
う
ま
い
底
を

M
H
H
ノ
¥
。

-
a
 

真
っ
先
に
出
て
き
た
の
は
、
綱
元
、
と
い
う
名
前
の
魚
料
師
団
一

応
で
あ
っ
た
。

内
之
浦
と
い
う
の
は
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
し
か
な
い
よ
う

な
町
だ
か
ら
、
そ
の
庖
の
名
前
に
も
覚
え
が
あ

っ
た
。
戻
っ
て
、

表
の
凹
台
分
く
ら
い
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
満
杯
だ

っ
た
の
で
裂

に
車
を
入
れ
、
ど
う
や
ら
山
田
敷
は
い
っ
ぱ
い
だ

っ
た
ら
し
く
カ

ウ
ン
タ
ー
に
席
を
取
り
、
1
8
0
0
円
の
定
食
を
取
る
。

多
い
。
刺
身
と
天
ぷ
ら
の
定
食
に
し
た
の
だ
が
、
そ
し
て
そ

れ
は
充
分
に
お
い
し
い
の
だ
が
、
多
い
。
う
っ
か
り
商
い
の
を

頼
む
と
、
高
級
魚
に
な
る
以
上
に
舘
が
刷
唱
え
る
か
ら
食
い
切
れ



な
く
b
u
る
吋
能
性
か

mし
て
く
る

M
時
過
ru
く
ら
い
に
A

，M
の
術
、

コ
ス
モ
ヒ
ア
内
之
浦
に
チ

エ
ツ
ク
イ
ン
、
m
u
m
で
の
た
の
た
す
る
。

相
何
本
は
、
さ
っ
そ
く
コ
ン
ヒ
ュ

l
タ
を
聞
け
、

紛
っ
て
き
た

日

rr山
片
を
読
み
込
み
、

切
り
鋭
り
.什
a

紡
.
向
山
力
。

そ
れ
か
ら
文
ポ
を
H
H
き
加
え
て
、

ニ
ュ
ー
ス
抱
一一小
紋
に

一
緒

に
貼
り
付
け
る
。

さ
て
問
題
は
こ
の
あ
と
だ
。
笑
は
こ
の
日
記
、

た
っ
て
か
ら
の
き
は
じ
め
て
い
る
の
だ
が
、

3
日
く
ら
い

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
つ
な
い
で
必
要
事
項
を
送
っ
た
あ
と
、
同
時
ム
口
を
中
心
と
し

七
2
時間
川対、

i

f
I
i
 
い
っ
た
い
ど
こ
で
な
に
を
し
て
い
た
の
か
さ
つ

ぱ
り
思
い
出
せ
な
い
。

2
月
6
目
、日
曜
日
、南

7
時
特
分
ご
ろ
に
部
um
で
起
床
。

似
耐
ラ
イ
ダ
l
ク
ウ
ガ
の
オ

l
フ
ニ
ン
グ
だ
け
見
て
、

':~ J 
8 

時
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
側
食
を
取
り
に
レ
ス
ト
ラ

ン
に
隙
り
る
。

-
』
く
叫
け
通
の
M
m
g魚
・
泌
食
を
食
し
た
の
ち
部
川
町

ケ

-.J点
n，，、

I

j

 

お
ジ
ャ
雌
タ
ど
れ
み
シ
ャ
ー
プ
の
m
l
訴
を
比
る
。

A
H
v
b
M
u
v
h
M
H

旬、

l
l
・1

1
1
1
 部
um
で
ぐ
た

っ
て
い
て
む
し
ょ
う
が
な
い
の
で
胞

川m
辺
り
に
口
い
だ
し
に
で
も
行
こ
う
か
と
い
う
必
に
な
り
、
山
川

動
市
で
動
き
だ
す
。

そ
ぼ
協
同
る
.
山
附
の
小
、

起
の
確
か
で
な
い
チ
ェ
イ
サ
|
で
定
り

だ
し
て
ほ
ぼ
初
分
後
、

い
き
な
り
、
ま
る
で
ス
リ
ッ
ク
カ

1
ト

げ
川
川
市
「
過
ぎ
か
ら
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
、

@ 

18 
11与

{注

s-
『
い
い
年
レ
て
ア
ニ
メ
ば
か

り
児
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
』

と
曾
う
と
、
盟
副
本
は
J
』れ

は
仕
・
の
一
珊
じ
ゃ
』
と
答

え
る
。
そ
り
ゃ
そ
う
だ
ろ
う

が
、
見
て
い
る
抽
帽
子
は
と
て

も
純
務
で
見
て
い
る
と
い
う

感
じ
で
は
な
い
.
好
奇
な
ん

だ
ね
え
。
{
総
)

ゾ
イ
ド
を
つ
け
、

か
ら
ぼ
く
ん
ち
の
ロ
ン
グ
バ
ケ
ー
シ

ョ
ン
、
同
時
泊
分
か
ら
包

助
似
山
総
ジ
ャ
ン
ヌ
の
後
添
加
組
マ
シ
ュ
ラ
ン
ボ
ー
を
H
凡
て
い
る
か

A
ソ
、

そ
の
時
間
に
部
um
に
い
た
の
は
際
災
な
の
だ
が
。

ど
こ
で
な
に
し
て
た
ん
か
な
あ
。

い
ま
だ
に
思
い
出
せ
な
い
。

伎
は
コ
ス

モ
ピ
ア
の
食
堂
、

そ
の
名
も
銀
河
で
夕
食
。
内
之

削
の
泌
泉
の
お
湯
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
と
い
う
風
呂
は
大

き
く
て
よ
ろ
し
い
。

思
え
ば
前
回
こ
こ
に
米
た
時
に
は
、

「琴
皐
狩

ち
ょ
う
ど

り
」
の
仕
上
げ
に
迫
わ
れ
て
い
た
む
の
で
あ
っ
た
。

今

川
も

「
エ
リ
ア
ル
⑮
」

H
H
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
。

い
や
、

の
よ
う
に
リ
ヤ
が
滑
っ
た
。

刷
、
山
道
、
お
ま
け
に
点

っ
て
い
た
の
は
2
川
い

っ
ぱ
い
で

出山
市
予
定
の
日
万
キ
ロ
必
行
の
術
峨
セ
ダ
ン
で
あ
る
。
飛
ば
し

て
な
か
っ
た
の
は
引
%
だ
し
、
だ
い
た
い
学
術
セ
ン
タ
ー
で
も

ら
っ
た
ま
ま
グ
ロ
プ
ボ
ッ
ク
ス
の

k
に
白
い
て
お
い
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
の
に
、
い
き
な
り
リ
ヤ
が
滑

っ
た

チ
エ
イ
サ
ー
は
そ
の
ま
ま
ト
ペ
前

N
を
山
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
墜
に

ぶ
つ
け
、
今
度
は
反
転
し
て
真
後
ろ
を
川
じ
箆
に
突
っ
込
ま
せ

.。
。，H

加.

「
ど
う
せ

2
月
い

っ
ぱ
い
で
廃
車
に
な
る
点
だ
か
ら
ぶ



つ
け
て
わ
ら
っ
て
ら
大
丈
犬
で
す
」

続
本

「
ぶ
つ
け
て
動
け
な
く
な
っ
た
ら
、

お
れ
附
る

i丙与」
齢、

な
ん
て
会
話
が
山
発
前
に
あ

っ
た
ん
だ
け
ど
ね
え
、

な
ら
ん
。
と
り
あ
え
ず
エ
ン
ジ
ン
は
動
く
の
で
路
川
に
得
せ
て

似
似
聞
を
脱
出
叫
す
る
。

あ
り
ゃ
あ
。
-
花
側
の
フ
エ
ン
ダ
1
部
分
が
ゆ
が
ん
で
タ
イ
ヤ

に
食
い
込
ん
で
ま
す
な
あ
。
ひ
し
ゃ
げ
て
る
の
は
ま
あ
い
い
と

し
で
も
、
こ
こ
を
な
ん
と
か
せ
ん
こ
と
に
は
応
急
処
位
し
て
も

ら
い
に
走
る
こ
と
む
で
き
ん
。

仕
方
な
い
の
で
、

そ
ぼ
降
る
雨
の
中
、

山
中
載

LHH〈
を
持
ち
だ

し
で
あ
れ
こ
れ
や

っ
て
み
る
。

し
か
し
、
ぼ
ろ
市
と
は
い
え
州

4uy
は
ト
ヨ
タ
の
・
行
動
事
に
使
わ
れ
て
い
る
鉄
板
、
簡
単
に
こ
ち

ら
の
思
う
よ
う
に
は
ひ
ん
曲
が
っ
て
は
く
れ
な
い
。

辺
り
す
が
り
の
ワ
ン
ボ

ッ
ク
ス
の
列
怜
が
停
ま
っ
て
、

ル
合
同
村
ち
山
し
て
手
伝
っ
て
く
れ
た
。

「
い
や
あ
、

こ
の
先
で
州
・
』
ぼ
れ
て
る
っ
て
い
・
つ
ん
で

μ
に
行

く
途
中
で
ね
え
、

こ
こ
ら
辺
は
悦
放
の
や
引
所
な
ん
だ
よ
」

な
ん
と
か
な
る
ま
で
子
伝
っ
て
む
ら
っ
て
、

お
礼
が
し
た
い

と
い
っ
て
名
刺
を
む
ら
う
と
、

.。
ふ
人

な
ん
と
道
路
代
州
の
人
で
あ
っ

治

っ
た
で
あ
ろ
う
現
均
を
比
て
み
る

ぱ
、
ろ
く
な
ス
ピ
ー
ド
で
ぶ
つ
か
っ
た
ん
で
は
な
い
の
は
わ
か

る
っ
て
く
ら
い
の
ス
ピ
ー
ド
だ
が
、

ぶ
つ
か
り
わ
刀
を
比
れ

雨
の
小
で
凶
何
回
を
H
凡
て
み

λ
w
シ」、

ス
ニ
ー
カ
ー
の
裂
で
も
掛
川
る
ほ
ど
納
が
浮
い
て
い
る
。

M
'
V
4署
機

だ
い
た
い
引
依
っ
た
あ
と
は
何
ら
か
の
反
行
は
あ
る
む
ん
だ

が
、
今
川
に
制
限
つ
て
は
、
こ
り
ゃ
駄

H
だ
わ
。

だ
っ
て
、

HMめ
に
け
凡
阪
も
っ
て
む
却
キ
ロ
山
山
て
な
い
ん
だ
む

ん
。
多
分
刊
キ
ロ
く
ら
い
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
し
で
な
く
て
も
慌

状
し
な
か

っ
た
だ
ろ
う
。

応
急
処
凶
を
終
え
た
棋
で
先
に
怠
っ
て
い
く
と
、
油
設
な
と

い
う
看
板
は
あ

っ
た
。
だ
が
、
注
意
っ
て
出
さ
れ
て
て
も
、
い

く
ら
な
ん
で
も
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
は
徐
行
せ
ん
わ
い
。

借
り
た
議
だ
が

2
月
い
っ
ぱ
い
で
従
事
に
な
る
の
で
そ
ん
な

に
心
は
・
桶
ま
な
い
し
、
む
と
む
と
性
能
が
尚
く
な
い
の
は
わ
か

っ
て
い
た
か
ら
飛
ば
し
て
い
な
い
し
。
な
ま
じ
こ
れ
が
高
性
能

市
だ

っ
た
ら
も
っ
と
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
で
突
っ
込
ん
で
、
え
ら
い

こ
と
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
と
ら
な
俗
だ
っ
た
ら

滑
ら
ず
に
済
ん
だ
吋
能
性
む
あ
る
け
ど
ね
。

と
り
あ
え
ず
れ
広
行
に
文
仰
が
な
い
位
皮
の
応
急
処
れ
は
で
さ

た
の
で
、
中
1
初
の
ι
y
定
通
り
純
Mm
を
け
指
す
。
街
道
筋
に
ト
ヨ

タ
ヴ
ィ
ス
タ
を
発
見
し
た
の
で
、
応
急
処

mと
一
辺
り
の
点
検

を
川
相
む
。

つ
い
で
に
ハ
ン
マ
ー
を
的
り
て
折
れ
線
の
山
を
叩
い
て
な
ん

と
か
な
る
か
ど
う
か
と
思
っ
た
の
た
が
、

こ
れ
が
さ
す
が
に
び

く
と
も
し
な
い
。
あ
っ
さ
り
あ
き
ら
め
て
判
中
1
工
H
H
に
そ
の
行

伝
え
る
と
、

「
そ
う
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
」
。
な
る
ほ
ど
、

か
っ
て
い
て
貸
し
た
か
。

、J・4a

説
明
す
る
よ
り
や
ら
せ
た
ぼ
う
が
い

い
と
い
う
わ
け
だ
な
。



衝
突
の
シ
ョ
ッ
ク
で
左
パ
ン
ノ

l
内
の
ウ
ィ
ン
カ
ー
が
つ
か

な
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
修
制
刊
を
頼
む
。

つ
ぶ
れ
た
パ
ル

プ
を
交
換
し
て
、

2
0
0
円
し
か
請
求
さ
れ
ず
に
す
ん
で
し
ま

っ
た
。次

に
、
同
じ
く
街
道
沿
い
の
V
J
点
屈
に
あ
さ
り
が
前
日
の
取

材
で
叫
抑
制
W

し
た
写
真
を
現
像
に
出
し
、
本
屈
を
い
く
つ
か
ま
わ

っ
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
昼
飯
を
食
う
と
こ
ろ
を
物
色
す
る
。

た
る
み

垂
水
に
そ
ば
騒
が
あ
る
ら
し
い
の
で
、
大
手
の
給
寿
時
問
、

し

に

ぜ

老
舗
の
十
五
郎
と
た
て
続
け
に
ま
わ
る
。

ヲ

垂
水
ま
で
出
て
来
た
の
で
、
首
ま
で
熔
岩
に
U
低
か
っ
た
絞
ぬ

の
酬
明
没
鳥
居
を
見
に
い
く
。

あ
さ
り

「白
川
底
の
首
っ
て
ど
こ
だ
?
」

明
院
本

『見
れ
ば
わ
か
る
」

ご
作
知
の
よ
う
に
、
鳥
居
は
仁
に
二
本
の
徽
僚
が
あ
り
ま
す
。

な
に
か
正
式
名
称
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
が
、
こ
の
下
の
凶
作
の
す
ぐ

ド
の
と
こ
ろ
ま
で
が
、
大
正
時
代
の
噴
火
で
崎
町
れ
に
均
ま
っ
た
。

で
も
こ
の

-
U
M、
.h作
り
だ

っ
た
の
で
、
燃
え
も
せ
ず
に
残
り
、

時
の
町
民
が
こ
の
被
%
を
後
慨
に
伝
え
る
た
め
に
と
い
う
こ
と

で
そ
の
ま
ま
山
枕
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
舷
ぬ
な
ん
ぞ
と
い
う
川
迎
い
な
く
噴
火
す
る
よ
う

ふ
む
と

な
と
こ
ろ
の
鎚
に
、
よ
く
も
ま
あ
人
は
住
み
続
け
る
も
の
だ
。

出
伽
の
半
以
笠
ム
H

へ
の
道
は
、
夜
道
が
開
通
し
て
い
た
。
登
っ

て
い
っ
た
が
、
天
気
が
導
く
見
附
ら
し
も
効
か
な
い
の
で
そ
の

ま
ま
降
り
、
今
度
は
般
向
フ
ェ
リ
ー
で
鹿
児
・
品
を
行
指
す
。

@ 

似
品
フ
ェ
リ
ー
は
錦
江
抑
仰
を
縦
断
す
る
形
で
般
向
と
山
山
川
ル
内
州

市
を
結
ん
で
い
る
。
制
時
間
迎
行
で
、
前
後
ど
ち
ら
に
で
も
動

け
る
形
の
香
港
の
ス
タ
l
フ
ェ
リ
ー
に
点
も
積
め
る
よ
う
な
船

体
が
み
ん
な
限
ぬ
九
と
い
う
名
前
で
第
ー
か
ら
れ
制
大
第
凶
あ
た

り
ま
で
往
似
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
片
方
の
港
で

一
度
に
確
認

で
き
る
の
は
三
笠
程
度
、
仙
川
分
ほ
ど
の
航
路
上
で

一
銭
す
れ
違

う
く
ら
い
だ
か
ら
、
常
に
洋
上
に
あ
る
の
は
今
の
と
こ
ろ
最
大

で
八
隻
程
度
か
。

市
中
減
デ
ッ
キ
が

一
階
建
て
と
二
階
建
て
の
も
の
と
こ
タ
イ
プ

あ
り
、
市
平
峨
デ
ッ
キ
だ
け
で
も
二
階
建
て
の
も
の
は
京
の
乗
り

入
れ
口
も
二
階
建
て
の
立
体
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

さ
し
て
大
き
く
な
い
こ
の
フ
ェ
リ
ー
が
、

3
時
間
以
内
の
航

海
な
ら
と
い
う
限
定
付
き
で
最
大
1
5
0
0人
も
の
乗
り
込
み

が
務
叩
開
附
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
桜
・
幼
か
ら
の
人
員
退
避
を
に

ら
ん
で
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

【注
6
}

0
0
1
0
3
『
ゅ
う
だ

怠
』
で
あ
る
.
む
ら
さ
め
盟

強
衛
艦
の
三
潜
錨
.
{松
}

そ
ば
Mm
で
読
ん
だ
新
聞
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
製
の
4
1
0

0
ト
ン
ク
ラ
ス
の
ミ
サ
イ
ル
巡
洋
経
が
鹿
児
向
浴
に
入
港
し
て

い
る
ら
し
い
。
で
、
そ
れ
は
賎
認
で
き
な
か

っ
た
の
だ
が
、
的
州

・6
d

u

よ
A

，u
，、

代
肱
川
の
洋
上
に
般
信
1
0

3併
の
必
術
鑑
が
鍛
治
し
て
い
た
。

出
胤
児
山
州
市
に
上
隙
、
市
内
の
引
料
駁
市
市
場
に
引
を
入
れ
、
あ

て
も
な
く
天
文
館
あ
た
り
か
ら
衡
を
う
ろ
つ
く
。
本
Mm
を
め
ぐ

っ
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
“
山
市
な
応
の
白
星
を
付
け
よ
う
と
す
る

が
、
ろ
く
な
も
の
は
な
い
。

こ
こ
の
と
こ
ろ
魚
ば
っ
か
り
だ
っ
た
ん
で
肉
に
餓
え
て
い
て
、



ば

さ

願
わ
く
ば
鳥
刺
し
で
も
食
い
た
か
っ
た
ん
だ
が
、

で
は

mm豚
と
地
約
さ
さ
み
く
ら
い
し
か
な
い
よ
う
で
あ
る
。

で、

鹿
児
島
市
内

さ
ま
よ
っ
た
あ
げ
く
、

関
ヶ
原

4
0
0周
年
1

幕
末
維

新

1
5
0年
れ
いと
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
出
て
い
る
難
路
料

〈
掌
そ
て
い

能
…
附
投
与
に
入
る
。

剛山山、こ
こ
は
、

コ
ス
プ
レ
し
た
応
の
お
ば
さ
ん
が
た
が
給
仕
し
て

く
れ
る
と
い
う
夢
の
よ
う
な
応
で
あ
る
。
録
中
い
に
し
て
、
た
ぶ

ん
あ
れ
は
西
郷
降
般
の
つ
も
り
だ
ろ
う
と
い
う
箪
服
姿
く
ら
い

よ
ろ
い

記
念
写
真
に
は
新
撰
組
や
ら
鎧

し
か
見
な
か
っ
た
の
だ
が
、

武
者
や
ら
い
て
、

な
か
な
か
楽
し
そ
う
で
あ
る
。

心
に
、

泉
j主主
の
スな
ぺに
アが
リ 出
ブて
と来
かる
に7の
カf か
ごわ
りか
と ら
かな
¥-> P 

ろ も
いの
ろを
と中

こ
こ
で
は
、

頼
ん
だ
の
だ
が
、

、
フ
念
酔
い
1
・

次
に
鹿
児
島
に
行
く
時
に
も
ぜ

ひ
行
き
た
い
応
で
あ

っ
た
。

い
ろ
い
ろ
食
っ
て
満
足
し
て
、

京
を
出
し
て
一内
び
鹿
児
島
港

に
向
か
う
。

フ
ェ
リ
ー
で
桜
島
に
政
り
、

師
陣
日
践
で
カ
メ
ラ
回
践
に

よ
っ
て
フ
ィ
ル
ム
を
問
収
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
閉
ま
っ
て
い
た
。

叫
吋
に
却
時

7
分
。
あ
と
で
閉
応
時
間
を
見
た
ら
却
時
だ
っ
た
そ

、つで、

タ
ッ
チ
の
差
で
巡
れ
た
ら
し
い
。

内
之
浦
目
指
し
て
帰
り
の
道
を
走
る
。
途
中
で
や
た
ら
昼
が

き
れ
い
な
の
に
気
が
つ
き
、
途
中
の
お
お
す
み
記
念
公
鴎
(
日

本
初
の
人
工
衛
星
一
「
お
お
す
み
」
を
か
た
ど
っ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
が
あ
る
)

で
止
ま
ろ
う
と
怒
っ
た
ら
、

こ
こ
は
明
か
り
が
つ

い
て
い
て
患
を
見
る
の
に
向
い
て
い
な
い
。
の
で
、

内
之
浦
の

M
'
V
4暑
機

村
に
入
る
手
前
、

S
5
2
0観
測
ロ
ケ
ッ
ト
が
白
い
で
あ
る
空

き
地
に
車
を
入
れ
て
空
を
見
上
げ
る
。

お
お
、
天
の
川
が
く

っ
き
り
見
え
る
。
オ
リ
オ
ン
も
北
斗
も
、

オ
リ
オ
ン
の
下
の
球
状
昼
間
も
プ
レ
ア
デ
ス
も
、
ま
る
で
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
の
よ
う
に
大
安
売
り
。

横
向
き
に
台
に
乗

っ
け
て
あ
る
ロ
ケ

ッ
ト
の
ノ

l
ズ
フ
ェ
ア

リ
ン
グ
に
双
眼
鏡
を
押
し
あ
て
て
ぶ
れ
な
い
よ
う
に
悶
定
し
て
、

と
い
う
荻
快
な
見
方
で
星
空
を
継
能
す
る
。
一

度
な
ど
双
眼
鏡

の
視
界
の
中
を
ゆ

っ
く
り
と
流
星
が
検
切
っ
た
り
し
て
、
よ
い

昼
見
で
あ
っ
た
。
こ
こ
ら
辺
、
町
が
少
な
く
て
人
工
の
明
か
り

が
な
い
か
ら
、
昼
が
き
れ
い
な
ん
だ
。
近
所
の
郷
北
と
い
う
衝

に
は
天
文
台
付
き
の
公
民
館
、
天
球
館
と
い
う
の
も
あ
る
。

コ
ス
モ
ピ
ア
の
夕
食
は
、
明
日
食
べ
る
か
ら
弁
当
に
し
て
く

れ
と
頼
ん
で
あ
る
。
幻
叫
吋
ま
で
し
か
営
業
し
て
い
な
い
レ
ス
ト

ラ
ン
銀
河
に
間
に
合
わ
な
い
取
材
陣
、
あ
る
い
は
字
街
研
の
ス

タ
ッ
フ
向
け
に
、
夕
食
を
お
弁
当
に
し
て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が

あ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
日
以
降
、
夕
食
を
お
弁
当
に
し
て
も
ら
い
、

こ
れ
を
次
の
日
の
朝
食
と
す
る
パ
タ
ー
ン
が
定
科
す
る
。
ホ
テ

ル
に
む
い
て
、
お
べ
ン
ト
受
げ
取
っ
て
部
屋
に
一一灰
り
、
コ
ン
ビ

ニ
で
貿
い
込
ん
で
き
た
ビ
ー
ル
を
飲
む
。

つ
ま
み
は
、
熊
制
捜
本
で
買
っ
て
き
た
酒
寿
司
。
こ
れ
は
、
そι" 

の
昔
、
宴
会
で
残
っ
た
米
や
ら
魚
や
ら
酒
や
ら
を
ひ
と
つ
の
術

N
U

っ
.、
う

に
ま
と
め
た
ら
裂
日
発
勝
し
て
し
ま
い
、
食
っ
て
み
た
ら
う
ま

{注
7
}

筒
九
州
の
方
書
で
、
に
が

う
り
の
こ
と
。
{
笹
)



か
っ
た
の
で
以
米
伝
統
料
削
刊
に
な

っ
た
と
い
う
代
物
で
、

!，! 
b、

目
的
が
然
出
け
で
な
く
て
病
以
け
で
あ
る
。

う
ま
い
ん
だ
が
、

な
に
せ
雌
燃
の
代
物
で
あ
る
。

-・8消
け
て
あ

る

.mは
ほ
ぼ
川
進
い
な
く
焼
酎
で
、

ア
ル
コ
ー
ル
皮
は
か
な
り

2
月
7
日
、月
曜
日
、う
ら
ら
か
に
晴
れ

天
気
は
笠
ひ
と
つ
な
い
快
附
。

で
、
本
日
は
、

宇
宙
作
家

ク
フ
プ
の

まユ
ず 1
5長:ス
山.掲
で示
あ板
るの
111-た

め
に
内
之
浦
紹
介
で
も
し
よ
う
と
思
い
、

岳
に
円
以
る
。

-K百
五
卜
五
段
あ
る
と
い
う
陪
段
で
も
登
れ
る
の
だ
が
、
街中

で
行
け
る
と
い
う
の
で
そ
っ
ち
を
登
る
。

山
の
上
に
は
ト
ム
円
程
度
の
駐
車
場
と
阪
望
台
が
あ
り
、
下
か

ら
の
防
段
は
そ
の
ど
宵
叫
ん
中
に
設
っ
て
く
る
。
仁
が
り
刊
に
は

か
ね

チ
ロ
ル
の
鰍
と
林
す
る
鍬
が
下
が
つ

ア
ー
チ
が
波
し
て
あ
り
、

て
お
り
、

こ
こ
か
ら
ま

っ
す
ぐ
ド
に
附
段
が
絞
い
て
い
る
。

あ
さ
り

「
こ
こ
会
降
り
て
み
よ
う
と
思
う
』

以
泊
は
卜
.
り
よ
り
、
ド
り
の
わ
μ

-mで
は
引
申
引
な
話
だ
が
、

が
脚
に
対
す
る
れ
例
は
大
さ
く
な
る
。

市
を
引
き
初
げ
る
だ
け
で
済
む
が
、

L
L
り
な
ら
ば
什
分
の
体

ド
り
は
自
分
の
体
凪
を
文

ぇ
、
ブ
レ
ー
キ
を
附
情
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

引
き
鋤
げ

だ
け
で
な
く
引
き
ド
げ
る
筋
肉
に
む
れ
但
が
か
か
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
、

体
虫
が
も
ろ
に
シ
ョ
ッ
ク
と
し
て
脚
に
か
か
る
こ
と

に
な
る
の
で
、

円
広
を

h

納
め
た
く
な
け
れ
ば
段
抜
か
し
は
し
て
は

@ 

刈
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

【
注
目
}

笹
本
は
岨
隅
幽
閉
し
て
い
る
よ

う
だ
が
、
酒
は
日
本
酒
を
使

う

.
m耐
を
使
っ
た
ら
、
ア

ル
コ
ー
ル
満
度
が
高
す
ぎ
て

多
分
車内
献
し
な
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
.
{
総
)

ビ
ー
ル

一
杯
と
.
m
H
M
1
川
半
分
で
、

か
な
り
気
分
よ
く
な

っ
て

し
ま
う
。
夜
中
に
何
度
か
水
飲
み
に
起
き
た
の
は

J
う
ま
で
も

t
、，
。

φ
'e

・v
な
ら
な
い
。

{注
9
}

打
ち
上
げ
関
係
者
の
中
に

は
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ら
運
動

に
黙
心
な
人
も
い
る
。
そ
う

い
う
人
は
と
こ
を
鐙
る
こ
と

で
日
々
の
運
動
と
し
て
い
る

そ
う
だ
。
鐙
り
切
る
と
内
之

鴻
の
衡
を
一
四
躍
で
き
る
震
g

台
が
あ
る
。
(
総
)

笹
本

「
ん
じ
ゃ
、

下
ま
で
車
回
し
て
待
っ
て
る
わ
」

か
な
り
遠
回
り
す
る
道
を
惑
で
降
り
て
い
く
と
、
す
で
に
下

で
息
を
切
ら
し
た
あ
さ
り
が
い
た
。

そ
れ
か
ら
、

ド-
~般
て見
を学
更ミ席
I也らを
に見
し に
たい
際く
度 。

の
広
さ
し
か
な
b、

こ
れ
は
、

小
古
川
い

尚
昆
き
地
で
、

そ
の
後
ろ
に
ち
ょ

っ
と
し
た
駐
点
場
が
あ
る
か
ら
、

そ
こ
ま
で

い
れ
れ
ば
二
百
人
程
度
な
ら
は
入
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
こ
で
、

で
っ
か
い
犬
を
巡
れ
た
地
元
の
お
じ
い
さ
ん
に
ぷ

し
か
け
ら
れ
る
。
あ
と
で
内
之
浦
の
v
r
N
H
M
m
に
フ
ィ
ル
ム
を
W
H

的
川
教
授
を
小
心
に
み
ん
な
で
測
の
府
の
記

い
に
行
っ
た
ら
、

念
写
点
が
あ
っ
て
、

そ
こ
に
写
っ
て
お
ら
れ
た
。
mrr
山
H
M
m
の
お

じ
い
さ
ん
だ
っ
た
ら
し
い
。

内
線
距
雌
に
し

て

一
般
行
附
よ
り
は

5
0
0
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
は
発
射
台
に
近

そ
れ
か
ら
、

制
限
道
行
怖
に
行
く
。
こ
れ
は
、

い
が
、
前
川
ま
で
の
仮
設
報
道
岳
協
よ
り
ら

3
0
0
メ
ー
ト
ル

く
ら
い
下
げ
ら
れ
て
い
る
。

今
阿
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
恒
久
的
な
朗
報
道
者
席
と
な



っ
て
お
り
、

こ
こ
か
ら
見
て
も
ラ
ン
チ
ャ
ー
は
小
指
の
爪
ほ
ど

に
し
か
見
え
な
い
。

内
之
浦
に
↑灰
っ
て
き
て
、
野
尻
抱
介
の
メ

l
ル
に
あ
っ
た
字

・・
巾

術
研
の
頂
鋲
の
常
宿
と
な

っ
て
い
る
福
の
・
袋
、
及
び
ス
タ
ッ
フ

の
た
ま
り
場
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ

l
ロ
ケ
ッ
ト
を
雌
認

すノる
。

ニ
ュ

l
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
凶
舎
に
よ
く
あ
る
こ
必
一塀
の
、
裂
す

る
に
外
が
玄
関
、
内
側
に
色
ガ
ラ
ス
の
ド
ア
が
あ
る
ス
ナ
ッ
ク

な
の
だ
が
、

こ
の
エ
ア
ロ
ッ
ク
に
入

っ
て
飽
い
た
。
で
か
で
か

と
貼
つ
で
あ
る
観
光
ポ
ス
タ
ー
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
。

「
H
本
の
フ
ロ
リ
ダ
大
間
半
ぬ
」

お
お
。

が
一飯
ど
き
だ

っ
た
の
で
そ
の
ま
ま
中
に
入

っ
て
み
る
。

ュ
i
に
、
そ
の
名
も
ロ
ケ

ッ
ト
ラ
ン
チ
が
あ
る
l

こ
れ
は
食
べ
ね
ば
な
る
ま
い
。
と
い
う
わ
け
で
こ
い
つ
を
二

つ
注
文
す
る
。

出
て
米
た
の
は
単
な
る
空
揚
げ
と
ハ
ン
バ
ー
グ
定
食
で
あ

っ

た
。

い
や
、
せ
め
て
ロ
ケ
ッ
ト
の
形
を
し
た
肌
に
入
っ
て
る
と

か
、
そ
の
程
度
な
ん
で
す
が
、
期
待
し
て
い
た
の
は
。
で
も
ボ

リ
ュ
ー
ム
は
満
点
。

あ
さ
り
の
写
誌
の
回
収
の
た
め
に
今
日
も
鹿
μ
胞
に
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
写
兵
を
回
収
、

つ
い
で
に
本
日
の
分
の
写
真

を
放
り
込
む
。
ス
ピ
ー
ド
現
像
シ
ス
テ
ム
を
入
れ
て
い
る
と
こ

ろ
な
の
で
、
お
分
後
に
は
プ
リ
ン
ト
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
ら

メ

M
s
V
4号
機

，、
.
0

.，、・
uv内

之
浦
ま
で
一一戻
っ
て
来
て
、
夕
食
に
綱
元

に
入
る
。

お
や
じ

「刺
身
定
食
が
安
く
て
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
」

燐ま
いさみぷ
たてに直
り 、キに
、子υダ 勧

~物品カめ
械をとに
げそい従
lこのうい
し場も
てでの
も焼を
ら l主:J ~ミ
つ の た
たよだ
りうく
すに 。

そ
れ
か
ら
酒
の
つ

る
キ
ダ
カ
と
は
な
に
か
。

H
K
っ
ぽ
そ
い
干
物
を
見
た
ん
だ
が
見
当
も

っ
か
ず
、

蛇
み
た
い
な
魚
だ
と
い
う
説
明
を

受
け
て
も
今
い
ち
ぴ
ん
と
こ
な
い
。

い
ろ
い

ろ
と
聞
い
て
判
明
し
た
そ
の
正
体
は
、

な
ん

と
ウ
ツ
ボ
だ

っ
た
。

そ
お
か
あ
、

ウ
ツ
ボ
っ
て
う
ま
か

っ
た
ん

ここか宇宙研御用遣のニューロケット

し
よ
う
ら
ゅ
う

だ
。
半
自
の
術
畑
山
以
け
を
乾
し
た
も
の
な
の
で
、
焼

酎

に

よ

く

あ
う
。

.、、
A
M
 

そ
の
ま
ま
、

{注
問
}

内
之
浦
に
お
け
る
打
ち
上

げ
関
係
者
御
用
還
の
ス
ナ
ッ

ク
。
夜
な
夜
な
関
係
者
が

『
お
お
、
ヒ
ド
ラ
ジ
ン
が
漏

れ
て
お
り
ま
す
。
修
理
レ
ま

ー
す
』
と
奮
っ
て
一
気
飲
み

克
屯
し
て
い
る
と
い
う
鋸
を
伺

い
た
が
‘
儀
認
は
で
き
な
か

っ
た
。
(
総
)

九
州
の
線
地
中
的
な
澗
が
陥
抑
制
別
に
な
る
の
は
有
名
な
話
だ

こ
れ
が
ま
た
現
地
で
飲
む
と
う
ま
い
ん
だ
。

腕
骨I
lま
お
話会

生バ明l
でり
すで
かす
、か

と
;g¥ 
か
れ
る
の
で

お
強
い
で
す
ね
え
と
篤
か
れ
た
。

と
頼
ん
だ
ら
、

基
本
的
に
酒
は
そ
の
ま
ま
飲
む
の
が
礼
儀
だ
ろ
う
と
怒

っ
て
い

た
の
だ
が
、

こ
っ
ち
で
は
そ
う
で
も
な
い
ら
し
い
。
お
湯
割
り

が
多
い
そ
う
な
。



気
持
ち
よ
く
山
米
上
が

っ
て
か
ら
、

ロ
ケ
ッ
ト
聞
係
行
が
い

る
こ
と
を
州
内
向
し
て
ニ
ュ

1
ロ
ケ
ッ
ト
に
行

っ
て
み
る
。
行

っ

た
ら
い
き
な
り
食
引
の
メ
ニ
ュ
ー
を
山
山
さ
れ
て

「あ
れ
え
、

H
位

今
夜
も
食
ポ
だ
と
思
っ
た
あ
」。

間
食
事
に
米
な
さ

っ
た
か
ら
、

お
れ
た
ち
、

n品
川
悦
ら
れ
て
る
?

2
月
8
目
、火
曜
日
、曇
り

前
日
か
ら
天
気
予
報
は
寒
気
回
の
接
近
に
よ
り
全
図
的
に
雲
、

風
が
強
く
な
る
で
し
ょ
う
っ
て
言

っ
て
た
ん
だ
。

く
ら
い
に
起
き
出
す
と
、

朝
の
6
時
半

風
が
び
ゅ
う
び
ゅ
う
鳴
っ
て
い
る
。

大
丈
犬
か
な
あ
と
思
い
つ
つ
、

と
り
あ
え
ず
昨
日
の
夕
食
を

詰
め
て
も
ら
っ
た
弁
当
を
初
食
代
わ
り
に
片
付
け
、
宿
の
予
約

は
今
日
ま
で
だ
か
ら
仕
度
し
て
ロ
ビ
ー
に
降
り
て
い
く
。

山川
け
か
ら
、

こ
れ
は
明
日
延
期
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

っ
て
経
治
の
交
沙
は
し
て
い
た
。
ど
う
巧
え
て
も
休
日
に
か
か

ら
な
い
千
日
だ
か
ら
、
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、

何
や
ら
泌
併
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
今
日
の
術
は
と
れ
な
い
。

ハ
似
恕
で

b
m
u
mま
で
民
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、

門
川
物
を
引
に
削
似
み
込
ん
で
必
り
だ
す
。

山山川ん・川下小川ルザ
ι
川
制
限
測
所
の
ゲ
ー
ト
に
到
同
行
。
こ
つ
ら
は
巾

の
山
中
で
ス
タ
ン
パ
イ
し
た
ま
ま
、

助
手
術
の
あ
さ
り
を
受
け
付

け
に
出
す
。
し
た
ら
ば
。

あ
さ
り

「
7
時
的
判
分
に
打
ち
上
げ
の
延
期
が
決
ま

っ
た
っ
て
。

人

る

?
」

@ 

ニ
ュ

l
ロ
ケ

γ
ト
は
爪
な
る
川
合
の
カ
ラ
オ
ケ
パ
ー
に
な

っ

て
い
た
の
で
、

ビ
ー
ル
い

っ
ぱ
い
だ
け
飲
ん
で
巡
散
す
る
。

打
ち
ヒ
げ
は
明
日
な
の
だ
が
、

刷
酬
が
強
く
な

っ
て
き
て
い
る
。

大
丈
夫
な
ん
だ
ろ
か
。

「入
る
。

笹

本

延

期

の

記

者

会

見

が

あ

る

は

ず

だ

」

で
、
報
道
の
腕
章
と
フ
ロ
ン
ト
グ
ラ
ス
に
貼
る
報
道
車
の
紙

を
も
ら
っ
て
所
内
に
入
る
。

さ
す
が
打
ち
上
げ
当
日
、

多
め
に
見
積
も
っ
て
も
却
人
く
ら

い
し
か
い
な
か
っ
た
包
波
リ
ハ
ー
サ
ル
と
違
い
、

大
き
め
の
教

市
中
一
脱
皮
の
記
者
室
は
報
道
陣
に
組
め
ら
れ
て
い
る
。

と
り
あ
え
ず
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
聞
い
て
包
括
に
つ
な
ぎ
、
本

日
の
打
ち
上
げ
が
延
開
削
さ
れ
た
こ
と
を
ニ
ュ
ー
ス
掲
示
板
に
品
川
町

き
込
む
。

8
M川
5
分
か
ら
記
行
者
に
お
い
て
的
川
教
授
れ
ら
の
説
明
が

行
わ
れ
た
。

M
h地
や
レ
ー
ダ
ー
サ
イ
ト
な
ど
で
J
測
さ
れ
た
胤
泌
が
ポ

均
M
メ
ー
ト
ル
、

川以
山
川
で
却
メ
ー
ト
ル
を
岡
崎
す
。

M 

こ
れ
は
、

'V
ロ
ケ
ッ
ト
と
し
て
は
や

っ
て
や
れ
な
い
胤
で
は
な
い
の
だ

が
、
胤
泌
が
安
定
し
て
い
な
い
。
A

，mメ
ー
ト
ル
吹
い
た
か
と

川
心
う
と
、

次
は
お
さ
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
沼
気
を
裕
び
た

3
が、

高
度

9
キ
ロ
ま
で
に
広
が

つ



て
い
る
た
め
、
打
ち
上
げ
州
市
備
に
不
安
が
絞
る
。

川
取
後
に
決
定
的
だ

っ
た
の
は
、
明
日
の
わ
μ
が
発
射
に
通
し
た

天
候
に
な
る
と
い
う
け
見
通
し
の
た
め
。
本
冷
前
線
も
通
過
し
た

明
U
2
月
9
H
の
天
気
は
、
開
削
れ
、
風
も
安
定
す
る
だ
ろ
う
と

予
怨
さ
れ
て
い
る
。

今
川
の
延
期
は
実
験
主
任
の
小
野
間
教
授
に
よ
り
決
定
さ
れ

、.
。

e'h 実
験
班
は
打
ち
上
げ
延
期
決
定
と
同
時
に
逆
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
い
う
延
期
作
業
に
入
っ
て
い
る
。

今
夜
、
泣
時
間
判
分
か
ら
、
再
び
必
終
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
開

始
さ
れ
、
打
ち
上
げ
準
備
作
業
が
ま
た
段
初
か
ら
開
始
さ
れ
る
。

的
川
教
授

「夜
9
時
か
ら
作
業
に
入

っ
て
い
る
班
が
あ
り
、

今
ま
で
の
経
験
か
ら
い
く
と

3
H述
絞
で
徹
復
作
業
を
す
る
と

か
な
り
し
ん
ど
く
な
る
ん
だ
が
、

2
H純
度
だ
か
ら
が
ん
ば
っ

て
も
ら
お
う
と
思
い
ま
し
て
」

作
し
い
引
%
削
係
合
併
び
ネ
ッ
ト
に
つ
な
い
で
ニ
ュ
ー
ス
似

ぷ
般
に
送
る
と
、
さ
て
や
る
こ
と
は
本
日
の
術
の
脱
保
に
な
る
。

t
h
a
"
め
ね
ご

げ
柄
本
的
に
記
行
の
集
合
は
刷
古
川
8
時
と
広
報
のト〈
飢
御
で
あ
る

と
こ
ろ
の
渡
辺
さ
ん
に
ん
川

A
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
下
山

セ
ン
タ
ー
に
到
同
制
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
似
に
州
出
版
に

印
刷
を
取
っ
た
と
す
る
と
片
道
1
時
間
強
、
余
怯
耐
を
H
見
る
と
6
時

下
に
は
市
で
走
り
だ
し
た
い
と
こ
ろ
だ
か
ら
、
朝
食
の
時
間
を

考
え
る
と
6
時
起
き
?
そ
ん
な
非
人
間
的
な
生
活
、
勘
弁
し

て
。

M
t
V
4号
機

で
、
ま
ず
沿
近
改
築
さ
れ
た
ら
し
い
近
代
的
な
鉄
筋
コ
ン
ク

回晶
翁
窓
の
手
前
の
空
き
地
と
そ
こ
に
あ

る
不
思
繊
砿
オ
フ
ジ

z.
そ
の
後
の
掬

査
に
よ
り
浮
上
観
測
断
と
判
明
し
た

リ
1
ト
州
附
総
て
く
ら
い
の
町
役
場
に
行
主
、

内
之
浦
の
仰
が

ず
ら
り
と
峨
っ
て
い
る
観
光
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
下
に
入
れ
る
。

刷
例
併
で
片
側
捌
か
ら
m
u
v
T州、

リ
ス
ト
半
分
く
ら
い
か
け
て
、

ん
で
、

令
部
き lU
れ ri，~

泌
併

な
っ
て

iU 

2

・、

.-、

，，，、，，

た
り
JIE 
も
け!
な
か

志もつ
;(rjぷた
ぷむり
方で
而

A 
り
だ
す

結
局
、

内
之
浦
に
術
を
取
る

こ
と
金
あ
き
ら
め
、

し
か
し
、

大
隅
半
・
川
町
の
太
平
洋
側
を
走

っ
た
こ
と
の
あ
る
人



な
ら
わ
か
る
だ
ろ
う
。
あ
の
あ
た
り
、
宿
ど
こ
ろ
か
処
務
す
ら

数
え
る
ほ
ど
、
と
い
う
か
災
質
的
に
な
い
に
等
し
い
の
で
あ
る
。

，、
，』''り

山
中
良
の
あ
た
り
ま
で
一以
っ
て
来
て
も
、
釣
り
約
ひ
と
つ
な
い
。

と
き
ど
き
集
訴
は
あ
り
、
よ
ろ
ず
や
程
度
の
胞
が
あ
る
だ
け
で

で
あ
る
。

と
い
う
の
は
内
之
浦
か
ら
海
沿
い
に
北

t
し
て
初
分

程
度
の
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
れ
ま
た
小
さ
な
集
落
で
、

中
良
、

ど
れ
く
ら

い
小
さ
い
か
と
い
う
と
、

街
が
見
つ
か
ら
な
い
う
ち
に
町
は
終

わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

鹿
屋
方
面
に
走
っ
て
も
途
中
の
町
に
翁
は
な
い
の
は
わ
か
っ

て
い
る
の
で
、
志
布
志
方
而
に
走
り
続
け
る
。

そ
の
沼
板
は
、
申
中
良
を
抜
け
て
直
線
が
続
く
円
以
業
道
路
の
道

端
に
あ
っ
た
。
民
宿
、
花
ル

1
ピ
ン
。

「
花
ル

l
ピ
ン
て
な
ん
だ
?
」

「
ラ
テ
ン
活
で

一
O
O
O点
1
0
0円
の
こ
と
だ
」

な
ぜ
ラ
テ
ン
諸
で

1
0
0円
?

ね
桜
は
、
前
の
あ
る
β
向
を
一ポ
す
矢
印
の
た
ぶ
ん
必
だ
っ
た

ペ
ン
キ
が
き
れ
い
に
は
げ
係
ち
て
形
だ
け
伐
っ
て
い
る
。
ん
な

も
の
、
と
っ
く
に
つ
ぶ
れ
て
い
る
可
能
性
を
覚
情
し
な
が
ら
制

い
民
泊
を
人
っ
て
い
く
と
、
あ
っ
た
あ
っ
た
。
ぬ
米
と
終
決
し

て
い
る
よ
う
な
鉄
筋

一
戸
総
て
。

と
り
あ
え
ず
が
を

W
め
て
ぶ
聞
の
ペ
ル
を
鳴
ら
し
て
み
る
が
、

反
応
な
し
。
大
丈
夫
、
こ
の
手
の
反
応
に
は
種
子
-HM
で
制
刷
れ
て

い
る
。
お
そ
る
お
そ
る
ド
ア
を
聞
け
る
と
、
入
っ
て
す
ぐ
の
広

@ 

聞
は
食
常
に
な
っ
て
い
る
ら
し
い
。
少
な
く
と
も
昨
川
今
日
あ

た
り
は
位
決
し
て
い
る
ら
し
い
。

戸
を
か
け
て
み
る
と
、

お
ば
さ
ん
が
出
て
来
た
。
た
だ
し
こ

の
お
ば
さ
ん
、

本
米
の
主
人
は
今
出
岨
仰
け
て
い
る

留
守
略
的
で
、

ら
し
い
。
今
例
ま
で
、

ロ
ケ
ッ
ト
見
物
の
た
め
の
観
光
客
が
九

人
ほ
ど
滞
在
し
て
い
た
と
い
う
。

今
夜
は
入
れ
る
ら
し
い
の
で
、

な
お
か
つ
確
認
の

予
約
し
、

た
め
に
こ
こ
の
氾
話
番
号
を
獄
帯
電
話
に
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
。

内
之
浦
よ
り
少
し
離
れ
た
と
は
い
え
、

る
か
に
近
い
と
こ
ろ
に
宿
は
と
れ
た
。
で、

鹿
屋
よ
り
は

さ
て
、

こ
れ
か
ら
の
行
動

で
あ
る
が
。

協
議
の
末
、

比ん
鮫な
的こ
近と
所で
に も
あな
るけ
郎とれ
井γぱ
opH子
iこ.ヵ、
野な
生い
J馬だ
をろ
見う

と
い
う
こ
と
で
、

に
行
く
。

市
九
州
と
い
え
ば
、

カ
で
あ
る
。
附
利
刊
年
代
な
ら
パ
ラ
ダ
イ
ス
だ
っ
た
ら
し
い
大

し
か
し
、

か
つ
て
の
新
鮒
旅
行
の
メ
ツ

m一ホ
テ
ル
が
、

今
と
な
っ
て
は
す
っ
か
り
さ
び
れ
て
し
ま
っ
た

よ
う
な
も
の
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
あ
っ
て、

な
か
な
か
に
物
悲

，，、
。

ー、・
bv

そ
う
い
え
ば
、

テ
レ
ビ
添
加
利
で
も
樹
九
州
の
ロ
ケ
っ
て

の
が
大
砲
ド
ラ
マ
の
ス
テ
ー
タ
ス
だ
っ
た
よ
う
な

一
時
期
が
あ

っ
た
な
あ
。
海
外
旅
行
の
方
が
凶
内
旅
行
よ
り
安
く
な
る
と
い

‘e
，a
 

ぅ
、
当
時
か
ら
考
え
る
と
ま
る
で
持
欺
の
よ
う
な
現
代
で
は
、

そ
ん
な
も
の
見
な
く
な
っ
て
久
し
い
け
ど
。

途
中
、

ダ
グ
リ
卿
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。

地
図

こ
こ
は
、



に
よ
れ
ば
脚
全
体
に
大
遊
同
地
、

山
間
水
枕
川
場
、

キ
ャ
ン
プ
ト
.
会

備
え
た
総
合
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
と
H
H
い
て
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、

行

っ
て
み
る
と
、

明
何
本
は
今
ま
で
で
い
ち
ば
ん

恐
ろ
し
い
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
。

地
方
で
さ
び
れ
か
け
て
る
遊
闘
地
を
し
ょ
ぼ
く
し
た
よ
う
な
、

浅
市
花
口
出
倣
か
ら
毛
を
依
い
た
よ
う
な
遊
飼
地
の
規
制
似
そ
の
も

s
u
 

の
は
ど
う
で
も
い
い
。
割
削
の
吹
い
た
レ

l
ル
の
上
の
丸
い
遜
具

du
、
シ
ー
ト
を
か
ぶ
っ
た
ま
ま
の
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド
も
、

地
方
に
行
け
ば
珍
し
い
風
物
で
は
な
い
。

地
形
を
利
用
し
た
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
激
し
い
小

と
こ
ろ
が
、

さ
な
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
レ

l
ル
は
全
体
が
紅
く
錆
び
付

お
口
、

か
ろ
う
じ
て
錆
止
め
塗
装
の
赤
茶
け
た
色
は
銭
っ
て
い
る

も
の
の
、
ど
こ
か
途
中
で
レ

i
ル
が
と
ぎ
れ
て
い
て
も
お
れ
は

総
か
な
い
ぞ

っ
て
ぼ
ろ
け
K
M
を
し
て
い
る
。

人
M
W
は
な
い
。
川
下
純
に
、

そ
り
ゃ
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
だ
か
ら
釘

栄
作
比
し
て
る
ん
だ
と
思
う
で
し
ょ
。
と
こ
ろ
が
、

さ
ほ
ど
卜八

き
く
な
い
制
覧
巾
が
、

ぷ
su采
せ
ず
に
ゆ

っ
く
り
川
転
し
て
る

hv
e-
-

。

，r
e
F
 

仙
川
口
巾
の
川
転
は
、

胤
に
ゆ
ら
ゆ
ら
帰
れ
て
い
る
わ
け
で
は

c
、。

唱
も

議
-b
采

っ
て
い
な
い
ゴ
ン
ド
ラ
を
ぶ
ら
下
げ
た
ま
ま
、

19> 
ゲ つ
1 < 
トり
のゆ
入 つ
I I < 
{こり
はか政j

I'.!l~ )) 
カfS{こ

燐よ
け つ
らて
れ阿
てもi
いし
たて

るし
か
し
、
山

出
入
り
自
由
に
な

っ
て
い
る
よ
う
に
見
え

U
は
開
飲
さ
れ
て
、

る
。
ひ
ょ
っ
と
し
て
命
の
保
証
は
し
な
い
が
采
つ
で
も
い
い
よ
、

M
'
V
4号
機

み
た
い
な
恐
ろ
し
い
シ
ス
テ
ム
に
な

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

奥
に
は
仁
川
ド
山
中
の
ホ
テ
ル
が
あ
り
、

怨
怖
の
遊
岡
地
は
お
そ

ら
く
今
年
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
営
業
開
始
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
毎
日

何
人
か
の
行
万
一小
明
院
引
が
山山
て、

あ
る
も
の
は
行
β
不
明
の
ま

ま
忘
れ
去
ら
れ
、

ま
た
あ
る
も
の
は
怪
物
と
な
っ
て
現
附
に
さ

迷
い
で
て
く
る
に
巡
い
な
い
。

笑
っ
て
る
で
し
ょ
う
。
ほ
ん
と
怖
か
っ
た
ん
だ
か
ら
。

中
間
市
を
抜
け
、

適
当
な
と
こ
ろ
で
脇
道
に
入
り
、
回
会
道

を
道
路
線
識
に
従
っ
て
走
っ
て
い
く
と
、

山
の
中
に
ゲ
l
ト
が

出
て
来
た
。
通
行
料
金
は
寄
付
金
名
目
で
単

一
ム
口
あ
た
り
4
0

-

E
 

A
リ
I

4
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「
烏
つ
て
の
は
、

い
き
な
り
行
っ
て
む
宛
ら
れ
る
も
ん
な
ん
で

す

か

?
」

「
あ
あ
、

そ
こ
ら
へ
ん
に
い
る
よ
」

ぽ
ん
と
か
ね
え
と
思
い
な
が
ら
、

と
り
あ
え
ず
仰
の
先
端
を

1 I 

t行
す

J
u
-
-
A
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
路
州
に
瓜
姥
だ
け
は
と
き
ど
き
山
を
作
つ

て
い
る
が
、

%
は
H
比
え
な
い
。

こ
ん
な
機
会
で
も
な
け
れ
ば
米
る
機
会
な
ど
な
い
だ
ろ
う
と

い
う
こ
と
で
、

御
崎
神
社
に
行
く
。

利
剣
元
年
の
内
総
な
と
い
う
か
ら
、

え
え
と
、

1
3
0
0
年

今
で
こ
そ
道
路
が
通
じ
て
い
る
が
、

へ
ん
ぴ

つ
て
の
は
こ
ん
な
辺
郷
な
と
こ
ろ
に
神
社
だ
の
寺
だ
の
作
り
た

h
H

リ
、，
・l
:
・

1
 

ど
う
し
て
昔
の
人

が
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で
、

ふ
ら
ふ
ら
に
な
っ

@ 



た
ど

て
辿
り
つ
け
ば
、

a
p
 

そ
り
ゃ
あ
見
る
む
の
す
べ
て
に
な
ん
か
娘
い

て
る
よ
う
に

μえ
る
の
も
幅
罰
則
は
な
い
と
は
思
う
が
。

純
子
仇
何
の
そ
の
汗
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
潔
ね
し
た
と
い
う
門
れ

卿
に
似
た
雰
凶
気
の
滋
歩
道
に
ら
、

り
、
人
聞
が
歩
け
る
と
こ
ろ
な
ら
馬
は
入
り
込
ん
で
く
る
ら
し

益

。

-
V
 

と
き
ど
き
限
内
総
の
山
が
あ

御
崎
神
社
か
ら
自
動
車
で
一
灰
っ
て
く
る
道
の
途
中
で
、
お
お
、

馬
が
い
た
!
し
か
も
親
子
行
お
そ
ら
く
母
親
と
子
馬
の
組

み
合
わ
せ
だ
ろ
う
。
観
光
客
似
れ
し
て
い
る
の
か
、
市
平
の
ま
ま

寄
っ
て
い
く
と
子
烏
は
母
馬
の
陰
に
隠
れ
よ
う
と
す
る
が
、
そ

の
程
度
。
こ
ち
ら
も
母
馬
術
手
に
寄
っ
て
い
く
気
も
な
い
の
で
、

車
内
か
ら
写
真
を
と
る
に
と
ど
め
る
。

部
井
仰
の
先
の
灯
台
を
円
指
す
。
卿
の
上
か
ら
、
あ
あ
、
内

之
浦
の
あ
た
り
川
見
え
る
な
あ
。
て
こ
と
は
、
内
之
浦
の
コ
ス
モ

ピ
ア
か
ら

μえ
て
い
た
陸
地
は
こ
こ
か
。
灯
台
の
光
も
けん
え
た

t
レ
。

あ
さ
り
は
似
抽
械
を
強
い
印
刷
に
飛
ば
さ
れ
る
。

，aw--'a
，.LA
，
 

H
凡
附
ら
し
ム
H

の
と
に
s
m
ち
た
の
は
協
停
で
あ
ろ
う
。

灯
台
の
し
L

で、

そ
の
あ

と

一
川
し
て
み
た
ら
メ
ガ
ネ
の
レ
ン
ズ
だ
け
が
泌
ち
て
い
て
、

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
あ
さ
り
以
前
に
も
滋
か
眼
鏡
を
終
と
し
た
の

か
と
思
っ
て
治
い
、

本
人
に
岬
附
し
た
ら
本
人
の
も
の
で
あ
っ
た
。

あ
り
や
ま
あ
。

知
り
に
売
府
の
お
ば
ち
ゃ
ん
に
訴
を
聞
い
て
み
る
と
、

か
ら
で
も
内
之
浦
の
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
は
見
え
る
そ
う
で

-

』

・

』
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あ
る
。
ず
い
ぶ
ん
巡
れ
て
行
も
附
ζ

え
て
く
る
そ
う
で
、
物
好

き
な
人
は
点
夜
中
で
も
見
に
く
る
が
、
も
う
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち

k

げ
に
仰
れ
て
し
ま
っ
た
地
元
民
は
そ
ん
な
こ
と
は
し
な
い
ら
し

、。
-
b
v
 

。
か
た

う
ま
の
知
、

と
い
う
パ
ビ
リ
オ
ン
が
あ
る
の
で
行
っ
て
み
る
。

入
場
料

5
0
0円
?
ま
あ
、

二
度
と
釆
な
い
だ
ろ
う
な
あ
と

思
っ
て
入
る
。

3
6
0度
ス
ク
リ
ー
ン
で
郎
弁
御
の
野
生
馬
上

映

中

?

そ

ん
な
も
の
で
都
会
の
観
光
客
が
だ
ま
さ
れ
る
も
ん

か
い
。
え

?

あ

と

m分
で
上
映
開
始
?

う
か
い
。

ん
じ
ゃ
見
て
や
ろ

山
中
間
市
提
供
、

な
ん
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
流
れ
る
あ
た
り
で
も

う
こ
れ
は
駄

M
だ
ろ
う
と
思
っ
た
の
だ
が
、

3
6
0度
の
空
僚

が
す
ご
か

っ
た
。

お
そ
ら
く
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
下
に
カ
メ
ラ
じ
台
く
ら
い
を

仙
胤
射
状
に
ぶ
ら

-Fげ
て

一
度
に
船
影
し
た
の
だ
ろ
う
。

し
た
ら
地
学
級
ご
と
似
り
ま
わ
さ
れ
、

パ
ン
ク

し
か
む
似
出
汁
は
前
後
必

れ
ど
ち
ら
に
も
・
以
が
っ
て
い
る
。

は
、
本
編
の
刷
川
生
川
均
の
映
像
な
ぞ
ど
う
で
も
よ
く
な
る
く
ら
い

の
迫
力
が
あ
っ
た
。

こ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
映
像

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

ご
』
れ
で
も
伐
た
ち
は
門
下
令
食
べ
た
り
子
供

を
作
っ
た
り
、

い
ろ
い
ろ
と
忙
し
い
ん
で
す
」

子
供
を
作
っ
て
い
る
映
像
が
派
れ
た
の
は
コ
う
ま
で
も
な
い
。

側
弁
仰
の
野
生
出
川
は
、

年
く
ら
い
前
の
鮫
械
が
放
牧
し
た
も
の
ら
し
い
。

土
れ
の
野
生
騒
で
は
な
く
、

t
u
A
υ
A
U
 

一
年
に
一
度



集
め
て
数
を
数
え
る
く
ら
い
の
こ
と
し
か
し
な
か
っ
た
の
で
、

活
々
と
野
生
馬
の
特
長
を
取
り
戻
し
て
現
在
に
至
る
よ
う
で
あ

る
。
競
馬
場
の
烏
よ
り
は
か
な
り
小
さ
い
。

見
る
も
の
を
見
た
の
で
、
出
中
良
の
花
ル

l
ピ
ン
を
目
指
し
て

戻
り
つ
つ
、
返
め
の
昼
飯
を
取
る
場
所
を
桝
慨
す
。
な
い
。

の

れ
ん

昼
飯
ど
き
を
は
ず
し
た
せ
い
か
、
本
日
休
業
、
暖
簾
な
し
、

暖
簾
も
営
業
中
の
札
が
出
て
い
る
の
に
ど
う
見
て
も
つ
ぶ
れ
て

い
る
、
み
た
い
な
ラ
ー
メ
ン
屋
に
い
く
つ
も
鍛
ら
れ
る
。

結
局
、
黒
牛
カ
ツ
の
応
に
入

っ
た
時
に
は
夕
方
5
時
。

途
中
、

2
月
9
目
、水
曜
日
、晴
れ

8
は
吋
ま
で
に
記
者
セ
ン
タ
ー
入
り
す
る
た
め
に
、
6
時
半
頃

起
き
だ
す
。

コャ‘守、
。

州
問
-
L
V

の
窓

は
み
っ
し
り任:
箱tl立
がし
って
い宿
てを
おで
りる

朝
飯
を
い
た
だ
き
、

今
朝
の
冷
え
込

み
は
厳
し
い
。
ワ
イ
パ
ー
を
動
か
し
た
く
ら
い
で
は
符
は
ど
い

て
く
れ
な
い
の
で
、
し
か
た
な
い
の
で
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

で
拭
き
取
る
。

ほ
ぽ

8
叫
吋
く
ら
い
に
宇
宙
セ
ン
タ
ー
に
到
着
す
る
。

相
模
原
で
会
う
時
に
は
び
し
っ
と
ヒ
ゲ
を
当
た
っ
て
お
ら
れ

る
の
に
、

内
之
紛
で
見
る
時
に
は
無
精
髭
が
消
え
て
し
ま
う
的

川
先
生
が
記
者
セ
ン
タ
ー
に
お
ら
れ
た
の
で
、

後
拶
す
る
。

と
り
あ
え
ず
ニ
ュ
ー
ス
掲
示
板
に
取
材
記
事
を
入
れ

(
と
い

つ
で
も
こ
の
段
階
で
怠
け
る
こ
と
は
打
ち
仁
げ
準
備
が
順
調
に

M
'
V
4書
偽

あ
さ
り
は
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
を
食
っ
た
が
、
笹
本
は
コ
ー
ヒ
ー
だ
け

に
と
ど
め
て
お
く
。
だ
っ
て
、
帰
っ
た
ら
街
の
夕
食
だ
ぜ
。

花
ル

l
ピ
ン
に
予
約
は
通
っ
て
お
り
、
悶
舎
の
民
宿
で
静
か

な
夜
を
過
ご
す
。

笹
本

「
よ
く
夕
食
残
さ
な
か
っ
た
ね

、ぇ
」あ

さ
り

『
だ
っ
て
、

お
な
か
す
い
て

た
も
ん
」

大
丈
夫
か
こ
い
つ
。

進
n 

く
ら
い
し
か
な
い
の
だ
が
て

レ
ポ
ー
ト
日
記
で
も
H
T
く
。

記
者
・
笠
は
ど
ん
ど
ん
人
が
少
な
く
な

っ
て
い
く
。
み
ん
な
報
道
席
に
移
動
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
。

取
材
場
所
に
移
動
す
る
。
す
で
に
整

備
は
憎
か
ら
ラ
ン
チ
ャ
ー
ご
と
引
き
だ
さ

れ
た
M
'
V
ロ
ケ
ッ
ト
4
号
機
は
角
度

を
決
め
て
斜
め
に
立
っ
て
い
る
。

天
気
は
快
川、

認
ひ
と
つ
な
い
。
さ

す
が
に
翌
日
回
し
に
し
た
ほ
う
が
天
気

が
よ
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
延
期
し
た

だ
け
の
こ
と
は
あ
る
。
岡
山
も
ほ
と
ん
ど

雷
原
級
迫
席
か
ら
内
之
浦
宇
宙
セ
ン
タ

ー
を
臨
む
.
2
・
5
キ
ロ
先
の
ロ
ケ
ッ

ト
が
お
わ
か
り
.た
ろ
う
か



な
く
、
暖
房
が
入
っ
て
い
る
は
ず
の
室
内
よ
り
も
日
に
当
た
っ

て
さ
え
い
れ
ば
外
の
方
が
温
か
い
。

5
分
前
に
な

っ
た
の
で
、
ロ
ケ
ッ
ト
に
向
け
て
デ
ジ
カ
ム
を

桝
え
る
。

少
し
ば
か
り
カ
メ
ラ
を
回
し
て
動
作
確
認
。
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
は
術
内
と
、
報
道
席
や

一
一
般
胤
に
も
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
て
お

り
、
近
く
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
最
後
ま
で
終
わ

っ
て
か
ら
は
る
か

彼
方
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
悶
じ
内
容
で
聞
こ
え
て
く
る
。

と
こ
ろ
が
、
本
日
の
発
射
は
1
分
前
に
な

っ
て
停
止
さ
れ
た
。

内
部
情
報
に
よ
る
と
、
宮
崎
の
地
上
局
が
ダ
ウ
ン
。
こ
れ
は

発
射
1
分
前
に
復
帰
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
打
ち
上
げ
が
決
行

で
き
る
か
ど
う
か
検
討
の
結
果
、
中
止
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た

ら
し
い
。

字
術
研
の
ス
タ
ッ
フ

「
ロ
ケ
ッ
ト
系
じ
ゃ
な
く
て
地
上
系
か

よ
門
げ
よ

待
合
・
髭
に
戻
り
、
ま
ず
内
之
浦
コ
ス
モ
ピ
ア
に
包
括
を
入
れ

る
。
臓
か
前
日
の
問
い
合
わ
せ
で
は
、

今
日
と
明
日
の
街
は
と

れ
る
は
ず
だ

っ
た
の
だ
が
、
あ
い
て
る
?
ん
じ
ゃ
、
今
日
と
、

明
日
も
お
願
い
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
借
り
だ
し
中
の
回
線
の
延
期
の
泡
話
を
入
れ
る

の
を
忘
れ
て
い
た
た
め
に

N
T
T鹿
屋
に
も
屯
話
す
る
。

「明
日
全
都
の
報
道
機
闘
の
屯
話
を
撤
去
す
る
予
定
だ

っ
た
ん

で
す
が
」

「打
ち
上
げ
延
期
に
な
り
ま
し
た
ん
で
、
明
後
日
以
協
同
に
お
願

@ 

い
で
き
ま
す
か
?
」

「打
ち
上
げ
い
つ
で
し
ょ
う
?
」

「
正
式
発
表
さ
れ
て
ま
せ
ん
の
で
、
わ
か
り
次
第
お
電
話
し
ま

す」
発
射
の
延
期
は
、
例
に
よ

っ
て
的
川
教
授
に
よ

っ
て
許
し
く

説
明
さ
れ
た
。

み
や
ば
る

宮
原
レ
ー
ダ
ー
サ
イ
ト
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
し
て
、
宮
崎
大

学
の
工
学
部
の
構
内
を
借
り
る
形
で
レ
ー
ダ
ー
追
跡
局
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。

-
H
 

で
、
打
ち
上
げ

5
分
前
か
ら
開
始
さ
れ
た
最
終
チ
ェ
ッ
ク
で
、

お
そ
ら
く
3
分
前
に
コ
ネ
ク
タ
ー
が
ゆ
る
ん
で
い
る
の
が
発
見

さ
れ
、
こ
れ
は
発
射
1
分
前
に
復
帰
し
た
も
の
の
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の
一拘
立
ち
上
げ
、
セ
ツ
テ
ィ
ン
グ
に
ぬ
分
ほ
ど
の
時
聞
が

必
袈
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
ロ
ケ
ッ
ト
本
体
は
屯
源
コ
ネ
ク
タ

1
を
発
射
4

分
前
に
分
離
、
す
で
に
内
部
氾
源
に
切
り
掛
官
わ

っ
て
い
た
。

ロ

ケ
ッ
ト
の
内
部
電
源
は
、
今
回
3
2
1秒
と
予
定
さ
れ
て
い
る

ιnw
 

総
噴
射
時
間
、
つ
ま
り
5
分
ち
ょ

っ
と
保
て
ば
い
い
の
で
、
そ

ん
な
に
谷
量
の
大
き
な
バ
ッ
テ
リ
ー
は
積
ん
で
い
な
い
。
で、

こ
れ
は
U
分
ほ
ど
で
空
に
な

っ
て
し
ま
う
と
い
う
。

つ
ま
り
、
宮
崎
局
の
復
帰
ま
で
ラ
ン
チ
ャ

l
で
ロ
ケ
ッ
ト
を

保
持
し
た
ま
ま
で
い
る
と
、
打
ち
上
げ
と
同
時
に
次
々
と
各
部

の
電
気
が
切
れ
て
い
く
、
と
い
う
悲
し
い
都
態
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。
そ
り
ゃ
あ
あ
か
ん
わ
な
。

{注
N
-

な
ん
で
も
、
睡
眠
か
が
コ
ン

ピ
ュー
タ
の
電
源
コ
l
ド
を

足
で
引
っ
か
け
て
飯
い
て
し

ま
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
そ

う
だ
。
{
総
}



宮
崎
↑尉
は
、
打
ち
上
げ
ら
れ
る
ロ
ケ
ッ
ト
を
ほ
ぼ
災
績
か
ら

捉
え
る
形
に
な
る
た
め
、
観
測
局
と
し
て
は
盛
観
さ
れ
て
い
る
。

打
ち
上
げ
は
、
明
日
の
向
じ
時
間
に
設
定
し
直
さ
れ
た
。

前
々
日
の
的
川
先
生
に
よ
る
と
、
徹
夜
作
業
も
二
日
連
続
く

ら
い
な
ら
元
気
に
行
な
わ
れ
る
が
、
四
日
連
続
だ
と
、
み
ん
な

お
か
し
く
な
っ
て
く
る
と
い
う
。

打
ち
上
げ
延
期
決
定
と
同
時
に
、
作
業
は
逆
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
入
り
、
待
機
作
業
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
早
い
班
は
、
幻

時
く
ら
い
か
ら
明
日
の
打
ち
上
げ
に
向
け
た
作
業
に
入
る
。
こ

れ
で
、

3
日
連
続
の
徹
夜
作
業
が
決
定
さ
れ
た
わ
け
で
、
気
楽

な
見
物
客
と
し
て
は
宇
宙
研
ス
タ
ッ
フ
の
健
闘
を
祈
る
し
か
な

、品
。

・ν
な
に
が
起
き
た
の
か
わ
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
以
上
記
者

主
に
い
て
も
新
し
い
動
き
は
な
さ
そ
う
な
の
で
、
宿
に
引
き
揚

げ
る
こ
と
に
す
る
。

コ
ス
モ
ピ
ア
に
車
を
停
め
、
明
後
日
以
降
の
宿
が
取
れ
る
か

ど
う
か
聞
い
て
み
る
。
本
日
と
明
日
の
街
は
取
れ
た
ん
だ
け
れ

ど
も
、
明
後
日
以
降
に
延
期
に
な

っ
た
場
合
の
宿
は
健
保
さ
れ

て
い
な
い
。
そ
し
て
、
今
回
打
ち
上
げ
る

X
線
天
文
台
衛
星
A

・・
日

S
T
R
O
'
E
は
そ
の
紫
子
を
絶
対

6
ミ
リ
度
、
つ
ま
り
0
・

0
0
6皮
ケ
ル
ビ
ン
と
い
う
ほ
と
ん
ど
絶
対
等
度
に
冷
や
す
た

め
に
液
体
ヘ
リ
ウ
ム
と
図
体
ネ
オ
ン
を
使

っ
て
い
る
関
係
上
、

こ
れ
を
再
冷
却
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
氾
波
リ
ハ

ー
サ

ル
ご
と
悶
じ

2
日
の
時
間
が
必
姿
に
な
る
と
い
う
。

M
'
V
4暑
機

も
っ
と
も
こ
れ
も
確
定
事
項
で
は
な
く
、

{
浅

間
山
}

1
ミ
リ
は
1
日
日
日
分
の

l
。
絶
対
零
度
か
ら
6
ミ
リ

度
。通

常
の
混
度
は
水
が
凍
り

つ
く
温
度
を
基
準
に
妓
氏
プ

ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
で
表
示
さ
れ

る
が
、
こ
れ
と
は
別
に
絶
対

零
度
を
0
度
と
し
て
プ
ラ
ス

方
向
に
の
み
表
示
す
る
甥
合
、

目
度
ケ
ル
ビ
ン
と
い
う
。
こ

の
犠
合
、
煩
氏
。
度
は
E
7

3
度
ケ
ル
ビ
ン
に
な
る
。
マ

イ
ナ
ス
の
度
ケ
ル
ビ
ン
は
な

い
。
{
笹
)

延
期
が
決
定
し
た

時
点
で
再
び
紫
子
及
び
冷
却
材
の
漏
度
を
測
定
、
そ
こ
ら
へ
ん

の
事
情
に
よ
っ
て
、

再
冷
却
に
ど
れ
だ
け
か
か
る
か
な
ん
て
こ

と
が
判
明
す
る
ら
し
い
。

だ
も
ん
で
、

ま
た
何
ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て
打
ち
上
げ
が
延

期
に
な
っ
た
場
合
、

3
日
分
く
ら
い
の
宿
の
確
保
が
必
援
に
な

る
の
で
あ
る
。

Z
-
f
、

+
人

A
M

連
休
に
か
か
る
た
め
、
今
の
段
階
で
は
宿
は
満
杯
だ

と
い
、
っ
。
念
品
れ
へ
、

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
も
受
け
付
け
て
い
な
い
と

い
う
の
で
、
ま
め
に
フ
ロ
ン
ト
に
戸
を
か
け
て
予
約
状
況
を
磯

一注
悶
}

マ
ツ
ワ
キ
食
堂
と
い
う
お

庖
だ
。
な
か
な
か
お
い
し
い

后
で
、
打
ち
上
げ
の
時
は
関

係
者
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
訪

れ
る
。
保
の
ほ
う
は、

怒
星

科
学
者
の
佐
々
木
畠

・
東
京

大
学
助
教
慢
も
太
磁
判
を
圃押

し
て
お
り
ま
す
。
ち
な
み
に

佐
々
木
助
教
浸
は
テ
レ
ビ
東

京
の
2
7
レ
ピ
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
』
で
、
m
m
・
-
ハ
代
目
ラ
ー

メ
ン
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
っ

た
強
密
で
あ
る
。
(
松
}

認
す
る
し
か
な
い
。

事
だ
け
悦
い
て
、

す
す

に
老
夫
射
に
勧
め
ら
れ
た
ニ
つ
の
食
設
の
う
ち
、

-
は少

し
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
ラ
ー
メ
ン
屋

最
初
に
内
之
浦
で
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
た
時

綱
元
で
は
な

い
も
う
ひ
と
つ
、

に
昼
飯
を
食
い
に
行
く
。

こ
こ
に
は
メ
ニ
ュ

ー
が
な
い
。
テ
ー
ブ
ル
に
行
く
と
、
水
と

一
緒
に
出
け
物
が
出
て
来
る
の
だ
が
、
あ
と
は
ラ
ー
メ
ン
の
大
、

u
sg
よ

中
、
小、

他
に
ラ
イ
ス
だ
け
と
い
う
潔
い

メ
ニ
ュ

ー
構
成
で
あ

る
。あ

さ
り
は
大
、
笹
本
は
中
を
頼
む
。
大
で

5
0
0円
、
あ
と

5
0円
ず
つ
安
く
な
る
。

ス
i
プ
は
例
に
よ
っ
て
と
ん
こ
つ
系
、
だ
が
、
チ
ャ

l
シ
ユ

ー
で
は
な
く
焼
肉
、
全
体
的
に
さ
つ
ば
り
し
た
構
成
で
な
か
な

か
よ
ろ
し
い
。
こ
こ
の
ラ
ー
メ
ン
な
ら
毎
回
昼
食
に
食
っ
て
も



飽
き
な
い
だ
ろ
う
。

山
仰
に
以
っ
て
き
て
、

夕
方
削
起
き
だ
す
。

山肌川ん
h
M
地
打
川
で
は
点
以
内
M

チ
ャ
ン
ネ
ル
系
の
ア
ニ
メ
は
附
明
滅

し
て
い
る
。
フ
ロ
ン
ト
で
も
ら
っ
た
コ
ピ

1
の
揺
組
ぷ
を
見
で

も
あ
ん
ま
り
見
る
べ
き
添
組
は
な
い
の
で
、
外
に
夕
食
を
食
い

に
出
る
。

実
は
こ
の
コ
ピ

1
の
番
組
表
、
漢
に
は
内
之
浦
の
ホ
テ
ル
周

辺
の
見
取
り
図
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
飲
食
胞
は
あ
わ
せ

て
ほ
ぼ
十
軒
前
後
。
全
町
あ
わ
せ
て
の
人
口
が

5
0
0
0人
で

は
、
中
心
部
に
あ
る
飲
食
街
は
そ
の
程
度
で
な
ん
と
か
な
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

今
川
の
打
ち
上
げ
の
あ
と
、

q
い
て
し
ま
う
の
で
、

そ
の
ま
ま
H
H
J
M
し
て
し
ま
う
。

で
は
チ
エ 次
ツ の
ク打
でち

亦tき上
川与るげ
f~~ Iq-~は
1:fZり 2
のの is
iliL17も
てを 1111
いチが

エ
ツ
ク
し
て
し
ま
お
う
と
い
う
こ
と
で
、

る
烈
湖
と
い
う
収
納
um
に
人
る
。

こ
こ
は
カ
ウ
ン
タ
ー
だ
け
、
メ

ニ
ュ

ー
も
な
い
ら
し
い
の
で

勝
下
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
ま
ず
ビ

l
ル
の
ジ

ョ
ッ

キ
を
砂
川
文

し
、
先
に
入

っ
て
い
た
%
の
点
似
合
し
て
お
で
ん
と
焼

8
・U
を

山
文
す
る
。

ed内

お
で
ん
は

W
川
の
紛
が
あ
る
が
、

続
き
れ
川
は
縫
い
て
い
な
い

状
態
で
ガ
ラ
ス
ケ

1
ス
に
任
べ
て
あ
り
、

純
文
を
山
山
す
と
お
じ

い
さ
ん
が
奥
に
持

っ
て
い
く
と
こ
ろ
を
み
る
と
、

向
的
の
台
所

で
湖
瑚
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
お
で
ん
が
お
い
し
か

っ
た
。

@ 

あ
さ
り

『
あ
の
長
治
ま
っ
た
汁
の
色
を
見
て
い
け
る
か
も
し

{注
M
}

お
で
ん
は
を
挙
限
定
.
た

だ
し
、

2
0
0
3年
5
月
の

打
ち
上
げ
の
隠
は

司
リ
ク
エ

ス
ト
が
多
い
の
ぞ
』
と
お
で

ん
を
出
し
て
い
た
。
(
総
)

れ
な
い
と
思
っ
た
」

い
け
て
る
ん
だ
こ
れ
が
。

す
っ
か
り
ふ
わ
ふ
わ
に
な

っ
た
大
級
と
か
筋
と
か
、
あ
と
焼

肉
、
山
中
総
き
聞
係
。

は
つ
こ
と
心
臓
っ
て
、
あ
ん
な
に
柔
ら
か
い
も
の
だ
っ
け
。

他
に
も
い
ろ
い
ろ
と
つ
ま
ん
で
い
る
う
ち
に
、
ま
た
新
し
い
答

が
入
っ
て
来
る
。
こ
ち
ら
も
地
元
の
答
で
は
な
く
、
食
事
に
入

っ
て
き
た
だ
け
ら
し
い
。

「
な
に
が
お
い
し
い
で
す
か

?
L

「
な
ん
で
も
や
っ
て
る
よ
」

見
て
る
と
、
妙
飯
だ
の
な
ん
だ
の
注
文
し
て
た
け
ど
、
い
い

か
ら
お
で
ん
食
い
な
さ
い
よ
。
燐

-Mも
う
ま
い
よ
。

た
ぶ
ん
、
あ
ん
ま
り

-M必
っ
%
の
な
い
お
じ
さ
ん
な
ん
だ
ろ

う
。
う
ま
い
も
の
が
あ
る
ん
だ
か
ら
そ
れ
を
勧
め
れ
ば
い
い
の

に
、
仲
間
え
川
で
内
分
か
ら
は
J
わ
な
い
。

いぶ
り
際
に

「
お
で
ん
お
い
し
か

っ
た

っ
す
』
と
聞
こ
え
る
よ

う
に

J
っ
た
が
、
泌
し
て
あ
の
待
た
ち
は
あ
の
後
、
拭
し
て
く

れ
た
だ
ろ
う
か
。



6
時
半
く
ら
い
に
起
き
だ
し
て
、

弁
当
に
し
て
も
ら
っ
た
昨

日
の
夕
食
を
食
べ
て
動
き
だ
す
。

こ
ち
ら
は
籾
が
遅
い
。

東
京
に
く
ら
べ
て
、

れ
も
遅
い
が
、

く
な
る
ん
だ
が
、

た
。

そ
れ
だ
け
日
科

制別
6
時
台
は
ま
だ
暗
い
。
6
時
過
ぎ
れ
ば
明
る

昨
日
も
ま
だ
走
り
だ
し
た
当
時
は
鴨
川
崎
か

っ

ぽ
ん
と
は
今
日
打
ち
上
が
れ
ば
軌
道
に
乗

っ
た
記
者
会
見
だ

け
雌
認
し
て
そ
の
ま
ま
帰
れ
ば
い
い
ん
だ
が
、
も
は
や
ま
と
も

に
上
が
る
こ
と
な
ど
考
え
て
い
な
い
笹
本
、
及
び
急
い
で
射
る

こ
と
を
あ
き
ら
め
た
ら
し
い
あ
さ
り
は
、
荷
物
を
宿
に
お
い
た

ま
ま
出
掛
け
る
。

8
時
く
ら
い
に
ゲ

l
ト
に
到
治
、
受
付
に
腕
指
と
取
材
車
の

紙
を
も
ら
い
に
行
っ
た
あ
さ
り
に
入
構
手
続
き
を
し
て
も
ら
う
。

記
者
室
で
氾
話
線
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
つ
な
ぎ
、
午
前

8
時

段
階
で
の
打
ち
上
げ
準
備
作
業
は
順
調
に
進
行
中
で
あ
る
こ
と

を
伝
え
る
。

本
日
の
天
気
は
、
昨
日
よ
り
少
し
は
雲
が
多
い
が
、
風
は
さ

ら
に
お
だ
や
か
で
、
温
度
も
高
い
。
真
っ
青
な
海
に
は
白
い
波

ぜ
ぴ
れ

~閉
が
砕
け
、
と
き
お
り
鮫
型
の
掛
川
鱗
が
海
面
を
か
す
め
る
の
は
、

あ
れ
は
イ
ル
カ
だ
と
い
う
。

前
日
は
や
ら
な
か
っ
た
ビ
デ
オ
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
い
ろ
い

ろ
や
っ
て
み
る
。

き
っ
ち
り
織
れ
る
か
ど
う
か
事
前
の

M
s
V
4号
機

毎
日
、

テ
ス
ト
は
や
っ
て
確
認
し
て
い
る
が
、

す
る
か
な
あ
。

セ
ツ
テ
ィ
ン
グ
は
ど
う

ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
と
い
う
の
は
、
対
象
物
が
突
然
大
公

の
光
を
放
つ
と
い
う
、
出
叩
彬
対
象
と
し
て
は
か
な
り
厄
介
な
代

物
で
あ
る
。
も
の
が
速
い
も
の
だ
か
ら
ピ
ン
ト
は
無
限
大
悶
定

の
ま
ま
で
い
い
と
し
て
も
、
絞
り
は
応
大
に
絞

っ
た

F
H
で
鉛

M
W
附
始
、
織
れ
た
ら
オ
l
ト
に
ま
か
せ
る
か
、
そ
れ
と
も
絞
り

も
披
初
か
ら
オ
l
ト
で
大
丈
夫
か
。
な
に
せ
夜
間
総
影
の
時
は

オ
l
ト
に
ま
か
せ
た
ら
、
肉
眼
で
は
炎
の
形
も
問
問
ら
し
だ
さ
れ

る
ロ
ケ
ッ
ト
の
形
も
見
え
た
の
に
、
制
叩
り
終
わ

っ
た
映
像
を
見

て
み
た
ら
光
の
ダ
マ
が
あ
が

っ
て
い
く
。
こ
れ
は
お
れ
が
見
た

映
像
じ
ゃ
な
い
、
と
自
分
の
記
憶
を
思
い
出
し
て
補
強
し
な
け

れ
ば
、
ビ
デ
オ
の
映
像
を
自
分
の
記
憶
だ
と
思
っ
て
し
ま
う
じ

ゃ
な
い
か
。

結
局
、
絞
り
は
オ
ー
ト
で
、

ピ
ン
ト
は
無
限
大
で
閏
定
す
る

こ
と
に
し
た
。
発
射
3
分
く
ら
い
前
か
ら
、
ビ
デ
オ
は
回
し

っ

ぱ
な
し
に
す
る
。

打
ち
上
げ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
進
ん
で
も
、
今
回
は
前
回

の
よ
う
な
ア
ク
シ
デ
ン
ト
は
発
生
し
な
い
。

発
射
一ぬ
秒
前
、
ロ
ケ
ッ
ト
が
ノ
ズ
ル
駆
動
の
た
め
の
小
型
ロ

ケ
ッ
ト
に
点
火
、
第

一
段
ロ
ケ
ッ
ト
の
ま
わ
り
に
黒
い
噴
煙
を

噴
き
出
す
。
こ
こ
で
巻
き
上
が
る
然
懲
は
、
そ
の
つ
も
り
で
ロ



ケ
ッ
ト
及
び
発
射
台
周
辺
を
双
眼
鏡
、
望
遠
レ
ン
ズ
な
ど
で
拡

大
し
て
見
て
い
な
い
と
わ
か
り
に
く
い
。

カ
ウ
ン
ト
ゼ

ロ
と
同
時
に
ラ
ン
チ
ャ

l
の
ロ
ケ
ッ
ト
は
オ
レ

ン
ジ
色
の
炎
を
叩
き
つ
け
、
レ
ー
ル
に
沿
っ
て
急
上
昇
を
附
始

し
た
。
間
体
ロ
ケ
ッ
ト
モ
ー
タ
ー
は
液
体
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン

と
巡
っ
て
急
激
に
、
ほ
と
ん
ど
瞬
間
的
に
微
力
が
立
ち
上
が
り
、

1
3
0ト
ン
の
ロ
ケ
ッ
ト
が
矢
の
よ
う
な
上
昇
を
開
始
す
る
。

ロ
ケ
ッ
ト
の
称
音
は
、
超
音
速
の
噴
射
が
大
気
を
切
り
裂
く

こ
と
に
よ
る
術
鍛
波
で
あ
る
。
空
気
の
粘
性
を
越
え
る
尚
速
で

大
気
が
押
し
の
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
発
生
す
る
税
者
だ
か
ら
、

大
気
を
振
動
さ
せ
る
ス
ピ
ー
カ
ー
で
は
ど
う
や
っ
て
も
再
生
で

き
な
い
。
ま
た
、
間
体
ロ
ケ
ッ
ト
は
液
体
ロ
ケ
ッ
ト
よ
り
も
音

源
と
な
る
燃
焼
体
釈
が
は
る
か
に
大
き
い
か
ら
、
そ
れ
だ
け
大

昔
却
の
街
胸
中
波
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

舷
し
い
オ
レ
ン
ジ
色
の
炎
を
紐
音
速
で
噴
き
な
が
ら
、
白
煙

υ
 

を
曳
い
た
M
l
V
ロ
ケ
ッ
ト
が
上
昇
す
る
。
そ
の
行
く
手
に
忽

は
な
い
。
白
煙
の
先
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
右
目
で
ズ

l
ム
ア
ッ
プ
し

な
が
ら
、
左
目
で
全
体
像
を
捉
え
な
が
ら
行
方
を
追
う
。

万
秒
で
第

一
段
切
り
離
し
、
同
時
に
第
二
段
点
火
。
噴
般
の

中
に
落
ち
た

一
段
目
は
そ
の
ま
ま
師
肢
を
酬
引
き
続
け
、
卯
秒
く
ら

い
ま
で
燃
え
続
け
て
か
ら
噴
煙
が
二
筋
に
別
れ
た
。
第
二
段
の

噴
煙
は
さ
ら
に
天
空
に
昇
っ
て
い
く
。

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
ゼ
ロ
を
過
ぎ
た
あ
と
は
カ
ウ
ン
ト
ア
ツ

打
ち
上
げ
後
何
秒
と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
絞

プ
に
な
り
、

ぞ

る

け
て
い
る
。
か
な
り
が
ん
ば
っ
て
宇
宙
へ
延
び
て
い
く
噴
煙
を

追
っ
た
の
だ
が
、
明
る
い
た
め
に

3
2
1
秒
と
予
定
さ
れ
て
い

る
会
噴
射
過
程
を
追
い
か
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
前
回

の
打
ち
上
げ
は
夜
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
噴
燥

が
報
道
府
か
ら
見
え
る
山
の
向
こ
う
に
沈
む
ま
で
見
え
続
け
て

い
た
の
だ
が
。

約
射
爆
の
た
め
に
、
発
射
台
周
辺
で
は
火
事
が
発
生
し
て
い

る
。
事
前
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
に
よ
る
放
水
が
行
な
わ
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

て
凶
自
の
打
ち
上
げ
か
ら
発
射
台
周
辺

の
山
林
が
燃
え
る
火
事
は
発
生
し
て
お
り
、
こ
れ
は
そ
の
た
び

に
ス
タ
ン
パ
イ
し
て
い
る
地
元
消
防
団
が
出
動
し
て
火
を
消
す

こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

@ 

ロ
ケ
ッ
ト
は
見
え
な
く
な
り
、
消
防
風
伎
で
も
綴
っ
て
い
る

と
、
関
係
者
が
気
に
な
る
こ
と
を
専
用
氾
詣
で
話
し
て
い
る
。

「
第
三
段
目
の
姿
勢
が
不
安
定
だ
っ

た

?
」

え

?

確

か

第
三
段
は
術
星
を
分
附
附
し
て
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ

衛
星
と
違
う
方
向
に
ス
ピ
ン
安
定
さ
せ
、
残
留
推
力
に
よ
る
事

故
を
避
け
る
、
み
た
い
な
復
維
な
手
順
を
踏
む
こ
と
に
な

っ
て

た
は
ず
な
の
に
、
姿
勢
が
不
安
定
と
は
?

専
用
泊
話
で
の
会
話
に
詳
し
く
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
も
で
き

ず
、
な
に
か
あ
れ
ば
記
者
発
出
科
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
一

抹
の
不
安
を
抱
負え
な
が
ら
車
両
通
行
の
解
除
を
待
つ
。
と
り
あ

え
ず
れ
ち
上
が
っ
て
も
ら
っ
た
以
上
、
少
な
く
と
も
鹿
屋
の
N

T
T
に
述
絡
し
て
使
間
期
間
の
延
長
を
一凶
る
必
要
は
な
い
。



記
者
主
に
戻
り
、
さ
っ
そ
く
拘
示
板
に
記
事
を
作
き
込
む
。

打
ち
上
げ
の
成
功
で
は
な
く
終
了
と
、
そ
れ
か
ら
未
確
認
情
報

だ
け
れ
ど
も
第
三
段
の
姿
勢
が
乱
れ
た
ら
し
い
、
と
い
う
情
報
。

こ
れ
が
正
式
な
報
道
機
関
な
ら
米
確
認
情
報
を
確
認
も
し
な

の

い
で
減
せ
る
こ
と
は
タ
ブ
!
な
の
だ
ろ
う
が
、
ど
う
せ
お
れ
は

報
道
記
者
じ
ゃ
な
い
。
未
確
認
情
報
と
断
つ
で
あ
る
の
だ
し
、

も
し
問
巡
っ
て
い
れ
ば
あ
と
で
訂
正
す
れ
ば
い
い
。
訂
正
し
て
、

あ
る
い
は
も
し
こ
れ
が
事
災
だ
っ
た
と
し
て
も
宇
宙
印
刷
側
の
努

力
に
よ
り
衛
星
が
軌
道
に
釆
れ
ば
い
い
の
だ
か
ら
。

し
か
し
、
記
者
室
内
の
哨
仲
間
気
は
ど
こ
か
洛
ち
つ
か
な
い
、

騒
然
と
は
言
わ
な
い
も
の
の
不
穏
な
ざ
わ
め
き
が
絞
い
て
い
る
。

日
時
加
分
か
ら
第

一
回
記
者
会
見
が
行
な
わ
れ
た
。

ロ
ケ
ッ
ト
の
飛
行
は
、
や
は
り
正
常
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
。

M
'
V
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
後
必
秒
か
ら
第

一
段
内
部
の
燃
焼
圧

力
が
下
が
り
、
日
秒
か
ら
姿
勢
が
変
わ
り
、
ノ
ズ
ル
を
動
か
す

ア
ク
チ
ュ
エ

l
タ
l
が
作
動
し
て
い
る
か
ど
う
か
も
不
明
に
な

り
、
そ
れ
か
ら
ノ
ズ
ル
系
の
温
度
が
急
上
昇
。
河
秒
で
第

一
段

の
姿
勢
制
御
系
が
回
復
、
作
動
す
る
も
、
燃
焼
終
了
末
期
に
姿

然
が
乱
れ
、
一朗
が
立
っ

た
姿
勢
に
な
り
、
予
定
の
速
度
に
述
し

な
か

っ
た
。
そ
れ
に
対
処
す
る
安
勢
変
更
を
コ
マ
ン
ド
送
り
し

て
、
第
二
段
で
姿
勢
制
御
し
て
リ
カ
バ
ー
し
よ
う
と
し
た
。

結
果
と
し
て
術
昼
が
投
入
さ
れ
た
尚
度
は
近
地
点
が
か
な
り

低
い
高
度
、
加
キ
ロ
か
ら
1
0
0
キ
ロ
、
遠
地
点
で

3
0
0
か

ら
4
0
0
キ
ロ
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

M
'
V
4号
機

ク
リ
ス
マ
ス
ぬ
で
、
可
視
時
間
が
少
な
か
っ
た
た
め
に
衛
星

の
分
搬
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
内
之
浦
上
山
刊
誌
に
一灰
っ
て
く
る

次
の
可
視
ま
で
衛
星
一の
状
態
は
確
認
で
き
な
い
。

分
雌
が
行
な
わ
れ
て
い
れ
ば
、
衛
星
の
持
っ
て
い
る
推
進
系

で
救
え
る
可
能
性
は
あ
る
。
た
だ
し
、
第

一
可
視
ま
で
戻
っ
て

こ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
が
で
き
る
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
。

近
地
点
の
高
度
が
低
い
の
で
、
非
常
に
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
状

況
で
は
あ
る
が
、
ま
だ
失
敗
し
た
と
は
断
言
で
き
な
い
。

取
時今

回
は

N
A
S
A
の
協
力
を
得
て
い
な
い
の
で
、
海
外
局
に

よ
る
追
跡
が
で
き
な
い
。
次
回
の
可
視
は
、
内
之
浦
上
空
に
ア

ス
ト
ロ

E
が
戻
っ
て
く
る
ロ
時
過
ぎ
に
な
る
。

第

一
パ

ス
、
ロ
時
ち
ょ
う
ど
を
脱
ん
で
衛
星
を
つ
か
ま
え
る

た
め
の
仕
事
が
現
在
、
こ
こ
内
之
浦
で
進
行
中
。
記
者
に
対
す

る
説
明
を
終
え
た
先
生
方
は

「仕
事
に
一炭
り
ま
す
」
と
い
っ
て

記
者
室
を
出
て
い
か
れ
た
。

披
終
的
に
術
皐
は
円
軌
道
に
入
る
予
定
で
、
そ
の
た
め
に
自

前
の
推
進
エ
ン
ジ
ン
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
エ
ン
ジ
ン
で
上
げ

る
こ
と
の
で
き
る
高
度
は
約
1
0
0
キ
ロ
。
た
だ
し
、
こ
の
エ

ン
ジ
ン
を
噴
射
す
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
打
ち
上
げ
た

術
鑑
を
氾
波
的
に
捕
獲
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
周
約
別
分
の
軌
道
に
投
入
さ
れ
た
は
ず
の
ア
ス
ト
ロ
E
を
、

そ
れ
が
内
之
浦
上
空
を
通
過
し
て
再
び
地
平
線
の
向
こ
う
に
消

え
る
ま
で
に
捕
ま
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
勝
負
に
な
る
。

ロ
仙吋
幻
分
、
内
之
浦
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
入
る
。

{注
目
}

海
外
局
の
手
配
に
は
お
金

が
か
か
る
。
予
算
が
な
け
れ

ば
海
外
局
は
使
え
な
い
の
だ
。

{松
)



「
テ
レ

メ
ー
タ
|
班
は
、
第

一
パ
ス
で
の
ア
ス
ト
ロ

E
の
句
波

を
捉
え
る
こ
と
に
失
敗
し
ま
し
た
」

た
だ
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
今
回
電
波
を
捉
え
る
こ
と
に
失

敗
し
た
と
い
う
だ
け
で
、
墜
落
し
た
と
か
も
う
見
つ
か
ら
な
い

と
か
確
認
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

ロ
時
お
分
に
的
川
先
生
が
再
び
記
者
室
に
登
場
、

現
時
点
で

わ
か
っ
て
い
る
こ
と
の
記
者
説
明
を
し
て
く
れ
る
。

ロ
時
刊
分
か
ら
各
部
門
の
貨
任
者
に
よ
る
次
の
検
討
会
が
行

わ
れ
る
。

的
川
先
生
は
検
討
会
は
噂
門
家
に
ま
か
せ
て
ず
っ
と

記
者
室
に
い
て
質
問
を
受
け
る
と
い
う
。

早
く
て

M
時
半
く
ら
い
に
次
の
正
式
な
記
者
会
見
が
行
わ
れ

る
だ
ろ
う
。

術
昼
の
追
跡
班
は
ロ
時
か
ら
待
ち
受
け
て
お
り
、
予
想
さ
れ

る
範
囲
に
ア
ン
テ
ナ
を
向
け
て
問
分
近
く
待

っ
て
い
た
が
匂
波

は
受
信
で
き
な
か
っ
た
。

術
昼
前
胤
は
、
第
二
可
視
に
備
え
て
、
次
の
キ
ャ
ッ
チ
を
狙
っ

て
い
る
。

そ
れ
か
ら

N
O
R
A
D
(北
米
防
空
司
令
部
)
に
ア
ス
ト
ロ

E
の
キ
ャ
ッ
チ
を
緊
急
依
頼
し
て
い
る
。
こ
れ
で
正
確
な
軌
道

袈
紫
を
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
拠
え
ら
れ
る
可
能
性
は
向
く

な
る
。

的
川

「非
常
に
残
念
。
第
二
可
視
の
ト
ラ
イ
ア
ル
が
残
さ
れ

て
い
る
が
、
今
の
時
点
で
は
新
し
い

X
線
天
文
台
衛
星
の
誕
生

⑪ 

は
悲
餓
的
で
あ
る
。
次
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
に
威
鈴
の
い
い
出
発
を

し
た
か
っ
た
の
だ
が
、
残
念
で
あ
る
」

記
者

「
ど
こ
か
の
レ
ー
ダ
ー
が
捉
え
て
ま
せ
ん
か
」

的
川

「
ど
こ
の
レ
ー
ダ
ー
も
追
い
か
け
て
ま
せ
ん
か
ら
」

第
三
段
の
燃
焼
終
了
時
点
で
軌
道
投
入
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

近
地
点
、
迷
地
点
の
計
鈴
が
で
き
る
。

お
そ
ら
く
燃
焼
終
了
高
度
が

3
5
0
キ
ロ
、
迷
地
点
は
そ
れ

よ
り
高
い

4
0
0
キ
ロ
く
ら
い
、
近
地
点
は
そ
こ
か
ら
地
球
の

反
対
側
で
加
キ
ロ
か
ら
1
0
0
キ
ロ
く
ら
い
。

-
げ・

本
来
の
燃
焼
終
了
は
高
度
2
8
0キ
ロ
だ
っ
た
の
で
、
姿
勢

制
御
の
結
果
そ
れ
よ
り
高
い
と
こ
ろ
ま
で
燃
や
し
た
こ
と
に
な

る
。

{
注
目
山
}

N
G
R
A
Dは
、
軌
道
上

の
旧
セ
ン
チ
程
度
ま
で
の
大

き
さ
の
物
体
を
観
測
で
き
る

レ
ー
ダ
ー
を
持
っ
て
お
り
、

地
獄
を
周
回
す
る
人
工
物
体

の
カ
タ
ロ
グ
を
作
成
し
‘
公

開
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

宇
宙
開
発
に
不
可
欠
な
纂
鍍

シ
ス
テ
ム
を
適
用
し
て
い
る

こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ

て
大
変
大
き
な
強
み
で
あ
る
。

(
松
}

{注
げ
}

予
定
よ
り
も
第
三
段
が
渇

く
上
が
り
す
ぎ
た
と
い
う
こ

と
は
、
そ
の
分
、
速
度
が
遍

く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

だ
か
ら
4
0
0キ
ロ
ま
で
界

っ
た
衝
隻
は
そ
の
後
下
が
り

は
じ
め
て
、
地
環
の
ち
ょ
う

ど
反
対
備
で
一
番
高
度
が
低

く
な
る
。
も
し
も
地
琢
に
大

気
が
な
け
れ
ば
、
ま
た
衡
震

は
弊
っ
て
高
度
4
0
0キ
ロ

ま
で
戻
っ
て
く
る
が
、
海
度

1
0
0キ
ロ
を
切
る
と
急
速

に
空
気
が
漉
く
お
っ
て
衛
星

に
大
き
な
空
気
抵
抗
が
か
か

る
よ
う
に
な
る
。
界
り
す
ぎ

た
た
め
に
、
迎
に
軌
道
の
一

審
低
い
地
点
、
つ
ま
り
近
地

点
高
度
が
低
く
な
っ
て
空
気

抵
筑
を
受
け
、
盤
面
局
、
衛
星

は
墜
曹
泊
し
た
の
だ
っ
た
。

{
松
)

衛
星
分
離
予
定
の

1
4
1
8秒
時
点
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
島

で
術
忠
一分
隊
機
認
の
電
波
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。

内
之
浦
で
は
発
射
後

5
0
0秒
ま
で
は
衛
星
を
追
跡
し
て
い

た
。「

そ
こ
か
ら
先
は
ど
う
し
て
追
跡
で
き
な
く
な

っ
た
ん
で
す

-
刀
?
・」

「水
平
線
の
下
に
行

っ
て
し
ま

っ
た
か
ら
で
す
」

「
そ
の
次
は
ど
こ
で
仰
拭
え
る
予
定
だ

っ
た
ん
で
す
か
?
」

「内
之
浦
か
ら
見
え
な
く
な

っ
て
、
次
に
ク
リ
ス
マ
ス
烏
で
見

え
る
ま
で
は
途
中
経
過
の
追
跡
局
は
あ
り
ま
せ
ん
」

二
段
目
と
三
段
目
は
正
常
に
燃
焼
し
た
ら
し
い
。
第
一

段
の

燃
焼
中
に
ロ
ケ
ッ

ト
が
急
激
に
ピ
ッ
チ
ア
ッ
プ
(
立
ち
上
が
つ



た
)
し
た
お
か
げ
で
ロ
ケ
ッ
ト
の
水
平
成
分
の
速
度
が
減
少
し

た
の
が
、
今
回
の
失
敗
の
原
因
。
な
ぜ
そ
う
な

っ
た
の
か
は
今

調
査
中
で
あ
る
。
た
だ
し
、

一
段
闘
の
ミ
ス
を
リ
カ
バ

i
す
る

た
め
に
二
段
目
、

三
段
目
は
フ
ル
に
活
躍
し
て
い
る
。

ミ
a
lM

台
地
の
ラ
ン
チ
ャ

1
を
見
に
行
こ
う
と
し
た
ら
、
ま
だ

報
道
関
係
者
に
は
開
放
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
お
そ
ら
く
そ

の
権
限
の
あ
る
人
が
仕
事
べ

っ
た
り
で
規
制
を
解
い
て
い
る
暇

が
な
い
の
だ
ろ
う
。

記
者
室
の
あ
る
高
台
か
ら
賂
倣
塔
を
見
下
ろ
し
、
そ
れ
か
ら

西
の
地
平
を
向
い
て
い
る
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
貯
を
見
て
気
が

つ
い
た
。
記
者
室
に
戻
り
、
自
動
販
売
機
の
と
こ
ろ
に
い
た
あ

さ
り
を
車
に
ひ
っ
ぱ
り
込
む
。

「
お
れ
た
ち
行
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
所
が
あ
る
」

「
ど
こ
?
」

「次
の
衛
星
の
内
之
浦
上
尚昆
の
通
過
に
あ
わ
せ
て
パ
ラ
ボ
ラ
が

首
振
る
は
ず
だ
。
だ
っ
た
ら
そ
れ
見
に
い
か
な
き
ゃ
」

宇
宙
開
発
は
現
場
が
自
の
前
に
な
い
の
で
取
材
が
や
り
に
く

い
、
と
言

っ
て
い
た
報
道
関
係
者
の
言
葉
を
思
い
出
す
。
あ
れ

は
要
す
る
に
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
宇
宙
開
発
や
宇
宙
観
測
を
理

解
し
て
な
い

っ
て
自
分
で
早出回
っ
て
る
よ
う
な
も
の
じ
ゃ
な
い
の

、
。

ム
M

市
平
を
出
し
て
テ
レ
メ
ト
リ

1
セ
ン
タ
ー
に
行
く
。

新
築
な
っ
た
抑
メ
ー
ト
ル
パ
ラ
ボ
ラ
、
そ
れ
と
山
向
こ
う
の

却
メ
ー
ト
ル
が
揃
っ
て
西
の
地
平
を
向
い
て
い
る
。
笹
本
は
叫
吋

M
'
V
4暑
機

〈
上
〉
初
メ
ー
ト
ル
鏡

(
手
前
)
と
鈎

メ
ー
ト
ル
録
。
運
動
し
て
地
平
線
よ
か

ら
現
れ
る
は
す
の
衛
星
を
探
し
て
い
た

の
だ
が
。

〈
下
〉
引
制
メ
ー
ト
ル
鎮
の
妻
郡
は
こ
う

な
っ
て
い
る

計
を
見
な
が
ら
デ
ジ
カ
ム
を
構
え
て
い
た
。

と
き
ど
き
首
を
娠
る
く
ら
い
で
パ
ラ
ボ
ラ
は
大
き
く
は
動
か

な
い
。
必
前
に
説
明
さ
れ
た
通
り
、
山
向
こ
う
の
却
メ
ー
ト
ル

と
自
の
前
の

M
メ
ー
ト
ル
が
全
一く
同
期
し
て
同
じ
よ
う
に
動
い

て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
動
き
は
践
の
水
平
線
を
向
い
た
ま
ま
、

少
し
ず
つ
首
振
り
の
角
度
が
大
き
く
な

っ
て
い
く
。

上
笠
通
過
予
定
時
刻
の

M
時
を
大
き
く
過
ぎ
て
も
、
ア
ン
テ

ナ
は
水
平
線
を
向
い
た
ま
ま
、
つ
い
に
停
ま

っ
て
し
ま

っ
た
。



今
川
も
術
MU
か
ら
の
氾
波
を
削
飢
え
る
こ
と
は
で
与
な
か
っ
た
ら

，
、
。

.，‘・
L
V川

山
行
-M
世
に
民
り
、

そ
こ
ら
へ
ん
の
お
省
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
搬

認
す
る
。
二
度

U
の
パ
ス
で
au術
誕
の
氾
淡
を
受
け
加
で
き
な
か

っ
た
こ
と
は
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
た
ら
し
い
。

な
お
、
こ
の
出
後
に
早
く
て
M
時
半
と
予
約
さ
れ
て
い
た
必

者
会
見
が
は
M

時
半
に
延
期
さ
れ
る
こ
と
が
的
川
先
生
か
ら
伝
え

ら
れ
た
。

シ」
b
ue
λ
v
L
」、

次
の
記
者
会
見
ま
で
は
で
さ
る
こ
と
は
な
い
、

と
判
断
し
て
、

た
。
突
は
、

続
本
は

一
度、

内
之
浦
の
町
に
一反一
る
こ
と
に
し

チ
ェ
イ
サ
ー
の
お
後
輸
の
笠
気
が
危
険
レ
ベ
ル
ま

で
減
っ
て
い
る
の
に
気
が
つ
い
た
の
で
あ
る
。

タ
イ
ヤ
の
側
商
部
分
は
ほ
こ
り
だ
ら
け
の
は
ず
な
の

通
常
、

に
、
こ
れ
が
外
側
か
ら
内
側
に

5
セ
ン
チ
く
ら
い
烈
々
と
し
て

い
る
。
で
、
な
ぜ
こ
れ
が
烈
い
か
と
い
う
と
、

山
y.
気
が
抜
け
た

お
か
げ
で
綾
地
以
川
駅
が

mえ
て
、

正
常
な
ら
桜
地
し
て
い
な
い

側
目印
ま
で
が
川
品
々
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
や
べ
え
。

い
つ
刷
か
ら
均
し
%
が
依
け
だ
し
た
の
か
気
が
つ
い
て
い
な
い

が
、
も
し
山
発
前
に
明
%
を
入
れ
て
か
ら
じ
わ
じ
わ
と
今
ま
で

か
け
て
依
け
た
の
で
あ
れ
ば
、

川
市
純
な
パ
ン
ク
で
は
な
く
、

ノ〈

ル
ブ
の
劣
化
か
、

あ
る
い
は
チ
ュ
ー
ブ
レ
ス
タ
イ
ヤ
と
ホ
イ

i

ル
の
接
触
部
分
が
お
か
し
く
な
っ
て
い
る
吋
能
性
が
あ
る
。

-
W
 

ガ
ソ
リ
ン
補
給
の
た
び
に
エ
ア
を
補
給
し
て
保
っ
て
く
れ
れ

ば
い
い
が
、

そ
う
で
な
い
場
合
ど
う
し
よ
う
。

@ 

あ
と
、
ホ
テ
ル
に
燃
併
氾
訴
を
忘
れ
て
き
た
ま
ま
だ
っ
た
の

で
、
そ
れ
も
取
り
に
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

街
に
人
っ
て
以
初
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
エ
ア
を
補
給
す

る
。
ど
う
や
ら
空
気
圧
は
1
キ
ロ
弱
ま
で
低
下
し
て
い
た
ら
し

ぃ
。
あ
か
ら
さ
ま
に
危
険
峻
で
あ
る
。

コ
ス
モ
ピ
ア
に
以
り
、

都
民
に
忘
れ
て
い
た
燐
初
包
括
を
同

収、

街
中
で
憩
い
と
い
う
軽
食
喫
茶
に
入
る
。

時
間
が
な
い
の
で
と
に
か
く
早
く
で
き
る
も
の
を
、
と
言
つ

た
ら
、
お
ば
さ
ん
は
何
で
も
そ
ん
な
に
時
間
は
変
わ
ら
な
い
と

ぃ
、7
。
だ
も
ん
で
、
笹
本
は
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
、

あ
さ
り
は
カ
レ

ー
ラ
イ
ス
を
会
う
。

記
者
室
に
反
っ
て
き
た
の
は
均
時
半
前
。
ほ
ぽ
予
定
通
り
の

お
寸
川
吋

こ
、

H
H
H
削
配

H

ド
.，w

た
。

記
折
笠
で
主
要
災
任
省
に
よ
る
記
岳
会
見
が
行
わ
れ

総
出
所
長

「伐
念
な
が
ら
ご
期
待
に
添
え
な
い
結
果
に
な
り

*4F
l
v
ト
~
」

あ
く
ま
で
速
報
的
な
も
の
で

こ
の
川
行
会
見
で
の
的
搬
は
、

あ
り
、
.
止
餓
な
似
附
究
明
に
附
し
て
は
、

う
こ
と
に
な
る
。
あ
く
ま
で
現
段
断
で
の
彼
定
的
な
似
附
。

刊
利
点
川
後
日
会
が
行
な

ま
ず
以
初
に
前
川
の
心
行
会
比
で
の
鴨
川
H
K
の
訂
正
が
入

っ
た
。

ピ
ッ
チ

μ向
の
資
制
抑
制
御
が
白
砂
か
ら
作
動
不
能
に
な
り
、
そ

の
後
川
似
し
た
の
は
以
り
だ
っ
た
。
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
作
動

e

小

む
じ
e
‘H
H

・L
S
-
、

ム

H
ふ
刈
ψ
都

a
c

し
か
し
ロ
ケ
ッ
ト
本
体
が
叩
皮
ロ
ー
ル
し
た
た
め

に
生
き
て
い
た
ヨ

l
β
向
の
迩
融
抑
制
御
で
ピ
ッ
チ
制
御
を
行
な



っ
た
。

M
g
V
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
ラ
ン
チ
ャ

1
に
取
り
付
け
ら
れ
た
状

態
で
ラ
ン
チ
ャ

l
側
を
0
度
と
し
た
3
6
0度
の
座
標
を
持
っ

て
い
る
。
0
皮
と

1
8
0度
が
ピ
ッ
チ
方
向
、
卯
皮
と

2
7
0

皮
が
ヨ

1
方
向
。

発
射
後
日
秒
か
ら
、
ロ
ケ
ッ

ト
ノ
ズ
ル
の
ラ
ン
チ
ャ

l
側

(
O皮
)
の
温
度
が
急
に
上
昇
し
て
い
る
。
し
ば
ら
く
し
て
反

対
側
が
上
が
っ
て
い
る
。

お
秒
と
、

川刷
、
必
秒
付
近
に
ロ
ケ
ッ
ト
本
体
の
振
動
が
検
知

さ
れ
て
い
る
。

己記

T
街
印
刷
が
総
修
し
た
地
よ
か
ら
の
一胸
像
及
び
搭
載
カ
メ
ラ
の

画
像
に
よ
る
と
、
火
花
が
噴
煙
の
中
に
飛
ん
で
い
る
。
正
常
な

飛
行
で
は
あ
り
え
な
い
く
ら
い
火
花
が
い

っ
ぱ
い
飛
び
、
白
熱

し
た
光
を
放
つ
物
体
が
吐
き
だ
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
現
象
か
ら
、
原
闘
を
推
定
す
る
と
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
ノ

ズ
ル
の
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
製
の
ス
ロ

l
卜
部
分
が
、
部
分
的
に
割

・・

同

れ
、
川
町
、
必
秒
あ
た
り
で
噴
射
ガ
ス
と
と
も
に
凶
き
だ
さ
れ
て

い
る
も
の
と
忠
わ
れ
る
。

燃
焼
ガ
ス
は
図
体
ロ
ケ
ッ
ト
モ
ー
タ
ー
の
中
で
燃
え
上
が
り
、

す
ぽ
ま

っ
た
ス
ロ
ー
ト
部
分
に
噴
き
だ
し
て
く
る
時
に
線
路
を

絞
ら
れ
て
加
速
さ
れ
る
。
こ
れ
が
破
製
さ
れ
た
と
す
る
と
、
燃

焼
笠
の
噴
き
だ
し
口
の
面
積
が
急
激
に
広
が
る
た
め
、
推
力
低

下
、
燃
焼
圧
力
低
下
と
い
う
デ
ー
タ
と
も
符
合
す
る
。

グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
製
の
ス
ロ

l
ト
が
吹
き
飛
び
、

耐
熱
仕
様
に

M
'
V
4号
機

な
っ
て
い
な
い
ケ

l
シ
ン
グ
が
約
3
0
0
0

aupM7 

度
の
燃
焼
ガ
ス
に
制
さ
れ
、
発
射
後
日
秒
く

ら
い
に
浴
損
、
燃
焼
ガ
ス
が

O
皮
方
向
に
噴

き
だ
し
、
ピ
ッ
チ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
用
の
ア
ク

チ
ュ
エ

l
タ
ー
を
破
峻
し
た
、
と
考
え
る
と
、

打
ち
仁
げ
失
敗
の
経
過
に
あ

っ
た
展
開
に
な

，Q
。字

街
研
で
は
、

ロ
ケ
ッ
ト
モ
ー
タ
ー
本
体

に
起
因
す
る
打
ち
上
げ
失
敗
は
は
じ
め
て
で

あ
る
。

松
尾
所
長

「
お
そ
ら
く
原
悶
究
明
で
は
か

な
り
苦
労
す
る
も
の
と
覚
悟
し
て
お
り
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
と
し
て
安
定
し
て
き
た
矢
先
の
失

敗
な
の
で
、
非
常
に
妓
念
で
す
」

衡
是
本
体
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
ぬ
で
そ
れ
ら

し
い
デ
ー
タ
が
わ
ず
か
に
繍
挺
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
後
、

い
っ
さ
い
術
患
が
確
認
で
き
な
い
の
で
、
大

気
圏
に
再
突
入
し
て
燃
え
尽
き
た
と
思
わ
れ

る
。

ロケサ毛主.g単I:!.k.t'CJd t~t'~ま
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刊-v-lla17.うt.:t
幽代ピ切・3-t
働省1r1t~

N
A
S
A
、
E
S
A
の
X
線
望
遠
鋭
衛
星
が
す
で
に
打
ち
上

げ
ら
れ
て
お
り
、

「あ
す
か
」

{注
問
}

第
一
段
の
燃
焼
時
間
は
万

秒
だ
か
ら
、
相
却
秒
そ
こ
そ
こ

の
異
常
が
打
ち
上
げ
を
失
敗

さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。
(
総
)

こ
れ
と
共
同
観
測
で
き
る
は
ず
だ

っ
た
の
だ

が
さ存九 、
いそ
なれ
こカf

と不
に可
、能

な
っ
た。

7
年
前
に
打
ち
上
げ
た

カf

現



釈
然
き
て
お
り
、
お
そ
ら
く
あ
と

1
年
く
ら
い
は
使
え
る
だ
ろ

う
と
忠
わ
れ
て
い
る
。

u本
の
X
線
天
文
学
は
こ
れ
を
使
っ
て

観
測
を
続
け
る
・
』
と
に
な
る
。

-・ν，a'AY
，p
h
，aa巾

M
eV
ロ
ケ
ッ
ト
に
は
、
あ
る
程
度
の
軌
道
の
擾
乱
を
自
体

修
正
す
る
飛
行
能
カ
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
今
回
、
こ
の
機

能
が
フ

ル
に
発
郷
さ
れ
た
。

発
射
後
日
秒
、

ピ
ッ
チ
方
向
に
噴
き
だ
し
た
燃
焼
ガ
ス
に
よ

り
飛
行
姿
勢
を
乱
さ
れ
た

4
号
援
は
、
ま
ず
ピ
ッ
チ
制
御
で
そ

れ
を
修
正
し
よ
う
と
し
、
そ
れ
が
使
用
不
能
に
な
っ
て
い
た
た

め
に
機
体
を
卯
度
ロ

1
ル
さ
せ
、
ヨ

l
制
御
用
の
ア
ク
チ
ュ
エ

l
タ
l
で
ノ
ズ
ル
を
振
っ
て
発
射
後
符
秒
、

二
段
目
の
分
離
ま

で
に
姿
勢
を
回
復
さ
せ
た
。

二
段
円
の
点
火
と
同
時
に
行
な
わ
れ
る

一
段
目
の
分
隊
は
正

常
な
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
従
っ
て
行
な
わ
れ
た
が
、
到
述

・
四

速
度
が
起
り
な
い
。
二
段
日
は
、
述
附
棋
を
仙
仰
ぐ
た
め
に
い

っ
た

グ

イ

プ

ん
ロ
ケ
ッ
ト
を
降
ド
さ
せ
よ
う
と
ま
で
し
た
が
、
制
御
系
の
リ

ミ
ッ
タ

l
作
動
に
よ
り
そ
れ
は
瓜
た
せ
な
か

っ
た
。

一
段
川
は
機
体
銅
山
糊
に
叩
岐
に
対
応
し
て
こ
れ
を
立
て
バ
し、

二
段

M
は
そ
れ
を
受
け
て
リ
ミ

ッ
タ
1
限
弊
ま
で
機
体
を
似
り

ま
わ
し
て
、
そ
れ
を
リ
カ
バ
ー
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

な
に
せ
聞
係
告
は
記
行
会
見
の
あ
と
検
討
会
議
に
反

っ
て
い

る
。
市下
実
関
係
を
宇
宙
作
家
ク
ラ
ブ
の
ニ
ュ
ー
ス
鮒
示
板
に
。

き
込
む
前
に
、
記
者
室
に
詰
め
き
り
の
的
川
先
生
に
見
て
も
ら

@ 

ぃ
、
出
川
泌
が
な
い
こ
と
を
般
認
し
た
。

以
初
、

こ
の
飛
行
を
修
花
し
よ
う
と
し
た
動
さ
が
あ
ま
り
に

人
間
的
な
の
で
、
准
か
が
コ
マ
ン
ド
を
打
ち
込
ん
だ
の
か
と
思

っ
た
の
だ
が
、
そ
の
点
を
質
問
す
る
と
的
川
先
生
は
即
岐
に

『
そ
の
程
度
の
機
能
は
組
み
込
ま
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
」
と
答

え
ら
れ
た
。

だ
っ
て
、

{注

m-
こ
の
打
ち
上
げ
の
ほ
ぼ
1

年
後
の
2
0
0
1年
3
月
E

目
、
あ
す
か
は
大
気
圏
に
突

入
し
て
消
滅
し
た
。

(総}

【
注
叩
}

姿
臥宵
が
乱
れ
た
こ
と
で
、

予
定
以
上
の
高
度
に
界
り
そ

う
に
な
っ
た
の
で
、
降
下
し

て
柵
唱
え
す
ぎ
た
位
置
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
速
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

戻
そ
う
と
し
た
の
だ
っ
た
。

こ
れ
も
、
も
し
リ
ミ
ッ
タ
ー

が
解
隊
で
き
る
仕
組
み
が
あ

っ
た
ら
、
衛
星
は
救
わ
れ
て

いた
可
能
性
が
あ
る
。

{総)

ピ
ッ
チ
制
御
が
山
飢
え
な
い
か
ら

っ
て
即
山
胞
に
機
体

を
ロ

l
ル
さ
せ
て
ヨ

1
制
御
で
代
用
す
る
、
な
ん
て
、
普
通
思

い
つ
く
か
?
し
か
も
、

二
段
目
以
降
は
速
度
を
稼
ぐ
た
め
に

水
平
ど
こ
ろ
か
地
上
に
向
け
て
降
下
し
よ
う
と
ま
で
し
た
ら
し

い
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
リ
ミ
ッ
タ
ー
が
あ
る
た
め
に
そ
れ

は
来
た
せ
ず
、
そ
れ
で
も

一
回
目
に

5
度、

二
回
目
に
は
お
皮

-
N
 

と
二
回
も
術
遅
速
度
を
稼
ぐ
た
め
の
軌
道
変
更
を
試
み
た
ら
し

、。

-
UV
 

{
注
引
}

予
定
さ
れ
た
飛
期
経
路
を

低
め
に
変
更
し
た
と
の
こ
と
。

{笹
)

的
川
先
生
の
説
明
で
、
い
ち
ど

O
度
側
か
ら
噴
き
だ
し
た
燃

焼
ガ
ス
が
ノ
ズ
ル
に
沿

っ
て
同
り
込
み
、
反
対
側
で
も
う

一
度

双
必
か
ら
の
ガ
ス
が
ぶ

つ
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
度
は

1
8

0
皮
側
か
ら
も
明
き
だ
し
た
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
ガ
ス
漏
れ
が

起
き
な
い
よ
う
に
ノ
ズ
ル
と
ケ

l
シ
ン
グ
と
の
あ
い
だ
は
ス
カ

ー
ト
で
桜
わ
れ
て
お
り
、
逃
げ
場
を
失
っ
た
燃
焼
ガ
ス
が
先
に

O
皮
側
か
ら
、
そ
し
て
次
に
桝
り
込
ん
で
反
対
側
か
ら
噴
き
だ

し
た
の
で
あ
る
。

-
b

・
4
司

あ
さ
り

『
も
し
M
'
V
ロ
ケ
ッ
ト
が
喋
れ
た
と
し
た
ら
、

一

段
目
が

『
う
わ
っ
ち

っ
ち
、
お
ー
っ
と

っ
と
っ
と
、
ず
う
お
り



や

s
!
』
二
段
目
が

な
感
じ
な
の
で
は
」

そ
り
ゃ
ま
あ
、
お
れ
も
て
っ
き
り
あ
れ
は
識
か
が
コ
マ
ン
ド

打
ち
込
ん
で
対
応
し
た
と
思
っ
た
く
ら
い
だ
も
ん
な
あ
。
ぷ
ち

b
 

崎
壊
明
れ
た
も
の
の
必
死
に
な
つ
て
剛
刻
瑚
ん
だ
ロ
ケ
ツ
ト
の
飛
行
を
伝

え
な
い
手
は
な
い
、
と
い
う
わ
け
で
雌
認
し
て
も
ら
っ
た
記
事

を
鈎
示
板
に
魯
き
込
む
。

記
者
発
表
が
あ
る
た
び
、
あ
る
い
は
な
に
か
動
き
が
あ
る
た

び
に
記
事
を
告
き
込
ん
で
い
た
の
だ
が
、
今
回
の
記
事
タ
イ
ト

ル
は

「剣
の
舞
い
の
コ
ッ
ペ
リ
ア
」
に
し
た
。
宇
宙
山
馳
傑
作
選

に
載
っ
た
宮
武

一
貫
の
短
篇
小
説
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。

敵
地
の
偵
察
行
を
命
じ
ら
れ
た
無
人
戦
闘
機
が
、
迎
黙
を
受

け
て
ず
た
ぼ
ろ
に
な
り
、
燃
料
も
な
く
な

っ
た
の
に
最
後
は
軌

道
上
に
帰
進
し
よ
う
と
上
昇
を
か
け
て
終
わ
る
。
ん
だ
が
、
そ

れ
を
記
事
タ
イ
ト
ル
に
持
っ
て
き
て
、
い
っ
た
い
全
国
で
何
人

が
わ
か

っ
て
く
れ
る
ん
だ
ろ
う
か
。

笹
本
は
見
て
い
な
か
っ
た
の
だ
が
、
午
後
の
N
H
K
ニ
ュ

ー

ス
で
こ
の
'飛
行
の
桜
岬
僚
が
放
送
さ
れ
た
。
当
日
あ
と
か
ら
見
た

と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
前
進
す
る
は
ず
の
ロ
ケ
ッ
ト
が
い
き
な
り

プ
ガ
チ
ョ
フ
コ
ブ
ラ
で
も
か
ま
し
た
か
の
よ
う
に
機
首
を
持
ち

上
げ
、
そ
れ
を
な
ん
と
か
振
り
戻
し
て
も
今
度
は
績
に
振
れ
か

け
た
と
こ
ろ
で
二
段
目
を
切
り
醐
附
し
て
い
る
。

記
者
会
見
の
時
に
、
的
川
先
生
が

「二
段
目
と
三
段
目
が
相

当
が
ん
ば
っ
て
い
た
」
、
夜
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
、

N
H
K
の
中

『
よ
し
来
た
!

そ
り
ゃ

l
H・』
み
た
い

M
'
V
4号
機

継
車
で
打
ち
上
げ
時
の
ど
デ
庁
を
解
説
の
た
め
に
見
て
い
て

「あ
あ
、
健
気
に
飛
ん
で
い
ま
す
ね
え
」。

衛
星
の
軌
道
回
復
の
た
め
の
推
進
系
作
動
コ
マ
ン
ド
は
、
本

体
を
捕
ま
え
な
い
こ
と
に
は
作
動
さ
せ
ら
れ
な
い
。
今
回
、
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
局
を
多
く
使
い
、
も
し
打
ち
上
げ
時
の
飛
行
が
異

常
に
な
り
、
予
定
さ
れ
た
軌
道
に
投
入
で
き
な
く
て
も
追
跡
を

続
け
て
い
れ
ば
多
少
な
り
と
も
術
星
を
救
え
た
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
局
を
備
え
ら
れ
な
か

っ
た
の
も
、
こ
こ

の
と
こ
ろ
連
続
し
て
い
る
宇
宙
開
係
の
邸
放
の
線
本
的
な
原
因
、

無
理
な
経
費
削
減
に
そ
の
要
因
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け

で
。主

要
ス
タ
ッ
フ
は
検
討
会
に
戻
り
、
お
そ
ら
く
新
事
尖
が
発

表
で
き
る
の
は
す
べ
て
の
デ
ー
タ
の
解
析
を
終
わ
っ
て
か
ら
、

お
そ
ら
く
相
模
原
の
宇
宙
科
学
研
究
所
で
週
明
け
に
な

っ
て
か

ら
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
。

川
崎
時
く
ら
い
、
的
川
先
生
に
扶
拶
し
て
待
去
す
る
。
最
後
に

的
川
先
生
は
、
必
聞
広
な
質
問
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
と
言

っ
て

自
分
の
携
帯
の
番
号
ま
で
記
者
に
公
開
し
て
い
た
。

宿
の
部
長
に
戻
り
、

ニ
ュ

ー
ス
を
見
る
。
主
に
N
H
Kを
見

て
い
た
が
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
燃
焼
ガ
ス
を
超
音
速
に
ま
で
加
速
し

て
噴
射
す
る
仕
組
み
の
と
こ
ろ
に
あ
る
耐
熱
部
分
が
吹
き
飛
ん

だ
た
め
と
い
う
朗
報
道
は
、
間
違
い
じ
ゃ
な
い
が
わ
か
り
に
く
い

と
思
う
ぞ
。
知
ら
な
い
人
は
大
気
閤
突
入
用
の
耐
熱
部
口
聞
が
行

き
に
飛
ん
だ
か
ら
失
敗
し
た
と
思
う
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
。



阿
体
ロ
ケ
ッ
ト
内
で
発
生
し
た
燃
焼
ガ
ス
を
い
ち
ど
絞
り
込
ん

だ
縦
断
に
送
り
込
む
こ
と
に
よ
り
流
体
を
急
激
に
加
泌
す
る
ベ

ル
ヌ

1
イ
の
法
則
も
、
必
近
の
記
者
の
瑚
解
の
待
外
に
な
っ
て

い
る
ん
だ
ろ
う
か
。

内
之
浦
最
後
の
夕
食
、
と
い
う
こ
と
で
、

料
早
、
郷
元
に
い
く
。
綱
元
定
食
の
上
に
、

る
。
う
ま
か
っ
た
が
:
:
:
。

-M-
b
'
A
E'
'
h
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「祈
祷
師
に
見
て
も
ら
う
と
だ
な
、
H
'H
8
号
機
の
銭
が
取

り
つ
い
で
い
る
ん
だ
。
自
爆
霊
と
い
う
」

「
ほ
な
行
方
不
明
に
な
っ
た
惑
星
探
査
機
は
浮
遊
忽
か
い
」

あ
あ
、
ま
た
外
に
は
告
け
な
い
会
話
を
。

綱
元
の
お
ば
ち
ゃ
ん

「さ
っ
き
業
者
の
人
に
会
っ
て
ね
、
こ

の
四
日
間
で
、
四

i
五
時
間
し
か
寝
て
な
い
ん
だ
っ
て
。
今
日

は
や
け
洞
で
も
く
ら
い
た
い
と
こ
ろ
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、

ιu' 

が
に
か
ら
だ
が
保
た
な
い
か
ら
紛
っ
て
絞
る
っ
て
。

っ
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
く
っ
て
ね
え
」

百
円
び
内
之
浦

一
の

キ
ダ
カ
を
注
文
す

さ
す

な
ん
て
J

2
月
日
目
、金
曜
日
、晴
れ
か
曇
り

8
時
過
ぎ
く
ら
い
に
岡
崎
き
だ
し
、

ω時
が
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト

な
の
を
縦
泌
し
て
、
昨
日
の
夕
食
の
弁
当
を
会
ぃ
、
メ
ー
ル
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
そ
れ
か
ら
捌
胤
品
し
に

山
山
州
仰
け
る
。
さ
す
が
に
制
は
風
呂
に
だ
れ
も
い
な
い
。

チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
し
て
、
市
単
に
荷
物
を
航
み
込
み
、
リ
ヤ
タ

イ
ヤ
の
空
気
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
さ
ほ
ど
抜
け
て
い
な
い
。
も

⑪ 

民
っ
て
き
て
、
も
う

一
度
ネ
ッ
ト
に
バ
イ
オ
を
つ
な
ぐ
。
あ

ら
こ
ち
似
い
て
み
る
が
、
ど
こ
も
ぽ

1
ぜ
ん
と
し
て
い
る
感
じ
。

今
回
の
失
敗
を
い
ち
は
や
く
掲
示
仮
に
m刊
さ
込
め
た
こ
と
で
、

宇
術
作
・米
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
ス
テ
ー
タ
ス
は
上
が
っ
た
と
い
う

en
 

指
摘
が
江
泌
さ
ん
に
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
は
宇
宙
研
内
部
の
人

間
に
ま
で
貨
重
な
的
報
源
に
な
っ
た
ら
し
い
。
記
者
連
中
と
い

う
の
は
、
記
者
会
見
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
涜
す
こ
と
す
ら
し
な

い
か
ら
。

{
注
明
日
}

目
本
幅
一
の
宇
宙
開
発
僻

愉
家
・
江
盤
層
厳
さ
ん
。
お
也

路
に
な
っ
て
い
ま
す
。
{
箆
}

そ
り
ゃ
ま
あ
、
少
な
く
と
も
宇
宙
研
に
対
し
て
は
こ
れ
で
今

後
の
取
材
が
し
や
す
く
な
っ
た
の
は
確
か
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
っ

て
や
っ
て
る
こ
と
は
も
の
の
見
事
に
火
事
場
ド
ロ
ポ

1
の
漁
夫

の
利
だ
か
ら
、
婚
し
く
な
い
、
ど
こ
ろ
か
胸
糞
悪
い
わ
。

本
当
は
打
ち
上
げ
が
す
ん
な
り
成
功
し
て
、

宇
宙
作
家
ク
ラ

ブ
の
掲
示
板
の
重
必
性
な
ん
て
縫
も
気
に
し
な
い
、
と
い
う
展

開
の
カ
が
よ
か
っ
た
の
に
な
あ
。

昨
日
常
%
を
入
れ
て
か
ら
の
走
行
距
織
は
大
し
た
こ

と
に
な
ら
な
い
か
ら
、
必
ら
な
け
れ
ば

一
週
間
も
っ
て
も
、
走

っ
て
い
る
と

1
0
0
キ
ロ
く
ら
い
で
空
気
が
依
け
て
く
る
可
能

怜
は
あ
る
。

山叩
良
か
ら
鹿
口
院
に
出
な
い
で
斜
め
に
国
分
を
目
指
す
段
道
を

あ
さ
り
に
指
示
し
て
走
り
だ
す
。
天
気
は
昨
日
ほ
ど
の
快
晴
で

っ
と
も
、



雨
の
心
配
も
な
い
。

昼
飯
ど
き
な
の
で
飯
盛
を
探
し
て
い
る
う
ち
に
、
空
港
に
新

い
て
し
ま
う
。
と
り
あ
え
ず
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
リ
ヤ
タ
イ

ヤ
の
空
気
を
再
び
補
充
。
今
回
は

1
キ
ロ
切
れ
て
た
の
か
な
?

か
な
り
や
ば
い
。

鹿
児
島
か
ら
飛
ぶ
使
が
適
当
な
時
間
に
あ
る
か
ど
う
か
、
な

け
れ
ば
禰
岡
ま
で
行
く
と
い
う
あ
さ
り
を
待
っ
て
関
内
使
の
タ

ー
ミ
ナ
ル
前
で
車
を
止
め
る
こ
と
し
ば
し
。

1
時
間
後
の
M
時
半
に
山
山
る
使
が
あ
る
と
い
う
の
で
、
と

っ

と
と
送
り
だ
す
。
い
く
つ
か
残
っ
た
荷
物
は
適
当
な
と
こ
ろ
か

ら
料
金
着
払
い
で
送
り
返
す
こ
と
に
す
る
。

空
港
前
か
ら
九
州
道
に
乗
り
、
福
岡
目
指
し
て
単
独
ド
ラ
イ

ブ
を
始
め
る
。
速
度
は
で
き
る
だ
け
加
キ
ロ
く
ら
い
に
抑
え
、

一
つ
め
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
入
り
、
リ
ヤ
タ
イ
ヤ
の
様
子
を

確
認
。
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
確
認
直
後
、
し
か
も
あ
ん
ま
り
長
距

維
を
走
っ
て
い
な
い
た
め
か
、
さ
ほ
ど
笠
気
圧
が
減
っ
た
気
配

は
な
い
。

は
な
い
が
、

こ
れ
な
ら
福
岡
で
降
り
て
、
ガ
ソ
リ
ン
補
給
の
時
に
ま
た
空

気
庄
を
点
検
す
れ
ば
保
っ
て
く
れ
る
か
な
あ
と
期
待
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
破
局
は
熊
本
を
過
ぎ
、
九
州
自
動
車
道
の
門
司

ま
で
あ
と
1
4
2
キ
ロ
と
い
う
辺
り
で
訪
れ
た
。

そ
れ
ま
で
も
な
ん
か
議
が
挙
動
不
審
な
振
動
を
し
て
い
た
の

だ
が
、
あ
れ
、
路
面
が
変
わ
っ
た
の
か
安
定
し
た
な
、

た
ら
ず
が
が
が
、
と
来
た
の
で
あ
る
。

と
思
つ

M
E
V
4暑
機

と
っ
さ
に
ス
ロ

ー
ダ
ウ
ン
し
て
絡
日
に
惑
を
止
め
る
。
降
り

て
見
て
み
る
と
、
お
お
、
右
リ
ヤ
タ
イ
ヤ
が
ほ
と
ん
ど
バ
ー
ス

ト
状
態
。
す
ぐ
に
止
ま
っ
た
の
で
ホ
イ
ー
ル
に
は
損
傷
は
な
い

が
、
タ
イ
ヤ
本
体
は
側
面
の
カ

l
カ
ス
の
ラ
ジ
ア
ル
ま
で
が
破

れ
て
外
に
飛
び
だ
し
、
よ
く
見
る
と
道
路
の
後
ろ
の
方
に
は
ゴ

ム
の
破
片
も
散
っ
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
、
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
の

フ
リ
l
ウ
ェ
イ
で
よ
く
見
る
風
妓
か
。

タ
イ
ヤ
交
換
し
か
あ
る
ま
い
。
6
日
に
事
故

っ
た
時
に
リ
ヤ

ト
ラ
ン
ク
の
中
を
あ
さ
り
、
ジ
ャ
ッ
キ
と
事
滅
工
具
の
場
所
は

確
認
し
て
い
る
の
で
、
今
度
は
停
止
板
を
探
し
て
み
る
。
な

い
?
・1

キ
ロ
お
き
に
あ
る
は
ず
の
高
速
篭
訴
が
見
え
る
範
聞
に
な

い
の
で
、
助
手
席
の
フ
ロ
ア
に
転
が
っ
て
い
た
赤
色
灯
を
拾
っ

て
点
火
、
車
の
後
方
に
置
い
て
歩
き
だ
す
。
つ
い
で
に
携
帯
で

一一

O
番
に
徒
話
を
入
れ
る
。
現
在
位
置
と
上
り
総
に
い
る
こ

と
を
伝
え
、
こ
れ
か
ら
路
日
で
タ
イ
ヤ
交
換
を
す
る
の
で
、
関

係
各
方
聞
に
述
絡
を
頼
む
と
い
う
こ
と
。

ジ
ャ
ッ
キ
で
前
半
を
持
ち
上
げ
、
ス
ペ
ー
ス
セ
イ
パ

l
タ
イ
ヤ

を
交
換
。
何
だ
よ
、
こ
の
ス
ペ
ア
丸
坊
主
、
で
は
な
く
て
だ
い

ぶ
空
気
が
少
な
い
。
ジ
ャ
ッ
キ
を
一侠
す
と
か
な
り
タ
イ
ヤ
が
沈

ん
で
い
る
。
こ
れ
は
可
能
な
限
り
早
急
に
空
気
を
追
加
し
な
け

れ
ば
な
る
ま
い
。

タ
イ
ヤ
を
交
換
す
る
可
能
性
を
考
え
、
交
換
し
た
バ
ー
ス
ト

タ
イ
ヤ
は
リ
ヤ
シ

l
ト
の
フ
ロ
ア
に
放
り
込
み
、
運
転
席
に
一炭



っ
て
再
び
一
一

0
4備
に
電
話
、
タ
イ
ヤ
交
換
が
終
了
し
た
の
で

走
り
だ
す
と
の
報
告
つ
い
で
に

一
番
近
い
出
口
の
紛
線
を
聞
く
。

『
え
え
と
で
す
ね
え
、
そ
こ
か
ら
五
キ
ロ
く
ら
い
ま
っ
す
ぐ
行

っ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
に
難
関
と
い
う
出
口
が
あ
り
ま
す
」

ぉ
、
ナ
イ
ス
変
換
。
正
式
な
地
名
は
南
側
だ
。
ま
っ
す
ぐ
で

す
ね
、
そ
れ
で
は
脇
道
に
入
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
高
速
を

走

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ハ
ザ
ー
ド
を
付
け
た
ま
ま
路
街
を
ス
ロ

i
走
行
し
て
い
く
。

高
速
か
ら
降
り
、
ゲ
ー
ト
で
料
金
を
払
う
つ
い
で
に

一
番
近

い
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
ど
っ
ち
に
あ
る
か
聞
い
て
み
る
。
ど

っ
ち
で
も
同
じ
よ
う
な
も
ん
だ
と
い
う
の
で
、
福
岡
附
方
向
に
近

い
と
思
わ
れ
る
方
向
に
走
り
だ
す
。

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
意
外
に

速
く
、

-
キ
ロ
は
走
っ
た
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
。
車
を
入
れ
、
レ

ギ
ュ
ラ
ー
満
タ
ン
に
す
る
つ
い
で
に
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
へ
の
エ
ア

の
補
給
を
お
願
い
す
る
。

ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
は
細
い
分
、
指
定
空
気
圧
が
向
い
。
通
常
の

タ
イ
ヤ
が

2
キ
ロ
く
ら
い
に
指
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
タ

イ
ヤ
に
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
空
気
圧
は

4

・
2
キ
ロ
で
あ

る
。つ

い
で
に
、

福
岡
へ
の
道
を
聞
い
て
見
る
。
久
印
闘
米
方
向
に

定

っ
て
絞
け
て
い
け
ば
福
岡
に
着
く
ら
し
い
。

現
在
時
刻
は
日
時
く
ら
い
か
。
思
い
出
し
た
。

イ
ヤ
バ
ー
ス
ト
し
て
、

日
時
前
に
タ

タ
イ
ヤ
交
換
し
て
迩
転
席
に
戻
っ
た
時

@ 

に
M
山崎
5
分
く
ら
い
だ
っ
た
。

5
キ
ロ
と
い
わ
れ
た
南
関
の
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
そ
こ
か
ら
7
キ
ロ
く
ら
い
先
に
あ
り
、
さ

ら
に
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
そ
の
先
だ
っ
た
か
ら
、
た
ぶ
ん
時

時
半
く
ら
い
だ
と
思
う
。

南
部
方
面
補
給
基
地
到
着
は
お
時
過
ぎ
。
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク

や
連
絡
を
す
ま
せ
て
、
午
前
零
時
過
ぎ
に
は
寝
か
せ
て
い
た
だ

。
，e
、

打ち上げ翌日。ランチャーは聾備員Eに戻り、宇宙センターは
静かな回含の風僚になる



2
0
0
0年
2
月

日

日

一

記

録
に
よ
る
と
な
ん
と
そ
の
ま
ま
2
月

ω日
ま
で
そ
こ
に
滞
在
し
て
い
た
。
取

材
回
記
の
作
成
や
ら
S
F
オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
依
頼
さ
れ
た
ア
イ
ア
ン
ジ
ャ
イ

ア
ン
ト
の
紹
介
記
事
や
ら
書
き
な
が
ら
、
な
ぜ
ず
る
ず
る
と
北
九
州
に
居
残

っ
て
い
た
の
か
。

2
0
0
0年
2
月

m
R
m日
に
櫨
博
多
で
Q
'c
o
Nと
い
う
ロ
ー
カ
ル
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
た
。
柴
野
拓
美
野
田
昌
宏
、
岨
慌
尾
盲
丹
治
、
友

成
純
一
、
野
阿
梓
と
い
っ
た
ゲ
ス
ト
の
末
席
に
笹
本
が
呼
ば
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。

エ
リ
ア
ル
の
お
拳
白
各
培
え
て
Q
eC
O
N苗
闘
に
北
九
州
か
ら
崎
博
多
ま
で

高
湾
ハ
ス
で
移
動
し
た
笹
本
は
そ
の
ま
ま
九
州
努
と
宴
全
翌
日
の
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
を
こ
な
し
て
か
ら
ス
カ
イ
マ
l
ク
エ
ア
ラ
イ
ン
で
帰
京
し
た
。

ア
ス
ト
ロ
E
Eと
い
う
銘
は
、
打
ち
一
ー
か
ら
場
、
ぃ
九

年
間
予
算
2
0
0憧
門
の
牢
合
盛
期
に
、
新
し
い
衛
星
と
ロ
ケ
ッ
ト
を
用
意

す
る
弔
世
界
な
ど
な
い
.
だ
が
、
地
上
テ
ス
ト
モ
デ
ル
、
民
験
モ
デ
ル
な
ど
を

寄
せ
歯
黒
め
て
、
も
う
一
機
の
ア
ス
ト
ロ

E
を
打
ち
上
げ
よ
う
と
い
う
リ
カ
バ

ー
世
幽
が
自
然
発
倖
商
に
関
係
者
の
あ
い
だ
で
倹
肘
さ
れ
、

2
0
0
0年
に

は
議
電
憲
で
し
か
な
か
っ
た
も
の
が
2
0
0
l年
に
は
公
式
針
箇
と
し

て
再
ス
タ
ー
ト
を
切
つ
れ
ん
ゐ

新
し
い
ア
ス
ト
ロ
E
の
打
ち
ト
存
は
、

2
0
0
5年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
今
回
の
取
材
に
き
追
随
し
た
チ
ェ
イ
サ
ー
は
か
つ
て
「
し
あ
わ
せ

号
」
と
し
て
そ
う
ま
竜
也
の
愛
車
で
あ
り
、
八
万
円
で
不
気
味
外
在
主
に
緩

M
E
V
4喜
機

ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
九

チ
ェ
イ
サ
ー
の
惨
状
を
見
た
寺
西
は

「何
に
し
て
も
傍
載
が
な
く
て
本
当

に
よ
か
っ
た
で
す
ね
」
と
曾
っ
て
く
れ
、
「
お
ま
え
本
当
に
が
ん
ば
っ
た
な

あ
」
と
歪
ん
で
し
ま
っ
た
フ
ェ
ン
ダ
l
春
婦
で
て
い
た
.

チ
エ
イ
サ
ー
は
、
こ
の
暫
H
F後
に
廃
箪
と
な
っ
た
。

新しく打ち上げられる予定のアストロEI(線図).

全俸のltlAiには大をな変化はない.



道
川
の
終
鴛

1
9
6
2
年
(
昭
和
幻
年
)
5月
M
日
夕
刻
、
雨
m
訟
の
垂
れ
込

め
る
道
川
海
岸
で
は

K
8型
刊
号
機
の
打
ち
上
げ
準
備
が
進
ん
で

い
た
。
日
没
後
の
午
後
7
時

ω分
、
秒
読
み
、
そ
し
て
発
射
。

し
か
し
、
ど
う
も
妙
だ
っ
た
。

ロ
ケ
ッ
ト
が
い
つ
も
よ
り
ゆ
っ

く
り
と
し
か
上
昇
し
て
い
か
な
い
。
日
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
上
昇
し
た

と
こ
ろ
で
、
第

一
段
が
大
音
響
と
と
も
に
破
裂
し
た
。
火
の
つ
い

た
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
型
推
進
剤
が
四
散
し
、
花
火
の
よ
う
に
問
聞
に

飛
び
散
る
。
破
片
は
周
聞
の
民
家
に
ま
で
届
き
、
火
事
が
発
生
し

、.
。

ふム

第

一
段
上
半
分
と
第
二
段
と
は
そ
の
ま
ま
海
岸
線
か
ら
日
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
の
海
に
洛
下
し
た
。
ぬ
秒
後
、
タ
イ
マ

ー
が

働
い
て
第
二
段
が
点
火
。
水
中
か
ら
飛
び
上
が
っ
た
第
二
段
は
海

か
ら
海
岸
方
向
へ
と
飛
び
砂
浜
を
沼
い
回
っ
た
あ
げ
く
、
践
を
抱

え
て
う
ず
く
ま
る
関
係
者
の
頭
上
を
飛
び
越
え
て
砂
防
林
の
砂
丘

に
刺
さ
っ
て
止
ま

っ
た
。

宰
い
死
傷
者
は
で
な
か

っ
た
。
し
か
し
地
元
の
態
度
が
硬
化
し

て
、
道
川
で
の
打
ち
上
げ
は
不
可
能
に
な
っ
た
。
す
で
に
内
之
浦

の
胞
設
の
建
設
が
始
ま

っ
て
い
た
の
で
、
京
大
と
し
て
も
道
川
に

こ
だ
わ
る
理
由
は
な
か

っ
た
。
調
査
の
結
果
、
安
全
を
確
保
す
る

場
合
の
設
備
務
備
に
多
大
な
金
績
が
か
か
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
K
8
型
刊
号
機
を
最
後
に
、
道
川
で
の
ロ
ケ
ッ
ト

打
ち
上
げ
は
終
了
し
た
。

誕生への長い道「おおすみ」
松浦晋也

な
お
、
秋
岡
県
は
東
大
の
撤
退
を
惜
し
い
と
考
え
、
な
ん
ら
か

の
施
設
を
秋
朗
県
内
に
残
す
よ
う
に
東
大
に
要
請
し
た
。
能
代
市

の
海
岸
に
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
の
地
上
燃
焼
試
験
設
備
を
建
設
す

る
こ
と
に
し
て
こ
の
件
は
性
的
措
相
し
た
。

ン
に
よ
る
打
ち
上
げ
ヘ

こ
の
年
の

7
丹
、
糸
川
は
助
教
授
に
な
っ
て
い
た
秋
楽
鍛
二
郎
、

大
学
院
生
の
松
尾
弘
毅
、

長
友
信
人
に

「
5
年
後
に
ぬ
キ
ロ
グ
ラ

ム
の
人
工
衛
星
を
打
ち
上
げ
ら
れ
る
ロ
ケ
ッ
ト
は
ど
ん
な
も
の
に

な
る
か
」
と
い
う
検
討
課
題
を
出
し
た
。
そ
の
背
P
H
に
は

1
0
0

キ
ロ
、

1
0
0
0
キ
ロ
と
一
歩
ず
つ
観
測
領
域
を
広
げ
て
き
た
こ

と
の
感
窓
を
受
け
て
い
た
研
究
者
ら
が
、
衛
星
を
持
つ
こ
と
が
で

き
れ
ば
よ
り
多
機
な
科
学
観
測
が
可
能
に
な
る
と
考
え
た
こ
と
が

あ
っ
た
。

一
立
の
計
釘
を
経
て
完
成
し
た
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
直
後
1
・2

メ
ー
ト

ル
の
四
段
式
ロ
ケ
ッ
ト
な
ら
ば
達
成
可
能
と
い
う
も
の
だ

っ
た
。

こ
こ
で
初
め
て
、
首
一カ
グ
ー
ン
と
い
う
独
特
の
打
ち
上
げ
方
式

が
提
唱
さ
れ
た
。
突
は
こ
こ
ま
で
の
東
大
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
飛
ん
で

い
く
方
向
を

一
切
、
誘
導
制
御
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
衛
星

打
ち
上
げ
に
は
、
所
定
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
所
定
の
方
向
に
ロ
ケ
ッ

ト
を
吹
か
す
必
要
が
あ
る
。
重
力
タ

l
ン
方
式
で
は
、
打
ち
上
げ

ら
れ
た
ロ
ケ
ッ
ト
は
や
が
て
放
物
線
を
描
い
て
洛
ち
る
と
い
う
こ

と
を
利
用
す
る
。
版
物
柏
酬
の
頂
点
で
第
四
段
ロ
ケ
ッ
ト
に
点
火
し



て
、
地
表
と
平
行
に
加
速
す
る
の
だ
。
そ
う
す
れ
ば
、
第
四
段
は

地
球
を
回
る
軌
道
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
衛
星
の
誕
生
だ
。

東
大
の
ロ
ケ
ッ
ト
が
誘
導
制
御
し
て
い
な
か

っ
た
の
に
は
二
つ

の
型
曲
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
誘
導
制
御
の
技
術
が
難
し
く
、
刷
発

予
算
も
大
き
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
ロ
ケ
ッ
ト

そ
の
も
の
の
完
成
を
先
行
さ
せ
て
誘
導
制
御
技
術
は
後
回
し
に
し

た
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
も
う

一
つ
は
、
や
は
り
日
本
国
民
の
戦

争
へ
の
嫌
恕
感
だ
っ
た
。
誘
導
制
御
と
は
目
的
の
場
所
に
ロ
ケ
ッ

ト
を
飛
ば
す
技
術
だ
。
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ミ
サ
イ
ル
の
技
術
で

は
な
い
か
。
「
京
大
は
ミ
サ
イ
ル
を
開
発
し
て
い
る
の
か
」
と

い

う
非
燥
を
避
け
る
た
め
に
、
誘
導
制
御
技
術
の
開
発
を
し
て
こ
な

か
っ
た
の
だ
。

実
は
誘
導
制
御
は
糸
川
の
鴻
門
分
野
の

一
つ
だ
っ
た
。
戦
争
中
、

彼
は
陸
軍
の
た
め
に
誘
導
仰
の
研
究
を
行
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

皮
肉
な
こ
と
に
誘
導
制
御
を
専
門
と
す
る
糸
川
が
始
め
た
ロ
ケ
ッ

ト
研
究
は
、
般
市
誘
導
で
人
工
衛
星
の
打
ち
上
げ
に
挑
む
こ
と
に
な

っ
た
。

ロ
ケ
ッ
ト
の
完
成
度
が
上
が
り
、
術
忠
一打
ち
上
げ
が
現
実
の
も

の
と
し
て
議
論
さ
れ
る
一
方
で
、
文
部
省
と
、
新
た
に
ロ
ケ

ッ
ト

ゐ
つ
れ
8

側
発
に
乗
り
出
し
た
科
学
技
術
庁
の
札
機
が
表
面
化
し
て
い
た
。

科
技
庁
で
の
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
を
言
い
出
し
た
の
は
、

1
9
5
9

年
か
ら
翌

ω年
に
か
け
て
科
技
庁
長
官
を
務
め
た
中
曽
根
政
弘
だ

牢
宙
研
の
歴
史
2

っ
た
。
彼
は
「
八
紘

一
字
術
昼
」
「
大
東
麗
共
栄
閤
術
忠
ご

と
い

こ
〈
い
は
つ
よ
う

っ
た
苦
楽
で
国
威
発
揚
の
衛
星
を
打
ち
上
げ
る
べ
き
と
説
い
た
。

こ
れ
を
受
け
て
具
体
的
に
開
発
に
向
け
た
体
制
作
り
に
動
い
た

の
は
、
運
輸
省
か
ら
の
出
向
で
科
技
庁
の
調
査
官
を
務
め
て
い
た

井
上
組
失
だ

っ
た
。
井
上
は
海
第
の
技
術
開
発
機
関
で
あ
る
海
軍

，。・
hv

，，A
，

技
廠
出
身
で
、
糸
川
同
様
、
よ
く
回
る
頭
脳
と
、
必
裂
と
あ
ら
ば

ど
の
よ
う
な
こ
と
も
で
き
る
行
動
力
の
持
ち
主
だ
っ
た
。

予
算
を
取
る
に
あ
た
っ
て
、
井
上
は
笑
物
大
の
ロ
ケ
ッ
ト
の
設

計
図
を
作
成
し
た
。
そ
の
上
で
巻
物
の
よ
う
に
丸
め
た
図
而
を
大

蔵
省
に
持
ち
込
み
、
予
算
を
査
定
す
る
主
計
官
の
目
前
に
広
げ
て

ロ
ケ
ッ
ト
開
発
の
必
要
性
を
説
い
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
文
部
省

が
や

っ
て
い
る
ロ
ケ
ッ
ト
に
な
ぜ
科
技
庁
も
手
を
出
す
の
か
、
と

考
え
て
い
た
大
蔵
の
主
計
官
ら
は
、
巨
大
な
図
面
の
説
得
力
に
負

7
た
。

1
9
6
1年
度
か
ら
、
科
技
庁
管
絡
の
研
究
機
関
の
航
空
技
術

研
究
所
で
ロ
ケ
ッ
ト
の
研
究
が
始
ま
っ
た
。
メ
ー
カ
ー
と
し
て
実

際
の
ロ
ケ
ッ
ト
附
発
を
担
当
し
た
の
は
、

三
菱
重
工
業
の
長
崎
造

船
所
だ

っ
た
。
三
菱
は
、
長
崎
に
戦
争
中
に
海
箪
の
ロ
ケ
ッ
ト
戦

闘
機

「秋
水
」
の
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
を
開
発
し
た
メ
ン
バ
ー
を

温
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。一一一
変
は
、
秋
水
の
エ
ン
ジ
ン

「特
品

2
号
」
の
主
任
技
師
を
務
め
た
平
附
畑
一を
中
心
に
液
体
ロ
ケ
ッ
ト

開
発
を
開
始
し
た
。
打
ち
上
げ
に
は
防
衛
庁
が
新
品
に
保
有
す
る

ミ
サ
イ
ル
試
射
場
が
使
わ
れ
た
。

さ
ら
に
科
技
庁
は
、

1
9
6
4年
7
月
に
宇
宙
開
発
推
進
本
部

『
お
お
す
み
」
誕
生
へ
の
畏
い
道



を
設
立
し
、
本
格
的
に
術
塁
打
ち
上
げ
に
向
け
て
励
き
だ
し
た
。

研
、
発
足

文
部
省
は
、
国
際
的
な
評
価
を
受
け
る
ま
で
に
な
っ
た
ロ
ケ
ッ

ト
を
、
科
技
庁
に
渡
す
気
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
こ
こ
ま
で
の

ロ
ケ
ッ
ト
開
発
は
、
東
大
生
・
艇
技
術
研
究
所
の
各
研
究
室
が
カ
を

合
わ
せ
て
行
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
専
門
分
野
を
持
つ
各
研
究

室
に
と

っ
て
、
当
初
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
は
余
力
を
集
め
て
行
な
う
も

の
だ
っ
た
が
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
大
型
化
に
よ
り
、
そ
ろ
そ
ろ
そ
の
よ

う
な
体
制
に
は
限
界
が
来
て
い
た
。
文
部
省
は
、
今
後
も
ロ
ケ
ッ

ト
を
開
発
し
絞
け
る
こ
と
が
可
能
な
開
発
体
制
が
必
嬰
だ
と
考
え

，.。

ゅ
'
h

1
9
6
4年
4
月
、
文
部
省
の
肝
い
り
で
東
大
は
組
織
改
革
を

行
な
い
、
航
空
研
究
所
と
生
・
髭
技
術
研
究
所
の
ロ
ケ
ッ
ト
グ
ル
ー

プ
を
合
体
さ
せ
て
、
宇
宙
航
空
研
究
所
を
設
立
し
た
。
組
織
肥
大

に
つ
な
が
る
研
究
所
の
新
設
は
認
め
ら
れ
ず
、
そ
れ
な
ら
ば
航
祭

な
ら
宇
宙
に
近
い
だ
ろ
う
と
、
航
空
研
究
所
に
宇
宙
部
門
を
く
っ

つ
け
て
の
船
出
だ
っ
た
。
し
か
し
、
航
空
と
ロ
ケ
ッ
ト
の
研
究
者

の
ギ
ャ
ッ
プ
は

「航
空
と
宇
宙
は
近
い
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
伝
統
、
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
、
仕
事
の
進
め
方
な
ど
、

す
べ
て
が
巡
っ
た
。
両
者
は
反
目
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
、
所

長
と
な
っ
た
一雨
水
界
は
、
研
究
所
の
巡
営
に
苦
慮
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。た

だ
し
航
字
研
が
で
き
た
こ
と
で
、
観
測
を
行
な
う
理
学
系
印
刷

究
者
と
、
ロ
ケ
ッ
ト
を
開
発
す
る
工
学
系
研
究
者
が
同
じ
場
で
議

論
を
し
つ
つ
、
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
に
向
け
て
協
力
す
る
休
制
が

経
っ
た
。
狸
学
系
と
工
学
系
が
緊
密
に
協
力
し
て
、

一
つ
の
目
標

に
向
か
っ
て
進
む
組
織
は
世
界
的
に
も
珍
し
い
。
こ
の
理
学
系
と

工
学
系
の
協
力
関
係
は
、
後
の
科
学
衛
星
で
様
々
な
世
界
的
成
果

を
上
げ
る
基
盤
と
な
っ
た
。

ii 
寝
室
ん 4

3t 
チ、

宗
裕

一
つ
の
固
に
二
つ
の
字
街
機
関
。
こ
の
問
題
は

1
9
6
5年
か

ら
翌
年
に
か
け
て
衆
議
院
の
科
学
技
術
振
興
対
策
特
別
委
員
会
で

審
議
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
は

1
9
6
6年
5
月
ロ
日
に
、
衆
綴
院

科
学
技
術
振
興
対
策
特
別
委
員
会
に
お
い
て
中
曽
機
康
弘
が

「実

利
用
分
野
は
科
学
技
術
庁
、
科
学
衛
星
は
文
部
省
、
文
部
省
側
は

直
後
1
・
4
メ
ー
ト
ル
以
上
の
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
の
附
発
は
行
な
わ

な
い
」
と
い
う
主
旨
の
報
告
を
行
な
い
、
国
会
議
事
録
に
記
戦
さ

れ
る
こ
と
で
決
同
行
し
た
。
東
大
は
、
1
9
6
7年
ま
で
直
径
1
・

4
メ
ー
ト
ル
の
ミ
ュ

l
ロ
ケ
ッ
ト
の
開
発
を
行
な
い
、
そ
の
後
、

大
型
ロ
ケ
ッ
ト
は
開
発
し
な
い
が
ミ
ュ

l
の
改
良
は
行
な
う
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
玉
虫
色
の
決
稀
だ
っ
た
。
科
技
庁
に
す
れ
ば
「
京
大
ロ

ケ
ッ
ト
は
ミ
ュ

l
で
お
し
ま
い
」
と
な
る
し
、
文
部
省
か
ら
す
れ

ば

「
ミ
ユ

|
の
改
良
は
続
け
ら
れ
る
L

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も

ち
ろ
ん
東
大
ロ
ケ
ッ
ト
関
係
者
に
し
て
み
れ
ば
、

「
ミ
ュ
ー
を
ど



ん
ど
ん
向
性
能
化
す
る
お
総
一
付
き
を
得
た
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

こ
の
時
か
ら
初
年
を
経
て
、
進
化
し
た
ミ
ュ

l
ロ
ケ
ッ
ト
は
ハ
レ

l
蓉
昼
に
向
け
て
探
査
機
を
打
ち
上
げ
る
ま
で
に
進
化
す
る
こ
と

に
な
る
。

そ
う
い
っ
た
改
良
が
可
能
に
な
る
余
裕
は
、

1
・
4
メ
ー
ト
ル

ま
で
と
し
た
直
後
に
あ
っ
た
。
突
は
、
こ
の

1
・
4
メ
ー
ト
ル
と

い
う
直
径
は
糸
川
の

一
戸
で
決
ま
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

1
9
6
2

年
の
計
算
で
は
直
後

1
・
2
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
惣
定
し
て

い
た
が
、
糸
川
は

「今
後
凶
年
は
ロ
ケ
ッ
ト
を
大
き
く
で
き
な
い

だ
ろ
う
か
ら

1
・
4
メ
ー
ト
ル
に
し
よ
う
」
と
言
っ
て
、
対
外
的

に
押
し
た
の
で
あ
る
。
彼
が
ハ
レ

i
n一豆
一探
査
機
の
打
ち
上
げ
を

予
見
し
て
い
た
は
ず
は
な
い
が
、
恐
ろ
し
い
ほ
ど
的
械
な
判
断
だ

っ
ト
~
。

糸
川
の
後
継
者
た
ち
が
、
こ
の

1
・
4
メ
ー
ト
ル
の

「
く
び

き
」
を
外
し
て
、
直
後
2
・
5
メ
ー
ト
ル
の
M
g
V
ロ
ケ
ッ
ト
の

附
発
を
始
め
る
の
は
、
1
9
9
0年
(
平
成
2
年
)
の
こ
と
で
あ

λ
v
。

ラ
ム
ダ

ヘ

1
9
6
2年
の
後
半
か
ら
笠
田
年
に
か
け
て
は
、

之
浦
へ
の
移
転
の
祭
節
だ
っ
た
。

号
機
の
事
故
が
あ
り
、

追
川
か
ら
内

位
低
・

5
月
に
追
川
で
K
8
型

m

8
月
に
は
円
十
く
も
観
測
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち

上
げ
が
内
之
浦
で
始
ま
っ
た
。
-
年
後
の
的
年
8
月
に
は
ラ
ム
ダ

ロ
ケ
ッ
ト
の
発
射
設
備
が
完
成
し
、

8
月
割
日
に
は
最
初
の
ラ
ム

牢
歯
研
の
歴
史
2

『
お
お
す
み
」
誕
生
へ
の
畏
い
道

予
定
さ
れ
る
ロ
ケ
ッ
ト
の
飛
開
閉
経
絡

を
、
ガ
ラ
ス
板
に
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

用
の
マ
ジ
ッ
ク
で
手
・
き
し
て
あ
る
。

雨
に
濡
れ
る
と
消
え
て
し
ま
う
の
で
、

雲
が
来
る
と
し
ま
っ
た
そ
う
だ
。
績

か
れ
て
い
る
線
か
ら
外
れ
る
と
、
梅
田

令
磁
岨
唱
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

ダ
ロ
ケ
ッ
ト
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。

ラ
ム
ダ
か
ら
は
名
称
の
ル

i
ル
が
変
わ
り
、
数
字
は
段
数
を
袋

す
こ
と
に
な
っ
た
。
末
尾
に
付
く
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
機
体
の
特

徴
を
示
す
単
結
の
頭
文
字
で
、
特
に
規
則
性
は
な
い
。

μ
取
初
に
打

ち
上
げ
ら
れ
た
L
2
は
二
段
式
ロ
ケ
ッ
ト
で
、
新
規
開
発
の
第

一

段
の
試
験
を
目
的
と
し
て
い
た
。
こ
の
L
2
に
第
三
段
を
追
加
し

た
も
の
が

L
3
で
あ
る
。
L
3
の
1
号
機
は

1
9
6
4年
7
月
日

目
に
打
ち
ょ
げ
ら
れ
、
目
燃
に
し
て
い
た
・
何
度
1
0
0
0
キ
ロ
へ

の
到
達
に
成
功
し
た
。

L
3
は
全
長
日

・
お
メ
ー
ト
ル
、
第

一
段
の
直
径
は
刀

・
5
セ

ン
チ
、
第
二
段
と
第
三
段
は
磁
後
必
セ
ン
チ
で
カ
ッ
パ
の
第

一
段

と
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
カ
ツ
パ
の
第
一
段
の
成
果
が
第
二
段
か

ら
上
に
使
わ
れ
、
新
た
に
第

一
段
を
開
発
し
た
と
い
う
わ
け
だ
。

L
3
の
成
功
と
相
前
後
し
て
、
ミ
ュ

l
の
開
発
を
待
た
ず
に

L

3
に
第
四
段
を
追
加
し
て
術
長
を
打
ち
上
げ
、
先
行
し
て
術
昼
打

ち
上
げ
に
必
裂
な
デ
ー
タ
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
般
を
行
う
と
い
う
案

が
浮
上
し
た
。
そ
の
た
め
に

L
3
の
第
二
段
と
第

三
段
そ
改
良
し
た
L
3
H
が
開
発
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
L
3
H
は
、
第
二
段
を
大
型
化
し
、
第

三
段
に
は
や
っ
と
実
用
化
の
メ
ド
が
つ
い
た
向
性

能
の
ポ
リ
ブ
タ
ジ
エ
ン
ゴ
ム
を
使

っ
た
推
進
剤
を

使
用
し
た
。
必
要
に
応
じ
て
二
本
の
補
助
ブ
ー
ス

タ
ー
を
本
体
績
に
装
着
で
き
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

し
3
H
l
号
機
は

1
9
6
6年
3
月

5
臼
に
打

RANGE SAFETY 
BOARD 
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ち
上
げ
ら
れ
た
が
失
敗
し
た
。

上
げ
ら
れ
高
度
1
8
0
0キ
ロ
に
到
述
し
た
。

L
3
H
に
第
四
段
を
追
加
し
た
L
4
S
の
準
備
が
本
格
化
し
た
。

L
4
S
は
L
3
H
に
球
形
の
第
四
段
を
追
加
し
た
ロ
ケ
ッ
ト
で
、

全
長
時

・
臼
メ
ー
ト
ル
、
打
ち
上
げ
時
民
円
以
9
・
4
ト
ン
。

2
号
機
は
同
年
7
月
幻
日
に
打
ち

こ
れ
を
受
け
て
、

成
功

す
れ
ば
世
界
最
小
の
術
-星
打
ち
上
げ
ロ
ケ
ッ
ト
に
な
る
は
ず
だ
っ

、.
。

φ
'
h
 衛

星
で
は
な
か
っ
た
は
す
か
:
・

淡
向
き
、

L
4
S
の
役
割
は
ミ
ュ

l
ロ
ケ
ッ
ト
に
向
け
た
衛
星

打
ち
上
げ
技
術
の
轡
得
だ

っ
た
。
糸
川
を
初
め
と
し
た
東
大
の
教

授
た
ち
は
、
俗
抑
制
し
た
第
四
段
は

「衛

星
で
は
な
い
」
と
説
明
し
た
。
し
か
し

マ
ス
コ
ミ
は
そ
う
は
受
け
取
ら
な
か

っ

喝

』

。

ゅ
'
h

L
4
S
の
球
形
の
第
四
段
ロ
ケ
ッ
ト

モ
ー
タ
ー
に
は
、
ビ
ー
コ
ン
信
号
を
発

進
す
る
送
信
機
が
装
着
さ
れ
て
い
た
。

第
四
段
は
ロ
ケ
ッ
ト
で
あ

っ
て
衛
星
で

は
な
い
。
し
か
し
氾
波
を
出
す
枇
提
出
が

采
っ
て
地
球
を
回
る
と
な
る
と
、
そ
れ

は
立
派
な
衛
星
だ
。
L
4
S
の
打
ち
上

げ
は
、
「
い
よ
い
よ
日
の
丸
衛
星
打
ち

上
げ
」
と
マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ
て
報
道
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
打
ち
上
げ
の
た
び
に
内
之
浦
に
は

多
数
の
記
者
が
集
ま
り
、
N
H
K
が
打
ち
上
げ
を
生
中
継

す
る
ほ
ど
だ

っ
た
。

1
9
6
6年
9
月
初
日
、

L
4
S
の
1
号
機
が
打
ち
上

げ
ら
れ
た
。

ロ
ケ
ッ
ト
を
端
と
し
て
い
た
富
士
精
密
は
、

1
9
6
2年
に
社
名
を
プ
リ
ン
ス
自
動
車
と
改
称
し
て
お

り、

8
月
に
は
臼
・肱
自
動
車
と
の
合
併
を
果
た
し
た
ば
か

り
だ
っ
た
。
名
前
も
日
産
自
動
車

・
航
空
宇
宙
事
業
部
と

な
っ
た
メ
ー
カ
ー
と
し
て
は
、
是
非
と
も
成
功
さ
せ
て
合

u
o
 

例
に
撃
を
添
え
た
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
打
ち
上
げ
は
第
二
段
と
第
三
段
の
分
隊
が
う
ま

く
い
か
ず
に
失
敗
し
た
。

L
4
S
の
2
号
機
は
同
年
ロ
月
初
日
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
今

度
は
第
四
段
が
点
火
せ
ず
、
打
ち
ょ
げ
は
ま
た
も
失
敗
し
た
。

こ
の
失
敗
の
た
め
あ
ま
り
注
目
を
集
め
な
か

っ
た
が
、

ω月
幻

自
に
は
最
初
の
ミ
ュ

l
ロ
ケ
ッ
ト
で
あ
る
M
1
が
打
ち
上
げ
ら
れ

た
。
こ
の
打
ち
上
げ
は
直
径
が

1
・
4
メ
ー
ト

ル
と
大
型
化
し
た

第

一
段
と
八
本
付
く
ブ
ー
ス
タ
l
の
性
能
を
確
認
す
る
た
め
の
も

の
で
、
第
二
段
か
ら
上
は
鉄
材
を
パ
ラ
ス
ト
に
詰
め
た
ダ
ミ
ー
だ

っ
た
。
打
ち
上
げ
は
成
功
し
、
間
体
ロ
ケ
ッ
ト
鍛
進
剤
の
研
究
が

大
型
ロ
ケ
ッ
ト
に
も
対
応
で
き
る
ほ
ど
に
成
熟
し
て
い
る
こ
と
を

示
し
た
。

写
真
右

・打
ち
上
げ
に
向
け
た
し
4

S
ロ
ケッ
ト
の
髭
備
。
写
真
上
・
そ

の
L
d
S
の
後
体
を
ラ
ン
チ
ャ
ー
に

セ
ッ
ト
す
る

司b



飛
行
で
微
小
重
力
状
態
を
体
験
し
、

一
而
ト
ッ
プ
に
記
事
を
む
い

た
。
後
に
は
カ

1
ル
・
セ
|
ガ
ン
の
科
学
解
説
曾
「
コ
ス
モ
ス
」

を
翻
訳
し
て
い
る
。

な
ぜ
木
村
が
、
そ
し
て
籾
日
が
航
字
併
を
記
事
に
し
続
け
た
の

か
は
わ
か
ら
な
い
。

二
度
の
失
敗
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
研
究
そ
の
も
の
へ
の
批
判
と
、
糸

川
個
人
へ
の
批
判
と
な
っ
て
宇
宙
航
空
研
究
所
に
逆
風
を
吹
き
付

け
た
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
注
阿
を
集
め
て
い
た
こ
と
が
、
事
態
を

悪
化
さ
せ
た
。
な
か
で
も
繰
り
返
し
糸
川
と
京
大
ロ
ケ
ッ
ト
を
批

判
す
る
記
事
を
拘
減
し
た
の
は
朝
日
新
聞
だ
っ
た
。

批
判
記
場
掲
峨
は

1
9
6
7年
3
月
に
始
ま
っ
た
。
こ
の
月
の

朝
日
新
聞
記
事
の
見
出
し
を
拾
っ
て
い
く
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

「入
り
乱
れ
る
字
街
附
発
経
費
各
省
庁
で
日
・
似
円

一一
光
化
の

戸
山
ま
る
」

(
3月
1
日
)

「経
削
祉
に
疑
惑
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
東
大
字
街
航
空
研
契
約
将
も
作

ら
ず
発
注
」
「
会
計
総
資
院
決
算
で
派
怠
」
「
京
畿
な
知
名
士
招

待
」
(
3
月
9
日
)

「
ロ
ケ
ッ
ト
は
誰
の
も
の
、
す
っ
き
り
し
な
い
産
学
協
同
研
究

主
体
あ
い
ま
い
疑
惑
招
く
金
の
動
き
」
「
予
算
に
伴
わ
ぬ
組
織
」

(
3月
日
日
)

「
ま
る
で
ロ
ケ
ッ
ト
業
者
東
大
宇
宙
研
」
「
紛
出
問
社
も
教
授

が
友
治
社
党
誠
一民
、
問
会
で
追
及
へ
」

(
3
H
U円
)

「疑
惑
を
生
ん
だ
背
公
、
東
大
字
術
研
」
「
品

Jnに
伴
わ
ぬ
機
隣

一
部
教
授
の
恕
い
の
ま
ま
」「
政
治
家
と
結
び
つ
く
」
(3
月
凶

H
)
 

1
9
6
6年
に
木
村
は

『科
学
朝
日
』
に

「無
誘
導
の
航
乎
研

ロ
ケ
ッ
ト
で
は
、
術
口
悠
打
ち
上
げ
は
お
ぼ
つ
か
な
い
」
と
す
る
記

磁
を
寄
稿
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
木
村
に
対
し
て
、
糸
川
個
人
や
、

東
大
の
ロ
ケ
ッ
ト
に
反
感
を
持
つ
勢
力
が
情
報
を
提
供
し
た
と
い

う
の
は
あ
り
そ
う
な
こ
と
だ
。
こ
の
時
期
、
糸
川
を
邪
魔
と
感
じ

て
、
不
利
な
情
報
を
メ
デ
ィ
ア
に
提
供
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
組

織
も
人
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
。
科
学
技
術
庁
を
筆
頭
に
、
そ
の

下
で
ロ
ケ
ッ
ト
附
発
を
関
当
し
て
い
る
三
菱
震
工
、
糸
川
の
ロ
ケ

ッ
ト
を

「軍
端
技
術
の
鉱
散
に
つ
な
が
る
」
と
若
々
し
く
感
じ
て

い
た
ア
メ
リ
カ
、
糸
川
に
反
感
を
持
つ
大
学
関
係
者
|
|
一
切
証

拠
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
ど
こ
が
ど
の
よ
う
な
情
報
を
派
し
て
も

お
か
し
く
な
い
状
況
で
は
あ
っ
た
。

直
情
径
行
で
有
名
な
木
村
が
巨
大
化
す
る
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
の
現

状
を
知
っ
て
、
や
や
独
り
よ
が
り
の
正
義
感
か
ら
激
烈
な
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
な
っ
た
と
い
う
の
は
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。

朝
H
の
記
取
の
核
心
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
研
究
の
会
計
処
理
が
不
明

般
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
確
か
に
航
字
印
刷
の
会
計

は
不
明
鰍
に
な
っ
て
い
た
。
ロ
ケ
ッ
ト
が
カ
ツ
パ
か
ら
ラ
ム
ダ
へ

と
急
速
に
巨
大
に
な
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
予
鍔
も
増
え
て
い
た
の

朝
日
側
の
中
心
に
い
た
の
は
、
科
学
部
記
者
の
木
村
繁
だ
っ
た
。

大
の
宇
宙
好
き
で
、

1
9
6
3年
に
は
全
米
を
回
っ
て
宇
宙
開
発

の
様
子
を
克
明
に
取
材
、
日
本
人
記
者
と
し
て
は
は
じ
め
て
、
米

航
笠
字
衡
問

(
N
A
S
A
)
所
有
の

K
C
'
1
3
5型
機
の
側
近

蓄
額
の
歴
史
2

『
お
お
す
み
」
誕
生
へ
の
畏
い
道



に
、
場
務
処
理
の
手
順
も
人
員
も
追
い
つ
い
て
い
な
か
っ
た
。
そ

れ
ま
で
の
小
さ
な
町
工
場
に
研
究
用
機
材
を
頼
む
時
の
よ
う
な
、

「
な
あ
な
あ
」
の
発
注
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
糸
川
自
身
も

ず
い
と
う

必
う
よ
う

金
の
出
納
は
気
に
し
な
い
性
格
で
、
よ
く
言
え
ば
鷹
駅
抑
で
怒
く
言

え
ば
ル
ー
ズ
だ
っ
た
。

し
か
し
急
速
に
技
術
開
発
が
進
む
時
に
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は

起
こ
り
が
ち
な
こ
と
だ
っ
た
。
紫
附
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
で
新
た
な

こ
と
を
始
め
る
タ
イ
プ
の
人
間
は
、
た
い
が
い
金
勘
定
は
い
い
か

げ
ん
な
も
の
だ
し
、
そ
も
そ
も
事
が
激
し
く
動
い
て
い
る
時
に
ぐ

忌

ち
ぐ
ち
と
細
か
な
樹
事
噺
務
手
続
き
が
必
要
だ
と
、
勢
い
を
削
い
で
し

ま
う
恐
れ
も
あ
る
。

も
し
も
糸
川
の
傍
ら
に
金
勘
定
が
き
ち
ん
と
で
き
る
経
理
の
遥

人
が
い
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
問
題
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
ろ
う
。
し

か
し
糸
川
の
傍
ら
に
「
女
房
役
」
を
務
め
ら
れ
る
人
材
は
い
な
か

っ
た
。

室
の
関
係
者
を
集
め
、
東
大
を
静
め
る
と
簡
潔
な
吉
田
紫
で
伝
え
た
。

「
皆
さ
ん
の
行
き
先
は
考
え
て
あ
る
か
ら
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
も
ι
出回
っ
た
そ
う
だ
。
実
際
に
は
何
も
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
糸
川

の
研
究
室
に
在
籍
し
て
い
た
者
は
、
別
の
研
究
室
に
潜
り
込
む
の

に
大
変
な
苦
労
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
突
然
の
辞
任
に
は
、
今
な
お
さ
ま
ざ
ま
な
憶
測
が
流
れ
て

い
る
。
引
き
際
を
心
得
て
い
た
と
い
う
人
も
い
る
し
、
と
っ
く
に

ロ
ケ
ッ
ト
に
飽
き
て
い
て
転
身
の
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
た
と
すか

ん

る
人
も
い
る
。
椛
測
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
僻
任
は
あ
る
抑
制
の
痢

O
L
V

の
v

，、
縦
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
何
も
か
も
面
倒
だ
と
い
う
心
境
に
な

り
、
持
ち
前
の
都
市
早
い
判
断
力
が
こ
の
時
だ
け
は
、
「も
う
辞
め

ザ

ぱ

ち

た
」
と
い
う
捨
て
鉢
の
方
向
に
働
い
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

糸
川
辞
任
後
、
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
は
、
玉
木
持
郁
夫
、
野
村
民
也
、

抑
制
勝
成
文
と
い
う
三
人
の
教
授
が
主
導
し
て
進
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。
糸
川
の
辞
任
で
ロ
ケ
ッ
ト
研
究
の
勢
い
が
落
ち
る
と
い
う
こ

と
は
な
か

っ
た
。
む
し
ろ
、
術
忠
一打
ち
上
げ
近
し
と
い
う
こ
と
で
、

恐
学
系
の
研
究
者
た
ち
が
間
取
り
切
っ
て
い
た
。
最
初
は
技
術
試
験

用
の
術
暴
だ
ろ
う
、
し
か
し
そ
の
次
は
自
分
の
衛
星
だ
。
自
分
の

衛
星
で
い
ま
ま
で
で
き
な
か
っ
た
観
測
を
行
な
い
、

宇
宙
の
神
秘

を
自
分
の
手
で
明
ら
か
に
す
る
の
だ

i
!大
林
辰
蔵
、
平
尾
邦
縦
、

小
間
稔
と
い
っ
た
理
学
系
の
教
授
た
ち
は
、
自
分
の
衛
星
を
円
+
く

ぜ
っ
さ
た
《
怠

上
げ
よ
う
と
切
隆
琢
除
し
た
。

糸
川
が
静
任
を
表
明
し
た
後
も
、
朝
日
新
聞
は
東
大
ロ
ケ
ッ
ト

を
批
判
す
る
記
事
を
掲
載
し
続
け
た
。

朝
日
新
聞
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
絞
い
た
。

「疑
問
だ
ら
け
日
の
丸
衛
星
」
「
学
術
会
識
が
指
摘

一
通
も

出
さ
れ
ぬ
報
告
符
」
「
米
か
ら
抗
議
文
糸
川
発
言
」
「
金
使
う
以

上
は
償
援
に
」

「各
方
而
か
ら
疑
惑
に
メ
ス
教
授
会
や
峨
組
も

乗
り
出
す
」

(
3月
勾
日
)

そ
し
て
、
こ
の
3
月
幻
日
の
第

一
聞
は
、
「糸
川
教
授
が
辞
意

袋
明
」
と
報
じ
た
の
で
あ
る
。

糸
川
の
綜
窓
は
同
日
に
市
中
誠
司
東
大
総
長
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
。

茅
は
慰
留
し
た
が
糸
川
の
決
心
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
研
究



「
再
燃
か
宇
宙
開
発
の

一
元
化
」

「東
大
の
か
疑
怒
。
が
口
火

『宇
術
開
発
庁
』
の
計
画
も
」

「業
者
ま
で
も
が
二
本
立
て
」

(
3

月
初
日
)

「
ロ
ケ
ッ
ト
研
究
体
制
質
す
衆
院
予
算
委
納
得
ゆ
か
ぬ
経
理

問
」
「
会
計
検
査
院
京
大
宇
宙
印
刷
で
指
摘
」
「
字
街
刷
発
体
制

急
ぎ

一一
光
化
を
図
れ
首
相

二
階
堂
長
官
に
指
示
」「
東
大
字

術
研
凝
議
の
解
明
は
不
問
」

「不
満
を
残
す
教
授
会
所
長
波

任
追
及
の
戸
も
」

(
3月
詣
日
)

「東
大
ロ
ケ
ッ
ト
で
た
ら
め
、
ま
た
新
事
実
余
計
な
予
備
日
間

買
う
完
成
直
後
や
り
直
し
工
事
」

(
3月
却
日
)

「
宇
宙
研
に
イ
ン
ド
軍
人
が
留
学
平
和
目
的
に
違
反
?
事
情
知

ら
ず
受
入
れ
」「
軍
事
利
用
に
幽
止
め
を
」
(
4
月
川
即
日
)

そ
ん
な
駁
然
と
し
た
雰
問
気
の
中
で
、

L
4
S
の
3
号
機
打
ち

上
げ
が
迫
っ
て
い
た
。

そ
れ
は
東

三
度
目
の
正
直
も
失
敗

失

敗

い

な

く

術

忠

一打
ち
上
げ
の
失
敗
で
あ
り
、

大
の
威
信
を
危
う
く
す
る
も
の
だ
っ
た
。

一
度
は
「
ミ
ュ

l
ロ
ケ
ッ
ト
は
直
径
1

・4
メ
ー
ト
ル
ま
で
」

で
決
着
し
た
は
ず
の
宇
宙
開
発
一
元
化
論
議
が
再
燃
し
た
し
、
マ

ス
コ
ミ
は
「
風
ま
か
せ
熊
誘
潟
ロ
ケ
ッ
ト
で
は
術
患
の
打
ち
上
げ

は
不
可
能
L

と
論
じ
た
。

航
字
研
の
-U
阿
木
昇
所
長
は
、
国
会
に
呼
び
出
さ
れ
、
追
及
を
受

け
た
。
特
に

5
月
口
日
の
科
学
技
術
振
興
対
策
特
別
委
口
会
に
お

か
れ
つ

け
る
社
会
党
の
三
木
喜
夫
議
日
の
追
及
は
苛
烈
だ
っ
た

K
8
型
輸
出
の
時
、
糸
川
は
国
会
で
ご
』
れ
は
熊
誘
導
だ
か
ら

武
器
に
は
な
ら
な
い
」
と
答
弁
し
て
い
た
。
三
木
は
そ
こ
を
つ
い

た
。
L
4
S
は
、
わ
ず
か
な
が
ら
第
四
段
の
姿
勢
制
御
を
行
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
誘
導
技
術
で
あ
り
、
つ
ま
り
は
京
大
は
武
穏
を

開
発
し
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
か
。

高
木
は
正
直
に
答
え
た
。
「
人
工
衛
暴
に
な
り
ま
す
と
、
こ
れ

は
平
和
利
用
で
、
科
学
術
忠
一な
り
、
あ
る
い
は
実
用
術
昼
に
お
い

て
も
、
若
干
の
誘
導
を
し
な
く
ち
ゃ
な
り
ま
せ
ん
」
。
す
る
と
三

木
は
寄
っ
た
。「
あ
な
た
は
、
そ
う
す
る
と
、
国
会
を
だ
ま
す
た

め
の
峻
を
こ
の
と
き
宮
っ
た
の
で
す
か
」。

こ
の
高
木
と
三
木
の
対
決
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
に
お
け
る
技
術

か
う
と
う

の
あ
り
か
た
と
図
民
感
情
と
の
お
臓
を
象
徴
し
て
い
た
。
技
術
そ

れ
自
体
に
善
恕
は
な
く
、
た
だ
応
期
が
あ
る
だ
け
だ
。
ロ
ケ
ッ
ト

も
ミ
サ
イ
ル
も
原
理
は
同
じ
で
、
所
定
の
軌
道
に
術
昼
を
投
入
す

る
こ
と
も
、
目
標
に
徹
頭
を
打
ち
込
む
こ
と
も
制
御
理
論
と
し
て

糸
川
が
東
大
を
去
っ
た
直
後
の

1
9
6
7年
4
月
日
日
、
L
4

S
の
3
号
機
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
前
二
回
の
失
敗
を
教
訓
と
し

て
改
良
を
加
え
た
機
体
だ
っ
た
が
第
三
段
が
点
火
せ
ず
、
結
果
は

ま
た
も
失
敗
だ
っ
た
。
後
に
は
第
四
段
が
打
ち
上
げ
途
中
で
脱
落

し
て
い
た
こ
と
も
判
明
し
た
。

そ
れ
ま
で
二
回
の
失
敗
に
は
あ
る
程
度
寛
容
だ
っ
た
世
論
も
、

三
度
目
の
失
敗
に
は
厳
し
か
っ
た
。
も
は
や
誰
も

「
L
4
S
の
目

的
は
術
星
打
ち
上
げ
で
は
な
い
」
と
は
吉
わ
な
か
っ
た
。
三
闘
の

牢
歯
研
の
歴
史
2

み
」
誕
生
へ
の
畏
い
道



い
う
努
力
回
線
に
留
ま
っ
て
い
た
。
そ
の

「
い
ず
れ
」
は
、

0
3
年
間
月
の
宇
宙
三
機
関
統
合
、
日
本
・航
尚
昆
宇
宙
開
発
機

m

(J
A
X
A
)
発
足
と
い
う
、
幻
年
も
未
来
の
こ
と
と
な
っ
た
。

は
同
じ
こ
と
だ
。
し
か
し
こ
の
当
時
、
民
間
と
箪
朋
の
区
別
が
つ

か
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
国
民
感
情
が
許
さ
な
か
っ
た
。
三
木
の

追
及
は
、
機
か
に

「戦
争
は
も
う
イ
ヤ
だ
。
武
総
な
ど
H
ん
た
く
も

な
い
」
と
い
う
国
民
感
約
を
代
弁
し
て
い
た
。

災
は
三
木
は
誘
導
妓
術
そ
の
も
の
を
問
題
に
し
て
い
た
の
で
は

な
か
っ
た
。
衛
星
一打
ち
上
げ
に
誘
抗
野
技
術
が
必
要
な
ら
ば
、
誘
，
山
神

技
術
の
有
無
で
研
究
期
と
寧
半
期
を
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

だ
か
ら
別
途
法
律
を
作
っ
て
軍
事
へ
の
転
倒
を
防
ぐ
べ
き
だ
と
い

う
意
見
だ
っ
た
。
誘
斜
制
御
を
す
る
な
ら
筋
を
通
せ
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

2 
0 

ま
た
失
敗

東
京
で
は
資
任
問
.地
と
開
発
体
制
を
巡
っ
て
議
論
が
続
い
て
い

る
時
、
内
之
浦
に
は
別
の
試
練
が
訪
れ
て
い
た
。
ロ
ケ
ッ
ト
が
打

ち
上
げ
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
だ
。

こ
と
の
起
こ
り
は
、
こ
の
年
1
9
6
7年
3
月
に
、
科
学
技
術

庁

・
円
十
宙
開
発
縫
進
本
部
が
郁
子
島
か
ら
初
の
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上

げ
を
行
な
お
う
と
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
ロ
ケ
ッ
ト
の
落

下
海
域
で
操
業
し
て
い
た
鹿
児
島
県
、
宮
崎
町
一郎
、
愛
媛
県
、
高
知

県
、
大
分
県
の
漁
協
が
反
対
を
淡
明
し
た
。
科
技
庁
と
各
漁
協
と

の
交
渉
は
時
間
切
れ
に
な
り
、
結
局
打
ち
上
げ
は
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
後
、
漁
業
補
償
が
問
地
と
な
り
、
東
大
も
と
ば
っ
ち
り
を
食

っ
た
形
に
な
っ
て
打
ち
上
げ
が
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
の
だ
。

結
局
、
打
ち
上
げ
は
翌
1
9
6
8年
9
月
ま
で
、

-
年
5
カ
月
に

わ
た
っ
て
停
止
し
た
。

打
ち
上
げ
科
間
後
、
最
初
の
ラ
ム
ダ
ロ
ケ
ッ
ト
は、

1
9
6
9

年
1
月
日
目
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
L
3
H
の
4
号
機
だ
っ
た
。
し

か
し
、
こ
の
打
ち
上
げ
は
ブ
ー
ス
タ
l
分
織
の
シ
ョ
ッ
ク
で
空
中

分
解
し
、
内
之
浦
の
沖
合
7
キ
ロ
に
落
ち
る
と
い
う
大
失
敗
だ
っ

た
。
L
3
H
と
L
4
S
は
ほ
と
ん
ど
問
じ
設
計
で
あ
る
。
L
4
S

の
打
ち
上
げ
は
延
期
と
な
っ
た
。
様
々
な
改
良
の
成
果
を
正
規
の

そ
の
後
も
日
本
の
宇
宙
開
発
は
、
「
カ
ツ
パ
は
無
誘

導
だ
か
ら
軍
刑
で
は
な
い
」
と
し
た
仮
初
の
ボ
タ
ン
の
掛
け
巡
い

を
正
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
L
4
S
は
縦
一
誘
導
だ
か
ら
軍
用

に
な
ら
な
い
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
に
悶
執
し
た
の
だ
。
マ
ス
コ
ミ
も

こ
の
わ
か
り
や
す
い
区
別
を
宣
伝
し
、
世
間
で
は
「
京
大
は
無
誘

導
だ
か
ら
軍

mじ
ゃ
な
い
」
と
い
う
街
妙
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
形

成
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
ロ
ケ
ッ
ト
の
誘
導
制
御
技
術
の
開
発
は
大

き
く
一巡
れ
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
再
燃
化
し
た

一
元
化
問
題
は
そ
の
後
口氏
く
尾
を
引
い
た
。

科
技
庁
も
文
部
省
も

一
歩
も
引
か
ず
に
泥
沼
の
議
論
を
版
闘
し
た

た
め
で
あ
る
。
ロ
月
4
日
に
宇
宙
開
発
響
議
会
が
、
実
利
用
を
進

め
る
特
殊
法
人
を
設
立
し
、
大
学
は
ロ
ケ
ッ
ト
の
研
究
と
科
学
観

測
を
続
け
る
と
い
う
、
事
実
上
の
二
本
立
て
総
惣
を
発
表
し
た
。

科
技
庁
と
京
大
ロ
ケ
ッ
ト
の

一
元
化
は
、

「
い
ず
れ
行
な
う
」
と



術
U

隼
打
ち
上
げ
の
前
に
確
認
す
る
た
め
に、

S
ゅ
う
き
ょ

う
こ
と
が
急
溢
決
ま
っ
た
。

そ
の
準
備
の
円
以
中
の

1
9
6
9年
7
月
幻
日、

ポ
ロ

日
号
が
月
沼
健
に
成
功
し
た
。

そ
の
ほ
ぼ

1
カ
月
後
の
、

8
月
げ
円
、

ラ
ム
ダ
の
次
位
代
で
あ

る
ミ
ュ

1
ロ
ケ
ッ
ト
の

2
号
機
、
M
3
D
が
内
之
浦
か
ら
打
ち
上

げ
ら
れ
た
。
こ
の
打
ち
仁
げ
は
ブ
ー
ス
タ

1
、
第
一
段
、
第
二
段
、

第
四
段
の
動
作
確
認
が

M
的
で
、
第
三
段
は
ダ
ミ
ー
だ

っ
た
。
打

ち
上
げ
は
完
滋
な
成
功
だ
っ
た
。

1
9
6
9年
9
月
3
日
、
リ
ハ
ー
サ
ル
川
の
機
体
L
4
T
が
打

ち

t.げ
ら
れ
た
。
こ
の
ロ
ケ
ッ
ト
の
第
問
段
の
推
進
剤
は

ωパ
ー

セ
ン
ト
に
ま
で
減
ら
さ
れ
て
お
り
、
価
問
民
軌
道
に
入
る
能
力
は
な

か
っ
た
。
打
ち
上
げ
は
ほ
ぼ
成
功
し
た
が
、
燃
焼
後
に
切
り
離
さ

れ
た
第
三
段
が
、
そ
の
ま
ま
第
四
段
と
同
じ
軌
道
を
飛
行
し
て
追

突
す
る
と
い
う
お
放
が
あ
っ
た
。
宰
い
衝
突
部
位
は
第
四
段
の
唱

心
付
近
だ

っ
た
の
で
、
第
四
段
は
大
き
く
姿
勢
を
乱
す
こ
と
な
く
、

そ
の
後
も
動
作
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
追
突
の
原
因
は
、
燃
料
別
が

終
わ

っ
た
後
も
く
す
ぶ

っ
て
ガ
ス
が
発
生
し
、
少
し
ず
つ
第
三
段

を
加
速
し
た
た
め
だ
っ
た
。
本
喬
の
打
ち
上
げ
で
は
、
第
三
段
と

第
四
段
の
切
り
縦
し
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
日
秒
巡
く
し
て
、
く
す
ぶ

り
の
影
榔
刊
を
減
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。

L
4
T
の
ほ
ぼ
成
功
を
受
け
て
、

9
月

n
Hに
は
、
四
回
目
の

試
み
と
な
る
L
4
S
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
第
三
段
ま
で
の
飛
行

は
順
調
だ
っ
た
。
し
か
し
第
問
段
が
姿
勢
制
御
を
附
始
し
て
姿
勢

リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
な

ア
メ
リ
カ
の
ア

牢
歯
研
の
歴
史
E

『
お
お
す
み
」
誕
生
へ
の
長
い
道

が
所
定
の
方
向
を
向
き
安
定
し
た
そ
の
時
、
ま
た
も
第
三
段
が
追

突
し
た
。
今
度
は
m
M
勢
が
大
き
く
乱
れ
て
回
復
で
き
ず
、
打
ち
上

げ
は
失
敗
し
た
。

め

ザ
ん

誰
も
が
唖
然
と
し
た
。
確
か
に
巡
動
力
学
で
は
同
じ

コ
l
ス
を
飛
行
す
る
物
体
は
外
力
が
な
い
限
り
同
じ
コ

ー
ス
を
飛
び
絞
け
る
。
し
か
し
、
第
三
段
が
第
四
殺
を

2
5
0
キ
ロ
も
の
距
離
を
追
走
し
て
き
れ
い
に
術
自
失
す

る
と
い
う
の
は
、
地
上
の
感
覚
で
は
理
解
し
が
た
い
こ

と
だ
っ
た
。

写
翼
右

・
日
本
初
の
人
工
衛
星

『お

お
す
み
」
を
何
打
ち
上
げ
た
し
4
型
ロ

ケ
ッ
ト
。
写
真
左
・

『
お
お
す
み
」

の
ロ
ケ
ッ
ト
へ
の
絡
み
つ
け
作
集
。

弱
り
目
に
然
り
同
で
、
割
放
が
続
い
た
。
L
4
S
が

一
失
敗
し
た
四
日
後
の
9
月
初
日
、
観
測
ロ
ケ
ッ
ト
の
K

一
凶
型
C
の
打
ち
上
げ
が
行
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
ラ
ン
チ

一
ヤ
|
に
抑
耐
え
付
け
ら
れ
た
ロ
ケ
ッ
ト
の
う
ち
二
段
だ
け

一
が
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

-

凶
聞
に
も
及
ぶ
術
桜
一
打
ち
上
げ
の
失
肋
m
i
leO冗
全
に

一
東
大
は
追
い
つ
め
ら
れ
た
。
次
に
失
敗
す
れ
ば
、
未
来

が
閉
ざ
さ
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
っ
た
。

『
お
お
す
み
』
飛
ぶ

L
4
S
の
第
三
段
に
は
、
分
雌
後
に
第
四
段
と
距
隙

を
取
る
た
め
小
さ
な
逆
噴
射
ロ
ケ
ッ
ト
が
突
民
江
事
で

取
り
付
け
ら
れ
た
。

明
け
て

1
9
7
0年
冬
の
打
ち
上
げ
シ
ー
ズ
ン
は
、

1
月
日
日
か
ら
始
ま
っ
た
。

ま
ず
観

1
月
机
日
に
は
、



測
ロ
ケ
ッ
ト
と
し
て

L
3
H
の
6
号
機
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、

無
事
に
予
定
し
た
観
測
を
実
絡
し
た
。
緊
張
は
高
ま
っ
て

い
っ
た
。
内
之
浦
町
で
は
、
打
ち
上
げ
成
功
を
祈
願
す
る

町
の
人
が
神
社
に
お
参
り
を
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

2
月
U
日
午
後
I
時
お
分
、
内
之
浦
の
快
附
の
空
へ

L

4
S
の
5
号
機
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
飛
行
は
正
常
で
、

第
四
段
は
無
事
分
離
さ
れ
、
姿
勢
制
御
も
う
ま
く
い
っ
た
。

発
射
後
5
分
3
秒
、
内
之
浦
か
ら
第
四
段
点
火
コ
マ
ン
ド

が
送
信
さ
れ
、
そ
の

1
0
0秒
後
に
第
閉
段
は
点
火
し
た
。

ι

第
四
段
の
燃
焼
終
了
後
か
ら
、
追
跡
を
頼
ん
で
い
た
海

幽

外
向
か
ら
次
々
と
ビ
ー
コ
ン
屯
放
を
受
信
し
た
と
い
う
述

起

絡
が
入
っ
て
き
た
。
グ
ア
ム
、
、

ハ
ワ
イ
、
キ
ト

i
、
サ

↑

ン
チ
ャ
ゴ
、
ヨ
ハ
ネ
ス
プ
ル
グ

|
l衛
星
が
地
球
を
回
り
五

つ
つ
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
笑
凶
処
さ
れ
た
。

計
算
で
は
、
内
之
浦
で
は
打
ち
上
げ
後
約
2
時
間
半
の
午
後
3

時
制
分
頃
か
ら
屯
波
の
受
信
が
可
能
に
な
る
は
ず
だ
っ
た
。
予
定

時
刻
に
な
っ
た
が
電
波
は
入
ら
な
い
、
こ
れ
は
失
敗
か
、
と
関
係

者
が
や
き
も
き
し
て
い
る
と
、

2
分
半
-巡
れ
で
屯
波
が
入
っ
た
。

第
四
段
に
終
戦
さ
れ
た
電
子
機
関
附
は
き
ち
ん
と
動
作
し
て
、
術
忠
一

の
状
況
を
地
上
に
送
っ
て
き
て
い
た
。

五
度
目
の
挑
戦
で
、
衡
是
打
ち
上
げ
は
成
功
し
た
。
L
4
S
は

世
界
最
小
の
術
忠
一打
ち
上
げ
ロ
ケ
ッ
ト
と
な
り
、
日
本
は
世
界
で

凶
需
討
の
術
忠
一打
ち
上
げ
闘
と
な

っ
た
。

『お
お
す
み
」
が
上
が
っ
た
。
内
之

浦
で
は
富
ん
だ
人
々
が
手
に
日
の
丸

を
縛
っ
て
行
進
し
た

こ
の
日
、
糸
川
英
夫
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
ク
ウ
ェ

ー
ト
の
国

境
付
近
を
自
動
車
で
走
っ
て
い
た
。
東
大
を
静
め
て
か
ら
始
め
た

組
織
工
学
研
究
所
の
仕
事
で
、
海
底
に
原
油
を
保
存
す
る
こ
と
は

む調。
h
u

で
き
な
い
か
と
い
う
調
査
を
す
る
た
め
に
中
東
に
赴
い
て
い
た
の

だ
っ
た
。
カ
1
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
が
、
糸
川
に
術
展

打
ち
上
げ
成
功
を
教
え
た
。
糸
川
は
紫
臼
寸
く
計
算
し
た
。
ち
ょ
う

ど

「
お
お
す
み
」
は
、
糸
川
の
頭
上
を
通
過
し
て
い
る
は
ず
だ
っ

た
。「

お
お
す
み
」
打
ち
上
げ
に
つ
い
て
糸
川
は
、
感
然
公
だ
っ
た
と

い
う
言
葉
し
か
残
し
て
い
な
い
。
糸
川
が
何
を
考
え
何
を
感
じ
た

の
か
、
泣
い
た
の
か
泣
か
な
か
っ
た
の
か
、
す
べ
て
は
想
像
す
る

し
か
な
い
。
糸
川
は
こ
の
後
羽
年
生
き
た
が
、
そ
の
聞
の
ロ
ケ
ッ

ト
と
の
交
わ
り
は
、
た
だ

一
回
だ
り
、

1
9
8
4年
の
内
之
消
却

周
年
式
典
に
出
席
し
た
だ
り
だ
っ
た
。

夕
刻
に
な

っ
て
か
ら
記
者
会
見
が
附
か
れ
た
。
糸
川
が
東
大
を

去

っ
た
後
、
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
の
指
郷
を
執
っ
て
き
た
玉
木
滋
夫
、

野
滋
成
文
、
野
村
氏
也
、
平
尾
邦
線
、
森
大
吉
郎
の
各
教
授
が
テ

レ
ビ
局
の
用
恕
し
た
ひ
な
拙
引
に
上
が

っ
た
。
実
験
主
任
の
野
村
が

話
す
。「
こ
れ
で
半
分
.
お
の
荷
を
降
ろ
し
ま
し
た
。
半
分
と
い
う

の
は
次
の
ミ
ュ
ー
が
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
し
、
予
定
通
り
の

軌
道
を
正
確
に
実
現
す
る
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
か
ら
・:
」
そ

の
声
は
俊
え
て
い
た
。
搭
載
電
子
機
協
を
担
当
し
た
務
藤
は

「難

し
い
入
試
を
突
破
し
た
ば
か
り
と
い
っ
た
感
激
で
す
。
だ
が
本
山
町
d



に
い
い
勉
強
が
で
き
る
の
は
こ
れ
か
ら
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

ロ
ケ
ッ
ト
の
取
り
ま
と
め
を
担
当
し
た
玉
木
が
、
保
附
暴
の
名
前

を
発
表
し
た
。

「部附忠
一の
名
前
は

『
お
お
す
み
』
に
し
ま
す
。
内

之
浦
と
名
付
け
よ
う
と
も
考
え
た
の
で
す
が
、
地
元
大
隅
半
・
品
の

皆
さ
ん
に
、
共
に
mmい
ん
で
い
た
だ
い
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
い
ま
し

た
」。

長
い
緊
張
か
ら
解
放
さ
れ
て
玉
木
は
多
弁
に
な
っ
て
い
た
。

内
之
浦
の
町
は
お
祭
り
騒
.
き
だ
っ
た
。
花
火
が
上
が
っ
た
。

「祝

・
東
大
ロ
ケ
ッ
ト
」
と
い
う
横
断
幕
が
張
ら
れ
た
。
乎
に
手

に
日
の
丸
を
持
っ
て
笑
験
場
に
集
ま
っ
た
人
々
は
、
そ
こ
か
ら
町

の
中
心
へ
と
旗
行
列
を
し
て
成
功
を
祝
っ
た
。

「
お
お
す
み
」、
悶
際
標
識
番
号
は

1
9
7
0
'
U
A
、
直
径
川
崎
セ

ン
チ
の
第
四
段
の
よ
に
ビ
ー
コ
ン
と
テ
レ
メ
ト
リ
ー
を
送
信
す
る

電
子
機
総
を
熔
載
し
た
幻
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
人
工
物
体
は
、
こ
の
日
、

日
本
初
の
術
昼
と
な
っ
て
地
球
を
回
っ
た
。
投
入
さ
れ
た
軌
道
は
、

軌
道
傾
斜
角
引
度
、
近
地
点
高
度
3
3
5
キ
ロ
、
遠
地
点
高
度
5

1
5
0
キ
ロ
の
桁
円
軌
道
だ
っ
た
。
記
者
会
見
で
、
玉
木
は

「術

展
一の
労
命
は
十
数
年
。
と
に
か
く
相
当
長
い
と
右
え
ま
す
」
と
結

っ
た
。

高
抑
制
の
た
め
に
絡
載
し
た
電
池
の
消
耗
が
予
惣
よ
り
も
急

速
に
進
ん
だ
と
推
定
さ
れ
た
。

早
々
に
泡
波
を
止
め
た
「
お
お
す
み
」
だ
っ
た
が
、
玉
木
の
予

想
を
越
え
て
地
球
を
回
り
続
け
、
そ
の
消
滅
は
打
ち
上
げ
か
ら
お

年
後
だ
っ
た
。
2
0
0
3年
8
月
2
日
、
空
気
抵
抗
で
官
何
度
を
下

げ
た

「
お
お
す
み
」
は
大
気
圏
に
炎
入
し
た
。

打
ち
上
げ
を
成
功
さ
せ
た
玉
木
に
は
、
「
お
お
す
み
」
ほ
ど
の

わ
ず
ら

時
間
は
脚
旅
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
2
年
半
後
、
ガ
ン
を
怒
っ
た
玉

木
は
こ
の
世
を
去
っ
た
。
「
激
務
が
病
気
を
呼
び
込
ん
だ
の
で
は
」

と
人
々
は
悲
し
ん
だ
。

し
た
。

一
つ
の
自
燃
は
達
成
し
た
が
、
す
で
に
科
学
術
昼
打
ち
上
げ
周

の
ミ
ュ

l
ロ
ケ
ッ
ト
の
準
備
が
進
ん
で
い
た
。
理
学
系
の
研
究
者

た
ち
は
す
ぐ
に
で
も
科
学
術
昼
を
打
ち
上
げ
よ
う
か
と
い
う
勢
い

だ
っ
た
。
「
お
お
す
み
」
の
成
功
は
、
終
わ
り
で
は
な
く
始
ま
り
、

そ
れ
も
最
初
の

一
歩
だ
っ
た
。

「
お
お
す
み
」
が
打
ち
上
げ
ら
れ
て
か
ら
1
カ
舟
後
の
3
月
日
日
、

大
阪
の
千
里
丘
陵
で
大
阪
万
国
情

「
エ
キ
ス
ポ
叩
」
が
捌
彩
し
た
。

1
9
6
0年
代
を
通
じ
て
続
い
た
高
度
経
済
成
長
の
、
荒
々
し
く
、

明
る
い
世
械
は
ピ
ー
ク
に
迷
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

「
お
お
す
み
」
を
製
造
し
た
日
本
屯
気
の
技
術
者
た
ち
は
、

「あ

ん
な
も
の
、
衛
星
一じ
ゃ
な
い
」
と
思
っ
て
い
た
。
彼
ら
に
し
て
み

れ
ば
衛
星
と
い
う
の
は
、
少
な
く
と
も
き
ち
ん
と
熱
設
計
を
し
て
、

軌
道
上
で
所
定
の
温
度
を
保
っ
て
動
作
し
続
け
る
も
の
だ
っ
た
。

熱
設
計
を
き
ち
ん
と
し
て
い
な
い

「
お
お
す
み
」
は
、
軌
道
上
で

ど
ん
ど
ん
温
度
が
上
が
り
、
打
ち
上
げ
後
日
時
間
で
通
信
を
途
絶

歴
史
2

『
お
お
す
み
」
誕
生
へ
の
畏
い
道
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H
'H
A
2暑
機
は
、
当
初
2
0
0
2年
1
月
幻
日
に
打
ち
ト
内
げ
ら
れ
る
予

定
が
2
月
3
日
に
延
期
さ
れ
れ
、

そ
れ
で
、
そ
の
前
に
待
ま
が
ど
こ
で
何
を
や
っ
て
い
た
か
記
録
争
政
べ
て

み
る
と
、
例
に
よ
っ
て

『エ
リ
ア
ル
」
の
執
筆
と
、
そ
れ
か
ら
完
成
し
た
ば

か
り
の

「{予
宙
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
』
事
録
っ
て
あ
ち
こ
ち
に
侠
妙
ま
わ
り
と

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
た
ら
し
い
.

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
っ
た
っ
て
大
し
た
こ
と
で
は
な
い
・
出
来
上
が
っ
た
本

を
担
い
で
あ
ち
こ
ち
に
出
掛
け
て
い
き
、
挨
柑
慨
が
て
ら
梱
押
し
つ
け
て
る
だ
け

で
あ
る
。

H
B
E
A
P晶
雪
機

• 

• 

作
家
業
は
そ
ろ
そ
ろ
地
層
的
年
代
に
な
り
か
け
て
い
る
笹
本
だ
が
、
そ
れ

ま
で
は

『高
い
本
は
い
や
」
と
い

iaで文
庫
本
し
か
出
版
し
て
お
ら
ず
、

こ
の

『{
宇
宙
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
』
が
笹
本
の
は
じ
め
て
の
文
庫
で
は
な
い
本

に
な
る
。
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
、

S
F
で
も
な
き
ゃ
小
鋭
で
も
な
い
っ
て
本

は
こ
れ
が
最
初
で
あ
る
。

最
初
で
あ
る
が
、
で
き
れ
ば
最
後
に
し
た
く
な
い
。
録
後
に
し
た
く
な
く

な
け
れ
ば
、
常
緑
し
て
宣
伝
し
て
、
格
ま
が
こ
う
い
う
仕
穆
を
し
て
い
る
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

で
は
具
体
的
に
何
を
し
て
い
た
か
と
い
う
と
。

-
月

n
R
見
本
品
歪
崎
前
年
に
発
表
さ
れ
た
野
図
司
令
本
寵
の
日
本
独

自
の
有
人
宇
宙
船
構
想
に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ
。
も
ち
ろ
ん
関
係
者
に
、
つ

い
一
時
間
前
に
も
ら
っ
た
ば
か
り
の
見
本
を
渡
す
。
そ
の
後
明
日
の
罪
行



機
で
ア
メ
リ
カ
に
帰
る
と
い
う
ダ
ニ
エ
ル
と
4
S叫
も
ち
ろ
ん
渡
す
。

1
月刊
ω
日
、
園
周
健
一
宇
薩
の
同
人
誌
、
朝
鮮
飴
の
打
ち
上
げ
。
友
人
多

耗
い
つ
も
な
ら
同
人
誌
を
も
ら
っ
て
ば
か
り
の
笹
本
、
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り

に
出
来
去
か
り
ほ
や
ほ
や
の
宇
宙
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
e
忽
配
る
。

1
月
幻
日
、

宇
宙
作
家
ク
ラ
ブ
例
4Z1
H
'
H
ロ
ケ
ッ
ト
生
み
の
親
と
も
言

え
る
五
代
宮
玄
武
の
誘
湾
も
ち
ろ
ん
挨
拶
し
て

『宇
宙
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
」

会
話
曙
す
。

1
月刊
ω
目
、
ま
ん
が
家
モ
リ
ミ
ノ
ル
復
刊
出
版
記
今
ぷ
弓

貸
し
本
時
伐
に

S
F
ま
ん
が
で
デ
ビ
ュ
ー
し
て
松
本
零
士
、
手
空
軍
な
ど
に
シ
ョ
ッ
ク
を

与
え
た
貸
一本
漫
画
家
モ
リ
ミ
ノ
ル
は
、
そ
の
後

S
F
作
家
・
小
松
左
京
と

し
て
現
在
に
至
る
の
だ
が
、
そ
の
モ
リ
ミ
ノ
ル
の
ま
ん
が
が
復
刊
さ
れ
た
と

い
う
出
版
記
今
広
弓

S
F業
界
関
係
者
多
数
勺
こ
の
時
は
松
浦
も
一
一
緒
だ
っ

た
。松

浦

「い
つ
つ
も
こ
ん
な
風
に
新
作
会
最
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
?
」

笹
本
「
A
品
開
か
初
め
て
で
す
!

だ
い
た
い
エ
リ
ア
ル
の
出
巻
目
だ
け
い

き
な
り
渡
さ
れ
た
っ
て
図
る
ひ
と
の
方
が
多
い
で
し
ょ
う
が
」

1
月

m目
、
ア
リ
ア
ン
ス
ペ
ー
ス
東
家
事
毒
附
に

「宇
宙
へ
の
パ
ス
ポ
ー

ト
」
完
成
望
号
込
按
。

ー
月
別

R

窓
巧

毎
径
恒
例
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、
ア
ニ
メ
、

本
家
N
A
S
D
A
へ
の
挨
拶
は
、
打
ち
上
げ
に
{
ワ
、
ん
だ
か
ら
、
そ
こ
に

広
報
も
関
係
者
も
い
る
ん
だ
か
ら
、
そ
こ
で
や
れ
ば
よ
ろ
し
か
ろ
う
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
に
残
っ
て
い
た
見
本
は
手
元
に

五
冊
の
み
。
足
り
る
か
な
あ
。
移
動
途
中
、
あ
る
い
は
現
地
で
補
給
で
き
る

か
な
あ
。

ま
あ
考
え
て
も
し
か
た
な
い
こ
と
な
の
で
、
埜
本
は
い
つ
も
の
取
材
総
務

に
加
え
て

『宇
宙
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
』
を
荷
栃
に
詰
め
込
み
、
今
回
の
集
会

地
点
に
向
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

@ 

新築になった箆兜島新港フェリーターミナJ(，.東京から1400キロ量産
れた取材旅行の第一目的地である



2
0
0
2年
2
月
1
日
、
金
曜
日
、晴
れ

本
日
種
子
島
へ
の
移
動
開
始
日
。
目
く
る
め
く
非
日
常
へ
ょ

う
こ
そ
、

つ
で
あ
ん
ま
り
い
つ
も
と
変
わ

っ
て
な
い
よ
う
な
気

も
。
と
い
う
の
は
、
例
に
よ

っ
て
経
費
節
減
の
た
め
東
京
か
ら

鹿
児
ぬ
ま
で

一
気
に
ド
ラ
イ
ブ
す
る
か
ら
で
あ
る
。
狭
い
日
本

の
は
ず
な
ん
だ
が
本
日
中
に
移
動
が
終
わ
ら
な
い
。

取
は
前
回
と
同
じ
デ
ミ
ォ
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の
牧
野
は
繊
浜
在

住
の
た
め
、
今
回
集
合
地
点
に
設
定
さ
れ
た
の
は
あ
さ
り
の
仕

ぜ
ん
ぞ
〈
い
り

州
市
場
、
洗
足
池
。
こ
こ
か
ら
な
ら
東
名
に
乗
る
に
も
近
い
し
、

取
材
機
材
の
多
い
あ
さ
り
の
乗
り
込
み
に
も
便
利
で
あ
る
。

朝

8
時
に
目
覚
ま
し
を
か
け
て
起
き
だ
し
、

8
時
半
に
は
家

を
出
る
。
中
央
線
武
蔵
小
金
井
駅
か
ら
中
央
線
、
新
宿
で
山
の

手
線
乗
り
換
え
。
『
宇
宙
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
』
五
附
が
入

っ
て

か
ぱ
ん

る
リ

ュ
ッ
ク
と
、
モ
バ
イ
ル
関
係
の
砲
と
、
昨
日
角
川
の
パ
ー

テ
ィ
ー
で
も
ら
っ
た
お
菓
子
が
紙
袋
に
入

っ
て
る
ん
で
、
荷
物

が
多
く
て
重
い
。
混
雑
す
る
氾
車
は
つ
ら
い
。

9
時
M
W
分
に
洗
足
池
袋
合
の
予
定
だ

っ
た
の
だ
が
、
中
央
線

の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
あ
り
、
五
反
聞
で
乗
り
換
え
た
池
上
級
は

9

時
刊
分
発
車
。
だ
が
車
中
で
、
先
に
牧
野
と
合
旅
し
た
松
浦
か

ら

ω分
ほ
ど
遅
れ
る
と
の
屯
話
が
入
る
。

洗
足
池
到
抽刷
。
す
で
に
あ
さ
り
は
改
札
口
を
出
た
と
こ
ろ
に

.. ，
 

荷
物
を
積
み
上
げ
て
待

っ
て
お
り
、

「
C
1忘
れ
た
ん
で
取

っ

て
来
る
、
荷
物
番
頼
む
」
と
仕
事
場
に
戻
っ
た
。

H
'
E
A
E
号
機

牧
野
到
籍
。

{注
1
}

V
A
I
O
Cl
。
笹
本
も

一
時
期
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
借

り
だ
し
た
、
あ
さ
り
の
モ
バ

イ
ル
専
用
慢
で
あ
る
.
(
笹
)

仕
掛
場
の
あ
さ
り
を
携
械
か
け
て
呼
び
戻
し、

近
所
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
で
朝
食
そ
の
他
の
買
い
だ
し
を
し
て

{注
E
}

慈
か
っ
た
な
。
本
来
総
浦

は
パ
イ
ク
の
人
な
の
で
、
自

動
車
の
燃
料
残
置
計
に
気
を

遭
う
習
慣
が
な
い
の
だ
(
負

け
惜
し
み
}
。
{
松
}

定
り
だ
す
。

日
時
前
に
用
賀
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
東
名
高
速
に
乗
る
。

え

ぴ

タ

海
老
名
で
ド
ラ
イ
バ

ー
交
代
、

も
っ
と
も
ド
ラ
イ
バ

ー
レ
ベ

ル
が
低
い
と
自
己
申
告
し
た
松
浦
の
述
転
で
走
り
出
す
。

ほ
ん
と
に
普
段
マ
ニ

ュ
ア
ル
車
な
の

目1
カか、

に
吹
か
し
ぎ
み
だ
な
あ
。

、カ
?

ひ
ょ

っ
と
し
た
ら
世
に
も
珍
し
い
オ
l
ト
?
の
A
Z
1

ん
な
は
ず
な
い
か
。

乗

っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
?

血
事

Z松
浦
の
巡
転
中
に
ガ
ソ
リ
ン
の
残
知
瞥
告
灯
が
点
灯
す
る
。

曹

』

A
3

・、A
，

悠
々
と
点
灯
し
て
か
ら
指
摘
し
な
い
と
気
が
つ
か
な
い
あ
た
り

。

・・・・・・浜
名
湖
に
入
る
。
昼
飯
ど
き
な
の
で
昼
食
に
す
る
。

浜
名
湖
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
は
い
つ
の
間
に
や
ら
和
食
レ

ス
ト
ラ
ン
が
で
き
て
お
り
、
こ
ち
ら
の
名
物
ウ
ナ
ギ
メ
ニ
ュ
ー

は
ち
ょ
い
と
高
い
。
い
つ
も
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は
ウ
ナ
ギ
ス
パ

グ
テ
イ
(
し
か
も
わ
さ
び
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
付
き
)
と
い
う
や
け
く

そ
の
よ
う
な
メ
ニ
ュ

ー
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
幸
い
と
試
し
て

み
る
。
だ
か
ら

っ
て
全
員
で
同
じ
も
の
頼
む
こ
と
は
な
い
よ
な
。

負
け
る
。

ウ
ナ
ギ

つ
て
の
は
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
に
合
う
食
感
で
は
な
い
よ

う
で
あ
る
。
わ
さ
び
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
は
ス
パ
ゲ
テ
ィ
に
も
ウ
ナ
ギ



に
わ
A
N
わ
ん
。
川
刊
号
、
え
て
こ
ん
な
メ
ニ
ュ
ー
開
発
し
た
ん
だ
か
。

償
本
巡
転
開
始
。
山
口
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
給
油
し
て

動
き
だ
す
。

大
体
2
0
0キ
ロ
、
あ
る
い
は
2
時
間
巡
転
を
め
ど
に
交
停

を
続
け
る
。

午
後
8
時
過
ぎ
、

リ
ア
に
入
る
。

夕
食
の
た
め
広
島
の
手
前
で
サ
ー
ビ
ス
エ

笹
本
は
カ
キ
卵
と
じ
定
食
、

あ
さ
り
は
カ
キ
フ
ラ
イ
定
食
を

イ頼
食にむ
事惨f。
し JI文ifあ
てすさ
たるり
ら 。

冷
凍
食
品
を
あ
た
た
め
た
だ
け
の
カ
キ
フ
ラ

い
き
な
り
般
に
若
い
係
員
が
来
て

「お
食

市
中
、

巾
し
沢
あ
り
ま
せ
ん
」。

何
か
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
か
と

思
っ
た
ら
、

こ
の
先
で
衿
泌
府
三
ムH
が
絡
む
mv放
が
発
生
し
て

官川
巡
辺
凶
聞
が
通
行
止
め
に
な

っ
た
と
い
う
。

ミ
ン
グ
と
い
う
か
何
と
い
う
か
、

そ
れ
は
い
い
タ
イ

少
な
く
と
む
尚
速
道
路
k
で

先
の
け
ん
え
な
い
渋
滞
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
る
の
よ
り
は
ま
し
だ
っ

た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
ん
な
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
、

っ
て
い
う
か
コ
ー
ヒ
ー
ニ
杯

飲
め
ば
も
と
が
と
れ
る
か
ら
、
食
M
H
に
プ
ラ
ス
す
る
な
ら

1
5

0
刊
の
ド
リ
ン
ク
パ
ー
を
頼
ん
で
お
り
、
さ
ら
に
メ
ー
ル
チ
エ

@ 

ツ
タ
す
る
つ
も
り
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も
持
ち
だ
し
て
き
で
た
も

ん
で
、
そ
の
ま
ま
レ
ス
ト
ラ
ン
に
肘
雌
っ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
叩

い
た
り
、
あ
さ
り
の

C
1
の
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
広
ぬ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
符
業
は
ぎ
り
ぎ
り

辺
時
ま
で
だ
と
い
う
。

市
放

っ
た
の
は
こ
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
と
次
の
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
の
問
、
だ
か
ら
通
行
止
め
が
解
除
さ
れ
る
前
に
出
発
し

て
も
ど
こ
か
ら
も
降
り
ら
れ
ず
、
先
が
完
全
に
停
止
し
て
い
る

渋
滞
の
後
ろ
に
つ
く
し
か
な
い
。
処
理
に
あ
ま
り
時
聞
が
か
か

る
よ
う
な
ら
道
路
公
団
が
来
て
、

高
速
逆
走
と
か
あ
る
い
は
反

対
車
線
へ
の
誘
導
で
も
し
て
高
速
道
路
か
ら
出
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
く
れ
る
は
ず
な
の
だ
が
、
そ
う
い
う
処
世
も
行
な
わ
れ
な

い
の
で
、
ま
あ
、
そ
の
う
ち
な
ん
と
か
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て

た
ら
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
営
業
終

f
ま
で
に
通
行
止
め
は
解
除
さ

れ
た
。

H
A
 

次
の
山
川
給
ポ
イ
ン
ト
を
附
引
の
浦
、
関
門
僑
の
手
前
の
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
に
す
る
つ
も
り
で
駒
沢
本
の
巡
転
で
定
り
だ
す
。

品川
川
辺
市
・ニ
ムH
が
ω何
台
市
H
放

っ
て
ど
こ
で
あ
っ
た
ん
か
な
あ
、

そ
れ
ら
し
い
・
似
跡
も
残

っ
て
い
な
い
。

山
引
の
州
到
ね
前
に
け
付
が
変
わ
る
。
以
ド
刷
tH
。

午
前
零
時
過
ぎ
に
明
の
浦
に
到
着
。
見
上
げ
る
凶
門
摘
。
曲部

ぃ
。
も
う
す
ぐ
九
州
と
は
い
え
、
冬
の
円
本
だ
も
ん
な
あ
。



巡
転
交
替
し
、
二
タ
ー
ン
分
ほ
ど
後
席
で
絞
こ
け
る
。

包

同
が
醒
め
る
と
北
熊
.
本
本
。
雨雨附が臨降陣

つ
て
お
り
、
ガ
ソ
リ
ン
が

そ
ろ
そ
ろ
な
い
っ
て
?

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
あ
る
は
ず
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
入

っ
た
の
だ
が
、
午
前

4
時
前
な
だ
け
あ
っ
て
ス
タ
ン
ド
が
閉
ま

っ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
た
な
く
、
そ
の
ま
ま
九
州
縦
幻
追
を

・・3

雨
下
す
る
が
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
は
桜
品
、
し
か
も
地
図

に
よ
る
と
こ
の
時
聞
は
閉
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
あ
り
な
ん
か

そ
、
つ
い
、
フ
の
。

笹
本

「
制
的
辺
の
鹿
児
島
空
港
辺
り
で
降
り
れ
ば
、

空
港
の
前

に
は
大
き
な
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
あ
る
か
ら
聞
い
て
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
あ
。
も
し
閉
ま
っ
て
た
と
し
て
も
、
あ
と
鹿
児
ぬ
ま

で
ず
っ
と
下
道
だ
か
ら
、
高
速
で
ガ
ス
欠
時
鳴
ら
う
よ
り
ダ
メ
|

ジ
小
さ
い
と
思
う
ん
だ
が
」

牧
野

「
で
も
、

伊
東
よ
り
先
に
聞
い

夜
の
伊
豆
半
島
っ
て
、

て
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
ひ
と
つ
も
な
い
っ
て
知
っ
て
ま

H
と

い

が
ね

あ
と
松
本
か
ら
糸
魚
川
と
か
」

す

?伊
豆
半
ぬ
の
炎
端
は
街
道
筋
か
ら
外
れ
て
る
か
ら
、

深
夜
の

ト
ラ
ッ
ク
使
か
ら
も
見
捨
て
ら
れ
て
る
だ
ろ
う
が
、

鹿
児
山
間

辺
な
ら
夜
行
の
ト
ラ
ッ
ク
使
相
手
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
開

で
も
そ
れ
は
糸
魚
川
周
辺
と
状

い
て
る
と

mゅ
う
ん
だ
が
な
あ
。

況
と
し
て
は
一
緒
か
あ
。

と
に
か
く
、

山山辺、

鹿
児
島
空
港
で
九
州
縦
口
逃
か
ら
降
り

る
。

こ
の
時
点
で
残
公
崎
将此口
灯
が
消
え
な
く
な

っ
て
い
る
の
は

H
S
E
A
E暑
機

い
う
ま
で
も
な
い
。
高
速
料
金
、

2
6
7
0
0円
。
喰
ら
う
ね

え
、
や
っ
ぱ
り
。

鹿
児
島
袋
浴
と
い
う
の
は
お
速
の
す
ぐ
脇
に
あ
り
、
空
港
の

ビ
ル
が
見
え
る
く
ら
い
な
の
だ
が
、
そ
の
辺
り
の
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
に
聞
い
て
い
る
気
配
は
な
い
。
仕
方
な
い
の
で
国
分
市

方
而
に
下
道
を
協
同
り
て
い
く
。

道
沿
い
に
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
あ
る
。
だ
が
、
申
し
合
わ

せ
た
か
の
よ
う
に
す
べ
て
閉
ま
っ
て
い
る
。
聞
い
て
い
る
の
は

コ
ン
ビ
ニ
ば
っ
か
り
で
、
あ
と
ジ
ョ
イ
フ
ル
っ
て
い
う
九
州
で

よ
く
見
か
け
る
フ
ア
ミ
レ
ス
も
明
か
り
が
つ
い
て
る
ん
だ
が
、

で
も
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
な
い
。

時
す
で
に

5
時
近
く
。
雨
は
ひ
た
す
ら
降
っ
て
お
り
、
も
し

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
な
い
ま
ま
ガ
ス
欠
で
ス
ト
ッ
プ
し
て
し

{注
3
}

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
M
四

時
間
関
い
て
な
く
て
も
よ
い

と
い
う
あ
た
り
で
、
之
の
辺

の
道
路
が
ど
の
程
度
必
要
と

さ
れ
て
い
る
か
が
わ
か
る
。

地
元
の
土
建
築
者
を
食
わ
せ

る
公
共
役
資
と
い
う
わ
け
だ
。

(
総
}

タ
ク
シ
ー
呼
ん
で
聞
い
て
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

ま
で
行
く
の
か
な
あ
。
そ
れ
と
も
近
所
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

ま
で
こ
の
雨
の
中
、
デ
ミ
オ
を
押
し
て
っ
て
、
開
応
ま
で
待
つ

ん
だ
ろ
う
か
。

ま
っ
た
ら
、

種
子
島
行
き
の
フ
ェ
リ
ー
は
朝

8
時
半
に
鹿
児
ぬ
港
を
出
る
。

7
時
必
分
か
ら
受
け
付
け
開
始
で
、

だ
か
ら

7
時
に
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
が
聞
い
て
く
れ
れ
ば
間
に
合
う
は
ず
な
ん
だ
が
、

か
絶
望
的
観
測
を
絞
け
て
い
る
う
ち
に
、

と

や
っ
と
川
聞
い
て
い
る

大
型
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
道
の
反
対
側
に
発
見
、

入
る
。

あ
。わ

ス
タ
ン
ド
は
軽
油
ば

っ
か
。
ト
ラ
ッ
ク
向
き
で
す
な



ガ
ソ
リ
ン
が
な
い
わ
け
は
な
く
、
め
で
た
く
ガ
ソ
リ
ン
を
満

タ
ン
に
し
て
、
鹿
児
島
市
内
に
向
か
う
。

や
ま
な
い
雨
の
中
、

6
時
前
に
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
到

泊
。
近
所
の
コ
ン
ビ
ニ
に
出
掛
け
、
相
明
飯
そ
の
他
の
食
料
を
調

達
、
戻
っ
て
き
て
聞
い
た
ば
か
り
の
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
に

入
る
。

チ
ヤ
8
ハ
ン

さ
っ
そ
く
興
っ
て
き
た
妙
飯
と
サ
ラ
ダ
の
朝
飯
を
食
う
。

最
近
ち
ょ
っ
と
カ
ロ
リ
ー
が
多
い
か
、
な

?

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を
聞
い
て
、
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
他
。
さ
す
が

に
1
5
0
0キ
ロ
の
ド
ラ
イ
ブ
の
あ
と
で
は
、
積
極
的
に
な
に

か
を
や
る
気
に
な
ら
な
い
。

グ
レ

l
電
話
を
探
し
て
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
さ
ま
よ
う
が
、
確
か

.. ‘
 

に
前
は
あ
っ
た
は
ず
の

I
S
D
N
電
話
が
な
い
。
代
わ
り
に
使

え
な
い

I
C
カ
l
ド
氾
訴
が
あ
っ
て
、
あ
れ
っ
て
ネ
ッ
ト
チ
ェ

ッ
ク
で
き
た

っ
け
。

鹿
児
島
と
総
子
島
を
結
ぶ
ジ
ェ
ッ
ト
フ
オ
イ
ル
、
ト
ッ
ピ
ー

は
、
朝
7
時
か
ら
第
土
使
が
走
り
だ
す
。
そ
の
た
め
の
乗
客
が

着
々
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
到
析
す
る
が
、
あ
ん
ま
り
数
が
多
く
な

3

。
'v
 ふ

と
思
い
立
っ
て
窓
口
般
に
予
約
状
況
を
磁
刊誌
し
て
み
る
。

午
前
中
は
百
席
以
上
、
午
後
に
な
っ
て
も
三
十
席
以
上
の
余
絡

は
あ
る
そ
う
な
。
初
号
機
打
ち
上
げ
の
時
の
キ
ャ
ン
セ
ル
符
ち

三
十
人
以
上
と
い
う
状
況
が
夢
の
よ
う
だ
。

牧
野
、
先
に
慈
の
手
続
き
。
ド
ラ
イ
バ

ー

一
人
は
サ
ー
ビ
ス

@ 

と
か
で

一
等
船
室
の
切
符
を
く
れ
る
そ
う
だ
が
、
こ
れ
が
二
等

た

か

と
ど
こ
が
巡
う
か
と
い
う
と
、
高
怖
い
か
ら
乗
客
が
少
な
い
の

と
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
毛
足
が
少
し
長
い
く
ら
い
だ
っ
て
。

8
時
か
ら
乗
船
側
始
。
鹿
児
・
同
時
港
の
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
乗
り
場
入
口
は
二
階
に
あ
る
の
だ
が
、
そ
こ
か
ら
出
て
い
っ

て
も
結
局
階
段
で
地
上
に
降
ろ
さ
れ
、
雨
の
中
、
波
止
場
を
歩

さ
ん
ば
し

い
て
犠
橋
か
ら
乗
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
二
階
に
上
が
っ
た
意
味
っ
て
:
:
:
。

長
距
縦
ド
ラ
イ
ブ
で
疲
れ
果
て
て
る
か
ら
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
敷

き
の
こ
等
船
室
に
入
っ
て
さ
っ
そ
く
絞
る
つ
も
り
が
、
そ
こ
に

転
が
っ
て
い
る
の
は
四
角
い
ビ
ニ
ー
ル
狼
り
の
枕
だ
け
、
毛
布

は
な
い
。

{注
4
}

幽田園附電
信
に
得
さ
れ
て
公

衆
電
信
は
え
ら
い
赤
字
な
ん

だ
そ
う
で
、
東
西
N
T
Tは

も
う
公
衆
電
信
の
新
機
種
開

発
を
や
め
、
隙
あ
ら
ば
既
訟

の
電
路
も
鰍
去
し
よ
う
と
し

て
い
る
。

I
S
D
N自
体
が
、

A
D
S
Lに
負
け
て
消
え
つ

つ
あ
る
の
だ
か
ら
当
然
と
い

う
べ
き
か
。
{
松
)

ラ
ウ
ン
ジ
を
う
ろ
つ
い
て
み
る
と
、

一
等
船
室
に
は
す
で
に

毛
布
が
積
ん
で
あ
る
が
、
二
等
船
室
の
毛
布
の
貸
し
だ
し
は
出

航
後
だ
そ
う
な
。
い
ー
か
ら
と
っ
と
と
寄
越
せ
と
か
ぶ
つ
く
さ

言
い
な
が
ら
、
と
り
あ
え
ず
・
絞
る
。

出
航
後
、
松
浦
が
毛
布
を
ま
と
め
て
借
り
に
行
き
、
毛
布
に

く
る
ま
っ
て
寝
る
。
多
少
は
芯
識
を
失
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

フ
ェ
リ
ー
出
品
は

8
時
半
に
鹿
児
島
港
を
出
航
、
タ
イ
ム
ス

に
し
の
お
b
τ

ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
よ
れ
ば
ロ
時
加
分
に
は
績
予
血
陶
磁
之
茨
港
に

入
港
す
る
は
ず
な
ん
だ
が
、
こ
れ
が
ま
た
順
調
に
巡
れ
て
、
っ

て
い
う
か
そ
も
そ
も
笑
現
で
き
な
い
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

の
か
、
は
た
ま
た
船
の
老
桁
化
に
と
も
な
っ
て
航
海
速
度
が
務

ち
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
巡
航
速
度
を
少
し
で
も
下
げ
て
燃



資
節
約
し
て
る
の
か
、
ロ
時
何
分
く
ら
い
に
西
之
表
入
港
。

前
半
が
出
て
来
る
ま
で
に
し
ば
ら
く
時
間
が
あ
る
の
で
、
カ
ウ

ン
タ
ー
の
お
ば
ち
ゃ
ん
に
観
光
線
の
元
締
め
が
ど
こ
に
あ
る
の

か
聞
い
て
み
る
。
し
た
ら
ぱ
、
て
っ
き
り
西
之
表
に
あ
る
と
思

念

か

た

ね

っ
て
た
積
子
島
の
観
光
線
は
中
種
子
に
あ
る
そ
う
な
。
ま
あ
、

あ
っ
ち
に
は
空
港
も
あ
る
も
ん
な
あ
。

デ
ミ
オ
が
フ

ェ
リ
ー
か
ら
出
て
来
た
。
さ
っ
そ
く
乗
り
込
み
、

西
之
表
の
屯
気
屋
、
ベ
ス
ト
抱
器
を
目
指
す
。
ま
さ
か
つ
ぶ
れ

て
な
い
だ
ろ
う
な
。

つ
ぶ
れ
て
な
か
っ
た
。
最
終
セ
ー
ル
と
か
出
て
て
、
つ
ぶ
れ

る
の
か
と
怒
っ
た
ら
、
出
中
に
期
末
セ
ー
ル
な
だ
け
だ
っ
た
。
し

か
し
、
も
う
2
月
だ
と
い
う
の
に
正
月
初
売
り
の
ビ
デ
オ
や

C

D
ラ
ジ
カ
セ
が
ま
だ
売
れ
残
っ
て
る
あ
た
り
・
:
・
:
。

こ
れ
か
ら
の
取
材
に
備
え
て
電
池
と
か
タ
ッ
プ
を
装
備
に
追

加
す
る
。

コ
ン
セ
ン
ト
の
数
が
限
ら
れ
て
い
る
取
材
セ
ン
タ
ー

で
電
子
化
の
進
む
我
々
の
装
備
に
潤
沢
な
電
力
を
与
え
よ
う
と

思
う
と
、
ど
う
考
え
て
も
長
い
コ

l
ド
と
タ
ッ
プ
が
必
要
に
な

ス
v

。そ
れ
か
ら
、
旅
行
中
不
明
酬
が
見
ら
れ
た
カ
セ
ッ
ト
ア
ダ
プ
タ

ー
も
、
新
し
い
も
の
を
あ
さ
り
が
醐
加
入
す
る
。

必
要
機
材
の
購
入
後
、

今
度
は
昼
食
及
び
非
常
食
料
入
手
の

た
め
に
中
種
子
の
生
協
、

A
コ
1
プ
に
入
る
。
弁
当
、
飲
み
物

な
ど
を
調
達
し
、
竹
崎
の
報
道
セ
ン
タ
ー
に
向
か
う
。

こ
の
問
、
ず
っ
と
雨
。
本
日
は
雨
の
運
命
ら
し
い
。
バ
イ
ク

H
a
E
A
E暑
機

で
来
て
た
ら
悲
し
い
こ
と
に
な
っ
て
た
わ
ね
。

竹
崎
報
道
セ
ン
タ
ー
到
着
、
プ
レ
ス
パ
ス
を
発
行
し
て
も
ら

。
-つ

{注

5
}

松
浦
は
過
去
何
度
と
な
く

パ
イ
ク
で
種
子
島
に
渡
る
こ

と
を
狙
っ
て
い
る
が
、
ど
う

し
て
も
う
ま
く
タ
イ
ミ
ング

が
合
わ
す
に
未
だ
実
行
し
て

い
な
い
。
(
総
)

今
ま
で
は
使
い
ま
わ
し
の
カ

l
ド
と
腕
態
を
貸
し
だ
さ
れ
て

い
た
の
だ
が
、
さ
す
が
に
今
回
は
取
材
前
に
身
分
証
明
轡
と
写

其
デ
ー
タ
の
提
出
を
求
め
た
だ
け
あ
っ
て
取
材
当
人
の
顔
写
真

入
り
の
パ
ス
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。

赤
い
地
に
写
真
と
所
印
刷
、
名
前
と
今
回
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
プ

リ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
パ
ウ
チ
済
み
の
カ

l
ド
。
有
効
期
限
は

2

月
初
日
ま
で
、
っ
て
こ
と
は
そ
れ
ま
で
使
わ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
こ
と
か
。

{注

B}
E
Zウ
ェ
ブ
と
い
う
サ
ー

ビ
ス
を
し
て
い
る
ら
し
い
が、

当
時
使
っ
て
い
た
甥
傷
は
そ

れ
に
も
対
応
し
て
い
な
か
っ

た
。
(
後
}

【注
7
}

打
ち
上
げ
時
刻
を
X
、
打

ち
ょ
げ
臼
を
Y
と
い
う
。
打

ち
上
げ
は
翌
包
だ
が
、
打
ち

上
げ
ま
で
川
四
時
間
を
切
っ
て

い
る
た
め
、

Y
マ
イ
ナ
ス

・

ゼ
ロ
(
D
A
Y
)
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
(
箆
}

そ
れ
か
ら
、
広
報
デ

1
タ
の
周
知
の
た
め
に

i
モ
l
ド
付
き

の
携
篠
笛
話
が
俗
し
出
さ
れ
る
。
な
る
ほ
ど
、
い
ち
い
ち
報
道

関
係
者
が
泊
ま
っ
て
い
る
宿
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
篭
話
を
か
け
る

よ
り
は
全
部
に
メ
ー
ル
し
た
方
が
早
い
し
確
実
っ
て
わ
け
ね
。

な
ん
だ
が
、
な
に
せ
笹
本
は
普
段

i
モ
1
ド
な
ん
か
使
っ
て

・6

な
い
。
て
い
う
か

a
u
の
C
D
M
A
'
O
N
E
に
は

i
モ
l
ド

の
サ
ー
ビ
ス
は
な
い
。
お
か
げ
で
一
度
は
理
解
し
た
つ
も
り
の

使
い
方
が
わ
か
ら
な
く
な
り
、
広
報
の
お
姉
さ
ん
に
も
う

一
回

説
明
を
求
め
た
り
し
て
い
る
。

・・7

均
時
か
ら
、
竹
崎
報
道
セ
ン
タ
ー
四
階
記
者
会
見
室
で
、

Y

マ
イ
ナ
ス

・
ゼ
ロ
プ
レ
ス
プ
リ

i
フ
ィ
ン
グ
が
行
な
わ
れ
た
。

前
回
の

H
t
H
A
初
号
機
に
引
き
続
き
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
を

は

政

務
め
る
丹
尾
さ
ん
、
渡
辺
ロ
ケ
ッ
ト
主
任
、
闘
間
企
画
主
任
、



I
S
A
S森
町
教
授
、

な
ど
の
而
々
で
配
ら
れ
た
資
料
を
プ
ロ

ジ
エ
ク
タ
l
に
映
し
て
の
説
明
が
行
わ
れ
る
。

プ
レ
ス
ツ
ア

l
の
パ
ス
の
号
車
割
り
を
見
て
た
ら
、

日
K 

の
ス
タ
ッ
フ
に
あ
の
人
の
名
前
が
な
い
の
で
安
心
し
て
た
の
だ

が
、
今
回
も
彼
は
健
在
で
あ
っ
た
。
見
当
逃
い
な
質
問
を
爆
裂

さ
せ
る
の
が
、

彼
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
な
の
か
?

風
も
強
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

り
3
日
に
打
ち
上
げ
を
行
な
う
か
ど
う
か
の

G
O
/
N
O
G
O

天
候
は
雨
、

予
定
通

主
任
会
議
を
、

で
き
る
限
り
天
気
予
報
の
精
度
が
高
く
な
る
後

の
時
間
、

現
在
の
予
定
で
は
幻
時
初
分
か
ら
行
な
う
、

と
説
明

し
て
る
の
に
、
「で
は
天
候
に
よ
る
延
期
が
あ
る
か
ど
う
か
一

体
何
時
ご
ろ
確
定
す
る
の
で
し
ょ
う
か
」「
発
表
の
前
に
は
決

定
し
て
る
わ
け
で
す
よ
ね
~

こ
い
つ
、

あ
い
か
わ
ら
ず
自
分

だ
け
先
に
教
え
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
る
の
か
?

N
H
K
の

看
板
だ
け
が
特
別
だ
と
思

っ
て
る
の
か
?

報
道
つ
て
の
は
発

表
さ
れ
た
こ
と
を
上
に
伝
え
る
だ
け
の
役
目
だ
と
し
か
思
っ
て

な
い
の
か
?

配
付
資
料
の
印
刷
に
手
間
取
っ
た
た
め
に
予
定
よ
り
少
々
巡

東
京
浜
絞
町
の

N
A
S
D
A
--、

れ
て
開
始
さ
れ
た
、

筑
波
字

前
セ
ン
タ
ー
と
こ
こ
の
三
カ
所
を
結
ん
で
行
わ
れ
た
記
者
会
見

は
同
時
過
ぎ
に
終
了
し
た
。

松
浦
が
記
事
を
ま
と
め
て
記
者
・
笠
外
の

I
S
D
J屯
話
か
ら

宇
宙
作
家
ク
ラ
ブ
の
ニ
ュ

ー
ス
掲
示
板
に
送
ろ
う
と
す
る
と
、

つ
な
が
ら
な
い
?

@ 

日
取
初
モ
ジ
ュ
ラ
l
ジ
ヤ
ツ
ク
の
ラ
イ
ン
切
れ
か
と
恕
わ
れ
た

だ
も
ん
で
、

{注
8
}

箇
之
衰
の
定
宿
。
何
度
も

利
用
す
る
の
で
、
つ
い
に

『
径
本
で
す
』
の
一
一
宮
で
つ

ー
か
l
に
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
{
松
)

故
障
は
、

試
し
に
あ
さ
り
の

cー
を
つ
な
い
で
み
よ
う
と
し
た

ら
宿
泊
側
の
故
障
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

M
-
4
キ
ロ
し
か
山
山
な
い
笹
本
の

C
D
M
A
'
O
N
E
で
ネ
ツ

ト
機
続
、
記
事
の
ア
ッ
プ
を
行
な
う
こ
と
に
な
る
。

記
事
を
送
っ
た
あ
と
、

の
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
の
出
発
に
な
る
。

次
の
記
者
室
へ
の
集
合
は
幻
時
日
分

ろ
く
に
時
間
は
な
い
が
術

に
一炭
っ
て
食
事
し
て
2
時
間
弱
・
綬
る
、
く
ら
い
の
こ
と
は
で
き

る
の
で
、
雨
の
中
、

間
之
表
に
取
っ
て
返
す
。

西
之
表
の
ス

で
夕
食

(の
民:口
宿'い
みだ
ゆし
き
相

な
だ
れ
込
み
、

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

手
に
は
似
合
わ
ん
言
葉
だ
な
)
、

食
事
な
し
の
紫

泊
ま
り
の
は
ず
な
の
に
お
ば
ち
ゃ
ん
が
お
茶
と

一

ぞ
う
ve
い

絡
に
持
っ
て
き
て
く
れ
た
あ
っ
た
か
い
惣
菜

一
肌

が
約
し
い
。

食
事
の
あ
と
、

携
帯
に
目
覚
ま
し
を
仕
掛
け
て

布
団
敷
い
て
・
桜
る
。

却
時
加
分
に
か
け
て
お
い
た
目
党
ま
し
に
起
こ

さ
れ
、

眠
い
目
を
こ
す
り
な
が
ら
駐
車
場
に
移
動
、

竹
崎
の
報
道
セ
ン
タ
ー
目
指
し
て
走
り
だ
す
。
雨

大
丈
夫
な
ん

は
小
降
り
に
は
な
っ
て
る
け
ど
、

、
・カフ・

す
で
に
問
の
前
の
駐
車

報
道
セ
ン
タ
ー
到
務
、

場
に
は
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
の
た
め
の
パ
ス
が
ス
タ
ン そ

の
ま
ま
宿
に

民
宿
み
ゆ
き
に
て
。

左
か
ら
松
浦
、
あ
さ
り
、
笹
本



パ
イ
し
て
た
り
す
る
か
ら
予
定
通
り
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
が
行
な
わ

予
定
の
日
分
を
過
ぎ
て
も
プ
レ
ス
ツ

れ
る
の
か
と
思
っ
た
が
、

ア
ー
は
開
始
さ
れ
ず
、
結
局
担
時
過
ぎ
に
主
任
会
議
で
天
候
に

よ
る
判
打
ち
上
げ
の

一
日
延
期
が
決
定
し
た
こ
と
が
告
げ
ら
れ
た
。

H
1
H
A
ロ
ケ
ッ
ト
は
瞬
間
政
大

M
・
7
メ
ー
ト
ル
ま
で
の

風
速
な
ら
問
題
な
く
打
ち
上
げ
ら
れ
る
の
だ
が
、

，
シ
チ
ウ
イ
シ
ド
ゥ

よ
る
と
明
日
の
発
射
時
間
帯
に
そ
れ
以
上
の
風
が
吹
く
可
能
性

そ
れ
を
避
け
る
た
め
の
打
ち
上
げ
延
期
で
あ

天
気
予
報
に

が
あ
る
と
い
う
。

る
。例

に
よ

っ
て
、

(
な
ん
で
損
失
だ
と
思
う

延
期
に
よ
る
似
失

ん
だ
ろ
う
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
に
や
っ
て
失
敗
す
る
可
能

性
を
考
え
れ
ば
、

延
期
に
よ
っ
て
余
分
に
発
生
す
る
コ
ス
ト
は

必
袈
経
質
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
と
思
う
の
だ
が
)
12 
用

2
月
3
目
、日
曜
日
、
快
晴

は
を
覚
ま
し
て
み
る
と
、
笠
は
き
れ
い
に
附
れ
波
っ
て

こ
ん
な
日
の
打
ち
上
げ
だ
っ
た
ら
い
い
の
に
と
か
思
い

で
も
窓
の
外
の
樹
の
世
間
れ
具
合
を
見
る
と
そ
れ
な
り
に

綴
れ
て
た
り
し
て
風
は
強
い
ら
し
い
。
や
は
り
打
ち
上
げ
延
期

は
正
解
だ

っ
た
の
か
ね
え
と
考
え
な
が
ら
、
日
時
過
ぎ
ま
で
ご

ろ
ご
ろ
し
て
か
ら
起
き
だ
し
、
こ
ん
な
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
白

い
だ
し
し
て
お
い
た
パ
ン
と
カ
ロ
リ
ー
メ
イ
ト
で
朝
食
に
し
て
、

日
時
過
ぎ
に
宿
を
山
て
字
街
セ
ン
タ
ー
に
向
付
て
出
発
す
る
。

ま
た
ペ
ス
ト
笛
器
に
寄
る
。
松
浦
が
探
し
て
い
た
携
裕
桜
続

刑
判
、

ー
お
り
、

つ
つ
、

H
'
E
A
2号
機

の
質
問
が
で
る
。
そ
れ
か
ら
過
去
に
天
候
が
原
因
で
延
期
さ
れ

た
例
が
あ
る
か
ど
う
か
の
一
白
川
も
で
る
。

あ
さ
り
言
う
と
こ
ろ
の
仲
代
迷
矢
、
凶
制
打
ち
上
げ
実
施
何
日

任
者
の
解
答
は
見
事
で
あ
っ
た
。
「
正
確
な
数
字
は
ま
だ
出
て

い
な
い
の
で
、
明
日
の
記
者
会
見
で
お
答
え
し
ま
す
」。

な
る
ほ
ど
、
答
え
を
繰
り
延
べ
す
れ
ば
少
な
く
と
も
直
後
の

新
聞
に
は
出
せ
な
い
わ
な
。

長
距
縦
ド
ラ
イ
ブ
の
あ
と
満
足
な
休
息
な
し
に
取
材
態
勢
に

入
っ
た
か
ら
、
正
臨
時
』
の
時
点
で
の
一
日
延
期
は
あ
り
が
た
い
。

こ
れ
で
明
日
の
午
前
中
は
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
い
ら
れ
る
。

延
期
の
記
事
を
ニ
ュ
ー
ス
拘
示
板
に
送
り
、

um途
に
つ
く
。

民
宿
み
ゆ
き
到
省
、
と
っ
と
と
布
団
を
数
い
て
、

は
何
時
に
起
き
ら
れ
る
こ
と
や
ら
。

さ
て
明
日

問
の
U
S
B
ケ
ー
ブ
ル
は
在
防
が
な
く
、

小
さ
な
タ

ッ
プ
を
も

う
一
つ
山
以
い
足
す
。

M
時
却
分
頃
に
・ザ
街
セ
ン
タ
ー
に
到
殺
し
て
み
る
と
、

宇
宙

作
家
ク
ラ
ブ
の
テ
ー
ブ
ル
に

「火
口
惨
状
!
」
ち
が
う

「樋
口

参
上
!
」
の
メ
モ
と
樋
口
氏
嗣
の
名
刺
に
携
裕
の
番
号
が
闘
っ

て
あ
る
。
ぇ
?
来
て
る
の
つ

あ
さ
り
が
携
帯
に
屯
話
を
か
け
る
と
同
時
に
本
人
登
場
。
身

長
1
8
0
を
越
え
る

「
ヒ
ゲ
デ
ブ
諸
島
の
短
パ
ン
島
」
の
住
人

(
本
人
談
)
こ
れ
が
ガ
メ
ラ
の
特
技
監
督
、
総
近
で
は
ハ
ム
太



郎
劇
場
版
の
C
C処
理
の
人
か
。

日
時
か
ら
.
山
内
皮
の

Y
マ
イ
ナ
ス

・
ゼ
ロ
記
行
会
見
が
は
じ
ま

る
。今

回
は
内
之
浦
か
ら
の
観
測
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
に
立
ち
会

っ
た
的
川
教
授
が
前

H
に
米
ら
れ
て
お
り
、

D
A
S
H関
係
の

説
明
と
質
問
を
受
け
る
。

結
局
、
ラ
ン
チ
ウ
イ
ン
ド
ウ
の
聞
の
瞬
間
最
大
風
速
は
日
メ

ー
ト
ル
く
ら
い
で
許
容
範
閤
内
で
は
あ
っ
た
と
い
う
。
だ
け
れ

a
E

つ

ぽ

つ

ど
も
突
風
を
喰
ら
う
可
能
性
が
あ
る
か
ら
、
よ
ほ
ど
切
羽
詰
ま

っ
て
な
け
れ
ば
延
期
す
る
わ
な
あ
。

明
日
の
天
気
予
報
は
晴
れ
一
時
盛
り
。
風
は
さ
ら
に
弱
ま
る

の
で
、
打
ち
上
げ
に
は
最
適
な
天
候
に
な
る
だ
ろ
う
と
の
こ
と
。

だ
け
れ
ど
も
本
日
快
晴
、
こ
の
見
事
な
天
気
の
中
で
打
ち
上

げ
見
た
か
っ
た
な
あ
。

本
同
の
こ
れ
か
ら
の
作
業
内
作
の
説
明
も
行
な
わ
れ
る
。

プ
レ
ス
ブ
リ

1
フ
ィ
ン
グ
終
了
後
、
的
川
教
授
を
つ
か
ま
え

て
『
下
街
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
』
を
渡
す
。
こ
う
い
う
も
の
は
信

機
手
渡
し
で
き
る
時
に
波
し
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
ろ
し
い
。
も

し
う
ま
く
い
け
ば
、
次
の
パ
ス
ポ
ー
ト
は

M
'
V
ロ
ケ
ッ
ト
の

打
ち
上
げ
を
中
心
に
し
た
も
の
に
な
る
は
ず
だ
し
。

プ
レ
ス
~
常
に
お
め
て
い
る
技
術
解
説

μ
に
S
S
B
附
巡
の
質

問
を
す
る
。

今
刊
の

H
'H
A
テ
ス
ト

2
号
機
は
い
ち
ば
ん
良
い
タ
イ
プ

-
同

の
フ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
装
備
し
て
会
長
幻
メ
ー
ト
ル
、
体
重
は
残

@ 

念
な
が
ら

5
5
0ト
ン
に
及
ば
ず
3
5
0ト
ン
。
通
常
の

H
'

H
A
ロ
ケ
ッ
ト
は
2
9
0ト
ン
程
度
だ
か
ら
、
お
そ
ら
く

H
本

の
射
肌
明
か
ら

3
0
0ト
ン
を
越
え
る
ロ
ケ
ッ
ト
が
上
が
る
の
は

今
阿
が
初
め
て
の
は
ず
で
あ
る
。

地
え
た
盟
円
以
の
大
部
分
は
、
第

一
段
の
下
に
追
加
装
備
さ
れ

也
事

H

た
S
S
B閉
体
ブ
ー
ス
タ
ー
で
あ
る
。
全
長

M
・
9
メ
ー
ト
ル
、

白
盛
時

・
4
ト
ン
と
い
う
か
ら
ロ
ケ
ッ
ト
の
綴
元
に

F
M
ク
ラ

ス
の
小
型
戦
闘
機
が
潔
無
し
で
積
り
付
い
て
い
る
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。

【注

B
}

あ
な
た
が
手
に
し
て
い
る

こ
の
本
が
、
次
の
パ
ス
ポ
ー

ト
で
す
。
お
か
げ
で
、
鰍
薗
'

出
版
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
(
笹
}

{
注
叩
}

掴
岨
喝
磁
ロ
ボ
コ
ン
パ
ト
ラ

l
Vの
身
慢
が
口
出
メ
ー
ト
ル
、

体
箆
5
5
0ト
ン
と
エ
ン
デ

ィ
ン
グ
で
敏
わ
れ
て
い
た
の

だ
が
、
若
い
も
の
は
知
ら
ん

だ
ろ
う
な
あ
。
え
?
ス
ー

パ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
大
戦
で
知
っ

て
る
?
(
笹
)

こ
れ
が
前
後
に
合
わ
せ
て
四
基
、
対
角
線
上
を
ぺ
ア
と
し
て

第

一
ぺ
ア
、
第
二
ぺ
ア
と
呼
ば
れ
る
。

第

一
ぺ

ア
の
点
火
が
発
射
後

m秒
な
の
は
、
お
そ
ら
く

H
e

u
ロ
ケ
ッ
ト
で
た
だ

一
基
ス
ト
ラ
ッ
プ
オ
ン
ブ
ー
ス
タ
ー
を
追

加
装
備
し
た

3
号
機
の
時
と
問
機
、
タ
ワ
ー
を
燐
き
た
く
な
い

た
め
の
処
抗
な
の
は
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
述
問

が
ど
う
も
こ

っ
ち
の
々
え
て
い
た
も
の
と
巡
っ
て
い
て
、
第

一

ぺ
ア
の
燃
焼
終

f
後
に
第
ニ
ペ
ア
点
火
、
第
二
ぺ
ア
が
燃
え
て

い
る
以
小
に
附
体
ブ
ー
ス
タ
ー
が
燃
焼
終

f
、
こ
れ
を
分
離
附
し

て
か
ら
燃
焼
終

f
後
泣
抄
も
た

つ
て
い
る
第

一
べ
ア
を
分
織
す

λ
v

。

{注
け
}

S
S
B
闇
体
繍
助
ロ
ケ

ット。

ω
o
=
a
ω
同「曲ロ，

O
コ
ω
0
0印
公
刷
、

S
R
B
'
A
固
体
ロ
ケ

ッ
ト
ブ
ー
ス
タ

l.
m包
代

H
'H
ロ
ケ
ッ
ト
の
政
良
製

な
の
で
、
そ
れ
を
示
す
・
A

の
抽
出
馬
配
母
が
付
い
て
い
る
。

ω
o
=
a
B
o
o
-
n
m仲

田
0
0
ω
同

mw
「，
h
y

S
O
S
H
-
H
ロ
ケ
ッ

ト
3
昏
織
に
の
み
使
わ
れ
た

仰
助
固
体
ロ
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス

タ
l
。

ω同『印ロ

O
コ

回

o
o
m岬

団

『

S
R
B
前
世
代
の

H
'

H
ロ
ケ
ッ
ト
の
個
体
ロ
ケ
ッ

ト
ブ
ー
ス
タ

1
.
ω
o
=
a

B
O
O
R
O押
印
0
0
印神田『

な
お
、
こ
れ
ら
の
記
号
や

路
号
に
は
あ
ま
り
統
一性、

似
い
も
し
な
い
も
の
を
分
離
し
な
い
で
抱
い
て
い
る
の
は
、

少
し
で
も
速
度
を
線
ぎ
た
い
ロ

ケ
ッ
ト
に
と
っ
て
は
不
利
な
は

ず
。
な
の
に
、
せ
っ
か
く
四
つ
も
付
け
た
ブ
ー
ス
タ
ー
を
二
つ

ず
つ
使
う
の
は
な
ぜ
か
。



対
角
線
上
の
ぺ
ア
同
士
を
使
う
の
は
片
っ
ぽ
だ
け
使
う
と
推

カ
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
か
ら
な
の
だ
が
、
わ
ざ
わ
ぎ
分
隊
時
期

ま
で
調
帥
犯
し
て
時
間
を
ず
ら
す
理
由
は
、
同
時
に
点
火
す
る
と

ロ
ケ
ッ
ト
の
加
速
が
上
が
り
す
ぎ
、
動
圧
が
破
域
限
界
を
越
え

る
、
つ
ま
り
高
す
ぎ
る
推
カ
で
空
気
抵
抗
を
受
同
り
る
と
限
界
ま

で
軽
量
化
さ
れ
た
ロ
ケ
ッ
ト
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。

事
前
に
い
ろ
い
ろ
あ

l
だ
こ
ー
だ
と
理
由
は
考
え
て
い
た
ん

だ
が
、
や
は
り
理
由
が
あ
っ
た
の
か
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
質

問
し
て
み
る
に
限
る
。

記
者
会
見
終
了
後
の
次
の
プ
レ
ス
向
け
イ
ベ
ン
ト
は
、
夜
幻

時
印
分
に
報
道
セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
て
の
プ
レ
ス
ツ
ア

l
。
西

之
袋
ま
で
戻
っ
て
往
復

2
時
間
使
っ
て
も
あ
ん
ま
り
休
め
る
と

思
え
な
い
の
で
、
今
回
は
絞
浦
期
待
の
近
所
の
潟
泉
セ
ン
タ
ー
、

e
日河

内
温
泉
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
一
一
風
呂
浴
び
て
、
そ
れ
か
ら
筒

種
子
辺
り
で
食
事
、
あ
わ
よ
く
ば
本
屋
で
も
覗
い
て
一一灰
っ
て
く

る
と
い
う
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
、
実
行
す
る
。

潟
泉
は
、
抑
制
泉
が
欲
し
く
て
ポ
ー
リ
ン
グ
を
続
け
て
や
っ
と

出
た
と
い
う
町
営
の
温
泉
セ
ン
タ
ー
で
入
場
料
3
0
0円
。
駐

に
，e

車
場
に
は
惑
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
い
て
、
な
か
な
か
賑
わ
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

風
呂
終
了
後
、
雨
種
子
に
移
動
、
ス
ー
パ
ー
で
買
い
だ
し
と

盆の

-e

か
思
っ
た
ら
、
ほ
ぽ
漁
ら
れ
た
あ
と
ら
し
く
棚
が
が
ら
ー
ん
と

し
て
い
る
。
残
っ
た
も
の
で
多
少
な
り
と
も
今
夜
の
食
料
を
補

H
'
E
A
E号
機

給
し
て
、
黒
潮
と
い
う
品
燃
料
湿
の
后
に
行
く
。

笹
本
は
寿
司
て
ん
ぷ
ら
う
ど
ん
定
食
、
あ
さ
り
は
黒
潮
定
食
、

松
浦
は
野
菜
織
き
揚
げ
定
食
、
牧
野
は
カ
ツ
井
を
食
す
る
。
う

ま
か
っ
た
。
樋
口
さ
ん
は
南
日
本
新
聞
の
手
引
き
で
今
回
の
取

材
に
来
た
ら
し
い
の
だ
が
、
閉
じ
黒
潮
で
食
事
し
て
い
た
ら
し

一
貫
性
が
見
ら
れ
な
い
の
で
、

隠
配
す
る
必
要
は
な
い
。

(
笹
)

{
注
同
日
}

現
喝
な
ら
す
ぐ
答
え
て
も

ら
え
る
の
が
う
れ
し
い
。
こ

ち
ら
の
予
想
は
間
遭
っ
て
い

る
こ
と
の
方
が
多
い
レ
。

(笹
}

7
時
過
ぎ
に
脂
を
出
て
、
向
か
い
で
わ
ん
わ
ん
吠
え
て
い
た

犬
の
と
こ
ろ
に
行
っ
た
ら
ご
ろ
ん
と
検
に
な
っ
て
腹
見
せ
て
、

か
ま
っ
て
ほ
し
か
っ
た
の
か
お
前
一。

す
っ
か
り
怒
れ
た
街
を
走
り
だ
し
、
だ
い
ぶ
空
い
た
報
道
セ

ン
タ
ー
に
戻
っ
て
来
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
聞
い
て
、
日
記
と
か
仕
場
と
か
す
る
。

プ
レ
ス
ツ
ア
ー
は
幻
時
回
分
附
始
予
定
だ

っ
た
が
、
幻
時
半

か
ら
の
主
任
会
裁
が
手
間
取
り
、
詑
時
過
ぎ
ス
タ
ー
ト
。
で
笹

本
は
前
回
V
A
B
か
ら
射
点
へ
の
ロ
ケ
ッ
ト
の
移
動
が
満
足
に

紛
れ
な
か
っ
た
経
験
か
ら
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
丘
(
今
ま
で
正
式
名

称
を
知
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、

V
A
B
や
射
点
が
見
下
ろ
せ
る

見
晴
ら
し
ム
ロ
は
ロ
ケ
ッ
ト
の
丘
と
い
う
)
か
ら
デ
ジ
カ
ム
を
回

す
こ
と
に
し
て
、
今
回
の
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
に
は
参
加
し
な
い
こ

と
に
し
た
。

ロ
ケ
ッ
ト
の
丘
が
移
動
作
業
中
に
も
立
ち
入
り
禁

止
区
域
に
な
ら
な
い
こ
と
と
笹
本
が
今
回
の
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
に

参
加
し
な
い
こ
と
を
報
道
に
確
認
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
よ
る
と
幻

時
半
く
ら
い
に
は
も
う
V
A
B
の
ド
ア
が
開
飲
さ
れ
た
ら
し
い

の
で
、
詑
時
く
ら
い
に
デ
ジ
カ
ム
に
三
脚
を
く
く
り
つ
け
て
デ

{
注
目
}

宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
爾
福

子
町
へ
と
走
っ
て
い
く
と
、

ロ
ケ
ッ
ト
マ
l
ク
の
看
板
が

見
え
て
く
る
温
泉
。
(
松
}



ミ
オ
で
出
発
す
る
。

す
で
に
数
台
の
車
が
い
た
。

ケ
ッ
ト
移
動
を
見
る
た
め
の
夜
の
穴
場
の
よ
う
な
ス
ポ
ッ

ト
に

な
っ
て
い
る
ら
し
い
。
他
に
脚
立
と
三
脚
が
ニ
つ
ほ
ど
立
っ
て

夜
の
ロ
ケ
ッ
ト
の
丘
に
は
、

ロ

い
る
。

速
く
う
っ
す
ら
と
V
A
B
、
そ
れ
に
発
射
ム
口
が
確
認
で
き
る
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の
は
ほ
ぼ
発
射
台
だ
け
だ
か
ら
、

夜
の
と
ば
り
に
幻
想
的
に
浮
か
び
上
が
る
字
術
基
地、

と
い
、
つ

-
0
7
こ
ま
主
3

営
、

。

A
d
'
V
B
W
'
e
t
v
ふ
M
J
d

'
v

と
り
あ
え
ず
案
内
宕
板
の
燐
に
三
脚
を

立
て
て
ビ
デ
オ
を
セ
ツ
テ
ィ
ン
グ
す
る
。
対
象
が
迷
い
か
ら
ピ

ン
ト
は
無
限
大
岡

-X、
だ
け
れ
ど
も

C
C
Dで
館
山
を
自
動
に

す
る
と
商
問
が
荒
れ
て
見
苦
し
い
か
ら
、

自
動
設
定
よ
り
も
ち

ょ
っ

と
階
め
に
絞
る
。

速
く
作
業
場
周
辺
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
聞
こ
え
て
く
る
。
発
身す

ム
ロ
の
移
動
は
予
定
通
り
お
時
開
始
予
定
だ
と
い
う
の
で
、

企

-
M

オ
の
中
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
川
附
い
て
仕
事
す
る
。
ク
ー
ル
l
以

一アミ

来
久
し
ぶ
り
に
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
上
に
つ
い
て
い
る
キ
l
ポ

l

ド
ラ
イ
ト
が
役
に
立
つ
。

と
き
お
り
外
に
山
山
て
状
況
を
確
認
す
る
が
、
頼
り
が
遠
く
流

れ
て
く
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
だ
け
で
は
確
実
な
情
報
に
な
ら
な
い
。

ま
た
、
い
か
に
雨
の
烏
と
い
え
ど
も
2
月
の
夜
、
初
め
て
東
京

か
ら
は
る
ば
る
批
判
っ
て
き
た
セ
ー
タ
ー
が
役
に
立
つ
。
あ
と
ジ

ヤ
ン
パ
!
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
き
た
手
袋
も
。

移
動
開
始
予
定
刊
分
ほ
ど
前
か
ら
外
に
出
て
、
カ
メ
ラ
の
前

で
移
動
開
始
を
待
つ
。
バ
イ
ク
で
来
た
り
車

で
来
た
り
、
地
元
民
か
観
光
客
か
わ
か
ら
な

い
が
好
き
も
の
は
き
っ
ち
り
情
報
を
収
集
し

て
い
る
ら
し
い
。

到
着
時
に
は
数
台
し
か
い
な
か

っ
た
車
も

移
動
開
始
時
に
は
十
数
台
に
補
え

(
種
子
ぬ

ぺ
l
ス
で
は
こ
れ
は
か
な
り
の
附
唱
え
方
)
客

も
多
い
。
前
の
方
で
で
か
い
三
脚
立
て
て
ピ

がデ
、オ

立~ IE!I 
錐tし
のて
余て
地迷
が惑
なじ
b為や

わな
けい
でか
もと
な も
い思
のう

で
気
に
し
な
い
こ
と
に
す
る
。

ロ
ケ
ッ

ト
は
、
お
時
過
ぎ
に

V
A
B
か
ら

姿
を
現
わ
し
た
。

速

い

!

こ
う
や
っ
て
見
て
い
て
も
や
っ

ば
り
速
い
。

プ
レ
ス
ツ
ア
ー
か
ら
の
約
報
で
は
、

射
ム
口
の
聞
の
移
動
時
間
は
余
織
を
見
て
却
分
と
い
う
こ
と
に
な

い
ち
お
う
V
A
B
と
発

一注
M
}

笹
本
の
愛
微
シ
ン
ク
パ
ッ

ド
×
引
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
パ

ネ
ル
の
上
に
は
、
キ
ー
ボ
ー

ド
を
照
ら
し
出
す
た
め
の
小

さ
な
L
E
Dラ
イ
ト
が
内
蔵

さ
れ
て
い
る
。
前
回
こ
れ
が

役
に
立
っ
た
の
は
E
O
B
O

年
7
月
の
仏
領
ギ
ア
ナ
、
ク

ー
ル
l
の
ア
リ
ア
ン
ロ
ケ
ッ

ト
取
材
の
時
だ
っ
た
。
(
笹
)

こ
う
や
っ
て
ス
タ
ー
ト
か
ら
ゴ
ー
ル
ま

で
き
っ
ち
り
付
き
あ
っ
て
る
と
、
だ
い
た
い
却
分
ほ
ど
で
到
む

し
て
し
ま
う
。

っ
て
い
る
ら
し
い
が
、

s
 

-
1
 

5
0
0
メ
ー
ト
ル
を
加
分
と
い
う
こ
と
は
平
均
で
時
速
1
・

5
キ
ロ
、

や
っ
ぱ
り
速
い
。

樋
口
其
嗣
に
よ
る
と

「
両
面
上
だ
と
六
倍
述
で
な

u、
とん
保。で
たも
な 、

」

ら
し
い
。
そ
れ
だ
け
一見
て
れ
ば
た
い
く
つ
な

⑮ 
t聞から見たVAB。のつべりしているので小さく見えるが‘巨大
な建物だ。中に入ると天井まで紫過し。見上げるとくらくらする



一側
面
だ
も
ん
な
あ
。

ロ
ケ
ッ
ト
の
丘
か
ら
移
動
を
見
て
い
る
と
、
助
砂
動
発
射
台
は

途
中
間
H
1
ロ
ケ
ッ
ト
、

一冗
J
1
ロ
ケ
ッ
ト
用
の
移
勤
務
的
台

の
向
こ
う
に
隠
れ
て
し
ま
う
。
双
眼
鏡
で
確
認
し
た
ら
顕
だ
け

は
見
え
た
の
で
(
こ
れ
は
い
つ
も
よ
り
背
が
お
い
今
回
限
定
の

は
ず
て
そ
の
聞
も
ビ
デ
オ
は
閉
し
て
お
く
。

移
動
中
の

H
1
H
A
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
な
い
も
ん
で
、

薄
暗
い
ま
ま
ゆ
っ
く
り
動
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
発
射
台
周

辺
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
遊
館
針
の
附
の
射
点

に
ゆ
っ
く
り
入
っ
て
い
く
状
況
は
照
ら
し
だ
さ
れ
て
明
る
く
み

え
る
。

か
っ
こ
い
い
。
目
の
前
で
行
な
わ
れ
て
い
る
風
長
よ
り
も
、

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
で
見
え
て
い
る
風
公
の
方
が
見
栄
え
が
い
い
。

今
阿
は
寒
い
と
こ
ろ
で
遠
く
か
ら
見
て
い
る
せ
い
か
、

B
G
M

の
必
要
性
は
あ
ん
ま
り
感
じ
な
か
っ
た
ん
だ
が
。

白

Y

0
3

中

l

ロ
ケ
ッ
ト
の
丘
か
ら
見
る
と
、
発
射
盤
備
は
哨
と
問
じ
んH
M
さ
の

め
で
た
い
紅
白
に
塗
ら
れ
た
越
街
針
と
ち
ょ
う
ど
重
な
っ
た
位

置
で
ロ
ケ
ッ
ト
の
移
動
が
終
了
す
る
。
足
元
の
ド
l
リ
l
の
鈍

色
い
腹
自
灯
は
ま
だ
回
っ
て
る
が
、
移
動
は
ど
う
や
ら
終
わ
っ

た
ら
し
い
の
で
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
引
き
錫
げ
に
あ
わ
せ
て
こ
ち

て
つ
も
ゅ
う

ら
も
現
場
を
撤
収
す
る
こ
と
に
す
る
。

ロ
ケ
ッ
ト
の
丘
か
ら
竹
崎
観
望
台
に
戻
る
途
中
、
少
し
逃
う

角
度
で
発
射
台
を
望
む
ポ
イ
ン
ト
を
発
見
し
た
の
で
、
そ
こ
で

も
う
一
度
デ
ジ
カ
ム
を
本
体
だ
け
引
っ
削
減
り
だ
し
て
手
持
ち
の

H
'
E
A
E号
機

映
像
を
ゲ
ツ
ト
す
る
。

{注目
M
}

見
て
い
る
と
作
業
を
し
て

い
る
人
々
が
績
を
ゆ
っ
く
り

と
歩
い
た
り
も
し
て
い
る
。

あ
れ
は
う
ら
や
ま
し
い
。
見

上
げ
れ
ば
ロケ
ッ
ト
が
ゆ
っ

く
り
と
移
動
し
て
い
て
、
そ

の
績
を
隙
歩
程
度
の
速
度
で

一
緒
に
歩
く
l
l
ど
ん
な
気

分
だ
ろ
う
か
。
{
総
}

あ
と

H
1時
代
の
観
望
台
か
ら
の
映
像

も
綴
ろ
う
か
と
思
っ
た
ら
、
す
で
に
立
ち
入
り
制
限
区
域
に
入

っ
て
た
の
で
や
め
て
紫
砲
に

mmる
。

観
望
台
帰
着
、

携
初
で
ネ
ッ
ト
に
つ
な
い
で
、

日

8
U可
や
宅
叫
3
hu

リ
。

。r
uu
U叫
W

A戸

n
H

。H
A
が
射
点
へ
の
移
動
を
完
了
し
た
ニ
ュ
ー
ス
を

3
き
込
む
。

記
者
セ
ン
タ
ー
の
モ
ニ
タ
ー
に
は
、

す
で
に
射
点
に
投
出
さ

れ
た

2
号
機
の
映
像
が
映
し
だ
さ
れ
て
い
る
。
い
つ
も
の
太
い

悶
体
ブ
ー
ス
タ
ー
に
加
え
て
、
細
い
二
本
の
い
か
に
も
ロ
ケ
ツ

ト
と
い
う
ブ
ー
ス
タ
ー
が
追
加
さ
れ
て
い
る

H
8
H
A
は
、
酬
明

闘
準
備
完
了
と
い
う
緊
級
感
に
満
ち
て
い
る
。

一
方
の
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
は
、

真
夜
中
の

1
時
く
ら
い
に
報
道

セ
ン
タ
ー
に
一灰
っ
て
き
た
。
思
っ
た
よ
り
卒
か
っ
た
な
。

今
回
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
な
か
っ
た
恕
仰
の

一
つ
は
、

凶

R

P
L

ρ
L

ロ
ケ
ッ
ト
管
制
セ
ン
タ
ー
な

後
半
の
ブ
ロ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
内
部
、

ど
に
さ
す
が
に
飽
き
て
き
た
か
ら
と
か
言

っ
て
る
と
、
訟
浦
に

「
お
前
、

と
怒
ら
れ
た
。

今
回
感
動
が
鴻
い
ぞ
」

デ
ジ
カ
ム
担
当
と
し
て
、

そ
こ
ら
へ
ん
の
絵
が
必
要
か
ど
う

か
も
考
え
た
ん
だ
が
、

も
し
ま
た

一
日
延
期
に
な
っ
た
場
合
、

そ
う
し
た
ら
今
度
は
紫
古
田
に
プ
レ
ス
ツ
ア
l
に
参
加
す
れ
ば
い

い
ん
だ
し
。

総
諸
仰
の
ニ
ュ
ー
ス
掲
示
板
の
品
ひ
き
込
み
を
待
っ
て
、

ら
い
に
報
道
セ
ン
タ
ー
を
出
て
、

3 
1静

岡
之
淡
到
豹 2
、l時

くと

っ
と
と
絞
る
。



朝
、
自
を
覚
ま
す
と
、
昨
日
は
其
っ
宵
だ
っ
た
笠
は
う
っ
す

ら
白
み
が
か
つ
て
お
り
、
だ
か
ら
昨
日
打
ち
上
げ
れ
ば
い
い
と

思
っ
て
た
の
に
。

報
道
セ
ン
タ
ー
の
入
総
禁
止
は
打
ち
上
げ
1
時
間
前
の

ω時

半
か
ら
な
の
で
、

8
時
半
過
ぎ
に
は
移
動
を
開
始
す
る
。

9
時
過
ぎ
に
中
額
子
の
生
協
前
を
通
り
す
が
っ
た
ら
聞
い
て

い
る
よ
う
に
見
え
た
の
で
箪
を
停
め
て
入
っ
て
い
っ
た
ら
、

9

時
半
開
府
だ
と
。
残
念
。
仕
方
な
く
そ
の
先
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
に
行
く
も
、
ろ
く
な
も
の
が
並
ん
で
お
ら
ず
、
し
か

た
な
く
朝
飯
代
わ
り
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
パ
ン
で
も
貿
っ
て
お
く
。

す
で
に
ロ
ケ
ッ
ト
は
射
点
に
据
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、

周
辺
で
は
立
ち
入
り
禁
止
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

ロ
ケ
ッ
ト
を

見
る
た
め
に
宇
宙
セ
ン
タ
ー
内
の
道
路
を
巡
っ
て
竹
断
続
望
台

に
向
か
お
う
か
と
考
え
て
、
そ
れ
は
す
で
に
で
き
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

宇
宙
セ

ン
タ
ー
の
グ

l
ト
で
は
、
許
可
を
持
た
な
い

一
般
市

民
が
む
な
し
く

U
タ
l
ン
を
命
じ
ら
れ
る
状
況
が
開
始
さ
れ
て

い
る
。
こ
ち
ら
も
顔
写
真
入
り
の
報
道
パ
ス
を
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ

る
か
と
思
っ
た
ら
、
フ
ロ
ン
ト
グ
ラ
ス
に
報
道
の
赤
い
ス
テ
ッ

カ
ー
が
貼
つ
で
あ
る
た
め
か
、
チ
ェ
ッ
ク
な
し
に
適
さ
れ
て
し

・・
時

ま
っ
た
。
て
こ
と
は
、
そ
こ
ら
へ
ん
の
ね
ー
ち
ゃ
ん
に
「
へ
イ
、

一
緒
に
ロ
ケ
ッ
ト
見
に
行
か
な
い
か
い
」
と
誘
っ
て
報
道
セ
ン

@ 

タ
ー
に
連
れ
込
め
る
っ
て
こ
と
だ
な
。

報
道
セ
ン
タ
ー
に
は

9
時
半
頃
到
着
。
報
道
陣
も
全
員
が
集

ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
だ
が
ら
が
ら
の
状
況
で
あ
る
。

打
ち
上
げ
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
の
か
と
い
う
と
、
あ
ち
こ

ち
で
い
ろ
い
ろ
と
問
題
が
起
き
て
は
い
る
ら
し
い
。

ロ
ケ
ッ
ト
本
体
で
は
な
く
、
地
上
系
の
問
題
な
の
だ
が
、
サ

ン
チ
ャ
ゴ
局
の
訓
調
機
が
受
信
不
調
、
デ
ー
タ
受
信
を
8
4
7

ミ
リ
秒
受
け
て

2
6
0
ミ
リ
秒
抜
け
る
、
こ
れ
が
延
々
と
繰
り

返
さ
れ
る
、
と
い
う
状
況
が
起
き
て
い
る
と
い
う
。

こ
れ
で
、
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
可
視
の
聞
に
と
れ
る
は
ず
の
デ

l

夕
、
下
部
フ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
分
離
、

二
段
目
の
加
速
度
な
ど
の

デ
ー
タ
取
得
に
問
題
が
出
る
が
、
他
の
テ
レ
メ
ー
タ
l
で
代
替

が
可
能
だ
と
い
う
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
被
告
を
受
け
そ
う
な

の
は
カ
メ
ラ
映
像
で
、
下
部
フ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
分
灘
、

M
D
s

g
1
の
分
隊
が
コ
マ
落
ち
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
現
在
、
サ

ン
チ
ャ
ゴ
局
の
削
州
制
刷
機
を
.
碍
立
ち
上
げ
し
て
回
復
し
な
い
か
ど

う
か
確
か
め
て
い
る
ら
し
い
。

気
象
条
件
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
ラ
ン
チ
ウ
イ
ン
ド
ウ
に

か
け
て
の
問
題
は
な
し
。
笑
際
に
屋
上
に
上
が
っ
て
み
る
と
、

鴨
川
い
祭
が
か
か
っ
て
い
て
、
・
本
番
ま
で
に
ど
れ
だ
け
陥
れ
て
く

れ
る
か
ど
う
か
。
風
が
あ
れ
ば
怒
が
統
れ
て
く
れ
る
期
待
も
で

き
る
の
だ
が
、
さ
す
が
に
風
を
弱
く
し
た
い
ば
っ
か
り
に

一
日

{
注
市
】

だ
か
ら
‘
報
道
陣
と
し
て

の
自
貨
を
持
っ
て
、
こ
う
い

う
発
想
は
や
め
よ
う
.
(
笹
)



延
期
を
決
め
た
だ
け
あ
っ
て
風
は
穏
や
か
、

う
も
な
い
。

日
時
ぬ
分
、
お
よ
そ
詑
キ
ロ
沖
の
答
戒
水
域
に
パ
ナ
マ
船
籍

の
タ
ン
カ
ー
が
入
り
込
ん
だ
と
か
で
、
打
ち
上
げ
が
は
時
加
分

か
ら
ぬ
分
に
延
期
さ
れ
る
こ
と
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
た
。

H
v
h

恰だ
ん

一民
上
に
上
が
り
、
今
回
か
な
り
ょ
の
雛
組
に
場
所
を
帥
例
え
て

い
る
あ
さ
り
の
ツ
ア
イ
ス
の
却
倍
双
眼
鋭
で
見
て
み
る
。
お
お
、

ブ
リ
ッ
ジ
と
マ
ス
ト
部
分
し
か
見
え
な
い
。
船
体
は
水
平
線
の

下
、
地
球
の
丸
み
の
下
に
沈
ん
で
い
て
、
て
こ
と
は
大
経
巨
砲

主
義
末
期
の
戦
艦
は
あ
ん
な
速
く
に
あ
る
敵
総
と
射
ち
合
い
す

る
つ
も
り
だ
っ
た
の
か
。

あ
て
に
は
な
り
そ

今
回
は
雛
刷
出
山
梨
に
牧
野
、
樋
口
氏
嗣
が
そ
れ
ぞ
れ
デ
ジ
タ
ル

ビ
デ
オ
を
構
え
、
あ
さ
り
は
8
0
0
ミ
リ
を
三
脚
に
載
せ
た
だ

け
で
は
風
で
個
別
ら
れ
る
の
で
ス
ト
ラ
ッ
プ
で
手
す
り
に
括
り
つ

け
て
い
る
。

約
一
本
も
あ
い
か
わ
ら
ず
デ
ジ
カ
ム
担
当
、
今
回
は
明
る
い
昼

間
の
搬
影
だ
か
ら
絞
り
は
カ
メ
ラ
に
ま
か
せ
っ
き
り
で
、
こ
ち

ら
は
画
角
内
に
ロ
ケ
ッ
ト
を
仰
飢
え
て
い
れ
ば
済
む
か
ら
気
楽
な

も
の
で
あ
る
。
そ
の
分
、
緊
狼
感
に
は
欠
け
る
が
。

日
時
を
ま
わ

っ
た
の
で
装
備
を
抱
え
て
屋
上
に
よ
が
る
。

お
お
、

町議
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
昨
日
の
よ
う
な
真
っ
青
な
笠

で
は
な
い
が
、
ほ
ぽ
快
晴
と
い
っ
て
い
い
天
気
で
、
こ
れ
な
ら

か
な
り
い
い
条
件
で
打
ち
上
げ
を
兄
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

、フか
。

H
'
E
A
E号
機

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
数
字
読
み
上
げ
は
、
前

ふ

ぜ

い

回
か
ら
機
械
仕
掛
け
に
な
り
風
前
は
失
わ
れ
て

い
る
。

ビ
デ
オ
の
屯
池
は
昨
日
半
分
く
ら
い
使
っ
て

テ
ー
プ
も
ぬ
分
く
ら
い
闘
し
た
だ

け
で
今
聞
は
加
分
テ
l
プ
だ
か
ら
残
り
は
印
分

そ
の
ま
ま
、

以
上

打
ち
上
げ

5
分
く
ら
い
前
か
ら
回
し

っ

ぱ
な
し
に
し
て
も
第
一
段
の
燃
焼
終
了
は
お
ろ

か
第
二
段
の
再
点
火
ま
で
追
い
か
け
ら
れ
る
。

そ
の
こ
ろ
に
は
ロ
ケ
ッ
ト
は
速
く
離
れ
て
見
え

な
く
な
っ
て
る
け
ど
。

打
ち
上
げ
3
分
前
く
ら
い
か
ら
、
日
秒
お
き

く
ら
い
に
カ
ウ
ン
ト
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
入
る
よ

う
に
な
る
。
こ
れ
く
ら
い
切
羽
詰
ま
っ
て
く
れ

ば
、
や
っ
と
打
ち
上
げ
ら
れ
る
な
あ
と
い
う
気

分
に
な
っ
て
く
る
。
な
に
せ

3
キ
ロ
半
彼
方
の

ロ
ケ

ッ
ト
に
は
す
で
に
液
体
敵
紫
と
液
体
水
紫
が

1
0
0
パ
1

じ
ゅ
う
て
ん

ふ
ウ
と
う

セ
ン
ト
充
駁
さ
れ
て
お
り
、
タ
ン
ク
の
中
で
沸
騰
し
て
い
る

液
体
燃
料
を
補
充
し
な
が
ら
打
ち
上
げ
準
備
の
た
め
の
チ
ェ
ッ

ク
が
次
々
に
ク
リ
ア
さ
れ
て
い
く
状
態
な
の
だ
か
ら
。

も
っ
と
も
、
こ
の
状
態
ま
で
来
て
も
安
心
で
き
な
い
の
は
い

つ
も
の
こ
と
で
あ
る
。
H
l
u
ロ
ケ
ッ
ト

2
号
機
は
メ
イ
ン
エ

ン
ジ
ン
点
火
後
に
悶
体
ブ
ー
ス
タ
ー
の
点
火
に
失
敗
し
て
メ
イ

-
げ

ン
エ
ン
ジ
ン
の
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
を
し
た
し
、

M
'
V
ロ
ケ
ツ

ペ4

-く3JF
打
ち
ょ
げ
当
日
の
報
活
席

{注
リ
}

M
・V
ロ
ケ
ッ
ト
4
号
線

の
項
参
照
。
{
笹
)



ト
も
地
上
系
の
不
具
合
か
ら
打
ち
上
げ
数
分
前
に
中
止
が
決
ま

っ
た
り
し
て
い
る
。

と
に
か
く
ロ
ケ
ッ
ト
が
地
上
か
ら
離
れ
な
い
限
り
は
、
戦
闘

態
勢
を
解
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
度
は
離
れ
て
く
れ
な
け
れ

ば
、
成
功
し
よ
う
が
失
敗
し
よ
う
が
と
に
か
く

「打
ち
上
げ
を

待
つ
」
と
い
う
状
態
か
ら
は
解
放
さ
れ
な
い
。

カ
ウ
ン
ト
凶
秒
を
切
る
。
天
気
は
快
晴
、
袋
は
ほ
と
ん
ど
背

く
、
留
は
見
え
な
い
。
視
程
は
非
常
に
い
い
。
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち

上
げ
に
臨
む
に
は
お
あ
つ
ら
え
向
き
の
天
気
と
い
え
よ
う
。

.
，
叫

臼
本
語
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
に
熱
電
池
起
動
、
メ
イ
ン
エ
ン

ジ
ン
ス
タ
ー
ト
の
状
況
説
明
が
重
な
り
、
デ
ィ
フ
レ
ク
タ

1
の

hw
 

向
こ
う
か
ら
的
射
炎
に
叩
か
れ
た
水
蒸
気
が
沸
き
ょ
が
る
。
カ

ウ
ン
ト
ゼ
ロ
、
間
体
ブ
ー
ス
タ

1
点
火
、
リ
フ
ト
オ
フ
!

ロ
ケ
ッ
ト
の
下
か
ら
オ
レ
ン
ジ
色
の
明
る
い
夕
陽
の
よ
う
な

光
が
急
速
膨
脹
し
て
持
ち
上
が
る
。
今
回
、
初
期
震
虫

3
5
0

ト
ン
に
対
し
て
雌
床
推
力
は

3
9
0ト
ン
、
遅
い
お
そ
い
。

そ
の
た
め
か
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
下
に
噴
射
さ
れ
る
間
体
ブ
ー
ス

タ
1
の
炎
が
奥
様
に
大
き
く
見
え
る
。

タ
ワ
ー
ク
リ
ア
す
る
こ
ろ
に
な
っ
て
や
っ
と
ロ
ケ
ッ
ト
の
孤

音
が
観
望
台
に
届
く
。

樋
口

「
う
わ
あ
、
な
ん
だ
こ
り
ゃ
あ
」

ロ
ケ
ッ
ト
の
下
の
光
は
さ
ら
に
大
き
く
な
り
、
カ
ウ
ン
ト
刊

の
、
タ
ワ
1
の
高
さ
の
倍
く
ら
い
隊
れ
た
所
で
サ
プ
ブ
ー
ス
タ

ー
第

一
ぺ
ア
点
火
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
炎
が
さ
ら
に
ぶ
わ
っ
と
大

き
く
な
る
。・

円

樋
口

「
お
お

1
つ
ほ
お
お
お

1
ひ

よ

ほ

ほ

ほ

ほ

!

」

間
体
ブ
ー
ス
タ
!
と
液
体
エ
ン
ジ
ン
の
滅
昨日
は
、
ボ
リ
ュ

ー

ム
を
よ
げ
つ
つ
観
望
台
を
押
し
包
む
。
笹
本
は
ビ
デ
オ
を
引
っ

嫡
ん
で
ズ

1
ム
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
ロ
ケ
ッ
ト
を
追
う
。

オ
レ
ン
ジ
色
の
炎
が
い
つ
も
よ
り
大
き
い
。
間
体
ブ
ー
ス
タ

ー
の
炎
は
、
い
つ
も
な
ら
機
体
の
半
分
く
ら
い
の
長
さ
で
白
艇

に
ま
ぎ
れ
て
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ん
だ
が
、
今
回
は
本
体

よ
り
長
い
よ
う
な
炎
が
見
え
て
い
る
。
自
民
い
と
い
う
よ
り
も
体

ふ
〈

制
制
的
に
ぶ
わ
あ
あ
と
脹
ら
ん
で
い
る
な
、
あ
れ
は
。
噴
射
ノ
ズ

ル
が
外
向
き
に
傾
斜
し
て
い
る

S
S
B
の
威
力
だ
ろ
う
。

ロ
ケ
ッ
ト
は
速
度
を
上
げ
つ
つ
泌
背
を
協
同
り
散
ら
し
な
が
ら

袋
ひ
と
つ
な
い
天
空
に
駆
け
上
が
る
。
右
目
で
μ
取
大
望
遠
に
し

た
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
覗
き
、
左
目
で
喰
艇
の
先

の
ロ
ケ
ッ

ト
を
追
い
か
け
よ
う
と
す
る
が
、
空

が
明
る
い
の
で
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
両
像
が
階
く

児
え
、
薄
明
日
の
打
ち
上
げ
だ
っ
た
ア
リ
ア
ン

V

ほ
ど
う
ま
く
追
え
な
い
。

ア
ナ
ウ
ン
ス
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
順
調
な
飛
行

を
告
げ
て
い
る
。
喫
煙
の
先
の
ロ
ケ
ッ

ト
が
空
一

に
溶
け
て
見
え
な
く
な
っ
た
の
で
ビ
デ
オ
で
の

追
跡
を
あ
き
ら
め
、
双
眼
鋭
に
切
り
換
え
て
無

事
切
り
織
さ
れ
‘た
は
ず
の

S
R
B
で
も
見
え
な

い
か
と
疫
を
探
し
て
み
る
が
、
務
下
し
て
く
る

@ 

{
注
問
}

回
体
ロ
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ

ー
の
ノ
ズ
ル
を
綴
る
た
め
の

電
動
ア
ク
チ
ユ
ヱ
l
タ
ー
を

駆
動
す
る
毎
池
。
-
気
に
化

学
反
応
を
起
こ
し
て
大
喝
カ

を
発
生
す
る
、
帽
唱
池
と
い
う

よ
り
は
む
し
ろ
化
学
発
電
機

と
で
も
い
う
べ
き
化
け
物
電

池
だ
。
(
松
}

{注
目
}

ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
を
初

め
て
見
る
人
は
、
た
い
が
い

感
懐
の
声
を
よ
げ
る
の
だ
が
、

か
く
も
繁
つ
頓
狂
な
声
を
あ

げ
た
人
は
他
に
い
な
い
。
笹

本
の
織
修
し
て
い
た
ビ
デ
オ

に
、
こ
の
声
は
し
っ
か
り
記

録
さ
れ
た
。
(
松
}

、

主~

温・3
打ち上がるH-IA2号線

u
F
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は
ず
の
全
長
時
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
白
く
、
太
か
っ
た
り

(
S

R
B
'
A
)
細
か
っ
た
り

(
S
S
B
)
す
る
図
体
ブ
ー
ス
タ
ー

は
見
え
な
い
。
し
て
み
る
と
、
ア
リ
ア
ン
の
打
ら
上
げ
で
ブ
ー

ス
タ
ー
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
フ
ェ
ア
リ
ン
グ
ま
で
見
え
た
っ
て
の

は
、
す
で
に
こ
っ
ち
が
暗
い
地
上
に
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
向

こ
う
が
円
の
光
を
浴
び
る
地
球
の
影
か
ら
飛
び
だ
し
た
、
と
い

た
ま
む
の

う
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
タ
イ
ミ
ン
グ
の
賜
物
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
な

ぁ
。一

段
目
燃
焼
終
了
の
却
慨
を
聞
い
て
、

か
ら笠

に
な
っ
て
し
ま
っ
た

発
射
台
に
ビ
デ
オ
の
レ
ン
ズ
を
向
け
る
。
う
っ
す
ら
と
煙
が
流

れ
る
発
射
台
に
は
、

も
う
ロ
ケ
ッ
ト
が
い
な
い
。
淋
し
い
。

カ
メ
ラ
を
回
し
っ
ぱ
な
し
に
し
た
ま
ま
記
者
笠
に
降
り
て
い

く
。
こ
こ
で
ズ

l
ム
ア
ッ
プ
し
た
ま
ま
の
カ
メ
ラ
を
引
き
に
涙

さ
ず
、
ピ
ン
ト
も
無
限
大
に
回
定
し
た
ま
ま
で
自
動
刑
制
緩
に
し

笹
本
の
詰
め
の
討
さ
だ
わ
ね
。

て
な
い
っ
て
あ
た
り
が
、

*
叩記

者
室
に
入
っ
た
と
た
ん
に
自
爆
指
令
を
喰
ら
う
こ
と
も
な

，〈、

ロ
ケ
ッ
ト
は
順
調
な
飛
行
を
絞
け
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
安

心
し
て
、
で
も
昼
飯
食
い
に
出
て
る
暇
な
ん
か
な
い
か
ら
買
っ

て
お
い
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
パ
ン
を
か
じ
る
。
た
っ
ぷ
り
の
チ
ヨ

コ
レ

l
ト
ク
リ
ー
ム
が
普
段
な
ら
や
め
て
っ
て
く
ら
い
甘
い
ん

Z
-
f
、

丈
カ

こ
れ
だ
け
紡
分
補
給
し
て
お
け
ば
、

し
ば
ら
く
頭
脳
労

働
に
問
題
は
出
ま
い
。

そ
の
う
ち
に
、

記
者
カt

技
術

ど13E
う日
せ説
今明
の用
|時の
期テ
で l
はプ
推 1レ
定で
約丹

尾
さ
ん
を
中
心
に
騒
ぎ
だ
す
。

H
E
E
A
E害
楊

報
し
か
仰
向
ら
れ
ず
、

笠
で
問
い
詰
め
て
い
る
と
更
新
さ
れ
な
い
か
ら
ど
う
し
よ
う
も

も

あ
る
ま
い
と
思
っ
て
、
漏
れ
聞
く
認
だ
け
聞
い
て
い
る
と
、
ど

う
や
ら
D
A
S
H
の
分
灘
に
失
敗
し
た
ら
し
い
。

今
回
、
樋
口
さ
ん
の
取
材
を
手
引
し
た
同
日
本
新
聞
の
林
さ

ん
が

「
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
フ
」
と
ぢ
っ
て
き
た
の

こ
と
じ
ゃ
な
い

か
と
考
え
て
る

っ
て
レ
ベ
ル
で

説
明
す
る

グ部 のン ニZ
にフ境 グ 段..0 
性主エにのフ A
能ーアあ上エ S
確リるとア H
認ン上下リは

mの
V
E
P
3

と
と
も
に
取
り

付
け
ら
れ
、
ス

プ
リ
ン
グ
に
よ

る
キ
ッ
ク
モ
|

し
か
も
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
の
情
報
は
記
者

車2
~ 6{/iロケ州内・不可、

//市戸ーーも

宅る

で
、
漏
れ
聞
こ
え
る
話
か
ら
峰
山
定
さ
れ
る
こ
と
を
、
あ
く
ま
で

笹
本
の
未
確
認

仙
川
報
で
こ
ん
な

{注

m-
H
'
H
B号
機
の
ト
ラ
ウ

マ
が
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
残
っ

て
い
る
。
(
時
世
)

{
注
引
}

こ
こ
ら
へ
ん
の
判
断
は
さ

す
が
に
場
数
を
飴
ん
で
、
打

ち
上
げ
の
な
ん
た
る
か
を
理

解
し
て
い
る
だ
け
の
こ
と
は

あ
る
。
取
材
は
簡
鍵
に
突
酎
草

す
れ
ば
い
い
だ
け
で
は
な
い
。

(
総
)

@ 
唱』

キッチュ

一注
明
日
}

H

・H
A
ロ
ケ
ッ
ト
2号

線は、

mH眠
僚
と
し
て
衛
星

を
=
つ
同
時
に
打
ち
上
げ
る

渇
合
の
偶
成
で
飛
行
し
た
。

衛
星
は
ロ
ケ
ッ
ト
飯
郡
に
=

つ
箆
ね
る
形
で
繕
酎
概
さ
れ
、

上に
破
っ
て
い
る
も
の
を
低

軌
道
に
、
下
に
裁
っ
て
い
る

も
の
を
高
駄
遣
に
叙
出
す
る

こ
と
も
で
き
る
。
逆
は
無
理
。

上
に
織
っ
て
い
る
衡
皇
だ

け
を
紋
出
す
る
た
め
に
、
フ

Z

ア
ソ
ン
グ
も
よ
半
分
、
下

半
分
が
分
か
れ
て
開
く
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
(
笛
}

V
J
 

D
畳

b
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タ
ー
で
切
り
灘
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
切
り
拙
附

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
考
え
ら
れ
る
事
態
と
し
て
は

①
切
り
糊
附
さ
れ
て
い
る
が
確
認
信
号
が
地
上
で
受
信
さ
れ
て
い

な
い
、

@
切
り
離
さ
れ
ず
に
フ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
も
ど
も
軌
道
上

に
あ
る
、
の
こ
点
。
で
も
両
方
と
も
現
在
の
状
態
で
は
す
ぐ
に

確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

宇
宙
研
は
金
が
な
い
の
で
、

D
A
S
H
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に

つ
い
て
は
次
の
内
之
浦
の
可
視
、
今
夜
四
時
過
ぎ
か
ら
の
予
定

に
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
は
海
外
局
で
の
追
跡
も
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
予
定
も
な
い
の
で
、
何
も
で
き
な
い
。

こ
う
い
う
こ
と
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
説
明
し
た
ら

「あ
あ
、

す
ご
く
わ
か
り
や
す
い
」
。
ま
あ
記
者
は
そ
れ
が
何
時
何
分
何

秒
、
地
球
が
何
回
ま
わ

っ
た
時
で
す
か

つ
て
こ
と
し
か
質
問
し

な
い
か
ら
な
あ
。

打
ち
上
げ
後
記
者
会
見
は
、
打
ち
上
げ
後
2
時
間
半
を
め
ど

に
開
始
、
と
貼
り
紙
さ
れ
て
い
た
。
時
間
が
あ
る
の
で
、
あ
さ

り
、
樋
口
さ
ん
を
誘
っ
て
打
ち
上
げ
直
後
の
発
射
台
を
正
面
か

ら
見
る
た
め
に
宇
宙
ヶ
丘
を
自
指
す
。
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
入
榔

禁
止
は
、
打
ち
上
げ
後
初
分
で
解
除
さ
れ
て
る
は
ず
で
あ
る
。

な
に
も
い
な
く
な

っ
ち
ゃ
っ
た
発
射
台
を
淋
し
く
見
な
が
ら
、

識
に
乗
り
込
み
、
雨
種
子
の
宇
宙
ヶ
丘
を
目
指
す
。

さ
す
が
に
も
う
誰
も
い
な
い
。
平
日
の
打
ち
上
げ
、
し
か
も

打
ち
上
げ
後
2
時
間
近
く
経
っ
て
る
も
ん
で
、
誰
も
い
な
く
な

っ
た
宇
宙
ヶ
丘
か
ら
速
く

6
キ
ロ
く
ら
い
縦
れ
て
る
発
射
台
を

@ 

望
む
。

避
雷
針
が
邪
魔
。
市
さ
剖
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
避
雷
針
が
発
射

台
の
両
側
に
建
っ
て
お
り
、
第
二
発
射
台
の
横
に
も
同
じ
サ
イ

ズ
の
も
の
が
あ
る
ん
だ
が
、
右
側
の
遊
館
針
が
発
射
台
と
箆
な

っ
て
る
も
ん
で
よ
く
見
え
な
い
。

仕
方
な
く
少
し
戻
っ
て
、
見
え
そ
う
な
ポ
イ
ン
ト
を
採
す
。

樋
口
さ
ん
は
、
こ
こ
に
来
る
前
に
は
金
沢
に
い
た
と
い
う
。

到
活
が
本
来
の
打
ち
上
げ
で
あ
る

3
日
に
な
っ
た
の
は
、
『金

沢
の
日
本
泌
が
お
い
し
い
ん
で
す
」
う
っ
か
り
飲
み
過
ぎ
て
本

米
乗
る
べ
き
サ
ン
ダ
l
パ
l
ド
に
乗
れ
な
か

っ
た
た
め
だ
と
い

、っ
。

{注
明
日
}

民
験
用
ロ
ケ
ッ
ト
には、

性
能
を
櫨
隠
す
る
た
め
の
衛

星
が
鑓
賞
さ
れ
る
。
性
能
縫

脚
悼
の
た
め
だ
け
に
は
そ
れ
ほ

ど
大
き
な
シ
ス
テ
ム
は
必
要

な
い
の
で
、
舎
回
の
性
能
回
隅

路
用
衛
星
V
E
P
は
よ
段
フ

Z

ア
リ
ン
グ
と
下
段
フ
工
ア

リ
ン
グ
の
あ
い
だ
の
ア
ダ
プ

タ
ー
兼
用
と
な
っ
た
。
{
笹
)

{注

Mg

実
際
射
点
の
回
り
の
避
雷

針
は
絶
妙
の
案
配
で
周
囲
か

ら
ロ
ケ
ッ
ト
を
徳
し
て
い
る
。

我
々
は
「
オ
バ
ケ
煙
突
だ
へ

な
ど
と
寄
っ
て
い
る
。
オ
バ

ケ
煙
突
と
い
う
の
は
か
つ
て

東
京
に
あ
っ
た
見
る
方
向
に

よ
っ
て
二
本
に
も
三
本
に
も

凶
窓
に
も
見
え
た
煙
突
の
こ

と
。
四
本
の
煙
突
が
護
形
に

配
置
さ
れ
て
い
た
。
{
総
}

彼
は
今
回
、
商
日
本
新
聞
の
林
さ
ん
の
手
引
き
で
来
て
い
る

(
ガ
メ
ラ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
縁
ら
し
い
)
。
2
日
日
時
に
鹿
児

品
空
港
を
出
る
使
で
総
子
島
に
入
る
つ
も
り
だ

っ
た
が
、
金
沢

で
特
急
に
乗
り
遅
れ
た
お
か
げ
で
ど
う
や

っ
て
も
そ
れ
に
乗
れ

な
く
な

っ
た
。

次
の
サ
ン
ダ

l
パ
1
ド
で
大
阪
に
向
か
う
も
、

林
さ
ん
に
述

絡
を
と

っ
て
み
る
と
、
大
阪
笠
浴
か
ら
乗
れ
る
飛
行
機
が
到
着

す
る
ま
さ
に
そ
の
時
間
に
、
乗
る
は
ず
の
鶴
子
島
行
き
が
出
発

す
る
こ
と
が
判
明
。

林

「わ
か
り
ま
し
た
。
わ
た
し
が
飛
行
機
を
止
め
て
お
き
ま

す
」飛

行
機
止
め
る

っ
て
ど
う
や

っ
て
?
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し
て

ば
つ
く
れ
て
ト
イ
レ
の
中
に
隠
れ
る
と
か

(
こ
の
手
を
使
う
場



合
は
大
き
な
荷
物
を
別
に
預
け
て
お
く
こ
と
が
必
嬰
)
、
ド
ア

に
張
り
付
い
て
閉
ま
ら
な
い
よ
う
に
す
る
と
か
(
也
事
じ
ゃ
な

い
!
)
、
そ
ん
な
手
を
期
待
し
な
が
ら
大
阪
笠
港
に
泊
践
し
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
向
か
う
機
内
か
ら
縄
口
さ
ん
が
見
た
の
は
、
飛

び
立
っ
た
め
に
誘
導
路
に
出
て
き
た

Y
S
U
だ
っ
た
そ
う
な
。

「
そ
れ
、
お
れ
が
乗
る
や
つ
!
」

か
く
し
て
、
樋
口
さ
ん
の
鹿
児
島
入
り
は

一
回
避
れ
、
も
し

時
間
通
り
に

H
1
H
A
2
号
機
の
打
ち
上
げ
が
敢
行
さ
れ
て
い

た
ら
、
朝
い
ち
に
鹿
児
島
を
出
る
飛
行
機
で
間
に
合

っ
た
か
ど

う
か
、
か
な
り
ぎ
り
ぎ
り
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
穏
子
島
入
り
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
っ
た
。

〈
-e
e
u
v

茎
永
か
ら
ま

っ
す
ぐ
海
に
出
る
方
向
の
道
で
宇
宙
セ
ン
タ
ー

鱗
内
に
戻
り
、
で
き
る
か
ぎ
り
近
づ
け
そ
う
な
ポ
イ
ン
ト
と
い

う
こ
と
で
、
旧
H
1
、
一冗
J
l
m移
動
発
射
台
の
根
元
を
目
指

す
。
ゲ
ー
ト
は
閉
じ
ら
れ
て
お
り
、
融
曾
備
口
の
お

っ
さ
ん
が
立

っ
て
い
る
そ
の
前
ま
で
は
な
ん
の
問
題
も
な
く
行
け
る
。

「
こ
の
中
入
れ
ま
せ
ん
か
フ

」

「入
構
カ
ー
ド
あ
る
か
い
?
」

プ
レ
ス
パ
ス
と
は
別
に
、
報
道
セ
ン
タ
ー
以
外
の
字
街
セ
ン

タ
ー
内
の
施
設
、
そ
れ
も
V
A
B
や
発
射
台
(半
径
4
5
0
メ

ー
ト
ル
以
内
に
近
寄
れ
た
こ
と
は
な
い
が
)
に
入
る
に
は
専
用

の
入
構
カ

l
ド
が
必
要
に
な
る
。
つ
ま
り
こ
こ
か
ら
先
に
入
ろ

う
と
す
る
と
、
設
か
広
報
の
人
を
連
れ
て
来
る
な
り
話
を
通
す

な
り
が
必
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
了
解
し
て
、
そ
れ
で
も
こ

H
'
E
A
P晶
胃
慣

こ
か
ら
で
も
金
網
の
先
6
0
0
メ
ー
ト
ル
く
ら

い
に
う
っ
す
ら
と
焦
げ
た
発
射
台
が
見
え
る
の

で
、
双
眼
鏡
で
デ
ィ
テ
ー
ル
を
確
認
す
る
。

あ
さ
り
は
双
眼
鏡
の
接
眼
レ
ン
ズ
に
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
を
押
し
付
け
、
超
望
遠
な
映
像
の
取

得
に
成
功
す
る
。

「
こ
の
倍
率
で
の
鉛
彩
が
で
き
る
ん
な
ら
、
S

R
B
の
分
離
が
綴
れ
る
か
も
し
れ
ん
」

そ
れ
は
な
か
な
か
に
紫
附
ら
し
い
。

戻
っ

て
き
て
も
ま
だ
時
聞
が
あ
る
の
で
、
山

根

一
良
、
山
線
組
の
通
信
兵
で
あ
る
と
こ
ろ
の

喜
多
さ
ん
、
牧
野
、
笹
本
、
あ
さ
り
、
松
山
仰
に

樋
口
真
嗣
、
向
日
本
新
聞
社
の
林
さ
ん
ま
で
連

れ
立
っ

て
、
展
示
館
の
近
所
で
繊
倒
し
に
な

っ

て
い
る

H
1
H
ロ
ケ
ッ
ト
の
前
に
記
念
総
彩
に

行
く
。

摘

m
n
J
ぽ
て
の
宇
宙
飛
行
士
と

腐
を
並
べ
る
信
口
R
H剛
氏

横
倒
し
に
な

っ
た
同
体
ロ
ケ
ッ
ト

ブ
ー
ス
タ
ー
の
前
辺
り
に
字
街
服
姿
の
張
り
ぼ
て
が
対
比
朋
に

例
か
れ
て
い
て
、
よ
じ
登

っ
た
樋
口
さ
ん
が
記
念
写
真
を
搬
っ

て
い
る
。

こ
の

H
1日
ロ
ケ
ッ
ト
、

そ
う
こ
う
し
て
い
る
と
、
自
の
前
を
邸
開設
り
の
高
級
事
が
綴

聞記台
に
向
か
っ
て
走
っ
て
い
く
。
お
お
、

v
l
p
が
来
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
記
者
会
見
が
近
い
な
。
て
な
わ
け
で
、
あ
わ
て

て
報
道
セ
ン
タ
ー
に
戻
る
。



記
者
会
見
の
開
始
は
M
時

ω分
と
ア
ナ
ウ
ン

駐
車
場
に
葱
を
止
め
て
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
待

峨
員
ら
し
い
人
が
「
山
之
内
盟
事
長
が
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
な
ん
か
待
っ
て
ら
れ
ん
っ
て
駆
け
上
が
っ
て
い
っ
ち
ゃ

っ
て
、
み
ん
な
あ
わ
て
て
追

っ
か
け
て
い
っ
た
ん
で
す
よ
」
。

さ
す
が
だ
。

記
者
会
見
は
、
ほ
ぽ
時
間
迎
り
に
開
始
さ
れ
た
。

打
ち
上
げ
成
功
、
ロ
ケ
ッ
ト
本
体
は
正
常
に
作
動
、
記
者
会

見
場
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
ん
だ
が
、

一内
々
沼
火
ま
で
成
功

し、

M
D
S
6
1
の
軌
道
投
入
に
も
成
功
し
た
ら
し
い
。

だ
が
、

D
A
S
H
に
つ
い
て
は
切
り
灘
し
信
号
ま
で
は
確
認

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

V
E
P側
の
テ
レ
メ
ト
リ

l
デ

l
タ
に

よ
る
と
切
り
縦
し
の
術
懸
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
お
そ

ら
く
切
り
灘
さ
れ
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
。
ロ
ケ
ッ

ト
側
の
信
一号
は
送
り
だ
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
、

N
A
S
D
A側
も
宇
宙
研
側
も
断
言
は
避
け
た
が
術
昼
側
の
原

こ
の
時
点
で
、

ス
さ
れ
て
お
り
、

っ
て
い
る
と
、

凶
ら
し
い
。

ん
だ
が
、

ど
う
や
ら
こ
の
程
度
の
事
象
も
記
者
は
限
解
で
き

な
い
ら
し
い
。

「理
事
長
に
質
問
で
す
が
、

そ
れ
で
成
功
で
す
か
失
敗
で
す
か

?
・」そ

れ
を
現
場
ま
で
取
材
に
来
て
て
自
分
で
判
断
で
き
な
い
の

、。
ムH
吋

「そ
れ
は
、
ま
っ
た
く
別
の
事
象
で
す
か
ら
、

ひ
と
く
く
り
に

⑮ 

成
功
、
失
敗
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

ロ
ケ
ッ
ト
本
体
の
成

功
と
、
衛
星
分
隊
の
失
敗
と
い
う
の
は
あ
く
ま
で
別
の
こ
と
で

す
」理

事
長
、
さ
す
が
で
す
。

記
者

「二
法
連
続
の
打
ち
上
げ
成
功
で
、

ロ
ケ
ッ
ト
の
巡
朋
も
軌
道
に
乗
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
か
」

理
事
長

「宇
宙
開
発
を
始
め
て

1
年

半
、
ロ
ケ
ッ
ト
を
こ
発
し
か
上
げ
て
い

な
い
男
に
そ
う
い
う
こ
と
を
聞
か
れ
る

の
も
困
る
ん
で
す
が
」

本
人
は
男
と
い
っ
た
ん
だ
ろ
う
が
、

こ
こ
は
あ
え
て
淡
と
将
き
た
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。

記
者
の
馬
鹿
さ
加
減
は
削
閉

ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。

思
議
長
や
沈
焔
な
而
持
ち
の
的
川
教

授
他
V
l
p
が
退
出
し
た
あ
と
の
技
術

的
記
者
会
見
〈
と
名
付
け
て
い
る
の
は

N
A
S
D
A側
だ
け
で
、
物
理
法
則
の

初
歩
も
技
術
も
知
ら
な
い
記
者
は
そ
う

は
忠

つ
て
な
い
)
で
は
、
な
ぜ

D
A
S

H
の
分
離
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
そ

の
時
に
何
が
起
き
た
の
か
に
質
問
が
集

し
か
し
、

こ
れ
で

H
'
H
A

打
ち
ょ
げ
後
の
記
者
会
見
。
リ
レ
ー
って

何
で
す
か
η
と
い
う
質
問
に
惚
然
と
す

る
関
係
者
た
ち

h、』



中
す
る
。

字
術
研
の
再
突
入
実
験
衛
星
、
わ
ざ
わ
ざ
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー

軌
道
か
ら
の
超
高
速
度
で
大
気
閤
突
入
実
験
を
す
る

D
A
S
H

は
、
ロ
ケ
ッ
ト
側
か
ら
の
信
号
で
術
星
が
切
り
帥
附
さ
れ
る
。

記
者
の
質
問
は
、
そ
の
機
構
に
集
中
す
る
。
ち
ゅ
う
か
、
そ

の
機
構
や
ら
シ
ス
テ
ム
や
ら
を
問
い
詰
め
れ
ば
問
題
点
が
山
山
て

来
る
と
記
者
連
中
は
確
信
し
て
い
る
ら
し
い
。

「
リ
レ

ー
っ
て
何
で
す
か
?
」
「リ
レ
ー
に
よ
っ
て
回
路
が
閉

じ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
?
」

前
か
ら
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
は
思
っ
て
た
ん
だ
が
、
ど
う
や

ら
徹
子
ぬ
に
来
る
記
者
に
は
氾
気
の
プ
ラ
ス
と
マ

イ
ナ
ス
か
ら

講
義
し
な
い
と
駄
目
ら
し
い
。
前
か
ら
文
系
の
記
者
に
却
系
の

取
材
や
ら
せ
て
ど
ー
す
る
ん
だ
と
怒
っ
て
た
ん
だ
が
、

今
回
の

f
H
K
は
三
人
の
記
者
の
質
問
が
ど
れ
を
と
っ
て
も
駄
目
駄
目

他
の
会
社
の
記
者
の
質
問
が
す

っ
か
り
緩
ん
で
し

ま度
つ 抜
た Wf.
。で

お
か
げ
で
成
功
し
た
打
ち
上
げ
な
の
に
、

1
時
u
n
F
こ
っ
・
"

作
何
日t1

・t
'
u・4
4
e
J

る
記
者
会
見
の
お
か
げ
で
す
っ
か
り
疲
れ
岡
市
て
て
し
ま
う
。

今
回
、
何
が
ど
う
と
い
う
こ
と
も
な
く
記
者
会
見
中
は
黙
っ

て
い
た
の
だ
が
、

こ
の
記
者
会
見
、

す
べ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
中
継
さ
れ
て
い
た
。
だ
も
ん
で
、
ど
こ
の
な
ん
と
い
う
記
者

が
ど
う
い
う
質
問
を
か
ま
し
た
の
か
、

り
、
ネ
ッ
ト
畷
境
で
常
時
接
続
で
き
る
よ
う
な
人
た
ち
に
は
筒

字
街
開
発
に
興
味
が
あ

抜
け
だ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

H
'
E
A
E号
機

お
か
げ
で
、
戻
っ
て
き
て
か
ら
牧
野
が
桜
絞
し
た

2
ち
ゃ
ん

ね
る
の
ス

レ
ッ
ド
の
楽
し
か
っ
た
こ
と
。
日
本
の
報
道
関
係
の

駄
目
駄
目
さ
加
減
が
満
天
下
に
知
れ
渡
る
の
は
い
い
が
、
問
題

は
当
の
報
道
機
闘
が
そ
れ
を
ま
っ
た
く
気
づ
い
て
い
な
い
こ
と

だ
よ
な
あ
。
報
道
関
係
が
棋
の
王
様
だ
っ
て
わ
か
つ
て
な
い
の
、

大
変
だ
よ
な
あ
。

穂
子
島
に
い
た
宇
宙
研
ス
タ
ッ
フ
は
、

D
A
S
H
リ
カ
バ
ー

の
た
め
に
こ
れ
か
ら
内
之
浦
に
.戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
。
飛
行
機
で
鹿
児
島
に
反
り
、
そ
こ
か
ら
自
動
車
で
内
之
浦

に
移
動
。
マ
ッ
ハ
却
で
軌
道
を
飛
ぶ
衛
星
を
追
跡
す
る
宇
宙
セ

ン
タ
ー
に
行
く
の
に
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
も
使
え
な
い
の
が
日
本

の
状
況
な
ん
だ
よ
な
あ
。

と
り
あ
え
ず
本
日
の
取
材
イ
ベ
ン
ト
は
す
べ
て
終
了
、
あ
と

は
内
之
浦
で
の
第

一
可
視
の
状
況
が
流
さ
れ
る
く
ら
い
し
か
な

い
は
ず
な
の
で
、
字
街
作
家
ク
ラ
ブ
は
報
道
セ
ン
タ
ー
を
撤
収

す
る
こ
と
に
す
る
。

報
道
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
デ
ミ
オ
に
樋
口
氏
嗣
を
加
え
た
五
人

乗
り
し
て
凶
之
表
に
向
か
い
、
同
時
刊
分
く
ら
い
に
商
之
袋
到

着
。
駐
車
場
に
取
を
放
り
込
み
、
街
に
荷
物
を
入
れ
、
ま
ず
は

本
日
の
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
が
世
間
で
ど
う
報
道
さ
れ
て
い
る

か
を
知
る
た
め
に
ニ
ュ

ー
ス
を
見
る
。

問
的
か
ら
の

N
H
K
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、

H
'H
A
2
号
機
よ

り
も
ま
ず
川
口
大
臣
の
不
信
任
決
議
案
を
中
心
に
紛
糾
す
る
国

会
が
延
々
と
赦
映
さ
れ
、
や

っ
と
は
じ
ま

っ
た
ロ
ケ
ッ
ト
関
係

{注
白
}

結
局
原
因
は
、
原
図
か
ら

製
造
に
使
う
製
造
図
面
へ
の

図
面
の
写
し
間
違
い
と
い
う

も
の
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ

ん
な
こ
と
は
、
モ
の
暗
唱
で
わ

か
る
は
す
も
な
い
。
そ
し
て

こ
の
記
者
会
見
が
関
か
れ
て

い
る
同
じ
時
刻
、
内
之
浦
で

は
D
A
S
Hを
な
ん
と
か
救

え
な
い
か
と
い
う
苦
闘
が
展

開
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。

ち
な
み
に
こ
の
失
敗
で
一

語
割
を
食
っ
た
の
は
、

D
A

S
Hが
鱒
り
て
く
る
予
定
だ

っ
た
ア
フ
リ
カ

・
モ
ー
リ
タ

ニ
ア
の
サ
ハ
ラ
砂
漠
に
出
張

し
て
い
た
回
収
班
だ
っ
た
。

現
地
で
色
々
と
も
て
な
し
て

く
れ
る
の
は
い
い
の
だ
が
.

な
に
し
ろ
向
之
う
の
愈
底
の

ご
ち
そ
う
は
羊
の
内
蔵
相相理。

臼
本
人
に
は
奨
み
が
強
く
て

な
か
な
か
食
べ
ら
れ
な
い
。

し
か
も
そ
れ
が
毎
日
食
卓
に

出
て
く
る
の
だ
。
打
ち
上
げ

が
延
期
に
な
る
た
び
に
日
本

側
に
は
食
べ
物
に
関
す
る
ぐ

ち
混
じ
り
の
連
絡
が
入
り
、

燈
後
に
は
『
日
本
か
ら
持
っ

て
来
た
カ
ッ
プ
燈
が
尽
き

た
』
と
い
う
悲
鳴
に
も
似
た

フ
レ
ー
ズ
が
送
ら
れ
て
き
た

と
い
う
。
(
松
)



の
ニ
ュ
ー
ス
は
打
ち
上
げ
成
功
よ
り
も

D
A
S
H分
離
失
敗
の

方
の
被
い
が
大
き
い
。
お
ま
け
に
そ
の
機
椛
説
明
に
は
り
レ
!

な
ん
て
言
楽
は
ひ
と
っ
こ
と
も
使
わ
れ
な
い
上
に
、
結
局
、
理

解
し
て
な
い
と
し
か
思
え
な
い
説
明
ま
で
あ
っ
た
り
し
て
、
い

い
の
か
こ
れ
で
。

こ
っ
ち
は
こ
っ
ち
で
祝
杯
を
よ
げ
に
衡
に
出
る
。

8
号
機
延

いの
ιひと

則
の
時
に
こ
こ
は
お
い
し
い
よ
と
教
え
て
も
ら

っ
た
井
元
、
ビ

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
か
の
や
(
西
之
表
で
か
の
や
と
名
乗
る
の
は
ど

う
か
?
)
の
奥
を
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

座
敷
に
上
が
り
、
刺
身
織
り
合
わ
せ
に
披
初
は
ピ

l
ル
、
次

は
む
ら
さ
き
芋
の
焼
酎
を
と

っ
か
え
ひ

っ
か
え
飲
ん
だ
く
れ
る
。

飲
ん
だ
く
れ
る
。
後
先
考
え
ず
に
、
タ
コ
だ
の
な
ん
だ
の
食
い

な
が
ら
飲
ん
だ
く
れ
る
。

2
月
5
目
、火
曜
日
、晴
れ

問
時
過
ぎ
て
か
ら
起
き
出
し
、

削
明
食
兼
昼
食
一の
w
M
い
だ
し
に

出
掛
け
る
。

と
こ
ろ
で
、

こ
の
辺
り
の

I
S
D
N泣
訴
は
、

民
宿
み
ゆ
き

の
近
所
の
カ
ラ
オ
ケ
屈
の
前
に
あ
っ
た
ん
だ
が
、
そ
れ
は
い
つ

の
聞
に
や
ら
み
ど
り
屯
話
に
化
け
て
お
り
、
あ
と
笹
本
の
記
憶

に
あ
る
グ
レ
定
は
ホ
テ
ル
ニ
ュ
!
極
子
品
の
中
に
し
か
な
い
の

で
あ
っ
た
。

ネ
ッ
ト
に
つ
な
げ
な
い
環
境
に
白
か
れ
る
と
死
ん
で
し
ま
う

松
浦
は
、
以
後
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ

i
組
子
島
の
ロ
ビ
ー
を
執
筆
オ

⑮ 

穏
子
島
の
焼
酎
は
。

範
子
島
の
焼
酎-a 

は
お
い
し
い
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
ま
ず
い
と
い
う
の
は
不

ず味
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

こ
ん
な
に
口
当
た
り
が
い
い
と

後
先
考
え
ず
に
ぽ
か
ぽ
か
飲
ん
で
し
ま
う
で
は
な
い
か
。

松
浦
は
主
に
お
湯
割
り
で
、
笹
本
と
あ
さ
り
、
樋
口
は
オ
ン

ザ
ロ
ッ
ク
で
凶
合
同
制
や
五
合
峻
を
と
っ
か
え
ひ
っ
か
え
一一一
本
も

空
け
て
し
ま
う
。
い
か
ん
な
あ
、
粉
々
と
駄
目
に
な
っ
て
い
く

、「ノ
。 ま

ず
い
ん
だ
、

い
や
、

{注
明
日
一

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
パ
ッ
ク

に
入
っ
た
、
な
ん
て
こ
と
の

な
い
惣
菜
が
ど
れ
も
こ
れ
も

と
て
も
お
い
し
い
の
だ
。
や

は
り
魚
は
鮮
度
命
だ
と
実
感

す
る
。
{
松
}

そ
う
こ
う
し
て
る
う
ち
に
報
道
セ
ン
タ
ー
で
取
材
に
間
取
り
付

い
て
い
た
林
さ
ん
が
樋
口
さ
ん
を
迎
え
に
到
着
、
あ
と
は
そ
こ

ら
へ
ん
の
ス
ー
パ
ー
で
い
ろ
い
ろ
貿
い
だ
し
し
て
宿
に
戻
り
、

メ
l
ル
チ
ェ
ッ
ク
や
ら
ご
ろ
ご
ろ
す
る
や
ら
ル

l
テ
イ
ン
ワ
|

ク
を
こ
な
し
て
・
絞
る
。

フ
ィ
ス
と
す
る
こ
と
に
な
る
。

取

話

そ

う
doい

そ
れ
は
と
も
か
く
、
近
所
の
ス
ー
パ
ー
に
入
る
と
、
お
惣
菜

が
う
ま
そ
う
で
、
と
く
に
魚
が
い
い
。
さ
ば
の
味
噌
煮
、
揚
げ

物
、
寿
司
パ
ッ
ク
は
在
郎
が
少
な
か
っ
た
も
ん
で
あ
り
っ
た
け

口
っ
て
し
ま
う
。
あ
と
お
茶
。
こ
の
ス
ー
パ
ー
に
は
無
紡
の
コ

ー
ヒ
ー
の
パ
ッ
ク
も
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
な
く
、

1
9
0
ミ
リ
リ

ッ
ト
ル
の
缶
コ
ー
ヒ
ー
し
か
な
く
て
、
残
念
。

民
宿
に
戻
り
、
テ
ー
ブ
ル
に
食
材
を
放
べ
て
少
し
は
我
に
返

る
。
ち
ょ
っ
と
口
い
過
ぎ
た
か
な
?



何
と
か
、

う
ま
い
魚
弁
当
や
ら
寿
司
や
ら
錫
げ
物
や
ら
の
食

そ
れ
で
も
い
く
つ
か
の
パ
ッ
ク
は
授
の
た
め
に

相
引
を
片
付
け
、

残
し
て
午
後
か
ら
は
仕
事
の
態
勢
に
一一反
る
。

ヤ
ド
弘
山
内
、

t
f
 種
子

-M宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
広
報
か
ら
松
浦
の
挑
滑
に

mu話
が
あ
る
。

ぱ
」
取
材
で
き
た
は
ず
の
避
難
ト
ン
ネ
ル
、

こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
前
回

「申
請
し
て
あ
れ

そ
れ
か
ら
運
ば
れ

て
き
た
の
は
い
い
が
使
う
あ
て
な
し
に
倉
庫
に
絞
て
る
と
い
う

H
l
H
ロ
ケ
ッ
ト

7
号
機
の
取
材
の
段
取
り
も
お
願
い
す
る
。

泊
吋
一
一
川
の
後
か
ら
思
い
つ
い
た
も
ん
で
、

総
捕
に
二
度
予
問
の
氾

2
月
7
目
、木
曜
日
、晴
れ

本
日
や
っ
と
広
報
か
ら
述
絡
が
来
た
、

字
街
セ
ン
タ
ー
の
取

材
日
。
対
初
日
時
加
分
に
指
定
さ
れ
て
た
取
材
開
始
を
こ

っ
ち

の
都
合
で
叩
時
に
繰
り
上
げ
、

そ
れ
で
も
1
時
半
の
フ
ェ
リ
ー

に
采
ろ
う
と
思
う
と
ロ
時
に
は
字
術
セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
な
き

ゃ
な
ら
な
い
ん
で
、

結
局
本
日
の
純
子
・
品
離
仏
は
あ
き
ら
め
、

で
も
早
め
た
時
間
は
そ
の
ま
ま
だ
か
ら
9
時
前
に
は
街
を
出
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。

昨
円
の
う
ち
に
ス
ー
パ
ー
で
買
い
だ
し
し
て
お
い
た
パ
ン
や

ら
牛
乳
や
ら
で
朝
食
に
す
る
。
今
の

N
H
K
の
朝
の
テ

レ
ビ
小

そ
う
い
え
ば
樋
口
さ
ん
か
ら
間

「屋
久
島
出
身
の
少
女
が
宇
宙

説
lま

ー
ほ
ん
ま
も
ん
」
か
あ
。

い
た
次
の
朝
の
テ
レ
ビ
小
説
は

・・
拍

飛
行
士
を
目
指
す
話
」
。
星
の
じ
ゅ
う
た
ん
か
そ
れ
は
リ

S 

F
お
し
ん
?

H
'
E
A
E
号
機

現一州
を
頼
む
破
日
に
な
る
。

夕
食
も
ま
た
貿
い
だ
し
で
済
ま
せ
、

る
駄
目
駄
目
な
我
々
で
あ
っ
た
。

お
時
過
ぎ
て
か
ら
、
あ
さ
り
が
原
作
を
や

っ
て
い
る
ま
ん
が

の
ネ

l
ム
ち
ゅ
う
か
コ
ン
テ
受
け
取
り
の
た
め
、
笹
本
の

M
・

4
キ
ロ
の
以
郁
で
純
一
応
2
メ
ガ
の
フ
ァ
イ
ル
受
信
と
い
う
大
技

に
で
る
。

ω分
も
か
か

っ
て
、
こ
ん
な
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
充

電
し
て
お
い
た
屯
池
が
切
れ
ず
に
よ
か
っ
た
よ
か
っ
た
。

{
注
幻
}

あ
さ
り
よ
し
と
お
原
作
、

ア
ミ
ノ
テ
ツ
ロ
l
函
『
ヴ
ア

イス

・ク
ロ
イ
ツ
』
金
一巻
。

学
研
よ
り
好
評
発
売
中
。

{
笹
)

ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
く
れ

9
時
前
に
民
宿
前
の
市
営
駐
車
場
か
ら
出
発
。
間
柄
の
種
子
島

を
南
下
、
竹
崎
の
字
街
セ
ン
タ
ー
を
目
指
す
。

打
ち
上
げ
は
終
わ

っ
ち
ま
っ
た
か
ら
、
報
道
セ
ン
タ
ー
は
も

う
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
。
し
ま
っ
た
な
あ
、
最
近
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ご
と
に
プ
レ
ス
キ
ッ
ト
が
発
行
さ
れ
る
わ
け
じ
ゃ
な
く
、
放
近

の
プ
レ
ス
キ
ッ
ト
っ
て
、
紙
折
の
フ
ァ
イ
ル
に

H
'
H
A
ロ
ケ

ッ
ト
本
体
と
打
ち
上
げ
る
術
阜
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
は
さ
み
込

ん
で
あ
る
だ
け
の
も
の
な
ん
で
、
愛
仙
川
な
く
て
縦
保
し
て
な
か

っ
た
ん
だ
よ
な
あ
。
後
で
取
材
に
行
く
ん
だ
か
ら
そ
の
時
に
も

ら
え
ば
い
い
や
と
思
っ

て
た
ん
だ
が
、
も
は
や
そ
れ
は
な
ら
ん

か
。

{
注
叩
凶
}

か
つ
て
N
H
K
朝
の
テ
レ

ビ
小
鋭
で
、
日
本
鰻
初
の
女

性
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
主
人
公
の

『
震
の
じ
ゅ
う
た
ん
』
と
い

う
ド
ラ
マ
が
叙
験
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
。
な
の
で
、
宇
宙

飛
行
土
が
主
人
公
な
ら
「
豊

の
じ
ゅ
う
た
ん
』
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
予
想
し
た
の

だ
が

i
-
。
実
際
に
は
「
ま

ん
て
ん
、
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
絞
験
さ
れ
た
。
(
箆
}

て
な
わ
け
で
、
管
理
練
に
行
く
。
相
手
を
し
て
く
れ
る
久
保

聞
き
ん
を
呼
び
だ
す
が
、
呼
び
だ
し
の
氾
話
番
号
リ
ス
ト
を
見



e泊

る
と
広
報
で
は
な
く
管
制
世
銀
ら
し
い
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
打

ち
上
げ
時
期
で
な
い
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
に
広
報
は
い
な
い

の
だ
ろ
う
か
。
あ
り
う
る
話
だ
な
、
も
し

N
A
S
D
A
の
広
報

っ
て
い
う
職
秘
が

一
般
で
は
な
く
報
道
機
関
し
か
対
象
と
し
て

見
て
い
な
い
の
だ
と
す
れ
ば
。

我
々
取
材
班
が
打
ち
ょ
げ
後
、
丸

2
日
も
鶴
子
島
で
粘
っ
て

い
た
の
は
、
打
ち
上
げ
後
作
業
の
終
了
を
待
っ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。
上
げ
る
べ
き
ロ
ケ
ッ
ト
が
い
な
く
な
れ
ば
色
々
と
制
限

が
解
除
さ
れ
る
の
で
、
今
ま
で
は
近
づ
り
も
し
な
か
っ
た
あ
れ

や
こ
れ
や
が
見
ら
れ
る
、
は
ず
。

ま
た
、

「邸
前
に
申
諒
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
見
ら
れ
る
と

こ
ろ
も
多
い
の
で
、
今
回
は
そ
こ
ら
へ
ん
思
い
つ
い
た
も
の
全

部
見
せ
て
く
れ
っ
て
言

っ
て
あ
る
。

入
口
で
久
保
聞
き
ん
に
連
絡
を
取
り
、
待
っ
て
い
る
問
に
小

さ
な
ロ
ビ
ー
に
備
え
つ
け
の
ラ
ッ
ク
の
新
聞
チ
ェ
ッ
ク
。
も
っ

と
も
種
子
島
で
は
朝
刊
の
到
着
は
酋
之
淡
で
さ
え
昼
過
ぎ
、
衡

の
隅
っ
こ
に
な
る
と
夕
方
に
な
っ
て
か
ら
一
日
遅
れ
の
夕
刊
と

一
緒
に
印
刷
い
た
り
す
る
も
ん
で
、
並
ん
で
い
る
新
聞
は
い
ち
ば

ん
新
し
い
も
の
で
も
前
日
の
朝
刊
で
し
か
な
い
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
案
内
問
の
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
と
久

保
閉
さ
ん
到
泊
。
久
保
閉
さ
ん
は
長
身
ポ
ニ

1
テ
1
ル
に
メ
ガ

ネ
の
ス
レ
ン
ダ
!
な
美
人
で
あ
っ
た
。
い
き
な
り
広
報
資
料
と
、

あ
と
報
道
陣
へ

1

モ
l
ド
で
連
絡
す
る
た
め
に
貸
し
だ
さ
れ
た

郷
彬
電
話
に
つ
い
て
い
た
N
A
S
D
A
の
長
い
ス
ト
ラ
ッ
プ
、

@ 

ピ
ン
バ
ッ
ジ
が
入
っ
た
袋
を
い
た
だ
い
て
し
ま
う
。

ま
ず
、
第
一
射
点
に
向
か
う
。
第
一
射
点
?
打
ち
上
げ

3

日
後
と
は
い
え
、
直
接
射
点
に
行
川
り
る
と
い
う
こ
と
か
?

-伊
却

ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
は
、
J
l
m
の
P
S
T
の
績
を
抜
け
て
い
く
。

さ

一
昨
日
来
た
時
も
聞
ゆ
っ
た
ん
だ
が
、
え
ら
い
鋭
び
て
る
よ
な
あ
。

大
丈
夫
な
ん
か
?

「
い
え
、
今
は
だ
い
ぶ
錆
び
つ
い
て
て
、
嵐
の
と
き
な
ん
か
よ

の
部
品
が
墜
ち
で
き
た
り
す
る
も
ん
で
、
職
員
で
も
あ
の
近
所

は
立
ち
入
り
禁
止
に
な
っ
て
る
ん
で
す
」

H
1
用
の

P
S
T
は、

H
1
ロ
ケ
ッ
ト
の
巡
朋
を
終
了
し
た

時
に
、
ば
ら
し
て
鹿
児
向
に
持
っ
て
帰
っ
て
ス
ク
ラ
ッ
プ
と
し

て
売
っ
払
っ
た
場
合
の
費
用
と
の
抑
制
向
勘
定
を
し
た
結
果
、
そ

の
ま
ま
そ
こ
に
放
っ
て
白
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、

J

1
ロ
ケ
ッ

ト
期
に
改
造
さ
れ
て

一
回
は
使
わ
れ
た
。
け
れ
ど
も
、

V
A
B

--
n
 

で
J

1
シ
リ
ー
ズ
の
巡
用
(
と
か
雲
い
つ
つ
あ
と

一
回
よ
げ
た

だ
け
で
終
了
)
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、
そ
の
存
在
価
倣

eu
 

は
な
く
、
危
な
い
か
ら
い
つ
取
り
峻
そ
う
か
み
た
い
な
話
に
な

っ
て
い
る
ら
し
い
。

{注
m臼
}

正
式
忽
セ
ク
シ
ョ
ン
名
は

管
理
課
広
報
軒
悼
の
で
あ
る
。

マ
スコ
ミ
が
集
ま
る
の
は
打

ち
ょ
げ
の
跨
ぐ
ら
い
な
も
の

な
の
で
、
広
報
と
し
て
独
立

す
る
ほ
ど
の
需
要
が
な
い
の

だ
。
(
松
}

{
注
初
}

大
崎
削
制
点
の
射
座
点
崎
明
様

{
可

印
。

ω伺
『
〈
一
の
田

↓o垣間
「)
の
こ
と
。
ロ
ケ

ッ
ト
射
点
で
ロ
ケ
ッ
ト
を
鐙

備
す
る
た
め
の
建
物
。
ち
な

み
に
H
o
H
A
の
射
点
は
世
田

信
射
点
と
い
う
。
(
総
)

{注
剖
}

幽慣体
総
立
練
{
〈
由
コ
?

の
一

ω

k
y
印

印

田

ヨ

σ一
一『

切

E
5
5
m
)
の
こ
と
。
ロ

ケ
ッ
ト
の
機
体
を
絡
み
立
て

る
た
め
の
建
物
。

H
ー
ま
で

の
ロ
ケ
ッ
ト
と
J
1は
射
点

の
P
S
T
の
中
で
直
鑓
ロ
ケ

ッ
ト
を
射
点
よ
で
組
み
立
て

た。

一
方
H
・H
と
H
s
H
A

は
ロ
ケ
ッ
ト
を
V
A
B内
で

組
み
立
て
て
か
ら
射
点
に
移

動
す
る
。

H
-
H
は
移
動
後

に
さ
ら
に
P
S
T内
認
で
盤

舗
を
行
な
う
が
、

H
'H
A

は
す
べ
て
な
V
A
Bの
中
で

行
な
い
、
打
ち
出
す
ば
か
り

に
し
て
か
ら
射
点
に
移
働
す

る
。
{
総
}

V
A
B
の
績
を
抜
け
た
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
は
、

り
l
ロ
l
ド
(
と
い
う
か
ど
う
か
知
ら
な
い
)
を
抜
け
て
つ
い

3
日
前
に

H
1
H
A
2
号
機
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
ば
か
り
の
射

点
に
向
か
う
。
ぉ
l
、
こ
こ
よ
こ
こ
、
こ
こ
に
ず
っ
と
来
た
か

っ
た
の
よ
。

前
回
l
号
機
の
時
は
、
打
ち
上
げ
笠
日
に
セ
ン
タ
ー
の
取
材

そ
の
ま
ま
ド

l



が
で
き
て
、

で
も
打
ち
上
げ
後
作
業
が
終
了
し
て
い
な
い
の
で

側
に
は
寄
れ
ず
、

今
は
も
う
行
な
わ
れ
な
い

P
S
T
開
放
の
時

と
同
級
に
V
A
B
か
ら

5
0
0
メ
ー
ト
ル
総
れ
た
射
点
を
明
泌

す
る
の
が
純

一
杯
だ
っ
た
。
今
川
は
い
き
な
り
射
点
の
ド
に
解

き
仙
似
た
れ
る
。

移
動
発
射
台
の

k
、

作
業
続
行
中
と

P
S
T
に
つ
い
て
は
、

い
う
こ
と
も
あ
り
行
か
な
い
で
く
れ
と
の
こ
と
。
だ
け
れ
ど
も

射
点
の
ま
わ
り
を
一
通
り
う
ろ
つ
く
。

至
近
距
離
か
ら
見
上
げ
て
も
、
射
点
の
ダ
メ
ー
ジ
、

と
い
、
っ

か
黒
焦
げ
の
部
分
は
明
ら
か
に
前
凶
よ
り
も
少
な
い
。
前
向
は

ロ
ケ
ッ
ト
の
後
ろ
に
あ
っ
た
デ
ィ
フ
レ
ク
タ
l
の
印
パ

l
セ
ン

ト
以
仁
が
黒
焦
げ
に
な
っ
て
い
た
の
だ
が
、

今
川
は
グ
レ
ー
に

検
波
さ
れ
て
い
る
デ
ィ
フ
レ
ク
タ
ー
に
は
ダ
メ
ー
ジ
は

μ
え
な

い
。
移
動
発
射
台

k
の
け
乍

砲

の

仰

い

米

れ

の

、

(
進
う
)

ど
フ

い
う
わ
け
か
れ
側
が
県
総
げ
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

料
一
休
み
の
聞
に
久
保
問
さ
ん
が
聞
い
て
ま
わ
っ
て
く
れ
た
と

こ
ろ
に
よ
る
と
、

デ
ィ
フ
レ
ク
タ

l
の
下
が
そ
っ
く
り
切
り
取

ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
燃
焼
ガ
ス
が
妓
け
た
お
か
げ
で
黒
焦

げ
に
な
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。

前
回
l
号
機
の
時
の
打
ち
上
げ
の
写
真
と
比
較
し
て
み
る
と
、

現
場
で
は
%
が
つ
か
な
か
っ
た
の
だ
が
、

ロ
ケ
ッ
ト
の
背
中
に

あ
る
デ
ィ
フ
レ
ク
タ

1
の.卜
4
分
の
l
ほ
ど
が
切
り
取
ら
れ
た

よ
う
に
な
く
な
っ
て
い
る
。

久
保

m
『
だ
け
ど
も
、
行

っ
て
み
る
と
尚
熱
に
よ
る
ダ
メ
l

H
'
E
A
E書
必
需

大崎射点のPS了。 かつてはNL
N4、Hlといったロケットをここ

から打ち上げた

発射台をIl側から見る。 H-11の符

に使ったPSTの壁面がそのまま使

われている

第三移動発射台。慣射痩に焼け焦げ

ているのがわかる

【
注
明
記
}

当
時
は

H
e
H
A
の
太
く

な
っ
た
S
R
B
'
A克
三
段

自
に
使
う
J
1
ロ
ケ
ッ
ト
の

打
ち
上
げ
予
定
が
ま
だ
あ
っ

た
。
い
ま
(
2
0
0
3年
}

は
も
う
な
い
。
{
笛
)

{
注
明
叫
}

結
局
、
彼
修
し
て

G
X
ロ

ケ
ッ
ト
を
こ
こ
か
ら
打
ち
上

げ
る
こ
と
に
な
っ
た
.
(
総
}

一注
M
剖
}

別
に
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン

が
支
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
(
箆
}



ジ
は
あ
る
そ
う
で
す
」

2
号
機
を
打
ち
上
げ
た
の
は
、
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
朋
第
三
号
移

・・
活

動
発
射
台
。
こ
れ
は

L
E
1
7
A
二
迎
装
の
液
体
ブ
ー
ス
タ

1

一

法
追
加
と
い
う
、
す
で
に
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
上
が

っ
て
い
る
精

強
型
に
合
わ
せ
て
、
メ
イ
ン
エ
ン
ジ
ン
、
両
側
の
聞
休
ブ
ー
ス

タ
l
以
外
に
前
側
に
も
液
体
ブ
ー
ス
タ

l
mの
穴
が
聞
く
よ
う

に
な

っ
て
お
り
、
総
獲
量
は

1
0
5
0
ト
ン
。
こ
れ
が
今
回
使

附
さ
れ
た
発
射
台
で
、
あ
ち
こ
ち
の
デ
ィ
テ
ー
ル
を
見
て
ま
わ

る
。探

す
の
に
手
間
取

っ
た
の
が
、
液
体
酸
紫
、
液
体
水
紫
の
供

給
用
パ
イ
プ
。
も
ち
ろ
ん

P
S
T
側
か
ら
発
射
台
に
桜
続
さ
れ

て
い
る
は
ず
な
ん
だ
が
、
最
終
的
に
発
見
し
た
の
は
直
後
初
セ

ン
チ
く
ら
い
の
細
い

パ
イ
プ
。

V
A
B
か
ら
見
て
右
側
に
液
般
、

左
側
に
も
っ
と
細
い
液
水
用
の
供
給
、
排
出
パ
イ
プ
が
あ
る
。

あ
と
別
に
ヘ
リ
ウ
ム
と
直
後
初
セ
ン
チ
く
ら
い
に
し
か
見
え
な

い
液
体
制怠
索
用
の
供
給
、
排
出
パ
イ
プ
も
あ
る
。

あ
ん
な
刊紙
快
な
も
の
に
燃
料
を
供
給
す
る
の
に
、
こ
ん
な
も

ん
で
い
い
の
か

つ
て
く
ら
い
細
い
配
管
で
あ

っ
た
。

な
お
こ
れ
と
は
別
に
、
水
噴
射
用
の
パ

イ
プ
も
噴
射
口
の
下

に
引
き
目
さ
れ
て
お
り
、
水
供
給
用
の
配
管
も
あ
り
、
本
喬
で

は
こ
こ
か
ら
盛
大
に
水
が
吹
き
だ
さ
れ
る
は
ず
。
こ
ち
ら
の
パ

イ
プ
は
直
径
羽
セ
ン
チ
く
ら
い
あ

っ
た
よ
う
な
:
:
:
。

発
射
後
作
業
が
終
了
し
た
発
射
台
の
上
に
は
鉄
骨
の
足
場
が

組
み
立
て
ら
れ
、
そ
こ
だ
け
見
る
と
街
中
の
工
事
現
場
と
変
わ

発射台の縫滋淘IJ~司の配管

毛主婦彫中

移動発射台の裏部。階段の先にあ

るのが四本ある足のひとつ

移動発射台の下はとうなっている

@ 

....・

{
注
お
}

H
・H
A
ロ
ケ
ッ
ト
の
絹

強
計
画
は、

当
時
の
液
体
ロ

ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ
l
追
加
で

は
な
く
、
本
体
を
4
メ
ー
ト

ル
か
ら
5
メ
ー
ト
ル
に
太
く

し
て
し
E
・7
A
を
二
基、
ま

わ
り
に
は
S
R
8
・A
を
四

基
付
け
る
も
の
に
な
っ
て
い

る
。
{笹
)

-
-
F . . 

. 
， . 



ら
な
い
ド
カ
ヘ
ル
姿
の
人
た
ち
の
作
業
が
続
い
て
い
る
。
聞
い

て
い
る
は
ず
の
噴
射
口
の
穴
は
も
う
す
べ
て
閉
じ
ら
れ
て
い
た
。

下
か
ら
見
る
と
こ
れ
が
白
く
矧
れ
て
る
あ
た
り
、
噴
射
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
感
じ
ら
れ
て
心
地
好
い
。

よ
し
の
ぷ

音
信
移
動
第
二
射
点
は
、

J

l改
朋
に
改
装
を
終
え
て
第
二

射
点
に
お
い
て
あ
り
、
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
用
第
一
ム
移
動
発
射
台

(
つ
ま
り
三
台
の
移
動
発
射
台
の
名
前
は
共
通
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。

H
'H
A
ロ
ケ
ッ
ト
は
大
相
で
い
い
と
し
て
、

J

l
ロ
ケ
ッ
ト
は
大
型
と
い
う
扱
い
で
は
な
い
た
め
、
移
動
発
射

ム
口
の
名
前
を
変
更
し
た
ら
し
い
)
は
現
在
V
A
B
の
中
に
あ
る
。

こ
の
第

一
移
動
発
射
台
の
丞
誌
が

7
5
0ト
ン
。

い
ち
ば
ん

ギ
ミ
ツ
ク
の
少
な
い
音
信
第
二
射
点
が
も
っ
と
も
軽
く
、
大
き

さ
も
小
さ

い
。
第
三
射
点
は
地
強
型
が
乗
る
か
ら
、
そ
れ
だ
け
、

移
動
発
射
台
の
幅
は
向
じ
と
し
て
も
奥
行
き
で

3
メ
ー
ト
ル
か

ら
5
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
大
き
さ
を

現
地
で
確
認
で
き
る
の
は
、
移
動
発
射
台
を
出
く
金
版
刷
棋
の
ポ

イ
ン
ト
。

移
動
発
射
台
は
、
山
本
口
広
で
、
布
団

一
枚
く
ら
い
の
大
き
さ

が
あ
る
ポ
イ
ン
ト
に
合
わ
せ
て
躍
く
よ
う
に
で
き
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
大
き
さ
が
違
う
の
で
、
奥
の
ふ
た
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
埋
め
込
ま
れ
た
鉄
板
の
上
、
こ
れ
は
左
右
に

ひ
と
つ
ず
つ
し
か
な
い
の
だ
が
、
手
前
の
接
地
ポ
イ
ン
ト
は
こ

つ
ず
つ
あ
る
。

残
念
な
が
ら
こ
れ
に
気
が
つ
い
た
の
が
第
二
射
点
に
移
動
し

H
s
E
A
E号
機

第

一
一
射
点
で
の
状
況
は
確
認
し
て
い
な
い
の

の

第
二
射
点
に
抑
制

っ
て
い
る
小
さ
な
吉
信
移
動
発
射
ム
ロ
は

奥
側
の
ポ
イ
ン
ト
に
抑
制
っ
て
い
た
。
手
前
側
に
も
う

一
つ
同
じ

{
注
鉛
}

第
一
段
の
直
径
を

5
メ
ー

ト
ル
に
し
た
織
強
型
H
'
H

A
の
倹
討
で
は
、
こ
の
酎
制
点

か
ら
無
事
に
打
ち
上
げ
ら
れ

る
か
が
か
な
り
問
題
だ
っ
た

ら
し
い
。
結
局
、
で
き
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
同
咽
強

型
H

・H
A
は、

三
護
輔
副
工

主
温
帯
で
開
発
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
。
{
紛
)

て
か
ら
な
の
で
、

2
-f

、

φ
人
A

H
H

大
き
さ
の
核
地
ポ
イ
ン
ト
が
く
っ
つ
い
て
並
ん
で
お
り
、

大
き

さ
が
巡
う
発
射
台
を
泣
く
時
に
は
手
前
の
足
は
手
前
の
ポ
イ
ン

卜
に
来
る
ら
し
い
。

必
要
じ
ゃ
な
い
時
に
は
世
き
場
所
が
な
い
か
ら
外
に
置
い
て

あ
る
そ
う
で
、
級
い
に
は
な
か
な
か
闘
っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

発
射
台
の
下
に
は
大
き
く
穴
が
空
い
て
、
目
測
で
深
さ
ぬ
メ

ー
ト
ル
く
ら
い
。
円
筒
の
断
而
形
に
な
っ
て
い
る
穴
の
底
に
は

さ
ぴ

う
っ
す
ら
と
鋭
の
浮
い
た
水
や
ら
何
や
ら
が
た
ま
っ
て
お
り
、

だ
い
た
い
初
度
く
ら
い
の
傾
斜
で

P
S
Tの
向
こ
う
に
的
射
を

跳
ね
あ
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

本
番
で
は
こ
こ
に
水
が
ば
ん
ば
ん
派
さ
れ
、

溜
め
ら
れ
、
超

発
射
前
、

音
速
の
噴
射
炎
は
水
を
叩
い
て
水
蒸
気
と
化
し
、

メ

イ
ン
エ
ン
ジ
ン
の
点
火
に
と
も
な
っ
て
ロ
ケ
ッ
ト
の
観
望
台
か

直
接
噴
射

炎
が
当
た
る
あ
た
り
は
遠
い
せ
い
も
あ
っ
て
そ
ん
な
に
傷
ん
で

ら
見
て
右
側
に
沸
き
立
つ
自
答
は
そ
れ
な
ん
だ
が
、

い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
こ
れ
が
歪
近
距
灘
か
ら
間
体
ロ
ケ

ッ
ト
ブ
ー
ス
タ
ー
の
附
射
炎
を
喰
ら
う

M
'
V
ロ
ケ

ッ
ト
の
場

ム口、

ハ
ー
フ
パ
イ
プ
に
な
っ
て
い
る
耐
熱
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
表

而
第主が
こ 1;[
射り
J111ま
のり
方は
カf カf
、n

て
る
ん
だ
カf。

椀
ら
れ
て
い
る
穴
も
デ
ィ
フ
レ
ク
タ
l

の
規
模
も
大
き
い
。
第
一
一
射
点
の
デ
ィ
フ
レ
ク
タ
ー
は

P
S
T



の
.
以
対
β
向
に
し
か
抜
け
て
い
な
い
が
、

第
二
射
点
は
だ
れ
に

抜
け
る
-K
も
迫
加
さ
れ
て
い
る
。
山
八
の
規
絞
も
、

j
M
・1
1
A
U
d

-
-
p
b
7
'
a
E
f唱
EA
、
ノ

ー
ト
ル
く
ら
い
深
い
。

暢
』
ち
ら
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ

-・
..
 
・
J

、

e'e''目、

た
ロ
ケ
ッ
ト
は
ま
だ
な
い
。
次
の
J
ー
が
予
定
か
な
?

第
二
射
点
系
へ
の
移
動
発
射
台
の
移
動
は
、
V
A
B
か
ら
前

総
で
行
け
ば
い
い
第

一
一
射
点
と
は
逃
い
、
行
程
の
印
パ
ー
セ
ン

ト
の
辺
り
か
ら
右
側
印
度
く
ら
い
の
斜
め
の
道
に
入
り
、

さ
ら

に
向
き
を
変
え
て
射
点
に
収
め
る
と
い
う
機
動
を
、

H
F
・-
Hソ

B'

に
要
求
す
る
こ
と
に
な
る
。

レ」
、

こ
れ
が
何
を
意
味
す
る
か
と
い
う

ロ
ケ
ッ
ト
の
丘
で
張
っ
て
い
る
と
績
位
慌
の
移
動
し
か
見

え
な
い
ロ
ケ

ッ
ト
が
、

斜
め
前
か
ら
の
移
動
を
見
せ
て
く
れ
る

移
動
も
現

の
が
期
待
で
き
る
と
い
う
。
距
緩
も
多
少
延
び
て
、

在
の
加
分
で
は
な
く
ぬ
分
近
く
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
。

で
き
れ
ば
移
動
発
射
台
の
方
向
転
換
な
ん
で
も
の
を

U
の
前

で
見
て
み
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、

た
だ
で
さ
え
発
射
台
の
移
動
小

は
半
館
山

2
5
0
メ
ー
ト
ル
は
立
ち
入
り
禁
止
な
の
で
そ
れ
は
熊

剛
川
か
も
し
れ
な
い
。

第
二
射
点
と
も
に
州
側
に
亦
れ
に
減
ら
れ
た
欽

第

一
例
点
、

什
の
巡
似
針
の
鉄
貯
が
辿

っ
て

い
る
。

そ
ば
に
行

っ
て
み
る
ま
で
気
が

つ
か
な
か

っ
た
が
、

第

一
射

以
の
在
れ
の
避
泊
針
は
熔
ひ
と
つ
分
も
前
後
に
ず
れ
て
辿
っ
て

基
礎
術
造
の
問
題
で
Jr行
に
で
き
な
か

っ
た
そ
う
で
、

第
二
射
点
も
同
様
に
完
全
に
平
行
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

発
射
熔
に
も
避
雷
針
が
立
っ
て
お
り
、

い
る
。

避
明
則
針
は
ロ
ケ
ッ
ト

@ 

を
州
刈
向
か
ら
附
む
こ
と
に
な
る
。

日
出
保
山
初
メ

【
注
川
}

だ
か
ら
ヱ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ

ン
じ
ゃ
な
い
っ
て
ば
.
(
笹
)

初
治
と
し
て
、

ー
ト
ル
の
球
が
似

っ
て
き
て
も
入
り
込
め
な
い
と
い
う
慨
念
で

-
制球

形
の
ダ
ダ
イ
ズ
ム
み
た
い
な
使

及
川
川
怠
れ
て
い
る
そ
う
で
、

総
で
も
狭
め
て
こ
よ
う
っ
て
訴
で
も
あ
っ
た
ん
だ
ろ
う
か
。
わ

か
り
や
す
い
説
明
で
は
あ
る
が
。

久
保
凶
さ
ん
は
、

こ
こ
か
ら
も
見
え
る
H
1
鋭
盟
台
の
近
所

に
立

っ
て
い
る
日
さ
剖
メ
ー
ト
ル

の
観
測
タ
ワ

l
に
昇
っ
た
こ

と
が
あ
る
そ
う
な
。
こ
れ
は
赤
自
の
鉄
骨
精
造
の
絡
で
、

組i

階
段
が
つ
い
て
い
る
だ
け
。
も
ち
ろ
ん
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ん
ぞ

C
3
。

ψ
匂

bJ
1
m
の
P
S
T
か
ら
観
測
カ
メ
ラ
を
移
動
し
た
時
に
、

の
受
領
確
認
の
た
め
に
昇
っ
た
そ
う
で
、
何
が
怖
い
っ
て
が
び

が
び
に
鋭
.
ひ
た
ス
テ
ン
レ
ス
と
急
な
階
段
、
お
ま
け
に
好
っ
た

円
は
風
が
な
か
っ
た
か
ら
よ
か

っ
た
も
の
の
ぐ
ら
ぐ
ら
帰
れ
る

タ
ワ
ー
の

t
。
ほ
ぽ
二
十
防
総
て
に
相
ψ
ー
す
る
ピ
ル
の

umtに

附
段
だ
け
で
料
品
っ
て
い
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
ん
だ
か
ら
、
こ

っ

ち
み
た
い
な
野
次
郎
に
は
う

つ
ほ
!
な
引
悠
だ
が
、
円
相
ハ
H

に
は

・
半
か
ろ
う
。
ス
テ
ン
レ
ス
の
金
M

駒
山
例
造
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
て、

そ
の
上
か
ら
ろ
く
な
補
修
も
な
し
に
分
以
く
検
炎
が
虫
ね
ら
れ

て
い
る
だ
け
で
、

一
段
日
を
踏
み
抜
い
た
脱
H
H
も
い
る
ら
し
い
。

市
の
ぬ
の
仰
の
階
、
ぃ
帥
山
田
卸
メ
ー
ト

ル
で
防
段
を
時
み
妓
い
た

恐
怖
は
、
山
w
l
明
者
に
し
か
わ
か
る
ま
い
。

続
い
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
を
け
見
せ
て
も
ら
う
。
今
回
、
わ

ざ
わ
ざ
頼
ん
で
見
せ
て
も
ら

っ
た
の
は
避
難
ト
ン
ネ
ル
。
地
下 そ



ら
、わ

ニ
断
か
ら
山
向
こ
う

こ
弓
I
〆
、
"
ド
リ
H

陥
れ
匹
こ
リ
A

F
-
t
'
J

、ht
'
s
'
E
'可
制

ur

できれば録後まで訓練でしか使われないといい
澄鑓トンネル

ら
さ
れ
て
延
々
と
続

く
避
嫌
ト
ン
ネ
ル
を

全
部
歩
け
る
こ
と
に

な
る
。

ト
ン
ネ
ル
は
完
全

な
前
線
で
は
な
く
、

ゆ
る

途
中
緩
い
曲
が
り
角

が
三
カ
所
く
ら
い
あ

り
、
後
半
は
ゆ
っ
た

り
と
し
た
放
に
な
る
。

こ
こ
ま
で
米
た
綴
道
は
初
め
て
だ
ろ
う
と
思
っ
た

ず

ロ
ケ
ッ
ト
を
射
点
に
似
え
て
か

そ
う
で
も
な
い
ら
し
い
。

ら
プ
ロ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
を
行
な
う
と
立
ち
入
り

料
品
刷
止

K
M引
に
ひ

っ
か
か
る
た
め
、

作
山
内
の
鍛
と
し
て
山
川
か
ら

ト
ン
ネ
ル
内
を
通
し
て
プ
レ
ス
を
ブ
ロ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
に
入
れ
た

-と
い
う
貼
り
紙
が
い
く
つ
か
絞

っ
て
い
た
。

泊
り
す
が
り
に
久
保
川
さ
ん
が
A
t
m
剥
が
し
て
い
く
。

ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
山
中
に
ず
か
ず
か
入
り
込
ん
で
の
取
材
が
で
き

λ
w

。
ら
し
く
、

フ
レ
ス

プ
ロ

γ
ク
ハ
ウ
ス
内
に
民
り
、

い
つ
む
な
ら
こ
こ
は
、

ぷ
む
い
な
い
発
射

コ
ン
ト
ロ

発
射
前
で
、

で
き
る
だ
け
ひ
ま
な

時
間
初
に
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
の
時
間
を
設
定
す
る
ら
し
い
。

う
わ
け
で

「プ
レ
ス
が
来
る
ぞ
、

H
a
E
A
E害
機

と
b、

仕
事
し
て
る
ふ
り
を
し

ふ

列

ろ
1

」
と
い
う
お
か
仰
令
が
山
る
そ
う
な
。

「だ
か
ら
伐
、
仔
筋
仰
ば
し
て
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
見
て
ま
し
た
。

な
ん
に
も
し
て
な
い
ん
だ
け
ど
」
と
は
、
久
保
川
さ
ん
の
聞
い

~、FH
。

1
1
2
 

そ
れ
は
と
も
か
く
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
も
モ
ニ
タ
ー
む
イ
ン
ジ

ケ
l
タ
ー
も
な
ん
に
も
点
い
て
な
い
け
ど
、

ど
こ
に
行
っ
て
も

大
丈
夫
な
発
射
管
制
隻
を
ビ
デ
オ
白
し
な
が
ら
ず
か
ず
か
歩
き

ま
わ
る
。

打
ち
上
げ
責
任
者
の
席
は
一
自
分
し
か
な
い
が
、
あ
と
の
席

が
二
つ
分
ず
つ
あ
る
の
は
前
自
の
取
材
の
時
に
聞
い
た
通
り
。

そ
れ
も
同
じ
シ
ス
テ
ム
の
府
が
隣
り
合
っ
て
る
の
は
ど
う
か
と

思
っ
た
ら
、

る
。

今
闘
は
か
な
り
左
右
に
ば
ら
け
て
い
る
よ
う
で
あ

モ
ニ
タ
ー
は
れ
噌
デ
ィ
ス
フ
レ
イ
、

的
パ
ー
セ
ン
ト
は
C
R

T
だ
が

一
郎
新
し
い
波
品
に
な
り
つ
つ
あ
り
、

そ
の
う
ち
必
新

が
終

f
す
る
ん
だ
ろ
う
か
。

一
階
の
、

け

1H
ロ
ケ

ッ
ト
時
代
の
同
日
制
山
積
む
取
材
さ
せ
て

ιu、，り、「〆
。
「
こ
の
あ
と
は
、

た
ぶ
ん
似
制
限
常
か
物
悦
に
な
る
と

思
い
ま
す
」。

で
も

コ
ン

ソ

Jレ
の

Z弱
行日lま
を J
" ~ 1 
さ tr
(.tち

け l二

げ
川
な
ど
に
ま
だ
使
う
つ
む
り
ら
し
く
、

た
紙
が
セ
ロ
テ
l
プ
で
断

つ
で
あ

っ
た
り
す
る
。

ブ
ロ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
あ
と
、

V
A
B
の
取
材
。
今
川
上
に
上

.、5
り

+
6
A
H
r
-
つ
二
f

、

7
Z冶

σー
か

2
F
f
d
T
カ

と
り
あ
え
ず
布
側
の
ス
ペ
ー
ス
に

入
っ
て
い
る
ド
l
リ
l
に
対
闘
し
、

真
ん
中
の
ス
ペ
ー
ス
に
お

⑮ 



い
で
あ
っ
た
移
動
発
射
台
中
央
部
の
開
口
部
分
別
作
業
台
も
見

る
。そ

れ
か
ら
、
旧

V
A
B
に
も
入
る
。

現
V
A
B
は
、
旧

V
A
B
の
正
聞
に

2
5
0
パ
ー
セ
ン
ト
く

ら
い
の
容
般
の
新
・
家
屋
を
建
て
増
し
す
る
形
で
建
設
さ
れ
た
。

旧
V
A
8
は

一
度
に

一
越
の
ロ
ケ
ッ
ト
の
鍛
伽
組
み
立
て
し
か

で
き
な
か
っ
た
が
、
新
居
で
は
衛
星
フ
イ
ツ
テ
ィ
ン
グ
ま
で

V

A
B
で
行
な
う
形
に
な
り
、
し
か
も
垂
直
に
情
い
た
こ
基
の
ロ

ケ
ッ
ト
の
向
時
組
み
立
て
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

だ
も
ん
で
、
旧
V
A
B
の
正
而
に
は
背
の
ロ
ケ
ッ
ト
巡
び
だ

し
用
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
て
(
裂
に
闘
っ

て
気
が
つ
い
た
が
、
五
枚
く
ら
い
に
鍾
ね
ら
れ
た
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
ワ
イ
ヤ
ー
で
巻
き
上
げ
る
方
式
)
、
前
の

V
A
B
の
外
装
も

残
っ
て
い
る
が
、
そ
ち
ら
に
入
っ
て
み
た
ら
旧

H
a
H
ロ
ケ
ッ

ト
用
の
蜂
備
床
が
ぎ
っ
し
り
残
さ
れ
て
い
て
び
っ
く
り
。

釈
家
屋
の
終
術
床
は
必
要
に
応
じ
て
よ
下
で
き
る
の
だ
が
、

旧

H
'
H
で
は
そ
ん
な
シ
ス
テ
ム
は
な
か
っ
た
の
で
、

拙軍
備
床

も
数
が
多
く
な
る
ら
し
い
。
て
い
う
か
、
前
の
設
備
を
そ
の
ま

ま
残
し
て
ろ
く
に
使
え
な
い
の
で
は
、
山
総
て
憎
し
し
た
と
い
う

よ
り
も
新
築
し
て
旧
家
は
放
り
っ
ぱ
な
し
の
状
況
に
近
い
。

さ
ら
に

V
A
B
の
奥
、
水
平
状
態
の
ロ
ケ
ッ
ト
が
引
き
込
ま

れ
る
場
所
に
も
行
く
。
こ
こ
に
入
る
の
は
初
め
て
で
あ
る
。

入
っ
て
み
た
ら
、
重
訟
を
本
物
と
同
一
に
す
る
た
め
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
が
詰
め
て
あ
る
と
い
う
地
上
テ
ス
ト
機
用
の

S
R
B

-A
が
二
基
縦
に
並
べ
て
悶
い
で
あ
り
、
こ
れ
も
も
う
使
わ
な

い
は
ず
な
の
で
行
く
先
に
闘
っ
て
い
る
も
の
だ
そ
う
な
。

V
A
B
の
見
学
終
了
後
、
次
は
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
の
燃
焼

試
験
設
備
に
向
か
う
。

か
つ
て

L
E
1
7
ロ
ケ
ッ

ト
の
閥
発
中
に
総
発
事
故
を
起
こ

し
、
ノ
ズ
ル
を
務
と
し
た
と
い
う
こ
こ
は
、

H
'H
の
運
用
時

代
に
は

L
E
1
7
A
の
側
発
を
し
て
い
た
た
め
入
る
機
会
が
な

く
、
今
に
な
っ
て
ひ
ま
だ
か
ら
入
れ
る
場
所
。

ぷ

ス
レ
ー
ト
鷲
き
の
屋
被
が
鉄
A
H
の
上
に
絞
っ

て
い
る
二
階
建
て
構
造
の
中
に
、
エ
ン
ジ
ン
闘

"しvh
、

定
期
の
治
具
、
酸
帯
用
水
帯
用
供
給

mの
配
管
が
引

き
回
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
反
対
側
に
回
っ

て
み
る
と
ど
れ
よ
り
も
大
き
な
構
造
の
デ
ィ
フ

レ
ク
タ
ー
が
。

-
碍

ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
の
受
領
試
験
は
、
通
常

印
秒
二
回、

1
0
0秒
一
回
が
行
わ
れ
る
と
い

う
。
山
首
通
な
ら
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
う
は
ず
の

ロ
ケ
ッ
ト
の
噴
射
炎
を
延
々
と
受
け
止
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
開
発
段
階
な
ら
正
規
の
噴
射

時
間
で
あ
る
3
6
0秒
の
噴
射
に
耐
え
な
け
れ

'

ば
な
ら
な
い
デ
ィ
フ
レ
ク
タ
ー
だ
か
ら
、
他
よ
4

・

り
も
大
き
く
な
る
の
は
当
然
だ
ろ
う
。

他
の
も
の
よ
り
も
え
ぐ
り
が
深
く
、
複
雑
に

巨
大
化
し
た
デ
ィ
フ
レ
ク
タ

1
の
初
度
く
ら
い

{注
幻
}

床
が
減
っ
た
の
で
、
使
用

す
る
床
の
取
り
合
い
が
あ
っ

た
と
か
。
そ
の
昌軍隊
で
は、

床
だ
ら
け
の
H
'
H
の
時
の

建
患
の
ほ
う
が
よ
か
っ
た
そ

う
だ
。
{
松
)

@ 
ブロックハウスの玄関に周憲された簡易防煙マスク rケムレス』の山



の
斜
面
の
向
こ
う
に
行
っ
て
、

底
を
望
む
。

両
側

階
段こ
やち
ら ら
梯2に
チごも
や鋭
らの

浮
い
た
泥
水
が
た
ま
っ
て
お
り
、

が
付
い
て
い
て
、

行
け
る
よ
う
に
は
な
っ
て
い
る
ら
し
い
。
ち

な
み
に
、

発
射
台
の
デ
ィ
フ
レ
ク
タ

1
の
斜
而
に
も
必
側
に
コ

ン
ク
リ
l
ト
の
断
段
が
滋
悦
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

降
り
て
い
く

こ
と
は
で
き
る
。

打モ
」ド

「行

っ
て
も
い
い
よ

っ
て
J
わ
れ
で
も
、

ヒ
が

っ
て
米

る
の
に
え
ら
い
や
u
労
し
そ
う
な
大
き
さ
で
す
な
」

久
山
陣
凹

「あ、

ノ
リ
の
い
い
人
だ
。

あ
た
し
行
っ
て
み
た
い
』

こ
こ
で
村
過
ぎ
に
な
る
。
日
付
.
食
の
た
め

一
一
例
休
み
。

行
理
棟
前
に
民

っ
て
き
て
ロ
時
応
分
。
同
集
合
は
1
時
間
後

に
し
て
、

職
員
食
堂
に
行
く
。

こ
こ
で
選
べ
る
食
堂
は
二
つ、

宇
宙
展
示
館
の
食
堂
と
管
理

H
E
E
A
2暑
樋

J 

上 ・LE-7やLE-7Aのような大型エンジンの
地上継続突厳を行うための般憐

下・鼠厳綾舗の下には慣射炎を受け止めて湾側に

2ますためのデフレクターが鋸り込んである

{
注
担

名
古
思
の
三
穫
工
鳴
か
ら

繊
子
島
に
巡
ら
れ
た
ロ
ケ
ッ

ト
エ
ン
ジ
ン
は
、

N
A
S
D

A
側
で
漕
憶
し
て
み
て
‘
き

っ
ち
り
性
能
が
出
て
い
る
か

ど
う
か
織
認
す
る
。
と
れ
を

受
領
邸
時
制
と
い
う
・
(
松
)

械
と
同
じ
敷
地
内
に
あ
る
駿
日
食
堂
。
だ
と
す
れ
ば
、
行
く
チ

ャ
ン
ス
の
少
な
い
職
員
食
堂
で
し
ょ
う
。

あ
さ
り

「
ロ
ケ
ッ
ト
定
食
!

そ
ん
な
も
の
が
あ
ろ
う
と
な

と
に
か
く
ロ
ケ
ッ
ト
定
食
!
」

何
本

「
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
淡
さ
で
も
あ
る
と
い
い
ん
だ
け
ど
な

あ
」峨

μ食
常
で
さ
.は
味
耐
別
代
い
の
A
定
食
を
頼
む
。

筑
波
下
山
セ
ン
タ
ー
の
峨

μ食
堂
は
あ
ま
り
の
ま
ず
さ
ゆ
え

に
下
山
食
と
い
わ
れ
て
る
ん
だ
が
、
こ
の
さ
ば
の
ぷ
り
ぶ
り
さ

加
減
は
な
に
?
う
ま
い
。
も

っ
と
も
組
子
ぬ
で
ま
ず
い
食
引

に
当
た
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
け
れ
ど
。

食
市
中
終

f
後
、
管
制
均
株
主
反
っ
て
ラ
ッ
ク
の
新
聞
を
チ
ェ
ッ

ク
。
向
か
い
合
っ
て
座
っ
た
符
本
が
手
に
取
っ
た
の
が
臼
刊
工

か
ろ
う
と
、



業
新
聞
、
松
浦
が
広
げ
た
の
が
日
本
工
業
新
聞
て
あ
た
り
、
駄

目
だ
よ
な
あ
お
れ
た
ち
。

午
後
か
ら
は
、
宇
宙
セ
ン
タ
ー
に
織
入
さ
れ
た
も
の
の
、

定
変
更
で
打
ち
上
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
行
き
場
所
が
な
く
な
っ

た

H
tH
ロ
ケ
ッ
ト

7
号
機
を
見
せ
て
も
ら
い
に
い
く
。

附
い
念
山
仰
の
中
に
並
ん
で
い
る
直
後
4
メ
ー
ト
ル
の
円
筒
形

こ
っ
。

予

怯
浦

「
あ
あ
、

な
ん
と
い
う
こ
と
だ
」

そ
う
思
う
よ
な
あ
。
だ
っ
て
自
の
前
に
あ
る
の
、
飛
ぶ
は
ず

だ
っ
た
ロ
ケ
ッ
ト
な
ん
だ
も
ん
。
で
も
何
で
二
つ
も
下

手
前
が

7
号
機
、
間
に
あ
る
の
が

7
号
機
二
段
目
、
向
こ
う

に
あ
る
ど
う
見
て
も
一
段
目
な
も
の
は
C
F
T
、
発
射
台
で
の

燃
焼
テ
ス
ト
用
の
第
一
段
タ
ン
ク
だ
そ
う
で
あ
る
。

「
で
も
も
う
使
え
な
い
か
ら
、
さ

っ
さ
と
ど
っ
か

へ
持

っ
て
け

っ
て
言
わ
れ
て
る
ん
で
す
」

「
こ
、
こ
れ
を
も
ら
っ
て
燃
料
諮
め
て
飛
ば
せ
ば
:
・
・
:
」

「
向
こ
う
の

C
F
T
な
ん
か
、

uhん
で
持
っ
て
い
け

っ
て
言
、
っ

と
思
い
ま
す
よ
」

残
念
な
が
ら

一
段
目
に
も
二
段
目
に
も
エ
ン
ジ
ン
は
付
い
て

い
な
い
。

7
号
機
で
使
う
は
ず
だ
っ
た

L
E
'
7
エ
ン
ジ
ン
は
、

久
保
問
さ
ん
に
よ
れ
ば
、

三
出
火
の
名
古
屋
工
場
に
あ
る
の
で
は

と
の
こ
と
。
だ
か
ら
こ
こ
に
あ
る
の
は
実
質
燃
料
タ
ン
ク
だ
け

の
ど
ん
が
ら
な
の
だ
が
。

「
ぽ
ん
と
は
宇
宙
展
示
館
に
飾
り
た
い
ん
で
す
」

⑬ 

フ
ラ
イ
ト
モ
デ
ル
で
し
ょ
。
掛
川
ば
な
か
っ
た

7
号
機
だ
も
の
、

そ
れ
は
そ
れ
な
り
の
場
所
に
飾
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

「
で
も
、
こ
の
念
郎
か
ら
展
示
館
に
持
っ
て
い
こ
う
と
思
う
と
、

道
が
制
過
ぎ
て
展
示
館
ま
で
の
道
を
一
段
目
が
通
ら
な
い
ん
で

{
注
調
}

1
9
9
9年
日
月
日
日
に

H
・日
8
号
線
が
打
ち
上
げ

に
失
敗
し
た
こ
と
で
、

7
号

線
は
打
ち
上
げ
る
チ
ャ
ン
ス

を
失
っ
た
。
原
因
調
査
で
符

伺
を
取
ら
れ
て
い
る
う
ち
に
、

国
体
ロ
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ
ー

が
製
道
後
の
晶
健
保
柾
期
限

切
れ
間
近
に
な
っ
て
し
まっ

た
の
だ
。

N
A
S
D
A銭
監

で
も
あ
る
狽
蹟
彫
慶
線
開
輯
盛

大
学
教
浸
は
、
以
前
宇
宙
研

で
閃
か
れ
た
公
開
シ
ン
ポ
ジ

ュl
ム
で
、
『
事
般
の
官
同
地

調
査
で
も
な
ん
で
も
いい
。

な
ん
と
で
も
名
目
を
付
け
て

7
号
慨
を
打
ち
ょ
げ
る
べ
き

だ
っ
た
。
白
河
鐙
な
事
畝
調
査

な
ど
と
曾
っ
て
打
ち
上
げ
を

中
断
し
た
と
と
で
‘
日
本
の

宇
宙
開
発
は
一
議
大
切
な

“融買い
H

を
失
っ
て
し
ま
っ

た
の
だ
』
と
雷
っ
て
い
た
。

正
論
だ
と
思
う
。
(
総
)

す
組
子
白
川
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
ワ
イ
ン
デ
イ
ン
グ
ロ

1
ド
は
臨
も

砂
浜
も
あ
る
山
岳
部
に
作
ら
れ
て
い
る
だ
け
に
、

曲
が
り
く
ね

っ
て
い
る
上
に
お
低
差
も
激
し
い
。
管
理
棟
か
ら
ゲ

1
ト
に
直

悼
以
降
り
て
い
く
道
な
ん
か
、

お
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
数
字
を
出

し
て
い
る
。

「
そ
れ
な
ら
、

ぶ
っ
た
切
っ
て
二
つ
に
分
け
て
日
開
示
す
れ
ば
」

タ
ン
ク
の
中
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
輪
切
り
に
し
て
の
展
示
は

珍
し
く
な
い
か
ら
。

と
に
か
く
、

7
号
機
を
自
の
前
に
す
る
。
も
ち
ろ
ん

「
ロ
ケ

ッ
ト
に
触
ら
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
杭
・
訟
舎
は
あ
る
の
だ
が
、

こ
ん
な
機
会
は
な
い
か
ら
触
っ
て
み
る
。

表
而
の
オ

レ
ン
ジ
色
の
断
熱
材
は
、
か
す
か
す
の
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
と
い
う
か
然
焼
き
と
い
う
か
、
爪
を
立
て
た
だ
け
で
が

さ
が
さ
こ
ぼ
れ
て
い
き
そ
う
な
そ
ん
な
も
ろ
い
材
質
で
あ
る
。

-
叫

こ
ん
な
ん
で
は
キ
ツ
ツ
キ
に
や
ら
れ
る
の
も
無
理
は
あ
る
ま
い
。

一
段
目
と
二
段
目
を
つ
な
ぐ
接
合
部
分
は
ア
ル
ミ
製
ボ
ル
ト

締
め
で
、
カ
ー
ボ
ン
製
に
変
一見
さ
れ
た

H
1
H
A
に
比
べ
て
い

か
に
も
重
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
内
部
の
配
線
は
、
タ
イ
タ
ス

ビ
ル
の
ロ
ケ
ッ
ト
高
校
の
前
で
見
た
横
倒
し
の
タ
イ
タ
ン
な
ぞ

{注
M
叩
}

以
前
、
類
似
の
断
然
材
を

使っ
て
い
る
ス
ペ
ー
スシ
ャ

ト
ル
の
外
部
タ
ン
ク
が
キ
ツ

ツ
キ
に
つ
つ
か
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
で
、

N
A
S
A
が

取
っ
た
対
策
は
、
キ
ツ
ツ
キ

よ
け
の
フ
ク
ロ
ウ
の
置
物
を

鍾
く
こ
と
だ
っ
た
。
(
松
)



よ
り
よ
ほ
ど
す
っ
き
り
し
て
い
る
。

隣
の
タ
ン
ク
は

1
9
9
3年
製
、

7
号
機
の
方
が
製
造
年
月

日
も
新
し
い
。
や
は
り
細
か
く
改
良
さ
れ
て
い
る
の
か
、
コ
ー

ド
も
必
要
政
小
限
の
長
さ
に
す
っ
き
り
盛
れ
て
お
り
、
細
か
い

改
良
が
進
ん
で
い
る
の
が
わ
か
る
。

間
体
ブ
ー
ス
タ
!
と
の
接
合
部
も
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
下
部
接

合
部
は
き
っ
ち
り
カ
パ

1
で
複
わ
れ
て
ボ
ル
ト
で
止
め
ら
れ
て

お
り
、
上
部
接
合
部
も
接
合
部
分
に
は
キ
ャ
ッ
プ
が
緩
め
ら
れ

て
閉
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
あ
ん
ま
り
見
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

狭
い
倉
廊
に
一
段
目
ニ
っ、

二
段
目

一
つ
が
ぎ
っ
し
り
に
入

っ
て
る
か
ら
、
見
上
げ
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
倉
賄
の
二
階

部
分
か
ら
見
ら
れ
な
い
の
か
と
聞
い
て
み
た
が
、
二
階
は
メ
ー

カ
ー
の
オ
フ
ィ
ス
が
入

っ
て
い
る
の
で
無
想
っ
ぽ
い
。

で
は
、
こ
れ
と
一
緒
に
使
う
は
ず
だ
っ
た
間
体
ブ
ー
ス
タ
ー

は
い
っ
た
い
ど
こ
に
?

「
そ
れ
も
倉
庫
に
入
っ
た
ま
ん
ま
な
ん
で
す
。
情
枇
進
剤
が
詰
ま

っ
た
ま
ま
(
娘
し
そ
う
な
笑
顔
)
。
そ
ろ
そ
ろ
賞
味
期
限
、
賞

味
期
限
て
い
う
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け
ど
、
切
れ
ち
ゃ
う
ん
で
、

使
わ
な
い
の
な
ら
燃
焼
試
験
さ
せ
て
く
れ
っ
て
メ
ー
カ
ー
さ
ん

は
言
っ

て
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
だ
け
で
も
予
算
か
か
っ
ち
ゃ

う
か
ら
ど
う
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
」

て
こ
と
は
う
ま
く
張
っ
て
い
れ
ば
間
体
ブ
ー
ス
タ
l
の
燃
焼

試
験
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
わ
け
だ
な
。

宇
宙
セ
ン
タ
ー
取
材
は
こ
こ
が
放
後
に
な
る
。
管
理
糠
に
一灰

H
'
E
A
E害
機

り
、
久
保
田
さ
ん
と
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
に
お
礼
を
言
う
。

こ
の
た
め
だ
け
に
三
泊
も
余
計
に
延
泊
を
か
け
た
わ
け
だ
が
、

そ
れ
だ
け
の
側
値
は
あ
る
取
材
で
あ
っ
た
。
射
点
周
辺
と
か
、

退
避
ト
ン
ネ
ル
と
か
、

飛
ば
な
か
っ
た

7
号
機
と
か
、
な
か
な

か
よ
い
も
の
が
見
ら
れ
た
。

ま
あ
他
に
も
、

P
S
T
の
上
の
方

(
こ
こ
ら
辺
も
か
な
り
鏑

が
来
て
る
ら
し
く
上
が
る
の
は
難
し
い
か
も
)

間
体
ブ

と
か
、

ー
ス
タ

1
試
験
場
の
建
物
の
中

(
燃
え
残
り
の

S
R
B
'
A
の

ケ

l
シ
ン
グ
が
残
っ
て
い
る
は
ず
)

と
か
、

こ
れ
だ
け
通
っ
て

い
な
が
ら
ま
だ
見
て
な
い
と
こ
ろ
っ
て
の
は
、
あ
ち
こ
ち
残
つ

て
る
ん
だ
け
ど
ね
。

河
内
温
泉
セ
ン
タ
ー
に
.戻
っ
て
ひ
と
つ
風
呂
浴
び
る
。

-
討
に
戻
り
、

一
休
み
し
て
か
ら
前
円
発
見
し
た
市
燦
き
度

「山
中
ま
さ
」
-白、-T
J
.

，、。

，a--dマ
句

'
a

司

こ
こ
は
水
限
定
休
ら
し
く
、

昨
日
は
休

み
で
あ
っ
た
。

プ
レ
ハ
ブ
み
た
い
な
応
に
入
っ
て
、
ぎ
り
ぎ
り
6
時
田
分
。

7
時
ま
で
の
ビ

l
ル
3
5
0円
に
間
に
合
う
か
ど
う
か
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
、

牧
野
の
三
杯
を
注
文
。
こ
の
時

笹
本
、
あ
さ
り
、

点
で
松
浦
は
い
つ
も
の
オ
フ
ィ
ス
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ

l
種
子
島
の

ロ
ビ
ー
に
い
た
。

申
中
織
り
他、

い
ろ
い
ろ
注
文
す
る
。

他
の
つ
ま
み
は
ま
あ
普
通
程
度
で
、

大
し
た
こ
と
は
な
か

っ
た
の
だ
が
、

前
日
の
応
に
比
べ
れ
ば

さ
す
が
市
ま
さ
と
名
乗
る

だ
け
あ
り
、

中
市
協
り
は
だ
ん
と
つ
に
う
ま
い
。

シ
シ
ト

特
に
、



ウ
に
豚
肉
の
薄
切
り
を
巻
い
た
飴
・
焼
き
が
、
焦
が
し
具
合
と
い

い
、
風
味
と
い
い
、
絶
品
。
残
念
な
が
ら
単
品
注
文
は
で
き
な

い
も
の
の
、
他
も
う
ま
い
か
ら
、
そ
の
ま
ま
中
盛
り
を
続
け
て

注
文
し
つ
つ
、
冷
奴
は
う

っ
す
ら
塩
味
が
な
か
な
か
。
う
ま
い

う
ま
い
と
ビ

1
ル
を
飲
ん
だ
く
れ
る
。
あ
l
っ
、
今
夜
は
飲
む

つ
も
り
は
な
か
っ
た
の
に
。

松
浦
合
流
後
も
そ
れ
な
り
に
飲
ん
だ
く
れ
、
ま
だ
食
い
足
り

な
い
か
ら
寿
司
口
院
に
回
る
と
い
う
あ
さ
り
、
松
浦
と
別
れ
て
、

デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
シ
ョ
ッ
プ
に
牧
野
と
見
い
だ
し
に
行
き
、
酒

屋
に
回
っ
て
ビ

l
ル
六
缶
パ
ッ
ク
を
興
っ
て
宿
に
戻
る
。

明
日
は
夜
か
ら
長
距
雌
ド
ラ
イ
ブ
と
い
う
ハ

l
ド
ス
ケ
ジ

ュ

ー
ル
な
の
で
、
牧
野
、
松
浦
部
屋
に
行
っ
て
、
早
め
に
絞
る
。

、
3 

@ 

滑走路一本だけの南国の種子島空港。ターミナルビルl立平患で管

制浴だけが=鰭にある



聾
ナ
烏
で
の
取
材
を
終
え
た
申

子
島
を
あ
と
に
し
た
。

笹
本
は
航
送
フ
ェ
リ
ー
で
デ
ミ
オ
ご
と
一
足
先
に
鹿
児
島
港
に
到
看
あ

と
か
ら
鍬
客
フ
ェ
リ
ー
で
追
い
か
け
て
き
た
あ
さ
り
、
松
浦
牧
野
ー
と
合

流
し
た
。
遅
れ
て
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
し
た
連
中
は
厳
島
戦
隊
タ
ネ
ガ
シ
マ
ン

の
特
番
易
見
ら
れ
た
そ
う
で
、
ん
な
も
ん
や
っ
て
る
っ
て
知
っ
て
れ
ば
な
あ
。

そ
の
ま
ま
錦
江
湾
奥
の
吉
本
屋
に
寄
っ
た
り
し
な
が
ら
れ
時
く
ら
い
に
は

九
州
高
遠
温
に
乗
っ
て
亙
尽
に
向
か
う
。

山
崎
名
泊
代
中
失
道
と
乗
り
継
い
で
、
裏
目
前
到
着
は
翌
日
の
午
後
、
も

ち
ろ
ん
そ
の
日
は
そ
の
ま
ま
諸
国
に
潜
り
込
み
、
体
力
軍
清
に
務
め
る
。
こ

こ
ら
辺
は
、
君
事
怠
雲
取
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
ド
ラ
イ
ブ
.
か
借
倒
と
な
っ
た
ロ
ケ

ッ
ト
取
材
の
い
つ
も
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
・

一+ぺ

H
'H
A
2毎
機
に
よ
っ
て
打
ち
ト
司
ら
れ
た
衛
星
の
う
ち
、
ピ
ギ

|
パ
ッ
ク
の
D
A
S
Hは
績
局
ロ
ケ
ッ
ト
か
ら
分
献
で
去
す
、
大
気
圏
由
門
突

入
曾
騒
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
和
、
こ
の
実
験
は
2
0
0
3年
5
月

に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
M
U
S
E
S
-C
こ
と

『は
や
ぶ
さ
』
が
は
る
ば
る
小
感

易
か
ら
持
ち
帰
っ
た
サ
ン
プ
ル
を
再
突
入
カ
プ
セ
ル
で
地
ょ
に
帰
還
さ
せ
る

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
先
立
っ
て
行
な
わ
れ
る
は
ず
た
っ
ト
、

で
は
、

『は
や
ぶ
さ
」
の
カ
プ
セ
ル
は
ぶ
っ
つ
け
窓
番
で
大
気
圏
に
突
入
す

る
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
わ
け
で
は
な
い
.
カ
プ
セ
ル
は
海
外
で
も
数

十
年
の
実
旭
町
か
あ
り
、
耐
熱
タ
イ
ル
な
ど
よ
り
も
は
る
か
に
耐
久
性
の
高
い

溶
融
材
で
保
議
さ
れ
て
い
る
。
大
気
銅
突
入
院
吋
の
熱
は
カ
プ
セ
ル
底
に
分
厚

く
作
り
込
ま
れ
た
カ
ー
ボ
ン
フ
ヱ
ノ
l
ル
と
、

ラ
ブ
は
翌
日
、
2
月
8
日
に
種

H
'
E
A
E喜
議

宇宙研で鰻終調盤中のOASH.切り厳されて大気舗に突入する
のは中央の銀色の中掌鍋だけのはすだった

る
こ
と
で
吸
収
さ
れ
、
本
体
は
守
ら
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
余
裕
は
耐
組
問
タ
イ

ル
よ
り
も
多
く
取
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
地
上
実
験
で
も
良
好
な
結
果
が
得
ら

れ
て
い
る
。
D
A
S
H
の
実
肢
は
そ
の
点
に
お
い
て
は
確
認
の
窓
味
合
い
が

大
禽
ミ
、
家
蟻
注
予
で
き
や
ふ
く
て
も
M
U
S
E
S
-C
が
サ
ン
プ
ル
リ
タ
ー

ン
で
き
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、

D
A
S
Hが
再
突
入
し
て
い
れ
ば
微
々
な
デ
1
タ
.
か
得
ら
れ



た
は
ず
な
の
だ
が
・

な
お
、
海
外
か
ら
再
突
入
体
の
デ
l
タ
争
得
る
こ
と
は
厳
し
い
。
な
ぜ
か

と
い
う
と
、
こ
れ
が
大
隊
問
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
弾
績
を
大
気
圏
再
突
入
の
熱

か
ら
守
る
妓
術
に
直
結
す
る
た
め
で
あ
る
・
た
と
え
目
的
が
平
和
利
回
用
で
あ

ろ
う
と
も
、
撃
は
技
術
を
公
開
し
た
が
勺
な
い
し
、
高
価
な
予
算
を
も
ら
っ

本
来
の
H
a川
A
2
暑
必
慌
の
ペ
イ
ロ
l
ド
で
あ
る
M
D
S
B
l、
民
生
部

口問

・
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
実
証
衛
星
は

『つ
ば
さ
」
と
名
付
け
ら
れ
て
静
止
ト

ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
軌
道
に
投
入
さ
れ
た
。
組
静
止
衛
星
な
ら
海
地
点
で
キ
ッ
ク
モ

ー
タ
ー
を
吹
か
し
て
静
止
軌
道
に
入
る
と
こ
ろ
だ
が
、
「
つ
ば
さ
』
の
自
的
は
、

衛
星
に
終
認
罰
さ
れ
た
民
生
曹
闘
で
作
ら
れ
た
シ
ス
テ
ム
が
苛
酷
草
子
宙
空
間

で
作
動
す
る
か
ど
う
か
の
検
証
に
あ
る
・

地
球
の
周
囲
は
、
強
放
射
線
が
荒
れ
狂
う
パ
ン

・ア
レ
ン
帯
に
固
ま
れ
て

い
る
。
低
軌
道
の
衛
星
も
、
静
止
衛
星
も
、
こ
の
パ
ン

・
ア
レ
ン
帯
を
避
け

た
軌
道
に
上
か
る
の
だ
が
、
一
周

ω時
同
お
分
の
楕
円
軌
道
に
入
っ
た

「つ

ば
さ
」
は

l
aに
二
回
も
こ
の
パ
ン
・
ア
レ
ン
務
走
泡
り
抜
け
る
。

結
果
と
し
て
得
、
勺
れ
る
の
は
、
一
年
で
通
常
の
静
止
衛
星
の
主
同
以
上
、

つ
ま
り

ω年
分
の
放
射
線
ま
冶
ぴ
た
シ
ス
テ
ム
の
還
期
デ
1
タ
で
あ
る
。

宇
宙
シ
ス
テ
ム
に
、
高
価
で
低
怜
能
で
も
実
績
ま
あ
る
専
用
響
曲
で
は
な

く
、
安
価
で
高
性
能
で
も
実
織
の
な
い
民
倖
南
の
、
秋
業
原
で
庫
川
ら
れ
て
い

る
喜
つ
な
露
五
誌
を
僚
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
性
能
向
上
と
劇
的
な
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
が
司
絡
に
な
る
。

し
か
し
、
安
く
簡
単
に
衛
星
を
作
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
今
ま
で
宇
宙
産

業
を
独
占
し
て
い
た
大
手
メ
ー
カ
ー
の
利
舗
が
大
幅
に
圧
縮
さ
れ
、
宇
宙
産

業
会
綴
け
る
旨
味
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
辺
は
朗
読
の
や
り
方
な
ど

呈
直
す
必
妥
が
あ
る
。
安
〈
作
れ
ば
利
鍾
京
増
え
る
喜
つ
に
す
る
と
か
。

@ 

す
で
に
、
ペ
イ
ロ
l
ド
の
会
飾
穿
会
使
っ
た
ピ
ギ
l
パ
ッ
ク
打
ち
上
げ
で

誕
も
の
超
小
切
荷
量
カ
打
ち
ょ
げ
ら
れ
て
い
る
・
そ
の
う
ち
い
く
つ
か
は

そ
れ
ま
で
の
衛
星
よ
り
ニ
桁
か
ら
三
桁
安
い
製
空
貨
を
途
成
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
民
生
部
回
師
会
侯
つ
て
の
実
繍
は
渚
々
と
積
み
上
げ
・
勺
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

近
い
将
来
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
組
み
上
げ
る
よ
う
に
衛
星
や
宇
宙
船
を
作

れ
る
時
仲
山
ー
か
来
る
だ
ろ
‘
っ
。

似通上のMDS1 rつばさJ (惣像図).無事

に予定されたすべての任務を終えて、2003年
9月末に運用を総7した.得られたデータで、

2004年に1<1:民生1IIl~を宇宙で使用するための
ガイドラインが作られることになっている



続
く
火
星
探
査
機
は
P
L
A
N
E
T
-
B、
現
在
計

画
中
の
金
星
探
査
機
は
P
L
A
N
E
T
e
Cと
忽
る
。

打
ち
上
げ
が
成
功
す
る
と
衝
撃
に
は
愛
称
が
つ
く
。

P
L
A
N
E
T
'
Aは
『
す
い
せ
い
」
、

P
L
A
N
E

T
'
Bは
『
の
ぞ
み
』
だ
。
愛
称
は
一
般
や
関
係
者

か
ら
の
公
募
で
決
め
る
こ
と
も
あ
る
し
、
宇
宙
研
の

教
綬
た
ち
が
活
し
合
っ
て
決
め
る
こ
と
も
あ
る
。
憲

新
の
小
惑
隻
探
査
機
で
あ
る

M
U
S
E
S
'
Cは

「
は
や
ぶ
さ
』
だ
。
ち
な
み
に
『
は
や
ぶ
さ
』
の
目

標
と
な
る
小
惑
星
は
、
打
ち
上
げ
後
に
『
イ
ト
カ

ワ
」
と
命
名
さ
れ
た
。
糸
川
英
夫
博
士
は
、
第
二
次

世
界
大
戦
中
に
筆
戦
闘
機
の
設
計
に
参
加
し
て
い
る
。

き
っ
と
関
係
者
の
離
か
が
狙
っ
て
命
名
し
た
の
だ
ろ

-つ。

宇
宙
科
学
研
究
所
の
打
ち
上
げ
る
科
学
衛
星
は
、

ま
す
開
発
が
始
ま
る
時
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
コ
ー

ド
ネ
ー
ム
が
付
け
ら
れ
る
。
コ
ー
ド
ネ

i
ム
に
は
い

く
つ
か
の
系
列
が
あ
る
。
惑
星
・
惑
星
間
探
査
機
は

『P
L
A
N
E
T」
、
工
学
読
験
衛
星
は
「
M
U
S
E

S
』
(
ミ
ユ
|
ゼ
ス
と
読
む
)
、
望
遠
鏡
を
洛
践
し
た

宇
宙
望
遠
鏡
衛
星
は
『
A
S
T
R
O』
、
太
陽
観
測

衛
星
は
『
S
O
L
A
R
L、
地
球
磁
気
圏
観
測
衛
星

は
「
E
X
O
S』
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
コ
ー
ド
ネ
ー

ム
が
鐙
淫
さ
れ
た
の
は
加
年
代
に
入
っ
て
か
ら
な
の

で
、
そ
れ
以
前
の
衛
星
に
は
不
規
則
な
略
号
が
付
い

て
い
た
。

科
学
衛
星
は
科
学
観
測
が
目
的
な
の
で
、
計
画
全

体
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
{
迄
』
8
5
2
一
使
命
ご
と
呼

ぶ
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
惑
星
間
軌
道
に
出
て
い
く

も
の
は
衛
星
で
は
な
く
探
査
機
と
呼
ば
れ
る
。

各
衛
星
は
企
画
さ
れ
た
願
書
に
、
後
に
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
が
つ
く
。
例
え
ば
鰻
初
の
惑
星
筒
探
査
機
と

な
っ
た
八
レ
|
醤
星
探
査
機
は
P
L
A
N
E
T
-A
、

一
合
薗
園
調

て
い
る
な
ら
ば
、
こ
う
い
う
観
測
も
同
時
に
し
た

い
』
と
考
え
た
研
究
者
な
ど
に
声
を
働
け
て
集
ま
り
、

本
当
に
そ
の
よ
う
な
衛
星
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
ど
う
か
を
倹
討
し
て
い
く
。
必
要
に
応
じ
て

工
学
関
係
の
研
究
者
や
世
間
術
者
も
加
わ
り
、
実
際
に

作
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
衛
星
の
段
訟
や
運
用
を

煮
詰
め
て
い
く
。

あ
る
程
度
計
画
が
ま
と
ま
っ
て
く
る
と
、
今
度
は

研
究
所
内
の
宇
宙
理
学
委
員
会
、
ま
た
は
宇
宙
工
学

委
員
会
に
か
け
て
、
よ
り
鮮
総
に
計
画
を
検
討
す
る

か
ど
う
か
を
議
論
す
る
。

宇
宙
理
学
委
員
会
と
宇
宙
工
学
委
員
会
は
、
そ
れ

ぞ
れ
約
三
十
名
の
委
員
か
ら
な
り
、
半
分
は
宇
宙
研

以
外
に
在
籍
す
る
研
究
者
だ
。
こ
こ
で
も
っ
と
も
軍

要
観
さ
れ
る
の
は
、
『
世
界
第

一
線
級
の
観
測
結
果

を
得
ら
れ
る
か
』
と
い
う
こ
と
だ
。

副
科
学
の
世
界
は
シ
ビ
ア
だ
。
二
番
目
に
窓
際
は
な

く
、
最
初
に
発
見
し
た
者
に
の
み
栄
普
が
与
え
ら
れ

る
。
『
宇
宙
研
は
N
A
S
Aよ
り
も
予
算
が
少
な
い

か
ら
』
な
ど
と
い
う
こ
と
は
な
ん
の
言
い
訳
に
も
な

ら
な
い
。
予
算
は
少
な
く
て
も
世
界
で

一
番
を
目
指

さ
な
い
と
結
果
は
ゼ
ロ
な
の
だ
。

宇
宙
理
学
委
員
会
/
宇
宙
工
学
委
員
会
で
認
め
ら

そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
、
「
ど
ん
な
衛
星
を

開
発
す
る
」
之
と
を
決
め
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

且
回
初
は
宇
宙
研
や
大
学
の
研
究
者
な
ど
が
「
こ
ん

な
こ
と
を
し
た
い
」
と
考
え
つ
く
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

る
。
次
は
仲
間
作
り
だ
。
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
考
え

て
い
る
研
究
者
、
あ
る
い
は
「
そ
ん
な
衛
星
を
考
え



@ 

れ
る
と
、
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
と
い
う
公
式

組
織
が
作
ら
れ
る
。
と
こ
で
は
宇
宙
研
以
外
の
研
究

者
や
メ
ー
カ
ー
、
さ
ら
に
国
際
協
力
を
実
施
す
る
窃

合
に
は
海
外
の
研
究
者
も
含
め
、
よ
り
広
随
図
で
鮮

総
な
検
討
を
行
な
う
。
先
行
し
て
妓
術
開
発
を
行
な

う
こ
と
が
必
要
な
場
合
に
は
、
塞
同
胞
開
発
賓
が
支
出

さ
れ
て
軍
要
部
局
の
認
作
や
鼠
睡
眠
を
実
施
す
る
。
宇

宙
研
で
は
常
時
こ
の
よ
う
な
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

が
い
く
つ
も
活
動
し
て
い
て
、
次
の
探
査
機
の
腐
を

狙
っ
て
い
る
。

惜
別
制
叫
が
進
ん
で
、
宇
宙
理
学
餐
員
会
/
宇
宙
工
学

委
員
会
が
、
「
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
実
際
に
開
発
し

て
打
ち
上
げ
る
時
期
に
な
っ
た
』
と
判
断
す
る
と
、

宇
宙
研
の
鰻
高
憲
志
決
定
健
闘
で
あ
る
僻
織
餐
員
会

に
『
来
年
度
か
ら
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
発
し
た

い
』
と
岨
報
告
す
る
。
間
肝
帽
揖
餐
員
会
は
二
十
一
名
の
委

員
で
偶
成
さ
れ
て
お
り
、
と
と
も
ま
た
半
放
は
宇
宙

研
以
外
に
所
属
す
る
研
究
者
で
あ
る
。
師
酢
議
餐
員
会

で
承
認
さ
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
文
部
科
学
省
の
宇

宙
開
発
委
員
会
に
送
ら
れ
て
審
議
さ
れ
、

O
Kと
な

る
と
財
務
省
と
の
予
算
折
衝
を
経
て
次
年
度
か
ら
開

発
に
入
る
。

こ
の
予
算
折
衝
も
な
か
な
か
の
般
物
で
、
世
界
初

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
と
『
前
例
が
な
い
ヘ
ア
メ
リ
カ

や
旧
ソ
遣
が
行
な
っ
た
後
に
遭
う
科
学
観
測
を
行
な

う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
と
『
す
で
に
外
国
が
行
な
っ
て
い

る
の
で
や
る
価
値
は
な
い
』
な
ど
と
い
う
財
政
当
局

に
対
し
て
、
そ
れ
ま
で
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
繰

り
上
げ
て
き
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
窓
昧
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

も
っ
と
も
N
A
S
Aも
1
9
9
0年
代
に
入
っ
て

か
ら
は
『
よ
り
速
く
、
よ
り
良
く
、
よ
り
安
く
』
を

合
い
曾
獲
に
、
小
型
の
科
学
衛
星
シ
リ
ー
ズ
『
デ
イ

ス
カ
パ
リ
|
』
で
、
年
に
一
筆
の
割
合
で
科
学
衛
星

を
打
ち
上
げ
て
い
る
。
デ
イ
ス
カ
パ
リ
ー
で
は
、
予

算
は
E
億
9
9
0
0ド
ル

(
3
8
9億
円
)
以
下
、

開
発
期
間
3
年
以
下
が
獲
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
な

か
に
は
、
失
敗
し
た
醤
墨
田
陣
査
機
『
コ
ン
ツ
ア
l
」

の
よ
う
に
そ
の
半
額
以
下
で
開
発
し
た
宇
宙
研
並
み

の
探
査
鎌
田
も
あ
る
。
世
界
的
に
宛
て
も
宇
宙
研
の
や

り
方
は
認
め
ら
れ
て
き
て
い
る
距
拠
と
い
え
る
か
も

知
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
デ
イ
ス
カ
パ
ソ
!
に
対
す
る
日
本
の
関

係
者
の
声
は
、
『
う
ら
や
ま
し
い
。
そ
れ
だ
け
お
金

が
使
え
て
短
期
間
で
打
ち
上
げ
に
持
ち
込
め
る
な
ん

て
」
に
尽
き
る
。
し
か
し
、
世
界
一
を
目
指
す
以
上
、

金
が
な
い
分
は
知
恵
と
汗
と
で
術
っ
て
探
査
幽
慨
を
開

発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

予
算
が
つ
く
と
科
学
衛
星
の
開
発
が
始
ま
る
。
最

近
だ
と
開
発
期
間
は
通
常
5
年
だ
。
ま
す
、

E
年
で

設
計
の
妥
当
性
を
確
か
め
る
た
め
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
・
モ
デ
ル
(
地
上
民
験
用
の
機
体
}
を
作
っ
て

鼠
睡
眠
を
行
な
う
。
続
く

E
年
で
は
打
ち
上
げ
る
フ
ラ

イ
ト
モ
デ
ル
を
組
み
立
て
る
。

-m後
の
l
年
は
フ
ラ

イ
ト
モ
デ
ル
の
紙
睡
眠
を
行
な
う
。

現
在
の
臼
本
の
科
学
術
艶
は
お
お
よ
そ
1
0
0億

円
程
度
で
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
冨
際
的
に
見
る

と
、
と
て
も
小
さ
い
績
だ
。
ア
メ
リ
カ
だ
と
、
例
え

ば
大
型
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
代
表
で
、

2
8
0
4年
土
星

到
達
を
目
指
し
て
現
在
飛
行
中
の
土
星
祭
査
線

「カ

ツ
シ
|
一
一
」
は
例
措
陣
ド
ル

(
1ド
ル
1
3
0円
と
し

て
4
4
20
億
円
)
を
か
け
て
作
ら
れ
た
。
こ
れ
で

は
い
け
な
い
と
規
棋
を
思
い
切
り
小
さ
く
し
、

1
9

9
7年
に
火
星
に
漕
陸
し
て
也
界
を
鍋
狂
さ
せ
た
火

星
探
査
機
『
マ
|
ズ
・
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
』
あ
た

り
で
も
2
傭
8
5
0
0万
ド
ル
(
問
3
4
5億
円
)

を
か
け
て
い
る
。

由
み
と
な
る
教
授
が

す
べ
責
任
務
露
つ

実
際
の
衛
星
開
発
は
、
糸
川
ロ
ケ
ッ
ト
以
来
遵
綿

と
積
み
上
げ
て
き
た
強
自
の
方
法
で
計
画
管
理
を
行

な
う
。
俗
に
『
宇
宙
研
方
式
』
な
ど
と
曾
わ
れ
る
や

り
方
だ
。



ま
す
、
宇
宙
研
方
式
で
は
、
主
契
約
者
と
な
る
企

業
が
存
在
し
な
い
。

N
A
S
Aや
宇
宙
開
発
事
業
団

(
N
A
S
D
A
)
で
は
、
メ
ー
カ
ー
と
契
約
を
結
ん

で
そ
の
メ
ー
カ
ー
が
製
造
物
に
対
し
て
資
任
を
構
内
っ
。

し
か
し
宇
宙
研
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
と
な
っ
た
教
個
棋
を
中
心
と
し
た
研
究
者
グ
ル
ー

プ
が
す
べ
て
の
責
任
を
負
う
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
梅
限
は
絶
大
で
あ
り
、
開
発
中
に
発

生
す
る
す
べ
て
の
決
断
を
必
要
と
す
る

g柄
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
決
め
る
。

N
A
S
A、
そ
し
て
N
A
S
Aの
や
り
方
を
導
入

し
た
N
A
S
D
Aで
は
、
す
べ
て
の
履
歴
を
・
類
で

管
理
し
、
決
断
が
必
要
な
事
現
は
そ
の
正
当
性
を
徹

底
的
に
検
証
し
、
誰
に
で
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
文

.
化
し
て
か
ら
関
係
者
の
合
識
で
決
め
る
。
当
然
時

間
が
か
か
る
し
、
作
成
す
る
書
類
は
膨
大
に
な
る
。

宇
宙
研
方
式
だ
と
、
す
べ
て
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ

nu''

階，、，、

ネ
l
ジ
ャ
ー
が
決
定
す
る
の
で
、
決
断
が
早
く
迅
速

に
行
動
で
き
る
。
そ
の
効
率
の
良
さ
は
、
俗
に
『
N

A
S
A方
式
で

3
0
0僚
の
衛
星
を
、
宇
宙
研
方
式

な
ら
1
5
0織
で
作
れ
る
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
だ
。

も
っ
と
も
善
し
悪
し
は
あ
る
も
の
で
、
宇
宙
研
方

式
で
は
、
衛
星
が
巨
大
化
す
る
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
仕
恵
が
過
大
に
な
る
。
自
が

届
か
な
く
な
っ
て
失
敗
す
る
可
能
性
も
高
ま
る
だ
ろ

う
。
ま
た
、
物
事
を
袈
解
の
余
地
が
な
い
ほ
ど
に
諸

研
が
1
9
8
3年
に
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
で
行
な
っ

た
人
工
的
に
オ
ー
ロ
ラ
を
発
生
一
さ
せ
る
実
験
「
S
E

P
A
C」
は
、
実
験
装
置
の
中
に
ナ
ッ
ト
が
ひ
と
つ
、

う
っ
か
り
残
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
せ
い
で
電
源
が
シ

ョ
ー
ト
し
て
失
敗
し
た
。

そ
れ
に
無
箆
力
と
い
っ
て
も
、
軍
カ
淘
が
な
い
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
地
殺
を
回
る
軌
道
で
無
賃
力

状
態
だ
と
い
っ
て
も
、
地
球
の
重
力
が
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
は
理
解
で
き
る
だ

ろ
う
。
こ
れ
は
憲
外
と
誤
解
さ
れ
や
す
い
と
こ
ろ
だ
。

め
て
記
述
し
た
文
.
が
な
い
の
で
、
関
係
者
全
員
が

お
互
い
に
輯
閣
を
合
わ
せ
る
の
が
難
し
く
な
る
よ
う
な

巨
大
計
画
だ
と
適
用
し
な
い
。

要
す
る
に
宇
宙
研
の
や
り
方
は
、
中
、
小
型
の
計

画
で
こ
そ
威
力
を
発
揮
揮
す
る
の
だ
。

衛
星
は
自
動
車
や
自
転
車
や
ラ
ジ
オ
や
パ
ソ
コ
ン

と
同
じ
く
織
械
だ
。
遣
う
の
は
、
宇
宙
空
間
で
使
う

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
衛
星
を
作
る
た
め

に
は
、
ま
す
宇
宙
空
間
の
性
貨
を
知
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
宇
宙
と
い
う
の
は
以
下
の
点
で
地
上
と
は

異
な
っ
て
い
る
。

-
宇
宙
に
は
空
気
が
な
い

空
気
が
な
い
と
、

ま
す
生
き
物
が
生
き
る
こ
と
が

で
き
な
い
(
細
菌
の
類
は
か
な
り
粘
っ
て
生
き
残
る

が)。そ
れ
以
上
に
、
衛
星
に
と
っ
て
問
題
な
の
か
勲
の

問
題
だ
。
内
部
の
機
器
が
黙
く
な
っ
て
も
、
フ
ァ
ン

か
な
に
か
で
空
気
を
吹
き
付
け
て
冷
や
す
こ
と
が
で

き
な
い
の
だ
。

地
上
で
は
黙
は
三
つ
の
方
法
で
伝
わ
る
。
こ
た
つ

み
た
い
に
物
体
が
温
度
に
応
じ
て
放
射
す
る
赤
外
線

や
光
で
伝
わ
る
「
砲
射
」
、
媛
触
し
て
い
る
物
質
の

聞
で
伝
わ
る

「伝
導
』
、
空
気
や
水
が
流
れ
て
伝
え

る
『
対
流
』
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
宇
宙
の
岨
窓
口
、
空

気
が
な
い
か
ら
ま
す
対
流
が
な
い
。
た
と
え
衛
星
を

気
密
梅
造
に
し
て
空
気
を
務
め
て
も
、
対
流
は
緩
ま

-
宇
宙
は
無
量
力
で
あ
る
。

宇
宙
で
は
物
は
落
ち
な
い
し
、
よ
と
下
の
区
別
が

な
く
な
る
。
地
面
の
摩
嫁
抵
抗
も
空
気
抵
抗
も
な
い

の
で
、
物
体
の
還
勘
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
運
動
法
則
に

完
全
に
従
う
。
も
っ
と
も
正
穏
に
は
完
全
に
富
力
が

な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
専
門
家
は
微
小
富

力
状
態
と
い
っ
た
り
す
る
。

無
重
力
状
態
で
は
電
子
回
路
の
中
に
う
っ
か
り
金

属
ゴ
ミ
が
紛
れ
込
ん
で
い
る
と
、
ふ
わ
ふ
わ
と
浮
か

ん
で
基
盤
に
付
着
し
、
回
路
を
シ
ョ
ー
ト
さ
せ
て
し

ま
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
。
実
際
、
宇
宙
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っ
た
空
気
や
水
が
縫
く
な
っ
て
浮
き
上
が
る
か
ら
起

き
る
の
だ
。
だ
か
ら
軍
カ
が
な
い
宇
宙
で
は
創
刊
流
は

起
き
な
い
。
さ
ら
に
衡
塁
の
外
に
は
真
空
の
空
間
が

広
が
っ
て
い
る
だ
け
な
の
で
伝
噂
も
な
い
。

ふ，、
...
 

宇
宙
で
黙
は
砲
射
で
し
か
伝
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。

弱
射
で
も
黙
は
混
度
の
高
い
と
と
ろ
か
ら
低
い
と

こ
ろ
に
伝
わ
る
。
宇
宙
空
間
で
衛
星
よ
り
も
熱
い
も

の
は
太
陽
で
表
面
温
度
は

6
0
0
0℃
だ
。
冷
た
い

の
は
宇
宙
空
間
そ
の
も
の
で
、
首
相
射
で
温
度
を
測
定

す
る
と
零
下
2
7
0℃
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
衝
獲
を

緩
め
る
に
し
て
も
冷
や
す
に
し
て
も
極
諸
に
熱
い
か
、

逆
に
極
鑓
に
冷
た
い
か
し
か
な
い
。
だ
か
ら
衛
星
を

適
当
な
温
度
に
保
つ
燭
這
の
設
計
は
と
て
も
酎
躍
し
い
。

熱
政
計
と
い
う
作
業
が
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
れ
を

間
違
え
る
と
衛
星
は
軌
道
上
で
あ
っ
と
い
う
聞
に
織

れ
て
レ
ま
う
。

宇
宙
研
鰻
初
の
衛
星
「
お
お
す
み
』
は
、
と
に
か

く
短
時
間
働
け
ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
き
ち
ん
と
し

た
勲
般
針
記
屯
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
打
ち
上

げ
後
、
太
陽
に
あ
宇
b
れ
て
温
度
が
ど
ん
ど
ん
上
が

り
、
同
時
間
で
幽
慣
飽
を
停
止
し
た
。

赦与る ・
な放地字
く射よ宙
放線で空
射をは悶
線紡分は
がい厚般
飛でい射
んい大線
でる気が
き。圏一
てしが杯
衛力、字
墨し宙
に字カ、
ぷ宙ら
つで飛
かはん
る、で
。容tく

紋
射
線
と
い
っ
て
も
ヘ
リ
ウ
ム
原
子
緩
や
陽
子
や

輔
陽
子
の
よ
う
な
荷
篭
組
子
も
あ
る
し
、
×
織
や
ガ
ン

マ
線
の
よ
う
な
非
常
に
波
圃
震
が
短
く
て
高
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
光
も
あ
る
。

宇
宙
絞
射
線
の
主
な
源
は
『
宇
宙
に
浮
か
ぶ
天
然

の
被
融
合
炉
』
こ
と
太
陽
だ
。
通
常
太
陽
か
ら
出
て

い
る
の
は
比
剖
較
的
穏
や
か
な
荷
電
積
子
の
涜
れ
で
、

太
陽
風
と
呼
ば
れ
る
。
だ
が
、
時
折
太
陽
フ
レ
ア
と

呼
ば
れ
る
爆
発
が
表
面
で
起
と
る
と
、
強
烈
な
荷
電

粧
子
と
×
線
、
ガ
ン
マ
線
な
ど
が
飛
ん
で
く
る
。
こ

の
他
に
も
は
る
か
恒
星
間
空
聞
か
ら
飛
ん
で
く
る
、

と
て
つ
も
な
く
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
宇
宙
線
な
ど
と
い

う
も
の
も
あ
る
。

人
聞
が
絞
射
線
を
浴
び
過
ぎ
る
と
、
細
胞
内
の
遺

伝
子
が
犠
れ
て
ガ
ン
が
発
生
し
た
り
、
再
生
不
能
に

な
っ
た
り
す
る
。
宇
宙
で
の
放
射
線
は
そ
の
強
さ
が

池
上
と
は
桁
遣
い
な
の
で
、
当
然
、
衛
星
に
も
彫
.

が
出
る
。

ま
す
、
太
陽
電
池
は
絞
射
線
の
影
圃
・
で
少
し
す
っ

劣
化
し
て
い
く
。
ま
た
電
子
機
稼
の
メ
モ
リ
ー
は
般

射
線
を
食
ら
う
と
ピ
ッ
ト
反
転
と
い
っ
て
、
配
憶
し

た
『
O
」
と
「
l
」
の
数
字
が
逆
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
。
メ
モ

υー
の
中
身
が
変
わ
っ
て
し
ま

う
と
正
常
な
動
作
が
で
き
な
く
な
る
の
で
、
ピ
ッ
ト

反
伝
が
起
き
て
も
正
常
に
劃
作
す
る
よ
う
に
電
子
園
開

器
を
鮫
計
す
る
必
要
が
あ
る
。

耐
叙
射
線
住
を
考
慮
す
る
濁
合
に
は
、
ど
ん
な
軌

道
に
打
ち
上
げ
る
衛
星
な
の
か
が
大
き
な
窓
際
を
持

っ
て
く
る
。
と
い
う
の
は
、
地
様
周
辺
の
空
間
は
結

編
複
綾
な
練
遣
を
し
て
お
り
、
激
し
く
放
射
線
の
照

射
を
受
け
る
軌
道
と
そ
う
で
も
な
い
軌
道
が
あ
る
か

ら
だ
。

一
バ
ン
・
ア
レ

地
時
時
の
磁
岨
唱
は
、
太
陽
か
ら
飛
ん
で
く
る
荷
電
粒

子
を
捉
え
て
、
地
時
相
を
ド
ー
ナ
ツ
ツ
状
に
覆
う
般
射

線
第
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
れ
は
発
見
者
の
名
前
を

取
っ
て
パ
ン

・
ア
レ
ン
簿
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
現
在

で
は
磁
気
回
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
多
い
。

だ
い
た
い
の
と
こ
ろ
、
高
度
1
0
0
0キ
ロ
以
下

の
軌
道
で
は
政
射
線
を
浴
び
る
畳
は
少
な
い
。
地
問
帽

磁
渇
が
あ
る
の
で
、
太
陽
風
が
そ
こ
ま
で
到
遣
レ
な

い
か
ら
だ
。
レ
か
レ
そ
の
上
に
は
、
パ
ン

・
ア
レ
ン

需
が
広
が
っ
て
い
る
。
パ
ン
・
ア
レ
ン
情
は
高
度
1

万
8
0
0
0キ
ロ
あ
た
り
が
一
語
密
度
が
渇
く
、
高

度
6
万
キ
ロ
ぐ
ら
い
ま
で
緩
や
か
に
密
度
を
減
ら
し

つ
つ
広
が
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
高
度
5
0
0キ

ロ
ぐ
ら
い
の
地
琢
低
軌
道
で
は
比
較
的
、
放
射
線
の

修
・
は
小
さ
い
。
し
か
し
パ
ン

・
ア
レ
ン
量
刑
の
中
を

通
る
軌
道
だ
と
相
当
な
放
射
線
を
浴
び
る
=
と
を
想



定
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
近
地
点
高
度
が

5
0
0キ
ロ
以
下
で
、
遠
地
点
が
1
万
8
0
0
0キ

ロ
を
超
え
る
よ
う
な
畏
術
円
軌
道
だ
と
、
周
囲
ご
と

に
パ
ン

・
ア
レ
ン
織
の
一
番
高
密
度
な
と
こ
ろ
を
通

過
す
る
の
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
耐
放
射
線
設
計
を

行
な
う
必
要
が
あ
る
。

い
く
つ
か
の
科
学
衛
星
の
よ
う
に
磁
気
圏
、
つ
ま

り
パ
ン
・
ア
レ
ン
需
の
梅
遥
を
調
べ
よ
う
と
す
る
衛

星
は
、
必
然
的
に
そ
の
中
を
飛
ぶ
乙
と
に
な
り
、
段

計
時
に
相
応
の
注
意
が
必
要
に
な
る
。

衛
星
一
ラ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
掴

ま
す
は
『
生
き
ろ
』
、

次
は
『
置
と
『
姿
舞
』

る
。
つ
ま
り
、
ま
す
動
き
続
け
る
衛
星
を
目
指
す
な

ら
、
電
池
ま
わ
り
の
劃
開
設
計
を
き
ち
ん
と
し
て
、
熱

す
ぎ
す
寒
す
ぎ
ず
の
適
温
を
保
つ
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

打
ち
上
げ
る
軌
道
に
よ
っ
て
、
衛
星
が
地
球
の
影

。
ん
ど

に
入
る
頻
度
も
タ
イ
ミ
ン
グ
も
異
な
る
。
そ
れ
に
よ

っ
て
熱
設
計
も
変
わ
る
し
、
必
要
な
電
池
の
容
量
も

変
わ
っ
て
く
る
。
惑
星
間
軌
道
を
飛
ぶ
深
査
機
と
な

る
と
、
ま
た
状
況
が
変
わ
る
。
地
球
よ
り
太
陽
に
近

づ
く
探
査
機
は
、
濁
度
が
よ
が
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
太
陽
湾
池
は
小
さ
く
て
す
む
。

逆
に
火
星
に
向
か
う
な
ら
、
冷
え
す
ぎ
な
い
た
め
の

綾
計
が
必
要
だ
し
、
太
陽
光
が
弱
く
な
る
分
、
た
く

さ
ん
の
太
陽
電
池
を
積
む
必
褒
が
あ
る
。

次
に
衛
星
に
要
求
さ
れ
る
使
命
は
「
な
に
が
な
ん

で
も
電
波
を
地
獄
に
送
り
続
け
る
』
と
い
う
こ
と
だ
。

通
信
装
置
に
は
、
ど
ん
な
ご
と
が
あ
っ
て
も
鰻
低
限

の
情
報
を
地
球
と
や
り
と
り
で
き
る
だ
け
の
タ
フ
さ

が
要
求
さ
れ
る
。

三
つ
自
の
使
命
は
、
「
き
ち
ん
と
姿
勢
を
保
つ
こ

と
」
だ
。
姿
勢
制
御
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

小
さ
な
衛
星
で
は
旗
宜
野
制
御
を
せ
す
に
、
ど
ん
な
姿

勢
に
な
っ
て
も
大
丈
夫
な
よ
う
な
設
計
す
る
こ
と
も

あ
る
が
、
あ
る
程
度
の
大
き
さ
の
衛
星
と
な
る
と
ア

ン
テ
ナ
を
地
球
に
向
け
た
り
、
観
測
機
器
を
対
象
に

向
け
た
り
で
、
き
ち
ん
と
姿
努
を
制
御
し
て
や
る
必

要
が
出
て
く
る
。

姿
勢
制
御
に
は
大
き
く
分
け
て
、
衛
星
全
体
を
コ

マ
の
よ
う
に
回
転
さ
せ
て
安
定
を
保
つ
ス
ピ
ン
安
定

型
と
、
衛
要
内
部
に
い
く
つ
も
の
は
す
み
車
を
搭
織

し
て
、
そ
れ
を
制
御
す
る
こ
と
で
外
側
は
動
か
さ
ず

に
姿
勢
を
保
つ
三
輪
安
定
式
と
が
あ
る
。
ど
ち
‘
らb
か

と
量

蝿燭鴨
遥
は
複
雑
に
な
る
。
ど
ち
ら
を
採
用
す
る
か
は
、

衛
星
に
ど
ん
な
機
能
が
要
求
さ
れ
る
か
で
決
ま
る
。

安
定
し
た
電
源
、
タ
フ
な
通
信
装
置
、
適
切
な
姿

勢
制
御
シ
ス
テ
ム
、
そ
れ
に
全
体
宇
佐
制
御
す
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
加
え
て
、
衛
星
の
基
本
が
や
っ
と
完
成

す
る
。
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
「
衡
塁
パ
ス
」
と
い
う
。

パ
ス
は
乗
り
物
の
パ
ス
だ
。
こ
の
雷
同
業
は
プ
ロ
が
よ

く
使
う
の
で
覚
え
て
お
い
て
績
は
な
い
。

衛
星
パ
ス
だ
け
で
は
、
衛
星
は
た
だ
の
『
軌
道
上

で
存
在
を
主
張
す
る
」
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の

上
に
、
お
客
で
あ
る
観
測
機
器
を
始
め
と
し
た
ミ
ッ

シ
ョ
ン
機
器
が
搭
載
さ
れ
て
、
初
め
て
衛
星
は

一
人

前
と
な
る
。

科
学
衛
星
な
ら
観
測
機
器
、
通
信
衛
星
な
ら
中
継

通
信
用
機
器
、
気
象
衛
星
な
ら
気
象
観
測
織
田
簡
を
第

践
す
る
わ
け
だ
。

も
ち
ろ
ん
電
源
は
観
測
機
穫
に
十
分
な
篭
力
を
侠

絡
で
き
な
く
て
は
い
け
な
い
し
、
通
信
機
器
は
観
測

結
果
を
も
れ
な
く
地
上
に
伝
送
で
き
る
だ
け
の
能
力

無
霊
力
、
真
空
、
放
射
線
と
い
う
宇
宙
空
間
に
放

り
だ
さ
れ
る
衛
星
の
第

一
の
使
命
は
「
動
き
続
け
る

こ
と
」
だ
。
な
に
は
と
も
あ
れ
潰
嫌
に
負
け
て
槽
慣
れ

て
し
ま
え
ば
、
そ
と
で
お
終
い
に
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
の
た
め
に
第
一
に
大
切
な
の
は
電
源
で
あ
る
。

電
気
が
な
け
れ
ば
衛
星
は
タ
ダ
の
箱
で
し
か
な
い
。

電
源
で
一
番
お
い
の
は
、
太
陽
電
池
の
出
力
を
一

時
蓄
え
る
充
電
裂
の
電
池
で
あ
る
。
電
池
は
、
そ
れ

が
ニ
ッ
ケ
ル
・
カ
ド
ミ
ウ
ム
電
池
だ
ろ
う
が
、
ニ
ッ

ケ
ル
・
水
車
輪
電
池
だ
ろ
う
が
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
だ
ろ
う
が
、
化
学
反
応
で
篭
力
を
蓄
え
、
取
り
だ

し
て
い
る
。
化
学
反
応
に
は
濁
度
が
大
き
く
影
掴
置
す
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が
必
要
だ
し
、
姿
勢
制
御
系
は
観
測
線
器
が
要
求
す

る
だ
け
の
精
度
を
持
っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
す
べ

て
は
関
連
し
、
絡
ま
り
合
っ
て
衛
星
全
体
を
織
成
し

て
い
る
。

の
数
分
だ
が
強
烈
な
娠
動
と
車
墨
書
、
そ
れ
に
加
速
度

に
さ
ら
さ
れ
る
か
ら
だ
。
こ
れ
で
綴
れ
て
し
ま
え
ば
、

宇
宙
に
行
く
前
に
衛
裏
は
機
能
喪
失
で
お
終
い
だ
。

だ
か
ら
衛
星
は
打
ち
ょ
げ
民
間
の
振
動
と
音
留
に
耐
え

る
よ
う
に
段
計
、
製
造
し
、
締
密
な
娠
劃
説
験
や
奮

醤
誌
験
に
か
け
て
媛
れ
な
い
か
を
確
認
す
る
。

学
生
が
実
習
で
作
成
し
た
衛
星
モ
デ
ル
の
認
睡
眠
に

立
ち
合
っ
た
人
の
話
。
彼
は
「
い
い
か
ら
娠
っ
て
み

ろ
」
と
い
っ
て
振
動
恕
験
装
置
に
衛
星
モ
デ
ル
を
か

け
た
そ
う
だ
。

「
そ
ち
ら
に
は
立
た
な
い
よ
う
に
』
と
、
彼
は
学
生

た
ち
に
注
畢
思
し
た
。
『
な
ぜ
で
す
か
』
「
後
で
わ
か

る」
娠
動
試
験
を
開
始
す
る
と
す
ぐ
に
、
衛
星
に
取
り

付
け
た
バ
ッ
テ
リ
ー
が
外
れ
て
、
ま
さ
に
『
そ
ち
ら

に
立
つ
な
」
と
言
っ
た
方
向
に
mmん
で
い
っ
た
と
か
。

き
ち
ん
と
段
計
し
た
衛
星
は
、
部
白
聞
が
飛
ん
で
い

く
と
い
う
と
と
は
ま
ず
な
い
か
、
そ
れ
で
も
ど
こ
か

織
か
い
部
分
が
予
想
以
上
に
鋸
れ
る
と
か
、
取
り
付

け
部
分
に
ヒ
ビ
が
入
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
ま
ま

あ
る
。一

基
す
つ
が
カ
ス
タ
ム
メ
イ
ド
の
科
学
衛
星
の
場

合
、
な
に
も
問
題
が
出
な
い
と
い
う
こ
と
は
ま
?
な

い
。
途
中
で
設
計
ミ
ス
が
発
貸
し
た
り
、
予
想
外
の

事
態
が
起
き
た
り
で
、
衛
星
の
各
部
は
設
計
と
製
造

の
聞
を
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
。

「
綱
渡
り
で
す
ね
」
と
関
係
者
に
聞
く
と
「
鰻
初
か

ら
す
っ
と
綱
渡
り
で
す
。
し
か
も
績
が
ど
ん
ど
ん
細

く
な
っ
て
儀
後
は
糸
渡
り
に
な
る
」
と
答
え
た
り
す

る
。
綱
が
ぶ
ち
ん
と
切
れ
る
と
、
打
ち
上
げ
延
期
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
暗
唱
合
に
よ
っ
て
は
世
間
の
批

判
を
浴
び
た
り
も
す
る
。

衛星
徹
底
し
も
お
撃
に
か
け
て

衛
星
は
ひ
と
た
び
打
ち
上
げ
て
し
ま
う
と
、
放
繍

し
て
も
直
し
に
は
い
け
な
い
。
だ
か
ら
彦
前
に
地
上

で
い
や
と
い
う
ほ
ど
認
験
を
し
て
、
危
な
い
と
こ
ろ

を
あ
ぶ
り
だ
し
、
-
前
に
ト
ラ
ブ
ル
の
績
を
清
じ
て

お
く
。内

部
を
真
空
に
し
た
ス
ペ
ー
ス
・
チ
ャ
ン
パ
ー
と

い
う
装
置
に
入
れ
て
、
実
際
に
軌
道
上
と
同
じ
演
療

の
中
で
動
く
か
ど
う
か
を
確
認
し
た
り
、
ぐ
る
ぐ
る

と
回
し
て
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
確
認
し
た
り
、
電
波

暗
室
に
入
れ
て
通
信
装
置
の
機
能
を
確
認
し
た
り
、

地
涼
滋
濁
を
遮
断
す
る
特
別
な
部
屋
に
入
れ
て
衛
星

自
身
が
ど
れ
だ
け
磁
気
を
務
び
て
い
る
か
を
謁
べ
た

り
、
あ
る
い
は
軌
道
上
で
展
開
す
る
部
分
が
あ
っ
た

ら
、
天
井
か
ら
繰
り
人
形
の
よ
う
に
吊
っ
て
無
重
力

に
近
い
環
境
で
展
開
試
験
を
し
て
み
た
り
|
|
考
え

得
る
限
り
の
試
駿
に
か
け
る
。

『
字
宙
に
行
っ
て
か
ら
」
の
試
験
だ
け
で
は
な
く
、

「
打
ち
ょ
げ
途
中
』
の
試
験
も
行
な
う
。
と
い
う
の

は
ロ
ケ
ッ
ト
に
よ
る
打
ち
上
げ
の
時
、
衛
星
は
ほ
ん

奴
鰻
だ
1

土
曜
も
日
曜
も
な
い
必
死
の
追
い
込
み
で
、
期
限

通
り
に
完
成
さ
せ
た
衛
星
が
、
ロ
ケ
ッ
ト
に
乗
っ
て

飛
ん
で
い
く
と
、
今
度
は
運
用
が
始
ま
る
。
科
学
衛

星
の
運
用
は
、
鹿
児
島
県

・
内
之
浦
の
射
混
と
神
奈

川
県
・
相
模
原
の
研
究
所
内
に
あ
る
運
用
セ
ン
タ
ー

で
行
な
わ
れ
る
。
一
般
的
に
は
内
之
浦
と
畏
野
県
・

臼
自
に
あ
る
ア
ン
テ
ナ
を
、
通
信
回
線
で
相
模
原
と

結
び
、
相
模
原
か
ら
運
用
を
行
な
う
場
合
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
。

衛
星
が
上
が
る
と
、
運
用
関
係
者
の
生
活
ソ
ズ
ム

は
す
べ
て
衛
星
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
周

mw分
で
地
球
を
回
る
の
で
、
数
時
間
ご
と
に
デ
ー
タ

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
と
コ
マ
ン
ド
送
信
で
大
忙
し
ー
ー

と
い
う
の
は
手
始
め
で
あ
っ
て
、
衛
隻
の
軌
道
に
よ

っ
て
は
も
っ
と
過
酷
な
也
界
が
待
っ
て
い
る
。

例
え
ば
日
米
協
力
の
G
E
O
T
A
Iし
と
い
う
衡



星
は
、
地
球
が
太
陽
と
反
対
側
に
長
く
伸
ば
し
て
い

る
磁
気
圏
の
尾
宇
佐
探
査
す
る
の
が
目
的
だ
っ
た
。
磁

気
留
の
尾
は
常
に
夜
側
に
伸
び
て
い
る
の
で
、

G
E

O
T
A
Iし
は
常
に
夜
の
空
に
見
え
る
軌
道
に
入
っ

た
。
こ
う
な
る
と
、
運
用
関
係
者
の
生
活
は
昼
夜
逆

転
だ
。
朝
に
な
っ
て
運
用
管
制
室
に
行
く
と
、
担
当

教
授
が
寝
袋
か
ら
起
き
て
き
て

『ゃ
あ
』
と
あ
い
さ

っ
す
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
当
た
り
前
だ
っ
た

そ
う
だ
。

衛
星
が
正
常
な
状
態
で
も
そ
ん
な
揚
子
だ
か
ら
、

ひ
と
た
び
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
た
ら
何
日
も
家
に
帰

れ
な
い
生
活
が
待
っ
て
い
る
。
安
い
と
は
い
え
1
0

0
憶
か
ら
の
衛
星
を
、
眠
い
か
ら
と
家
に
帰
っ
た
こ

と
で
失
っ
た
り
し
た
ら
大
変
な
こ
と
だ
。
第
一
そ
れ

ぞ
れ
の
衛
星
に
は
、
得
ら
れ
る
デ
l
タ
で
諭
文
を
・

こ
う
と
し
て
い
る
多
数
の
研
究
者
が
つ
い
て
い
る
。

中
に
は
憎
士
論
文
が
か
か
っ
た
人
も
い
る
わ
け
で
、

そ
う
い
う
人
た
ち
を
失
望
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な

宇宙資料館に展示されている臼本初の人工衛星 rおおすみ』

H-II A 3号憾で打ち上げられたUSERS(想像図)。

下に分厳しているのが再突入体

ぃ
。
衛
星
機
の
倹
と
な
っ
て
ひ
た
す
ら
尽
く
さ
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

そ
れ
で
も
、
衛
星
が
取
得
し
た
デ
l
タ
が
、
そ
れ

ま
で
わ
か
ら
な
か
っ
た
宇
宙
の
縫
を
解
明
し
た
時
に

は
、
す
べ
て
の
苦
労
が
報
わ
れ
た
気
持
ち
に
な
る
と

い
う
。
衛
星
僚
に
か
し
ず
く
奴
織
の
生
活
は
、
同
時

に
宇
宙
の
謎
に
迫
る
債
先
織
の
現
湯
の
生
活
で
も
あ

る
。

内之浦M台地にあるパラボラアンテナ。手前が34メートル餓

と興が20メートル鏡



コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
綴
れ
↑
3

待
守
本
は
、

2
0
0
1年
4
月
以
来
シ
ン
ク
パ
ッ
ド

x
n争
多
様
と
し
て
使

用
し
て
い
る
。
自
宅
に
い
れ
ば
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
旧
型
な
ア
プ

テ
イ
パ
で
何
の
不
自
由
間
も
な
く
原
稿
を
書
い
て
い
る
の
だ
が
、
出
先
で
は

x

qか
仕
窓
禽
品
用
機
と
じ
て
原
稿
執
筆
、
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
に
ヰ
遅
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
何
の
は
ず
み
か
こ
の
X
れ
が
内
蔵
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
モ
デ

ム
券
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
2
0
0
2年
の
8
月
下
旬
自
宅
だ
け
な
ら

ダ
イ
ヤ
ル
ア
ッ
プ
し
て
ネ
ッ
卜
に
つ
な
げ
な
く
て
も
さ
ほ
ど
問
題
は
な
い
の

だ
が
、
出
先
で
こ
れ
が
で
き
な
い
と
笹
本
の
仕
事
は
著
し
く
不
自
由
を
か
こ

つ
こ
と
に
な
る
。

な
に
せ
日
記
で
ご
覧
の
と
お
り
、
あ
ち
こ
ち
ふ
ら
ふ
ら
避
ひ
ま
わ
っ
て
い

る
笹
本
、
出
先
で
上
げ
た
原
稿

{の
一部
分
)
を
メ
ー
ル
に
添
付
し
て
入
稿

す
る
の
が
日
常
茶
座
妻
、
か
ら
、
ネ
ッ
ト
に
つ
な
げ
な
い
と
担
山
語
集
に
直

接
の
沫
護
が
か
か
る
の
で
あ
る
。

こ
ん
な
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
、
と
い
う
よ
り
も
仕
恵
機
で
こ
い
つ
が
描
慣
れ

る
と
生
活
に
関
る
の
で
、
笹
本
は
X
れ
争
繭
寸
〈
と
同
時
に
3
年
簡
保
笹
を
つ

け
て
い
た
。
放
僚
が
確
定
的
に
な
っ
た
時
点
で
I
B
M
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
霊
安
盛
け
、
修
理
に
出
し
、
戻
っ
て
き
た
の
.
か
9
月
初
旬

:
:
直
つ
て
な
い
。
こ
れ
か
ら
種
子
身
行
こ
う
っ
て
の
に
、
ネ
ッ
ト
に
つ

な
げ
な
い
状
態
の
ま
孟
戻
っ
て
き
や
が
っ
た
。

お
そ
ら
く
O
S
の
再
イ
ン
ス
ト
ー
ル
か
、
り
す
れ
ば
諸
国
る
ん
で
は
な
い
か
、



と
い
う
の
が
担
農
家
で
あ
る
大
喜
戸
の
見
立
て
で
あ
り
、
し
か
し
種
子
島

に
向
け
た
出
発
か
明
日
と
い
う
そ
の
状
況
で
は
そ
ん
な
-
』
と
や
っ
て
環
境
を

復
旧
さ
せ
て
い
る
蝦
も
な
い
し
、
も
し
ま
た
そ
れ
で
も
直
ら
な
け
れ
ば
修
理

の
た
め
に
湾
入
院
そ
の
た
め
の
時
尚
も
ま
る
ご
と
録
厳
に
な
っ
て
し
ま
う
。

大
重
戸
と
相
談
し
た
笹
窓
は
、
大
重
戸
の
シ
ン
ク
パ
ッ
ド
1
1
2
4を
種

平
島
に
借
り
だ
し
、

xhμ
を
預
け
て
い
く
こ
と
に
し
九

こ
ん
な
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
、
必
要
な
環
境
と
原
稿
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は

c
oに
焼
い
て
持
っ
て
き
で
あ
る
。

て
な
わ
け
で
出
差
別
自
に
大
喜
戸
宅
で
X
幻
と
i
1
6
2
0を
ネ
ッ
ト
環

境
に
つ
な
い
で
必
要
な
デ
ー
タ
を
控
ぺ
さ
ら
に
笹
本
専
用
に
い
く
つ
か
セ

ツ
テ
ィ
ン
グ
を
塞
史
し
、
借
り
物
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
メ
l
ル
チ
ェ
ッ
ク
と

原
型
渇
り
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
笹
本
は
出
挙
百
会
通
え
た
。

今
由
も
、
牧
野
が
東
京
か
毒
事
出
し
て
く
れ
る
。
た
だ
し
今
自
は
い
つ

も
の
デ
ミ
オ
で
は
な
く
、
友
人
か
ら
借
り
た
G
P
S付
き
の
フ
ァ
ミ
リ
ア
4

W
D
で
あ
る
。

宇
宙
作
家
ク
ラ
ブ
か
ら
種
子
島
に
取
材
に
向
か
う
の
は
松
浦
晋
也
、
ま
ん

が
家
の
襲
菅
川
武
士
『
牧
野
、
笹
本
の
四
人
、
打
ち
上
げ
に
合
わ
せ
た
い
ち
ば

ん
遭
い
東
京
の
出
番
同
は
日
曜
日
。

行
楽
渋
滞
を
恐
れ
つ
つ
、
い
つ
も
よ
り
か
な
り
早
め
の
差
轟
尚
孟
差

し
て
、
今
自
の
緬
Z
A漫
削
指
は
鮪
掛
さ
れ
た
。

H
'
E
A
3書
偽

樋子島に向かうフェリーの船室。逮絡しているようだが、実lま余裕

があってゆっくり寝ていられる



2
0
0
2年
9
月
8
目
、
日
曜
日
、曇
り

本
日
種
子
島
へ
の
移
動
日
。
取
を
出
し
て
く
れ
る
牧
野
の
都

合
に
合
わ
せ
て
、
削
制

9
時
吋
に
横
浜
線
十
日
市
場
駅
集
合
。

明
6
時
半
に
起
き
だ
し
て
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
、
部
屋
に
戻
っ

て
仕
度
し
な
が
ら
テ
レ
ビ
つ
け
た
ら
セ
ー
ラ
ー
ム
1
ン
の
符
放

送
中
。
そ
う
か
、
今
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
タ
キ
シ
ー
ド
ミ
ラ
ー

ジ
ュ
か
。

続
く
ギ
ア
タ
ー
ボ
を
見
な
が
ら
仕
度
し
て
、

7
時
半
に
は
動

き
だ
す
。
前
日
は
ど
し
ゃ
ぶ
り
の
雨
だ
っ
た
が
、
本
日
は
雨
だ

け
は
上
が
っ
て
お
り
、
ま
だ
紛
れ
て
い
る
傘
を
持
っ
て
駅
に
向

か、つ
。

7
時
印
分
武
蔵
小
金
井
発
高
一尾
行
き
の
中
央
線
で
自
分
寺
で

特
別
快
速
に
乗
り
換
え
、
八
王
子
駅
で
走
っ
て
や
っ
と
間
に
合

う
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
横
浜
線
の
ホ
l
ム
に
駆
け
降
り
、
町

聞
の
ち
ょ
っ
と
先
の
十
日
市
場
に
向
か
う
。
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の

検
索
に
よ
る
と
、
こ
の
ル

l
ト
が
い
ち
ば
ん
早
い
は
ず
な
ん
だ

e

、。
・カ

8
時
叩
分
、
集
合
時
間
よ
り
ち
ょ
い
早
め
に
十
日
市
場
駅
到

泊
。
す
で
に
牧
野
の
フ
ァ
ミ
リ
ア
と
撫
荒
武
士
口
は
北
口
に
到
着

し
て
お
り
、
荷
物
を
積
み
込
ん
で
侠
拶
し
て
い
る
う
ち
に
松
浦

も
駅
の
階
段
を
降
り
て
く
る
。

9
時
前
に
牧
野
の
巡
転
で
走
り
だ
し
、
途
中
の
コ
ン
ビ
ニ
で

，、望。

長
距
雌
ド
ラ
イ
ブ
に
備
え
て
欽
み
物
と
か
非
常
食
と
か
紛
え
て
、

@ 

{注
1
}

「月
媛
』
で
あ
る
。
{
笹
}

東
名
高
速
横
浜
イ
ン
タ
ー
か
ら
高
速
道
路
に
乗
る
。

日
曜
目
だ
っ
て
ん
で
懸
念
さ
れ
て
い
た
渋
滞
も
な
く
、
日
本

坂
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
で
ド
ラ
イ
バ
ー
交
替
。
笹
本
が
述
転
倒

始
、
多
賀
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
日
時
過
ぎ
に
到
泊
、
レ
モ
ン
ラ

ー
メ
ン
を
食
す
。
す
っ
ぽ
い
け
ど
な
か
な
か
よ
か
っ
た
。

運
転
を
松
浦
に
交
替
。
大
阪
周
辺
も
す
ん
な
り
と
過
ぎ
、
予

定
よ
り
ず
い
ぶ
ん
早
く
山
陽
自
動
車
道
に
入
る
。

道
中
時
聞
は
あ
る
が
、
高
速
走
行
す
る
事
の
中
で
は
執
怨
活

動
は
で
き
な
い
。
前
日
多
少
は
縫
え
た
執
筆
環
境
を
さ
ら
に
細

か
く
調
整
し
て
、
暇
な
も
ん
で
大
喜
戸
の
シ
ン
ク
パ
ッ
ド
に
イ

ン
ス
ト
ー
ル
済
み
の
、
川
崎
禁
同
人
ゲ
l
ム
を
は
じ
め
て
し
ま
う
。

撫
荒
武
士一
回と
二
人
が
か
り
で
、
と
い
う
よ
り
も
別
個
に
適
当

に
ゲ
l
ム
を
進
め
る
。

夕
食
は
、
広
島
の
先
、

三
木

っ
て
辺
り
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
高
野
牛
定
食
を
食
う
。
な
か
な
か
美
味
で
あ

っ
た
。

今
回
、
日
曜
出
発
、
東
名
高
速
使
用
と
い
う
こ
と
で
渋
滞
に

備
え
て
早
め
に
出
発
し
た
。
鹿
児
島
の
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル

に
は

8
日
の
午
前
7
時
に
到
着
す
れ
ば
よ
い
の
だ
が
、
ま
と
も

に
行
く
と
午
前
4
時
く
ら
い
に
鹿
児
・
品
市
内
に
到
泊
す
る
よ
う

な
感
じ
に
な
っ
て
来
た
の
で
、
時
間
配
分
と
高
速
道
路
代
節
約

の
た
め
に
熊
本
辺
り
で
お
速
か
ら
協
同
り
、
あ
と
は
深
夜
の
国
道



3
号
線
を
走
っ
て
い
く
。

9
月
9
目
、月
曜
日
、だ
い
た
い
晴
れ

種
子
品
へ
の
移
動
日
二
日
目
。
ド
ラ
イ
ブ
は
続
く
。

真
夜
中
で
も
営
業
し
て
い
る
巨
大
複
合
古
本
屋
に
引
き
寄
せ

ら
れ
た
り
し
な
が
ら
鹿
児
島
に
到
泊
し
た
の
は
午
前

5
時
半
く

ら
い
。

コ
ン
ビ
ニ
で
朝
食
を
買
い
だ
し
、
鹿
児
島
港
の
南
側
に

移
動
し
た
新
し
い
旅
客
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
前
の
タ
ク
シ

ー
プ

l
ル
に
車
を
停
め
、
そ
こ
ら
へ
ん
で
朝
食
。
タ
ー
ミ
ナ
ル

は

6
時
過
ぎ
な
い
と
闘
か
な
い
。

こ
ん
な
時
間
に
期
間
隔
と
か
栃
木
と
か
山
形
ナ
ン
バ
ー
の
自
動

車
や
オ
ー
ト
バ
イ
が
フ
ェ
リ
ー
待
ち
を
し
て
お
り
、
牧
野
に
よ

る
と
、
数
名
の

2
ち
ゃ
ん
ね
ら

l
は
確
実
に
こ
の
フ
ェ
リ
ー
で

組
子
ぬ
に
波
る
そ
う
な
。

ロ
ケ
ッ
ト
難
民
は
、
今
回
多
い
の
か
な
あ
。
そ
の
う
ち
何
人

が
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
代
わ
り
に

「
字
街
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
参

考
資
料
に
し
て
く
れ
て
る
ん
だ
ろ
う
か
。

.，
b
ι-
A
，
 

新
し
い
邸
頭
に
は
、
と
か
ら
列
島
、
屋
久
ぬ
に
行
く
フ
ェ
リ

ー
な
ど
も
係
留
さ
れ
て
い
た
が
、
白
い
屋
久
・
品
行
き
フ
ェ
リ
ー

は
種
子
品
行
き
の
倍
く
ら
い
も
大
き
い
。
く
す
ん
だ
緑
色
の
フ

ェ
リ
ー
出
品
の
小
さ
く
見
え
る
こ
と
。
ロ
ケ
ッ
ト
が
な
い
時
期

の
積
子
島
は
、
屋
久
島
ほ
ど
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
か

ら
な
あ
。

タ
ー
ミ
ナ
ル
は
6
時
加
分
く
ら
い
に
聞
き
、

メ
ー
ル
チ
エ
ツ

H
'
E
A
3号
樋

ク
と
か
洗
面
所
で
協
を
臨
附
い
た
り
し
て
フ
ェ
リ
ー
の
旅
客
受
け

付
け
を
待
ち
、
切
符
を
買
っ
て

8
時
前
に
乗
船
す
る
。

自
動
車
の
積
み
込
み
に
手
間
取
っ
た
と
か
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

流
れ
、
出
航
は
予
定
の

8
時
半
を
応
分
ほ
ど
過
ぎ
た
。
ク
ー
ラ

ー
が
効
い
て
る
も
ん
で
印
円
な
り
の
貸
し
毛
布
を
借
り
だ
す
。

{注
E
}

そ
う
い
う
あ
な
た
は
健
民

の
親
分
・
。
{
総
)

織荒武吉bY 



松
浦
「
貸
し
毛
布
の
た
め
に
ク
ー
ラ
ー
強
め
に
か
け
て
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
」
で
な
く
ら
い
な
も
ん
で
。

ト
イ
レ
に
立
っ
た
り
す
る
と
き
に
隣
を
見
る
と
、
胸
の
よ
に

シ
ン
ク
パ
ッ
ド
を
開
引
い
た
撫
荒
が
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
と
ゲ
ー
ム
を

進
め
て
い
る
ら
し
い
。
種
子
・
品
入
浴
ま
で
に
終
わ
る
だ
ろ
う
か
、

と
か
思

っ
て
た
ら
終
わ
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。
ラ
ス
ト
寸
前
か

な
、
く
ら
い
の
手
応
え
ま
で
は
行
っ
て
た
ら
し
い
け
ど
。

ロ
時
過
ぎ
に
船
内
で
起
き
だ
し
、

て
き
た
パ
ン
で
昼
食
。

コ
ン
ビ
ニ
で
良
い
だ
し
し

b 
y 

開
問
荒
武
吉

価回E・圃
~ :1:> 

@ 

フ
ェ
リ
ー
は
ロ
時
刊
分
く
ら
い
に
西
之
表
に
入
浴
、
そ
の
ま

ま
徒
歩
で
下
船
。

最
初
に
車
を
積
ん
で
し
ま
っ
た
牧
野
は
却
分
以
上
出
て
来
れ

ず
、
そ
の
問
、
こ
っ
ち
も
待
合
室
の
外
で
ぼ
ー

っ
と
待
つ
こ
と

に
な
る
。

日
時
過
ぎ
、
車
に
乗
り
込
ん
で
走
り
だ
す
。
一

路
目
指
す
は

簡
の
端
の
種
子
お
宇
宙
セ
ン
タ
ー
。

貿
い
だ
し
は
後
か
ら
で
も
で
き
る
は
ず
な
の
で
、
と
に
か
く

字
街
セ
ン
タ
ー
を
目
指
す
。

陽
射
し
の
強
い
南
闘
の
品
の
巡
を
走
り
、
茎
一
永
手
前
で
字
街

セ
ン
タ
ー
に
入
り
込
み
、

ロ
ケ
ッ
ト
の
見
え
る
丘
で
ち
ょ
い
と

一
休
み
。
ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ
で
見
て
知
っ
て
い
た
が
、
発
射
台
の

・3

上
の
巨
大
な
ロ
ゴ
は

H
'H
A
F
3
に
な

っ
て
い
る
。
デ
イ
フ

{注

3}

H
・H
A
ロ
ケ
ッ
ト
の
フ

ラ
イ
ト
三
回
目
、
と
い
う
ロ

ゴ
セ
あ
る
。
(笹
)

レ
ク
タ
l
の
な
い
第
二
発
射
台
を
使
う
と
き
は
、

う
す
る
ん
だ
ろ
う
か
。

こ
の
ロ
ゴ
ど

M
時
半
ご
ろ
、

竹
崎
制
限
切
車台
、
報
道
セ
ン
タ
ー
到
幻
。
京

一

杯
で
か
ろ
う
じ
て

一
台
絞

っ
て
い
た
駐
車
ス
ペ

ー
ス
に
フ
ァ
ミ

リ
ア
を
放
り
込
み
、

三
階
に
上
が

っ
て
受
け
付
け
て
も
ら
う
。

今
回
の
宇
宙
作
・米
ク
ラ
ブ
の
デ
ス
ク
は
記
者
室
一
最
前
列
、
窓

の
前
。
え
ら
い
と
こ
ろ
ま
で
出
世
し
た
な
あ
。

前
回
ま
で
は
イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
と
ポ
ッ
ト
く
ら
い
し

か
な
か
っ
た
記
者
・
笠
は
、
今
回
は
な
ん
と
凝
食
サ
ー
ビ
ス
コ

ー

ナ
ー
と
い
う
の
が
で
き
て
お
り
、
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
二
台
に

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
、
経
い
お
つ
ま
み
く
ら
い
は
ご
自
由
に
お
取
り



く
だ
さ
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
あ
り
が
た
い
。

と
か
言

っ
て
る
わ
り
に
、

コ
ー
ヒ
ー
に
し
か
手
を
出
し
て
な

い
け
ど
。

日
時
か
ら
、
打
ち
上
げ
前
日
記
者
ブ
リ

l
フ
ィ
ン
グ
が
竹
崎

報
道
セ
ン
タ
ー
四
階
の
記
者
会
見
室
で
行
な
わ
れ
た
。
我
々
は

こ
れ
に
間
に
合
う
よ
う
に
来
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
あ
な
た
は
学
校
の
先
生
に
ご
」
こ
は
後
で
家
で

読
ん
で
お
く
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
て
、
き
っ
ち
り
そ
の
と
お
り

に
教
科
啓
や
プ
リ
ン
ト
を
読
み
込
ん
だ
だ
ろ
う
か
。

あ
る
い
は
自
動
車
免
許
件
き
陥
鍛
え
の
と
き
、

「今
回
は
皆
さ
ん
優
秀
で
す
の
で
、
十
品
目
お
配
り
し
た
資
料
は

自
宅
で
読
ん
で
下
さ
い
」

そ
う
言
わ
れ
た
あ
な
た
は
、
安
全
運
転
の
し
お
り
だ
の
な
ん

だ
の
、
き
っ
ち
り
読
み
ま
し
た
か
?

-a
 

プ
レ
ス
キ
ッ
ト
が
あ
っ
て
も
、
現
場
に
派
巡
さ
れ
た
記
者
は

そ
ん
な
も
の
読
ま
ず
に
記
磁
を
で
っ
ち
上
げ
る
(
ら
し
い
)
と

い
う
の
は
、
現
場
取
材
を
し
て
い
る
侠
本
の
感
触
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
そ
ん
な
い

ー
か
げ
ん
な
態
度
で
竹
崎
報
道
セ
ン
タ
ー
で

一川
で
風
切

っ
て
る
の
は
ほ
ん
の
一
部
の
記
者
だ
け
だ
ろ
う
が
、

「
そ
れ
は
プ
レ
ス
キ
ッ
ト
に
円
い
て
あ
る
だ
ろ

l
が
」
と
い
う
、

お
ば
か
な
質
問
を
一爆
裂
さ
せ
る
の
も
こ
う
い
う
記
者
な
の
で
、

目
立
つ
こ
と
お
び
た
だ
し
い
。

今
回
の
記
者
会
見
に
お
い
て
は
、
披
初
に
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上

げ
及
び
衛
星
の
説
明
に
関
す
る
ビ
デ
オ
上
映
、
続
け
て
プ
レ
ス

H
'
E
A
3号
機

キ
ッ
ト
の
内
容
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

l
に
映
し
な
が
ら
各
資
任
者

が
読
み
上
げ
つ
つ
説
明
と
い
う
至
れ
り
尽
せ
り
な
体
制
が
取
ら

【注
4
}

実
際
彼
ら
は
き
ち
ん
と
プ

レ
ス
キ
ッ
ト
を
筏
ま
な
い
。

そ
の
理
由
は
、
分
秒
を
争
う

窃
件
報
道
の
現
場
で
は
、
そ

の
場
で
付
け
焼
き
刃
の
勉
強

を
す
る
よ
り
も
棚
田
々
な
人
に

次
々
に
館
を
聞
い
て
い
っ
た

ほ
う
が
察
早
〈
的
穏
な
記
原

を
・
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
だ
。
問
題
は
、
モ
の

.
，
件
報
道
の
や
り
方
を
、
ロ

ケ
ッ
ト
の
取
材
で
も
や
っ
て

し
ま
う
こ
と
。
待
機
し
て
い

る
悶
に
プ
レ
ス
キ
ッ
ト
を
鋭

ん
で
お
け
ば
、
記
者
会
見
で

も
す
っ
と
ま
と
も
な
質
問
が

で
き
る
の
に
‘
彼
ら
は
そ
う

し
よ
う
と
は
し
な
い
。

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
理

系
と
文
系
の
岡
崎
の
深
刻
な
知

惜
酬
の
ギ
ャ
ッ
プ
で
あ
る
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
保
存
則
と
=
ュ
l

ト
ン
の
運
動
力
学
を
理
解
し

て
い
れ
ば
、
軌
道
上
の
衛
星

の
週
勧
に
つ
い
て
あ
る
回
程
度

の
見
当
が
つ
く
。
し
か
し
現

実
に
は
そ
れ
が
で
き
な
い
。

ご
く
簡
単
な
理
系
の
常
援
を

知
ら
な
く
て
も
大
学
の
文
系

に
は
進
学
で
き
る
し
、
マ
ス

コ
ミ
業
複
に
就
織
も
で
き
る
。

そ
し
て
種
子
島
に
や
っ
て
き

て
、
と
ん
ち
ん
か
ん
な
質
問

を
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
。

あ
げ
く
、
自
分
の
知
憎
闘
が
不

足
し
て
い
る
と
は
思
わ
ず
に
、

『
も
っ
と
簡
単
に
説
明
し
ろ
』

と
要
求
す
る
こ
と
に
な
る
。

{
総
)

れ
た
。

日ア

1
タ
中
継
試
験
衛
星

D
R
T
Sの
「成
功
」
の
レ
ベ
ル
に

打
ち
上
げ
失
敗
、

あ
る
レ
ベ
ル
ゼ
ロ
か
ら
、

7
年
間
予
定
さ
れ
て
い
る
定
常
の
述-

句
ん

m後
に
許
制
さ
れ
る
べ
き
レ
ベ
ル

4
ま
で
の
成
功
の
度
合
が
懇

ぜ
っ
て
い
ね
い

切
丁
第
に
解
説
さ
れ
た
。

つ
い
て
も
、

出
附
星
の
市
民
失
で
完
全
な
失
敗
で

こ
ん
な
記
者
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
説
明
体
制
な
ら
ば
、

現
場
取

材
に
忙
し
く
て
プ
レ
ス
キ
ッ
ト
を
読
む
暇
も
な
い
記
者
も
、
今

回
打
ち
上
げ
ら
れ
る
ロ
ケ
ッ
ト
や
術
誕
の
概
裂
を
理
解
で
き
て
、

よ
り
も
の
の
わ
か
っ
た
報
道
が
配
倍
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

お
か
げ
で
記
者
ブ
リ

i
フ
イ
ン
グ
に
は
通
常
の
倍
近
い
時
間

が
か
か
り
、

こ
れ
だ
け
丁
惨
な
説
明
そ
受
け
て
き
え
出
て
来
る

町
ベ
閉
ま
、

i
f
l
 や
っ
ぱ
り
ロ
ケ
ッ
ト
の
杓
打
ち
上
げ
と
術
暴
の
軌
道
投

入
と
術
阜
の
迎
用
を
ひ
と
ま
と
め
に
記
事
に
し
た
い
ら
し
い
も

の
が
多
か
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
。

い
つ
も
よ
り
時
間
が
か
か
っ
た
前
日
記
者
ブ
リ

1
フ
ィ
ン
グ

が
終
了
し
た
の
は
同
時
刊
分
く
ら
い
。

プ
リ

l
フ
ィ
ン
グ
終
了
後
、

ユ
ー
ザ
ー
ズ
担
当
の

U
S
E
F

所
以
、

金
井
氏
を
つ
か
ま
え
て
、
幾
つ
か
質
問
し
て
み
る
。

一
つ
は
低
軌
道
、

今
回
の

3
号
機
は
術
忌
二
つ
を
、

静
止
軌
道

正
Ji(f 

は
静
Jt 
ilVL 
道

移
行
す
る
手
前
の
¥'I'Itー
止つ
巡れま

⑮ 



曲
妙
軌
泊
〉
に
投
入
す
る
。
低
軌
道
に
投
入
さ
れ
る
の
が

U
S
E

(
Cコ
ヨ
白
ロ
ロ
向
島

ω匂
白

n
m
F二
M
m
Zヨ
巾
『

d
F
pwnO〈
舟
ミ

ω苫
円
。
ョ
、
無
人
宇
宙
実
験
回
収
シ
ス
テ
ム
)
で
、
こ
れ
は
軌

道
上
で
無
盟
社
状
態
を
利
用
し
た
材
料
災
験
で
沼
気
炉
に
よ
る

紹
伝
導
磁
石
の
材
料
を
作
成
、

8
カ
月
後
に
百
円
突
入
モ
ジ
ュ
ー

ル
を
切
り
離
し
て
小
笠
原
洋
上
に
着
水
さ
せ
る
。

笹
本
が
記
者
会
見
中
に
質
問
し
た
の
は
、
出
治
水
し
た
モ
ジ
ュ

ー
ル
を
回
収
す
る
ま
で
に
ど
れ
く
ら
い
の
時
聞
を
惣
定
し
て
い

る
か
と
い
う
こ
と
。

R 
S 答

え
は
、
肉
眼
で
も
見
え
る
よ
う
に
朝
再
突
入
さ
せ
て
、
柑
俗

&
u
v
 

制
糊
し
て
い
る

G
P
S
ビ
ー
コ
ン
が

m時
間
く
ら
い
し
か
保
た
な

い
の
で
、
そ
れ
が
生
き
て
い
る
う
ち
に
回
収
し
た
い
と
の
こ
と
。

あ
と
か
ら
質
問
し
た
の
は
、
突
入
予
想
海
峡
に
船
を
待
機
さ

せ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

突
入
予
怨
海
域
に
船
を
入
れ
て
お
け
ば
則
般
に
州
収
で
き
る

代
わ
り
、

虫
く
じ
み
た
い
な
舵
準
で
は
あ
る
が
お
述
で
峨
W
附
し

て
き
た
モ
ジ
ュ
ー
ル
が
船
を
占
川
崎
市
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。

そ
こ
ら
へ
ん
ど
う
す
る
の
か
な

l
と
思

っ
て
質
問
し
た
ら
、

予
処
泌
域
の
ぎ
り
ぎ
り
外
側
に
二
箆
の
船
を
待
機
さ
せ
て
、
内
村

水
完
了
ま
で
は
泌
岐
に
は
入
れ
な
い
そ
う
で
あ
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト
か
ら

U
悦
で
確
認
す
る
た
め
、
本
体
に

前
筏
5
メ
ー
ト

ル
の
オ
レ
ン
ジ
色
の
エ
ア
バ
ッ
グ
と
、
シ
ー
マ

ー
カ
ー
を
搭
m
明
。
周
辺
海
峡
を
染
料
で
赤
く
染
め
る
こ
と
ま
で

や
っ
て
い
る
。

@ 

J
1
ロ
ケ
ッ
ト

1
9
微
で
打
ち
上
げ
ら
れ
た
再
突
入
実
験
体

ハ
イ
フ
レ
ッ
ク
ス
の
川
収
は
、

当
初
予
定
に
な
か
っ
た
。
と
こ

ろ
が
回
収
が
急
滋
決
定
し
た
た
め
、
事
前
の
災
験
も
な
し
に
回

収
機
締
や
ら
プ
イ
や
ら
取
り
付
け
、
結
局
、
淡
の
帰
れ
が
ロ
ー

プ
を
金
只
に
こ
す
り
つ
け
て
し
ま
い
ロ

1
プ
切
断
、
抑
制
水
し
た

-s
 

本
体
は
海
の
底
に
消
え
た
。
茶
園
の
特
殊
工
作
船
が
事
前
に
回

収
し
た
な
ん
て
話
も
あ
る
。

今
回
は
、

大
樹
町
の
近
く
、
北
海
道
近
海
で
高
度
5
0
0
メ

ー
ト
ル
か
ら
模
型
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
切
り
離
し
、
治
水
さ

せ
る
笑
験
を
二
回
行
な
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
ま
で
や
っ
て
る
ん

な
ら
安
心
で
き
ょ
う
と
い
う
も
の
。

h
w
 

ビ
ー
コ
ン
も
、

m時
間
し
か
保
た
な
い

G
P
Sだ
け
で
な
く
、

鯨
や
波
り
ね
を
術
昼
で
追
跡
す
る
た
め
の
ア
ル
ゴ
ス
と
い
う
シ

ス
テ
ム
も
俗
載
し
て
お
り
、
こ
っ
ち
は

ω数
時
聞
は
保
つ
ら
し

-注

5
-

冗
制
酬
で
す

.
mに
受
け
な

い
よ
う
に
.
{
松
】

、。
・bv

同
じ
場
所
で
総
削
が
質
問
し
て
た
の

は

、

(

訓可

思
傑
奇
術
n
処
)
失
敗
の
版
閃
に
な

っ
た
同
体
ロ
ケ
ッ
ト
の
同
点

火
失
敗
を
防
止
す
る
た
め
に
、
な
に
か
対
策
を
行
な

っ
て
い
る

か
ど
う
か
。

{注
6
}

『
コ
ン
ツ
ア
l
』
は
米
航
空

宇
宙
局

{N
A
S
A
)
の
醤

塁
線
査
機
.
地
蛾
ス
イ
ン
グ

パ
イ
を
使
っ
て
、
い
く
つも

の

u
mを
続
け
ざ
ま
に
探
査

す
る
は
す
だ
っ
た
.
2
0
0

E
年

7
月
3
日
に
打
ち
上
げ

ら
れ
て
地
琢
周
囲
軌
道
に
入

っ
た
が
、
日
用
何
回
に
醤
箆

に
向
か
う
た
め
固
体
ロ
ケ
ッ

ト
に
点
火
し
た
と
こ
ろ
で
通

信
が
途
絶
し
た
。
毘
体
ロ
ケ

ッ
ト
が
破
裂
し
た
も
の
と
世
措

定
さ
れ
て
い
る
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
、

宇

宙
開
発
関
係
者
の
閣
で
、

『ポ
リ
フ
タ
ジ
エ
ン
ゴ
ム
の

固
体
ロ
ケ
ッ
ト
を
温
度
調
嶋

が
厳
し
い
宇
宙
空
間
に
必
臼

も
さ
ら
し
て
い
た
こ
と
が

司コン
ツ
ア
l
』
失
敗
の
原

因
で
は
な
い
か
』
と
い
う
織

舗
が
さ
れ
て
い
た
の
だ
.
で
‘

U
S
E
R
Sで
は
、
川
叩
固
と

こ
ろ
で
は
は
く
、

8
カ
月
も

宇
宙
空
間
に
印
体
ロ
ケ
ッ
ト

を
さ
ら
す
の
で
、
大
丈
夫
か

と
怒
っ
て
質
問
し
た
次
第
.

{松
}

.‘
 

コ
ン
ツ
ア
ー

一内
突
入
ロ
ケ
ッ
ト
は
以
内
エ
中
に

l
年
置
い
た
り
し
て
動
作
を

縦
惚
し
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

記
者
会
見
終
了
後
、
松
浦
が
字
街
作
家
ク
ラ
プ
の
ニ
ュ
ー
ス

掲
示
板
に
配
信
す
る
た
め
の
記
事
を
製
作
し
て
い
る
附
に
、
師
側

子
山
州
初
上
陸
の
燃
荒
を
述
れ
て
種
子
島
中
T
街
基
地
勝
手
に
行
け

{注
7
}

9
1
1
テ
ロ
後
の
打
ち
ょ

げ
だ
っ
た
H
o
H
A
ロ
ケ
ッ

ト
E
号
織
で
は
貨
備
強
化
は

な
か
っ
た
.
{
箆
)



る
と
こ
ろ
ツ
ア
ー
に
出
か
け
た
。

-帽
、，

今
回
9
1
1
テ
ロ
の
影
響
だ
と
か
で
響
備
が
厳

と
こ
ろ
が
、

面
一に
な
っ
て
い
る
。

具
体
例
を
上
げ
れ
ば
人
数
制
限
が
な
か

っ
た
プ
レ
ス
ツ
ア
ー

は
各
社
限
定
二
人
に
な
っ
て
お
り
、
人
口
確
認
も
前
回
ま
で
よ

り
般
絡
に
行
な
わ
れ
る
、
ら
し
い
。

指
定 H
さ l
れ 1時
て 代
雛2の
ifi1観
に製
上ム1::. 
カ¥ ，こ
れ行
な っ
くて
な み
っ た
てら
お、

り 特
別
轡
戒
区
域
に

間
体
プ

1
ス

タ
ー
の
噴
射
実
験
施
設
に
は
入
れ
た
が
小
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場

に
行
く
道
は
ロ

l
プ
が
狼
ら
れ
て
立
ち
入
り
禁
止
に
な
っ
て
い

る
。
の
み
な
ら
ず
、
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
の
と

ろ
あ:に
れは
は民
パ IIlJ
l塗

裟
の

2
ロ
l
タ
l
大
型
へ
り
が
駐
機
し
て
い
て
、

ト
ル
で
は
?

双
眼
鏡
で
確
認
し
て
み
る
と
、
川
崎
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
シ
ス
テ

ム
と
い
う
民
間
ら
し
い
会
社
の
旅
客
機
仕
様
に
見
え
る
パ

l
ト

ル
で
あ
っ
た
。
報
道
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
小
型
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上

げ
施
設
の
陰
に
な
っ
て
ま
る
っ
き
り
見
え
な
い
ん
で
、
全
然
気

づ
か
な
か

っ
た
。
誰
か
お
偉
い
さ
ん
で
も
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
来

た
の
だ
ろ
う
か
。

月
眼
目
だ
か
ら
か
、

宇
宙
開
発
資
料
展
示
館
も
休
館
目
。
仕

方
な
く
す
ご
す
ご
と
報
道
セ
ン
タ
ー
に
戻
り
、
松
浦
を
回
収
し

て
宿
に
向
か
う
。

中
種
子
の
宿
に
一炭
る
道
の
途
中
で
、
「御
視
察
所
」
と
い
う

看
板
を
発
見
。
御
視
察
所
?

宇
宙
ヶ
丘
か
ら
は
か
な
り
離
れ

H
'
E
A
3号
機

て
る
ぞ
?

{注
8
}

川
崎
・パ
l
ト
ル
K
V
1

0
7
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
。
米パ

ー
ト
ル
社
が
開
発
し
た
大
型

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
、
川
崎
賞

工が
ラ
イ
セ
ン
ス
生
産
し
た

も
の
。
前
後
に
=
つ
の
ロ
l

タ
ー
を
は
問
つ
タ
ン
デ
ム
ロ
i

タ
l
裂
と
い
う
特
徴
的
な
形

式
で
あ
る
。
パ
ー
ト
ル
祉
は

そ
の
後
ボ
ー
イ
ン
グ
祉
と
合

併
し
て
消
演
し
た
が
、
舎
も

、パ
ー
ト
ル
』
と
呼
ぶ
人
は

多
い
。
{
総
)

看
板
の
矢
印
を
頼
り
に
脇
道
に
入
り
込
む
。

横
道
に
目
を
光
ら
せ
な
が
ら
山
道
を
昇
っ
て
い
く
と
、
土
捨

て
場
の
よ
う
な
造
成
地
を
発
見
。
す
で
に
明
日
の
下
見
ら
し
い

草
が
何
台
か
い
て
、
造
成
地
に
入
っ
て
い
く
と
射
点
を
正
聞
か

ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

報
逃
セ
ン
タ
ー
の
観
望
台
か
ら
ま
っ
す
ぐ
に
腕
を
伸
ば
し
て

親
指
を
立
て
る
と
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
大
き
さ
は
爪
と
ほ
ぼ
同
じ
高

さ
に
見
え
る
。
あ
れ
は
直
線
路
紛
で

3
・
5
キ
ロ
の
は
ず
だ
が
、

そ
れ
よ
り
は
わ
ず
か
に
、
ほ
ん
の
心
も
ち
小
さ
く
見
え
る
。
推

{注
9

一

位
同
局
、
記
者
ク
ラ
ブ
所
属

と
織
元
鹿
児
島
の
線
道
織
関

に
の
み
、
取
材
が
認
め
ら
れ

た
ら
し
い
。

3
8

定
4
キ
ロ
?

こ
う
い
う
時
、

G
P
S
は
便
利
で
あ
る
。
現
在
位
躍
を
確
認

後
、
射
点
と
の
距
離
を
地
図
上
で
確
認
で
き
る
。
直
線
距
灘
4

キ
ロ
一半
。
6
キ
ロ
一
離
れ
て
い
る
宇
宙
ヶ
丘
よ
り
ず
い
ぶ
ん
近
い
。

ま
た
、
報
道
セ
ン
タ
ー
で
は
ロ
ケ
ッ
ト
を
真
横
か
ら
見
る
こ
と

に
な
る
が
、
こ
こ
か
ら
な
ら
ほ
ぼ
正
商
か
ら
ロ
ケ
ッ
ト
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

次
の
打
ち
上
げ
の
4
号
機
に
関
す
る
プ
レ
ス
取
材
の
情
報
は

ま
だ
な
い
が
、
そ
の
次
、
情
報
収
集
衛
星
一を
二
基

一
度
に
上
げ

る
デ
ュ
ア
ル
ラ
ウ
ン
チ
の

5
号
機
に
闘
し
て
は
、
日
本
初
の
軍

事
衛
星
の
打
ち
上
げ
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
(
公
式
筋
は
絶
対
に

‘.
9
 

軍
事
衛
昼
だ
っ
て
認
め
な
い
だ
ろ
う
け
ど
)
、
プ
レ
ス
取
材
が

認
め
ら
れ
な
い
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
ら
辺
は
松
浦
情

報
し
か
な
い
ん
だ
が
、
今
の
と
こ
ろ
そ
れ
を
疑
う
理
由
は
な
に



取
材
が
で
き
な
い
の
な
ら
そ
れ
を

m山
に

μに
米
な

い
と
い
う
の
も
ひ
と
つ
の
予
だ
が
、
勝
手
に
打
ち
仁
げ
の
時
期

に
組
チ

-U
に
今
何
は
仕
引
抜
き
で
遊
び
に
米
て
、
ど
う
い
う
わ

け
か
そ
の

H
だ
け
立
ち
入
り
祭
止
に
な
っ
て
い
る
組
子

μ・
子
山

セ
ン
タ
ー
の
辺
り
で
の
ん
び
り
し
て
た
ら
は
っ
と
気
づ
く
と
ロ

ケ
ッ
ト
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
、
と
い
う
の
も
手
で
は
あ
る
。

そ
の
頃
ど
う
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
ど
ん
な
余
裕
を
持
っ

て
敏
子
ぬ
に
来
れ
て
い
る
の
か
来
れ
て
い
な
い
の
か
わ
か
ら
な

い
か
ら
、
ど
こ
か
ら
ど
う
い
う
感
じ
で
ロ
ケ
ッ
ト
が
見
ら
れ
る

の
か
、
今
の
う
ち
に
調
べ
て
お
く
の
は
当
然
だ
ろ
う
。

御
視
-
H
M
所
、
と
看
板
が
出
て
い
る
も
っ
と
獲
帥
制
さ
れ
た
見
学

場
所
は
さ
ら
に
山
の
奥
、
直
線
距
緩
に
し
て

1
キ
ロ
近
く
も
射

点
か
ら
綴
れ
た
所
に
あ
っ
た
。
御
視
祭
所
、
と
い
う
名
前
か
ら

し
て
、

一
一
般
観
光
存
、
水
芥
み
作
家
く
ら
い
に
し
か
分
知
さ
れ

な
い
償
本
は
立
ち
入
れ
そ
う
に
な
い
し
、
だ
い
た
い
ロ
ケ
ッ
ト

の
打
ち
仁
げ
な
ら
少
し
で
も
近
い
と
こ
ろ
で
比
た
い
か
ら
、
も

も
な
い
。

⑮ 

っ
と
後
近
で
き
る
ん
な
ら
そ
っ
ち
に
阿
る
わ
い
。

仰
に
一以
る
山
川
に
中
M
m
p
の
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
、

非
常
食
や
ら
術
に
一以
っ
て
か
ら
経
〈

一
併
や
る
た
め
の
ピ

l
ル

や
ら
凋
述
し
、

街
に
U

加
速
す
る
。
次
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
午
前

3
時
に
報
道
セ
ン
タ
ー
集
合
、
今
夜
も
の
ん
び
り
飲
ん
だ
く
れ

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

ミ
ニ
チ
ュ
ア
ダ
ツ
ク
ス
フ
ン
ド
が
玄
関
に
飛
び
出
し
て
き
て

迎
え
て
く
れ
た
の
は
中
額
子
の
街
、

た
な
か
。
愛
知
芯
の
い
い
、

答
の
飲
迎
は
自
分
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
る
よ
う
な
か
わ
い
い

犬
は
ピ
ン
キ
ー
ち
ゃ
ん
だ
そ
う
な
。

荷
物
を
悩
い
て
即
座
に
晩
飯
、

け
、
部
Mm
に
一灰
る
。

四
人
で
ビ
ー
ル
二
本
を
片
付

な
に
せ
次
の
動
き
は
午
前

3
時
に
報
道
セ
ン
タ
ー
集
合
、

前

2
時
起
き
で
な
い
と
間
に
合
わ
な
い
。

ら
ん燃

を
楽
し
む
間
も
な
く
絞
て
し
ま
う
。

夕
食
後
の
同Z午

の
で
、

動
主
だ
す
。

・h'・aFA，HL
・

神
刊
本
は
気
づ
か
ず
に

-Mて
い
た
が
、
市
収
、
郎

F
の
一
得
ド
の

-eん校
の

一
つ
が
凶
酬
が
絞
け
る
よ
う
に
布
が
下
げ
て
あ
る
だ
け
の
犬

午

u
M
2時
過
ぎ
に
術
で
起
き
だ
し
、

の
通
り
道
か
ら
、

ヒ
ン
キ
ー
が
総
れ
込
ん
で
き
た
ら
し
い
。

2
時
半
前
に
臼
動
車
で
ス
タ
ー
ト
、

報
道
セ
ン
タ
ー
を
門
指

し
て
以
夜
中
の
必
の
追
を
飛
ば
す
。

A
J
川
移
動
の
下
川
を
号
、
え
て
附
之
ぷ
で
は
な
く
山
中
純
子
に
仰

を
取
っ
た
の
だ
が
(
耐
純
子
の
術
は
す
で
に
満
併
で
あ
っ
た)、

お
か
げ
で
片
道
初
分
制
で
ア
術
セ
ン
タ
ー
に
辿
り
必
け
る
。
打

ち
上
げ
制
時
川
以
内
に
三
回
く
ら
い
報
道
セ
ン
タ
ー
に
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
取
材
と
し
て
は
あ
り
が
た
い
。

今
回
、

取
材
陣
の
数
が
か
な
り
附
唱
え
て
い
る
ら
し
い
。
お
か



げ
で
い
つ
も
よ
り
駐
車
場
の
場
所
確
保
が
難
し
い
。
昼
間
に
行

ノ
、
シ
」
、

ぎ
り
ぎ
り
隅
っ
こ
に
ひ
と
つ
し
か
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
な

か
っ
た
り
し
て
、

で
も
報
道
セ
ン
タ
ー
が
い
つ
も
よ
り
浪
み
合

っ
て
る
と
は
思
わ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
。

で
、
今
問
、
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
に
人
数
制
限
が
か
か
り
、

?守
主t

こ
れ
は

9
1
1
テ
ロ
の
影
響
と
も
、

一
一人
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

$
山三

菱
名
古
属
工
場
の

F
4
フ
ァ
ン
ト
ム
戦
闘
機
の
部
品
を
ぺ
ン

チ
で
ぽ
き
ん
事
件
の
た
め
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

小
制
作
家
ク
ラ
ブ
内
で
は
こ
れ
は
次
の
次
、

し
か
し
、

乎

2
0
0
3
年

2
月
に

予
定
さ
れ
て
い
る
情
報
収
集
術
阜
の
打
ち
仁
げ
が
へ
た
す
る
と

取
材
不
可
、

も
し
取
材
で
き
る
と
し
て
も
相
当
な
制
限
が
か
か

る
こ
と
が
予
惣
さ
れ
て
お
り
、
今
凶
は
そ
の
予
行
抑
制
習
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
に
は
字
街
作
・
米
ク
ラ
ブ
の
四
人
の
う

ち
、
今
回
初
参
加
の
燃
荒
武
官
、
及
び
前
回
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
に

行
っ
て
い
な
い
笹
本
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

出
発
前
の
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
の
予
定
に
よ
る
と
、

今
闘
の
ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル
は
特
設
ス
タ
ン
ド
か
ら
の
V
A
B
か
ら
射
点
へ

の
H

'H
A
3号
機
の
移
動
を
見
学
、

か
ら
射
点
に
制
耐
え
付
け
ら
れ
た

3
号
機
の
紛
彩
、

V
A
B
の
線
先
に
移
動
し
て

そ
れ
か
ら

R

cc-』
と
ロ
ケ
ッ
ト
管
制
セ
ン
タ

i
に
移
動
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー

ル

・
ル
i
ム
の
見
学
。

V
A
B
の
中
に
も
入
れ
ず
、

ロ
ケ
ッ
ト

の
発
射
管
制
を
行
な
う
ブ
ロ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
内
に
も
入
れ
な
い
。

そ
り
ゃ
ま
あ
、

両
方
と
も
散
々
見
て
る
笹
本
に
は
時
間
節
約
に

H
'
E
A
3号
機

な
っ
て
い
い
が
、
今
回
が
組
子
島
初
体
験
の
燃
さ
ん
に
は
も
う

ち
ょ
い
見
せ
た
い
と
こ
だ
よ
な
あ
。

ま
だ
夜
も
明
け
な
い

4
時
加
分
、

N
A
S
D
A差
し
回
し
の

パ
ス
に
乗
り
込
ん
で
報
道
セ
ン
タ
ー
の
前
か
ら
プ
レ
ス
ツ
ア
ー

を
ス
タ
ー
ト
、

ま
ず
第

一
目
的
地
で
あ
る
と
こ
ろ
の
射
点
移
動

見
学
の
た
め
の
仮
設
ス
タ
ン
ド
に
行
く
。

旧
日
1
射
点
、
そ
の
後

一
度
だ
け
J
ー
を
打
ち
上
げ
た
も
の

の
以
後
の
使
用
予
定
が
立
た
ず
、
現
在
朽
ち
る
に
ま
か
さ
れ
て

い
る
J

1
射
点
を
パ
ッ
ク
に
、

V
A
B
か
ら
だ
い
た
い

6
0
0

メ
ー
ト
ル
、
射
点
か
ら
な
ら
8
0
0
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
場
所

に
射
点
移
動
取
材
の
た
め
の
仮
設
ス
タ
ン
ド
が
あ
る
。

V
A
B

か
ら
の
数
字
、
射
点
か
ら
の
数
字
も
と
も
に
目
測
の
適
当
な
数

字
で
す
の
で
、
誤
差
は
か
な
り
大
き
い
も
の
と
思
っ
て
く
だ
さ

益

。・ν
射
点
移
動
取
材
の
た
め
の
仮
設
ス
タ
ン
ド
は
初
号
機
打
ち
上

げ
以
来
だ
が
、
鉄
骨
ベ
ニ
ア
掠
り
雛
檀
二
段
だ
け
の
仮
設
ス
タ

ン
ド
は
、
今
回
、
奥
に
斜
め
の
張
り
出
し
が
追
加
さ
れ
て
い
た
。

初
号
機
打
ち
上
げ
の
時
に
は
時
間
不
足
で

V
A
B
か
ら
射
点

へ
の
移
動
は
最
後
ま
で
問
ん
ら
れ
な
か
っ
た
。
だ
も
ん
で

2
号
機

打
ち
上
げ
の
と
き
は
級
初
か
ら
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
を
パ
ス
し
て
、

ロ
ケ
ッ
ト
見
紛
ら
し
台
に
三
脚
ご
と
デ
ジ
カ
ム
を
持
ち
込
み
、

V
A
B
か
ら
射
点
へ
の
移
動
の

一
部
始
終
を
織
影
し
た
。

今
回
は
そ
こ
ら
へ
ん
の
時
聞
を
見
込
ん
だ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

組
ん
で
い
る
せ
い
も
あ
っ
て
、
ス
タ
ン
ド
か
ら
き
っ
ち
り
全
行

{
注
問
}

2
0
0
2年
の

5
月
か
ら
、

三
護
軍
工
鎌
名
古
鹿
航
空
宇

宙
シ
ス
テ
ム
耐
制
作
所
で
連
続

発
生
『
し
た
自
衛
隊
慢
の
磁
咽
刑

事
件
。
内
郡
関
係
者
の
犯
行

で
は
な
い
か
と
曾
わ
れ
つ
つ
、

E
0
0
3年
9
月
現
在
ま
だ

解
決
し
て
い
な
い
.
{松
}



副
総
を
掛
川
断
で
き
た
。
前
回
も
そ
う
だ

つ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

前
回
は
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
い
な
い
の
で
不
明
。

今
回
移
動
に
使
わ
れ
た
の
は
、

三
つ
あ
る
移
動
発
射
台
の
う

ち
の
第
二
移
動
発
射
台
だ
そ
う
で
あ
る
。
前
回
の
ま
ま
名
称
の

変
更
が
な
け
れ
ば
、
も

っ
と
も
怪
い
吉
信
第
二
射
点
の
は
ず
だ

.、
。

み
M

今
回
の

3
号
機
は
射
点
の
臨
線
上
に
あ
る
V
A
B手
前
の
ス

ペ
ー
ス
で
は
な
く
、
奥
の
作
業
ス
ペ

ー
ス
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て

b 
y 

期
間
荒
武
富

@ 

そ
の
た
め
、
ド

l
リ
ー
は
V
A
B前
と
射
点
の
延
長
線

-
H
 

上
で
こ
聞
の
紹
信
地
旋
回
で
方
向
転
換
を
行
な
っ
て
か
ら
射
点

に
向
か
う
。
液
体
燃
料
が
入
っ
て
い
な
い
だ
け
で
、
闘
体
燃
料

を
満
紙
、
衛
星
も
終
戦
し
て
い
る
ロ
ケ
ッ
ト
を
乗
っ
け
た
移
動

発
射
台
は
、
平
均
時
速
で

1
キ
ロ
強
、
総
移
動
時
間
が
も
の
の

加
分
く
ら
い
し
か
か
か
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
た
ぶ

ん
最
高
時
速
は

2
キ
ロ
ほ
ど
で
射
点
に
向
か
う
。

V
A
B
か
ら
山
山
た
直
後
は
V
A
B
内
部
か
ら
の
照
明
が
あ
る

が
、
今
回
も
移
動
の
大
部
分
は
薄
暗
い
中
で
行
な
わ
れ
る
。
機

能
的
に
は
不
必
要
と
頒
で
理
解
し
て
い
て
も
、
や
は
り
移
動
発

射
台
に
も
ロ
ケ
ッ
ト
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
た
め
の
照
明
が
欲
し

い
と
こ
ろ
だ
な
あ
。

射
点
側
に
照
射
角
を
変
更
で
き
る
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
が
あ
れ
ば
、

少
な
く
と
も
片
側
か
ら
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
で
き
る
ん
だ
け
れ

ど
も
。

い
る
。

{注
日
}

四
十
八
鎗
金
舗
の
燥
舵
と

駆
動
が
可
縫
な
ド
1
リ
l
は、

そ
の
喝
を
く
る
り
と
3
6
0

皮
肉
き
を
変
え
る
こ
と
が
で

き
る
.
超
借
地
縫
自
は
、
工

事
車
両
や
駿
車
が
キ
ャ
タ
ピ

ラ
を
左
右
途
転
さ
せ
て
、
そ

の
渇
で
図
癒
す
る
大
銭
。

(
笹
)

{注
刊
日
}

1
号
織
打
ち
上
げ
の
筒
は
、

配
管
後
続
が
う
ま
く
い
か
な

く
て
苦
労
し
た
が
、

2
号
線

以
降
ト
ラ
ブ
ル
は
な
く
な
っ

た
。
打
ち
上
げ
を
繰
り
返
す

た
び
に
確
実
に
現
喝
の
筏
置

は
向
よ
し
て
い
る
。
(
総
}

射
点
に
移
品
則
す
る
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
最
終
到
途
地
点
へ
の
到
活

寸
前
に
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
す
る
。
液
体
水
紫
、
液
体
酸
素
な
ど
の

‘・
日

燃
料
配
管
、
射
点
に
水
噴
射
を
す
る
た
め
の
配
管
按
絞
の
た
め

で
あ
る
。

移
動
が
ほ
と
ん
ど
際
認
で
き
な
く
な
っ
た
時
点
で
、
報
道
陣

に
次
の
取
材
地
点
へ
の
移
動
が
促
さ
れ
る
。

パ
ス
の
入
口
に

N
A
S
D
A
の
広
報
の
人
が
立
っ
て
お
り
、

戻
っ
て
き
た
報
道
陣
の
名
前
を
確
認
し
て
い
る
。
前
回
ま
で
は

人
数
確
認
く
ら
い
し
か
し
て
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
の
体
制
は
何



に
備
え
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

次
の
取
材
地
点
は
、

V
A
B山例
。

今
し
が
た
3
り
機
が
本
訴

の
た
め
に
山
て
行
っ
た
ば
っ
か
り
の
ロ
ケ
ッ
ト
組
点
械
の
前
か

ら、

5
0
0
メ
ー
ト
ル
先
の
k
H
日
射
点
に
掘
え
付
け
ら
れ
た
3

号
機
の
資
を
鉛
る
。
こ
こ
で
の
取
材
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
パ
ス

の
席
の

k
の
前
倒
に
白
か
れ
て
い
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

V
A
B正
面
の
、

ふ
す
ま
の
よ
う
に
互
い
違
い
に
聞
く
巨
大

ロ
ケ
ッ
ト
が
出
て
行
っ
た
向
こ
う
側
は
ま

な
二
枚
煽
の
う
ち
、

だ
聞
い
て
お
り
、
取
材
範
囲
を
制
限
す
る
た
め
の
ロ

l
プ
が
張

ら
れ
て
い
る
。

定
位
置
に
つ
い
た

H
SH
A
3号
機
を
デ
ジ
カ
ム
と
、

か
ら
デ
ジ
タ
ル
ス
チ
ル
カ
メ
ラ
で
鉛
影
す
る
。

前
か
ら
思
っ
て
る
ん
だ
が
、
笹
本
は
ス
チ
ル
カ
メ
ラ
会
ぴ
た

つ
と
般
化
さ
せ
て
船
影
す
る
と
い
う
こ
と
が
か
な
り
苫
手
ら
し

作

ぃ
。

um川
や
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
焚
い
て
の
鉛
彬
な
ら
ば
と
む
か
く
、

フ
ラ
ッ
シ
ュ
な
し
の
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
時
川
(
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

で
も
そ
う
い
う
の
か
?
)
が
H
K
く
な
る
紛
絡
に
な
る
と
、
て
さ

め
ん
に
よ
く
プ
レ
る
。

射
点
へ

の
移
動
の
と
き
む
何
枚
か
船
っ
て
い
る
が
、
下
す
り

に
仰
し
付
け
て
さ
え
雨
漏
は
ぶ
れ
る
。
こ
う
な
る
と
J

一脚
を
持

っ
て
来
な
か

っ
た
の
が
敗
因
な
ん
だ
が
、
今
阿
は
セ
ル
フ
タ
イ

マ
ー
を
か
け
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
地
聞
に
白
い
て
両
角
確
保
、

さ
ら
に
標
準
、
阿
倍
に
調
輸
銀
で
き
る

C
C
O感
度
を
糠

そ
れ

二
倍
、

H
'
E
A
3暑
機

州
市
の
ま
ま
で
の
似
彩
に
成
功
し
た
。
や
っ
ぱ
り
静
止
さ
せ
ら
れ

な
い
と
駄
円
ね
。

川
取
必
防
総
U

門〆
s晶
弘
、

J
i

-

-
今
度
は
ロ
ケ
ッ
ト
飛
行
行
制
セ
ン
タ
ー
、

R

C
C
に
移
動
。
移
動
途
小
、

別
行
動
の
般
消
と
牧
野
を
見
か
け

る

R
C
C到
約
。
金
魚
鉢
の
向
こ
う
の
飛
行
管
制
室
の
映
像
を

押
さ
え
て
、
今
阿
の
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
を
終
了
す
る
。

パ
ス
に
戻
る
時
、
運
転
席
の
下
に
張
ら
れ
て
い
る

U
S
E
R

S
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ッ
チ
に
気
づ
い
た
。

U
S
E
R
S
は
、
通
産
省
ム
主
導
の
民
生
口
問
軌
道
上
笑
動
実
験
、

無
鼠
悦
環
境
下
で
の
材
料
実
験
な
ど
を
行
な
い
、
生
成
さ
れ
た

必
伝
導
体
は
再
突
入
カ
プ
セ
ル
に
よ

っ
て
大
気
聞
に
突
入
し
、

伊
以
沖
で
凶
収
さ
れ
る
。

ヲ
司

dv
u

こ
の
川
内
自
民
入
カ
プ
セ
ル
は
釣
鐘
型
な
の
だ
が
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ッ
チ
に
儲
か
れ
て
い
る
再
突
入
カ
プ
セ
ル
は
す
で
に
大
気
倒

突
入
を
開
始
し
て
お
り
、

一m
m部
を
ぷ
く
灼
然
さ
せ
た
れ
い
川

小
夫
人
体
に
は
、
な
ん
と
逆
さ
に
な
っ
た
た
る
ま
さ
ん
の
頗
が
捕

か
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。

例
に
よ

っ
て
記
餌
判
官
に
は
ご
向
山
に
お
持
ち
く
た
さ
い
状
悠

の
D
R
T
S
の
ミ

ッ
シ
ョ
ン
パ
ッ
チ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
と
か
ヒ
ン

バ
ッ
ジ
と
か
あ
っ
た
ん
だ
が
、

U
S
E
R
S
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
パ

ッ
チ
は
な
か
っ
た
の
よ
ね
え
。
ピ
ン
バ
ッ
ジ
も
、

O
R
T
s
m

体
の
も
の
と
、

O
R
T
S、
H
eH
A
F
3、
U
S
E
R
S
が

一
一
緒
に
な
っ
た
も
の
は
あ
る
が
、

U
S
E
R
s
m体
の
も
の
は

園圃・圃圃・園田

四

圃率直~

区立|
USE円Sのミッションパッチ



「‘、
。

φ
ん
u

'
uv

-b
@
れ

も
っ
た
い
な
い
な
あ
、
こ
ん
な
に
測
務
た
デ
ザ
イ
ン
な
の
に
。

と
り
あ
え
ず
二
枚
ほ
ど
画
像
を
押
さ
え
て
お
く
。

6
時
過
ぎ
、
い
つ
も
よ
り
問
別
分
ほ
ど
少
な
い
プ
レ
ス
ツ
ア

ー
の
行
位
を
終
え
て
、
白
分
が
使

っ
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
持
た
さ

れ
て
報
道
セ
ン
タ
ー
に
帰
還
す
る
。

ロ
ケ
ッ
ト
が
射
点
に
移
動
す
る
と
、
本
絡
的
な
打
ち
上
げ
前

の
準
備
が
は
じ
ま
る
。
宇
宙
作
家
ク
ラ
ブ
の
ニ
ュ
ー
ス
掲
示
板

へ
の
松
浦
の
記
市
申
送
り
だ
し
を
待

っ
て
、
我
々
は
打
ち
上
げ
に

備
え
る
た
め
に
街
に
帰
還
す
る
。

打
ち
上
げ
は
口
叫
吋
却
分
。
孜
々
は
街
に
戻
っ
て
朝
飯
吹
っ
て

一
-M入
り
し
た
後
、
同
時
吋
却
分
と
予
告
さ
れ
て
い
る
報
道
セ
ン

タ
ー
の
入
構
禁
止
が
は
じ
ま
る
ま
で
に
観
匂
台
に
一反
れ
.は
い
い

が
、
打
ち
上
げ
隊
は
そ
の
問
に
第

一
段
、
第
ニ
段
へ
の
挑
進
剤

先
様
、
作
部
の
日
以
終
点
検
な
ど
打
ち
上
げ
に
向
け
た
最
後
の
柳

川
酬
を
行
な
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

小
利
子
の
M

以
前
た
な
か
に
州
り
狩
い
た
の
は

7
時
。
す
で
に

川
h

諒
さ
れ
て
い
た
例
食
を
い
た
だ
き
、
そ
の
ま
ま
す
ぐ
一一
附
の

円
分
た
ち
の
部
以
に
上
が

っ
て
-M込
む
。

M.過
ぎ
に
起
き
だ
し
、

山
中
M
制

ιs
の
川
転
H
H
A
叶
で
リ
川
食
。
の
ち
、

報
道
セ
ン
タ
ー
に
以
る
た
め
に
え
り
だ
す
。

U

取
近
純
子
れ
仰
に
お
け
る
-V

「
術
基
地
建
設
当
時
の
事
悩
を
い
ろ

い
ろ
と
取
材
し
て
い
る
怯
浦
に
よ
る
と
、

字
街
セ
ン
タ
ー
の
近

@ 

虻
川
こ
み
A
O

、

t
f
'

・ι，a『
町

以
内
に
射
点
か
ら

3
キ
ロ
以
内
の
立
ち
入
り
町
村
川
止
区

以
の
紛
が
引
か
れ
て
し
ま
う
・
叫
が
も
あ
る
そ
う
な
。

l1M 
:m: 
「そ
れ
は
つ
ま
り
、

打
ち
ヒ
げ
当
日
は
ト
イ
レ
に
行
け

な
い
?
」

十公
illi 
「
い
や
、

念
品

L

あ、

当
日
は
避
緩
し
て
も
ら
う
ら
し
い
け

ν」」宇
宙
セ
ン
タ
ー
到
泊
。
今
回
い
つ
に
な
く
人

μ確
認
が
厳
し

い
つ
も
な
ら
報
道
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
強
ら
れ

く
な
っ
て
お
り
、

た
車
に
腕
・
お
と
1
D
カ
l
ド
を
付
け
た
の
が
乗
っ
て
い
れ
ば
、

場
合
に
よ
っ
て
は

一
時
停
止
も
な
し
、

ゲ
ー
ト
を
ス
ロ
ー
ダ
ウ

ン
す
る
だ
け
で
通
り
妓
け
ら
れ
た
の
が
、

今
阿
は

I
D
カ

l
ド

が
ひ
と
り
分
ず
つ
係
員
の
手
に
渡
り
、

い
ち
い
ち
顔
写
真
を
破

秘
さ
れ
る
。

制
迫
セ
ン
タ
ー
に
向
か
う
。

打
ち
上
げ
ほ
ぽ

3
時
間
前
だ
が
、

似
市
場
は
満
杯
に
な

っ
て
お
り
、
打
ち
上
げ
け
に
は
開
飲
さ
れ

る
そ
の
隣
の
引

っ
ぱ
ら
に
議
持
さ
れ
る
@
と
こ
ろ
が
、
技
々
の

す
で
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

フ
ァ
ミ
リ
ア
の
前
に
下
小
川
セ
ン
タ
ー
に
入

っ
た
ロ
ン
グ
デ
ッ
キ

の
R
V
か
ら
降
り
た
の
が
、

あ
れ
は
ロ
ケ

ッ
ト
判
中
1
の
波
辺
鰐

太
郎
さ
ん
で
は
な
い
か
と
怯
紛
が
J
い
だ
し
た
。

「
ロ
ケ
ッ
ト
判
ψ1μ
引
が
こ
の
時
間
に
こ
こ
に
米
た

っ
て
こ
と
は
、

打
ち
ょ
げ
が
延
則
に
な

っ
た
可
能
性
が
あ
る
ぞ
」

は
て
、
少
な
く
と
ら
M
時
過
ぎ
に
報
道
関
係
者
に
配
ら
れ
た

例
初
の

i
モ
l
ド
に
よ
る
情
報
で
は
、

す
べ
て
の
打
ち
上
げ
幣



備
は
順
調
に
進
行
中
、

と
終
わ

っ
て
い
た
は
ず
だ
が
?

そ
の
あ
と
点
で
修
励
し
て
い
た
ん
で
気
づ
か
な
か

っ
た
ん
だ

が
、
必
後
に

i
モ
l
ド
の
仙
川却慨
を
他
泌
し
た
そ
の
2
分
後
、

D

R
T
S
の
情
報
伝
述
系
を
地
上
dm
か
ら
キ
ッ
ク
し
た
ら
拠
川
市
が

ト九た
ラら
プし
Jレ L、

自iiの 。
に 発
fti 生
てに
行事I~
つ迫
て jtilt
もは
l!}は
るり
もき
のつ
はて
少い
なる
b、-n'。 、

こ、っ

い
う
場
合
、

と
b、

、フ
か
、
事
実
を
伝
え
よ
う
と
す
る
広
報
の
技
術
説
明
に
対
し
て
、

発
生
し
た
事
象
を
自
分
の
理
解
で
き
る
レ

ベ
ル
に
引
き
ず
り
落

と
そ
う
と
す
る
報
道
陣
の
と
ん
ち
ん
か
ん
な
質
問
で
部
パ

1
セ

ン
ト
く
ら
い
の
時
間
が
無
駄
に
な
る
か
ら
、

i
モ
l
ド
な
り
、

あ
る
い
は
文
心
で
発
点
、

配
什
川
さ
れ
る
情
報
を
自
分
で
分
析
し

て
統
制
限
を
待
っ
た
わ
刀
が
い
い
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
も
わ
か
ら

な
い
仙
川
報
が
あ
れ
ば
、

あ
と
か
ら
広
報
H
H
を
つ
か
ま
え
て
質
問

す
れ
ば
慣
例
む
し
。

楽
の
定
と
い
う
か
や
っ
ぱ
り
と
い
う
か
、

種
4
8
ぬ
の
地
上
系

か
ら
キ
ッ
ク
し
て
異
常
が
見
ら
れ
た
と
い
う

D
R
T
S
の
デ

l

タ
反
応
は
、

い
。
と
い
う
わ
け
で
、

筑
波
か
ら
キ
ッ
ク
し
た
ら
異
状
な
し
と
出
た
ら
し

第
二
段
と
む
に
液
酸
、

L
A
S
ろ
う

3
キ
ロ
彼
方
の
蟹
気
楼
の

向
こ
う
で
う
っ
す
ら
と
ホ
ぷ
%
を
た
な
び
か
せ
つ
つ
打
ち
上
げ

す
で
に
第

一
段、

液
水
を
満
タ
ン
に
し
た
3
号
機
は
、

を
待
っ
て
い
る
。

打
ち
仁
げ
は
げ
時
加
分
。
制
明
所
附
mw帥
の
た
め

一
時
間
前
に
へ

加
分
前
か
ら
現
場
で

ル
メ
ッ
ト
か
ぶ
っ
て
制限切
去
け
に
上
が
り
、

H
'
E
A
3暑
機

デ
ジ
カ
ム
の
操
作
を
確
認
す
る
。

毎
回
問
題
に
な
る
絞
り
は
、

今
凶
オ
ー
ト
の
ま
ま
だ
と

F
U。

{注
旧
}

う
う
む
、
彼
ら
の
気
協
同
ち

も
分
か
る
の
で
す
よ
.

J
」

れ
ぞ
出
替
、
つ
て
な
も
ん
で
.

プ
レ
ス
包
ン
タ
l
に
い
た
配

替
の
全
員
の
脳
・置
を
自
分
の

・
い
も
，
福
堂
島
発
の
原
摘
が

一一
個
ト
ッ
プ
に
な
る
と
い
う

妥
惣
が
よ
ぎ
っ
た
と
し
て
も、

そ
う
い
う
仕
'
な
ん
だ
か
ら

責
め
ら
れ
な
い
と
思
う
.

{
総
)

光
訟
の
強
い
同
体
ブ
ー
ス
タ

l
の
オ

レ
ン
ジ
色
の
光
会
予
測
し

て
、
な
お
か
つ
岡
戸
闘
が
附
く
な
ら
な
い
制
度
の
絞
り
を
揺
り
え
る

と
F
8あ
た
り
に
絞

っ
た
ほ
う
が
よ

い
ら
し
い
の
だ
が
、

今
問
の
打
ち
上
げ
は
木
肌
聞
は
ま
だ
地
平
線
上
に
あ
る
と
は
い
え

で
も

夕
刻
。
打
ち
上
げ
寸
前
に
も
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
で
両
聞
の
綴
子
を

見
て
微
調
態
の
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

と
き
お
り
記
者
セ
ン
タ
ー
の

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
い
た
だ
き
つ
つ
、

原
抑
制
付
い
た
り
し
な
が
ら
打
ち

しし
げ
を
待
つ
。

打
ち
上
げ
1
時
間
前
の
人
情

R
・
5
ω
H
J師

雌刻
化
時
刻
に
な
っ
て
も
、

状
況
に
変
川
氏
は
な
い
。

デ
ジ
カ
ム
は
蛾
H

段
使
っ
て
い

る
も
の
で
は
な
い
の
で
、

本
番

前
に
あ
る
程
度
振
り
回
し
て
勤

を
つ
か
ん
で
お
く
必
要
が
あ
る
。

の
で
、
初

1
品
川
分
前
に
は
制
限
管

ム
け
に
ヒ
が
り
、

3
キ
ロ
彼
β
の

3
り
機
を
州
事
γ
に
い
ろ
い
ろ
と

シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
変
え
て

映
像
状
況
を
試
し
て
お
く
。

b 
. n~ .I:lf ;J~'時

1;) ~ 1)、3比例1)'-"1己

b 
y 

畑
問
荒
武
百

@ 



前
日
の
取
材
の
ま
ま
交
換
し
て
い
な
い
デ
ジ
カ
ム
の
氾
池
残

訟
は
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
で
半
分
、
加
分
の
テ
l
プ
残
誌
に
も
心

配
は
な
さ
そ
う
な
の
で
、
日
分
前
か
ら
テ

l
プ
は
回
し
っ
ぱ
な

し
に
し
て
お
く
。

前
日
の
天
気
予
報
で
は
本
日
の
風
は

1
・
5
メ
ー
ト
ル
前
後
、

公
り
時
々
附
れ
だ

っ
た
の
だ
が
、
打
ち
上
げ
当
日
の
射
場
付
近

の
天
候
は
快
附
、
は
る
か
彼
方
に
雲
海
が
見
え
る
が
、
上
空
に

は

一
切
の
山誌
が
見
え
な
い
。
望
外
の
気
象
状
汎
と
い
え
よ
う
。

打
ち
上
げ

5
分
前
に
な
り
、
射
場
周
辺
で
の
散
水
が
開
始
さ

れ
る
。

3
キ
ロ
彼
方
の
海
の
よ
に
叩取
り
出
し
た
仰
の
水
面
近
く

に
、
白
い
う
す
留
が
積
一な
る
。
い
つ
も
な
ら
も
う
流
れ
て
い
る

は
ず
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
な
い
。

と
か
思
っ
た
ら
、
マ
イ
ナ
ス

2
4
0秒
あ
た
り
か
ら
機
械
仕

掛
け
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
は
じ
め
た
。
茶
話
の
同
時
通
訳
が

惑
な
る
と
こ
ろ
も
い
つ
も
と
同
じ
で
あ
る
。

今
回
、
取
材
人
口
で
デ
ジ
カ
ム
を
回
す
の
が
笹
本
し
か
い
な

い
の
で
、
気
合
い
を
入
れ
て
映
像
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

い
つ
も
な
ら
最
大
広
角
か
ら
上
昇
開
始
と
同
時
に
最
大
望

遠
に
押
す
と
こ
ろ
、
今
回
は
最
大
望
遠
の
ま
ま
打
ち
上
げ
を
待

つ
。カ

ウ
ン
ト

5
、
メ
イ
ン

エ
ン
ジ
ン
点
火
。
画
角
の
外
側
に
な

る
射
点
の
右
側
で
償
射
炎
に
叩
か
れ
た
水
而
か
ら
白
煙
が
沸
き

ょ
が
る
。

カ
ウ
ン
ト
ゼ
ロ
、
間
体
ロ
ケ
ッ
ト
点
火
、
離
出
陣
。
射
点
よ
の

⑮ 

3
号
機
が
ゆ
っ
く
り
と
上
昇
を
開
始
す
る
。

{注

M
}

そ
れ
を
見
る
た
め
だ
け
に

で
も
、
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ

を
見
に
い
く
価
値
が
あ
る
と

思
う
。
(
総
)

や
っ
と
こ
さ
タ
ワ
ー
を
ク
リ
ア
ー
す
る
こ
ろ
に
な
っ
て
、
あ

の
皿
盟
国
が
観
的
車
台
に
ま
で
聞
こ
え
て
く
る
。

が
、
今
回
、
画
像
取
得
の
た
め
に
搬
影
に
集
中
し
て
い
る
か

ら
、
級
位
H
を
ゆ
っ
く
り
聞
く
ほ
ど
神
経
が
回
っ
て
い
な
い
。

そ
し
て
、
締
官
到
達
よ
り
や
や
遅
れ
て
タ
ワ
ー
を
ク
リ
ア
し

た
H
'
H
A
ロ
ケ
ッ
ト
が
、
小
型
ロ
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ
ー
に
点

火
す
る
。
ま
る
で
も
う
一
度
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
込
ん
だ
よ
う
に
、

ふ
〈

オ
レ
ン
ジ
色
の
炎
が
ひ
と
ま
わ
り
膨
れ
、
加
速
も
自
に
見
え
て

大
き
く
な
る
。

れ
取
大
望
遠
の
商
而
中
央
に
ロ
ケ
ッ
ト
を
捉
え
た
ま
ま
、
さ
す

が
に
も
っ
た
い
な
い
の
で
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
炎
を
噴
い
て
上
昇

し
て
い
く
ロ
ケ
ッ
ト
を
見
る
肉
娘
の
左
目
の
ほ
う
に
神
経
を
切

a
M
 

り
換
え
る
。
あ
の
オ
レ
ン
ジ
色
っ
て
ビ
デ
オ
に
織
れ
ね
ー
ん
だ

よ
な
。
音
も
な
か
な
か
よ
い
が
、
何
時
も
よ
り
大
き
い
の
か
お

と
な
し
い
の
か
、
判
断
が
で
き
な
い
。

υ
 

上
界
し
て
い
く
ロ
ケ
ッ
ト
は
自
爆
を
曳
い
て
い
る
か
ら
、
追

跡
は
楽
で
あ
る
。
電
子
ズ

1
ム
を
信
用
し
な
い
笹
本
は
光
学
最

大
望
遠
し
か
使
わ
な
い
の
で
、
離
れ
て
い
く
ロ
ケ
ッ
ト
は
単
に

飛
行
機
雲
が
延
び
て
い
く
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
か
も
。

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
小
さ
な
視
界
で
は
判
別
し
難
い
が
、
背
窓

に
延
び
て
い
く
ロ
ケ
ッ
ト
留
が
ま
だ
ま
だ
見
え
る
う
ち
に
悶
体

ロ
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ
ー
の
点
火
終
了
、
分
離
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ



れ
る
。
固
体
ロ
ケ
ッ
ト
が
燃
焼
終
了
し
て
し
ま
う
と
、
m
H
空
に

く
っ
き
り
と
曳
か
れ
る
白
煙
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
肉
眼

で
も
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
で
も
追
跡
は
閤
艇
に
な
る
。

か
な
り
が
ん
ば
っ
て
追
い
か
け
た
ん
だ
が
、
つ
い
に
フ
ァ
イ

ン
ダ
ー
上
で
何
も
見
え
な
く
な
っ
た
の
で
デ
ジ
カ
ム
を
放
り
だ

し
、
代
わ
り
に
ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ

l
付
き
却
絡
の
双
眼
鏡
を
引
っ

つ
か
ん
で
ロ
ケ
ッ
ト
雲
の
先
を
追
う
。

見
え
た
!

「現
在
、

ロ
ケ
ッ
ト
の
高
度
は
1
4

5
キ
ロ
、
秒
速

2
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
で
飛
行
中
」

も
ち
ろ
ん
ツ
ア
イ
ス
却
倍
の
威
力
を
も
っ
て
し
で
も
、
飛
行

す
る
ロ
ケ
ッ
ト
の
姿
が
見
え
る
わ
け
で
は
な
い
。山
首
空
の
中
に
、

自
く
星
の
よ
う
に
輝
く
点
が
確
認
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
液
酸

H
'
E
A
3暑
機

e-時

液
水
系
の
ロ
ケ
ッ
ト
だ
と
、
仮
初
に
見
た
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル

も
メ
イ
ン
エ
ン
ジ
ン
の
腕
き
だ
け
が
最
初
は
三
つ
、
最
後
は一

つ
に
な
っ
て
背
笠
に
昇
っ
て
い
っ
た
っ
け
。

し
か
し
、
あ
れ
だ
け
離
れ
て
遠
く
な
っ
て
も
、
ま
だ
脱
出
速

度
の
4
分
の

1
も
出
て
な
い
の
か
。
宇
宙
空
間
と
は
は
る
か
な

る
場
所
だ
な
あ
。

ス
タ
ピ
ラ
イ
ザ
l
付
き
の
双
眼
鏡
で
も
、
手
ぶ
れ
が
完
全
に

キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
嶋
崎
れ
て
い
く
級
点
が
双

眼
鏡
で
も
追
い
切
れ
な
く
な
っ
た
の
で
、
そ
れ
以
上
の
追
跡
を

あ
き
ら
め
、
回
し
っ
ぱ
な
し
の
デ
ジ
カ
ム
を
主
の
い
な
く
な
っ

た
発
射
台
に
向
け
る
。

風
は
強
く
な
い
の
に
、
噴
射
炎
は
す

っ
か
り
流
れ
て
し
ま
っ

て
、
そ
れ
ら
し
い
雲
が
海
の
よ
に
流
れ
て
い
る
程
度
。
発
射
終

打ちょがるH-DAロケット3号憐。

写真上は88B点火前、下l立点火後

{注
目
}

笹
本
が
鰻
初
に
取
材
し
た

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
は、

1

9
9
4年
7
月
の
S
T
S筒、

向
持
千
秋
思
初
の
飛
行
だ
っ

た。

{釜
)



f
後、

射
点
川
辺
の
冷
却
や
火
災
消
化
の
た
め
の
倣
水
が
行
わ

れ
て
い
る
。

と
り
あ
え
ず
カ
メ
ラ
だ
の
デ
ジ
カ
ム
だ
の
双
山
眼
鏡
だ
の
を
持

っ
て
、
記
者
室
に
撤
収
す
る
。
比
え
な
く
な
る
と
こ
ろ
ま
で
飛

ん
で
い
っ
て
も
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
は
終
了
し
た
わ
け
で

は
な
い
。
低
軌
道
で

U
S
E
R
S
の
切
り
離
し
、
第
二
段
再
点

火
、
抑
止
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
軌
道
へ
の

D
R
T
S
の
投
入
と
、

打
ち
上
げ
後
初
分
あ
た
り
ま
で
は
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
フ
ェ

ー
ズ
が

続
く
。今

回
、

プ
レ
ス
キ
ッ
ト
の
様
相
が
変
わ
り
、

日
時
さ

2
セ
ン
チ

ほ
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ

1
ス
に
各
種
シ

1
ト
が
納
め
ら
れ
て

い
る
。
打
ち
上
げ
解
説
シ

l
ト
の
七
枚
目
の
打
ち
上
げ
シ

l
ク

エ
ン
ス
を
片
下
に
、

記
者
室
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
前
に
陣
取
る
。

打
ち
上
げ
シ

l
ン
の
同
般
送
で
も
あ
る
か
と
思
っ
た
の
だ
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
訂
さ
れ
る

r
n
A
S
D
A放
送
で
は
、
刑
制

レ
肌
似
れ
の
解
説
や
ら
液
体
燃
料
タ
ン
ク
内
の
映
像
や
ら
が
人
り
、

打
ら

t
げ
の
映
像
は

μ
ら
れ
な
い
.

-
崎川山肌

判
官
と
い
え
ど
も
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
飛
行
状
況
が
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
配
川
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
げ
は
テ
レ
メ

ト
リ
ー
が
そ
の
ま
ま
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の

一
つ
に
映
し
だ
さ
れ
、

従

っ
て

H
l
H
5り
機
の
紋
終
到
述
巡
皮
.ATM
は
す
ぐ
に
わ
か

っ
た
の
だ
が
、

A
S
O
A放
送
が
映
し
だ
さ
れ
て
る

A
1
凶
は
・

だ
け
な
の
で
得
ら
れ
る
約
報
は
限
ら
れ
る
。
と
き
お
り
入
る
ア

ナ
ウ
ン
ス
に
し
て
も
、

実
際
に
そ
の
シ
ー
ク
ェ
ン
ス
が
行
わ
れ

@ 

た
と
い
う
的
制
限
が
飛
行
符
制
官
に
入
っ
て
か
ら
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ

れ
る
か
ら
、
見
て
い
る
と
大
体
加
秒
く
ら
い
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が

あ
る
。
ま
た
、
実
際
の
飛
行
の
状
態
に
応
じ
て
飛
行
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
前
後
す
る
こ
と
が
あ
る
。

打
ち
上
げ
で
い
ち
ば
ん
大
切
な
の
は
位
低
よ
り
も
お
度
よ
り

も
速
度
な
の
で
、
到
達
速
度
次
第
で
は
予
定
さ
れ
て
い
た
打
ち

ょ
げ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
前
後
す
る
の
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

事
前
の
飛
行
経
路
は
あ
く
ま
で
計
算
値
で
し
か
な
く
、
セ
ン
サ

ー
な
ど
で
得
ら
れ
る
実
際
の
飛
行
経
過
に
よ
り
タ
イ
ミ
ン
グ
が

ず
れ
る
の
は
正
常
な
飛
行
で
も
普
通
な
の
だ
が
、
で
も
経
過
時

間
し
か
質
問
し
な
い
報
道
陣
が
そ
れ
を
理
解
し
て
る
と
は
到
底

思
え
な
い
。

記
者
室
に
協
同
り
て
き
て
か
ら
、
第
一
段
は
燃
焼
停
止
し
た
。

そ
の
後
、
計
算
的
よ
り
巡
れ
気
味
に
飛
行
経
過
は
推
移
、
記
者

山
主
に
設
閉
山
さ
れ
て
い
る
大
唱
の
時
間
表
示
川
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の

数

?
で
打
ち

t
げ
後
日
分
で
第
二
段
エ
ン
ジ
ン
が
燃
焼
仰
比
、

似
性
飛
行
に
人

っ
た
と
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
る
。
実
際
の
飛

行
シ
ー
ク
ェ
ン
ス
は
あ
と
か
ら
餓
W
曲
す
れ
ば
い
い
。

M
分
前
に
、
低
軌
道
で

U
S
E
R
S
の
分
離
般
認
の
ア
ナ
ウ

ン
ス
。
フ
ェ
ア
リ
ン
グ
前
郊
に
w
m
m概
さ
れ
た
低
軌
道
術
川
で
あ

る

U
S
E
R
S
が
分
醐
附
さ
れ
、
所
定
の
軌
道
に
投
入
さ
れ
る
。

こ
こ
で
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
仕
引
は
ま
だ
半
分
し
か
済
ん
で
い
な
い
。

下
訓
十
分
に
物
納
さ
れ
て
い
る

D
R
T
Sを
桜
う
下
部
フ
ェ
ア

リ
ン
グ
分
隊
、
そ
れ
か
ら
ゆ
分
以
上
た
っ
て
、
低
軌
道
上
で
似

【
注
間
山
}

笹
本
も
・
く
よ
う
に
‘
以

前
は
管
制
窓
の
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
が
そ
の
ま
ま
配
値
さ
れ
て

い
た
の
だ
が
N
A
S
D
Aが

広
報
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
周

密
絡
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た

た
め
に
、
そ
ち
ら
が
優
先
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
で
き

れ
ば
笠
の
テ
レ
メ
ト
リ
l
デ

ー
タ
が
配
信
さ
れ
た
ほ
う
が

色
々
と
分
か
っ
て
便
利
な
の

だ
が
。
(
総
)

{注
げ
}

静
止
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
軌

道
の
よ
う
な
畏
摘
円
軌
道
の

喝
合
、
湿
地
点
の
高
度
を
1

キ
ロ
変
え
る
の
に
必
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
、
近
地
点
の
高

度
を
1
キ
ロ
変
え
る
の
に
必

国
間
忽
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
比
べ
る

と
は
る
か
に
小
さ
い
.
適
地

点
高
度
が
自
国
棚
か
ら
た
と
え

鍛
百
キ
ロ
す
れ
た
と
し
て
も
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
的
に
全
然
大
し

た
こ
と
は
な
く
十
分
に
修
正

可
能
で
あ
る
.
こ
れ
が
も
し

も
近
地
点
で
鍛
百
キ
ロ
も
す

れ
た
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
的
に
大

変
な
こ
と
で
、
も
し
も
低
す

ぎ
れ
ば
地
表
に
簿
ち
て
し
ま

う
こ
と
に
な
る
。
{
総
)



性
飛
行
を
続
け
て
い
た
第
二
段
が
残
存
推
進
剤
に
再
点
火
。
遠

地
点
で

3
万
6
千
キ
ロ
に
も
な
る
的
止
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
軌
道

に
向
け
、

D
R
T
Sを
軌
道
速
度
か
ら
さ
ら
に
秒
速
に
し
て
3

キ
ロ
近
く
加
速
す
る
。

ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
あ
る
第
二
段
エ
ン
ジ
ン
の
第
二
回
燃
焼
停

，

E
2
0
ト
2
b
。

i
h
H
2
3
4
主

「も
う
す
で
に
エ
ン
ジ
ン
停
止
し
て
、
そ
ろ
そ
ろ
術
一説
も
分
耐
附

さ
れ
て
る
は
ず
な
ん
だ
け
れ
ど
も
」

打
ち
上
げ
後
却
分
過
ぎ
に
、
や

っ
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た
。

「第
二
段
エ
ン
ジ
ン
は
燃
焼
作
止
、

D
R
T
S
の
所
定
の
軌
道

へ
の
分
離
を
確
認
し
ま
し
た
」

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
は

R
C
C
の
画
像
が
映
し
だ
さ
れ
て
お
り
、

今
回
も
打
ち
上
げ
災
任
者
の
席
に
座

っ
て
お
ら
れ
た
山
之
内
理

事
長
が
ほ
っ
と
手
を
挙
げ
て
、
周
り
の
ス
タ
ッ
フ
と
握
手
を
始

め
る
。

打
ち
上
げ
成
功
。
こ
れ
か
ら
先
、

U
S
E
R
S
の
迩
用
開
始

や
ら
D
R
T
S
の
静
止
軌
道
へ

の
遜
移
な
ど
、
衛
星
側
の
迎
朋

は
今
ま
さ
に
は
じ
ま

っ
た
ば
か
り
だ
が
、

H
'
H
A
3
号
機
の

打
ち
上
げ
は
す
べ
て
を
成
功
し
て
終
わ
っ
た
。
正
確
な
デ
1
タ

が
発
表
さ
れ
て
い
な
い
今
、
静
止
ト
ラ
ン
ス
フ

ァ
ー
軌
道
に
入

e
H
 

っ
た

D
R
T
S
の
遠
地
点
高
度
が
ち
ょ
い
と
気
に
な
る
く
ら
い

で、

3
号
機
は
.袋
求
さ
れ
た
す
べ
て
の
仕
事
を
終
え
た
の
で
あ

る
そ
お
か
あ
、
全
部
成
功
し
た
か
あ
。
よ
か
っ
た
よ
か
っ
た
。

H
'
E
A
3号
機

昨
仰
に
.
戻
り
、
字
街
作
・
家
ク
ラ
ブ
の
ニ
ュ
ー
ス
掲
示
板
に

D
R

T
S
の
静
止
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
軌
道
へ
の
投
入
成
功
を
送
る
。

防
は
す
っ
か
り
陰
り
、
辺
り
は
だ
い
ぶ
時
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

ふ
と
顔
を
上
げ
る
と
、
報
道
セ
ン
タ
ー
の
よ
笠
を
2
ロ
l
タ

ー
の
大
型
へ
り
が
飛
ん
で
い
く
。

パ
ー
ト
ル
が
飛
ん
で
る
?

打
ち
上
げ
前
日
、
悶
体
ロ
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ
ー
の
試
験
場
に

行
く
時
に
、
小
慰
ロ
ケ
ッ
ト
射
場
の
辺
り
に
駐
機
し
て
い
た
パ

ー
ト
ル
で
あ
る
。
打
ち
上
げ
終
了
後
ま
だ

1
時
間
も
た
つ
て
い

な
い
の
に
、
も
う
お
除
い
さ
ん
の
設
か
が
出

発
?
打
ち
上
げ
後
の
記
者
会
見
も
ま
だ
な

の
に
?

こ
の
パ

l
ト
ル
が
、
機
体
の
下
に
大
き
な

バ
ケ
ツ
の
よ
う
な
パ
ケ
ッ
ト
を
ぶ
ら
下
げ
て

い
る
。
円
筒
形
の
下
が
円
錐
形
に
す
ぽ
ま
っ

た
オ
レ
ン
ジ
色
の
あ
れ
は
、
単
純
に
見
る
と

中
に
水
が
入

っ
て
い
て
、
山
火
川
掛ψ
な
ど
の
際

• 

に
上
笠
か
ら
水
を
撒
き
倣
ら
す
も
の
の
よ
、
うフ

に
見
、
え
え
る
の
だ
が
、
な
ぜ
そ
ん
な
も
の
が
?

パ
ー
ト
ル
が
自
の
前
を
飛
ん
で
い
っ
た
の

も
忘
れ
て
い
た
数
分
後
、
す
で
に
主
役
も
い

な
く
な
っ
た
射
場
上
空
に
、
突
然
、
白
い
も

の
が
ば
あ
っ
と
広
が
っ
た
。
射
場
に
向
け
て

ふ
っ
と
顔
を
上
げ
た
ら
、
自
に
入
っ
た
。
ま

被
水
用
ヘ
リ



っ
た
く
の
似
然
で
あ
る
。

あ
わ
て
て
、
か
ね
て
朋
怠
の
双
眼
鏡
を
引

っ
つ
か
み
、

に
い
る
と
お
ぼ
し
き
パ

1
ト
ル
を
探
す
。
発
見
。
報
道
セ
ン
タ

ー
の
近
く
を
飛
行
し
て
い
た
時
に
は
虫
そ
う
に
見
え
た
機
下
の

パ
ケ
ッ
ト
は
、
今
は
前
進
す
る
へ
リ
に
引
か
れ
て
か
な
り
た
な

び
い
て
お
り
、
見
る
か
ら
に
軽
そ
う
。

発
射
直
後
の
射
場
上
空
で
、

引d
L・

て
こ
と
は
、

水
し
た
な
。

パ
ケ
ッ
ト
か
ら
散

ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
に
火
事
は
付
き
物
で
あ
る
。
と
山
口
く

-守Suふ柄ひ".，を句②

.1)・寸ピ碍マ、・7'，三時

i?h、じめ3k"，血肉
子乃‘司、~'í ・3宅L

機荒武芭

@ 

と
物
駁
だ
が
、
な
に
せ
川
崎
上
必
憾
の
燃
焼
反
応
で
も
っ
て
思
い

ロ
ケ
ッ
ト
を
窓
の
彼
方
に
般
り
上
げ
よ
う
と
い
う
所
菜
、
同
体

ロ
ケ
ッ
ト
だ
ろ
う
が
液
体
ロ
ケ
ッ
ト
だ
ろ
う
が
お
溢
高
圧
の
炎

を
地
面
に
叩
き
付
け
た
反
動
で
浮
か
び
上
が
る
と
い
う
作
動
原

則
か
ら
、
打
ち
上
げ
の
皮
に
射
場

m辺
が
焼
か
れ
る
の
は
当
然

の
こ
と
で
あ
る
。

射
場
周
辺
に

一
切
の
可
燃
物
が
な
い
、
見
渡
す
か
ぎ
り
荒
れ

地
し
か
な
い
パ
イ
コ
ヌ

i
ル
な
ら
そ
ん
な
心
配
も
な
い
の
だ
ろ

う
が
、
射
場
に
適
し
た
赤
道
近
く
っ
て
の
は
同
時
に
自
然
に
も

恵
ま
れ
て
い
る
。
極
子
・
品
は
世
界
一
美
し
い
宇
宙
基
地
と
い
わ

れ
て
お
り
、
内
之
浦
の
鹿
児
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
は
南
九
州
の
銀

か
な
自
然
の
中
に
作
ら
れ
、
ケ
ネ
デ
ィ
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
ラ
ン

チ
パ
ッ
ド
は
ど
れ
を
と
っ
て
も
湿
原
の
た
だ
な
か
、
ア
リ
ア
ン

ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ
る
ギ
ア
ナ
宇
士
山
セ
ン
タ
ー
も
射
点
の
周

り
の
い
仰
は
政
か
で
あ
る
。

だ
も
ん
で
、
打
ち
上
げ
前
に
は
念
入
り
な
散
水
が
行
な
わ
れ

λuu

。

bY 

焼
か
れ
る
こ
と
が
前
提
に
作
ら
れ
た
射
点
技
術
だ
っ
て
、
水

会
か
ぶ
っ
て
る
の
と
乾
い
て
る
の
と
で
は
噴
射
炎
を
受
け
た
後

の
ダ
メ
ー
ジ
が
巡
う
だ
ろ
う
し
、
倣
ぷ
程
度
で
火
事
が
防
げ
る

の
な
ら
ば
、
そ
り
ゃ
な
ん
ぼ
で
も
水
撒
き
を
す
る
だ
ろ
う
。

シ
ャ
ト
ル
で
も

H
1
H
ロ
ケ
ッ
ト
で
も
M
e
V
で
も
、
間
体

ロ
ケ
ッ
ト
試
験
場
で
さ
え
射
場
周
辺
に
は
消
防
ポ
ン
プ
の
よ
う

な
散
水
設
備
が
装
備
さ
れ
、
発
射
前
に
は
念
入
り
に
水
が
微
か



竹
崎
畑
町
望
台
か
ら
見
え
る
射
場
周
辺
に
散
水
が
開
始
さ

あ
の
辺
り
が
白
く
け
ぶ
る
と
、
あ
あ
打
ち
上
げ
も
近
い
な

あ
と
思
う
ん
だ
が
。

だ
カ

れ
る
。

れ
、

今
回
は
へ
リ
を
動
員
し
て
ま
で
の
消
火
、

放
水
活

動

?少
な
く
と
も
ぬ
分
前
か
ら
観
望
台
で
狼

っ
て
た
し
、

3
時
間
く
ら
い
は
報
道
セ
ン
タ
ー
の
窓
か
ら
し
ょ

っ
ち
ゅ
う
ロ

ケ
ッ
ト
を
見
て
た
か
ら
、
打
ち
上
げ
当
日
に
報
道
セ
ン
タ
ー
に

入
っ
て
か
ら
は
あ
の
パ

1
ト
ル
が
飛
ん
で
い
な
い
の
は
確
認
し

て
い
る
。
だ
い
た
い
関
係
者
の
移
動
朋
だ
と
思

っ
て
た
か
ら
飛

ぶ
と
は
怒

っ
て
な
か

っ
た
し
。

そ
れ
が
、
今
回
に
限

つ
て
な
の
か
今
回
か
ら
は
知
ら
な
い
が
、

わ
ざ
わ
ざ
へ
り
を
動
員
し
て
ま
で
の
事
後
の
散
水
と
は
。

ど
こ
が
焼
け
て
、
ど
こ
に
水
を
撒
く
と
効
果
的
、
な
ん
て
の

は
毎
回
少
し
ず
つ
逃
う
だ
ろ
う
か
ら
、
へ
り
で

一
気
に
水
撒
き

が
で
き
た
ほ
う
が
い
い
の
か
な
あ
。
瀬
戸
内
海
の
山
火
事
に
出

で

ば

動
し
て
た
や
つ
が
、
実
践
訓
練
も
兼
ね
て
出
吸
っ
て
き
た
ん
だ

ろ
う
か
。
で
も
消
防
へ
リ
じ
ゃ
な
く
て
、
た
だ
の
民
間
所
属
だ

っ
た
し
。

そ
の
前

小
型
ブ
ー
ス
タ

l
間
基
追
加
装
備
だ
か
ら
、
今
ま
で
の
散
水

設
俄
で
は
消
火
活
動
の
た
め
の
水
が
足
り
な
く
な

っ
た
の
が
前

回
で
判
明
、
だ
も
ん
で
同
じ
梢
成
の
今
回
だ
け
呼
ん
だ

っ
て
可

能
性
は
あ
る
。
こ
こ
ら
辺
、
確
認
し
と
い
た
ほ
う
が
よ
か

っ
た

わ
ね
。

H
'
E
A
3暑
機

へ
り
見
つ
け
て
、

っ
た
も
ん
な
あ
。

で
も
V
I
P
の
移
動
用
と
し
か
恕
わ
な
か

す
っ
か
り
日
も
怒
れ
た
ゆ
時
か
ら
、
打
ち
上
げ
後
記
者
会
見

が
行
な
わ
れ
る
。
第

一
部
が
お
偉
方
中
心
、
第
二
部
が

U
S
E

R
S、
第
三
部
が

D
R
T
S
の
ス
タ
ッ
フ
中
心
と
い
う
三
部
構

成
。
成
功
し
た
打
ち
上
げ
だ
か
ら
記
者
会
見
室
が
狼
り
切
る
記

者
た
ち
に
荒
ら
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
テ
ー
ブ
ル
付
き
の
折
り

蛍
み
精
子
が
空
い
て
た
も
ん
で
最
前
列
に
陣
取
る
。

m時
吋
を
ち
ょ
い
と
回
っ
た
あ
た
り
で
第
一
部
ス
タ
ー
ト
、
出

席
者
は
向
か
っ
て
左
側
か
ら
願
に
、

一
ニ
戸
宰

N
A
S
D
A
ロ
ケ

ッ
ト
担
当
理
事
、
山
之
内
秀

一
郎
理
事
長
、
出
岡
山
丘
文
科
副
大

臣
、
井
口
雅

一
宇
宙
開
発
委
員
会
委
員
長
、
背
柳
珪

一
新
エ
ネ

ル
ギ
ー

・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
理
事
、
金
井
宏
無
人
宇
宙

実
験
シ
ス
テ
ム
研
究
開
発
機
構
理
事
。
最
後
の
金
井
さ
ん
は
、

前
日
の
打
ち
上
げ
前
記
者
会
見
の
後
で
笹
本
が
百
円
突
入
体
の
回

収
に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
質
問
し
た
の
に
答
え
て
く
れ
た
人
で
あ

λ
v

。全
員
か
ら
、
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
成
功
を
喜
ぶ
後
拶
、
そ
れ

に
記
者
会
見
室
に
プ
リ
ン
ト
の
形
で
小
泉
純

一
郎
総
恕
大
臣
、

遠
山
敦
子
文
部
科
学
大
臣
、
今
回
の
記
者
会
見
に
も
出
席
し
て

い
る
井
口
委
只
長
か
ら
の
談
話
が
配
ら
れ
る
。

打
ち
上
げ
が
時
間
に
到
る
ま
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
と
い

う
打
ち
上
げ
で
、
こ
れ
で
は
記
者
連
中
も
文
句
の
付
け
よ
う
が

な
い
。
の
で
、
井
口
最
古
田
奥
田沢
の
談
話
「
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
成
功



は
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か

(
天
候
、
ス

ケ
ジ
ュ

ー
ル

と
い
っ
た
人
以
外
の
用
件
に
関
し
て

ま
で
最
高
の
条
件
で
上
げ
ら
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
と

の
由
)
な
ど
の
妨
げ
足
取
り
、
あ
と
は

「今
の
ご
気
分
は
」
と

い
う
十
年
一
日
の
談
話
と
り
に
終
始
す
る
。

こ
の
胤
よ
で
、
デ

l
タ
中
継
試
験
術
忠
一の
愛
称
が
公
淡
さ
れ

・・
叫

た
。
「
こ
だ
ま
」。

ど
ー
し
て
こ
う
も
あ
か
ら
さ
ま
に

J
R
出
身

の
淵
也
事
長
に
矧
ぴ
る
名
前
を
つ
け
る
か
な
あ
、
と
思
っ
た
の
は

笹
本
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。

毎
日
中
学
生
新
聞
か
ら
来
た
と
い
う
山
間
ふ
し
ぎ
さ
ん
か
ら
、

「
中
学
生
新
聞
な
ん
で
子
供
み
た
い
な
質
問
し
よ
う
と
思
う
ん

で
す
け
れ
ど
、
ど
う
し
て

『
こ
だ
ま
』
っ
て
名
前
に
な
っ
た
ん

で
す
か
?
」

こ
れ
に
閲
し
て
は
ネ
ッ
ト
で
つ
な
が
れ
て
い
る
筑
波
宇
宙
セ

ン
タ
ー
の
古
浜
盟
事
が
答
え
た
。

公
募
さ
れ
た
も
の
の
中
か
ら
デ
ー
タ
を
中
継
し
て
く
る
と
い

う
こ
と
で

「
こ
だ
ま
へ
と
い
う
も
の
が
選
ば
れ
た
と
い
う
。

衛
星
の
名
前
は
公
募
さ
れ
た
も
の
の
中
か
ら
選
ぶ
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
本
当
に
そ
う
な
の
か
は
不
透
明
な
と
こ
ろ
が
多

い
。
ひ
ょ
っ
と
し
て
、
街
箆
で
協
議
し
て
決
定
し
た
も
の
が
候

補
に
あ
れ
ば
よ
し
、
な
け
れ
ば
委
員
か
ら
の
提
案
て
こ
と
に
し

て
る
ん
で
は
?

言
っ
て
る
意
味
が
わ
か
ら
な
い
、
と
と
ぼ
け
て
見
せ
た
山
間

ふ
し
ぎ
、
他
に
ど
う
い
う
候
補
が
あ
っ
た
の
か
質
問
。
今
は
党

@ 

え
て
い
な
い
の
で
あ
と
か
ら
お
伝
え
す
る
、
と
い
う
答
え
だ

っ

た
が
、
果
た
し
て
そ
れ
は
山
回
さ
ん
に
伝
わ

っ
た
だ
ろ
う
か
。

第
一
部
終
了
。
淵
也
事
長
、
剖
州
大
臣
、
理
事
た
ち
が
記
者
室
か

ら
退
出
を
始
め
る
。
見
送
る
記
者
か
ら
拍
手
が
|
|
ほ
っ
と
い

て
も
起
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
確
信
犯
で
手
を
叩
き
は
じ

め
た
の
は
笹
本
で
あ
る
。

あ
と
で
、
隣
の
術
子
に
い
た
は
ず
の
松
浦
に
言
わ
れ
た
。

「拍
手
は
じ
め
た
の
笹
本
だ
ろ
。
あ
あ
、
や
っ
て
や
が
る
と
思

一注
問
}

山
之
内
理
事
畏
就
任
後
、

打
ち
ょ
げ
ら
れ
た
衡
墾
の
命

名は、

H
e
H
A
E
号
機
の

『
つ
ば
さ
』

(M
o
s
-
-
)
、

3
宅
地
聞
の
「
こ
だ
ま
』

(
O

R
T
S
}‘
d
号
機
の
『
み

ど
り
H
h
(
A
D
E
o
s
'

H
)
で
あ
る
。
『
つ
ば
さ
』

は
上
野
a

秋
田
悶
の
符
急
の

名
前
で
、
現
在
は
山
形新帥射

線
の
愛
称
。
、
こ
だ
ま
』
は

奮
う
ま
で
も
な
く
東
海
道
新

幹
線
各
駅
停
取
の
名
前
だ
。

『
み
ど
り
H
」
は
1
9
9
6

年
打
ち
上
げ
の
『
み
ど
り
』

の
後
継
衡
盟
と
い
う
位
置
づ

け
な
の
で
、
自
由
に
命
名
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

本
当
に
理
恵
畏
に
緬
び
て

い
る
か
ど
う
か
は
、

E
0
0

4
年
打
ち
上
げ
の
『
A
し
O

S
』
(
陸
媛
観
測
衛
星
)
、

E

0
0
5年
打
ち
上
げ
の
月
探

査
後
『
S
E
L
E
N
E」
が

ど
ん
な
名
前
に
な
る
か
で
判

明
す
る
だ
ろ
う
。

も
っ
と
も

日
本
舗
の
絡
好
良
い
名
称
は
、

旧
思
の
軍
用
機
と
窓
艦
、
そ

れ
に
園
鉄
の
符
急
で
あ
ら
か

た
使
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

の
で
、
無
理
は
な
い
と
も
言

え
る
の
だ
け
れ
ど
も
。
{
松
)

っ
た
」え

ー
や
り
ま
し
た
と
も
。

U
S
E
R
S
の
徹
底
担
当
者
に
よ
る
記
者
会
見

さ
す
が
に
そ
う
と
ん
ち
ん
か
ん
な
質
問
は
出
な
か
っ
た
。

D
R
T
S
に
は

ご
』
だ
ま
」
と
い
う
愛
称
が
付
け
ら
れ
た
の

に
、
打
ち
上
げ
成
功
し
た

U
S
E
R
S
に
つ
い
て
は
愛
称
の
発

袋
が
な
い
。
こ
の
あ
た
り
、
凶
係
者
に
質
問
し
て
み
る
と
、
打

ち
上
げ
前
か
ら

U
S
E
R
S
と
い
う
名
称
を
使
っ
て
お
り
、
新

し
く
名
前
を
付
け
る
つ
も
り
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
開

α
じ

係
者
は
打
ち
上
げ
後
も
馴
染
み
の
あ
る
旧
称
で
呼
ぶ
こ
と
が
多

い
の
で
、
こ
れ
は
こ
れ
で
見
識
だ
と
mゅ
う
。
ひ
と
つ
の
術
一起
に

U
ん，
e
ヲ

複
数
の
名
前
が
付
く
の
も
煩
雑
に
な
る
し
。

最
後
に
な
っ
た

U
S
E
R
S
の
記
者
会
見
の
後
、
会
見
席
に

座
っ
て
お
ら
れ
た
通
産
省
の
西
本
さ
ん
(
先
迎
土
脳
日
に
宇
宙

作
曲
家
ク
ラ
ブ
で
講
淡
し
て
も
ら
っ
た
ば
か
り
)
に
挨
拶
、
こ
れ

で
報
道
セ
ン
タ
ー
で
の
仕
事
は
終
了
す
る
。

D
R
T
S、

で
は
、



記
事
の
制
作
と
送
り
出
し
は
、
熱
心
に
パ
ワ

i
ブ
ッ
ク
を
叩

い
て
い
た
必
浦
に
ま
か
せ
て
、
撤
収
準
備
。

i
モ
l
ド
の
脱
抑
包
括
、
腕
託
、
そ
れ
か
ら

i
D
カ
l
ド
を

返
却
す
る
。

前
聞
は
も
ら
っ
て
帰
る
こ
と
が
で
き
た

i
D
カ
l
ド、

今
回

は
と
思
っ
た
ら
、

安
返
却
だ
っ
た
。
今
回
の

I
D
カ
1
ド
の
有

効
期
限
は
2
0
0
3年
の
3
月
お
日
に
ま
で
に
な
っ
て
お
り
、

波
さ
れ
た
当
初
は
そ
ん
な
に
ま
で
延
期
す
る
覚
悟
か
い
と
恐
れ

お
の
の
い
た
も
の
だ
が
、

nJ、

な
る
ほ
ど
使
い
回
す
の
ね
。
写
浪
人

パ
ウ
チ
さ
れ
た
取
材
用
の

l
D
カ
ー
ド
の
使
い
回
し
は
、

で
は
合
略
的
か
と
い
う
と
、
毎
回
悶
定
さ
れ
て
い
る
取
材
陣
な

ら
と
も
か
く
、

入
れ
替
わ
り
が
激
し
い
か
ら
な
あ
。
そ
れ
で
も
、

新
し
く
作
る
カ
ー
ド
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
る
の
だ
ろ
う
。
今

年
の
会
計
年
度
内
に
あ
と
二
回
の
打
ち
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い

る
が
、
相
官
本
は
そ
の
こ
閥
、
4
号
機
と

5
号
機
の
打
ち
上
げ
を

見
る
た
め
に
種
子
品
に
来
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
だ
け
の
ん
び
り
で
き
る
打
ち
上
げ
後
つ
て
の

ん
で
も
、

は
、
ず
い
ぶ
ん
久
し
ぶ
り
み
た
い
な
気
が
す
る
。

ロ
ケ
ッ
ト
が

ζ

う

よ

う
れ

す
ん
な
り
予
定
通
り
に
上
が
っ
て
く
れ
て
、
後
顧
の
憂
い
が
な

い
っ
て
の
は
い
い
ね
え
。
.
恥
泣
い
は
個
人
的
な
事
情

(
具
体
的
に

は
仕
上
げ
て
な
い
原
稿
と
か
)
が
残
っ
て
る
け
ど
。

却
時
く
ら
い
に
、
す
べ
て
の
荷
物
を
片
付
け
て
報
道
セ
ン
タ

ー
を
撤
収
す
る
。
さ
て
、

南
極
子
の
町
で
祝
杯
で
も
。

と
か
思
っ
て
街
の
前
ま
で
戻
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、

9
 ・1野

凹
司

H
'
E
A
3号
機

令
配
下
の
一
人
、
香
河
さ
ん
か
ら
述
絡
が
入
っ
た
。
身
体
が
空

い
た
の
で
こ
れ
か
ら
飲
め
る
?
そ
れ
は
鰐
し
い
が
、
現
在
位

{
注
悶
]

筑
漉
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
醤

河
英
司
さ
ん
。
野
田
配
下
な

ど
と
失
礼
な
こ
と
を
い
っ
て

は
い
同
り
な
い
。
国
際
宇
宙
大

学
に
留
学
経
験
の
あ
る
衛
星

箔
蔵
縫
進
系
の
プ
ロ
で
あ
る
。

{
松
)

置
は
向
師
徹
子
?

N
A
S
D
A職
員
は
南
極
子
に
街
を
と
っ
て
い
る
の
だ
が
、

あ
の
辺
り
、
飲
め
る
場
所
っ
て
残
っ
て
る
の
?

南
極
子
の
繁
都
中
街
の
飲
み
屋
、
と
省
い
て
、
知
っ
て
い
る
人

に
は
ま
ず
繁
務
街
と
い
う
あ
た
り
で
笑
わ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な

街
で
あ
る
。
ま
し
て
本
闘
は
め
で
た
い
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
成

功
の
夜
、
あ
て
に
し
て
る
よ
う
な
あ
そ
こ
と
か
あ
そ
こ
な
ん
か

は
、
ま
ず
間
違
い
な
く
立
錐
の
余
地
も
な
く
特
設
会
な
は
ず
な
ん

だ
が
。

南
綾
子
に
と
っ
て
返
し
、
香
河
さ
ん
と
合
続
。
香
河
さ
ん
、

あ
か
ら
さ
ま
に
風
呂
上
が
り
で
、
ど
う
や
ら
職
員
は
ロ
ケ
ッ
ト

が
上
が
っ
て
か
ら
後
始
末
を
し
て
す
ぐ
に
解
放
さ
れ
、
夕
食
後

風
呂
に
入
る
く
ら
い
の
余
総
は
あ
っ
た
ら
し
い
。

香
河
さ
ん
の
案
内
で
、
陶
種
子
の
飲
み
回
胞
に
入
る
。
そ
の
前

に
お
俄
い
さ
ん
ご
用
途
の
高
級
料
不
の
前
を
通
り
す
が
っ
た
ら

同
級
車
が
い
っ
ぱ
い
停
ま
っ
て
い
た
ん
だ
が
、
綱
元
っ
て
名
前

の
応
だ
っ
た
つ
げ
。
な
に
せ
夜
で
、
香
河
さ
ん
の
袋
内
で
走
っ

て
い
た
だ
け
に
昼
間
行
っ
て
も
わ
か
る
か
ど
う
か
。

ち
ょ
く
ち
ょ
く
行
く
、
と
い
う
腐
は
小
上
が
り
が
人
数
分
空

緩
子
島
の
応
に
洩
れ
ず
お
い
し
く
て
、
飲
ん
だ
く

い
て
お
り
、

れ
る
。



9
月
日
目
、水
曜
日
、晴
れ

8
時
ご
ろ
に
宿
で
起
き
だ
し
、
朝
食
を
い
た
だ
く
。

そ
れ
か
ら
、
フ
ェ
リ
}
会
社
に
包
話
を
か
け
て
綴
子
を
聞
い

て
み
る
。
本
日
の
フ
ェ
リ
ー
の
状
況
は
?

旅
客
フ
ェ
リ
ー
に
は
車
は
乗
れ
ず
、
航
送
フ
ェ
リ
ー
に
は
人

は
釆
れ
な
い
ら
し
い
。
航
送
フ
ェ
リ
ー
は
通
常
、
運
転
手
だ
け

な
ら
乗
っ
て
ら
れ
る
も
ん
だ
が
、
そ
れ
も
な
し
?

そ
れ
は
と
も
か
く
、
荷
物
を
片
付
け
て
撤
収
。
午
前
の
フ
ェ

リ
ー
に
間
に
合
う
よ
う
に
凶
之
淡
に
向
け
て
走
り
だ
す
車
中
で
、

だ
ら
け
た
相
談
を
す
る
。

ロ
ケ
ッ
ト
が
打
ち
上
が
っ
た
以
上
、

一
刻
も
早
く
策
京
に
帰

い
そ

っ
て
仕
事
に
勤
し
む
の
が
人
と
し
て
の
務
め
だ
と
は
思
う
の
だ

が
、
航
送
フ
ェ
リ
ー
で
先
に
事
だ
け
鹿
児
島
港
に
送
り
届
け
る

と
、
あ
と
か
ら
鹿
児
島
港
に
上
陸
し
た
我
々
は
自
力
で
航
送
フ

ふ
と
A
フ

ェ
リ
ー
の
仰
頭
に
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
タ
ク
シ
ー
な

り
何
な
り
手
は
あ
る
が
、
だ
っ
た
ら

一
泊
巡
ら
せ
て
明
日
の
フ

ェ
リ
ー
は
ど
う
だ
ろ
う
?

明
日
の
旅
佐
官
フ
ェ
リ
ー
な
ら
、
識
も
ろ
と
も
乗
船
で
さ
る
こ

と
は
確
認
済
み
な
の
で
、
予
約
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
か
ら
、
民

宿
み
ゆ
き
に
屯
話
。
本
日

一
泊
お
願
い
し
て
、
つ
い
で
に
午
前

ゅ
う
ず
う

中
の
今
か
ら
入
ら
せ
て
も
ら
う
。
こ
こ

っ
て
、
こ
う
い
う
融
通

が
効
く
と
こ
ろ
が
あ
り
が
た
い
の
よ
ね
。

み
ゆ
き
に
術
物
を
入
れ
、
と
り
あ
え
ず
飲
み
物
だ
の
な
ん
だ

@ 

の
確
保
し
に
衝
に
出
る
。

*
四正

直
属
に
挨
拶
に
顔
を
出
す
。
ご
主
人
は
あ
い
か
わ
ら
ず
元

気
そ
う
で
、

い
つ
顔
を
出
す
か
と
思
っ
て
待
っ
て
い
て
く
れ
た

{注
初
}

酋
之
衰
の
笹
本
御
用
逮
の

時
計
居
。
愛
想
の
い
い
海
妨

主
の
よ
う
な
庖
主
が
迎
え
て

く
れ
る
。
(
松
)

そ
う
な
。

昨
日
の
打
ち
上
げ
時
、
西
之
表
は
土
砂
降
り
の
悶
だ
っ
た
そ

う
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
打
ち
上
げ
は
見
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
風

呂
に
入

っ
て
い
た
ご
主
人
、
げ
時
仙
川
分
ご
ろ
に
よ
が
っ
て
テ
レ

ビ
を
つ
け
た
ら
ロ
ケ
ッ
ト
は
上
が
っ
た
と
も
延
期
に
な
っ
た
と

も
ニ
ュ

ー
ス
に
流
れ
ず
、
M
M

時
の
ニ
ュ
ー
ス
で
や
っ
と
打
ち
上

が
っ
た
の
を
確
認
し
た
ら
し
い
。

こ
っ
ち
雨
だ
っ
た
で
す
か
。
般
か
に
水
平
線
に
雲
は
折
り
重

な
っ
て
い
た
が
、
同
じ
鳥
の
中
で
雨
に
な
っ
て
い
る
と
は
思
い

も
し
な
か
っ
た
。
陥
れ
て
い
れ
ば
、
は
る
か
筒
の
笠
か
ら
衝
天

に
界
っ
て
い
く
ロ
ケ
ッ
ト
怨
が
西
之
表
の
街
か
ら
も
見
え
る
の

で
あ
る
。

ち
ょ
う
ど
正
直
屋
に
来
て
い
た
、
同
じ
町
内
で
よ
く

一
緒
に

旅
行
に
行
く
と
い
う
近
所
の
病
院
長
に
も
挨
拶
す
る
。

笹
本
が
ロ
ケ
ッ
ト
の
取
材
に
毎
回
紐
子
島
を
訪
れ
て
い
る
と

い
う
話
を
聞
い
て
、
病
院
長
に
真
顔
で
質
問
さ
れ
た
。

「
も
し
、
戦
争
な
ん
て
こ
と
に
な

っ
た
時
、
や
っ
ぱ
り
こ
の
辺

り
に
も
ミ
サ
イ
ル
が
飛
ん
で
く
る
ん
で
し
ょ
う
か
」

も
し
、
敵
が
戦
略
的
回
線
を
ま
っ
と
う
に
評
価
で
き
る
の
で



あ
れ
ば
、
も
っ
と
価
値
の
高
い
国
際
に
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
す
る

で
し
ょ
う
。
液
体
ロ
ケ
ッ

ト
の
発
射
場
は
、
戦
略
国
際
と
し
て

の
価
値
は
車
掌
基
地
や
大
都
市
よ
り
は
る
か
に
落
ち
る
し
、
だ

い
た
い
破
撲
で
き
た
と
こ
ろ
で
、
戦
局
に
何
の
影
響
も
与
え
な

い
。
だ
か
ら
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
ミ
サ
イ
ル
が
飛
ん
で
く
る
心

配
も
、
よ
陸
軍
が
攻
め
て
く
る
心
配
も
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。て

な
こ
と
を
説
明
し
た
つ
も
り
だ
っ
た
ん
だ
が
、
つ
ま
り
地

元
住
民
に
こ
ん
な
不
安
を
抱
か
せ
る
よ
う
な
も
の
な
の
か
、

字

術
基
地
と
い
う
も
の
は
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
安
心
さ
せ
る
よ
う

な
説
明
を
地
元
の
人
た
ち
に
行
な
っ
て
い
な
い
の
か
、
政
府
も

誰
も
。

こ
れ
だ
け
字
街
開
発
を
追
い
か
け
て
い
れ
ば
、
ミ
サ
イ
ル
基

地
と
宇
宙
基
地
の
違
い
っ
て
の
は
よ
く
わ
か
っ
て
く
る
。
残
念

な
が
ら
ミ
サ
イ
ル
基
地
の
取
材
は
し
た
こ
と
が
な
い
け
ど
、

字

術
基
地
で
よ
げ
ら
れ
る
ロ
ケ
ッ
ト
つ
て
の
は
第
用
に
供
さ
れ
る

よ
う
な
兵
総
で
は
な
い
。

ロ
ケ
ッ
ト
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
原
因

で
す
ぐ
に
打
ち
上
げ
が
延
期
さ
れ
る
デ
リ
ケ
ー
ト
で
高
価
な
粉

後
機
協
で
あ
る
。
間
体
ロ
ケ
ッ
ト
を
使
っ
て
い
る
内
之
浦
基
地

な
ら
ま
だ
多
少
は
即
応
性
が
よ
が
る
が
、
打
ち
上
げ
前
に
何
時

間
も
か
け
て
液
体
燃
料
を
注
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な

液
体
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
姿
を
現
わ
し
て
か
ら
で
も
の
ん
び
り
航
空

し
ろ
も
の

機
で
攻
般
車
に
出
発
し
て
間
に
合
う
よ
う
な
代
物
で
あ
る
。
し
か

も
、
厳
隊
や
航
空
隊
を
い
く
つ
も
張
り
つ
け
て
防
御
し
て
も
、

H
'
E
A
3暑
機

て
の
も

一
商
の

其
笑
だ
が
、
打
つ

前
に
も
打
っ
た
後
に
も
あ
れ
だ
け
手
間
の
か
か
る
ロ
ケ
ッ

ト
と

い
う
の
は
、

H
'H
A
だ
ろ
う
が
M
l
V
だ
ろ
う
が
兵
穏
に
使

え
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
な
ん
だ
が
、
こ
の
闘
の
字

街
機
関
も
政
府
も
そ
れ
を
ま
と
も
に
説
明
し
て
い
な
い
し
、
そ

れ
で
心
配
し
て
い
る
人
が
い
る
な
ら
、
こ
れ
っ
て
公
響
じ
ゃ
な

い
の
か
。

笹
本
程
度
の
説
明
で
納
得
し
て
く
れ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら

な
い
が
、
と
り
あ
え
ず
利
害
関
係
の
な
い
部
外
者
だ
か
ら
な
あ
。

機
関
砲
弥

一
発
命

中
す
れ
ば
射
場
ご

と
使
え
な
く
な
る

ぜ
い

じ
ゃ
〈

よ
う
な
脆
弱
な

も
の
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
の
戦

力
が
あ
れ
ば
、
正

前
校
入
し
た
方
が

早
い
わ
い
。

あ
さ
り

「あ
ん

な一両
側
な
も
ん
、

お
ま
え
ら
に
打
つ

て

や

る

も

ん

か

L. 
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今
ま
で
何
度
も
来
て
て
あ
る
程
度
は
信
用
さ
れ
て
る
っ
て
の
も

あ
る
の
か
な
あ
。

縦
一本
は
み
ゆ
き
で
居
残
り
仕
事
。
牧
野
、
機
荒
は
秘
子
島
ド

ラ
イ
ブ
、
海
水
浴
に
お
の
探
険
、
そ
し
て
、
松
浦
は
途
中
ま
で

.，
n
 

仕
事
、
あ
と
か
ら
パ
ス
で
二
人
を
追
い
か
け
、
南
種
子
で
二
人

と
合
流
し
た
ら
し
い
。

伸
被
本
は
ひ
た
す
ら
仕
事
。
い
や
、
多
少
は
仕
事
。
取
材
日
記

と
ハ
ル
キ
事
務
所
の
続
き
を
合
く
。

山
川
崎
山川
に
、
出
て
行
っ
た
三
人
が
戻
っ
て
く
る
。

燃
荒
「
や
っ
て
な
か
っ
た
夏
休
み
、
全
部
や

っ
て
き
ま
し

た」
海
水
浴
を
し
て
、
島
の
北
側
を
周
り
、
鹿
除
し
て
い
る
貨
物

9
月
ロ
目
、木
曜
日
、
ほ
ぼ
晴
れ

本
日
東
京
へ
の
移
動
日

一
日
め
。
前
日
飲
ん
だ
く
れ
た
お
か

げ
で
(
少
な
く
と
も
笹
本
は
)
ず
る
ず
る
朝
絞
し
て
、

U
時
過

ぎ
に
起
き
出
す
。
仕
度
し
て
、
撤
収
、
単
に
荷
物
を
積
み
込
み
、

ホ
テ
ル
ニ
ュ

l
紹
子
島
最
上
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ラ
ン
チ
セ
ッ

ト
。
あ
い
か
わ
ら
ず
お
い
し
い
の
が
熔
し
い
。

日
時
却
分
出
航
の
フ
ェ
リ
ー
出
向
で
凶
之
淡
を
灘
れ
る
。
次

に
こ
の
烏
に
来
る
の
は
、
最
短
で
は
二
カ
月
後
か
。

道
中
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
ゲ

1
ム
の
吸
山
鬼
退
治
に
勤
し
む

撫
荒
に
ま
か
せ
、
ひ
た
す
ら
寝
込
む
。
な
に
せ
走
り
だ
し
た
ら

円
的
地
は

1
5
0
0
キ
ロ
の
彼
方
、
東
京
発
な
ら
朝
出
発
で
き

船
の
中
に
ま
で
潜

り
込
ん
で
き
た
そ

う
な
。

そ
れ
は
楽
し
い

夏
休
み
だ
っ
た
で

あ
ろ
う
。

夜
は
凶
之
淡
の

街
に
浮
か
れ
出
た
。

焼
酎
だ
の
な
ん
だ

の
飲
ん
だ
く
れ
る
。

鹿
児
島
発

は
夕
方
に
な
る
の

で
そ
れ
だ
け
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
る
。

口
時

ω分
、
予
定
通
り
の
時
間
に
晴
れ
渡
っ
た
鹿
児
島
港
に

入
港
。
志
布
志
郡
山
で
只
っ

こ
つ
に
折
れ
て
る
タ
ン
カ
ー
と
か
、

い
ろ
い
ろ
と
見
た
い
も
の
は
あ
る
の
だ
が
、
天
文
館
の
庄
で
鈍

飯
(
ニ
ワ
ト
リ
の
だ
し
汁
を
御
飯
に
か
け
て
食
べ
る
お
茶
付
け

の
よ
う
な
も
の
。
美
味
)
で
夕
食
と
し
、
笹
本
の
運
転
で
走
り

る
が
、

だ
す
。

3
号
線
沿
い
の
セ
ル
フ
給
油
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
給
油
、

打ち上げ見物の穴湯 rえびの湯』から掻子島宇宙センターを卑む

@ 

{注
創
}

種
子
島
の
パ
ス
は
、
そ
の

名
も
種
子
島
愛
過
と
い
う
会

社
が
濃
営
し
て
い
る
。
血
閣
の

北
の
函
之
殺
か
ら
、
南
種
子

町
を
経
由
し
て
宇
宙
セ
ン
タ

ー
近
く
の
い
わ
さ
を
ホ
テ
ル

ま
で
所
安
時
間
は
約
1
時
間

細
分
。
胡
制
風
間
は

l
符
飼
に
一

本
、
昼
間
は
l
筒
銅
山
+
か
ら

E
時
間
に
一
本
。
た
ま
に
乗

る
旅
行
者
に
は
旅
情
を
か
き

立
て
る
さ
び
れ
っ
ぷ
り
だ
が
、

住
民
に
し
て
み
れ
ば
不
便
僅

ま
り
怠
い
。
島
の
受
過
は
あ

ら
か
た
が
自
家
用
車
で
あ
る
。

と
な
る
と
し
わ
寄
せ
は
お
年

寄
り
に
行
く
わ
け
で
、
ま
す

間
違
い
な
く
自
動
車
免
併
を

は
阿
っ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
お

ば
あ
さ
ん
た
ち
が
、
や
わ
ら

か
い
騒
鰭
の
種
子
島
弁
で
騒

し
な
が
ら
パ
ス
を
待
っ
て
い

る
恩
療
を
見
る
と
、
な
ん
と

も
切
な
く
な
る
。



コ
ン
ビ
ニ
で
口
い
だ
し
し
て
高
速
に
乗
り
、
走
り
だ
す
。
日
は

す
っ
か
り
怒
れ
て
お
り
、
こ
れ
で
明
日
の
昼
ま
で
走
ら
な
け
れ

ば
う
ち
に
帰
れ
な
い
。
大
変
じ
ゃ
の
お
。

熊
本
の
先
で

一
休
み
。
運
転
交
替
。
あ
と
は
ひ
た
す
ら
ド
ラ

イ
ブ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

9
月
日
目
、金
曜
日
、曇
り

移
動
日
二
日
め
。
山
陽
道
経
由
、
名
神
、
は

っ
と
気
づ
く
と

中
央
道
に
入
っ
て
た
り
し
て
、
笹
本
は
諏
訪
湖
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
か
ら
先
、
小
金
井
の
自
宅
ま
で
の
運
転
を
担
当。

国
笠
府
中

イ
ン
タ
ー
で
高
速
か
ら
飾
り
る
。
2
万
7
千
円
く
ら
い
の
高
速

料
金
を
喰
ら
う
。

狭
山
雀
住
の
撫
荒
、
茅
ケ
崎
川
の
松
浦
は
J

R
国
分
寺
で
下
車
。

笹
本
は
こ
の
あ
と
小
金
井
の
実
家
ま
で
フ
ァ
ミ
リ
ア
を
運
転
、

荷
物
を
降
ろ
し
て
あ
と
を
牧
野
に
ま
か
せ
て
別
れ
る
。

最
終
的
に
日
附
日
出
発
の
金
隈
日
帰
り
、

一ニ
泊
六
日
(
あ
と

の
二
泊
は
車
中
泊
、
と
は
き口
え
ん
な
。
高
速
を
突

っ
走
る
取
の

H
'
E
A
3暑
機

四
輪
駆
動
、
ノ

ン
タ
ー
ボ
1
8
0
0
∞
の
フ
ァ

ミ
リ
ア
の
平
均
燃
費
は
叩
キ
ロ
を
ち
ょ
っ
と
上
回
る
程
度
で
し

か
な
い
。
軽
い
取
に
凶
人
乗
り
だ
か
ら
、
て
き
め
ん
に
燃
貨
が

落
ち
る
。

オ
ー
ト

マ、

中
で
の
居
眠
り
だ
か
ら
し
て
て
お
ま
け
に
品
に
上
陸
し
た
そ

の
日
は
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
の
た
め
午
前
2
時
起
き
の

7
時
帰
り
、

ま
と
も
に
人
間
ら
し
い
就
寝
時
間
だ

っ
た
の
は
火
峨
臼
と
水
眼

目
だ
け
と
い
う
、
い
つ
も
な
が
ら
ハ

ー
ド
な
ロ
ケ
ッ
ト
取
材
で

あ
っ
た
。
こ
ん
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
旅
行
し
て
て
、
み
ん
な
疲

れ
て
る
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
生
活
パ
タ
ー
ン
に
関
し
て
時
差
ぼ

け
と
か
な
ん
と
か
の
症
状
が
出
な
い
あ
た
り
、
つ
く
づ
く
乱
れ

た
生
活
の
自
由
業
だ
な
あ
。

せ
っ
か
く
動
か
な
い
民
般
の
下
に
帰

っ
て
き
た
の
で
、
体
力

団
彼
の
た
め
布
団
に
潜
り
込
む
。



3
号
機
で
打
ち
上
げ
ら
れ
た
ふ
た
つ
の
衛
星
は
、
そ
の
後
も
順
鯛
な
愚
行

全
続
け
て
い
る
。

9
月

ω日
に
打
ち
ょ
げ
ら
れ
た
U
S
E
R
Sは
ロ
白
か
ら
M
自
に
か
け
て

軌
道
を
よ
宍
当
初
の
高
度
4
5
0キ
ロ
か
ら
所
定
の
5
1
5キ
ロ
の
周
囲

軌
道
に
上
国
代

ω月
2
日
は
初
期
チ
ェ
ッ
ク
を
毎
J

し
実
験
衛
星
と
し
て
の

運
積
以
開
始
さ
れ
た
。

総
損
さ
れ
て
い
る
一-
一
基
の
電
毒
炉
に
よ
る
趨
伝
導
材
料
生
成
実
験
は
、

ω

月
に
一
基
貝
ロ
月
に
は
二
基

貝

笠

2
0
0
3年
3
月
に
は
三
基
自
で
の

曾
鞍
怠
予
し
て
い
る
。

倖
蔵
さ
れ
た
材
料
の
回
収
作
業
は
2
0
0
3年
5
月
初
日
の
早
朝
か
ら
開

始
さ
れ
た
。
百
円
突
入
体
は
日
本
総
尚
の
午
前
4
時
6
分
に
本
体
か
ら
分
齢
、

5
時
的
分
に
軌
道
敵
脱
の
た
め
の
逆
噴
射
を
行
な
っ
て
大
気
圏
突
入
塾
泡
に

入
り
、
計
算
で
は
6
時
お
令
績
に
小
笠
原
沖
東
方
海
上
に
滞
水
し
た
は
ず
で

あ
る
。

一
直
後
に
予
定
海
織
に
突
入
し
た
探
索
機
は
、
再
突
入
体
が

傍
帽
す
る
G
P
S慣
号
を
頼
り
に
6
時
M
四
分
に
は
洋
上
争
湧
う
古
円
突
入
体
を

察
官
均
回
収
船
が
錫
場
に
色
鮮
行
し
て
現
物
を
憾
惚
し
た
の
が
向
日
9
略
的

9
時
印
分
に
は
浮
上
か
ら
の
同
盟
に
成
羽
レ
て
い
る
。

今
ま
で
に
日
本
が
行
な
っ
た
衛
門
突
入
寧
験
は
五
回
で
あ
る
。

N
A
S
D
Aが
行
な
っ
た
も
の
と
し
て
は
H
'H
初
誕
機
に
よ
る
セ
ラ
ミ
ッ

ク
製
の
中
議
鍋
O
R
E
X、
J

1
ロ
ケ
ッ
ト
初
号
機
で
打
ち
ょ
げ
ら
れ
た
H

Y
F
R
E
Xが
あ
る
。

双
方
と
も
実
験
デ
i
タ
は
テ
レ
メ
ト
リ
ー
で
等
書
さ
れ
て
お
り
、
だ
か
ら

H
Y
F
R
E
Xに
お

い

て

つ

九

こ

れ

が
急
漫
回
収
決
実
弔
世
界
が
な
い
の
で
回
収
装
置
の
寧
騒
が
で
去
す
に
ぶ

っ
つ
け
本
番
で
打
ち
ょ
げ
た
も
の
の
、
洋
よ
の
波
の
動
幅
聞
で
ロ

l
プ
が
切
れ

て
し
ま
っ
て
本
体
は
海
の
底
に
沈
ん
で
し
ま
っ
た
・

で
も
、
当
初
の
目
的
で
あ
る
定
曾
ア
l
タ
は
き
っ
ち
り
収
集
さ
れ
て
お
り
、

だ
か
ら
N
A
S
D
A側
は
実
験
は

ωパ
ー
セ
ン
ト
は
成
功
と
発
表
し
た
。
し

か
し
、
本
体
が
海
の
底
に
沈
ん
で
し
ま
っ
た
ば
っ
か
り
に
、
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
の
こ
と
は
銭
観
さ
れ
て
魯
厳
と
叩
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
・

宇
宙
研
か
行
な
っ
た
再
突
入
実
験
は
や
は
り
こ
同

1
9
9
5年
1
月
に

M
3
S
H
8善
後
で
打
ち
上
げ
ら
れ
た
エ
キ
ス
プ
レ
ス
は
二
段
自
の
不
具
合

に
よ
り
、
軌
道
技
入
後
三
周
で
機
体
ら
白
芙
っ
た
。

怠
縫
ほ
ゐ
厳
、
後
草
木
も
終
わ
っ
た
U
月
に
な

っ
て
ガ
l
ナ
か
ら
再
突
入
カ
プ
セ
ル
が
義
寛
さ
れ
、

翌
年
3
月
に
カ
プ
セ
ル
回
収
に
は
成
功
し
て
い
る
・

ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
の
会
同
チ
i
ム
を
組
ん
で
の
こ

の
曾
験
で
再
突
入
カ
プ
セ
ル
は
ロ
シ
ア
製
で
あ
り
、

キ
リ
ル
文
字
が
績
か
れ
た
カ
プ
セ
ル
は
潟
婚
で
ロ

シ
ア
の
軍
事
衛
星
か
と
騒
ぎ
に
な
っ
た
ら
し
い
.

も
う
一
筆
の
D
A
S
Hは、

H
e
H
A
2魯
後

で
の
令
般
に
集
厳
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、

U
S
E
R
Sの
再
突
入
体
は
日
本
で

初
め
て
串
ゐ
詣
す
に
開
眼
さ
れ
た
、
宇
宙
か
ら
帰

っ
て
き
れ
お
碍
と
い
う
こ
と
に
な
る
.

再
突
入
体
争
各
候
し
た
U
S
E
R
Sは
6
月
に

さ

ら

に

様

輯

レ

て

い

る

塁

替

問

@ 

軌道上のUSE円S (想像
図)下郎の白い節分が再突入

力プセルとして切り隠されて
地E震に帰ってきた。



て
い
る
。

「
こ
だ
ま
』
と
名
付
け
ら
れ
た
デ
ー
タ

は

ω月
口
日
に
静
止
軌

道
に
投
入
さ
れ
、

2
0
0
3年
1
月
か
ら
デ
l
タ
中
継
の
実
験
か
開
始
さ
れ

た
。
2
月

maに
は
H
'
H
A
ロ
ケ
ッ
ト
4
吾
機
で
打
ち
上
げ
り
れ
た
環
境
観

測
技
術
衛
星
「
み
ど
り
H
」
の
観
測
画
像
を
「
こ
だ
ま
」
が
中
継
し
て
地
上

局
で
の
雲
笥
に
成
功
し
て
い
る
。

蓮
田
小
に
戻
っ
た
笹
本
は
借
り
だ
し
た
シ
ン
ク
パ
ッ
ド
の
返
却
と
再
鈎
整
を

箆
領
し
た
X
れ
の
回
収
や
ら
お
土
産
の
プ
レ
ス
キ
ッ
ト
の
受
け
渡
し
や
ら
し

て、

9
月
幻
日
に
は
新
潟
県
長
岡
市
に
保
存
さ
れ
て
い
る
ア
ポ
ロ
宇
宙
船
、

ソ
ユ
ー
ズ
カ
プ
セ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
宇
宙
ア
ー
テ
ィ
フ
ァ
ク
ツ
を
息
子
、

相
変
わ
ら
ず
み
百
々
を
送
っ
て
い
る
。

H
'
E
A
3寄
機

軌道よのデータ通信衛星 r乙だまJ (想像図)02003年 9月には

欧州の衡窪 rアルテミス』との通信実践にも成功した



前
田
の
H
'H
A
ロ
ケ
ッ
ト
3
号
機
打
ち
上
げ
か
ら
わ
ず
か
3
カ弓
H
S

H
A
ロ
ケ
ッ
ト
4
害
機
の
打
ち
上
司
は
ロ
月
M
自
に
決
定
し
た
。

打
ち
上
げ
ら
れ
る
衛
星
は
杢
叩
の
地
球
観
測
衛
星
以
外
に
、
ペ
イ
ロ
i
ド

の

の
余
裕
を
利
用
し
て
載
せ
ら
れ
る
超
小
型
奇
異
か
三
基
可
野
田
司
令
開
発
の

μ
L
A
B
S
A
T、
千
葉
工
大
の
鯨
観
測
衛
星
観
太
君
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

初
の
人
工
衛
星
と
な
る
F
E
D』
S
A
Tで
あ
る
。

今
自
も
移
動
は
自
撃
、
経
済
性
差
先
で
鹿
児
島
ま
で
一
気
に
高
速
を

走
り
、
穂
子
島
に
フ
ェ
リ
ー
で
渡
る
い
つ
も
の
ル
|
卜
で
あ
る
。
現
副
唱
の
移

動
に
自
動
車
が
不
可
欠
で
、
打
ち
上
げ
が
ど
れ
だ
け
延
期
さ
れ
る
か
わ
か
ら

な
い
と
な
る
と
、
こ
れ
.
か
い
ち
ば
ん
経
済
性
が
高
い
。
最
近
は
、
延
期
は
ほ

と
ん
ど
な
い
け
ど
。

あ
ら
か
じ
め
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
確
定
し
て
い
る
の
な
ら
皐
a
売
り
の
切
符
で

ぜ
い
じ
ゃ
〈

も
な
ん
で
も
使
え
る
が
、
大
宇
宙
と
い
奇
襲
品
奥
山
相
手
に
脆
弱
な
ま
で

に
餐
重
化
さ
れ
た
超
高
出
力
の
精
密
機
械
を
打
ち
上
げ
る
ロ
ケ
ッ
ト
の
取
材

に
、
そ
ん
な
都
A
Rか
い
い
こ
と
が
な
い
の
は
、
い
や
っ
て
ほ
ど
学
ば
さ
れ
て

い
る
。

打
ち
上
げ
前
日
の
朝
の
フ
ェ
リ
ー
で
車
ご
と
種
子
島
に
渡
り
、
そ
の
ま
ま

記
章
ノ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
に
出
馬
翌
日
打
ち
よ
け
と
い
う
の
が
最
近
の
打
ち

ド
存
取
材
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
順
調
に
ロ
ケ
ッ
ト
が
打
ち

上
が
っ
て
し
ま
う
と
、
種
子
島
2
泊
5
日
と
か
3
泊
6
日
と
か

(計
算
の
合

わ
な
い
夜
は
自
動
車
で
走
っ
て
ま
す
}
普
通
な
ら
や
ら
な
い
よ
う
な
ス
ケ
ジ



ュl
ル
の
施
行
に
な
っ
て
し
事

1

今
回
の
取
材
鍾
員
は
牧
野
、
机
伍
滴
笹
本
の
=
一
A
q
韮
尽
を
出
発
す
る
の

が
平
自
だ
か
ら
、
墾
量
点
に
指
定
さ
れ
た
惨
器
移
十
日
市
場
駅
へ
の
隼
窓
口

は
朝
間
山
時
半
。

東
名
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
い
つ
も
の
長
距
厳
ド
ラ
イ
ブ
で
は
、
名
神
智
間
遠

H
B
E
A
4暑
撮

で
松
浦
が
車
問
ハ
ト
カ
l
に
隼
墜
さ
れ
る
と
か
、
中
歯
車
に
入
っ
て
み
た
ら

電
か
ち
ら
つ
会
マ
出
し
た
の
で
慌
て
て
山
陽
道
に
透
げ
た
と
か
、
ま
あ
い
つ
も

ど
お
り
の
ド
ラ
イ
ブ
で
無
穆
に
鹿
児
島
港
に
到
積
フ
ェ
リ
ー
で
ゆ
っ
く
り

と
績
に
な
っ
て
多
少
は
体
力
私
自
復
し
て
か
ら
穫
す
島
に
よ
怪
し
九

で
は
、
記
者
セ
ン
タ
ー
到
着
あ
た
り
か
ら
始
め
て
み

4
1

すっかり緬定席になった配客席でレポートの作目Eに励む



@ 

い
ち
お
う
表
向
き
そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
よ
ろ
し

く
、
み
た
い
な
感
じ
に
な
る
。

前
回
ま
で
は
記
者
が
記
者
会
見
場
の
あ
る
凶
階
に
上
が
っ
て

き
て
い
て
も
別
に
何
も
雲
わ
れ
な
か
っ
た
の
だ
が
、
今
回
、
殺

--s
 

か
デ
リ
ケ
ー
ト
な
人
で
も
来
て
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
や

っ
ぱ
り
記
者
が
馬
鹿
や
っ
て
広
報
が
隔
灘
政
策
を
取
ら
ざ
る
を

え
な
い
よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

日
時
加
分
か
ら
打
ち
上
げ
前
プ
リ

1
フ
ィ
ン
グ
附
始
。
プ
レ

ス
キ
ッ
ト
も
続
ま
な
い
記
者
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
ま
で
使
っ
て

懇
切
丁
寧
に
今
回
の
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
と
衛
星
の
説
明
が

行
わ
れ
る
。

だ
け
れ
ど
も
、
今
回
も
や
っ
ぱ
り
馬
艇
は
い
た
の
で
あ
っ
た
。

は
る
ば
る
東
京
か
ら
質
問
し
た
共
同
通
信
の
記
者
、

「前
回

の
よ
う
な
詳
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
シ
ー
ク
ェ
ン
ス
表
が
出
て
い
な

い
の
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
質
問
で
は
な
く
要
求
で

す
」。彼

が
欲
し
い
表
つ
つ
!
の
は
、
プ
レ
ス
キ
ッ
ト
に
静
っ
て
る

こ
れ
で
は
な
い
の
か
い
?

「
こ
れ
は
最
終
決
定
の
数
値
で
は
な
い
は
ず
で
す
。
も
っ
と
誠

意
を
も
っ
て
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

打
ち
上
げ
前
に
打
ち
上
げ
後
の
数
値
が
欲
し
い
と
で
も
言

っ

て
る
の
か
、
彼
は
。

{注
l
}

広
報
に
頭
の
固
い
木
っ鋳

役
人
系
の
人
が
異
動
し
て
き

て
、
ひ
た
す
ら
『
こ
と
な
か

れ
』
に
徹
し
た
せ
い
か
も
知

れ
な
い
ぞ
。
{
松
)

M
凶
吋
く
ら
い
に
竹
崎
報
道
セ
ン
タ
ー
到
着
。
す
で
に
報
道
セ

ン
タ
ー
前
の
駐
車
場
は
車
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
る
。

シ
ン
ク
パ
ッ
ド
ま
わ
り
の
必
.
裂
な
荷
物
を
抱
え
て
、

三
階
の

記
者
控
え
箆
に
上
が
る
。
受
け
付
け
し
て
も
ら
い
、

I
D
カ
ー

ド
、
腕
話
、
情
報
伝
達
周
の

i
モ
l
ド
を
使
う
携
術
氾
話
、
プ

レ
ス
キ
ッ
ト
、
ピ
ン
バ
ッ
ジ
な
ど
を
貰
う
。

あ
て
が
わ
れ
た
デ
ス
ク
は
、
い
つ
も
ど
お
り
敵
前
列
の
窓
の

前
。
隣
は
小
学
館
。
と
り
あ
え
ず
コ

l
ド
を
屯
淑
に
つ
な
ぎ
、

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を
立
ち
上
げ
、
取
材
の
準
備
を
鐙
え
る
。

日
時
か
ら
打
ち
上
げ
前
記
者
会
見
。
松
浦
か
ら
の
情
報
で
は
、

当
初
は
お
時
か
ら
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ

れ
は
夜
の
却
時
加
分
集
合
に
変
更
さ
れ
た
ら
し
い
。
だ
い
た
い

打
ち
上
げ
ロ
時
間
前
に
ロ
ケ
ッ
ト
本
体
を

V
A
B
か
ら
発
射
台

に
移
動
す
る
か
ら
、
明
日
午
前
日
時
針
分
の
打
ち
上
げ
予
定
は

変
更
な
い
ら
し
い
。

予
定
よ
り
ち
ょ
い
と
遅
れ
て
、
江
川
崎
初
分
か
ら
記
者
会
見
開

始
。
会
見
開
始
前
に
四
階
に
上
が

っ
て
み
る
と
、

v
l
p朋
見

学
室
の
入
口
に
は
今
回
も
席
次
表
が
貼
つ
で
あ
る
。
ほ
お
、
今

回
は
松
本
零
士
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
る
ん
だ
。

と
か
見
て
た
ら
、
広
報
の
人
に

「記
者
の
人
は
時
間
ま
で
上

が
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
」。

い
や
個
人
的
な
知
り
合
い
が
い
る

も
ん
で
、
誰
か
来
て
る
か
な
あ
と
怒

っ
て
と
言

い
訳
す
る
と
、

一注
E
-

L
E
'
7
Aを
二
基
使
う

液
体
ロ
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ
ー

(し円
B
}
が
開
発
中
止
に

な
っ
た
後
、
浮
か
び
上
が
っ

た
の
が
こ
の
国
体
ロ
ケ
ッ
ト

ブ
ー
ス
タ
ー
四
基
の
形
式
名

句

E
0
4
型
』
だ
。
す
で
に

静
止
軌
道
上
軍
軍

3
ト
ン
級

の
『
筏
術
院
験
衛
星
川
型
』

(
E
T
S
・W
)
の
開
発
に
入

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、

な
に
が
な
ん
で
も
そ
れ
を
打

ち
上
げ
る
淘
強
制
出
ロ
ケ
ッ
ト

が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
笹
本
も
・
い
て

い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の

国
体
ロ
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ
ー

で
は
加
速
度
が
過
大
に
な
っ

て
機
体
が
綴
れ
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
、

E
0
4の
た
め
に

よ
り
ゆ
る
や
か
に
出
力
を
発

生
す
る
よ
う
に
し
た
国
体
ロ

ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ
|
「S
R

B
'
A
E』
を
新
た
に
開
発

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
(
総
)



ま
あ
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
が
、
日
時
過
ぎ
に
は
記
者
会
見
は
終

わ
る
。

あ
と
は
総
浦
が
記
事
を
宇
宙
作
家
ク
ラ
ブ
の
ニ
ュ
ー
ス
板
に

muく
は
ず
な
の
で
、
こ
ち
ら
は
各
方
聞
に
絞
ま
れ
て
い
る
N
A

み

や

げ

S
D
A
も
の
の
土
産
調
迷
の
た
め
に
字
街
側
発
展
示
館
に
回
る
。

な
に
せ
予
定
通
り
な
ら
打
ち
上
げ
当
日
の
明
日
は
休
館
目
、
売

応
で
物
を
貿
え
る
の
は
今
日
だ
け
し
か
な
い
。

在
庫
の
あ
る
ロ
ン
グ
ス
ト
ラ
ッ
プ
は
問
機
額
、

M
l
H
A
ロ

ケ
ッ
ト
、
タ
ン
ク
と
ブ
ー
ス
タ
l
付
き
の
シ
ャ
ト
ル
、

M
M
U

に
抱
え
ら
れ
た
宇
宙
飛
行
士
、

N
A
S
D
A
の
ロ
ゴ
タ
イ
ト
ル
。

そ
の
う
ち
ロ
ゴ
と
シ
ャ
ト
ル
を
買
う
。

戻
っ
て
く
る
と
、
松
浦
の
記
事
の
ア
ッ
プ
は
終
わ
っ
て
い
た
。

後
の
用
事
は
な
い
は
ず
な
の
で
、
街
に
戻
る
べ
く
走
り
だ
す
。

中
積
子
の
民
宿
た
な
か
に
到
着
す
る
。
こ
こ
の
宕
板
仙
燃
は
愛

惣
の
い
い
ロ
ン
グ
へ
ア

l
の
か
わ
い
こ
ち
ゃ
ん
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア

ダ
ツ
ク
ス
プ
ン
ド
の
ピ
ン
キ

l
。
お
客
さ
ん
を
歓
迎
す
る
の
は

わ
た
し
の
仕
事
よ
、
み
た
い
な
顔
で
部
屋
に
飛
び
込
ん
で
く
る

の
が
楽
し
い
。

部
屋
に
持
ち
込
ん
だ
プ
レ
ス
キ
ッ
ト
を
検
分
。
な
か
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
い
く
つ
か
見
た
よ
う
な
文
・
挙
が
あ
る
。

「
こ
れ
符
い
た
の
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
松
浦
さ
ん
?
」

「あ
あ
、
そ
う
だ
。
同
じ
こ
と
曾
か
な
い
と
党
え
て
も
ら
え
な

い
ん
で
、
く
り
返
し
が
多
い
け
ど
」

液
体
ロ
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ
ー
が
先
行
き
ど
う
な

っ
て
い
く
の

H
'
E
A
4号
機

か
よ
く
わ
か
ら
ず
、
本
体
の
直
径
を
現
在
の
4
メ
ー
ト
ル
か
ら

5
メ
ー
ト
ル
に
地
や
し
て
メ
イ
ン
エ
ン
ジ
ン
を
二
基
掛
け
に
す

る
と
か
、
架
空
一
戦
記
の
ゼ
ロ
戦
強
化
策
み
た
い
な
の
が
か
ま
び

す
し
い

H
1
H
A増
強
製
で
す
が
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と

-
Z
 

現
在
検
討
中
な
の
は
間
体
ロ
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ
l
凹
基
掛
け
の

も
の
ら
し
い
。

現
在
標
準
型
で
二
基
装
備
さ
れ
て
い
る
S
R
B
'
A
を
、
十

文
字
に
凶
器
働
け
に
す
る
も
の
。
打
ち
上
げ

重
円
以
が
単
純
一
計
釘
で
ブ
ー
ス
タ
i
二
基
分
、

1
5
0
ト
ン
消
え
る
か
ら
、
総
獲
量
で
4

4

0
ト
ン
く
ら
い
に
な
る
は
ず
な
ん
だ
が
、
デ

イ
フ
レ
ク
タ

1
焼
き
た
く
な
け
れ
ば
空
中
点

火
?
そ
れ
と
も
デ
イ
フ
レ
ク
タ
!
側
だ
け

点
火
せ
ず
に
国
体
ブ
ー
ス
タ
l
三
基
だ
け
で

リ
フ
ト
オ
フ
、
バ
ラ
ン
ス
は
メ
イ
ン
ブ
ー
ス

タ
ー
で
取
る
?
は
た
ま
た
、
重
く
な
っ

て

い
る
と
は
い
っ
て
も
悶
体
ブ
ー
ス
タ
ー
に
メ

イ
ン
エ
ン
ジ
ン
ま
で
点
火
す
る
と
加
速
度
上

が
り
過
ぎ
て
綴
れ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
、

メ
イ
ン
エ
ン
ジ
ン
の
点
火
は
固
体
ブ
ー
ス
タ

ー
の
分
縦
後
?

「
H
'H
ロ
ケ
ッ
ト
の
間
体
ブ
ー
ス
タ
!
六

弘
一装
備
っ
て
、
そ
う
い
う
予
定
だ
っ
た
ん

だ
」

射
点
に
向
か
っ
て
移
勘
す
る
4
号
微



川
相
の

H
'
H
ロ
ケ
ッ
ト
に
も

m強
計
一州
が
あ

っ
た
。
な
に

通
常
の
似
の
ペ
イ

本
体
の
刈
り
に
普
通
な
ら
二
府
装
備
の
倒
体

ブ
ー
ス
タ
ー
を
ぐ
る
り
と
六
基
笈
術
、

せ
k
げ
る
予
定
の

H
O
P
E
が
却
ト
ン
と
、

ロ
ー
ド
だ
か
ら
、

分
総
は
こ
ん
な
こ
と
も

あ
ろ
う
か
と
採
期
さ
れ
た
ひ
ね
り
絡
と
し
で
六
広
一
同
時
に
分
雌

し
で
も
、

互
い
に
干
渉
せ
ず
に
は
倒
む
は
ず
だ

っ
た
。

確
か
に
国
体
ブ
ー
ス
タ
ー
を
噌
加
装
備
す
る
と
推
力
と
岡
山
吋

機
体
が
構
造
限
界
を
越
え
る
加
速

に
加
速
度
が
上
が
る
か
ら
、

度
に
刷
略
さ
れ
る
可
能
性
が
出
て
く
る
。
そ
の
た
め
メ
イ
ン
エ
ン

ジ
ン
だ
け
あ
と
か
ら
運
転
っ
て
形
に
し
た
ん
だ
ろ
う
妙
ど
、

の
場
合
ど
う
や
っ
て
上
げ
る
ん
だ
?

そ

具
体
的
に
は
メ
イ
ン
エ
ン
ジ
ン
だ
け
運
転
開
始
し
て
、
ア
イ

そ
れ
と
も

ド
リ
ン
グ
の
ま
ま
で
リ
フ
ト
オ
フ
さ
せ
る
の
か
?

-
3
 

早
け
れ
ば
2
0
0
4
年

メ
イ
ン
エ
ン
ジ
ン
を
空
中
点
火
か
?

つ
ま
り
刊
米
作
に
は
上
が
る
は
ず
だ
か
ら
、
そ
の
と
き
に
は
明

ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
が
。

も
っ
と
も
、

2
0
0
2
年
ロ
川
則
明
白
で
は
・
』
の
楽
も
検
材
中

っ
て
だ
け
で
、

川
胤
終
決
定
で
は
な
い
。
政
か
に
こ
の
楽
な
ら
、

あ
り
も
の
を
得
せ
集
め
る
だ
け
で
打
ち
仁
げ
虫
川
引
を
附
加
す
る

ロ
月
刊
目
、土
曜
日
、晴
れ

本

H
打
ち
上
げ
チ
定
日
。

例
会
は
朝
7
時
に
設
定
し
で
あ

っ
た
の
で
、

な
時
間
に
起
き
だ
し
、

間
に
合
う
よ
う

仕
度
し
て
食
事
し
て
出
掛
け
る
。
さ
す

⑫ 

こ
と
が
で
き
る
が
、

【注
3
}

2
0
0
3年
日
月
現
在
‘

繍
強
制
出
の
行
ち
ょ
げ
予
定
は

2
0
0
7年
.
(
笹
)

さ
て
。

一
体
み
し
て
却
時
却
分
集
合
の
プ

レ
ス
ツ
ア
ー
に

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
山
川
阿
か
ら
主
に
保
安
上
の
内
山
で

プ
レ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
で
き
る
人
民
は

一
社
あ
た
り
二
人
に
制

夕
食
後
、

【注
d
}

お
そ
ら
く
は
、

9
1
1テ

ロ
や
ら
三
資
質
工
の
工
渇
で

起
き
た
自
衛
隊
織
磁
焼
事
件
、

さ
ら
に
は
近
づ
く
情
報
収
集

術
塁
打
ち
上
げ
な
ど
で
神
経

質
に
な
っ
た
お
上
が
、
『
き

ち
ん
と
対
策
す
る
よ
う
に
』

と
わ
か
っ
た
よ
う
な
わ
か
ら

な
い
よ
う
な
命
令
を
出
し
た

結
集
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(
総
)

山
附
さ
れ
て
お
り
、

得
一
本
は
前
回
の
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て

る
か
ら
今
回
は
松
浦
、

牧
野
が
プ
レ
ス
ツ
ア
l
に
笠
録
さ
れ
て

いヲ匂
。

ど
ー
に
も
疲
れ
た
感
じ
の
笹
本
、
今
ま
で
の
ロ
ケ
ッ
ト
取
材

で
は
じ
め
て
の
大
技
に
出
る
。
ど
う
せ
見
ら
れ
る
の
は
夜
の
ロ

ケ
ッ
ト
移
動
と
見
慣
れ
た
施
設
ぽ
っ
か
り
だ
か
ら
、
と
今
回
パ

ス
し
て
、
却
時
過
ぎ
に
は
布
団
に
揖
回
り
込
ん
で
が
ー
が

l
絞
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

プ
レ
ス
ツ
ア

1
に
出
岨
仰
け
た
二
人
は
却
時
前
に
は
反
つ
で
き

た
ら
し
い
。
償
本
は
熟
師
附
し
て
た
も
ん
で
気
づ
き
ま
せ
ん
で
し

、.
。

ゆ
t
H

後
か
ら
聞
い
て
み
た
ら
、
ロ
ケ

ッ
ト
の
移
動
と
あ
と
は

u
m

p-
-

2

・、

ロ
ケ
ッ
ト
発
川
例
代
制
セ
ン
タ
ー
を
日
比
た
だ
け
で
、

プ

レ
ス
ツ
ア

ー
は
い
つ
も
よ
り
い
め
に
終
わ

っ
た
ら
し
い
。
幻
時
制
分
く
ら

い
に
約
に
は
州

っ
て
き
た
そ
う
だ
。

が
に
前
日
却
時
く
ら
い
か
ら
布
団
に
滑
り
込
ん
で
る
と
、

さ
わ

や
か

(
で
も
な
い
け
ど
)

に
日
が
制
限
め
る
わ
ね
。

i
モ
ー
ド
に
と
き
ど
き
入
る
現
在
の
進
行
状
況
に
よ
る
と
、



打
ち
上
げ
準
備
作
業
は
順
調
に
進
行
中
、

議
で
は
判
打
ち
上
げ
決
定
で
物
事
が
舵
移
し
て
い
る
ら
し
い
。

天
気
は
予
報
ど
お
り
附
れ
、
で
も
認
は
多
い
。

H
'H
8
号

機
か
ら
の
松
近
四
回
は
行
空
に
恵
ま
れ
て
い
た
か
ら
、

久
々
明世
の
中
へ

の
打
ち
上
げ
に
な
る
か
な
。 G

O
/
 O
G
O会

今
回
は

8
時
過
ぎ
く
ら
い
に
報
道
セ
ン
タ
ー
到
着
。
ゲ
ー
ト
前
に
は

い
つ
も
ど
お
り
追
い
返
さ
れ
る
民
間
蝋
が
測
っ
て
い
る
。
前
回

は
報
道
車
は
い
ち
お
う
乗
車
全
日
の
カ
ー
ド
と
腕
・
訟
を
確
認
さ

れ
た
が
、

今
回
は
藤
の
窓
か
ら
カ

l
ド
見
せ
る
だ
け
で
、

停
車

も
せ
ず
に
通
さ
れ
て
し
ま
う
。
写
其
入
り
の

I
D
カ
l
ド
が
発

行
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
2
0
0
2年
2
月
の
2
号
機
か

《つ、

そ
れ
が
年
度

一
杯
は
使
わ
れ
る
よ
う
に
凪
収
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
の
は
9
月
の

3
号
機
か
ら
で
あ
る
。
考
え
て
み
た
ら
、

2
号
機
つ
て
の
は
去
年
の
年
度
末
だ

っ
た
の
だ
。
年
度

一
杯
使

う
予
定
で
も
、

そ
の
年
度
内
の
打
ち
上
げ
は
な
い
わ
な
あ
。

ん
で
、

3
号
機
か
ら
そ
れ
ま
で
な
か
っ
た
取
材
制
限
が
は
じ

ま
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
の
参
加
入
口
が
各

社
二
人
ま
で
に
な
り
、

少
な
く
と
も
前
聞
は
事
を
停
め
て
ひ
と

り
ひ
と
り
の

I
D
カ
ー
ド
と
首
実
検
が
行
な
わ
れ
た
。
今
回
は

す
い
す
い
通
れ
る
あ
た
り
、
や
は
り
日
本
人
は
似
れ
て
し
ま
う

と
安
全
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
だ
だ
抽
出
れ
さ
せ
て
し
ま
う
よ
う

で
あ
る
。

取
材
す
る
方
と
し
て
は
、

け
ど
ね
。

だ
だ
洩
れ
な
方
が
楽
で
い
い
ん
だ

H
E
E
A
4号
機

前
回
く
ら
い
か
ら
報
道
セ
ン
タ
ー
に
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
と

ス
ナ
ッ
ク
が
常
備
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
い
た
い
に
お
い

て
報
道
セ
ン
タ
ー
の
ス
ナ
ッ
ク
つ
て
の
は
し
こ
た
ま
甘
い
っ
て

の
が
ア
メ
リ
カ
の
シ
ャ
ト
ル
取
材
で
刷
り
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た

笹
本
、
コ
ー
ヒ
ー
以
外
に
は
手
を
出
さ
な
か
っ
た
の
だ
が
、

-
A
 

カ
ッ
プ
ケ

l
キ
が
お
い
し
い
っ
て
?
ぁ
、
ほ
ん
と
だ
。
そ
う

言
え
ば
こ
こ
は
日
本
で
し
た
な
。

報
道
セ
ン
タ
ー
か
ら

4
号
織
を
見
て
気
づ

い
た
。
今
回
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
い

な
い
か
ら
、
4
号
機
を
近
く
か
ら
口
凡
て
な
い

ん
だ
。
近
く
か
ら
と
い
っ
て
も
現
状
で
は

5

0
0
メ
ー
ト
ル
以
内
に
は
近
づ
け
な
い
ん
だ

が
、
そ
れ
に
す
ら
参
加
し
な
い
と
、

3
キ
ロ

先
の
ち
っ
ち
ゃ
い
ロ
ケ
ッ
ト
を
見
て
る
し
か

I

B

。

ψ

，.
'uw
 

ω時
過
ぎ
た
の
で
、
引
分
の
打
ち
上
げ
を

待
つ
ぺ
く
陸
上
の
観
望
台
に
上
が
っ
て
い
く
。

こ
の
時
点
で
松
浦
は
居
眠
り
こ
い
て
お
り
、

は
っ
と
記
者
・
窓
で
気
づ
く
と
自
の
前
を
ば
り

ば
り
と
ロ
ケ
ッ
ト
が
上
が
っ
て
い
く
と
い
う

の
も
、
そ
れ
は
そ
れ
で
お
も
し
ろ
い
光
対
だ

な
あ
と
思
っ
て
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
ア
ナ

ひ
ん
ぱ
ん

ウ
ン
ス
が
頻
繁
に
入
る
の
で
す
ぐ
に
自
は
醒

め
て
し
ま
う
の
で
あ
っ
た
。

一注
A
}

南
極
子
の
ケ
ー
キ
患
の
カ

ッ
プ
ケ
ー
キ
ら
し
い
。
(
笹
)

発
射
台
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
適
温
す
る
。

天
候
が
砲
や
か
だ
と
、
数
+分
後
に

自
の
前
か
ら
ロ
ケ
ッ
ト
が
よ
か
る
と

は
信
じ
ら
れ
な
い



今
回
、
記
者
連
中
の
凶
階
へ
の
立
ち
入
り
祭
止
は
、
屋
上
に

上
が
る
の
に
外
回
り
の
階
段
を
使
う
よ
う
指
示
さ
れ
る
ほ
ど
徹

底
し
て
い
る
。
試
し
て
は
み
な
か
っ
た
が
、
の
こ
の
こ
上
が
っ

て
い
っ
た
ら
広
報
に
止
め
ら
れ
た
の
か
な
?

打
ち
上
げ
取
材
の
た
め
に
観
録
台
に
上
が
る
に
は
、
へ
ル
メ

ひ
っ
す

ツ
ト
が
必
須
で
あ
る
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
か
ぶ
っ
て
雛
担
に
よ
り
、

今
回
の
取
材
に
望
遠
レ
ン
ズ
他

い
ろ
い
ろ
と
大
↓拭
に
持
ち
込
ん

・5

だ
牧
野
の
前
に
陣
取
る
。
鍬
胞
は
が
ら
が
ら
で
、
見
回
す
と
子

供
が
い
る
。
あ
れ
は
ど
こ
か
ら
来
た
ん
だ
ろ
う
か
。

松
浦
に
よ
る
と
、
種
子
島
の
小
学
生
を
、
打
ち
上
げ
だ
っ
つ

ん
で
社
会
科
見
学
に
述
れ
で
き
た
ら
し
い
。
普
段
、
校
・低
や
ら

家
や
ら
で
見
て
る
の
を
、
遠
足
気
分
で
宇
宙
セ
ン
タ
ー
に
連
れ

て
こ
ら
れ
た
っ
て
と
こ
ろ
か
。
積
子
・
局
在
住
の
生
徒
で
な
け
れ

ば
延
期
が
か
か
っ
た
時
に
辛
い
け
ど
、
そ
れ
で
も
こ
う
い
う
の

8
6
 

は
日
本
全
国
の
児
童
、
生
徒
、
学
生
相
手
に
ど
ん
ど
ん
や
る
べ

き
だ
と
思
う
。

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
3
0
0秒
あ
た
り
か
ら

為

、a

，。

カ
カ
yv

今
回
、
あ
さ
り
か
ら
デ
ジ
カ
ム
を
借
り
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、

笹
本
の
記
録
手
段
は
デ
ジ
タ
ル
ス
チ
ル
カ
メ
ラ
し
か
な
い
。
こ

れ
は
牧
野
の
予
備
の
三
仰
に
乗
せ
て
商
品
門
を
決
め
て
お
き
、
と

き
ど
き
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
だ
け
に
し
て
、
あ
と
は
い
つ
も
持

ち
歩
い
て
い
る
ツ
ア
イ
ス
の

8
×
却
の
双
眼
鋭
と
肉
眼
で
ロ
ケ

ッ
ト
見
学
を
す
る
こ
と
に
す
る
。
な
ん
た
っ
て
自
分
の
体
に
付

@ 

い
て
る
感
覚
が
最
上
の
観
測
手
段
だ
し
、

て
い
い
つ
て
の
は
精
神
衛
生
上
非
常
に
楽
で
よ
ろ
し
い
。

メ
カ
ニ
カ
ル
ト
ラ
ブ
ル
は
予
測
で
き
な
い
か
ら
置
い
て
お
く

【注
5
-

ひ
と
た
び
打
ち
ょ
げ
が
軌

道
に
祭
っ
て
日
常
に
な
る
と
、

マ
ス
コ
ミ
は
途
錨
に
冷
た
く

な
る
。
人
々
の
興
昧
は
「
急

速
な
変
化
』
に
集
ま
る
か
ら

だ。

車
般
の
記
事
が
派
手
な

の
は、

『人
々
が
そ
れ
を
望

む
か
ら』

と
い
う
理
由
も
あ

る
。
事
実
が
ど
う
あ
れ
、
多

く
の
人
々
が
望
む
よ
う
な
肥

厚
を
出
し
て
し
ま
う
と
い
う

マス
コ
ミ
の
病
気
に
は
、
実

は
マ
スコ
ミ
の
事
受
容
で
あ

る
我
々
も
少
し
す
っ
荷
担
し

て
い
る
の
だ
。

イ
ギ
リ
ス
の

作
家
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
l
ウ
工

ル
は
、
こ
の
問
題
に
関
係
し

て『
象
を
厳
つ』

と
い
う
繁

晴
ら
し
い
エ
ッ
セ
イ
を
.
い

て
い
る
。
(
松
}

カ
メ
ラ
を
回
さ
な
く

と
し
て
、

液
体
燃
料
の
充
績
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
心
配
は
天
候

だ
け
で
あ
る
。

天
気
予
報
は
附
れ
。
確
か
に
晴
れ
て
は
い
る
が
ち
ぎ
れ
容
が

多
い
。
こ
れ
で
は
発
射
早
々
に
一誌
の
中
に
入
っ
て
し
ま
う
ん
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
た
ら
ま
あ
、
抗
日
だ
け
聞
い
て
れ
ば
い

、辺、
。

し
カと

か
思
っ
て
た
ら
、
発
射
時
間
に
間
に
合
わ
せ
た
よ
う
に
、

-
7
 

い
い
感
じ
に
市町
民
が
切
れ
て
き
た
。
今
回
の
術
星
は
極
軌
道
、
発

射
方
向
は
東
向
き
で
は
な
く
て
卯
度
違
う
前
向
き
で
、
観
望
台

か
ら
見
て
正
而

2
時
く
ら
い
の
方
向
で
は
な
く
、
右
側
4
時
く

ら
い
の
方
向
に
飛
ん
で
行
く
は
ず
で
あ
る
。
ロ
ケ
ッ
ト
の
総
成

は
間
体
ブ
ー
ス
タ
l
二
基
の

2
0
2、
フ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
上
部

の
み
太
く
な
っ
た
タ
イ
プ
で
あ
る
。

3
号
機
ま
で
の
フ
ェ
ア
リ

ン
グ
は
長
め
の
や
つ
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
太
自
の
仕
織
は
こ

れ
が
応
初
に
な
る
。

打
ち
上
げ
前

3
分
が
切
れ
る
と
、
や
っ
と
今
回
も
よ
が
る
か

な
と
い
う
気
分
に
な
っ
て
く
る
。

{注
6
}

種
子
島
の
小
学
校
に
は
留

学
制
度
が
あ
っ
て、

少
敏
だ

が
全
国
か
ら
小
学
生
を
受
け

入
れ
て
い
る
と
い
う
。
{笹
)

【注
7】

地
獄
の
筒
僅
を
巡
る
よ
う

な、

わ
か
り
や
す
く
曾
う
と
、

縦
回
り
の
軌
道
。
(
箆
}

カ
ウ
ン
ト
マ
イ
ナ
ス
叩
く
ら
い
で
コ
ア
ス
テ
ー
ジ
の
メ
イ
ン

エ
ン
ジ
ン
が
点
火
、
出
力
上
昇
、
カ
ウ
ン
ト
ゼ
ロ
で
悶
体
プ

l

リ
フ
ト
-4
7

ス
タ

1
両
側
に
点
火
。
離

床
。

e
a
 

遅
い
!
前
回
ま
で
は
タ
ワ
ー
を
ク
リ
ア
し
た
あ
た
り
で
小



型
ブ
ー
ス
タ
ー
を
追
加
点
火
し
て
多
少
な
り
と
も
加
速
の
足
し

に
し
て
い
た
の
だ
が
、
今
回
は
そ
れ
が
な
い
。
や
っ
と
説
者
が

聞
こ
え
て
き
て
も
、
タ
ワ
ー
ク
リ
ア
の
辺
り
で
加
速
が
鈍

っ
た

よ
う
に
見
え
る
。
や
は
り

H
'H
か
ら

H
1
H
A
に
な
っ
て
重
量

は
噌
加
し
た
の
に
比
し
て
、
推
力
は
わ
ず
か
に
減
少
し
た
の
が

効
H
て
い
る
の
か
。

今
回
は
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
追
う
必
要
が
な
い
の
で
、
適
当
に

デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
抑
し
つ
つ
視
覚
、
聴
覚
を

総
動
員
し
て
4
号
機
を
追
う
。
テ
ィ
ン
パ
ニ

l
の
連
打
の
よ
う

な
掛
抗
日
が
降
っ
て
く
る
。
こ
れ
こ
れ
、
こ
の
管
を
聞
き
に
毎
回

H
t
E
A
4号
機

4・...t... J.‘ 
打ちよかるH-D A4号線。ロケットが空気の中へ湾けていく

は
る
ば
る
種
乎
烏
ま
で
来
る
ん
だ
。

一
度
祭
に
隠
れ
た
4
号
機
は
、
加
速
し
、な
が
ら
再
び
蒼
空
に

現
わ
れ
た
。

速
く
雌
れ
て
し
ま
っ
た
ロ
ケ
ッ
ト
を
、
聞
休
ブ
ー
ス
タ
ー
の

ひ

白
艇
を
曳
い
て
い
る
う
ち
に
双
線
鋭
で
追
い
か
け
る
。
国
体
ブ

ー
ス
タ

l
分
総
前
な
ら
、
双
眼
鏡
の
視
界
で
白
燥
を
追
い
か
け

れ
ば
苅
皮
切
キ
ロ
を
超
音
速
で
上
昇
し
て
い
く
4
号
機
を
簡
単

に
仰
飢
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
間
体
ブ
ー
ス
タ
ー
が
分
総
し
て
し

ま
う
と
、
メ
イ
ン
エ
ン
ジ
ン
の
液
酸
/
液
水
系
の
噴
射
は
ほ
と

ん
ど
煙
を
残
さ
な
い
か
ら
追
跡
が
難
し
く
な
る
。

双
眼
鏡
で
天
空
に
延
び
る
白
焼
を
追
い
か
け
、
そ
の
先
で
加

速
を
続
け
る
ロ
ケ
ッ
ト
を
視
界
に
捉
え
る
。
飛
行
方
向
に
重
な

る
よ
う
な
雲
は
な
く
、
雲
に
隠
れ
て
飛
行
が
見
え
な
く
な
る
心

配
は
な
い
。

飛
行
1
0
5秒
、
図
体
ブ
ー
ス
タ
l
の
燃
焼
終
了
、
そ
の
2

秒
後
に
分
縦
。
こ
の
時
点
で
4
号
機
の
高
度
は
訂
キ
ロ
、
速
度

は
マ
ッ
ハ

4
を
越
え
て
、
地
上
距
離
で
板
子
・

μ宇
宙
セ
ン
タ
ー

か
ら
剖
キ
ロ
離
れ
て
い
る
。

H
1
H
A
で
も
ア
リ
ア
ン

V
で
も
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
で
も

打
ち
上
げ
ら
れ
た
ロ
ケ
ッ
ト
は
図
体
ブ
ー
ス
タ
l
分
離
が
最
初

の
切
り
離
し
に
な
る
。
だ
か
ら
、
視
穏
が
よ
け
れ
ば
悶
体
ブ
ー

ス
タ

1
の
切
り
縦
し
ま
で
見
え
る
か
ど
う
か
、
が
ひ
と
つ
の
目

安
に
な
る
。

{注
8}

盟
国載
す
る
衛
星
の
置
さ
や
、

補
助
ブ
ー
スタ
ー
の
脅
熊
な

ど
で
ロ
ケ
ッ
ト
の
加
速
度
は

変
わ
る
。
(
松
}

H
'
H
ロ
ケ
ッ
ト

8
号
機
の
打
ち
上
げ
か
ら

H
'H
A
初
号
機
、



H
'日
系
列
の
ロ
ケ
ッ
ト
の
打

ら
し
し
げ
は
附
天
に
必
ま
れ
て
い
る
。
今
川
も
、

2
、

3
、
4
け
機
と
続
け
て
、

制
品
似
鋭
越
し
に

川
体
ロ
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ
l
の
分
雌
を
確
認
で
き
た
。

酬
明
射
を
終
え
、

燃
え
妓
り
を
吐
き
だ
し
て
い
る
ブ
ー
ス
タ
ー

が
本
体
か
ら
両
側
に
ふ
た
筋
の
向
煙
を
曳
い
て
織
れ
て
い
く
。

し
か
し
、

第
一
段
の
メ
イ
ン
エ
ン
ジ
ン
は
こ
こ
か
ら
先
ま
だ

4

分
も
噴
射
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
天
空
に
臼
升
る
液
酸
/
液
水
エ
ン
ジ
ン
の
肉
眼
に
よ

る
追
跡
は
、

こ
の
あ
と
ど
ん
ど
ん
難
し
く
な
る
。

ロ
ケ
ッ
ト
は
こ
ち
ら
に
尻
を
向
け
た
ま
ま
ど
ん
ど
ん
遠
く
、

向
く
昇
っ
て
い
く
。
こ
れ
が
夜
間
な
ら
ば
蒼
白
い
液
駿
/
液
水

ロ
ケ
ッ
ト
の
炎
を
追
い
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

昼
間
の
長

の
よ
う
な
れ
い
炎
を
双
山
眼
鏡
に
促
え
続
け
る
の
は
燦
し
い
。

M

僚
が
小
さ
く
な
っ
て
い
く
に
つ
れ
て
手
絞
れ
の
彬
符
が
大
き
く

な
り
、

制
限
界
か
ら
は
ず
し
て
し
ま
っ
た
ら
再
び
捕
ま
え
る
の
は

ほ
と
ん
ど
不
吋
能
で
あ
る
。

例
上中
は
附
体
ブ
ー
ス
タ
ー
の
分
緩
か
ら
初
抄
ほ
ど
で

4
り

出

慨

を
似
非
か
ら
外
し
て
し
ま

っ
た
が
、
天
体
観
測
の
地
味
が
あ
る

牧
野
は
発
射
後
2
3
0秒
ま
で
下
持
ち
の制
品
川
眼
鏡
で
の
泊
跡
に

成
功
し
た
。

だ
か
ら
と
い

っ
て
安
心
で
き
な
い
の
が
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上

げ
で
あ
る
。
第

一
段
の
燃
焼
が
絞
い
て
い
る
う
ち
に
、

荷
物
を

持

っ
て
記
者
常
に
隙
り
、

あ
と
は
J
A
S
D
A
が
現
状
報
符
に

流
し
て
く
れ
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
聞
く
し
か
な
い
。

@ 

と
り
あ
え
ず
、
打
ち
ヒ
げ
成
功
の
報
を
下
街
作
家
ク
ラ
ブ
の

剥
示
板
に

ωさ
込
む
。
し
か
し
、
ま
だ
第
二
段
、
的
止
ト
ラ
ン

ス
フ
ァ
ー
軌
道
に
役
人
の
た
め
の
同
点
火
、
初
分
近
い
噴
射
に

よ
る
加
速
、
術
誕
の
分
離
、
ど
の
段
防
で
も
失
敗
は
あ
り
う
る
。

し
か
し
そ
の
後
の
告
知
で
も
、
す
べ
て
の
段
階
で
予
定
さ
れ

て
い
た
通
り
に
打
ち
上
げ
は
進
み
、

三
基
の
ピ
ギ

l
パ
ッ
ク
衛

鋭
、
そ
れ
か
ら
本
命
の
地
球
観
測
衛
星
を
切
り
離
し
た
と
い
う
。

ゃ
あ
、
め
で
た
い
。
成
功
し
た
打
ち
上
げ
つ
て
の
は
い
い
ね

え
、
憂
い
が
な
い
か
ら
。

記
者
会
見
で
も
、
今
回
も
打
ち
上
げ
貨
任
者
を
務
め
た
山
之

内
理
事
長
は
あ
い
か
わ
ら
ず
奈
快
で
あ
っ
た
。

ピ
ギ
l
パ
ッ
ク
閲
巡
の
記
者
会
見
で
は
意
図
的
な
質
問
を
し

マ
イ
タ
ロ

て
み
た
。
今
回
、
野
田
司
令
や
水
城
さ
ん
が
関
わ
っ
た

μ
ラ

ブ
サ
ッ
ト
に
関
し
て
は
、
民
生
部
品
を
使
う
こ
と
に
よ
り
コ
ス

ト
を
大
師
に
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
。
ま
た
、
ピ
ギ

1
パ
ッ
ク
術
日

は
余
っ
た
ペ

イ
ロ
ー
ド
に
畑
り
込
ま
せ
る
と
い
う
忠
刷
掛
か
ら
打

ら
k
げ
政
川
が
か
か
ら
な
い
。
そ
の
代
わ
り
打
ち
上
げ
円
以
任
も

出
法
し
な
い
と
い
う
紳
上
協
定
も
必
.袋
な
わ
け
だ
が
。

だ
け
れ
ど
も
、
そ
こ
ら
へ
ん
の
と
こ
ろ
が
記
悦
に
な
る
吋
能

性
は
少
な
い
の
で
、
で
あ
れ
ば
わ
ざ
と
こ
ち
ら
か
ら
質
問
し
て

み
れ
ば
、
し
か
も
記
者
に
わ
か
り
や
す
い
金
額
耐
か
ら
の
賀
川

を
し
て
み
れ
ば
い
い
と
思
い
つ
い
た
の
で
あ
る
。

安
い
と
は
聞
い
て
た
け
ど
、
で
も
実
際
に
削
い
て
み
る
と
、

や
っ
ぱ
出
て
来
る
数
字
は
宇
宙
開
発
の
値
段
で
は
な
い
。

【注

g】

省
国
勉
氏
.
日
本
狼
自
の

カ
プ
セ
ル
劃
有
人
宇
宙
船
綱

相岬
司
ふ
じ
』
を
倹
約
し
て
い

た
当
時
の
野
田
司
令
の
回
燦

の
よ
司
.
こ
の
人
の
理
解
な

く
し
て
『
ふ
じ
』
が
也
に
出

る
こ
と
は
な
か
っ
た
ろ
う
.

なお、

rゆ
じ
』
に
つ
い
て

詳
細
を
知
り
た
い
方
は
、

『わ
れ
ら
の
有
人
宇
宙
船
、

(
松
浦
笛
也
審
判
割
譲
房
)

を
ど
う
ぞ
。
(
総
)



.，

.3 
技
研
本
部
の
顔
馴
染
み
で
あ
る
務
閉
さ
ん
が
答
え
て
く
れ
た

と
こ
ろ
で
は
、

μ
ラ
プ
サ
ッ
ト
の
開
発
貸
別
は
総
額
悶
能
、

う
ち
本
体
が
二
億
く
ら
い
。
千
葉
工
大
の
鯨
削
除
査
術
史
は
術
塁

本
体
の
値
段
と
し
て

8
千
万
円
(
自
撚
は
も
う

一
桁
小
さ
か
っ

た
ら
し
い
て
豪
州
衛
星
は
地
上
局
、
ス
タ
ッ
フ
の
養
成
政
府

を
含
め
た
す
べ
て
の
初
期
投
資
で

2
千
万
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ド

ル
。
記
者
室
に
戻
っ
て
か
ら
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、

当
時

の
為
替
レ

l
ト
は

1
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ド
ル
回
円
程
度
で
あ
っ

，-。

+
人

衛
星
の
依
段
が
、

と
い
う
こ
と
で
、

も
の
に
よ
っ
て
は
三
桁
か
ら
四
桁
少
な
い

こ
れ
は
紫
附
ら
し
い
。

ん
だ
け
れ
ど
も
、
こ
う
や
っ
て
わ
ざ
わ
ぎ
質
問
し
た
成
梨
が

ど
こ
か
で
記
事
に
な
っ
た
か
ど
う
か
、
そ
れ
は
不
明
で
あ
る
。

記
者
会
見
終
了
後
、
記
者
室
に
.
戻
り
、
と
り
あ
え
ず
笹
本
が

自
分
で
質
問
し
た
衛
星
の
値
段
の
み
記
事
に
し
て
宇
宙
作
家
ク

ラ
ブ
ニ
ュ

ー
ス
掲
示
板
に
役
稿
。
あ
と
の
詳
細
な
記
者
会
見
の

記
事
製
作
は
松
浦
に
ま
か
せ
て
撤
収
準
備
を
刷
始
、
広
げ
た
荷

物
の
片
付
け
を
は
じ
め
る
。

腕
章
、
記
者
朋
の

I
Dカ
l
ド
を
受
付
に
一戻
す
時
に
次
回
、

情
報
収
集
衛
星
の
打
ち
上
げ
の
取
材
姿
綱
が
ど
う
な

っ
て
い
る

の
か
質
問
し
て
み
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
ど
う
な
る
か
ま
る
っ

き
り
決
ま
っ
て
い
な
い
そ
う
な
。

宇
宙
セ
ン
タ
ー
を
あ
と
に
す
る
。
途
中
、
前
額
乎
、

胞
な
っ
た
お
好
み
焼
き
屋
、
安
兵
衛
で
速
い
昼
食
。

新
装
開

H
'
E
A
4号
機

昼
食
後
、
松
浦
が
前
回
の
取
材
時
に

一
部

発
見
し
た
と
い
う
、
新
種
子
島
空
港
を
求
め

て
山
の
中
に
分
け
入
る
。

Y
S
H
の
引
退
に
伴
い
、
地
方
空
港
は
オ

ー
ル
ジ
ェ
ッ
ト
化
さ
れ
る
こ
と
が
困
の
既
・
定

方
針
に
な

っ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
小
型

ジ
ェ
ッ
ト
(
具
体
的
に
は

M
D仰
と
い
う
か

ボ
ー
イ
ン
グ

7
1
7
ク
ラ
ス
)
が
縦
約
陵
で

き
る
よ
う
に
、

1
5
0
0
メ
ー
ト
ル
級
で
も

な
ん
と
か
な
っ
て
い
る
現
在
の
前
走
路
を

2

0
0
0
メ
ー
ト
ル
級
に
延
長
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

世
界
中
に
は
な
ん
ぼ
で
も
短
距
隙
で
縦
約

際
で
き
る
旅
客
機
も
あ
る
の
だ
が
、
そ
う
い

う
存
在
を
認
め
て
し
ま
う
と
い
ま
あ
る
空
港

で
矧
が
足
り
て
し
ま
い
、
公
共
事
業
と
し
て

の
新
空
港
の
建
設
が
で
き
な
く
な
る
の
で
、

航
空
行
政
は
知
ら
ん
ぷ
り
を
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
航
空
行

政
に
従
う
航
空
各
社
も
知
ら
ん
ぷ
り
を
し
て
お
り
、
お
か
げ
で

・・
巾

日
本
で
ア
ン
ト
ノ
フ

A
n
η
な
ん
て
機
体
が
採
則
さ
れ
る
こ
と

は
金
輪
際
な
い
だ
ろ
う
。

現
在
、
中
種
子
に
あ
る
積
子
島
空
港
の

1
5
0
0
メ
ー
ト

ル

級
滑
走
路
は
ぬ
を
縦
訂
す
る
国
道
関
号
線
と
直
角
に
放
出
さ
れ

て
い
る
。
だ
か
ら
、
滑
走
路
を
延
長
す
る
な
ら
街
を
口
い
て
交

マイクロラブサット

一注
ゆ
}

ロ
シ
ア
製
小
製
旅
嘗
幽
明
。

酎
剛
健
に
は
1
0
0
0メ
ー
ト

ル
、
篇
穫
に
は
5
0
0メ
ー

ト
ル
で
足
り
る
。
(
後
}



差
す
る
道
路
を
地
下
に
潜
ら
せ
る
か
、

ば
す
し
か
な
い
。

と
こ
ろ
が
、

で
な
け
れ
ば
海
際
に
延

幅
制
子
ぬ
に
新
し
い
空
港
を
建
設
す
る
に
あ
た
っ

て
選
択
さ
れ
た
の
は
、
山
を
削
っ
て
行
な
う
ま
っ
た
く
新
し
い

空
港
の
建
設
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
ど
ん
な
事
情
と
思
惑
が
あ
っA

Y
 

た
の
か
、
役
場
に
取
材
に
行
っ
た
松
浦
が

「
と
ん
で
も
な
く
胡

さ

ん

う

ぞ
う

@

ぞ
う

散
臭
い
顔
を
さ
れ
た
」
以
上
は
、
た
か
つ
て
く
る
有
象
無
象
も

多
い
の
だ
ろ
う
け
ど
、
今
の
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
。

種
子
ぬ
は
、
と
な
り
の
屋
久
島
よ
り
は
平
坦
な
れ
何
で
あ
る
。

平
地
は
ほ
ぼ
開
発
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

立
ち
退
き
な
ど
の
問
.越

を
起
こ
さ
ず
に
新
空
港
を
越
投
し
よ
う
と
思
え
ば
、
ま
だ
開
発

さ
れ
な
い
山
の
中
に
作
る
し
か
な
い
。

な
に
せ

一
番
高
い
山
の
標
高
が

2
0
0
0
メ
ー
ト
ル
を
軽
く

越
す
屋
久
島
と
違
い
、
種
子
島
の
山
は

3
0
0
メ
ー
ト
ル
程
度

し
か
な
い
。
だ
か
ら
ま
あ
、
貸
出
は
に
必
価
証
な
山
を
貿
っ
て
削
り
、

新
空
港
を
建
設
す
る
手
間
は
さ
ほ
ど
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な

、品
。

-v 今
回
の
取
材
事
に
は
カ

l
ナ
ビ
が
付
い
て
い
る
か
ら
現
在
位

置
は
わ
か
る
が
、
な
に
せ
頼
り
が
松
浦
の
記
憶
で
は
あ
て
に
な

ら
な
い
。
「
だ
い
た
い
こ
の
辺
り
」
と
い
う
場
所
で
は
建
設
途

上
の
笠
港
な
ど
と
い
う
も
の
は
発
見
で
き
な
い
。

し
か
し
、

山
道
の
あ
い
だ
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
モ
ノ
レ
ー
ル
用

う
の

高
架
の
よ
う
な
ブ
リ
ッ
ジ
を
発
見
し
て
、
笹
本
は
附
叩
い
た
。

「あ
れ
だ
・・・・
・・」

⑮ 

ま
る

っ
き
り
同
じ
も
の
を
、
騒
音
問
題
で
市
内
か
ら
移
転
し

た
(
お
か
げ
で
交
通
が
不
便
で
不
採
)
広
ぬ
空
港
で
見
た
こ
と

が
あ
る
。

{
浅
川
}

新
谷
か
お
る
さ
ん
の
戦
争

マ
ン
ガ
「
エ
リ
ア
曲
叩
』
に
は
、

山
腹
を
く
り
ぬ
い
た
大
ト
ン

ネ
ル
が
滑
走
路
に
な
っ
て
い

る
航
空
基
地
が
霊
場
す
る
。

{
笹
}

あ
れ
も
山
の
中
に
作
っ
た
笠
浴
な
の
で
、
山
を
削
っ
て

3
0

0
0
メ
ー
ト
ル
の
滑
走
路
を
確
保
し
て
い
る
。

e
H
 

と
こ
ろ
が
、
エ
リ
ア
部
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
ま
と
も
な
航
法

設
備
を
備
え
た
民
間
空
港
に

3
0
0
0
メ
ー
ト
ル
の
滑
走
路
を

絞
躍
し
よ
う
と
思
う
と
、
さ
し
わ
た
し

3
0
0
0
メ
ー
ト
ル
の

釦
制
象
v

wγ
地
が
あ
れ
ば
足
り
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
は
問
屋
が
卸
し
て

く
れ
な
い
の
で
あ
る
。

航
空
法
上
、
滑
走
路
の
前
後
に
は
同

一
平
面
ょ
に
進
入
灯
を

絞
践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
羽
関
空
港
な
ら
捜
め
立
て
ら
れ

た
滑
走
路
の
延
長
上
一の
海
上
に
、
い
く
つ
も
進
入
灯
が
並
ん
で

・
日

い
る
。
逆
噴
射
機
長
が
不
時
単行
水
し
た
の
も
進
入
灯
の
上
で
あ

る
。
っ

て
、
わ
か
る
人
少
な
い
だ
ろ
う
な
あ
。

山
を
削
っ
て
滑
走
路
を
確
保
す
る
飛
行
場
の
場
合
、
滑
走
路

と
の
同

一
平
関
上
に
は
地
聞
が
な
い
こ
と
の
方
が
多
い
。
で
は

ど
う
す
る
か
。
滑
走
路
の
前
後
に
必
要
な
長
さ
の
僻
仰
を
張
り
だ

し
、
そ
の
橋
の
上
に
進
入
灼
を
配
閉
山
す
る
。

新
し
い
広
島
空
港
で
オ
レ
ン
ジ
色
の
橋
を
見
た
時
、
新
交
通

シ
ス
テ
ム
で
も
建
設
中
な
の
か
と
怒

っ
た
。
総
そ
の
も
の
が
途

中
ま
で
で
ぶ
ち
さ
れ
て
い
た
も
の
で
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
橋
の

上
と
ま
わ
り
に
ラ
イ
ト
が
減

っ
て
い
る
の
に
気
づ
い
て
、
そ
れ

が
な
に
か
を
通
す
た
め
の
橋
で
は
な
い
と
わ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

{
注
目
}

1
9
8
2年
E
月
9
日、

日
本
航
空
の
縄
問
発
羽
田
行

き
の
D
C

・8
旅
客
機
が
、

滑
走
路
の
自
の
前
で
東
京
湾

に
墜
落
し
、
繁
審
制
名
が
死

亡
し
た
事
徴
。
事
訟
原
因
は

精
神
に
変
調
を
来
し
た
機
畏

が
、
篇
陸
直
前
の
迎
噴
射
と

い
う
異
常
な
嫌
作
を
し
た
と

と
だ
っ
た
。
そ
の
擦
問
に

コ
・パ
イ
ロ
ッ
ト
が
叫
ん
だ

『
憐
畏
‘
な
に
を
す
る
ん
で

す
か
1
」
と
い
う
言
葉
は
そ

の
年
の
流
行
路
に
な
っ
た
。

(
松
)



あ
れ
と
ま
る
っ
き
り
同
じ
紛
が
、
人
里
総
れ
た
徹
子
島
の
山

の
聞
か
ら
見
え
た
の
で
あ
る
。

方
向
は
わ
か
っ
た
の
で
、
そ
ち
ら
め
が
け
て
走
り
だ
す
。

山
道
の
横
に
見
附
ら
し
ム
口
の
よ
う
な
ス
ペ

ー
ス
が
見
え
た
。

率
を
乗
り
入
れ
る
と
、
削
ら
れ
た
山
聞
の
滑
走
路
予
定
地
か
ら

・5
ょ
う
ゅ
よ
う

延
び
る
完
成
し
た
誘
導
灯
用
の
橋
梁
が
見
渡
せ
る
。

新
鶴
子
ぬ
空
港
整
備
計
両
と
い
う
大
型
の
説
明
板
も
あ
る
。

日択
さ
2
0
0
0
メ
ー
ト
ル
、
耐
刷
ぬ
メ
ー
ト
ル
の
滑
走
路
が
全
長

2
1
4
0
メ
ー
ト
ル
、
耐
3
0
0
メ
ー
ト
ル
の
着
陸
帯
に
作
ら

れ
る
。
中
秘
子
へ
の
道
は
滑
走
路
下
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
、
西

之
表
へ
回
る
道
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

松
浦

「
こ
の
ト
ン
ネ
ル
が
問
題
な
ん
だ
よ
」

現
在
の
衛
星
は
、
コ
ン
テ
ナ
に
稲
ま
れ
た
状
態
で
大
型
貨
物

機
に
よ
り
運
ば
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
重
量
物
空
輸
時
門
会
社
へ

ど
l
リ
フ
ト
社
が
世
界
最
大
級
の
ア
ン
ト
ノ
フ

1
2
4
で
ア
メ

リ
カ
の
運
用
多
目
的
衛
星
を
ア
メ
リ
カ
か
ら
鹿
児
島
空
港
に
空

輸
し
て
き
た
の
は

1
9
9
9年
の
絡
で
あ
る
。
術
皇
一は
そ
こ
か

ら
陸
路
鹿
児
島
空
港
、
海
路
郁
子
品
、
た
ぶ
ん
ぬ
間
港
辺
り
で

上
陸
、
績
予
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
に
迎
ば
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
、
世
界
相
手
に
・
本
気
で
術
昼
打
ち
上
げ
ビ
ジ
ネ
ス
を

す
る
気
な
ら
、
そ
し
て
わ
ざ
わ
ぎ
新
窓
浴
を
作
る
の
な
ら
、
衛

星
を
運
ん
で
く
る
輸
送
機
が
活
陵
で
き
る
空
港
を
作
る
と
こ
ろ

か
ら
始
め
る
の
が
本
筋
で
あ
る
。

ア
ン
ト
ノ
フ

1
2
4
は
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
よ
り
若
干
大
き

H
'
E
A
4号
機

い
ロ
シ
ア
製
の
輸
送
機
で
、

C
5ギ
ャ
ラ
ク
シ

l
に
ジ
ャ
ン
ボ

ジ
ェ
ッ
ト
の
尾
爽
を
付
け
た
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
の
巨
人
機
で
あ

る
。
製
造
年
代
が
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
や
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
よ
り

新
し
く
、
そ
れ
だ
け
性
能
も
い
い
。
な
に
よ
り
、
ギ
ャ
ラ
ク
シ

ー
を
上
回
る
重
訳
物
を
述
べ
る
民
間
運
用
可
能
な
巨
人
機
は
こ

れ
し
か
な
い
た
め
、
ソ
連
崩
崎
明
後
の
今
で
も
ゆ
っ
く
り
と
し
た

ぺ
l
ス
で
製
造
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

通
常
、
こ
の
大
き
さ
の
輸
送
機
が
雌
穏
陵
す
る
に
は
3
0
0

0
メ
ー
ト
ル
級
の
充
分
な
整
一僻
さ
れ
た
滑
走
路
が
必
要
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
種
子
島
に
現
狂
建
設
中
の
消
走
路
は
2
0
0
0
メ

ー
ト
ル
。

駄
目
じ
ゃ
ん
、
と
思
っ
て
、
で
も

一
応
松
浦
は
ア
ン
ト
ノ
フ

1
2
4
の
総
務
陵
性
能
を
調
べ
て
み
た
そ
う
な
。

軍
用
で
強
カ
な
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
を
持
っ
て
い
る
と
は
い

っ
て
も
、
雌
陵
に
必
要
な
滑
走
距
離
は
2
0
0
0
メ
ー
ト
ル
。

と
こ
ろ
が
、
燃
料
と
紋
載
お
を
抑
え
た
最
短
着
陸
距
縦
は
な
ん

と
8
0
0
メ
ー
ト
ル
で
、
さ
す
が
航
空
支
援
設
備
に
恵
ま
れ
な

い
ロ
シ
ア
で
使
う
た
め
に
作
ら
れ
た
だ
け
の
こ
と
は
あ
る
。
で

は
、
ア
ン
ト
ノ
フ
で
も
残
存
燃
料
次
第
で
は
種
子
・
品
に
着
陸
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
。

設
定
上
で
は
、
単
行
穫
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
が
問
題
な
ん
だ
そ
う
な
。

新
種
子
島
空
港
と
中
稲
子
を
結
ぶ
迫
は
、
滑
走
路
の
下
に
ト

ン
ネ
ル
を
掘
っ
て
そ
こ
を
通
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

⑫ 



道
路
、
空
港
の
建
設
は
闘
土
交
通
省
。
対
し
て
ロ
ケ
ッ
ト
ビ

ジ
ネ
ス
は
文
部
科
学
省
、
そ
り
ゃ
縦
割
り
行
政
の
日
本
の
官
僚

が
こ
ん
な
時
だ
け
績
に
連
絡
と
る
は
ず
も
な
い
。
そ
う
い
う
わ

け
で
、
滑
走
路
の
下
の
ト
ン
ネ
ル
は
通
常
の
規
格
で
作
ら
れ
、

高
さ
4
メ
ー
ト

ル
止
ま
り
。
せ
っ
か
く
新
種
子
島
空
港
ま
で
笠

澗
ク
リ
ー
ン
環
境
完
備
の
術
長
入
り
コ
ン
テ
ナ
を
持
っ
て
来
て

も
、
ト
ン
ネ
ル
を
通
れ
な
い
と
い
う
民
。

ど
ー
や
っ
て
種
子
ぬ
宇
宙
セ
ン
タ
ー
ま
で
述
ぶ
の
よ
。
凶
之

こ
の
山
道
を
?
た
だ
で
さ
え
山
の
中
の
道
な
の

表
回
る
?

⑧ 

に
、
道
路
封
鎖
し
た
と
こ
ろ
で
衛
星
が
通
れ
る
よ
う
な
拡
幅
工

事
す
る
の
?

-M 
大
体
さ
あ
、
今
で
さ
え
名
古
屋
か
ら
紛
で
ロ
ケ
ッ
ト
本
体
巡

ん
で
来
る
ん
だ
ぜ
。
そ
り
ゃ
あ
今
の
三
菱
に
ロ
ケ
ッ
ト
タ
ン
ク

輸
送
専
用
機
な
ん
か
な
い
け
れ
ど
、
飛
行
機
で
巡
ん
で
こ
れ
る

よ
う
に
な
れ
ば
容
の
製
求
に
も
答
え
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
に
。

a-時

ん
な
こ
と
、
親
方
日
の
丸
が
考
え
る
わ
き
ゃ
な
い
か
。

持
ち
歩
い
て
い
る
双
眼
鋭
で
山
を
削

っ
て
建
設
中
の
空
港
を

見
て
み
る
と
、
そ
の
上
を
通
り
過
ぎ
る
逃
が
あ
る
。
一

般
車
両

福子島新空港建般予定地。下の写真は 3カ月後の2003年 3月

H-UA5号機打ち上げの際に牧野が嫌影したもの

{注
悶
}

そ
の
後
、
新
空
港
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
が
あ
る
北
側
か
ら
、

種
子
島
の
野
線
道
路
で
あ
る

国
適
切
号
に
出
る
道
路
が
鐙

偏
さ
れ
る
と
い
う
情
報
が
入

っ
た
。
之
の
道
が
十
分
に広

け
れ
ば
‘
衛
星
コ
ン
テ
ナ
を

さ
ほ
ど
苦
労
せ
す
に
運
び
だ

す
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
舎

度
額
子
島
に
行
っ
た
簡
に
、

道
路
の
状
態
を
稽
留
し
て
く

る
予
定
だ
。
{
松
)

2
0
0
3年
9
月
末
現
在
、

県
道
5
8
3号
線
は
新
空
港

線
と
し
て
鼠
緬
工
事
中
。
通

常
規
格
の
ト
ン
ネ
ル
は
完
成

済
み
。
{
笛
}

{注
M
}

種
子
園
四
へ
の
ロ
ケ
ッ
ト
の

隙
送
方
法
は
、
血
血
初
は
島
の

北
の
西
之
表
港
で
水
燭
げ
し

て
縫
路
で
宇
宙
セ
ン
タ
ー
に

運
ぶ
と
い
う
方
途
だ
っ
た
。

そ
の
た
め
に
国
道
切
号
が
強

備
さ
れ
た
。
自
閣
の
南
北
交
通

絡
が
箆
偏
さ
れ
た
頃
に
、
よ

り
大
型
の
H
'
H
ロ
ケ
ッ
ト

の
開
発
が
始
ま
っ
た
。
す
る

と
舎
度
は
島
の
西
側
に
あ
る

島
問
港
と
い
う
港
に
水
燭
げ

し
て
セ
ン
タ
ー
に
織
入
す
る

こ
と
に
な
っ
、
島
問
港
と
島

問
か
ら
セ
ン
タ
ー
へ
の
漬
か

盤
偏
さ
れ
た
。
ロ
ケ
ッ
ト
打

ち
上
げ
が
始
ま
っ
た
1
9
E

0
年
代
、
島
内
の
道
は
あ
ら

か
た
未
舗
装
で
絹
く
、
そ
れ



が
通
行
し
て
る
の
で
、
普
通
に
通
行
で
き
る
ら
し
い
。
そ
り
ゃ

あ
行
っ
て
見
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
作
り
か
け
の
笠
浴
な
ん
て
そ

う
そ
う
見
ら
れ
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
。

途
中
に
ま
た
入
り
込
め
そ
う
な
ダ
ン
プ
道
が
あ
る
の
で
入
り

込
む
。

土
盛
り
の
上
か
ら
建
設
中
の
滑
走
路
を

一
望
で
き
る
。
た
か

だ
か

2
0
0
0
メ
ー
ト
ル
級
滑
走
路

一
本
だ
け
の
地
方
空
港
だ

っ
つ
ー
の
に
、
何
平
方
キ
ロ
の
土
地
を
買
っ
て
原
生
林
を
な
ぎ

倒
し
、
ダ
ン
プ
何
千
台
分
の
土
砂
を
削
っ
た
ん
だ
か
。
そ
ー
か、

高
速
道
路
を
作
れ
な
い
離
島
に
は
、
こ
う
や

っ
て
空
港
作
れ
ば

い
い
ん
だ
な
。
世
に
大
規
模
土
木
工
事
の
公
共
事
業
の
績
は
尽

〆

お
C
$
A
F
ドレ
。

こ
ん
な
大
規
模
に
工
事
機
械
投
入
し
て

ω年
が
か

り
く
ら
い
で
空
港
作

っ
て
、
元
は
採
れ
る
ん
か
い
?
今
で
さ

え

一
日
合
わ
せ
て

ω使
飛
ん
で
こ
な
い
磁
子
品
、
ま
あ
た
ぶ
ん

ジ
ェ
ッ
ト
化
さ
れ
れ
ば
東
京
か
ら
直
行
使
が
飛
ぶ
よ
う
に
な
る

だ
ろ
う
け
ど
、
飛
行
機
も
今
の

Y
S
U
や
サ
l
ブ

3
4
0
か
ら

大
相
一化
す
る
だ
ろ
う
か
ら
、
旅
客
人
数
が
三
倍
に
な
っ
て
も

一

日

ω使
以
上
来
る
と
は
思
え
な
い
。

し
た
ら
、

一
回
あ
た
り
の
着
陸
料
っ
て
い
く
ら
に
な
る
の
さ
。

ん
な
安
港
の
建
設
に
公
共
の
税
金
投
入
す
る
く
ら
い
だ
っ
た

ら
、
そ
の
分
補
助
金
に
回
し
て
、
羽
岡
空
港
で
も
備
海
均
一政
か

ら
で
も
飛
行
艇
運
用
し
た
方
が
早
か
っ
た
ん
と
ち
ゃ
う
か
?

す
く
な
く
と
も
積
子
島
の
自
然
を
削

っ
て
閥
復
不
能
な
人
工
物

だ
け
ど
、

H
'
E
A
4号
機

作
ら
な
く
て
も
済
ん
だ
ぞ
。

蛇
足
。

調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
行
政
上
の
空
港
は
第

一
種
か
ら
第
三

級
ま
で
の
三
級
類
と
そ
の
他
に
分
け
ら
れ
る
。
鉱
閉
基
地
は
こ

れ
に
含
ま
れ
な
い
。

第

一
都
は
基
幹
と
な
る
国
際
笠
港
。
こ
れ
に
指
定
志
れ
て
い

る
の
は
成
問
、
羽
問
、
伊
丹
、
関
空
に
あ
と
現
在
建
設
中
の
中

部
国
際
笠
浴
だ
そ
う
だ
が
、
こ
れ
が
行
政
哲
類
上
は
「
新
東
京

国
際
空
港
」
「
東
京
国
際
空
港
」
「
大
阪
国
際
空
港
」
「
関
西
国

際
空
港
」
と
か
告
か
れ
て
い
る
と
、
む
ら
む
ら
と
怒
り
が
わ
い

て
く
る
の
は
笹
本
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
闘
際
空
港
の
建

設
資
は
、
国
が

1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
持
つ
。
つ
ま
り
我
々
の
国

税
で
作
ら
れ
て
い
る
。

第
二
種
空
港
は
、
国
内
航
空
の
基
幹
と
な
る
空
港
。
千
歳
と

か
、
福
岡
と
か
、
大
都
市
関
の
空
港
は
だ
い
た
い
こ
れ
と
思
っ

て
間
違
い
な
い
。
建
設
費
は
闘
が
万
パ
ー
セ
ン
ト
、
地
方
が
お

パ
ー
セ
ン
ト
、

つ
ま
り
我
々
の
地
方
税
か
ら
も
建
設
授
は
投
入

さ
れ
る
。

は
ひ
ど
い
も
の
だ
っ
た
。
だ

か
ら
当
時
は
ロ
ケ
ッ
ト
織
送

を
名
目
に
公
共
役
演
を
行
な

う
こ
と
は
、
そ
れ
な
り
の
疋

当
性
を
持
っ
て
い
た
。
し
か

し
島
内
交
通
が
強
備
さ
れ
た

今
、
い
つ
ま
で
も
そ
ん
な
こ

と
を
続
け
て
い
て
い
い
は
ず

が
怠
い
。
(
松
}

{
注
目
同
}

ロ
ケ
ッ
ト
は
、
空
へ
と
飛

ん
で
い
く
本
体
だ
け
で
は
成

立
し
な
い
。
射
点
や
組
み
立

て
設
備
、
さ
ら
に
は
衛
星
や

ロ
ケ
ッ
ト
の
餓
送
手
段
ま
で

を
含
め
た
『
シ
ス
テ
ム
』
と

し
て
串
唱
え
な
く
て
は
な
ら
な

、.。
自
し

圃
帽
子
島
の
祉
会
段
備
(
専

門
用
路
で
は
イ
ン
フ
ラ
ス
ト

ラ
ク
チ
ャ
ー
と
い
う
)
も
ロ

ケ
ッ
ト
に
憲
過
な
も
の
を
艶

備
し
な
い
と
、
ト
ー
タ
ル
の

打
ち
上
げ
コ
ス
ト
は
也
界
市

岨
唱
で
や
っ
て
い
け
る
レ
ベ
ル

に
は
な
ら
な
い
。
打
ち
上
げ

を
考
え
る
な
ら
、
新
空
港
は

大
型
鎗
送
検
で
衡
襲
を
楽
に

鍛
入
で
き
る
規
領
が
必
要
に

な
る
は
す
広
の
だ
。

2
0
0

0
メ
ー
ト
ル
級
の
新
空
港
は
、

日
本
に
お
け
る
宇
宙
政
策
の

不
在
を
象
徴
し
て
い
る
と
い

っ
て
過
密
で
は
な
い
。
(
松
}

第
三
極
が
、
地
方
空
港
。
徹
子
・
防
空
港
も
新
積
子
H
制
空
港
も

こ
れ
。
建
設
資
は
固
と
地
元
が
半
分
ず
っ
。
て
こ
と
は
償
還
し

な
く
て
い
い
の
か
?
着
陸
料
と
か
、
テ
ナ
ン
ト
料
つ
て
の
は

維
持
だ
け
考
え
て
れ
ば
い
い
の
か
?

な
の
に
運
用
立
ち
い
か
な
い
空
港
っ
て
:
:
:
。

山
道
に
戻
り
さ
ら
に
先
に
進
む
。
政
道
の
は
ず
の
郁
子
島
の



山
の
中
と
は
関
心
え
な
い
く
ら
い
道
幅
が
広
く
な

っ
た
先
に
、
建

設
中
の
溺
走
路
下
の
ト
ン
ネ
ル
が
現
わ
れ
た
。

近
所
に
車
を
止
め
る
。
工
事
用
の
車
両
が
通
る
く
ら
い
で
交

通
虫
が
少
な
い
の
と
路
一加
に
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
か
ら
、
停
車
す

る
の
に
不
自
由
は
な
い
。

カ
ギ
の
手
に
折
れ
曲
が
っ
た
品
川
が
通
行
止
め
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
先
に
建
設
中
の
高
速
道
路
な
ど
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
規

格
品
の
ガ
ー
ド
が
あ
る
。
な
る
ほ
ど
あ
れ
が
衛
星
用
コ
ン
テ
ナ

が
通
れ
な
い
ト
ン
ネ
ル
か
。

松
浦
は
す
た
す
た
と
そ
ち
ら
に
歩
い
て
行
っ
て
し
ま

っ
た
の

で
、
こ
ち
ら
は
聴
に
戻
っ

て
、
先
を
目
指
す
。

道
の
た
め
に
残
さ
れ
て
い
る
と
お
ぼ
し
き
削
り
残
し
の
切
り

通
し
か
ら
、
陸
橋
で
作
り
か
け
の
滑
走
路
の
上
を
通
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
辺
り
は
さ
す
が
に
道
幅
が
狭
い
の
で
班
十
を
停
め

る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
も

っ
と
先
に
行
っ
て
み
る
。

陸
橋
が
あ

っ
た
の
は
た
ぶ
ん
滑
走
路
の
北
寄
り

3
分
の

2
っ

て
と
こ
だ
と

mゅ
う
ん
だ
が
、
そ
の
先
に
は
建
設
中
の
滑
走
路
を

見
下
ろ
せ
る
小
さ
な
見
附
ら
し
ム
口
つ
き
の
公
鴎
が
あ

っ
た
。
停

車
、
確
認
。

い
や
作
り
か
け
の
空
港

つ
て
の
は
勇
壮
な
も
ん
で
歩
な
。
こ

ん
な
で
か
い
も
の
を
作
る
と
は
。

(T
さ
っ
さ
と
ι
一一出回
っ
て
る
こ

と
が
違
う
ぞ
)
。
い
や
ま
あ
、
そ
の
た
め
に
永
遠
に
消
滅
し
た

積
子
山
の
自
然
と
か
投
入
さ
れ
た
資
金
と
か
は
侭
い
と
い
て
。

い
い
の
か
、
白
い
と
い
て

p

⑫ 

さ
っ
き
の
カ
ギ
の
乎
の
角
に
.戻
り
、
松
山
仰
を
回
収
。
再
び
見

附
ら
し
台
に
一一炭
る
。
ち
ょ
う
ど
傾
い
て
き
た
夕
陽
に
巨
大
な
土

木
工
事
現
場
が
照
ら
し
出
さ
れ
て
い
る
。
完
成
予
定
は

2
0
0

6
年
。
完
成
す
れ
ば
東
京
か
ら
慣
行
使
が
飛
ぶ
だ
ろ
う
か
ら
、

し
か
も
そ
の
運
賃
は
東
京
鹿
児
島
使
に
毛
の
生
え
た
程
度
だ
ろ

う
か
ら
、
来
易
く
な
る
だ
ろ
う
な
あ
。

・・
時

夕
食
前
に
野
間
司
令
配
下
、
今
回
打
ち
上
げ
ら
れ
た

μ
ラ
プ

サ
ッ
ト
の
製
作
も
し
て
い
る
水
減
さ
ん
か
ら
屯
諮
が
入
る
。
あ

ち
ら
も
宿
で
夕
食
は
出
る
の
で
、
夕
食
後
に
合
流
す
る
こ
と
に

す
る
。
旅
館
、
ひ
だ
か
?
そ
れ
は
初
号
機
の
と
き
に
野
悶
司

令
が
泊
ま
っ
て
い
た
宿
で
は
?

た
な
か
で
夕
食
終
了
後
、
フ
ァ
ミ
リ
ア
で
移
動
開
始
。
初
号

機
の
時
の
う
ろ
覚
え
の
記
憶
に
従
っ
て
商
防
衛
の
楽
屋
の
隣
に

入
っ
て
い
く
と
、
旅
館
ひ
だ
か
は
簡
単
に
発
見
さ
れ
た
。

玄
関
で
呼
び
出
し
を
績
む
。
水
城
さ
ん
は
す
ぐ
出
て
来
た
。

我
々
に
繭
績
予
の
飲
み
屋
の
レ
パ

ー
ト
リ
ー
は
少
な
い
。
前

回
と
同
じ
飲
み
屋
に
よ
が
り
込
み
、
今
副
は
笹
本
体
調
が
よ
く

ひ
ょ

な
い
も
ん
で
烏
龍
茶
に
日
和
る
。

今
回
も
ろ
に
当
事
者
の
水
域
さ
ん
の
話
が
楽
し
い
。

「も
し
失
敗
し
た
ら
、
腹
か
っ
さ
ば
こ
う
か
首
吊
ろ
う
か
、
ど

う
や
っ
て
立
任
と
ろ
う
か
、
そ
れ
ば
っ
か
り
考
え
て
た
ん
で
す

け
ど
、
上
が
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
え
」

作
っ
た
術
昆
が
軌
道
に
上
が

っ
た
後
の
こ
と
は
全
然
考
え
て

い
な
か
っ
た
ら
し
い
。
し
か
も
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
を
見

{
注
目
叩
}

宇
宙
機
妓
術
者
に
し
て
ソ

ビ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
宇
宙
機
研

究
家
の
水
滅
徹
氏
。
高
専
時

代
は
横
型
同
好
会
を
母
体
に

し
た
チ
ー
ム
を
率
い
て
高
専

対
鈴
ロ
ポ
コ
ン
に
出
場
。
学

校
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
チ
ー
ム
奄

蹴
倣
ら
し
て
全
国
大
会
に
進

出
、
ベ
ス
ト
8
ま
で
勝
ち
遊

ん
だ
と
い
う
‘
映
画
『
ロ
ポ

コ
ン
』
を
地
で
行
く
よ
う
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
の
符
ち
主
。

{
総
)

{
注
げ
}

句

μ
ラ
ブ
サ
ッ
ト
の
中
に
あ

る
四
台
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

う
ち
の
一
台
だ
け
ス
ペ
ッ
ク

が
遭
っ
て
い
て
、
初
期

刀

ωコ竺
C

ヨ
く
ら
い
の
性
能

が
あ
り
ま
す
。
包
し
叙
射
線

に
よ
る
メ
モ
リ
エ
ラ
ー
は
、

-
日
で
数
値
程
度
出
る
よ
う

で
す
。
こ
れ
の
第
総
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
航
妓
研
、
通
総
研
、

東
大
の
三
償
問
が
そ
れ
ぞ
れ

・
い
て
い
て
、
地
上
か
ら
の

コ
マ
ン
ド
で
制
御
を
切
り
娩

え
る
よ
う
に
怠
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
東
大
分
を
中
須
賀

先
生
が
・
か
れ
た
の
で
す
が
、

そ
れ
が
膨
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
通
総
研
が
手
を
入
れ
て
圧

縮
し
て
い
ま
す
。
結
局
、
通

総
研
は
デ
バ
イ
ス
ド
ラ
イ
バ

ま
で
手
を
入
れ
て
い
ま
し

た
」
{
水
械

・絞
)



た
の
は
初
め
て
だ
そ
う
な
。

『
あ
ん
な
も
の
の
上
に
衛
星
乗
っ
け
て
上
げ
る
な
ん
で
い
け
ま

せ
ん
。
危
な
す
ぎ
ま
す
」

‘n
E

E

h

 

ロ
ケ
ッ
ト
移
動
の
時
は
、
移
動
発
射
台
の
足
元
に
い
て
見
上

げ
て
い
た
そ
う
な
。
平
均
時
速
で
も
二
キ
ロ
で
動
く
も
の
だ
が
、

下
で
見
て
い
る
と
、
小
走
り
で
な
い
と
追
い
つ
け
な
い
く
ら
い

早
く
移
動
し
て
い
く
と
い
う
。

V
A
B
の
中
で
、
作
業
用
の
旅
の
上
か
ら
離
れ
て
い
く
ロ
ケ

ッ
ト
を
見
て
い
た
ス
タ
ッ
フ
も
い
た
そ
う
で
、
そ
れ
は
う
ら
や

ま
し
い
。

附
わ
っ
た

μ
ラ
プ
サ
ッ
ト
の
話
に
な
る
。
器
問
さ
ん
が

『
全

部
で

4
徳
、
そ
の
う
ち
衛
星
本
体
は
半
分
く
ら
い
」
と
い
っ
た

と
い
う
話
を
す
る
と
、
「
違
い
ま
す
。
開
発
費

2
憶
で
本
体

1

徳
、
あ
と
メ
ー
カ
ー
が

1
億
無
駄
に
し
て
る
ん
で
す
1
L
。
恨

み

μ九lま
ラ包装
ブい
サら
ツし
ト い。
の
プ
ロ
グ
フ
ム
は

「
こ
ん
な
而
白
い
こ
と

ロ
月
日
目
、日
曜
日
、晴
れ

一
一
刻
も
早
く
東
京
に

Mmり
た
い
松
浦
は
朝
食
前
に
中
種
子
笠

港
に
行
き
、

に、

.順
番
が
三
番
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。

朝
い
ち
で
キ
ャ
ン
セ
ル
符
ち
。
早
阿
に
行
っ
た
の

朝
食
後
、

空
港
に
今
度
は
笹
本
が
総
浦
を
送
っ
て
い
く
。
朝

あ
れ
は
ど

い
ち
で
縦
降
し
て
い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト
は
、

こ
か
の
お
偉
い
さ
ん
が
乗

っ
て
い

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

H
E
E
A
4書
換

-・

帽

学
生
に
さ
せ
ら
れ
る
か
」
と
京
大
の
中
須
賀
先
生
が
手
ず
か
ら

手
掛
け
た
も
の
ら
し
い
。
当
初
日
キ
ロ
バ
イ
ト
あ
っ
た
も
の
が
、

却
キ
ロ
に
な
り
、

mキ
ロ
に
な
り
、

5
0
0
に
な
り
、

2
5
0

に
な
り
、
必
終
的
に

2
0
0
バ
イ
ト
ま
で
ダ
イ
エ
ッ
ト
さ
れ
た

ら
し
い
。

{浅
間
}

東
京
大
学

・
大
学
院
工
学

系
研
究
科
の
中
須
賀
真
一
助

教
浸
。
大
学
の
立
場
か
ら
積

傷
的
に
衡
豊
開
発
に
関
わ
り

続
け
る
行
動
の
人
。
つ
い
に

は
自
ら
の
研
究
室
で
g
E
1

キ
ロ
グ
ラ
ム
の
超
小
慰
術
盤

『X
l」
を
開
発
し
、

2
0

0
3年
7
月
に
ロ
シ
ア
の
ロ

ケ
ッ
ト
「
ロ
コ
ッ
ト
』
で
宇

宙
に
打
ち
上
げ
る
こ
と
に
成

功
し
た
。
『
X
l
』
開
発
の

苦
労
と
ド
タ
パ
タ
を
ま
と
め

た
ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

『

O

C

U
冊
目
白
神

物

館

』

{
コ
同
円
。
一
¥
¥
主
主
主
-

C

コ
一
回
目
。

.ι
ロ
、

ocσ
四
回
印
押
印
片

O
「
v
ミ
}
は

む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
函
白
い
。
お

濁
め
で
あ
る
。
(
松
)

保
附
皐
本
体
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
し
て
の
性
能
は
、
笹
本
に
は

あ
ん
ま
り
ぴ
ん
と
来
な
い
け
ど
弼

R
A
く
ら
い
だ
そ
う
な
。
本

企事
円

体
に

5
1
2
キ
ロ
の
メ
モ
リ
ー
と
、
あ
と
外
部
に

2
メ
ガ
あ
る

つ
つ
っ
て
た
っ
け
。

宴
会
終
了
後
、
自
動
的
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
入
れ
て
な
い
笹

本
の
ド
ラ
イ
ブ
で
知
る
こ
と
に
な
る
。

帰
り
の
車
の
中
、
見
上
げ
る
と
星
空
が
き
れ
い
だ
っ
た
。

「
あ
の
笠
の
中
、
自
分
で
作
っ
た
も
の
が
飛
ん
で
る
の
か

l
。

こ
の
仕
事
や
っ
て
よ
か
っ
た

l
」

ぜ

m
v
ふ

水
城
さ
ん
の
台
詞
は
い
さ
さ
か
棒
読
み
く
さ
か

っ
た
が
、

ょ
っ
と
だ
け
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
。

{
注
国
}

E
M
S
(
M
S
'
D
O
S
 

時
代
の
鼠
濃
メ
モ
リ
ー
規

絡
}
み
た
い
な
外
部
メ
モ
リ

ー
が
2
メ
ガ
と
の
こ
と
。
そ

ろ
そ
ろ
メ
モ
リ
ー
が
ギ
ガ
バ

イ
ト
に
届
こ
う
か
と
い
う
池

上
の
パ
ソ
コ
ン
と
比
べ
る
と
、

あ
ま
り
に
さ
さ
や
か
だ
.

(
総
)

ち

本
日
は
令
一使
が
空
席
待
ち
。
同
壮一ま
で
待
て
ば
だ
い
た
い
キ
ャ

ン
セ
ル
待
ち
の
様
子
が
わ
か
る
か
ら
、
そ
れ
で
何
と
か
な
ら
な

い
よ
う
な
ら
善
後
策
と
い
う
話
だ
っ
た
の
だ
が
、
積
子
・
姑
朝
一

番
出
発
の

9
叫
吋
川
別
分
発
鹿
児
島
空
港
行
き
は
通
常
の
乗
り
込
み

手
続
き
終
了
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
五
香
ま
で
が
カ
ウ
ン
タ
ー

に
呼
ば
れ
、
で
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
笹
本
は
宿
区
一戻
っ
た
。

⑧ 



日
時
過
ぎ
に
民
街
た
な
か
を
出
て
、
西
之
表
に
向
か
う
。
本

日
の
フ
ェ
リ
ー
に
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
で
乗
れ
れ
ば
よ
し
、
策
れ

な
け
れ
ば
明
日
の
フ
ェ
リ
ー
な
ら
予
約
が
と
れ
て
る
の
で
そ
れ

で
帰
る
と
。

旅
答
カ
ウ
ン
タ
ー
は
ロ
叫
吋
か
ら
聞
く
。
西
之
表
の
旅
客
タ
ー

ミ
ナ
ル
到
活
は
ロ
時
前
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
待
っ
て
め
で
た
く
キ

ャ
ン
セ
ル
符
ち

一
番
の
札
を
も
ら
い
、
乗
れ
る
つ
も
り
で
先
に

必
要
な
用
事
を
済
ま
し
は
じ
め
る
。

・・
凹

ま
ず
ひ
げ
さ
ん
の
応
、
南
国
土
産
物
胞
に
行
き
、
ま
ど
か
に

瀕
ま
れ
た
手
打
ち
の
出
刃
包
丁
。
つ
い
で
に
税
格
を
見
た
ら
取

り
損
ね
た
の
が
一
件
あ
る
の
に
気
づ
き
、
か
け
て
み
た
ら
水
域

さ
ん
。
本
日
の
中
T
街
セ
ン
タ
ー
見
学
は
残
念
な
が
ら
無
理
だ
そ

う
な
。

そ
れ
か
ら
正
直
麗
。
な
ん
で
も
鉱
山
本
の
本
を
見
た
答
が
来
た

そ
う
で
、

7
8に
礼
を
雪一囚
わ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
先
の
ロ
ケ
ッ
ト

の
状
況
な
ん
て
の
も
質
問
さ
れ
て
、
ま
あ
月
前
一
み
な
と
こ
ろ
答

え
ま
し
た
が
。
こ
れ
か
ら
先
5
年
は
心
配
な
い
。
そ
こ
か
ら
先

は
日
本
と
い
う
国
の
行
方
に
も
関
わ
る
ん
で
わ
か
ら
な
い
け
ど
、

ま
あ
心
配
は
な
い
と
思
う
っ
て
感
じ
。

ロ
時
州
制
分
に
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
一反一
る
と
、
乗
れ
る
こ
と
が

決
定
。
な
の
で
、
笹
本
は
先
に
荷
物
を
持
っ
て
乗
船
す
る
。

出
航
後
は
、
あ
と
は
も
う
次
の
こ
と
が
あ
る
ん
で
ひ
た
す
ら

桜
こ
け
る
。

叩
同
時
ご
ろ
に
鹿
児
・

μ港
到
務
。
日
時
過
ぎ
に
フ

ェ
リ
ー
を
降

⑧ 

り
、
そ
の
ま
ま
錦
江
湾
沿
い
に
走
り
だ
し
た
ら
渋
滞
に
は
ま
る
。

さ
て
、
ど
ー
や
っ
て
帰
る
?
行
け
る
と
こ
ろ
ま
で
下
道
で

{注
叩
}

西
之
表
の
お
み
や
げ
慮
。

ユ
ニ
ー
ク
な
ご
主
人
が
、
踊
冊

子
息
の
特
産
物
を
真
剣
勝
負

で
売
っ
て
い
る
お
庖
。
(
松
}

行
っ
て
み
る
?

な
に
せ
帰
り
は
二
人
だ
か
ら
、
ま
と
も
に
高
速
に
乗
っ
て
い

く
と

一
人
あ
た
ま
2
万
く
ら
い
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

夜
の
九
州
な
ら
下
道
で
も
心
配
は
な
か
ろ
う
が
、
本
州
、
大
阪

か
ら
先
は
問
迷
い
な
く
下
道
の
平
均
時
速
は
ひ
ど
い
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
か
ら
な
あ
。

と
怒
っ
て
、
ナ
ビ
綴
に
下
道
で
東
京
ま
で
の
道
楽
内
を
頼
む

と
、
距
離
が
長
過
ぎ
る
の
か
問
答
無
用
で
高
速
に
乗
せ
ら
れ
て

し
ま
う
。
設
定
を

一
一
般
道
優
先
に
し
て
も
尚
速
に
乗
せ
ら
れ
て

し
ま
う
。

一
般
道
の
み
、
と
い
う
設
定
は
で
き
な
い
。

仕
方
な
い
の
で
行
き
先
を
下
関
ま
で
に
設
定
す
る
と
、
下
道

だ
け
の
案
内
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
の
で
走
り
だ
し
、

途
中
の
ラ
ー
メ
ン
屋
で
夕
食
を
取
る
。

ナ
ビ
様
の
指
示
で
下
道
を
行
く
。
熊
本
か
ら
先
は
福
間
を
続

出
す
る
の
で
は
な
く
北
九
州
に
斜
め
に
抜
け
て
い
く
よ
う
な
道

を
指
示
さ
れ
る
。
こ
ん
な
道
、
ナ
ビ
様
に
指
示
さ
れ
な
け
れ
ば

絶
対
行
か
な
い
。

街
道
筋
だ
と
こ
ち
ら
の
ぺ

|
ス
よ
り
遅
い
ク
ル
マ
が
い
て
前

に
つ
ま
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
が
、
こ
ん
な
山
道
だ
と
他
の
車

が
い
な
い
の
で
好
き
な
ぺ
l
ス
で
走
れ
る
の
が
あ
り
が
た
い
。

そ
れ
で
も
、
抜
け
道
と
し
て
有
名
な
の
か
、
砕
石
車
ら
し
い
フ

の
ろ

ル
ト
レ
ー
ラ
ー
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
呪
わ
れ
た
よ
う
に
何
台
も



定
っ
て
い
て
、
ぺ

l
ス
を
訴
と
さ
れ
る
。

3
時
く
ら
い
に
下
関
に
出
ら
れ
れ
ば
い
い
か
と
思
っ
て
た
ん

だ
が
、
結
終
的
に

2
0
0円
な
り
の
通
行
料
を
払
っ
て
関
門
ト

ン
ネ
ル
を
抜
け
た
の
は

4
時
前
。
下
道
の
関
門
ト
ン
ネ
ル
を
通

っ
た
の
は
は
じ
め
て
で
あ
る
。
深
夜
で
も
営
業
し
て
い
る
大
型

の
古
本
屋
二
軒
に
寄
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
な
か
な
か
い
い

ぺ
l
ス
と
い
え
よ
う
。

山
口
県
で

一
休
み
。
し
か
し
、

え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

だ
い
た
い
宮
烏
の
辺
り
か
ら
、
早
朝
の
通
勤
渋
滞
で
ク
ル
マ

が
ぎ
っ
ち
り
混
み
始
め
る
。
広
島
市
内
で
完
全
に
通
勤
-
ブ
ッ
シ

ュ
に
は
ま
り
、
仕
方
な
い
か
ら
そ
の
辺
り
で
飯
盛
で
も
探
そ
う

と
思
っ
た
ら
食
い
物
屋
だ
け
な
い
。
広
島
人
つ
で
も
の
食
べ
な

い
の
か
つ
て
ほ
ど
、
な
に
も
な
い
。

仕
方
な
い
の
で
通
り
す
が
り
の
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
で
例

9
附
く

ら
い
に
制
マ
ッ
ク
す
る
。

食

っ
て
る
あ
い
だ
に
通
勤
渋
滞
は
終
わ
る
か
と
思

っ
た
が
、

焔
追
を
抜
け
、
岡
山
に
人

つ
で
も
悦
態
は
ろ
く
に
改
持
さ
れ
伝

ぃ
。
絞
れ
て
き
た
ん
で
ナ
ビ
憾
の
協
力
を
仰
て
笠
附
で
銭
湯
を

広
島
か
ら
後
に
良
が
待
ち
情

H
a
E
A
4号
機

探
し
た
が
U
A
つ
か
ら
ず
、
で
も
そ
の
す
ぐ
先
に
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

セ
ン
タ
ー
併
設
の
風
向
um
を
発
見
、
こ
こ
で
飯
喰
っ
て
一位
・
泌
で

も
し
よ
う
と
思

っ
た
ら
飲
食
完
備
っ
て
お
仮
出
て
る
の
に
中
の

ス
ナ
ッ
ク
だ
け
休
み
で
や
が
ん
の
。

で
も
ま
あ
印
刷
呂
入
つ
て
の
ん
び
り
し
て
、
疲
れ
は
と
れ
た
よ

う
な
気
が
す
る
ん
で
一
休
み
し
て
織
に
な
っ
て
か
ら
お
時
過
ぎ

に
走
り
だ
し
、
そ
の
先
の
ラ
ー
メ
ン
底
で
野
菜
ラ
ー
メ
ン
に
鮫

子
の
セ
ッ
ト
を
食
う
。
料
金
を
払
う
と
「
次
回
お
使
い
く
だ
さ

い
」

っ
て
鮫
子
の
ク
ー
ポ
ン
く
れ
る
ん
だ
が
、
ど
う
考
え
て
も

使
い
そ
う
に
な
い
の
で
辞
退
す
る
。

ん
で
、
あ
き
ら
め
て
そ
の
先
か
ら
高
速
に
采
る
。
下
道
と
は

桁
違
い
の
速
度
で
距
離
を
縁
げ
る
の
が
あ
り
が
た
い
。

中
凶
辺
、
三
官
辺
り
で
夕
食
に
し
て
夜
に
は
名
神
に
入
り
、

和
般
の
辺
り
で
猛
烈
な
豪
雨
を
喰
ら
う
。
川
り
の
唱
が
日
比
え
な

く
な
る
よ
う
な
袋
.
闘
に
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
逃
げ
て

ω分
ほ

ど
や
り
過
ご
す
。

山
胤
占
引
同
側
一
山
山
川
か
ら
降
り
た
の
は
l
時
過
ぎ
、

2
時
過
ぎ
く

ら
い
に
武
縦
小
A
古
井
定
到
荷
。
安
心
し
て
仰
向
に
雌
刷
り
込
む
。



高
度
8
0
0キ
ロ
の
圏
回
軌
道
に
隼
人
さ
れ
た
環
境
観
測
技
術
衛
星
A
D

E
o
s
hは
「
み
ど
り
』
と
£
持
け
ら
れ
た
・

3
月
末
に
は
先
に
H
'H
A
2暑
績
で
打
ち
上
げ
‘
勺
れ
た
デ
l
タ
中
継
衛
星

「
こ
だ
ま
」
と
の
衝
息
額
四
ア
l
タ
中
継
実
験
に
も
成
功
、

2
0
0
3年
4
月
半

に
入
っ
た
。

ン
タ
1
の
ホ
l
ム
ペ
ー
ジ
に
行

く
と
、
笛
犀
『
か
軌
道
上
か
ら
織
影
し
た
地
上
の
美
し
い
映
像
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
主
か
っ
て
い
る
画
像
が
森
林
火
災
と
か
氷
山
と
か
台
風
と
か
、
あ

ん
ま
り
お
だ
や
か
で
な
い
の
は
観
測
衛
星
と
し
て
の
性
賃
上
、
仕
方
あ
る
ま

'
L
V
 

岡
崎
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
三
基
の
超
小
型
ピ
ギ
l
パ
ッ
ク
術
亭
U
軌
道
ょ

に
鍍
在
で
あ
る
。
特
に
マ
イ
ク
ロ
ラ
プ
サ
ッ
ト
は

『ぽ
ん
と
に
お
れ
が
作
っ

た
衝
昼
と
は
思
え
な
い
」
命
按
者
芭
ほ
ど
版
刷
主
翠
刊
余
儀
け
て
い
る

と
い
、
っ
。

H
'M
A
5骨
機
の
打
ち
上
げ
は
、
情
報
惚
集
衝
撃
必
撮
し
て
2
0
0
3

年
3
月
刊
品
目
に
行
な
わ
れ
る
辛
念
に
な
っ
九

4
易
機
の
取
材
の
と
き
に
積
之
島
の
広
報
に
問
い
合
わ
せ
た
時
点
で
は
、

果
た
し
て
取
材
が
可
能
戸
み
の
か
ど
う
か
来
強
定
と
の
こ
と
だ
っ
九

そ
し
て
、

3
旦
r句
埜
本
は
2
周知
gる
会
っ
た

(ひ
で
え
路
だ
}

エ
リ
ア
ル
⑬
の
原
椅
か
終
わ
ら
ず
、
今
自
は
一
般
市
馬
力
入
れ
る
と
こ
ろ
か

ら
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
を
回
答
す
る
と
い
う
牧
野
安
畠
し
く
見
送
る
こ
と
に

な
る
。

現
地
に
つ
い
た
牧
野
か
ら
入
っ
た
の
は
、
握
手
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
に
い

@ 

ま
す
』
と
い
う
連
絡
H
~
っ
九

あ
わ
て
て
N
A
S
D
A
に
硲
臨
時
し
た
と
こ
ろ
、
今
自
も
報
道
陣
や
受
け
入

れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
ど
ー
な
っ
て
る
?

軌道上の rみどりnJo軌道上から

燭影された数々の画保はネットよで

公開されている

て
き
た
8
尺
N
A
S
O
A
の

広
報
に
取
材
が
で
き
る
か
ど
う
か
問
い
合
わ
せ
て
み
た
。
す
る
と
、
今
回
の

打
ち
上
げ
は
N
A
S
D
A
で
は
な
く
肉
闘
腐
の
仕
切
り
な
の
で
、
記
者
ク
ラ

ブ
と
也
克
鹿
児
島
の
報
道
各
局
に
し
か
取
材
の
案
内
を
出
し
て
い
な
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。

宇
宙
作
家
ク
ラ
ブ
で
取
材
を
し
た
い
の
だ
が
、
と
い
う
と
、
ク
ラ
ブ
の
設

立
理
書
偽
ν
取
材
の
意
義
取
材
人
員
の
名
簿
を

文
-
に
し
て
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
提
出
す
る
よ
う
に
い

わ
れ
れ
匂
そ
れ
を
も
と
に
取
材
申
し
込
み
亭
受
け

る
か
ど
う
か
の
倹
向
か
行
な
わ
れ
、
空
白
に
よ
っ

て
は
取
材
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
。

原
稿
執
筆
時
点
で
は
、
次
の
H
aU
A
ロ
ケ
ッ

ト
6
岳
機
の
打
ち
ト
存
は
9
月間
μ
自
に
段
定
さ
れ

て
い
る
。
果
た
し
て
報
道
セ
ン
タ
ー
で
情
報
収
集

衝
起
の
打
ち
』
内
げ
が
取
材
で
き
る
の
か
、
そ
れ
と

も
で
き
な
い
の
か
、

N
A
S
D
A
の
町
鞍
か
ら
ま

村
儒
怒
母
来
て
い
な
い
.

【
浪
寵
】

9
月
刊
日
に
取
材
の
許
可
が
幽
名
、
し

か
し
、
ト
ラ
ブ
ル
続
き
で
幻
自
に
荘
編
制
さ
れ
九

種
+
烏
に
患
を
切
ら
し
て
駆
け
つ
け
る
と
、
打
ち

上
げ
M
W
金
剛
に
ま
た
も
延
期
決
宅
取
材
班
は
打

ち
上
げ
争
見
る
こ
と
な
く
本
土
に
帰
っ
た
の
で
あ

つ
れ
、



「
お
お
す
み
」
の
成
功
を
、
も
っ
と
も
喜
ん
だ
の
は
科
学
者
た
ち

だ
っ
た
。
新
し
い
観
測
機
探
か
ら
新
し
い
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
こ

と
で
、
自
然
科
学
は
よ
り
利
衝
に
世
界
の
有
り
様
を
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
衛
星
に
観
測
機
関
帥
を
叩
似
せ
れ
ば
、
宇
宙
空

間
で
長
期
間
に
わ
た
っ
て
綴
々
な
観
測
が
可
能
に
な
る
。
「
お
お

す
み
」
の
成
功
は
、
日
本
の
科
学
者
た
ち
に
と
っ
て
自
然
の
紳
必

に
切
り
込
ん
で
い
く
た
め
の
強
力
な
武
伐
を
手
に
入
れ
た
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。

幻
に
終
わ
っ
た
愚
初
の

「
お
お
す
み
」
に
続
け
て
打
ち
上
げ
る
べ
く
準
備
さ
れ
て
い
た
の

が
、
以
初
の
科
学
術
星

「
M

S
e
F
1
」
だ
っ
た
。
目
的
は

「太

陽
電
波
、
宇
街
線
、
泣
雌
鴎
プ
ラ
ズ
マ
の
調
査
」
で
、
本
体
が
コ

マ
の
よ
う
に
回
転
す
る
こ
と
で
姿
勢
を
安
定
さ
せ
る
ス
ピ
ン
安
定

型
、
質
一日
品
万
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
術
昼
だ
っ
た
。
「
お
お
す
み
」
の
約

三
倍
の
サ
イ
ズ
だ
。

そ
れ
ま
で
衛
星
と
い
う
も
の
を
作
っ
た
経
験
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
、
姿
紬
宵
安
定
方
式
、
其
空
で
動
く
電
源
系
、
観
測
装
置

な
ど
、

一
つ
一
つ
手
絞
り
で
開
発
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
か

っ
た
。

万
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
目
標
に
対
し
て
、
完
成
し
た
衡
是

は
鉱
山
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
重
量
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
い
、
必
死
の
重
量

軽
減
で
や
っ
と
万
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
仕
上
げ
た
。

打
ち
上
げ
に
は
、

=一
段
式
の
ミ
ュ

1
ロ
ケ
ッ
ト
の
よ
に

L
4
S

で
使
っ
た
第
凶
段
を
載
せ
て
四
段
式
に
し
た
、
M
4
S
を
使
う
こ

宇宙の謎ヘ飛行せよ

日本の科学衛星

牢
宙
研
の
歴
史
3

事
歯
の
謎

松浦普也

と
に
な
っ
た
。
直
後
1
・
4
メ
ー
ト
ル
、
会
長
お

・
5
メ
ー
ト
ル、

打
ち
上
げ
時
重
盛
0
・
8
ト
ン
と
、

L
4
S
の
ほ
ぼ
四
倍
の
規
棋

を
も
っ
ロ
ケ
ッ
ト
で
あ
る
。

「
お
お
す
み
」
成
功
か
ら
半
年
後
の
、

1
9
7
0年
9
月
お
日
、

M
S
S
F
ー
は

M
4
S
ロ
ケ
ッ
ト

1
号
機
で
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
が
第
凶
段
が
拙
引
火
せ
ず
、
打
ち
上
げ
は
失
敗
し
た
。

1
カ
月
半

「
た
ん
せ
い
』

す
ぐ
に
本
番
の
科
学
衛
星
を
打
ち
上
げ
る
と
い
う
の
が
間
違
っ

て
い
る
。
ま
ず
は
試
験
衛
星
を
打
ち
上
げ
て
、
ぶ
っ
つ
け
本
欝
の

部
分
を
減
ら
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
急
溢
M
S
t
F
1

の
余
っ
た
部
品
を
利
用
し
た
試
験
衛
昼
が
準
備
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
日
備
な
太
陽
電
池
を
省
い
て
電
源
に
酸
化
銀
氾
池
を
使
用

し
、
軌
道
上
で
日
日
間
動
作
し
て
、
術
忠
一そ
の
も
の
の
温
度
環
境

や
動
作
状
態
を
地
上
に
送
信
す
る
術
一M
g
を
製
造
す
る
こ
と
に
な
っ

、.
。

争
'
H

試
験
衛
星
は
恐
る
べ
き
速
度
で
製
造
さ
れ
た
。
9
月
お
臼
に
打

ち
上
げ
が
失
敗
し
、
試
験
衛
星
の
総
合
試
験
が
終
わ
っ
て
打
ち
上

げ
準
備
が
護
っ
た
の
が
辺
丹
羽
目
。
原
因
究
明
や
怠
志
決
定
に
裂

し
た
時
間
を
抜
く
と
笑
質
1
カ
月
半
で
、侃附
昼
を
設
計
、
製
造
し

た
の
で
あ
る
。
現
在
、
新
規
設
計
の
術
星
は
、
開
発
開
始
か
ら
打

ち
上
げ
ま
で

5
年
か
ら
7
年
か
か
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
1
0
0

キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
の
今
と
な
っ
て
は
小
さ
な
術
昼
だ
が
、
経
験
不

足
の
状
態
で
恐
ろ
し
い
ほ
ど
の
追
い
込
み
を
か
け
て
衡
是
を
製
造



し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

試
験
衛
星

「
M
T
tS
1」
は
、
翌
1
9
7
1年
2
月
凶
日
に
、

M
4
S
の
2
号
機
で
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
打
ち
上
げ
は
成
功
し
、

「た
ん
せ
い
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
た
ん
せ
い
は
漢
字
で
将
く
と

淡
背
。
東
大
の
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
!
の
ラ
イ
ト
ブ
ル
ー
に
ち
な
ん
だ

名
前
だ
っ
た
。
「
た
ん
せ
い
」
は
き
ち
ん
と
刊
日
間
動
作
し
、
日

本
で
初
め
て
の
本
格
的
衛
星
と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
た
。

「
た
ん
せ
い
」
附
発
に
批
わ
っ
た
技
術
者
た
ち
は
、
今
で
も
後
搬

に
こ
う
言
う
そ
う
だ
。
「衛
星
?
そ
ん
な
も
の
は
1
カ
月
半
も

あ
れ
ば
作
れ
る
」
と
。

最
初
の
科
掌
衛
星
「
し
ん
せ
い
』

今
度
こ
そ
、
科
学
観
測
機
探
を
積
ん
だ
衛
患
を
打

ち
上
げ
る
喬
だ
っ
た
。
失
敗
し
た

M
S
1
F
1
に

「た
ん
せ
い
」
の
経
験
か
ら
わ
か

っ
た
改
良
を
加
え

て、

M
S
lF
2
が
製
造
さ
れ
た
。
製
造
技
術
も
進

歩
し
、
基
本
的
に
は
M
S
'
P
1
と
同
じ
術
昼
が
、

侃
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
仕
上
が
っ
た
。

1
9
7
1年
9
月

お
日
、

M
4
S
の
3
号
機
で

M
S
'
F
2
は
打
ち
上

げ
ら
れ
、
第
1
号
科
学
衛
星

「し
ん
せ
い
(
新
星
)」

と
命
名
さ
れ
た
。
「
し
ん
せ
い
」
の
観
測
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ま
で
観
測
ロ
ケ
ッ
ト
を
使
っ
て
も

一
地
点
の
上

笠
で
し
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
氾
離
肘
の
状
態
が
、
地

球
規
模
で
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
科
学
者
た
ち
は

左
手
前
が
ラ
ム
ダ
ロ
ケ
ッ
ト
の
ラ
ン

チャ
l
、
右
奥
に
あ
る
の
が
ミ
ユ
ー

ロ
ケ
ッ
ト
の
ラ
ン
チヤ
|

興
務
し
た
。

「し
ん
せ
い
」
は
軌
道
上
で
6
カ
月
以
上
動
作
し
た
の
で
、
科
学

者
た
ち
は
初
め
て

「
日
常
的
に
衛
星
を
運
用
す
る
と
い
う
の
は
ど

う
い
う
こ
と
か
」
を
体
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「し
ん
せ
い
」
は
、
地
球
を
卯
分
で
図
る
軌
道
に
入
っ
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
地
球
の
自
転
も
考
え
る
と
一
日
五
回
か
ら
六
回
、
内
之

浦
の
受
信
セ
ン
タ
ー
で
デ
ー
タ
の
送
受
信
を
行
な
う
チ
ャ
ン
ス
が

あ
る
。
観
測
デ

1
タ
は
制

σ宮

(1
秒
間
に
臼
ピ
ッ
ト
)
と
い
う

ゆ
っ
く
り
し
た
速
度
で
送
ら
れ
て
く
る
が
、
な
に
し
ろ
記
録
す
る

の
が
プ
ロ
ッ
タ
!
と
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
だ
か
ら
、
そ
の
準
備
も

操
作
も
大
変
だ
。

記
録
し
た
テ

1
プ
は
東
京
に
郵
送
し
て
解
析
す
る
。
受
信
が
終

わ
る
と
テ
l
プ
の
送
付
や
、
衛
星
の
状
態
デ
ー
タ
か
ら
送
る
コ
マ

ン
ド
を
決
定
し
て
送
信
準
備
を
し
て
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
次
の
通

信
時
間
が
来
る
。
こ
れ
が
昼
夜
を
分
か
た
ず
に
絞
く
の
で
、
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
対
処
し
た
が
、
そ
れ
で
も

一
週
間
も
当
番

を
続
け
る
と
へ
と
へ
と
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

高
圧
電
源
の
伏
兵

「し
ん
せ
い
」
か
ら
ほ
ぼ

一
年
後
の
、
1
9
7
2年
8
月

ω日、

屯
灘
間
と
磁
気
闘
の
観
測
を
目
的
に
し
た
二
番
目
の
科
学
術
昼

「
で
ん
ぱ
」
が、

M
4
S
の
4
号
機
で
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
打
ち

上
げ
は
成
功
し
、
「
で
ん
ぱ
」
は
軌
道
上
で
観
測
に
入
っ
た
。
と

こ
ろ
が
打
ち
上
げ
三
日
闘
の
8
月
泣
日
、
高
圧
沼
稲
榔
の
ス
イ
ッ
チ



こ
の
後
の
術
忠
一で
は
、

軌
道
上
で
」
1

分
に
時
間
が
た

つ
て
ガ
ス

が
可
能
に
な
っ
た
。

M
3
C
は
、
試
験
衛
星
の

「た
ん
せ
い

2
号
」

2
月
凶
目
打
ち
上
げ
て
太
陽
観
測
衛
星

「
た
い
よ
う
」
(
同

1
9

7
5年
2
H
n
M
日
}
、
X
線
観
測
衛
星

「は
く
ち
ょ
う
」
(同
1
9

7
9年
2
月
幻
臼
)
と
三
基
の
術
患
を
打
ち
上
げ
た
。

M
3
C
に
続
け
て
、
打
ち
上
げ
能
力
を
向
上
さ
せ
た

M
3
H
が

開
発
さ
れ
た
。

M
3
H
は
試
験
衛
星

「
た
ん
せ
い

3
号」

(
1
9

7
7年
2
月
刊

H
打
ち
上
げ
て
オ
ー
ロ
ラ
観
測
衛
星

「き
ょ
つ

こ
う
」
(同
1
9
7
8年
2
月
4
日
)
、
餓
気
閤
観
測
術
忌

『じ
き

け
ん
」
(
肉
1
9
7
8年
9
月
凶
日
)
を
打
ち
上
げ
た
。

と
こ
ろ
で
打
ち
上
げ
日
を
並
べ
て
み
る
と
、
「
た
い
よ
う
」
と

「
は
く
ち
ょ
う
」
の
問
は
内
年
も
空
き
、
そ
の
附
に

M
3
H
に
よ

っ
て
三
挫
の
衛
星
が
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
笑
は

こ
の
間
に
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
。

を
オ
ン
に
す
る
コ
マ
ン
ド
を
地
上
か
ら
送
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ま

で
正
常
に
動
い
て
い
た
機
関
が
す
べ
て
沈
黙
し
て
し
ま

っ
た
。
衛

星
が
酬
明
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

原
悶
は
ガ
ス
だ

っ
た
。
地
上
で
は
物
質
は
空
気
の
分
子
を
少
川
県
、

そ
の
表
而
に
級
抽
制
し
て
い
る
。
以
笠
の
宇
宙
に
出
た
こ
と
で
、
そ

の
ガ
ス
が
少
し
ず
つ
放
出
さ
れ
、
ち
ょ
う
ど
放
屯
が
起
こ
り
ゃ
す

い
密
度
に
な
っ
て
術
皇
内
に
充
満
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に

-M
圧
電
源
を
オ
ン
に
し
た
も
の
だ
か
ら
放
氾
が
起
き
て
、
衛
星
が

綴
れ
た
の
だ
っ
た
。
物
質
が
気
体
を
版
行
す
る
こ
と
は
誰
で
も
知

っ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
字
術
空
間
で
ど
ん
な
胤
脂
綿
を
及
ぽ
す
か
に

は
誰
も
想
像
が
及
ば
な
か
っ
た
。
経
験
不
足
が
矧
い
た
失
敗
だ

っ

た
。

(
1
9
7
4
年

が
拡
散
し
て
か
ら
高
圧
電
源
を
投
入
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

ロ
ケ
ツ

失
敗
の
C
O
R
S
Aか
ら
「
は
く
ち
ょ
う
」

へ

凹
段
式
の

M
4
S
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
無
誘
導
打
ち
上
げ
だ

っ
た
の

で
、
術
昼
を
希
望
す
る
軌
道
へ
般
入
す
る
の
が
極
め
て
燥
し
か

っ

た
。
今
後
の
科
学
観
測
に
は
ロ
ケ
ッ
ト
の
誘
導
制
御
が
必
.袋
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
次
の
ロ
ケ
ッ
ト

「
M
3
C
」
が
開
発
さ
れ
た
。

打
ち
上
げ
能
力
は
ほ
ぼ

M
4
Sと
間
程
度
だ
が
、
高
性
能
な
第
二

段
と
第
三
段
が
新
規
に
開
発
さ
れ
、
第
問
段
が
不
.裂
に
な
り
三
段

式
と
な
っ
た
。
第
二
段
に
は
ノ
ズ
ル
内
に
液
体
を
噴
射
す
る
こ
と

で
噴
射
方
向
を
変
え
る
T
V
C
と
い
う
袋
町
が
付
き
、
誘
導
制
御

1
9
7
6年
(
昭
和
日
年
)
2月
4
日
、
M
3
C
の
3
号
機
が

打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
術口中
一は
初
め
て
の

X
線
観
測
衛
星

「
C
O
R

S
A」。

X
線
天
文
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
小

m稔
教
授
が
担

当
し
、
丹
制
相
し
て
仕
上
げ
た
術
箆
だ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
第
二
段
の

燃
焼
が
始
ま

っ
た
前
後
か
ら
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
姿
勢
が
ど
ん
ど
ん
ず

れ
て
い

っ
た
の
だ
。
打
ち
上
げ
は
失
敗
し
、

C
O
R
S
A
は
太
平

洋
に
沈
ん
だ
。

原
悶
は
ノ
イ
ズ
だ

っ
た
。
発
射
前
に
ロ
ケ
ッ
ト
に
接
続
し
て
い

歴
史
3

牢
歯
の
謎
へ
潜
行
せ



ー
は
く
ち
ょ
う
」
が
成
功
を
収
め
た
あ
た
り
か
ら
、
日
本
の
宇
宙

科
学
は
本
絡
的
な
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
。
だ
い
た
い
年
に
一
基
の

科
学
術
昼
を
打
ち
上
げ
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
も
確
立
し
、
様
々
な

試
行
錯
誤
の
中
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
科
学
衛
星
を
開
発
す
る
か

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方
法
も
護
っ
た
。
1

9
8
1
年
4
月
、
東
京
大
学

・
航
笠
宇
宙
研
究
所
は
、
東
京
大
学

か
ら
分
脚
惜
し
て
国
公
立
大
学
共
同
利
用
機
関
の
、
文
部
省

・
字
街

科
学
研
究
所
と
な
っ
た
。
場
所
も
東
大
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
内
か
ら
、

神
奈
川
県

・
相
絞
原
市
の
米
議
キ
ャ
ン
プ
跡
地
に
移
転
し
て
、
広

く
な
り
、
設
備
も
拡
充
さ
れ
た
。

上
り
調
子
の
中
で
、
1
9
8
0年
2
月
口
目
、
新
し
い
ロ
ケ
ッ

ト

「
M
3
S
」
の
1
号
機
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
M
3
H
の
第

一

段
に

T
V
C
を
取
り
付
け
た
ロ
ケ
ッ
ト
で
、
こ
れ
で
ロ
ケ
ッ
ト
は

完
全
に
誘
導
制
御
可
能
に
な
っ
た
。
1
9
6
2
年
に
無
誘
導
の
重

力
タ
l
ン
方
式
を
採
用
し
て
以
来
同
年
、
や
っ
と
完
全
な
誘
導
制

御
を
手
に
入
れ
た
の
で
あ
る
。

M
3
S
は
、
試
験
衛
忠
一の

「
た
ん
せ
い

4
号」

(1
9
8
0
年

2
月
口
目
打
ち
上
げ
)
、
太
陽
観
測
衛
星

「
ひ
の
と
り
」
(同
1
9

8
1年
2
月
幻
日
)
、
X
線
観
測
衛
星

「
て
ん
ま
」
(同
1
9
8
3

年
2
月
初
日
)
、
磁
気
閤
観
測
衛
星

「
お
お
ぞ
ら
」
(同
1
9
8
4

年
2
月
M
日
)
を
打
ち
上
げ
た
。

「
ひ
の
と
り
」

「
て
ん
ま
」
あ
た
り
の
名
称
は
、

た
コ
ネ
ク
タ
ー
を
外
し
た
時
に
ノ
イ
ズ
が
発
生
し
て
、

搭
抑
制
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
記
憶
さ
せ
て
い
た
姿
勢
制
御
の
た
め
の
基

準
と
な
る
数
字
が
、
第
二
段
と
第
三
段
で
入
れ
替
わ
っ
て
し
ま
っ

た
の
だ
。

小
聞
は
深
く
沈
み
込
ん
だ
が
、
や
が
て
再
度
、
X
線
観
測
衛
星
一

を
打
ち
上
げ
よ
う
と
行
動
を
開
始
し
た
。
新
た
な
衛
星
に
執
念
を

燃
や
す
小
聞
に
対
し
て
、
-
怒
気
に
感
じ
た
関
係
メ
ー
カ
ー
は
ほ
と

ん
ど
持
ち
出
し
の
低
価
絡
で
も
う

一
基
の
衛
星

「
C
O
R
S
A
1

b
」
を
製
造
し
た
。

同
1
9
7
9年
2
月
幻
日
に
、

C
O
R
S
A
e
b
は
打
ち
ょ
げ

ら
れ
、

「
は
く
ち
ょ
う
」
と
命
名
さ
れ
た
。
ー
は
く
ち
ょ
う
」
は
完

墜
に
動
作
し
た
。
ち
ょ
う
ど
ア
メ
リ
カ
や
欧
州
の
X
線
観
測
衛
皐

の
寿
命
が
尽
き
た
り
打
ち
上
げ
の
間
隔
が
聞
い
た
り
で
、
軌
道
上

で
稼
働
し
て
い
な
か
っ
た
。
ラ
イ
バ
ル
た
ち
の
不
在
の
中
、
「
は

く
ち
ょ
う
」
は
、
科
学
的
に
価
値
の
あ
る
観
測
デ
i
タ
を
昼
夜
土

日
を
問
わ
ず
大
詰
に
送
信
し
続
け
た
。
研
究
者
た
ち
は
う
れ
し
い

悲
鳴
を
あ
げ
、
「
は
く
ち
ょ
う
』
に
「
は
く
じ
よ
う
(
務
紡
ご
と

い
う
あ
だ
な
を
付
砂
た
。
欧
米
の
研
究
者
た
ち
も

「
は
く
ち
ょ

う
」
の
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
の
様
々
な
国

際
協
力
の
基
礎
が
柑
架
か
れ
た
。

打
ち
上
げ
失
敗
か
ら
あ
き
ら
め
ず
に
再
起
し
た

「
は
く
ち
ょ

う
」
に
よ
っ
て
、
日
本
の
科
学
衛
星
は
世
界
第

一
線
級
の
成
果
を

出
す
と
い
う
評
価
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ロ
ケ
ッ
ト

』一する

手
塚
治
虫
フ
ア



ン
が
い
た
ら
し
い
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。

多
く
の
科
学
衛
星
を
地
球
を
周
回
す
る
軌
道
に
送
り
だ
し
、

ケ
ッ

ト
も
術
皇
も
自
信
を
つ
け
て
い
た
。
そ
し
て
宇
宙
研
の
発
足

と
同
時
に
始
ま
っ
た
の
は
、
よ
り
逃
く
へ
の
挑
戦
で
あ
っ
た
。
慾

星
間
空
間

へ
の
進
出
、
ハ
レ

|
簿
一
星
探
査
計
画
で
あ
る
。

ロ

ハレ
l
馨
星
を

て

イ
ギ
リ
ス
の
天
文
学
者
エ
ド
モ
ン
ド

・
ハ
レ
ー
は

1
7
0
5年
、

ア
イ
ザ
ッ
ク

・
ニ
ュ
ー
ト
ン
が
ま
と
め
た
ば
か
り
の
天
体
巡
勤
理

論
を
使
っ
て
、

1
5
3
1年、

1
6
0
7年
、
そ
し
て

1
6
8
2

年
に
観
測
さ
れ
た
普
昼
が
向

一
の
も
の
で
、

1
7
5
8年
に
戻
っ

て
く
る
だ
ろ
う
と
予
想
し
た
。
慧
星
は
、
彼
の
予
想
通
り
に
天
空

に
出
現
し
、

ハ
レ
ー
を
表
彰
し
て
彼
の
名
前
が
つ
け
ら
れ
た
。

ハ
レ

l
持
母
屋
は
太
陽
の
周
り
を
細
長
い
約
円
軌
道
に
乗
っ
て
初

年
の
周
期
で
闘
っ
て
い
る
。
前
回
の
接
近
は

1
9
1
0年
で
、
地

球
に
近
づ
い
た
ハ
レ

1
醤
昼
は
夜
空
に
大
き
な
即
応
を
伸
ば
し
て
、

地
球
以
後
の
日
だ
と
い
う
噂
が
流
れ
て
人
々
が
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ

し
た
り
し
た
。

八
レ
!
醤
望
め
が
け
て
『
さ
き
が

け
h

を
打
ち
上
げ
た
M
3
SE
の
l

号
線

次
に
ハ
レ

1
持
母
星
が
地
球
に

mm
っ
て
く
る
の
は

1
9
8
6年
。

人
制
削
が
宇
宙
に
進
出
し
て
か
ら
最
初
の
観
測
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

こ
れ
に
合
わ
せ
て
世
界
各
国
が
探
査
機
の
打
ち
上
げ
を
計
磁
し
た
。

欧
州
は
チ
リ
を
吹
き
出
し
て
い
る
ハ
レ

l
響
患
に

6
0
0
キ
ロ
ま

で
接
近
し
て
核
を
縦
附
加
す
る

「
ジ
オ
ッ
ト
」
探
査
機
を
府
立
し
た
。

そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
大
胆
さ
か
ら
ジ
オ
ッ
ト
は
「
カ
ミ
カ
ゼ

・
ミ

牢
歯
研
の
歴
史
3
牢
歯
の
謎
へ

ツ
シ
ヨ
ン
」
の
異
名
で
呼
ば
れ
た
。
ソ
連
は
、
金
泉
を
探
査
し
た

後
に
ハ
レ

l
鶴
一
語
妄
探
査
す
る
「
ヴ
エ
ガ
」
探
査
機
二
基
を
打
ち

上
げ
る
と
公
表
し
た
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
日
本
は
初
の
惑
星
間
探
査
機
を
開
発
し
て
、

ハ
レ

l
g昼
目
指
し
て
打
ち
上
げ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
た
め

に
は
ロ
ケ
ッ
ト
と
探
査
機
、
さ
ら
に
は
惑
星
間
空
間
に
出
た
探
査

機
を
運
用
す
る
た
め
の
施
設
を
ま
と
め
て
同
時
に
開
発
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
さ
す
が
に
ぶ
っ
つ
け
本
訴
は
難
し
い
と
い
う
判
断

で
、
最
初
に
技
術
試
験
用
探
査
機
を
打
ち
上
げ
、
そ
の
結
果
を
見

て
本
綾
の
探
査
機
を
打
ち
上
げ
る
と
い
う
計
画
が
立
て
ら
れ
た
。

こ
の
目
的
の
た
め
に
新
た
に
「

M
3
S
H
」
ロ
ケ
ッ
ト
が
開
発

さ
れ
た
。

M
3
S
の
第

一
段
に
新
規
開
発
の
ブ
ー
ス
タ
ー
を
こ
娘一

装
着
し
、
こ
れ
ま
た
新
規
開
発
の
第
二
段
と
第
三
段
を
載
せ
た
ロ

ケ
ッ
ト
で
、
打
ち
上
げ
能
力
は
地
球
低
軌
道
へ

7
7
0
キ
ロ
グ
ラ

M
3
S
の
二
倍
半
を
超
え
る
大
き
さ
と
な
っ
た
。

1
9
8
5年
1
月
8
日、

M
3
S
H
の

1
号
機
が
技
術
試
験
用
の
探
査
機

「
さ
き

が
け
」
を
熔
載
し
て
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。

打
ち
上
げ
は
地
球
を
踊
る
軌
道
に

一
度
線

資
機
を
入
れ
て
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ

て
惑
昼
間
軌
道
へ
と
投
入
す
る
の
で
は
な

く
、
直
接
惑
銭
問
軌
道
に
投
入
す
る
や
り

方
が
と
ら
れ
た
。
関
係
者
が

「
ド
ン
ド
ン

打
ち
」
と
い
っ
て
い
る
や
り
方
だ
。
『
さ

ム
と
、



き
が
け
」
は
ま
さ
に
予
定
し
た
軌
道
に
正

確
に
投
入
さ
れ
た
。

こ
の
方
法
は
、
よ
り
大
き
な
探
査
機
を

惑
昼
間
軌
道
に
投
入
で
き
る
が
、
打
ち
上

げ
途
中
で
の
誤
差
の
修
正
が
効
か
ず
、
正

確
な
軌
道
に
一
気
に
校
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
難
し
い
方
法
だ
。
「
問
問
ま
か
せ
」

で
出
発
し
た
字
街
研
の
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
時
芯

忠
一間
一
軌
道
へ
の
直
接
役
人
が
可
能
な
ま
で

に
進
化
し
た
の
で
あ
る
。

1
9
8
5年
8
月
ゆ
日
、

M
3
S
H
2
号
機
が
ハ
レ

l
笠
一塁
線

査
機
「
す
い
せ
い
」
を
打
ち
上
げ
た
。

「す
い
せ
い
」
は

1
9
8
6年
3
月

8
目
、

ハ
レ

l
袋
一一足
に
日
万

1
千
キ
ロ
ま
で
接
近
し
た
。
搭
載
し
た

「す
い
せ
い
」
の
紫
外
線

カ
メ
ラ
の
観
測
で
、

ハ
レ

l
禁
症
の
絞
の
活
動
は

一
様
で
な
く
、

そ
の
淡
町
の
場
所
に
よ
っ
て
大
き
く
こ
と
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

「す
い
せ
い
」
の
デ

l
タ
は
、
ジ
オ
ッ
ト
そ
の
他
の
探
査
機
が
ハ

レ
l
鐙
一
星
に
接
近
す
る
た
め
の
基
礎
デ

l
タ
と
し
て
も
使
わ
れ
た
。

一
方

「
さ
き
が
け
」
は
、

ハ
レ

l
繁
盛
の
尾
の
部
分
の
観
測
に
向

か
い
、
こ
ち
ら
も
尾
の
鱗
造
解
明
に
つ
な
が
る
デ

1
タ
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。

同
探
査
機
の
追
跡
管
制
に
は
、
新
た
に
長
野
県

・
臼
間
町
に
建

設
し
た
直
後
臼
メ
ー
ト
ル
の
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
が
使
わ
れ
た
。

ハレ
l
g塁
線
査
線
、
す
い
せ
い
』

M
3
S
Hに
よ

こ
の
後
、

M
3
S
H
で
打
ち
上
げ
ら
れ
た
宇
宙
研
の
衛
星
は
、

次
々
と
世
界
的
な
成
果
を
上
げ
て
い
っ
た
。

X
線
観
測
衛
星

「ぎ

ん
が
」

(1
9
8
7年
2
月

5
日
打
ち
上
げ
)
は
、

1
9
8
7年

2
月
幻
H
に
、
大
マ
ゼ
ラ
ン
足
震
に
出
現
し
た
超
新
星

「
S
N
1

9
8
7
A」
が
発
す
る
X
線
の
観
測
に
成
功
し
た
ほ
か
、
ブ
ラ
ッ

ク
ホ

i
ル
や
中
性
子
昼
の
観
測
に
活
路
し
た
。
オ
ー
ロ
ラ
観
測
術

皐
『
あ
け
ぼ
の
」

(
1
9
8
9年
2
月
泣
日
打
ち
上
げ
)
は
、
極

地
方
に
発
生
す
る
オ
ー
ロ
ラ
を
字
街
か
ら
広
域
観
測
し
、
榊
蹴
気
閣

の
研
究
に
買
献
し
た
。
太
陽
観
測
衛
星
「
ょ
う
こ
う
」

(
1
9
9

1
年

8
月
初
日
打
ち
上
げ
)
は
、

X
線
か
ら
ガ
ン
マ
線
ま
で
の
幅

広
い
波
長
域
で
太
陽
の
鮮
明
な
商
品
開
を
搬
影
す
る
こ
と
に
成
功
し

た
。

X
線
観
測
衛
皐
「
あ
す
か
」

(1
9
9
3年
2
月
初
日
打
ち

上
げ
)
は
、
「ぎ
ん
が
」
以
上
の
向
粉
釧

・
向
感
度
で
銀
河
の
中

心
に
あ
る
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
や
、
郎
新
回
生
残
骸
な
ど
の
観
測
を
行

な
っ
た
。

こ
の
時
期
、
そ
の
他
の
機
関
や
国
際
的
な
協
力
関
係
に
よ
る
大

が
か
り
な
衛
星
も
計
画
さ
れ
た
。
地
球
が
太
陽
と
は
反
対
方
向
に

1
0

0
万
キ
ロ
以
上
に
波

っ
て
た
な
び
か
せ
て
い
る
磁
気
閣
の

「尾」

を
調
べ
る
術
星

「
G
E
O
T
A
I
L
」
は
、
日
米
共
同
計

画
で
、

1
9
9
2年
7
月
剖
日
に
ア
メ
リ
カ
の
デ
ル
タ
ロ
ケ
ッ
ト

で
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
宇
宙
開
発
事
業
団

(
N
A
S
D
A
)
、
通

産
省
と
共
同
の
空
寸
前
実
験
衛
星
「
S
F
U」
は、

1
9
9
5年
3



月
時
自
に

H
l
H
ロ
ケ
ッ
ト

4
号
機
で
打
ち
上
げ
ら
れ
、
翌
年
1

月
に
若
田
光

一
宇
宙
飛
行
士
が
乗
る
ス
ペ

ー
ス
シ
ャ
ト
ル
で
軌
道

上
か
ら
回
収
さ
れ
た
。

た
だ
し
、

M
3
S
H
の
最
終
号
機
で
打
ち
上
げ
ら
れ
た
日
独
協

力
の
笑
験
衛
星

「
E
X
P
R
E
S
S」
(
1
9
9
5年
1
月
日
日

打
ち
上
げ
)
は
、
衛
星
一
旬
以
が
ロ
ケ
ッ
ト
の
姿
勢
制
御
限
界
を
越

え
る
と
い
う
ミ
ス
の
た
め
に
打
ち
上
げ
に
失
敗
し
た
。

E
X
P
R

E
S
S
は
ロ

シ
ア
製
の
カ
プ
セ
ル
に
よ
る
再
突
入
機
能
を
持

っ
て

お
り
、
地
球
を
こ
周
し
た
後
、
ア
フ
リ
カ

・
ガ
l
ナ
の
奥
地
に
落

ち
た
。
現
地
で
は
キ
リ
ル
文
字
が
窃
か
れ
た
カ
プ
セ
ル
を
核
兵
総

か
と
恐
れ
て
人
が
近
づ
か
な
か
っ
た
た
め
に
、
発
見
は
同
年
末
ま

で
遅
れ
た
。

『
ひ
て
ん
』
の
舞
、

そ
し
て
惑
星
探
査
ヘ

先
の
ハ
レ

l
答
星
探
査
の
時
、
ア
メ
リ
カ
だ
け
は
新
規
の
探
査

機
を
打
ち
上
げ
な
か
っ
た
。
当
初
ソ
ー
ラ
ー
セ

l
ル
を
使
っ
た
官民

大
な
探
査
機
を
構
想
し
て
い
た
の
だ
が
、
予
鍔
が
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
窮
状
を
救
っ
た
の
が

「軌
道
の
魔
術
師
」
と
い
う
異
名
を

持
つ
軌
道
設
計
の
大
家
、
ロ

パ
l
ト

・
フ
ァ

l
ヵ
ー
だ
っ
た
。
彼

は
地
球
と
太
陽
の
重
力
が
釣
り
合
っ
て
い
る
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ェ
点
に

1
9
7
8年
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
探
査
機

「
I
S
S
E
3」
を
、

月
に
ス
イ
ン
グ
パ
イ
さ
せ
る
こ
と
で
軌
道
を
変
え
て
、
ま
ず
ジ
ヤ

コ
ビ
ニ

・
ジ
ン
ナ
l
馨
昼
、
次
い
で
ハ
レ

l
琴
星
の
観
測
に
向
か

工
学
忠
敏
衝
婁
『
ひ
て
ん
』
。
上
に

つ
い
て
い
る
の
が
、
月
国
間
回
融
制
道
に

役
入
さ
れ
た
孫
衛
墨
「
は
ご
ろ
も
』

わ
せ
る
と
い
う
軌
道
を
設
計
し
た
。
そ
の
軌
道
は
非
常
に
複
雑
で

「天
井
か
ら
ス
パ
ゲ
テ
イ
を
務
と
し
た
よ
う
な
」
と
形
容
さ
れ
た
。

I
S
S
E
3
は
設
計
さ
れ
た
通
り
の
ス
パ
ゲ
テ
ィ
軌
道
を
辿
る

こ
と
に
成
功
し
、
ア
メ
リ
カ
は
問
探
査
機
を

「
I
C
E」
と
改
称

し
た
。

I
C
E
は、

1
9
8
5年
9
月
に
ジ
ヤ
コ
ビ
ニ

・
ジ
ン
ナ

l
慧
皐
に
緩
近
し
て

「世
界
で
初
め
て
馨
昼
を
探
査
し
た
探
査

機
」
に
な
り
、
翌
年
3
月
に
は
ハ
レ

1
響
星
に
接
近
し
、
い
く
つ

か
の
観
測
を
実
施
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
星
一の
重
力
を
使
っ
て
軌
道
を

変
え
る
ス
イ
ン
グ
パ
イ
は
、
惑
星
探
査
に
向
け
て
是
非
と
も
修
得

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
技
術
だ
。
ま
た

1
9
9
2年
に
打
ち
上
げ

る

「
G
E
O
T
A
I
L」
は
、
月
の
重
力
を
使
っ
て
軌
道
を
変
え

て
、
地
球
滋
場
の
尾
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
の
通
過
す
る
軌
道
を
予

定
し
て
い
た
の
で
、
宇
宙
研
と
し
て
は
そ
れ
ま
で
に
ス
イ
ン
グ
パ

イ
技
術
を
確
立
し
て
お
く
必
裂
が
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
に
附
発
さ
れ
た
の
が
工
学
試

験
衛
忠
一「
ひ
て
ん
」
で
あ
る
。
ひ
て
ん
と

は
飛
夫
、
仏
教
に
出
て
く
る
羽
衣
を
ま
と

っ
て
笠
を
舞
う
天
女
の
こ
と
だ
。
1
9
9

0
年
1
月
例
日
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た

「
ひ

て
ん
」
は
、
ま
ず
柑
縮
減
し
て
い
た
小
衛
星

を
月
の
周
閉
軌
道
に
投
入
し
た
。
小
衛
星

は

「
は
ご
ろ
も
」
と
命
名
さ
れ
た
。

次
い
で
月
の
重
力
を
利
用
し
て
ス
イ
ン

阜
歯
の
謎



薗
窪
E
・5
メ
ー
ト
ル
の
新
た
な
『
M」

グ
パ
イ
を
繰
り
返
し
て
は
軌
道
を
変
更
し
、
途
地
点
高
度
を
↑最
少

の
羽
万
キ
ロ
か
ら
一故
大
で
地
球
か
ら
1
3
9万
キ
ロ
ま
で
変
化
さ

せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
軌
道
決
定
の
精
度

を
、
関
係
者
ら
は
「
東
京
ド

i
ム
で
パ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
を
飛
ん

で
い
る
蚊
の
目
玉
を
ホ
ー
ム
ベ

ー
ス
か
ら
射
抜
く
」
と
形
容
し
た
。

一
年
を
か
け
て
八
回
の
月
ス
イ
ン
グ
パ
イ
を
行
な
っ
た

可
ひ
て

ん
」
は
、
次
い
で
地
獄
大
気
を
使
っ
て
減
速
す
る
エ
ア
ロ
ブ
レ
ー

キ
ン
グ
実
験
を
笑
施
し
た
。

1
9
9
1年
3
月
に
お
皮
1
2
5
キ

ロ
ま
で
近
地
点
を
下
げ
た
軌
道
に
入
っ
た

「
ひ
て
ん
」
は
、
希
薄

な
大
気
が
存
在
す
る
高
度
1
2
5
キ
ロ
を
ニ
回
通
過
、

一
回
の
通

過
で
遠
地
点
高
度
を

1
万
4
千
キ
ロ
下
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

高
層
大
気
の
空
気
抵
抗
を
使
っ
た
軌
道
変
更
は
世
界
初
で
あ
り
、

後
に
ア
メ
リ
カ
が
金
星
探
資
機

「
マ
ジ
ェ
ラ
ン
」
や
火
星
探
査
機

「
マ
l
ズ

・
グ
ロ
ー
バ
ル

・
サ
ー
ベ
イ
ヤ

1
」
で
エ
ア
ロ
ブ
レ

ー

キ
ン
グ
を
使
う
き

っ
か
げ
と
な

っ
た
。

さ
ら
に

「
ひ
て
ん
」
は
、
地
球
と
月
と
が
作
る
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ェ

点
を
巡
る
軌
道
に
入

っ
た
。
搭
載
し
た
ダ
ス
ト
カ
ウ
ン
タ
ー
で
、

ラ
グ
ラ
ン
ジ

ェ
点
付
近
に
た
ま

っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
た
宇
宙

践
の
観
測
を
行
な

っ
た
が
、
宇
宙
塵
は
見
つ
か
ら
な
か

っ
た
。

最
後
に

「
ひ
て
ん
」
は
月
周
回
軌
道
に
投
入
さ
れ
、

1
9
9
3

年
4
月
刊
日
、
月
間
に
衝
突
し
て
そ
の
ミ
ッ
シ

ョ
ン
を
終
え
た
。

「
ひ
て
ん
」
は
直
後
日
メ
ー
ト
ル
の
ク
レ
ー
タ
ー
を
作

っ
た
と
椛

定
さ
れ
た
。
日
本
は
旧
ソ
述
、
ア
メ
リ
カ
に
次
い
で
、
月
面
に
人

工
物
体
を
到
迷
さ
せ
た
三
番
目
の
国
と
な

っ
た
。

「
ひ
て
ん
」
の
成
果
は
、
ま
ず
「
G
E
O
T
A
I
L」
の
運
用
に

生
か
さ
れ
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

目
指
す
は
惑
星
探
査
機
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
な
に
よ
り
も
、

よ
り
大
き
な
ロ
ケ
ッ
ト
が
必
要
だ
っ
た
。

M
3
か
ら
最
新
の

M
3
S
H
ま
で
、
ミ
ュ

l
ロ
ケ
ッ
ト
は
す
べ

て
直
後
1
・
4
メ
ー
ト
ル
の
サ
イ
ズ
を
守

っ
て
き
た
。
1
9
6
6

年
(
昭
和

4
年
)
5月
の
国
会
報
告
で
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
直
径
を

1
・
4
メ
ー
ト
ル
に
制
限
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

惑
星
探
査
を
行
な
う
と
な
る
と
、
直
径
1
・
4
メ
ー
ト
ル
で
は
全

然
、
力
不
足
だ

っ
た
。
1
9
8
0年
代
の
末
か
ら
、
新
た
な
ロ
ケ

ッ
ト
を
開
発
す
る
た
め
の
活
動
が
始
ま
っ
た
。
宇
宙
研
と
し
て
は
、

感
星
笠
間
を
前
に
し
て
、
こ
こ
ま
で
独
自
に
発
展
さ
せ
て
き
た
ミ

ュ
l
ロ
ケ
ッ
ト
の
系
識
を
止
め
る
つ
も
り
は
な
か

っ
た
。

は
た
し
て
そ
こ
ま
で
し
て
新
し
い
ロ
ケ
ッ
ト
を
閥
発
す
る
必
要

が
あ
る
の
か
ど
う
か
。
日
本
に
は
H
'
H
や
H
'
H

A
の
よ
う
な
大

型
ロ
ケ
ッ
ト
が
あ
る
。
新
た
に
宇
宙
研
が
ロ
ケ
ッ
ト
を
開
発
す
る

の
は
無
駄
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

私
は
、
あ
る
宇
宙
研
の
教
授
に
こ
の
質
問
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。

す
る
と
彼
は

「
H
t日
系
統
は
大
き
す
ぎ
る
ん
だ
」
と
答
え
た
。

「宇
宙
研
の
探
査
機
に

H
1
H
A
は
大
き
す
ぎ
る
し
、
予
算
規
紋

が
2
2
0億
円
程
の
宇
宙
研
に
は
、
部
億
円
の
H
'
H
A
は
高
す

ぎ
る
」



「
で
も
、

号
機
打
ち
上
げ
は

1
9
9
5年
の
予
定
だ
っ
た
。

他
の
衛
星
と
相
乗
り
し
て
同
時
に
打
ち
上
げ
れ
ば
安
く

な
り
ま
す
が
」

「科
学
衛
星
は
ひ
と
つ
ず
つ
独
特
の
軌
道
に
投
入
す
る
必
要
が
あ

る
か
ら
、
商
業
用
の
俄
止
術
昼
な
ど
と
は
相
乗
り
は
で
き
な
い

へ
の
影
醤

し
か
し
、
す
べ
て
を
新
し
く
設
計
し
た

M
e
V
の
開
発
は
難
航

し
た
。
第
一
段
の
胴
体
に
は
新
し
い
組
成
の
高
強
力
側
酬
を
使
っ
た

が
、
耐
圧
試
験
で
綴
れ
る
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
発
生
し
、
打

ち
上
げ
は
一
年
半
遅
れ
た
。
第
一
段
の
設
計
を
見
斑
し
た
結
娘
、

打
ち
上
げ
能
力
は
当
初
予
定
の
地
球
低
軌
道
へ

2
ト
ン
か
ら
、
一

制
削
減
の

1

・8
ト
ン
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
新
規
に
終
戦
す
る
こ
と
に
な
っ
た
光
フ
ァ
イ
バ
ジ
ャ

イ
ロ
の
性
能
が
安
定
せ
ず
、
打
ち
上
げ
を
半
年
遅
ら
せ
る
こ
と
を

余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
た
。

ト
A
F

」「な
ら
ば
、
函
際
協
力
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
し
て
、
例
え
ば
ア
メ
リ
カ

の
デ
ル
タ
ロ
ケ
ッ

ト
で
打
ち
上
げ
る
と
い
う
の
は
ど
う
で
し
ょ

、フ
」す

る
と
教
授
は
大
き
く
た
め
息
を
つ
い
て
品出回っ
た
。

「私
は
G
E
O
T
A
I
L
で
経
験
し
た
け
れ
ど
も
、

国
際
協
力
つ・νらa

A
J

て
の
は
、
そ
れ
は
そ
れ
は
大
変
な
も
の
だ
よ
。
も
の
す
ご
く
消

も
う

eっζ
4
3

耗
す
る
。
そ
れ
に
基
本
的
に
国
際
協
力
は
笑
力
が
措
抗
し
て
い
る

者
同
士
で
な
い
と
成
設
し
な
い
。
実
力
が
劣
っ
て
い
る
側
は
、
何

一
つ
と
し
て
説
得
力
を
持
っ
た
主
張
が
で
き
ず
、
結
局
下
働
き
に

な
っ
て
し
ま
う
か
ら
ね
。
日
本
の
惑
星
探
査
は
ア
メ
リ
カ
や
旧
ソ

述
に
比
べ
れ
ば
ま
だ
ま
だ
遅
れ
て
い
る
か
ら
、
国
際
協
力
と
い
っ

て
も
相
手
に
し
て
も
ら
え
な
い
よ
」

1
9
9
0年、

国
会
報
告
の
拘
束
は
外
れ
て
、
直
径
が

2

・5

メ
ー
ト
ル
あ
る

M
t
V
ロ
ケ
ッ
ト
の
開
発
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
時

す
で
に
、

M
l
V
の
打
ち
上
げ
を
前
提
と
し
た
探
査
機
が
い
く
つ

も
検
討
さ
れ
て
い
た
。
定
波
望
遠
鏡
術
忠
一「
M
U
s
e
s
e
B
」、

月
探
査
機

「
L
U
N
A
R
-
A
」、
火
昆
探
査
機

「
P
L
A
N
E
T

-
B
」、

X
線
観
測
術
皐

「
A
S
T
R
O
'
R
」
、
小
惑
昼
探
査
機

「
M
U
S
E
s
a
C
」
な
ど
が
次
々
に
開
発
に
入
っ
た
。
当
初
、

1

こ
の
影
轡
を
直
接
食
ら
っ
た
の
は
、
火
星
探
査
機
P
L
A
N
E

T
'
B
だ
っ
た
。
当
初
、
P
L
A
N
E
T
-
8
は
1
9
9
6
年
の
火

星
一大
接
近
に
合
わ
せ
て
打
ち
上
げ
る
予
定
だ

っ
た
。
こ
の
年
の
接

近
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
的
な
条
件
が
よ
く
、

M
tV
ロ
ケ
ッ
ト
で
蹟
接

探
査
機
を
火
星
に
履
け
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
っ
た
。

し
か
し
、
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
の
巡
れ
か
ら
、
打
ち
上
げ
時
期
は
次

に
火
星
が
大
接
近
す
る
1
9
9
8年
に
変
更
さ
れ
た
。
錦
年
の
大

接
近
は
条
件
が
懇
く
、
火
星
へ
の
到
達
に
は
余
分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
必
裂
に
な
っ
た
。
打
ち
上
げ
能
力
の
減
少
が
追
い
打
ち
を
か
け

て
、
そ
の
ま
ま
で
は
錦
年
に
打
ち
上
げ
て
も
探
査
機
を
火
忠
一に
届

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
こ
で
総
起
し
た
の
は
軌
道
設
計
の
チ

l
ム
だ
っ
た
。
彼
ら
は

歴
史
3

宇
宙
の
謎



月
と
地
球
を
ス
イ
ン
グ
パ
イ
す
る
こ
と
で
足
り
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
揃
い
、
火
星
に
到
逮
で
き
る
軌
道
を
設
計
し
た
。

1
9
9
7年
2
月
ロ
日
、
従
波
望
遠
鋭
衛
星
「
M
U
S
E

S
'

B
」
が
M
l
V
ロ
ケ
ッ
ト

1
号
機
で
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
M
U
S

E
S
e
B
は

「
は
る
か
」
と
命
名
さ
れ
た
。

こ
れ
か
ら
後
の
話
は
、
本
書
の

「
M
'
V
ロ
ケ
ッ
ト
」
の
項
目

に
出
い
て
あ
る
通
り
だ
。

未
来
は
い
す
こ
へ

2
0
0
3年
目
月
、
宇
宙
科
学
研
究
所
は
宇
宙
開
発
事
業
団
、

航
空
宇
宙
技
術
研
究
所
と
統
合
さ
れ
て
、
生T
街
航
空
研
究
開
発
機

約

(
J
A
X
A
)
の
一
部
門
と
な
る
。
ペ
ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
の
構

惣
か
ら
叩
年
、
こ
の
先
日
本
の
宇
宙
科
学
は
ま
だ
ま
だ
伸
び
て
い

く
こ
と
は
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

危
機
の
兆
候
は
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
ず
、
世
代
交
代
に
よ
っ
て

草
創
出
削
の
修
繕
場
を
経
験
し
た
様
々
な
ベ
テ
ラ
ン
が
現
場
を
離
れ

つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
次
の
世
代
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
も
衛
星
も

う
ま
く
回
り
だ
し
て
か
ら
後
の
こ
と
し
か
体
験
し
て
い
な
い
の
で
、

そ
の
分
ど
う
し
て
も
逆
境
に
お
け
る
耐
久
力
や
、
こ
こ
一
番
で
の

瞬
発
力
が
不
足
し
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
の
背
佼
に
は
科
学
衛
星
一
も
ロ
ケ
ッ
ト
も
大
型
化
し
た
こ
と
が

あ
る
。
大
き
な
計
商
は
附
発
期
間
も
長
く
な
る
の
で
一
人
の
人
聞

が
何
回
も
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
前
の
経
験
を
生
か
そ
う

に
も
次
の
計
踊
は
は
る
か
先
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
。

し
か
も
大
型
計
画
だ
と
、
も
し
も

一
悶
失
敗
し
た
場
合
の
ダ
メ

ー
ジ
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
て
し
ま
う
。
笑
際、

M
'
V
4
号
機
の

打
ち
上
げ
失
敗
の
後
、
宇
宙
研
の
衛
星
打
ち
上
げ
は
三
年
間
な
か

っ
た
。
再
開
一
回
ち
と
な
っ
た
M
tV
5号
機
打
ち
上
げ
で
は
、
「な

か
な
か
綿
子
が
戻
ら
ず
大
変
だ
」
と
い
う
話
を
何
人
か
か
ら
聞
い

た
。
窓
自
の
怒
影
響
は
胞
設
に
も
及
ん
だ
。
こ
の
打
ち
上
げ
で
は
、

ほ・
』り

ま
ず
挨
が
た
ま
っ
て
い
た
衛
星
用
ク
リ
ー
ン
ル

l
ム
の
掃
除
か
ら

始
め
た
と
い
う
。
動
か
し
て
い
な
か
っ
た
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
矧
ラ
ン

チ
ャ
ー
も
、
テ
ス
ト
で
は
色
々
と
ト
ラ
ブ
ル
を
出
し
た
ら
し
い
。

初
期
の
ロ
ケ
ッ
ト
捌
発
の
よ
う
に
、
ト
ラ
ブ
ル
に
次
ぐ
ト
ラ
ブ

ル
に
も
め
げ
ず
次
々
と
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ
て
い
く
と
い
う
環

成
は
、
人
を
鍛
え
て
い
く
の
に
最
適
な
環
境
だ
。
し
か
し
現
在
、

そ
の
よ
う
な
荒
っ
ぽ
き
は
も
う
残
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
私
は
思
う
。
お
そ
ら
く
彼
ら
が
前
進
を
や
め
る
こ
と

は
な
い
だ
ろ
う
。
宇
宙
の
す
べ
て
が
解
明
さ
れ
た
と
い
う
に
は
ほ

ど
速
く
、
ま
だ
ま
だ
信
じ
が
た
い
ほ
ど
の
謎
が
我
々
を
待
っ
て
い

る
。字

衝
を
理
解
す
る
た
め
に

i
l宇
宙
の
科
学
探
査
は
ま
だ
端
緒

に
付
い
た
ば
か
り
な
の
で
あ
る
。



世
界
で
一

第
印
号
科
学
衛
星
M
U
S
E
S
'
Cは
小
惑
星
探

査
機
で
あ
る
。
そ
の
総
量
量
は
わ
す
か
5
0
0キ
口
、

本
体
は
舗
、
奥
行
き
1
・5
メ
ー
ト
ル
四
方
に
高
さ

1
・2
メ
ー
ト
ル
の
箱
型
で
、
宇
宙
空
局
で
は
そ
の

両
側
に
合
わ
せ
て
八
風
車
分
く
ら
い
の
面
積
の
太
陽
電

池
パ
ネ
ル
を
鉱
げ
る
。

大
き
さ
は
大
型
冷
蔵
廊
を
入
れ
る
段
ボ
ー
ル
箱
ほ

ど、

-aさ
と
き
た
ら
愚
近
の
経
自
動
車
よ
り
縫
い
機

械
は
、
し
か
し
今
ま
で
地
殻
上
で
作
ら
れ
た
機
械
の

中
で
も
っ
と
も
遠
く
か
ら
飛
ん
で
一一戻
っ
て
く
る
。
真

空
で
無
霊
力
の
宇
宙
空
間
を
太
陽
光
と
宇
宙
線
に
鎗

ら
れ
な
が
ら
飛
ぶ
、
本
物
の
宇
宙
機
な
の
で
あ
る
。

飛
行
距
隊
だ
け
な
ら
、
叩
年
以
上
前
に
地
球
を
厳

れ
た
パ
イ
オ
ニ
ア
悶
号
や
刊
号
、
ポ
イ
ジ
ャ
ー
l
号

2
号
が
そ
ろ
そ
ろ
太
陽
系
の
鎌
を
出
ょ
う
と
し
て
い

る
。
し
か
レ
、
月
よ
り
遠
く
か
ら
戻
っ
て
き
た
機
体

は
ま
だ
な
い
。
そ
し
て
、
月
よ
り
遠
く
に
行
っ
た
人

類
も
ま
だ
い
な
い
。

M
U
S
E
S
'
Cは、

M
t
V
ロ
ケ
ッ
ト
で
打
ち
上

げ
ら
れ
、
人
類
禾
鐙
の
地
球
圏
外
に
出
て
い
き
、
イ

オ
ン
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
で
微
加
速
を
続
け
、
小
惑

星
に
媛
近
、
着
陸
(
と
い
う
よ
り
タ
ッ
チ
?
て
そ

の
表
面
に
無
人
探
倹
車
を
放
出
、
ほ
ん
の
砂
粧
ほ
ど

世
界
で
一
番
小
さ
な
探
検
車

-
:
:
・
:
・
:
:
:
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
・
:
笹本
祐
一

と
は
い
え
小
惑
星
の
か
け
ら
を
と
っ
て
地
球
に
帰
っ

て
き
て
、
小
さ
な
カ
プ
セ
ル
で
池
上
に
一
戻一
す。

ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
、
宇
宙
機
の
運
用
に
絶
対

礎
実
な
ん
て
こ
と
は
な
い
。
打
ち
上
げ
ら
れ
た
M
U

S
E
S
a
Cは
行
き
の
飛
行
時
間
の
閃
パ
ー
セ
ン
ト
、

年
単
位
の
畏
時
間
も
の
悶
イ
オ
ン
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ

ン
の
噴
射
を
続
け
、
ち
っ
ぽ
け
な
小
惑
星
に
ラ
ン
デ

ブ
ー
、
タ
ッ
チ
し
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
な
う
。
打
ち

上
げ
後
l
年
以
上
た
っ
て
行
な
わ
れ
る
こ
れ
ら
の
ミ

ッ
シ
ョ
ン
が
す
べ
て
う
ま
く
い
っ
た
と
し
て
も
、
ま

だ
半
分
。

M
U
S
E
S
s
Cは
そ
れ
か
ら
は
る
ば
る

地
涼
ま
で
帰
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
電
波
で
デ
ー
タ
は
送
ら
れ
て
く
る
か

ら
、
ど
こ
か
の
時
点
で
ミ
ス
や
失
敗
が
あ
っ
た
と
し

て
も
1
0
0パ
ー
セ
ン
ト
の
喪
失
に
は
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
タ
イ
ト
ロ
1
ブ
を
全
力
疾
走
す
る
よ
う
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
ど
こ
で
で
も
ミ
ス
は
起
こ
り
う
る
し
、

ど
こ
か
で
失
敗
し
た
ら
少
な
く
と
も
そ
こ
か
ら
あ
と

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
。

い
く
ら
宇
宙
研
が
実
績
を
積
み
盤
ね
て
き
た
と
い

っ
て
も
、
今
ま
で
に
こ
れ
ほ
ど
野
心
的
で
・
険
的
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
な
い
。

そ
し
て
、
そ
の
中
で
も
印
象
的
な
の
が
日
本
初
の

宇
宙
探
検
事
、
ミ
ネ
ル
パ
で
あ
る
。

ど
こ
が
ど
う
印
象
的
な
の
か
。
で
は
見
学
に
出
鉛

け
よ
う
。

2
0
0
9生
7
月

E
R-一暑い

「
い
や
あ
れ
は
す
ご
い
よ
」

い
つ
に
な
く
娘
し
そ
う
な
野
図
司
令
か
ら
そ
の
話

を
聞
い
た
の
は
、

2
0
0
2年
5
月
に
開
催
さ
れ
た

国
際
航
空
宇
宙
妓
術
学
会
が
行
な
わ
れ
た
松
江
だ
っ

た
。
確
か
模
型
屋
に
行
こ
う
と
か
し
て
た
ん
じ
ゃ
な

か
っ
た
つ
け
。

『
ミ
ネ
ル
パ
。

M
U
S
E
S
'
Cに
搭
践
す
る
予
定

の
口
l
パ
l
。
あ
れ
は
見
と
く
べ
き
だ
』

小
惑
星
個
体
査
機
M
U
S
E
S
-
Cは
、
小
惑
星
に

接
近
、
タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
し
て
サ
ン
プ
ル
を
回
収
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
田
園
憾
の
小
惑
星
上
を
独
自
に
動
き

ま
わ
る
無
人
探
検
事
が
熔
融
属
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
轟

量
、
わ
ず
か
五
0
0グ
ラ
ム
。

『五
0
0グ
ラ
ム
の
然
人
探
検
事
だ
よ
。
ど
う
や
っ

て
勘
き
ま
わ
る
と
思
う
?
」

動
く
の
?
渚
陸
し
て
ま
わ
り
見
回
す
だ
け
じ
ゃ

な
い
の
?



@ 

目
標
と
な
る
小
惑
星
1
9
9
8
S
Fお
「
イ
ト
カ

ワ
』
の
サ
イ
ズ
は
全
畏
に
し
て
6
0
0メ
ー
ト
ル
ほ

ど
、
発
生
直
カ
は
数
万
分
の

l
Gと
い
う
か
ら
、
一

般
に
無
鹿
島
且
状
態
と
さ
れ
る
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
や

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
郡
よ
り
小
さ
い
。
軌
道

上
を
飛
ぶ
宇
宙
船
の
中
は
無
皇
軍
状
態
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
窓
体
の
姿
勢
制
御
や
ら
微
弱
な
空
気
低
抗

な
ど
で
平
均
し
て
1
0
0
0分
の
l
Gく
ら
い
の
加

速
度
が
か
か
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

そ
れ
だ
け
発
生
す
る
冨
カ
が
小
さ
け
れ
ば
、
せ
っ

か
く
着
地
し
て
も
飛
び
上
が
っ
た
だ
け
で
脱
出
速
度

を
超
え
て
し
ま
い
、
二
度
と
小
惑
星
に
戻
っ
て
こ
れ

な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

『
て
こ
と
は
、
車
鏑
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
?
」

探
棋
，車

と
聞
け
ば
奪
鎗
で
動
き
ま
わ
る
も
の
を
想

像
す
る
。
ア
ポ
ロ
で
局
面
に
持
っ
て
い
っ
た
探
検
事

も
、
火
星
に
着
陸
し
た
ソ
ジ
ャ

l
ナ
も
歯
車
織
で
動
き

ま
わ
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
月
や
火
星
の
地
衰
を

動
き
ま
わ
る
も
の
に
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
は
使
わ
れ
て
い
な

、‘。
'
t
v
 『

跳
ね
る
ん
だ
。
し
か
も
、
自
律
で
動
く
』

火
星
の
ソ
ジ
ャ

l
ナ
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
か
ら
、

バ
ー
チ
ャ
ル
ゴ
l
グ
ル
を
つ
け
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ

っ
て
遠
隔
操
作
さ
れ
て
い
た
。
北
米
大
陸
の
西
海
山
厚

か
ら
、
タ
イ
ム
ラ
グ
が
加
分
ほ
ど
も
あ
る
火
星
地
衰

の
探
検
事
を
ラ
ジ
コ
ン
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
維
に
で
も
で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、
か
な
り
特

殊
な
才
能
を
構
内
っ
た
天
才
の
手
で
や
っ
と
動
い
て
い

る
と
聞
い
た
。

光
速
で
飛
ぶ
-
-
波
で
も
地
時
暗
か
ら
片
道
数
十
分
か

か
る
懇
塁
間
空
間
の
彼
方
に
あ
る
も
の
は
、
極
織
に

動
き
を
遷
く
し
て
地
殻
か
ら
制
御
す
る
の
で
な
け
れ

ば
、
現
場
に
い
る
口
|
パ
l
自
身
に
物
恵
を
判
断
さ

せ
て
動
か
す
し
か
な
い
。

「
た
っ
た
5
0
0グ
ラ
ム
の
も
の
が
、
自
分
で
柚
帽
を

考
え
て
動
く
ん
で
す
か
?
』

「
あ
ん
ま
り
詳
し
い
こ
と
言
え
な
い
ん
だ
。
も
し
男

に
行
け
る
ん
な
ら
、
行
つ
と
い
た
ほ
う
が
い
い
』

「
ど
こ
で
作
っ
て
る
ん
で
す
?
宇
宙
研
?
」

「
あ
あ
、
も
う
宇
宙
研
に
行
っ
ち
ゃ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
な
あ
。
作
っ
た
の
は
l
H
l
エ
ア
ロ

・
ス
ペ
ー

ス
だ
よ
」

l
H
!な
ら
ば
白
本
を
代
表
す
る
航
空
宇
宙
産
業

の
一
つ
、
も
ち
ろ
ん
今
回
、
総
江
で
開
催
さ
れ
て
い

る
航
空
宇
宙
妓
術
学
会
に
も
展
示
ブ
ー
ス
が
出
て
い

る。
翌
日
、
く
に
ぴ
き
メ
ッ
セ
の
鰻
示
会
場
に
出
衝
け

た
笹
本
は
l
H
l
の
北
海
さ
ん
に
挨
妙
し
て
、

l
H

l
工
ア
ロ
・
ス
ペ
ー
ス
川
起
工
場
の
目
見
学
が
で
き
な

い
か
ど
う
か
訊
い
て
み
た
。

学
会
や
ら
業
界
で
よ
く
お
世
話
に
な
る
北
薄
さ
ん

は
侠
く
こ
の
申
し
込
み
を
引
き
受
け
て
く
れ
、
そ
の

見
学
目
は
E
0
0
2年
7
月
E
臼
に
段
定
さ
れ
た
。

取
材
を
行
な
う
の
は
笹
本
と
、
あ
さ
り
よ
し
と
お
の

二
人
で
あ
る
。

川
越
工
場
は
、

J
R川
鍾
織
の
的
場
駅
か
ら
徒
歩

5
分
だ
と
い
う
。
笹
本
の
自
宅
に
あ
る
1
9
9
4年

版
の
マ
ッ
プ
ル
で
住
所
を
確
認
し
て
み
る
と
、
当
相
畝

住
所
に
あ
る
の
は
日
産
自
動
車
の
工
織
。
な
る
ほ
ど
、

日
産
自
動
車
が
航
空
宇
宙
郡
門
を
石
川
島
婚
磨
に
売

却
し
、
現
在
l
H
l
エ
ア
ロ
・
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
た

経
織
が
こ
ん
な
と
と
ろ
に
。

路
線
図
相
手
に
い
ろ
い
ろ
と
検
討
し
て
み
る
が
、

ど
う
や
ら
小
金
井
か
ら
川
鑓
織
的
場
駅
に
向
か
う
に

は
、
西
武
新
宿
線
で
本
川
銭
、
そ
こ
か
ら
J
R川
越

駅
に
移
働
、
と
い
う
の
が
い
ち
ば
ん
ス
ム
ー
ズ
ら
し

い
。
地
図
の
上
だ
け
の
舘
ね
。

・56
b

川
越
駅
到
植
層
、
高
麗
川
行
き
の
川
剖
回
線
に
乗
っ
て

座
席
に
獲
る
と
、
あ
ら
向
こ
う
か
ら
歩
い
て
く
る
の

は
あ
さ
り
で
は
な
い
か
。
笹
本
の
両
隣
は
ふ
さ
が
っ

て
た
ん
で
あ
さ
り
は
向
か
い
に
座
っ
た
ん
だ
が
、
そ

の
お
隣
に
は
l
H
lの
広
報
で
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
箔
島
さ
ん
が
。

二
駅
先
の
柏
町
窃
駅
到
施
。
こ
の
的
渇
と
い
う
駅
、

ホ
ー
ム
は

一
つ
だ
け
、
屋
銀
は
な
く
、
し
か
も
ホ
ー

ム
の
隅
に
改
札
口
も
ひ
と
つ
だ
け
と
い
う
、
こ
れ
で

ほ
ん
と
に
イ
オ
カ
ー
ド
や
ス
イ
カ
使
え
る
の
か
と
い

う
雰
閤
気
の
一
見
無
人
航
。



自
動
改
札
な
ん
ぞ
存
在
せ
す
、
で
も
ス
イ
カ
周
の

郵
便
ポ
ス
ト
程
度
の
受
信
俊
は
ス
タ
ン
ド
に
乗
っ
て

お
り
、
イ
オ
カ
ー
ド
使
用
の
笹
本
は
改
札
口
の
駅
畏

さ
ん
に
カ
ー
ド
を
渡
し
て
処
理
し
て
も
ら
う
。

改
札
口
に
は
簡
単
な
待
合
室
も
あ
り
、
う
っ
か
り

入
場
券
買
お
う
と
す
る
と
硬
券
で
も
出
て
来
そ
う
な

雰
囲
気
で
あ
る
。

福
島
さ
ん
の
案
内
で
川
滋
工
場
に
向
か
っ
て
歩
き

だ
す
。こ

の
辺
り
、
普
か
ら
工
爆
の
あ
る
田
舎
な
の
で
、

駅
前
に
食
隻
や
コ
ン
ビ
ニ
く
ら
い
は
あ
る
か
と
患
っ

た
の
だ
が
見
事
に
な
に
も
な
い
。
的
場
駅
か
ら
川
起

工
場
ま
で
徒
歩
日
分
の
道
の
り
に
、
や
る
気
の
な
さ

そ
う
な
喫
茶
后
が
ひ
と
つ
と
、
償
切
っ
た
街
道
筋
に

は
フ
ァ
ミ
レ
ス
と
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
が
あ
っ
た
が
、

こ
れ
は
日
常
生
活
大
変
そ
う
だ
な
あ
。
小
金
井
か
ら

電
車
で
一
時
間
て
と
こ
ろ
に
、
乙
ん
な
回
舎
が
あ
っ

た
と
は
。
い
や
、
時
刻
表
に
よ
る
と
池
袋
か
ら
一
時

間
強
か
か
る
か
ら
あ
ん
ま
り
不
思
畿
で
は
な
い
ん
だ

け
ど
。

れ
て
い
る
。

‘
留
岬
V

川
起
工
岨
曹
は
主
に
開
発
研
究
所
ら
し
く
、
鏑
の
浮

い
た
ト
タ
ン
に
固
ま
れ
た
工
場
と
か
、
築
初
年
モ
ル

タ
ル
造
り
の
二
階
建
て
の
建
物
と
か
、
日
本
の
ど
こ

に
で
も
あ
る
く
た
び
れ
た
工
場
で
、
そ
れ
自
体
に
特

筆
す
る
よ
う
な
と
こ
ろ
は
な
い
。
て
い
う
か
、
知
つ

p
u
 

で
な
け
れ
ば
と
ん
な
甑
ぴ
た
工
窃
で
日
本
の
航
空
宇

宙
産
業
の
、
し
か
も
ペ
ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
か
ら
続
く

輝
か
し
い
伝
統
が
担
わ
れ
て
い
る
と
は
誰
も
思
う
ま

.‘ν ゲ
ー
ト
で
訪
問
者
の
名
前
を
S
く
の
か
と
思
っ
た

ら
、
す
で
に
宇
宙
作
家
ク
ラ
ブ
笹
本
他
、
で
話
は
通

っ
て
い
た
。

こ
ち
ら
が
向
こ
う
の
指
定
よ
り
は
M

分
ほ
ど
皐
く
到

濁
し
た
せ
い
も
あ
り
、
研
究
所
の
一

一幽
の
会
畿
婁
に

遇
さ
れ
て
一
休
み
。

1
H
lの
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ

デ
オ
な
ど
見
せ
て
い
た
だ
く
。
続
い
て
、
ピ
デ
オ
と

テ
レ
ビ
が
置
い
て
あ
る
ラ
ッ
ク
に
あ
る
ほ
か
の
ビ
デ

オ
に
手
を
出
す
。
と
の
S
R
B
t
A燃
焼
実
験
と
い

う
テ
ー
プ
に
は
ど
ん
な
映
像
が
?

S
R
B
'
Aは、

H
'
H
A用
に
新
し
く
開
発
さ
れ

た
国
体
ロ
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ
ー
で
あ
る
。
旧
H
t
H

ロ
ケ
ッ
ト
の
国
体
ロ
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ
ー
と
容
積
、

性
能
は
ほ
ぼ

一
緒
だ
が
、
前
作
は
四
分
割
で
制
作
さ

れ
て
か
ら
ひ
と
つ
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
い
た
も
の
を
、

こ
ち
ら
は
鰻
初
か
ら
一
体
成
型
。
ケ
ー
ス
も
新
型
に

な
り
、
ず
ん
ぐ
り
し
た
お
か
げ
で
ケ
ー
ス
に
使
う
材

料
も
少
な
く
な
り
、
と
い
っ
た
積
み
蜜
ね
で
軽
量
化

と
製
作
由
貿
の
削
減
を
進
め
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
噴
射
実
験
の

一
部
の
映
像
は
ネ
ッ
ト
よ

で
も
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
い
う
企
業
の
研
究

室
に
ど
ん
な
映
像
が
あ
る
の
か
、
そ
こ
ら
へ
ん
は
晃

て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
。
だ
も
ん
で
、
男
て
み

る。
録
画
さ
れ
て
い
た
の
は
、
音
声
な
し
の
畷
射
実
験

映
像
だ
っ
た
。
窃
所
は
種
子
島
、

1
9
9
4年
の
H

1
H
ロ
ケ
ッ
ト
初
号
機
の
打
ち
上
げ
の
跨
に
初
め
て

迷
い
込
ん
だ
噴
射
実
験
施
綾
に
新
型
の
S
R
B
'
A

が
鋸
え
付
け
ら
れ
、
至
近
距
般
か
ら
の
リ
モ
ー
ト
カ

メ
ラ
の
映
像
が
績
影
方
向
を
変
え
て
数
パ
タ
ー
ン
ほ

ど
収
録
さ
れ
て
い
る
。

-m初
の
映
像
で
か
な
り
摘
め
に
絞
り
を
調
酎
濁
し
て

い
て
、
あ
そ
こ
ま
で
絞
っ
て
も
ビ
デ
オ
画
面
だ
と
ロ

炉、
"
u
v

ケ
ッ
ト
の
炎
が
十
字
に
添
ん
で
し
ま
う
、
な
ん
て
話

を
し
て
い
る
と
、
噴
射
さ
れ
た
ロ
ケ
ッ
ト
の
炎
は
浴

み
も
せ
す
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
し
て
み
る
と
あ
の

映
像
、

-m初
の
メ
デ
ィ
ア
は
フ
ィ
ル
ム
で
、
そ
れ
を

ビ
デ
オ
に
落
と
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
な
。

噴
射
ノ
ズ
ル
を
斜
め
後
ろ
か
ら
な
め
て
い
る
映
像

は
、
慣
射
の
途
中
で
、
な
に
か
が
ぶ
ら
下
っ
て
い
る

よ
う
に
函
簡
を
繊
切
っ
た
。

あ
さ
り
「
あ
あ
、
ワ
イ
パ
ー
か
」

旧
日
産
自
動
車
の
航
空
宇
宙
郡
門
は
|
H
ー
に
売

却
さ
れ
、
現
在
、

l
H
lエ
ア
ロ
・
ス
ペ
ー
ス
と
な

っ
て
い
る
。
社
内
絡
称
、
と
い
う
か
通
称
は
l
A、

元
か
ら
あ
る
l
H
lこ
と
石
川
島
鎗
麿
箪
工
の
航
空

宇
宙
部
門
は
そ
の
ま
ま
l
H
!と
呼
ば
れ
て
区
別
さ

世
界
で
一
番
小
さ
な
探
検
車



ワ
イ
パ
ー
か
。
噴
射
実
験
を
す
る
と
き
、
画
像
収

録
の
た
め
の
カ
メ
ラ
は
奈
近
距
般
に
建
造
さ
れ
て
い

る
ト
ー
チ
カ
の
中
に
あ
る
は
す
で
、
さ
ら
に
他
の
カ

ッ
ト
か
ら
煩
っ
た
映
像
に
は
ガ
ラ
ス
の
水
滴
ま
で
見

え
て
い
た
。
高
温
高
速
、
マ
ッ
ハ
8
く
ら
い
の
炎
に

灼
か
れ
る
償
射
実
験
湯
に
は
、
点
火
前
に
倣
水
が
行

な
わ
れ
る
。
噴
射
開
始
す
る
と
、
鍾
だ
け
で
な
く
な

に
が
飛
ん
で
き
て
カ
メ
ラ
の
前
の
ガ
ラ
ス
に
張
り
付

く
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
そ
れ
に
ワ
イ
パ
ー
が
つ
い

て
い
る
の
は
当
然
だ
わ
な
。

燃
焼
終
了
し
た
ノ
ズ
ル
に
、
伺
や
ら
微
械
仕
鉛
け

の
セ
ン
サ
ー
ら
し
い
竹
鎗
が
脇
か
ら

1
8
0度
ほ
ど

回
転
し
て
差
し
込
ま
れ
る
。

今
回
案
内
し
て
い
た
だ
く
足
立
さ
ん
が
、
い
ろ
い

ろ
と
説
明
し
て
下
さ
る
。

ふ
た

『
崎
明
射
が
終
わ
っ
た
ら
タ
ン
ポ
ン
て
い
う
叢
を
竹
竿

の
先
に
付
け
て
、
二

1
=
一人
で
閉
じ
に
い
く
ん
で
す
。

中
の
ゴ
ム
ま
で
燃
え
ち
ゃ
う
か
ら
』

:
:
:
そ
れ
は
、
燃
焼
終
了
後
何
分
く
ら
い
で
?

『5
分
か
問
分
く
ら
い
か
な
あ
」

:
・
:
燃
焼
終
了
し
た
と
、
ど
う
や
っ
て
確
認
す
る

ん
で
す
?

『
時
間
と
、
様
子
で
』

そ
り
ゃ
ま
あ
不
発
弾
や
花
火
っ
て
わ
け
じ
ゃ
な
い

か
ら
、
燃
焼
終
了
し
た
ロ
ケ
ッ
ト
が
い
き
な
り
錐
カ

上
げ
た
り
爆
発
し
た
り
す
る
こ
と
は
理
屈
の
上
で
は

あ
ん
ま
り
な
い
と
は
い
え
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
1
0

0
パ
ー
セ
ン
ト
あ
り
え
な
い
と
は
思
え
な
い
。
心
情

的
に
も
。

若
い
連
中
が
そ
の
役
だ
つ
て
の
は
、
あ
か
ら
さ
ま

に
危
険
性
を
表
わ
し
て
る
と
思
う
ん
だ
が
。

今
回
、
燃
焼
終
了
し
た
ブ
ー
ス
タ
ー
ノ
ズ
ル
に
さ

し
込
ま
れ
た
の
は
、
伺
か
の
セ
ン
サ
ー
か
記
録
用
の

カ
メ
ラ
と
思
わ
れ
る
。

い
ろ
い
ろ
と
l
H
l
エ
ア
ロ
・
ス
ペ
ー
ス
紹
介
の

た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
も
ら
う
が
、
実
物
を
売
て

も
ら
う
方
が
早
い
と
い
う
こ
と
で
一
階
の
資
料
展
示

室
に
案
内
さ
れ
る
。
足
立
さ
ん
は
会
議
室
を
出
る
時

に
照
明
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
い
き
、
資
料
室
の
照

明
も
切
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
や
は
り
電

気
代
節
約
の
た
め
に
皆
さ
ん
い
ろ
い
ろ
苦
労
し
て
い

る
ら
し
い
。
も
っ
と
も
何
臼
か
に
一
度
し
か
人
が
入

ら
な
い
よ
う
な
資
料
展
示
室
に
常
時
照
明
な
ん
か
必

要
な
い
だ
ろ
う
け
ど
。

そ
れ
か
ら
、
写
真
線
影
の
是
非
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
-
務
室
か
ら
必
要
.
類
と
青
い
織
影
許
可
の
腕

章
を
待
っ
て
く
る
。
あ
さ
り
が
記
入
し
、
彼
の
方
が

カ
メ
ラ
の
ス
キ
ル
も
世
間
い
の
で
、
笹
本
は
こ
れ
幸
い

と
煉
佐
野
は
あ
さ
り
に
ま
か
せ
、
カ
メ
ラ
を
気
に
し
な

い
で
自
の
前
に
集
中
す
る
こ
と
に
す
る
。

愚
初
に
、
資
料
展
示
室
を
見
せ
て
い
た
だ
く
。

ま
す
、
ペ
ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
。
そ
れ
か
ら
、
憲
低

@
 

い
ら
げ
ん

限
の
表
示
や
説
明
板
し
か
添
え
ら
れ
て
い
な
い
一
一
見

さ
ん
や
繁
人
お
断
り
の
展
示
ロ
聞
の
数
々
。
旧
日
産
の

航
空
宇
宙
部
門
と
い
え
ば
固
体
ロ
ケ
ッ
ト
専
門
、
固

体
ロ
ケ
ッ
ト
と
い
え
ば
宇
宙
研
よ
り
大
手
の
カ
ス
タ

マ
ー
と
し
て
防
衛
庁
が
あ
り
、
ミ
サ
イ
ル
関
連
の
興

味
深
い
展
示
も
多
い
。

そ
れ
か
ら
、
こ
の
工
場
で
作
ら
れ
て
い
る
カ
ー
ボ

ン
・
カ
ー
ボ
ン
、
三
次
元
織
り
の
線
維
に
炭
素
を
染

み
込
ま
せ
て
焼
き
あ
げ
た
も
の
。

日
セ
ン
チ
四
方
の
イ
ン
ゴ
ッ
ト
が
あ
り
、
持
た
せ

て
も
ら
う
と
ず
っ
し
り
と
重
い
。
も
ち
ろ
ん
金
属
イ

ン
ゴ
ッ
ト
な
ど
よ
り
は
る
か
に
鰹
い
ん
だ
が
、
比
重

に
し
て
水
く
ら
い
の
重
さ
は
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ

う
か
。ノ

ズ
ル
の
ス
ロ
ー
ト
部
分
と
か
、
あ
と
嶋
田
き
あ
げ

た
カ
ー
ボ
ン
・
カ
ー
ボ
ン
の
イ
ン
ゴ
ッ
ト
か
ら
削
り

出
し
た
ら
し
い
ボ
ル
ト
と
ナ
ッ
ト
と
か
が
あ
る
。
カ

ー
ボ
ン
・
カ
ー
ボ
ン
の
ボ
ル
ト
と
ナ
ッ
ト
な
ん
て
伺

に
使
っ
て
ん
の
か
と
思
っ
た
ら
、
と
り
あ
え
ず
作
っ

て
み
た
も
の
で
実
用
に
供
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
ら
し
い
。

そ
の
畠
田
(
で
も
な
い
け
ど
)
の
チ
タ
ン
ピ
ス
と
か

ボ
ル
ト
と
か
思
い
出
す
わ
ね
。
黒
い
ピ
ス
と
か
ボ
ル

ト
っ
て
、
そ
れ
だ
け
で
ひ
じ
よ
ー
に
か
っ
こ
い
い
ん

で
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
そ
の
あ
た
り
。

そ
の
先
に
は
、
こ
こ
の
お
も
な
特
注
目
聞
で
あ
る
爆



発
ボ
ル
ト
。

実
際
に
破
断
し
た
爆
発
ボ
ル
ト
の
実
物
が
置
い
て

あ
り
、
両
手
で
や
っ
と
纏
れ
る
よ
う
な
太
い
ボ
ル
ト

は、

H
'H
ロ
ケ
ッ
ト
の
国
体
ブ
ー
ス
タ
ー
を
発
射

台
に
固
定
し
て
い
た
も
の
だ
と
い
う
。

旧
H
tH
ロ
ケ
ッ
ト
は
固
体
ブ
ー
ス
タ
ー
で
発
射

台
に
立
っ
て
い
る
。
メ
イ
ン
エ
ン
ジ
ン
を
点
火
、
出

力
が

1
0
0パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
上
昇
し
た
と
こ
ろ
で

固
体
ブ
ー
ス
タ
ー
に
点
火
、
と
岡
崎
に
ロ
ケ
ッ
ト
を

発
射
台
に
固
定
し
て
い
る
片
側
四
窓
の
破
砕
ボ
ル
ト

に
点
火
、
固
定
を
解
く
。

な
る
ほ
ど
こ
れ
が
そ
の
ボ
ル
ト
の
実
物
か
、
と
思

っ
て
手
に
取
ら
せ
て
も
ら
う
。

総
g
a
2
8
0ト
ン
、
ボ
ル
ト
一
本
あ
た
り
に
か

か
る
怠
置
は
お
よ
そ
泊
ト
ン
以
上
、
液
体
ブ
ー
ス
タ

ー
が
点
火
す
れ
ば
1
0
0ト
ン
く
ら
い
の
重
貨
に
耐

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ボ
ル
ト
は
す
し
り
と
重
い
が
、

そ
れ
以
ょ
に
す
ご
い
と
怒
っ
た
の
が
そ
の
表
面
に
切

ら
れ
て
い
る
ね
じ
の
精
度
で
あ
る
。

手
の
ひ
ら
で
嫌
で
る
だ
け
で
、
民
生
ロ
聞
と
は
桁
が

遭
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
工
作
精
度
と
か
表
面
処

理
が
わ
か
る
。
た
ぶ
ん
微
彼
式
時
計
と
同
じ
レ
ベ
ル

の
精
度
で
作
ら
れ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
、
こ
の
大

型
ボ
ル
ト
。

爆
発
ボ
ル
ト
に
要
求
さ
れ
る
機
能
は
、
必
要
な
跨

ま
で
絶
対
に
爆
発
し
な
い
、
そ
し
て
必
要
な
時
に
は

必
ず
爆
発
す
る
、
と
い
う
背
反
す
る
も
の
だ
そ
う
で

あ
る
。爆

発
ボ
ル
ト
と
い
う
と
、
中
に
火
薬
が
詰
ま
っ
て

い
る
だ
け
に
也
閉
で
は
危
な
い
も
の
だ
と
思
わ
れ
て

い
る
。
な
の
で
、

J
Rに
話
を
持
ち
込
ん
だ
時
に
電

気
式
の
も
の
と
出
較
検
査
を
行
な
っ
た
の
だ
が
、
そ

の
結
果
は
電
気
式
よ
り
も
火
薬
式
の
も
の
の
方
が
信

頼
度
が
吉
岡
い
と
で
た
。
し
か
し
、
新
幹
線
に
爆
発
ボ

ル
ト
、
つ
ま
り
火
薬
が
繕
践
し
て
あ
る
と
い
う
の
は

人
聞
き
が
惑
い
と
い
う
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
柄
開
閉
さ

れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。

エ
ア
パ
ッ
グ
だ
っ
て
結
局
爆
発
物
な
ん
だ
か
ら
、

爆
発
ボ
ル
ト
と
い
う
名
前
を
使
わ
な
け
れ
ば
す
む
問

題
の
よ
う
な
気
が
・
..... 

そ
れ
か
ら
、
当
初
H
'
H
ロ
ケ
ッ
ト
の
実
験
モ
デ

ル
と
し
て
開
発
さ
れ
、
そ
の
後
醐
弾
道
飛
行
に
よ
る
熊

量
量
実
験
に
使
わ
れ
て
い
た
T
円
'
l、
回
収
さ
れ

た
弾
道
部
分
の
実
物
と
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
の
一
部
。

資
料
展
示
室
を
ひ
と
回
り
し
て
、
外
に
出
る
。
ね

っ
と
り
と
身
体
中
に
ま
と
わ
り
つ
く
湿
気
が
た
ま
ら

ん。
川
起
工
場
は
、
固
体
ロ
ケ
ッ
ト
の
開
発
研
究
を
行

な
う
と
こ
ろ
な
の
で
、
爆
発
物
を
級
う
た
め
の
協
同
体

が
作
ら
れ
て
い
る
。
高
さ
5
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
あ
り

そ
う
な
土
手
が
さ
し
わ
た
し
で
切
メ
ー
ト
ル
は
あ
り

そ
う
な
F
字
型
に
作
ら
れ
て
お
り
、
工
場
の
ま
わ
り

の
雑
木
林
も
ほ
と
ん
ど
手
が
入
っ
て
い
な
い
よ
う
に

見
え
る
。
キ
ノ
コ
に
名
札
が
つ
い
て
て
予
約
済
み
だ

か
ら
繰
る
な
、
な
ん
て
風
習
も
あ
る
そ
う
な
。

も
っ
と
も
普
は
ま
わ
り
は
ほ
と
ん
ど
畑
と
雑
木
林

だ
っ
た
の
が
、
畠
田
近
は
着
々
と
住
宅
公
団
が
押
し
寄

せ
て
き
て
お
り
、
ま
わ
り
中
が
家
に
な
っ
て
る
も
ん

で
爆
発
物
取
り
扱
い
の
た
め
の
安
全
箆
雌
は
ど
ん
ど

ん
短
く
な
っ
て
い
る
。

え
ん
た
い
2
y
，

掩
体
岨
曙
の
績
に
韓
国
な
が
ら
の
ト
タ
ン
霊
の
、
総
に

鎗
い
た
よ
う
な
古
工
場
が
あ
る
。
油
染
み
た
ツ
ナ
ギ

で
頑
聞
な
機
人
が
旋
盤
だ
の
工
具
箱
だ
の
相
手
に
し

て
い
そ
う
な
と
こ
が
、
カ
ー
ボ
ン
・
カ
ー
ボ
ン
の
工

場
で
あ
る
。

到
底
ハ
イ
テ
ク
や
っ
て
る
と
は
思
え
な
い
体
育
館

程
度
の
ぼ
ろ
工
場
の
中
に
入
る
と
、
油
染
み
た
コ
ン

ク
リ
ー
ト
床
、
剥
き
だ
し
の
鉄
骨
徳
造
、
実
用
一
点

張
り
の
照
明
、
そ
こ
に
あ
る
の
は
多
分
笹
本
が
生
ま

れ
る
前
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
白
本
の
工
場
の
風
景

で
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
カ
ー
ボ
ン
・
カ
ー
ボ
ン
な
ど

と
い
う
今

一
番
行
け
て
る
新
繁
H

仰
を
作
っ
て
い
る
と

い
わ
れ
て
も
、
そ
ん
な
雰
阻
気
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

カ
ー
ボ
ン
・
カ
ー
ボ
ン
は
、
三
次
元
鎗
り
の
織
維

に
タ
l
ル
を
浸
透
さ
せ
、
焼
き
、
浸
透
さ
せ
、
焼
き
、

と
こ
の
工
穫
を
何
回
も
繰
り
返
し
て
作
ら
れ
る
。
=
一

次
元
織
り
の
織
維
は
か
た
ま
り
に
な
る
の
で
、
そ
の

ま
ま
容
器
に
入
れ
、
内
部
を
真
空
に
引
き
、
炭
素
含

世
界
で
一
番
小
さ
な
探
検
車

⑧ 



⑧ 

脊
貨
の
多
い
タ
l
ル
を
浸
透
さ
せ
る
。
充
分
に
浸
透

さ
せ
た
ら
、
こ
れ
を
引
き
上
げ
、
窯
(
カ
ー
ボ
ン
フ

ァ
イ
バ
ー
の
場
合
は
ク
レ
ー
プ
と
い
う
ん
だ
が
、
カ

ー
ボ
ン
・
カ
ー
ボ
ン
の
濁
合
も
そ
う
呼
ば
れ
る
の
か

ど
う
か
未
確
認
)
に
入
れ
、
曹
四
海
高
圧
で
じ
っ
く
り

焼
く
。
焼
く
と
い
う
よ
り
も
察
し
続
き
に
す
る
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
で
、
作
ら
れ
る
の
が
カ
ー
ボ
ン
・
カ
ー

ボ
ン
だ
か
ら
当
然
な
の
だ
が
、
工
程
と
し
て
は
炭
焼

き
そ
の
も
の
で
あ
る
。

一
度
焼
く
と
、
三
次
元
織
り
の
繊
維
は
焼
け
、
多

孔
性
の
物
体
が
で
き
る
。
こ
れ
を
湾
ぴ
容
擦
に
入
れ
、

宙
開
空
に
引
い
て
、
タ
ー
ル
を
浸
潤
さ
せ
、
再
び
焼
く
。

こ
の
工
穫
を
何
度
も
繰
り
返
す
と
、
カ
ー
ボ
ン
フ

ァ
イ
バ
ー
と
遭
っ
て
さ
っ
ち
り
中
身
ま
で
社
掴
ま
っ
た

重
み
の
あ
る
イ
ン
ゴ
ッ
ト
が
出
来
上
が
る
。
練
準
の

場
合
は
あ
ら
か
じ
め
三
次
元
織
り
の
原
型
に
タ
ー
ル

し
ん
じ
噂
ん

を
染
み
込
ま
せ
、
浸
潤
さ
せ
、
原
型
を
入
れ
た
容

か
定

器
の
形
に
固
ま
っ
た
も
の
を
窯
に
入
れ
、
焼
き
、
取

り
出
し
て
本
体
を
劃
り
出
し
、
再
び
浸
潤
さ
せ
る
と

い
う
手
聞
を
五
回
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
。

次
回
打
ち
上
げ
か
ら
更
新
さ
れ
る
予
定
の

M』

V

ロ
ケ
ッ
ト
の
ス
ロ
ー
ト
部
分
も
こ
の
工
窃
で
作
ら
れ

た
の
だ
が
、
も
の
が
大
き
過
ぎ
て
低
庄
の
古
い
察
し

か
使
え
す
、
般
人
的
ノ
ウ
ハ
ウ
で
も
っ
て
必
要
強
度

の
部
品
を
焼
い
た
ら
し
い
。

工
場
の
隅
に
ス
チ
ー
ル
棚
が
あ
り
、
「
た
ぶ
ん
遊

ぴ
で
作
っ
て
み
た
ん
で
し
ょ
う
」
と
い
う
タ
ー
ビ
ン

プ
レ
l
ド
ご
と
燐
き
ょ
げ
ら
れ
た
タ
ー
ビ
ン
と
か
、

あ
る
い
は
こ
こ
に
も
ボ
ル
ト
と
ナ
ッ
ト
と
か
、
い
ろ

い
ろ
あ
っ
た
。
持
た
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
や
は
り
カ

ー
ボ
ン
製
と
い
う
先
入
観
か
ら
思
う
よ
り
す
し
っ
と

鐙
い
。
並
み
の
カ
ー
ボ
ン
・
フ
ァ
イ
バ
ー
よ
り
高
強

度
な
ん
だ
ろ
う
な
あ
。
も
っ
と
も
笹
本
が
カ
ー
ボ

ン
・
カ
ー
ボ
ン
と
言
わ
れ
て
唯
一
思
い
出
す
の
は
、

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
な
ど
の
大
気
随
再
突
入
体
の
先

織
部
分
だ
け
ど
。

続
い
て
、
協
同
停
の
向
こ
う
側
の
噴
射
実
験
施
綾
。

F
の
字
の
上
の
囲
い
の
中
で
あ
る
。

何
や
ら
古
い
も
の
ら
し
く
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
古

び
た
施
設
に
作
り
付
け
ら
れ
た
初
年
前
の
映
画
に
出

て
来
そ
う
な
鏑
の
浮
い
た
分
厚
い
鉄
の
ド
ア
は
ロ
ッ

ク
の
鉄
律
ご
と
閉
じ
ら
れ
て
お
り
、
『
開
く
ん
な
ら

入
っ
て
み
ま
し
ょ
う
』
と
奮
わ
れ
て
も
開
け
な
か
っ

た。
こ
こ
で
唄
射
実
験
さ
れ
た
銀
大
の
も
の
は
S
3改、

対
戦
車
ミ
サ
イ
ル
の
推
進
薬
B
0
0キ
ロ
グ
ラ
ム
だ

そ
う
で
あ
る
。

自
体
ロ
ケ
ッ
ト
を
固
定
し
て
噴
射
さ
せ
る
の
だ
か

ら
、
当
然
う
る
さ
い
。
工
場
の
す
ぐ
近
所
ま
で
民
家

が
追
っ
て
き
て
い
る
昨
今
で
は
静
穏
に
も
気
を
使
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
そ
う
で
、
噴
射
炎
は
あ
ち
こ
ち

引
き
回
し
て
水
に
吹
き
込
ん
で
出
塩
素
ガ
ス
を
無
密
化

し
て
か
ら
放
出
、
な
ん
て
手
聞
を
か
け
て
い
る
そ
う

で
あ
る
。

続
い
て
、
そ
の
隣
の
超
音
速
実
験
風
洞
。
超
音
速

風
洞
と
い
う
の
は
大
体
大
型
タ
ン
ク
に
高
圧
空
気
を

貯
め
込
ん
で
一
気
に
噴
出
さ
せ
る
も
の
だ
が
、
何
や

ら
こ
ん
が
り
焦
げ
た
よ
う
な
匂
い
が
す
る
タ
ン
ク
が

開
い
て
い
る
こ
と
も
同
じ
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
速
度

は
だ
い
た
い
マ
ッ
ハ
2
程
度
だ
そ
う
な
。

だ
も
ん
で
、
朝
か
ら
蓄
庄
開
始
、
圧
力
が
充
分
に

上
が
っ
て
か
ら
実
験
開
始
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
、

持
続
時
間
は
?

『
数
分
か
、
そ
ん
な
も
ん
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
』

け
つ
こ
う
畏
く
保
つ
も
ん
で
す
な
あ
。

研
究
棟
に
行
き
、
今
回
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
、
ミ

ネ
ル
パ
の
実
物
を
見
せ
て
も
ら
う
。

予
定
通
り
な
ら
、

E
0
0
2年
つ
ま
り
今
年
の

n

月
に
宇
宙
研
の
小
惑
星
探
査
衛
星
、

M
U
S
E
S
'

C
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
(
当
時
の
予
定
は
そ
う
だ
つ

た
の
だ
が
、
そ
の
後
2
0
0
3年
5
月
に
延
期
さ
れ

た
)
。
現
時
点
で
目
線
と
す
る
小
惑
星
は
1
9
9
8

S
F初
、
到
着
は
打
ち
上
げ
か
ら
1
年
半
後
。

ミ
ネ
ル
パ
は
、
こ
の
小
惑
星
に
猪
陸
す
る
た
め
に

作
ら
れ
た
自
律
式
の
口
l
パ
ー
で
あ
る
。

本
来
M
U
S
E
S
'
Cに
口
|
パ

It--鳳
せ
る
予

定
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
惑
星
間
飛
行
す
る
M
U

S
E
S
'
Cに
は
N
A
S
A
の
D
S
N乙
と
デ
ィ
l



プ
・
ス
ペ
ー
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協
力
を
得
な
け

れ
ば
な
ら
す
、
協
力
す
る
な
ら
マ
イ
ク
ロ
ロ
l
パ

|

(
火
星
で
動
い
た
ソ
ジ
ャ
l
ナ
級
)
よ
り
さ
ら
に
小

さ
な
ナ
ノ
ロ
l
パ
ー
を
乗
せ
よ
う
と
N
A
S
Aの
妓

術
者
が
提
案
し
て
き
た
。

結
局
予
算
不
足
で
N
A
S
A側
は
抜
け
、
提
案
に

祭
っ
た
日
本
側
だ
け
で
開
発
続
行
、
出
来
上
が
っ
た

の
が
ミ
ネ
ル
パ
で
あ
る
。

な
に
せ
正
式
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
じ
ゃ
な
い
か
ら
予

算
は
ま
と
も
に
つ
か
す
、
惑
星
間
を
飛
ぶ
開
閉
査
機
に

余
分
な
荷
物
を
持
っ
て
い
く
余
絡
な
ん
か
ろ
く
に
な

い
か
ら
、
与
え
ら
れ
た
霊
量
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
金
郡
で

1
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
本
体
は
5
0
0グ
ラ
ム
。

「

5
0
0グ
ラ
ム
1

1
グ
ラ
ム
も
ま
け
ん
ぞ
l
」

し
か
も
製
作
予
算
は
な
い
。
し
か
た
な
い
の
で
妓

術
開
発
予
算
か
ら
持
っ
て
き
て
、
そ
れ
で
も
宇
宙
規

絡
の
高
い
郡
白
聞
な
ど
買
う
余
裕
は
ど
こ
に
も
な
い
の

で
、
民
生
白
聞
を
買
っ
て
き
て
回
路
を
作
る
。

『
も
ち
ろ
ん
放
射
線
テ
ス
ト
は
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
合
格
し
た
も
の
だ
け
を
使
っ
て
い
ま
す
」

秋
葉
原
で
必
要
な
部
ロ
聞
を
復
数
買
っ
て
き
て
、
疑

似
宇
宙
環
焼
、
主
に
放
射
線
環
焼
で
そ
の
作
動
を
テ

ス
ト
す
る
。

は
っ
き
り
と
は
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
の
だ
が
、

民
生
部
局
の
合
格
率
は
予
想
よ
り
は
る
か
に
高
か
っ

た
ら
し
い
。

B
割
く
ら
い
か
な
あ
、
い
や
6
劃
く
ら

い
か
な
あ
、
あ
の
雰
囲
気
だ
と
。

も
っ
と
も
チ
ッ
プ
な
ど
は
さ
す
が
に
民
生
ロ
聞
と
い

う
わ
け
に
は
い
か
す
、
放
射
線
防
護
猶
竃
済
み
の
宇

宙
規
絡
を
使
っ
て
い
る
。

基
盤
か
ら
な
に
か
ら
自
家
製
で
、
そ
の
サ
イ
ズ
は

ほ
ぼ
粉
ミ
ル
ク
缶
程
度
、
直
径
回
セ
ン
チ
く
ら
い
、

高
さ
叩
セ
ン
チ
ち
よ
い
の
十
六
角
柱
。
原
型
で
は
八

角
柱
だ
が
、
脇
に
貼
る
太
陽
電
池
パ
ネ
ル
に
そ
の
サ

イ
ズ
が
な
く
、
角
を
織
や
し
て
一
面
辺
り
の
面
積
を

減
ら
し
て
製
作
し
た
と
い
う
も
の
。

1
8
8
g年
に

新
聞
で
公
開
さ
れ
た
時
点
の
写
真
は
、
旧
タ
イ
プ
の

八
角
柱
で
、
打
ち
上
げ
後
に
l
S
A
Sニ
ュ
ー
ス
で

紹
介
さ
れ
た
の
も
の
は
実
際
に
飛
ん
だ
十
六
角
柱
の

も
の
で
あ
る
。
角
の
あ
る
円
柱
と
い
う
感
じ
で
、
開

発
が
進
ん
だ
だ
け
あ
っ
て
洗
練
し
て
晃
え
る
。

そ
の
網
造
は
、
丸
い
塞
鐙
を
底
に
使
い
、
そ
の
上

に
四
角
い
基
盤
を
箱
型
に
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。
そ

の
国
間
り
に
側
は
F
R
P、
よ
下
は
G
R
Pの
曹
洞
板
を

渡
り
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
直
径
よ
り
ち
ょ
っ
と
小
さ

な
ル
l
ブ
ア
ン
テ
ナ
、
角
に
は
ひ
と
つ
お
き
に
直
径

1
ミ
リ
、
E
R
さ
1
セ
ン
チ
程
度
の
触
角
み
た
い
な
も

の
が
上
下
八
本
す
っ
、
計
十
六
本
も
斜
め
に
張
り
だ

し
て
お
り
、
こ
れ
は
小
惑
星
表
面
に
ひ
っ
か
か
る
た

め
の
ス
パ
イ
ク
だ
そ
う
な
。

内
部
に
互
い
遣
い
に
回
転
す
る
フ
ラ
イ
ホ
イ
ー
ル

が
あ
り
、
こ
れ
を
い
き
な
り
高
速
回
転
さ
せ
、
そ
の

反
動
で
ロ
l
パ
ー
が
跳
ね
る
。
跳
ね
る
ロ
l
パ
l
つ

て
の
も
前
代
未
聞
だ
が
、
相
手
の
地
表
は
1
0
0
0

分
の
l
G、
シ
ャ
ト
ル
が
飛
ん
で
い
る
低
軌
道
く
ら

い
の
無
重
量
状
態
だ
と
怒
っ
て
い
い
。
う
っ
か
り
飛

び
上
が
る
と
、
脱
出
速
度
を
超
え
て
ふ
ら
ふ
ら
と
宇

宙
空
間
に
さ
ま
よ
い
出
し
て
し
ま
う
。

中
に
は
カ
メ
ラ
も
あ
る
。
小
さ
な
C
C
Dカ
メ
ラ

を
三
台
仕
込
み
、
一
台
は
広
角
カ
メ
ラ
、
二
台
は
ス

テ
レ
オ
カ
メ
ラ
と
し
て
作
勘
さ
せ
る
。

C
C
Dカ
メ
ラ
と
口
|
パ
|
本
体
の
回
路
と
の
嬢

続
は
U
S
B、
電
源
は
効
率
包
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う

去
年
の
臨
同
点
で
最
高
効
率
の
ア
メ
リ
カ
製
太
陽
電
池

を
全
面
に
張
り
付
け
、
ー
ワ
ッ
ト
の
電
力
を
確
保
。

あ
ん
な
太
い
缶
程
度
の
表
面
積
の
太
陽
電
池
で
す
べ

て
の
シ
ス
テ
ム
を
稼
働
さ
せ
る
だ
け
に
、
-
唱
力
節
約

も
含
め
て
い
ろ
い
ろ
と
苦
労
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

温
度
変
化
が
激
し
い
た
め
に
電
池
が
使
え
す
、
事
前

電
及
び
電
力
供
絡
は
コ
ン
デ
ン
サ
ー
に
よ
る
。
こ
の

コ
ン
デ
ン
サ
ー
、
通
常
の
電
解
液
で
は
効
率
的
に
働

く
温
度
の
舗
が
狭
い
。
高
温
で
調
子
が
い
い
も
の
は

低
温
で
ろ
く
で
も
な
く
な
り
、
低
温
で
使
え
る
も
の

は
高
温
で
は
使
え
な
く
な
る
。
な
も
ん
で
、
メ
ー
カ

ー
と
筋
力
し
て
総
合
効
率
で
は
劣
る
が
、
全
温
度
織

で
の
作
動
を
確
保
し
た
も
の
が
使
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
両
手
で
持
て
る
程
度
の
小
型
で

あ
る
が
ゆ
え
に
勲
に
対
し
て
厳
し
い
。
衛
星
が
小
さ

世
界
で
一
番
小
さ
な
鐸
検
車



⑧ 

画
像
は
、

M
U
S
E
S
'C
で
中
継
さ
れ
て
日
本
に

届
く
は
す
で
あ
る
。

結
局
、
印
時
近
く
ま
で
川
越
工
場
に
お
じ
ゃ
ま
す

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
実
に
興
味
深
く
て
有
憲

毅
な
見
学
で
あ
っ
た
。

ミ
ネ
ル
パ
の
予
定
活
働
時
閣
は
、

画
さ
れ
て
い
る
。

数
日
程
度
と
計

く
な
る
と
劃
開
設
計
が
厳
し
く
な
る
っ
て
話
、
野
田
司

令
か
ら
も
聞
い
た
が
、
動
用
曲
以
射
や
ら
働
問
実
倹
で
き
る

よ
う
に
は
見
え
な
い
し
、
で
も
内
部
の
電
源
は
電
気

が
通
れ
ば
黙
を
持
つ
よ
う
に
で
き
て
い
る
。
黙
が
溜

ま
れ
ば
作
動
が
お
か
し
く
な
っ
て
し
ま
う
。

「
ど
う
す
る
と
思
い
ま
す
?
」

ど
う
す
る
と
い
わ
れ
て
も
、
見
当
も
つ
き
ま
せ
ん

が。「
印
度
越
え
た
ら
、
ス
イ
ッ
チ
切
っ
て
眠
る
ん
で

す』

フ
ラ
イ
ト
モ
デ
ル
の
実
物
大
と
思
わ
れ
る
三
面
図
が

賄
っ
て
あ
り
、
模
型
と
あ
わ
せ
て
本
物
を
想
像
す
る

に
は
充
分
だ
っ
た
。

aE
終
的
に
、
ミ
ネ
ル
パ
は
飛
行
中
の
カ
パ
l
、
小

惑
星
に
役
下
さ
れ
る
機
憎
ま
で
含
め
た
シ
ス
テ
ム
重

量
は
1
・5
キ
ロ
弱
、
本
体
皇
霊
5
9
1グ
ラ
ム
と

な
っ
て
M
U
S
E
S
'C
に
繕
雌
属
さ
れ
た
。

C
P
Uは

mメ
ガ
、
メ
モ
ソ
は
合
わ
せ
て
4
・
5

メ
ガ
。

B
E日
日
b
p
S
で
M
U
S
E
S
-
C本
体

に
デ
ー
タ
を
送
る
。

着
陸
す
る
小
惑
星
は
、
児
時
間
の
周
期
で
ゆ
っ
く

り
と
自
転
し
て
い
る
。
こ
ん
な
に
小
さ
い
星
で
も
昼

と
夜
は
来
る
の
で
、
内
部
の
湿
度
が
吉
岡
く
な
る
昼
は

眠
り
、
夕
方
温
度
が
下
が
っ
て
き
た
ら
活
勘
開
始
、

電
池
が
切
れ
る
前
に
休
み
、
夜
明
け
か
ら
充
電
開
始

し
て
ま
た
勧
き
だ
し
、
署
く
な
っ
て
き
た
ら
眠
る
。

こ
と
ら
辺
の
行
動
は
、
す
べ
て
ミ
ネ
ル
パ
自
身
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
光
速
で
も
叩
分
隠
れ
た
地
よ
か

ら
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
ら
な
い
。

ま
た
、
太
陽
が
ど
ち
ら
に
あ
る
の
か
判
断
で
き
る

セ
ン
サ
ー
も
矯
皿
属
さ
れ
て
い
る
の
で
、
-
置
く
な
っ
た

ら
夜
の
方
向
に
、
日
が
暮
れ
で
き
た
ら
充
電
の
た
め

に
墨
の
函
を
判
断
し
て
自
分
で
ジ
ャ
ン
プ
す
る
働
能

も
あ
る
。

ミ
ル
ク
缶
程
度
の
口
|
パ
ー
が
、
自
分
で
状
況
を

判
断
し
な
が
ら
小
さ
な
墨
の
よ
を
動
き
回
る
。
そ
の

:
:
。
叩
き
上
げ
の
妓
術
者
が
「
ぽ
ん
と
に

苦
労
し
た
』
っ
て
だ
け
あ
っ
て
、
こ
ん
な
知
恵
と
勇

気
が
こ
の
小
さ
な
機
織
の
中
に
一
杯
に
詰
ま
っ
て
い

る
ら
し
い
。

基
盤
で
骨
絡
を
支
え
、
太
織
電
池
が
張
り
付
け
て

あ
る
十
六
面
あ
る
側
面
は
0
・3
ミ
リ
の
F
円
P
、

ル
ー
プ
ア
ン
テ
ナ
が
ち
ょ
い
と
浮
い
て
い
る
よ
面
と

下
宿
は
、

G
R
P
つ
ま
り
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
の
も

の
。
ア
ン
テ
ナ
も
条
件
が
厳
し
く
て
、
出
力
E
0
0

ミ
リ
ワ
ッ
ト
と
い
っ
て
た
か
な
。
も
ち
ろ
ん

M
U
S

E
S'C
か
ら
地
球
に
中
継
さ
れ
る
ん
だ
ろ
う
が
。

残
念
な
が
ら
、
実
際
に
宇
宙
空
間
に
飛
ん
で
い
く

フ
ラ
イ
ト
モ
デ
ル
は
B
月
中
旬
に
相
篠
原
の
宇
宙
研

に
納
入
さ
れ
て
い
る
。
の
で
、
研
究
室
に
残
っ
て
い

た
の
は
原
型
と
な
っ
た
開
発
モ
デ
ル
だ
が
、
教
室
く

ら
い
の
大
き
さ
の
研
究
室
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
は

小さなミルク缶ほどの大きさしかない小惑星探検1IIミネルパ。
飛行中は碕側のカパーの中に収納されている



M
'V
ロ
ケ
ッ
ト
5
長
機
、
小
悪
忌
漂
査
機
M
U
S
E
s
o
C
の
打
ち
上
げ

は
こ
転
-
一
一
一
転
し
て
2
0
0
3年
の
5
月

9
日
日
時
過
ぎ
に
設
定
さ
れ
れ
~。

打
ち
ド
存
リ
ハ
ー
サ
ル
と
な
る
電
波
テ
ス
ト
は
5
月
7
自
の
ロ
時
に
内
之
浦

の
記
者
愈
糞
合
と
告
知
さ
れ
た
が
、
こ
れ
が
打
ち
上
げ
側
の
都
合
で
前
自
に

な
っ
て
か
ら
繰
り
上
げ
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
の
は
前
回
の
打
ち
上
げ

で
経
験
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
移
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
早
朝
に
内
之
浦
に

到
着
す
る
予
定
の
ま
ま
組
み
立
て
ら
れ
た
。

東
京
か
ら
の
移
動
は
最
近
ニ
れ
ば
っ
か
り
な
自
動
車
。
種
平
島
と
違
っ
て

内
之
鴻
は
大
限
半
島
に
あ
り
、
フ
ェ
リ
ー
の
弔
豹
や
運
行
時
闘
に
縛
ら
れ
ず

に
す
む
の
は
あ
り
が
た
い
。
そ
し
て
、
ム
『
由
東
京
か
ら
出
発
す
る
車
は
ニ
A
ロ
ー

M
E
V
5暑
機

会
由
も
草
委
曲
し
て
く
れ
る
牧
野
の
デ
ミ
オ
に
キ
ツ
チ
ユ
こ
と
上
僚
と
笹
本
、

今
泊
朝
の
ロ
ケ
ッ
ト
取
材
と
な
る
編
集
者
の
大
喜
戸
が
作
家
の
森
奈
津
子
、

熊
崎
源
と
も
ど
も
8
6年
謹
の
コ
ロ
ナ
に
乗
る
。

出
発
は
5
月
6
日
火
曜
白
、
度
鑑
な
る
延
期
で
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
時

期
か
ら
は
ず
れ
た
の
は
、
自
動
車
移
動
や
品
問
提
に
し
て
い
る
我
々
と
し
て
は

あ
り
が
た
い
。

と
こ
ろ
が
、
笹
本
と
来
た
ら
せ
っ
か
く
出
か
け
る
ん
だ
か
ら
あ
れ
も
こ
れ

も
と
用

g
b詰
め
合
わ
せ
、
毎
生
佃
例
の
大
学
S
F
研
O
B会
の
温
泉
控
行

で
上
回
に
行
っ
て
か
ら
中
央
高
速
小
淵
沢
イ
ン
タ
ー
で
合
流
と
い
う
計
画
を

立
て
九
か
く
し
て
長
野
県
ト
面
市
、
別
所
温
泉
と
湾
ひ
歩
い
た
笹
本
は
小

海

線

で

清

里

に

あ

る

慣

翌

日

に

僧

え

て

ゆ

っ

く

り
休
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。



2
0
0
3年
5
月
6
目

、
火

曜

日

、

晴

れ
、
暑

い

消
息
の
別
荘
で
起
き
だ
し
、
昨
日
の
う
ち
に
貿
い
だ
し
し
て

き
た
パ
ン
で
朝
食
。
ご
み
を
ま
と
め
、
上
聞
は
別
所
温
泉
の
旅

館
中
松
屋
で
も
ら
っ
た
洗
間
袋
に
烏
龍
茶
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

残
り
と
チ
ョ
コ
チ
ッ
プ
入
り
メ
ロ

ン
パ
ン
を
入
れ
て
非
常
食
と

す
る
。

何
か
忘
れ
て
い
る
こ
と
が
な
い
か
ど
う
か
見

戸
締
り
し
て
、

別
荘
を
あ
と
に
す
る
。

回
し
、

消
盟
駅
、

U
時
半
過
ぎ
に
到
泊
。
待
合
室
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
広
げ
、
多
少
な
り
と
も
日
記
を
進
め
る
。

釈
構
内
の
売
応
に
ワ
イ
ン
オ

1
プ
ナ
ー
が
な
い
か
ど
う
か
聞

き
に
来
た
男
性
に
、
持
ち
歩
い
て
い
る
ア

l
ミ
l
ナ
イ
フ
で
ワ

お
礼
に
ど
う
ぞ
、

イ
ン
を
閥
妙
て
あ
げ
る
。

と
言
一わ
れ
る
が
、

こ
の
あ
と
運
転
し
な
き
ゃ
な
ら
な
い
身
の
上
と
し
て
は
一
口
味

・・1

見
で
充
分
っ
す
よ
。

時
刻
表
ど
お
り
ロ
時
4
分
に
消
箆
駅
に
到
新
し
た
。

ロ
時
泊
分
に
小
淵
沢
駅
到
泊
。

屯
事
は
、

小
淵
沢
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

場
所
を
確
認
し
て
、

駅
前
の
道
を
歩
き
だ
す
。

ま
だ

5

若
い
。

月
な
の
に
こ
の
調
子
で
は
、
-
本
絡
的
な
誌
が
来
た
ら
ど
う
な
る

の
目のだ
舷tろ
をう
感
じ
る
よ
つ
な
鍬

と
湿
気
の

小
淵
沢
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
到
着
。
r-昔
、

+
ι
A
M
 

目
指
す
小
淵
沢
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

盆
々
と

「立
ち
入
り
祭
止
」
と
袋
示

の
パ
ス
停
の
入
口
に
は
、

⑧ 

【注
1
}

飲
ん
だ
ん
か
い
。
(
笛
}

さ
れ
て
い
る
。
ど
う
い
う
訳
な
の
だ
ろ
う
。
今
中
央
道
パ
ス
が

営
業
し
て
い
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
客
で
も
バ
ス
停
に
入
る
な

と
い
う
こ
と
か
。

【注
E}

大
官
官
戸
千
文
氏
。
笹
本
沼山

当
の
編
集
者
で
宇
宙
作
家
ク

ラ
ブ
会
員
。
(
総
)

椛
わ
ず
階
段
を
上
が
っ
て
い
く
と
、
バ
ス
停
の
先
に
は
す
で

に
大
喜
戸
の
コ
ロ
ナ
が
停
車
し
て
い
た
。
て
こ
と
は
今
回
の
内

之
浦
行
き
は
二
台

体

制

?

も

う

一
台
は
牧
野
デ
ミ
オ
?
そ

れ
と
も
借
り
だ
す
予
定
だ
っ
た
ス
テ
ッ
プ
ワ
ゴ
ン
?

東
京
を
出
発
す
る
人
数
が
六
人
以
下
な
ら
、
牧
野
が
友
人
か

ら
ス
テ
ッ
プ
ワ
ゴ
ン
を
借
り
だ
し
、
六
人
乗
り
し
て
内
之
浦
に

て

U
ず

向
か
う
手
管
に
な
っ
て
い
た
。

一
台
の
車
に
何
人
乗
っ
て
い
よ

う
が
高
速
料
金
は
変
わ
ら
な
い
か
ら
、
人
数
が
い
っ
ぱ
い
い
れ

ば
頭
割
で
自
動
的
に
安
く
な
る
の
で
あ
る
。

通
常
、
車
一
台
で
東
京
か
ら
鹿
児
島
ま
で
往
復
す
る
と
、
燃

費
の
い
い
車
で
も
高
速
料
金
と
ガ
ソ
リ
ン
代
を
あ
わ
せ
て
約
8

万
円
か
か
る
。

だ
が
、
大
喜
戸
に
聞
い
て
み
る
と
ま
だ
牧
野
と
は
合
総
し
て

お
ら
ず
、
最
後
の
連
絡
で
は
初
キ
ロ
ほ
ど
後
方
に
い
る
と
の
こ

と
。
ん
じ
ゃ
、
集
合
地
点
を
こ
の
先
の
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に

変
更
し
よ
う
。
高
速
の
パ
ス
停
に

一
般
車
両
が
停
車
し
て
い
る

の
は
あ
ん
ま
り
い
い
こ
と
で
は
な
い
。

大
喜
戸
、
森
奈
津
子
、
黒
崎
京
の
三
人
乗
り
体
制
に
な
っ
て

い
た
コ
ロ
ナ
に
笹
本
の
荷
物
を
積
み
込
ん
で
、
走
り
だ
す
。
次

【注
3
}

才
気
あ
ふ
れ
る
笑
い
と
、

向
性
愛
異
性
愛
な
ん
で
も
あ

り
の
性
錨
写
を
駆
使
す
る
作

家
。
代
表
作
は
「
函
条
秀
樹
咽

の
お
か
げ
で
す
」
。
こ
の
取

材
で
、
よ
ほ
ど
ロ
ケ
ッ
ト
が

気
に
入
っ
た
の
か
、
後
に
宇

宙
作
家
ク
ラ
フ
に
入
会
し
た
。

(
松
)

{注
4
}

モ
デ
ル
、

コ
ン
パ
ッ
ト
シ

ユ
1
テ
イ
ン
グ
な
ど
、

圃異色

の
経
歴
を
持
つ
作
家
・
制
本

家
。
ロ
ケ
ッ
ト
好
き
と
い
う

の
を
大
事
戸
に
聞
き
つ
け
ら

れ
て
合
図
の
取
材
に
移
加
し

た
。
(
笹
}



ち
ゅ
う
お
う
ど
う
げ
ん

で の
はノマ
な |

はくキ
ら原2ン
、村2グ
とのエ
52ノT リ
む l ア
。キは

ン中
グ 央
エ道
リ!京
ア 、

な
の
で

ち
ゅ
、
つ
お
う

ど
う
、待

つ
ほ
ど
の
こ
と
も
な
く
後
続
の
牧
野
デ
ミ
オ
到
着
。
牧
野

は
八
王
子
で
キ
ツ
チ
ュ
を
拾
っ
て
か
ら
の
出
撃
だ

っ
た
ら
し
い
。

a-s
 

長
距
総
ド
ラ
イ
ブ
は
初
め
て
で

1
0
0
キ
ロ
を
越
す
と
キ
ン

コ
ン
鳴
る
邸
年
式
の
コ
ロ
ナ
は
大
申告
戸
に
ま
か
せ
、
笹
本
は
荷

物
ご
と
牧
野
デ
ミ
オ
に
移
動
。
長
距
離
態
勢
を
獲
え
る
。

1
3
0
0
キ
ロ
の
長
丁
場
。
ペ
ー
ス
が
違
う
か
ら
次
の
集
合

地
点
だ
け
決
め
て
走

っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の

先
は
別
備
に
走
る
こ
と
に
な
る
。
次
回
集
合
は
夕
食
時
っ
て
こ

と
で
、
場
所
は
山
陽
道
、
岡
山
の
吉
備
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
定

め
る
。
岡
山
き
び
団
子
で
覚
え
や
す
い

っ
し
ょ
。

笹
本
が
巡
転
中
に
、
京
都
の
先
、
大
阪
手
前
の
天
王
山
辺
り
、

げ
時

H
分
、
鹿
児
島
宇
宙
研
よ
り
携
織
に
電
話
連
絡
が
入
る
。

出初
信
印
刷
歴
が
残
っ
て
い
る
と
こ
う
い
う
時
、
確
認
が
楽
で
よ
ろ

し
い
。
現
地
の
天
候
が
不
順
な
た
め
に
、
電
波
テ
ス
ト
が
午
前

9
時
開
始
に
繰
り
上
が
り
、
な
お
か
つ

M
'
V
ロ
ケ
ッ
ト
を
勘
定

倣
台
か
ら
引
き
だ
さ
ず
に
終
わ
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
・
』
と
。

と
り
あ
え
ず
必
要
各
方
聞
に
当
該
窃
市
引
を
連
絡
す
る
。
こ
ん

な
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
朝

9
時
ま
で
に
内
之
浦
に
結
く
よ
う
に

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
献
血
し
て
お
い
て
よ
か

っ
た
。
当
初
の
ロ
叫
吋

集
合
な
ら
朝

一
番
の
飛
行
機
で
鹿
児

-M入
り
し
て
も
間
に
合
う

の
だ
が
、
朝

9
時
と
な
る
と
当
日
に
な

っ
て
か
ら
で
は
間
に
合

M
'
V
5号
機

わ
な
い
。
こ
う
い
う
連
絡
は
で
き
れ
ば
二
十
四
時
間
前
に
は
欲

し
い
と
こ
ろ
な
の
だ
が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
の
原
因
が
天
候

と
あ
っ
て
は
い
た
し
か
た
あ
る
ま
い
。

間
山
、
吉
備
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
大
喜
戸
市
串
に
合
流
。
穴
子

ど
ん
こ

つ
こ
を
食
す
る
。
レ
シ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
注
文
は

ω時

日
分
。
な
か
な
か
う
ま
か
っ
た
。

夜
間
走
行
で
、
次
の
合
流
地
点
は
関
門
橋
が
一見
え
る
パ

ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
、
組
ノ
捕
。
さ
ら
に
そ
の
次
の
合
疏
地
点
は
、
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
ラ
ー
メ
ン
が
う
ま
い
と
い
う
牧
野
情
報
に
よ

り
、
北
熊
本
に
決
め
る
。

北
熊
本
か
ら
先
、
笹
本
は
再
び
リ
ヤ
シ

l
ト
で
絞
こ
け
て
い

た
も
の
で
、
気
づ
く
と
車
は
と

っ
く
に
下
道
に
お
り
て
都
城
を

走
っ
て
い
た
。
そ
ろ
そ
ろ
ナ
ピ
ゲ

1
タ
ー
を
は
じ
め
な
け
れ
ば

な
る
ま
い
、
と
い
う
こ
と
で
地
図
を
見
始
め
る
。

鹿
児
島
宇
宙
空
間
観
測
所
か
ら
の
情
報
に
よ
る
と
、
今
年
に

な
っ
て
内
之
浦
と
お
山
を
結
ぶ
国
見
峠
に
ト
ン
ネ
ル
が
で
き
て
、

鹿
箆
、
内
之
浦
聞
の
所
要
時
間
が
そ
れ
ま
で
の

1
時
間
か
ら
何

分
ほ
ど
に
短
縮
さ
れ
た
ら
し
い
。
だ
も
ん
で
そ
れ
を
通
る
つ
も

り
で
行

っ
た
ん
だ
が
、
ど
う
も
道
路
標
識
が
不
親
切
で
、
こ
れ

で
ほ
ん
と
に
ト
ン
ネ
ル
行
く
の
か
?
ぁ
、
こ
の
道
、
海
沿
い

に
大
脳
半
島
の
太
平
洋
側
に
出
る
道
じ
ゃ
な
い
か
。
お
れ
た
ち

が
行
き
た
い
の
こ
っ
ち
の
道
じ
ゃ
な
い
、
が
つ
で
む
。

し
か
し
な
が
ら
、
内
之
浦
こ

っ
ち
ょ
、
と
い
う
背
宥
板
に
従

っ
て
走
っ
て
い
く
と
、
道
は
な
ん
と
な
く
園
児
ト
ン
ネ
ル
に
つ

{注
5
-

そ
の
昔
、
と
ー
っ
て
も
国

民
に
線
切
な
運
繍
省
{
現
国

土
突
通
省
}
は
ド
ラ
イ
バ
ー

が
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
す
ぎ
る

の
を
心
配
し
て
時
速
1
0
0

キ
ロ
を
超
え
る
と
『
キ
ン
コ

ン
キ
ン
コ
ン
』
と
ベ
ル
が
鳴

る
と
い
う
装
備
を
ク
ル
マ
に

装
泊
す
る
よ
う
に
メ
ー
カ
ー

に
命
令
し
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
1
9
80
年
代
半
ば
に
外

国
が
‘
、
そ
れ
は
非
関
税
織

壁
で
あ
る
』
と
い
っ
て
き
た

途
緒
、
沼
紛
省
は
手
の
ひ
ら

を
返
し
、

1
9
B
B年
3
月

を
も
っ
て
速
度
嘗
告
装
置
を

議
濁
す
る
必
要
は
な
く
な
っ

た。

も
っ
と
も
1
9
9
0年

ぐ
ら
い
ま
で
の
自
勘
車
に
は

付
い
て
い
た
り
す
る
。
(
総
}



な
が
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
よ
か
っ
た
よ
か
っ
た
。

5
月
7
日
、
水
曜
日
、曇
り

早
朝

6
時
半
頃
に
コ
ス
モ
ピ
ア
内
之
浦
到
務
。
新
し
い
ト
ン

ネ
ル
は
内
之
浦
の
町
の
ど
真
ん
中
に
出
て
来
る
道
に
接
続
し
て

い
る
の
で
楽
で
あ
る
。

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
は
午
後
2
時
か
ら
。
さ
す
が
に
今
か
ら
入
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
だ
が
、
コ
ス
モ
ピ
ア
に
入
っ
て
い
く
と

ロ
ビ
ー
で
こ
れ
か
ら
出
か
け
る
的
川
先
生
二
行
に
出
会
う
。
今

か
ら
お
仕
事
で
、
打
ち
上
げ
準
備
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
そ
う

な
。
た
だ
、
天
気
は
依
然
と
き
お
り
雨
が
ぱ
ら
つ
く
よ
う
な
必

り
な
の
で
、
ラ
ン
チ
ャ

l
綻
闘
は
な
い
か
も
、
と
の
こ
と
。

的
川

「今
、
マ
グ
ロ
が
豊
漁
な
ん
で
、
う
っ
か
り
延
期
で
き

な
い
ん
だ
」

・・6
a

忌““

マ
グ
ロ
漁
が
稀
に
見
る
鐙
漁
で
、

一
娩
で
何
憶
も
の
水
揚
げ

が
あ
る
そ
う
な
。
そ
の
利
識
は
到
底
宇
宙
研
が
使
え
る
漁
業
補

償
で
ま
か
な
え
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
の
で
、
打
ち
上
げ
が

延
期
に
な
っ
た
場
合
は
順
延
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
漁
協
と
再

交
渉
す
る
か
、
ま
だ
未
定
と
の
こ
と
。
大
変
だ
な
あ
。

が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
と
月
並
み
な
一一一首
都
却
で
的
川
先
生
た
ち
を

見
送
る
。

コ
ス
モ
ピ
ア
の
風
呂
は
、
朝
6
時
か
ら
と
い
う
、

1
5
0
0

キ
口
走
っ
て
き
た
身
の
上
に
は
あ
り
が
た
い
時
聞
に
営
業
を
開

い
や

始
す
る
。由
民
旅
の
疲
れ
を
温
泉
で
少
し
癒
し
、
休
憩
室
で
コ
ン

@ 

ピ
ュ

1
タ
を
広
げ
て
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
、

{注
6
}

こ
れ
か
消
費
地
ま
で
運
ん

で
セ
リ
に
か
け
る
と
、
だ
い

た
い
五
倍
か
ら
十
倍
の
値
段

に
な
る
。
な
ん
で
こ
ん
な
に

運
ぶ
だ
け
の
適
中
が
稼
ぐ
の

か
。
日
本
の
規
制
緩
和
は
ま

だ
ま
だ
先
が
畏
い
ぞ
。
{
総
}

そ
れ
か
ら
公
の
上
で

休
む
。

記
者
室
集
合
は

9
時
な
の
で
、

8
時
半
過
ぎ
に
鹿
児
島
宇
宙

空
間
観
測
所
に
向
け
て
動
き
だ
す
。

ゲ
ー
ト
に
到
泊
。
先
に
一
台
い
た
の
だ
が
、
迷
惑
な
こ
と
に

入
口
の
手
前
ど
真
ん
中
に
車
を
放
り
だ
し
て
悠
然
と
受
け
付
け

し
て
や
が
る
。
こ
っ
ち
は
こ
台
で
来
て
て
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ

に
停
め
ら
れ
る
と
後
続
し
よ
う
に
も
図
る
ん
だ
が
、
い
つ
も
な

が
ら
報
道
関
係
の
車
つ
て
の
は
周
り
を
見
な
い
奴
が
多
い
。
自

分
以
外
ど
こ
に
も
誰
も
い
な
い
と
思
っ
て
る
の
だ
ろ
う
か
、
そ

れ
と
も
何
か
特
権
意
識
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

ゲ
ー
ト
の
箸
備
室
で
受
け
付
け
。
人
数
分
の
腕
章
と
報
道
議

と
い
う
セ
ロ
テ
l
プ
付
き
の
短
冊
を
も
ら
う
。
取
材
中
は
、
車

の
フ
ロ
ン
ト
グ
ラ
ス
に
こ
の
短
冊
を
張
り
付
け
、
腕
章
を
つ
け

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

総
合
管
備
保
障
の
車
が
駐
車
場
に
停
ま
っ
て
い
る
。
今
回
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
が
強
化
さ
れ
て
る
つ
て
の
は
こ
れ
か
?
も
っ
と

も
、
以
後
、

轡
備
員
が
目
立
つ
場
所
に
立
っ
て
い
る
よ
う
に
も

見
え
な
か
っ
た
の
で
、
綜
合
終
備
保
障
の
轡
備
H
H
は
ま
こ
と
見

事
な
ス
テ
ル
ス
を
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
て
l
か
、
こ
う
い

う
の
っ
て
欝
祭
の
仕
事
じ
ゃ
な
い
の
?



記
者
室
前
の
駐
車
場
は
あ
っ
と
い
う
聞
に
唆
ま
っ
て
し
ま
う

の
で
、

そ
こ
に
笠
る
坂
の
張
り
だ
し
に
も
駐
ボ
ス
ペ
ー
ス
を
示

す
テ

1
プ
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
そ
ち
ら
に
市
を
停
め
て
、

Bid 
-I'i'・

市J

に
行
く
。

こ
ち
ら
の
級
相
は
前
例
と
変
わ
ら
な
い
。
氾
H
W川
線
を

N
T
T

に
級
ん
で
お
け
ば
噂
川
の
烈
氾
拍
が
悩
か
れ
る
の
で
、

テ
ー
ブ
ル
も
自
動
的
に
舵
保
さ
れ
る
の
だ
が
、

4
mの

今
は

a
u
の
C

D
M
A
'
o
 -
E
が
観
測
所
ま
で
届
く
の
で
そ
の
必
要
は
な
い
。

実
は
、
こ
こ
で
確
実
に
ア
ン
テ
ナ
が
立
つ
携
帯
は

a
u
だ
け

で
あ
る
。
内
之
浦
の
街
中
な
ら
ド
コ
モ
だ
ろ
う
が
J
フ
ォ
ン
だ

ろ
う
が
使
え
る
の
だ
が
、

山
を
附
て
た
観
測
所
側
だ
と
実
用
に

耐
え
る
の
は

a
u
し
か
な
い
。
償
本
が
以
初
ア
ナ
ロ
グ
だ

っ
た

a
u
を
C
D
M
A
a
O
N
E
に
改
災
し
た
剛
山
山
は
た

っ
た

一
つ、

そ
れ
が
純
子
ぬ
・
下
山
セ
ン
タ
ー
で
似
え
る
か
ら
だ
っ
た
の
だ
が、

そ
れ
が
噌
』
こ
内
之
浦
で
も
役
に
立
つ
と
は
あ
り
が
た
い
。
松
illi 

の
供
裕
は
J
フ
ォ
ン
で
、

も
ち
ろ
ん
記
者
室
か
ら
は
燐
郁
は
つ

な
が
ら
ず
、

種
子
島
で
も
同
じ
よ
う
に
ぶ

l
ぶ
l
文
句
を
宮
つ

.，
 

て
い
る
わ
り
に
は
乗
り
換
え
る
気
配
は
な
い
。

記
者
室
へ
の
記
者
の
集
合
時
間
は
9
時
に
早
め
ら
れ
て
い
た

が
、
施
波
側
の
報
道
受
け
入
れ
跡
中
川
川
が
緩
う
ま
で
ま
だ
時
聞
が

か
か
る
と
の
こ
と
で
、

そ
の
あ
い
だ
的
川
先
生
に
い
ろ
い
ろ
と

質
問
し
て
み
る
。

前
阿

3
年
前
の

M
'
V
ロ
ケ
ッ
ト
と
今
川
の
ロ
ケ
ッ

ト
の
変

誕
点
は
?

M
'
V
5書
換

大
き
な
変
更
点
は
阿
つ
だ

と
い
、
フ
。

ま
ず
、

前
川

一
段

H
ロ
ケ

ッ
ト
モ
ー
タ
ー
の
縫
h
M
不
足

と
迩
勢
制
御
不
能
を
川
引
い
た

以
同
と
さ
れ
る
ス
ロ

l
ト
部

L
J

。

，
，
勺
ノ

的
川

「
N
A
S
D
A
の
液

体
ロ
ケ
ッ
ト
の
場
合
は
ロ
ケ

ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
と
い
い
ま
す

が
、
我
々
宇
宙
研
は
同
体
ロ

ケ
ッ
ト
を
伝
統
的
に
ロ
ケ

ツ

的I11完笠

ト
モ
ー
タ
ー
と
呼
ん
で
お
り
ま
す
」

【注

7
}

随
分
畏
い
こ
と
使
っ
て
い

て
、
割
引
が
効
い
て
い
る
の

で
変
え
た
く
な
い
の
だ
よ
.

〔
総
}

問
体
ロ
ケ

ッ
ト
の
小
で
発
ル
ー
し
た
燃
焼
ガ
ス
は
峨

一
・
叫
し
い
て

A
v
A

，b
 

い
る
附
峨
別
糾
射
別
方
向
に
仙
瓜
米
小
、
山
側
斗
の
よ
う
な
形
状
の
ス
ロ

l
ト
に

吹
き
付
け
ら
れ
、

絞
ら
れ
た
燃
焼
経
路
を
通
る
た
め
に
流
速
を

高
め
る
。

こ
れ

{注

8}
1
9
6
0年
代
か
ら
使
わ

れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
全
段

国
体
武
四
段
ロ
ケ
ッ
ト
.
§

種
タ
イ
プ
あ
る
が
全
畏
は
初

メ
ー
ト
ル
以
よ
、
盛
大
直
径

は
1
メ
ー
ト
ル
強
、
打
ち
上

げ
賃
値
は

ωト
ン
前
後
、
打

ち
上
げ
時
雌
カ
は
相
ト
ン
以

よ
、
地
よ
1
8
5キ
ロ
の
低

齢制過に
I
0
0キ
ロ
グ
ラ
ム

か
ら
E
0
0キ
ロ
グ
ラ
ム
く

ら
い
の
世
間
趨
を
役
入
で
き
る
.

低
軌
道
で
倣
地
を
燭
膨
、
す

ぐ
に
大
気
随
符
突
入
し
て
帰

っ
て
く
る
債
務
衛
担
の
打
ち

上
げ
に
多
く
使
わ
れ
た
.
(
護
}

⑫
 

川
の
流
れ
が
細
く
な
る
と
流
れ
は
急
に
な
る
の
と
同

じ
原
理
で
あ
る
。
だ
か
ら
ス
ロ
ー
ト
自
体
は
そ
の
形
状
以
外
に

ζ
の
ス
ロ

l
ト
部
分
は
ス
カ
ウ
ト
ロ
ケ
ッ
ト

m

に
開
発
さ
れ
た
グ
ラ
フ

ァ
イ
ト
の
郎
川
を
依

っ
て
い
た
。

機
械
的
機
能
は
な
い
。

前
岡
ま
で
、

は

i
9
6
0年
代
の
聞
発
段
断
で
.
度
山
ド
般
が
あ
っ
た
だ
け
で
、

そ
の
後
、

数
千
発
の
ロ
ケ
ッ
ト
と
ミ
サ
イ
ル
で
安
定
し
て
使
わ

れ
て
い
た
。



グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
は
-U
問
庄
潟
潟
に
耐
え
る
が
、
非
破
壊
検
査
が

で
き
な
い
。
そ
し
て
、
前
回
の

M
l
V
ロ
ケ
ッ
ト

4
号
機
の
事

故
は
こ
こ
が
原
因
と
断
定
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
の
事
故
原
因
を
受
け
て
、
今
回
は
新
し
い
ス
ロ

1
卜
が
採

-
同

用
さ
れ
た
。
三
次
元
織
り
の
カ
ー
ボ
ン

・
カ
ー
ボ
ン
、

I
H
ー

い
っ
ぴ
ん

エ
ア
ロ

・
ス
ペ
ー
ス
の
川
越
工
場
で
焼
き
上
げ
ら
れ
た
逸
品
で

あ
る
。
こ
れ
は
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
部
品
よ
り
強
化
、
軽
ハ
瓜
化
さ
れ

て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
非
磁
波
検
査
が
で
き
る
と
い
う
特
徴
が

あ
る
。
実
際
に
使

っ
て
み
な
け
れ
ば
正
常
に
稼
動
す
る
か
ど
う

か
わ
か
ら
な
い
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
部
品
と
巡
っ
て
、
打
ち
上
げ
前

に
好
き
な
だ
け
調
べ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
、

二
段
目
の
ロ
ケ
ッ
ト
モ
ー
タ
ー
の
ケ

1
ス
が
そ

.，H
 

れ
ま
で
の
高
張
カ
鋼
か
ら
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト

・
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
よ
る
カ
ー
ボ
ン

・
カ
ー
ボ
ン
複
合
材
に
変
更
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
れ
の
お
か
げ
で
、
ロ
ケ
ッ
ト
モ
ー
タ
ー
内
の
燃
焼
圧
力
を
印

気
圧
か
ら

1
0
0気
圧
以
上
に
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

「圧
力
を
上
げ
る
と
効
率
も
よ
が
り
ま
す
。
で
も
、
推
進
剤
の

大
き
さ
は
変
わ
ら
な
い
の
で
、

ロ
ケ
ッ
ト
と
し
て
ト
ー
タ
ル
の

性
能
が
そ
れ
ほ
ど
変
わ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
」

っ

か

J

第

一
段
と
第
二
段
の
接
続
部
分
、
緩
ぎ
乎
も
そ
れ
ま
で
の
総

の
よ
う
な
ト
ラ
ス
構
造
の
部
品
が
外
側
に
花
開
く
も
の
で
は
な

く、

二
つ
に
切
断
さ
れ
る
も
の
に
変
更
さ
れ
た
。

M
l
V
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
ノ
ズ
ル
自
体
が
動
い
て
姿
勢
制
御
す

る
の
は

一
段
目
だ
け
だ
っ
た
。
二
段
目
は
ノ
ズ
ル
自
体
は
動
か

@ 

ノ
ズ
ル
の
内
部
に
ガ
ス
そ
噴
射
し
て
衡
感
波
を
発
生
、
そ

れ
に
よ
り
噴
射
ガ
ス
の
方
向
を
制
御
す
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
が
、

今
回
か
ら
ノ
ズ
ル
ご
と
動
か
す
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

全
体
と
し
て
の
麗
昂
は
、
経
量
化
さ
れ
た
部
分
と
強
化
さ
れ

て
盛
く
な
っ
た
部
分
、
新
し
い
ギ
ミ
ツ
ク
が
取
り
付
け
ら
れ
た

と
こ
ろ
も
あ
り
、
ト
ー
タ
ル
で
は
前
回
と
さ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い

な
い
と
い
、
フ
。

ず、

{注
9}

炭
素
原
子
が
平
面
の
形
に

堅
固
に
結
合
し
、
さ
ら
に
層

状
に
置
な
っ
て
形
成
さ
れ
た

物
質
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
立

体
の
結
局
情
遣
を
鍔
つ
が
、

グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
は
平
面
の
傭

遣
が
軍
な
っ
て
い
る
。
金
鷹

の
よ
う
な
光
沢
が
あ
り
、
県

鉛
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
が
鉛

と
は
関
係
な
い
。
も
る
い
が

黙
を
伝
え
や
す
く
高
温
に
耐

え
る
の
で
、
金
属
溶
解
周
の

る
つ
ぼ
な
ど
に
も
使
わ
れ
る
。

(
総
}

ロ
ケ
ッ
ト
自
体
の
お
値
段
は
、
河
億
円
ほ
ど
。

そ
の

M
'
V
ロ
ケ
ッ
ト
で
打
ち
上
げ
ら
れ
る
採
査
機
、

M
U

S
E
S
-C
の
発
射
後
の
到
達
速
度
は
、
秒
速
日

・
5
キ
ロ
。

軌
道
速
度
を
は
る
か
に
上
回
り
、
地
球
重
力
を
振
り
切
る
脱
出

速
度
に
近
い
。

笹
本

「
男
ら
し
い
到
達
速
度
で
す
な
あ
」

的
川

「
せ
わ
し
な
い
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
よ
ね
」

打
ち
上
げ
後
、
ロ
ケ
ッ
ト
は
パ

ー
キ
ン
グ
軌
道
に
入
ら
ず
そ

の
ま
ま
似
終
段
に
点
火
、
打
ち
上
げ
後
日
数
分
で
そ
の
役
目
を

終
え
る
。

惑
昼
間
軌
道
に
投
入
さ
れ
た

M
U
S
E
S
'
C
が
太
陽
箔
池

パ
ネ
ル
を
聞
き
、
太
陽
捕
捉
婆
勢
を
擁
立
す
る
ま
で
わ
ず
か
初

分
。
太
陽
屯
池
パ
ネ
ル
が
太
陽
を
捉
え
れ
ば
探
査
機
に
必
裂
な

屯
カ
が
確
保
さ
れ
る
か
ら
、
そ
こ
ま
で
が
今
回
の
打
ち
上
げ
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
も
っ
と
も
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
部
分
で
あ
る
。

3
万
6
0
0
0
キ
ロ
彼
方
の
静
止
軌
道
に
上
げ
る
な
ら
、
大

体

2
日
か
ら

4
日
か
け
て
静
止
軌
道
に
移
行
さ
せ
る
こ
と
に
な

{
注
叩
}

炭
紫
綬
維
は
、
ア
ク
リ
ル

樹
脂
や
石
油

・
石
炭
か
ら
取

る
ピ
ッ
チ
と
い
う
タ
l
ル
状

の
物
質
を
熱
処
理
し
て
作
る

線
維
だ
。
炭
素
原
子
が
結
局

状
に
繊
維
方
向
に
結
合
し
て

い
る
の
で
、
非
常
に
宮
崎
い
引

っ
mmり
浴
槽
担
を
持
つ
。
こ
の

炭繁園田凶躍を蝿刷
物
に
し
た
上

で
、
エ
ポ
キ
シ
の
よ
う
な
樹

脂
を
浸
透
さ
せ
、
焼
き
固
め

た
も
の
が
カ
ー
ボ
ン
・
カ
ー

ボ
ン
復
合
材
で
あ
る
。
非
常

に
軽
く
て
丈
夫
、
か
つ
高
還

に
耐
え
る
素
材
だ
。
通
常
の

総
物
は
二
方
向
に
緩
維
を
絡

ま
せ
る
二
次
元
総
り
だ
が
、

立
体
の
カ
ー
ボ
ン

・
カ
ー
ボ

ン
H

刊
を
得
る
た
め
に
、
三
方

向
か
ら
繊
維
を
絡
ま
せ
て
立

体
的
な
樋
遣
に
す
る
三
次
元

織
り
に
す
る
。
鰻
近
は
飢
餓

り
の
い
い
タ
オ
ル
な
ど
で
も

使
わ
れ
い
て
‘
一
般
化
し
つ

つ
あ
る
鎗
り
方
だ
。
(
総
}



る
の
だ
が
、
総
飛
行
距
離
羽
億
キ
ロ
、

ツ
シ
ヨ
ン
の
ス
タ
ー
ト
は
わ
ず
か
初
分
と
ち
ょ
っ
と
で
け
り
が

4
年
が
か
り
の
こ
の
ミ

つ
い
て
し
ま
う
。

取
材
側
と
し
て
は
、
打
ち
上
げ
却
分
後
に
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

第

一
段
階
の
成
否
が
わ
か
る
か
ら
そ
の
あ
と
い
つ
ま
で
も
記
者

室
で
粘
っ
て
い
る
必
袈
が
な
く
て
楽
で
よ
い
が
、
巡
用
側
は
そ

し

れ
だ
け
時
間
の
余
裕
が
な
い
緊
迫
し
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
強
い
ら

れ
る
。
太
陽
捕
捉
姿
勢
を
確
立
し
た
後
も
惑
昼
間
飛
行
を
開
始

し
た
衛
星
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
は
続
く
か
ら
、
気
は
抜
け
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
宇
宙
研
の
ス
タ
ッ
フ
に
言

わ
れ
た
の
が
、
今
回
打
ち
上
げ
る
の
は
小
惑
星
探
査
術
星
で
は

な
く
、
探
査
機
だ
、
と
い
う
こ
と
。
衛
星
と
い
う
の
は
物
理
学

的
に
地
球
の
周
り
を
回
る
も
の
で
、
今
回
の

M
U
C
E
S
'
c

は
衛
星
軌
道
に
投
入
さ
れ
る
こ
と
な
く
惑
星
間
軌
道
に
飛
び
立

つ
か
ら
、
衛
星
で
は
な
く
探
査
機
で
あ
る
。

〈
ぜ

つ
い
い
ま
ま
で
の
燐
で
探
査
衛
星
っ
て
言
っ
て
し
ま
う
の
よ

ね
。
宇
宙
研
の
先
生
が

「今
回
は
術
展
で
は
な
い
の
で
探
査
機

と
呼
び
な
さ
い
」
と
い
う
わ
け
で
、
今
回
打
ち
上
げ
ら
れ
る
の

は
採
資
機
で
あ
る
。
言
い
間
違
え
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
け

れ
ば
。

記
者
室
で
質
問
し
て
る
必
中
に
、
突
然
、
携
帯
が
鳴
り
だ
し

た
。
よ
り
に
も
よ
っ
て
笹
本
が
質
問
し
て
る
一段
中
。
し
ま
っ
た

な
あ
、
こ
ん
な
朝
っ
ぱ
ら
か
ら
誰
も
連
絡
し
て
こ
な
い
だ
ろ
う

と
思
っ
て
点
け
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
。
せ
め
て
パ
イ
プ
に
し
と
く

M
E
V
5書
偽

べ
き
だ
っ
た
。

一注
日
}

フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
・
ワ
イ
ン

デ
イ
ン
グ
と
い
う
の
は
、
カ

イ
コ
の
爾
の
よ
う
に
炭
繁
線

維
を
盤
に
巻
き
付
け
て
形
を

作
る
銭
法
。
完
成
し
た

『
麟
』
に
は
倒
胞
を
浸
透
さ

ぜ
て
焼
き
固
め
る
。

H
・H

A
の
固
体
ロ
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス

タ
ー
も
と
の
妓
法
で
作
ら
れ

て
い
る
。
{
松
}

見
党
え
の
な
い
電
話
喬
号
の
う
え
に
名
前
が
聞
き
取
れ
な
か

e-日

こ
の
喋
り
方
、
「天
文
学
者
じ
ゃ
な
い
!
」
惑

ク
レ
ー
タ
ー
好
き
な
平
回
成
さ
ん
で
は
?

っ
こ
り

f
戸、

ヲ
φ
J
H
U
1
&
J
ふ
心

星
物
理
学
者
、

松
浦
「
な
る
さ
ん
つ
て

N
A
S
D
A
だ
ろ
?

訳
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」

笹
本
「
い
や
ま
l
そ
l
は
思
う
ん
で
す
が
」

ロ
時
過
ぎ
に
は
取
材
が
終
わ

っ
て
い
る
は
ず
な
の
で
、

っ
た
ら
、
な
ん
と
現
在
位
置
は
鈍
メ
ー
タ
ー
鋭
の
下
だ
と
い
う
。

ん
で
は
、
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
が
そ
こ
に
行
き
ま
ず
か
ら
会
え
る
と

こ
こ
に
い
る

一注
目
}

平
田
さ
ん
に
よ
る
と
、
惑

星
物
理
学
者
と
天
文
学
者
は

全
然
別
の
も
の
な
の
で
一緒

に
し
て
は
い
け
な
い
そ
う
で

あ
る
。
野
田
司
令
に
よ
る
と
、

ど
こ
か
遭
う
の
か
よ
く
わ
か

ら
な
い
ら
し
い
。
(
笹
}

平
図
さ
ん
は
ク
レ
ー
タ
ー

を
専
門
に
研
究
し
て
い
る
惑

星
研
究
者
で
、
自
称
「
ク
レ

ー
タ
ー
お
た
く
』
。
彼
に
よ

る
と
ク
レ
ー
タ
ー
に
は
美
し

い
ク
レ
ー
タ
ー
と
そ
う
で
な

い
ク
レ
ー
タ
ー
が
あ
る
ら
し

い
。
(
松
)

と
言

は j忍
強施い
風設ま
の slIJす
たの 。
め準
、自;I

ラエが
ン絡
チつ
ヤた
!と
旋広
回報
は{こ
な述
い絡
そが
う入
な っ
。た

今
日

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
一
台
と
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
に
分
乗
し
て
、
ま
ず

は
M
台
地
。
ブ
ロ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
、
と
い
う
か
発
射
管
制
・
室
。

M
3
ロ
ケ
ッ
ト
時
代
か
ら
の
六
角
形
の
旬
甲
を
ふ
た
つ
組
み

え
ん
た
H

合
わ
せ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
絡
体
の
地
下
二
階
に
、
此
白
な
が
ら

u
 

の
発
射
管
制
室
が
あ
る
。
入
口
で
ス
リ
ッ
パ
に
履
き
替
え
て
リ

ノ
リ
ウ
ム
張
り
の
く
た
び
れ
た
階
段
を
飾
り
て
い
く
と
、
小
学

校
の
時
の
ニ
ュ
ー
ス
で
見
た
よ
う
な
発
射
管
制
室
が
あ
る
。
こ

こ
が
、
鹿
児
島
宇
宙
空
間
観
測
所
の
中
で
も
っ
と
も
宇
宙
セ
ン

タ
ー
ら
し
い
場
所
で
あ
る
。

{注
目

実
は
、
宇
宙
研
は
舎
回
の

打
ち
ょ
げ
の
保
安
感
一
端酬
を
N

A
S
D
A
の
そ
れ
に
合
わ
せ

た
。
そ
の
結
果
、
ラ
ン
チ
ャ

|
縫
回
が
報
道
に
公
開
で
き

な
く
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。

的
川
教
浸
「
宇
宙
研
と
し

て
は
舎
回
の
嘗
憐
強
化
は
非

常
に
不
本
態
で
あ
り
、
ぜ
ひ

そ
の
点
を
記
旗
に
し
て
ほ
し

い
」
(
笹
)

大
型
の
デ
ジ
タ
ル
で
表
示
さ
れ
る
現
在
時
刻
と
打
ち
上
げ
に

向
け
て
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
、
せ
っ
か
く
だ
か
ら
ゼ
ロ
に
動



か
し
て
く
れ
る
と
い
う
の
で
報
道
陣
が
カ
メ
ラ
を
向
け
る
。

打
ち
卜
.
げ
印
秒
前
か
ら
読
み
上
げ
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
と

一
新
に

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

・
タ
イ
マ
ー
が
動
き
出
す
。
本
番
な
ら
も

っ

本
日
午
前
9
時
を
X
時
と
し

と
緊
削
減
感
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
が
、

た
打
ち
上
げ
リ
ハ
ー
サ
ル
が
終
わ
っ
た
ば
か
り
の
管
制
室
の
ス

タ
ッ
フ
は
の
ん
び
り
し
て
い
る
。

ddえー，ヒ .パ‘二十? 剥~\"I/I.LJ ? 
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カ
ウ
ン
ト
ゼ

ロ
と
同
時
に
、

そ
れ
ま
で
四
つ

て
い
た
ビ
デ
オ

の
音
だ
け
で
な

く
報
道
陣
の
シ

ャ
ッ
タ
ー
音
が

管
制
出
張
を
満
た

し
た
。

ス
と
ワ
ン
ボ
ツノf

続
い
て
、

ク
ス
で
飛
行
作

制
~
寄
に
移
動
す

λ
v
。M

ム
川
地
を
見

下
ろ
す
場
所
に

あ
る
1
9
6
0

年
代
風
未
来
総

前
回
と
は
変
わ
っ
て
い

一一
酬
が
気
象
予
報
室
に
な
っ

て
お
り
、
そ
こ
に
あ
る
職
員
私
物
の

ラ
ッ
プ
ト
ッ
プ
が
た
ぶ
ん
こ
の
管
制

室
で
一
番
向
性
能
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

な
ん
だ
が
、
そ
の
状
況
も
変
化
は
な

さ
そ
う
で
あ
る
。

僚
に
貼
ら
れ
た
出
前
の
他
段
炎
か

な
ん
か
を
紛
っ
て
、
次
に
徒
歩
で
移

励
す
る
。
隣
と
い
う
か
、
山
泌
物
を
出
た
先
に
あ
る
新
築
の
白
い

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
帆
泊
代
制
・
》
.。一
以

k
に
抗
館
山
川
剖
メ
ー
ト

ル
の

U
ト〈
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
。
山
岨
柑
栄
作
中
次
が
新
し
い
だ
け
に
、

川
本
以
尚
レ
ベ
ル
の
機
動
性
能
を
持
つ
も
の
を
持

っ
て
い
る
。

川
究
所
に
欠
か
せ
な
い
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
は
、
内
之
洲
で
は

こ
こ
の
も
の
が

一
番
大
き
い
。
ん
で
、
附
m
m
w
に
よ
る
と
こ
こ
に

知
り
合
い
が
い
る
は
ず
な
ん
だ
け
れ
ど
も
。

軌
道
管
制
室
は
、
玄
関
か
ら
入

っ
て
い
く
と
、

l
タ
1
鋭
を
振
り
ま
わ
す
た
め
の
機
械
室
、

策
と
い
う
か
、
必
約
化
し
た
科
ゆ
r特

般
隊
の
支
所
と
い
う
か
、
鉄
筋
プ
レ

ハ
ブ
っ
ぽ
い
W
T
Mm
の
技
術
・
家
庭
科
・
笈

が
あ
る
。
こ
こ
に
限
ら
ず
、
記
者
・
笠

以
外
は
鹿
児
必
宇
宙
空
間
鋭
測
所
は

土
足
隊
祭
で
あ
る
。

噌
」
・
」
仏

U

、

t、
品
。

ゅ
ん‘

'v

⑫ 
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正
而
が
制
メ

慌
の
新
築
校
舎
み

【注
M
}

土
足
服
撲
と
い
っ
て
も
、

そ
れ
に
見
合
う
だ
け
床
が
き

れ
い
か
と
い
う
と
・・・
と
り
あ

え
す
打
ち
上
げ
作
集
に
入
る

に
当
た
っ
て
帰
除
克
屯
し
た
こ

と
は
よ
く
わ
か
る
と
い
う
レ

ベ
ル
で
あ
る
.
土
砂
の
ほ
こ

り
は
こ
こ
の
立
地
と
滋
物
の

程
度
だ
と
迎
け
よ
う
が
な
い
.

(
総
}



た
い
な
衛
星
や
ロ
ケ
ッ
ト
の
写
兵
が
飾
つ
で
あ
る
廊
下
を
歩
い

て
い
く
と
そ
の
隣
に
小
さ
な
体
育
館
く
ら
い
の
大
部
屋
が
あ
り
、

そ
こ
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
集
め
て
軌
道
管
制
を
行
な
う
。

披
初
に
来
た
叫
吋
は
こ
の
設
備
は
ま
だ
な
く
、
軌
道
管
制
は

ω

年
代
に
建
設
さ
れ
た
古
い
鉄
筋
プ
レ
ハ
ブ
で
行
な
わ
れ
て
い
た
。

一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と
ま
ず
脱
お
が
あ

っ
て
、
地
元
の
綿
入

会
の
お
ば
さ
ん
た
ち
が
と
ん
と
ん
と
御
飯
作

っ
て
て
、
「
お
邪

泌
し
ま

l
す
」
か
な
ん
か
挨
拶
し
て
入

っ
て
い

っ
た
奥
に
あ

っ

た
の
は
、
雑
然
と
散
ら
か

っ
た
職
口
箆
と
い
う
か
技
術
家
庭
科

準
備
室
と
い
う
か
、
ホ
ワ
イ
ト
ポ

l
ド
に
注
意
的
や
ら
述
絡
、

メ
モ
や
ら
計
鉱
山
川
U

が
分
以
く
陣
取
り
付
け
て
あ
り
、
む
類
が
う
ず

た
か
く
折
り
震
な
っ
た
机
に
中
古
の
パ

ソ
コ
ン
、
私
服
の
ス
タ

ッ
フ
が
あ
れ
こ
れ
刻
家
を
し
て
い
た
。
「
こ
こ
が
軌
道
管
制
室

め
$
い

で
す
」
と
言
わ
れ
て
臼
舷
が
す
る
よ
う
な
カ
ル
チ
ャ
ー
シ

ョ
ッ

ク
を
味
わ

っ
た
し
、
こ
の
時
の
ビ
デ
オ
は
各
方
簡
で
え
ら
く
受

7
た
。

「あ
の
、
管
制
セ
ン
タ
ー

っ
て
え
と
、

同
大
な
ス
ク
リ
ー
ン
に

-

ほ
日

世
界
地
岡
が
映
し
出
さ
れ
て
そ
の
よ
に
軌
道
曲
線
が
・・::
」

「
そ
ん
な
も
の
は
な
い
!
」

「
だ

っ
て
こ
れ
、
た
だ
の
回
舎
の
学
校
の
験
日
笠

み
た
い
な

••
••
•• 

」

「
こ
れ
が
日
本
が
誇
る
宇
宙
科
学
研
究
所
の
軌
道
管
制
セ
ン
タ

ー
だ
!
」

前
回
の
打
ち
上
げ
か
ら
新
し
く
な

っ
た
軌
道
管
制
・箆
は、

当

M
t
V
5
害
機

時
と
同
じ
く
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス
に
内
側
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
向

け
て
仕
切
ら
れ
た
ス
ペ

ー
ス
が
あ
り
、
そ
の
中
に
み
ん
な
で
集

ま
っ
て
仕
事
し
て
い
る
。
占
有
一刷
新
は
こ
の
部
屋
の
ぬ
パ
ー
セ

ン
ト
ほ
ど
。

{注
目
立

メ
ル
カ
ト
ル
図
滋
の
世
界

也
図
に
衡
蜜
軌
道
を
役
入
す

る
と
渡
形
の
曲
線
に
な
る
。

(
総
}

A
ホ
っ
た
ス
ペ
ー
ス
に
は
応
援
セ
ッ
ト
な
ど
が
白
か
れ
、
前
回

よ
り
は
ス
ペ

ー
ス
が
有
効
に
使
わ
れ
て
い
る
。

墜
に
も
い
ろ
い
ろ
と
写
真
が
噌
え
て
い
て
、

そ
の
中
に
、
相

今
回
打

模
原
の
宇
宙
研
の
ク
リ
ー
ン

・
ル
ー
ム
で
紛
ら
れ
た
、

ち
上
げ
る
M
U
S
E
S
e
C
が
あ

っ
た
。
そ
の
横
に

比
較
の
た
め
に
立
っ

て
い
る
、

制帽
子
次
官
の
ス
タ
ッ
フ
は
、

つ
な
ぎ
に
マ
ス
ク
と

こ
れ
は
矢
野
創
さ
ん
で

は
? 秋

山
さ
ん
が
い
た
。
納

7
時
頃
に
行
な
わ
れ
た
ラ

ン
チ
ャ

1
旋
回
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
引
き
だ
し
を
と

っ
た

写
真
が
あ
る
と
い
う
の
で
、
そ
の
場
で
メ
モ
リ
カ
ー

ド
を
淡
し
て
い
た
だ
く
。

あ
と
、
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
来
た
の
は
や

っ
ぱ
り

平
岡
成
さ
ん
だ

っ
た
。

N
A
S
D
A
じ
ゃ
な
か

っ
た

ん
で
す
か
?

「
5
月
か
ら
I
S
A
S
に
な

っ
ち
ゃ

っ
て
」

で
も

ω月
か
ら
は
三
機
関
統
合
で
ひ
と

つ
に
な

っ

て
し
ま
う
。
ぇ
l
、
と
り
あ
え
ず
我
々
は
コ
ス
モ
ピ

ア
に
お
り
ま
し
て
、
取
材
が
終
わ
れ
ば
あ
そ
こ
ら
へ

ん
で
ぐ
だ
ぐ
だ
し
て
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
夕
食
で

4必ず コ〉ト0-1(.セオ哨町検秘主t掲示設置
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も
ど
う
で
す
か
?

ぱ
い
の
巡
絡
先
は
わ
か

っ
て
い
る
の
で
、

力
が
あ
れ
ば
行
流
す
る
こ
と
に
す
る
。

も
し
夕
食
後
に
体

記
者
・
笠
に
灰
っ
て
き
て
、

的
川
先
生
に
聞
い
て
み
る
。
今
回

は
、
前
阿
み
た
い
な
痢
の
ラ
ベ
ル
の
フ
ァ
イ
ル
の
表
紙
は
な
い

ん
で
す
か
?

打
ち
上
げ
の

一
週
間
く
ら
い
前
に

性
能
計
算
告
と
い
う
最
終
計
画
フ
ァ
イ
ル
が
出
る
。

字
街
印
刷
の
宇
宙
計
画
は
、

打
ち
上
げ

つ
て
の
は
最
後
の
段
階
ま
で
い
ろ
い
ろ
と
修
正
が
か
か
っ
た
り

日
以
後
の
段
階
に
か
か
ら

な
い
と
ロ
ケ
ッ
ト
の
正
確
な
打
ち
上
げ
虫

q
と
か
細
か
い
予
定

変
史
が
あ
っ
た
り
す
る
も
の
な
の
で
、

軌
道
な
ど
は
昨
限
定
さ
れ
な
い
。

で
、
以
終
段
隣
で
す
べ
て
の
数
宇
が
昨
限
定
し
た
ら
、

そ
れ
に

よ
っ
て
正
縦
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
軌
道
を
川
す
。
こ
れ
が
性
能

A
n
nな
の
だ
が
、

下
術
研
で
は
こ
の
フ
ァ
イ
ル
の
炎
紙
に
洞

の
ラ
ベ
ル
を
改
造
し
て
使
う
、

と
い
う
愛
す
べ
き
伝
統
が
あ
る
。

-
q

，.EB
 

J
l
 

t
j
 

『

は
み
ん
な
で

今.".3
は 11年
こ 1111
うく
いら
うい
の扱
{策論
しし
かて
やあ
ら i1.
なこ
くれ

決
め
た
ん
で
す
け
ど
ね
、

な
っ
ち
ゃ

っ
て
」

わ
ざ
わ
ざ
カ
ラ

l
コ
ピ
ー
ま
で
し
て
必
行
に
配
ら
れ
た
今
川

--
H

ひ
h
w
が
た

佐
釘
似
の
凶
川
一
柄
、
を
雛
形
に
し
た

の
ラ
ベ
ル
は
、

「成
の
児
」

も
の
だ
っ
た
。

当
の
い
泊
造
会
社
に
述
絡
を
取
っ
て
使
用
許
可
を
得
た
と
い
う

@ 

こ
れ
は
、

一
見
す
る
と
た
だ
の
測
の
ラ
ベ
ル
で
し
か
な
い
。
だ

{
注
目問】

こ
う
い
う
さ
さ
い
な
と
こ

ろ
に
、
舎
の
宇
宙
研
を
泌
る

危
機
が
遺
け
て
見
え
る
、
と

い
う
の
は
曾
い
過
ぎ
だ
る
う

か
.
人
の
や
る
こ
と
に
口
を

出
窓
す
自
分
の
機
分
だ
け
を

こ
な
す
、

と
い
う
危
険
な
メ

ン
タ
リ
テ
ィ
が
憂
延
し
て
い

る
よ
う
な
気
が
す
る
の
だ
が
.

(松
}

け
ど
楽
し
い
ん
だ
、

て
。

い
ろ
い
ろ
紛
か
い
と
こ
ろ
が
改
造
さ
れ
て

以
材
料
と
成
分
ぷ
示
が
キ
セ
ノ
ン
、
イ
オ
ン
エ
ン
ジ
ン
比
椛

力
3
0
0
0
秒
以
上
と
か
、
酒
造
会
社
の
名
前
と
住
所
が
但
当

教
授
と
相
般
原
の
宇
宙
研
に
変
更
さ
れ
て
い
る
と
か
、
「此軒相

名
純日
中一広
千
盟
」
の
文
句
は

「此
機
字
街
開
閉
千
里
」
に
な
っ
て
る

と
か
、
実
に
芸
が
細
か
い
。

続
い
て、

今
回
の
探
査
機
の
担
当
教
授
で
あ
る
川
口
さ
ん
が

登
場
。
い
く
つ
か
質
問
し
て
み
る
。

今
回
の
探
査
機
は
、
発
射
後
初
分
で
惑
昼
間
航
行
速
度
に
加

速
さ
れ
、
打
ち
上
げ
後
初
時
間
と
い
う
ア
ポ
ロ
宇
宙
船
の
半
分

の
時
間
で
月
軌
道
を
超
え
る
。
一

度
地
球
を
凶
る
衛
星
軌
道
に

入
れ
て
、
探
査
機
の
動
作
曲
限
認
や
安
勢
制
御
が
確
立
さ
れ
て
か

ら
品
終
加
巡
に
入
る
方
が
磯
災
の
で
は
な
い
か
と
mゅ
う
の
だ
が
、

凶
媛
、
惑
い他
川
軌
道
に
探
先
機
を
役
人
す
る
則
自
は
?
治
跡

す
る
地
仁
川
の
際
保
と
か
、
地
上
側
の
問
題
で
す
か
?

川
け

「
い
い
え
、
数
学
的
な
問
題
で
す
」

叫
附

U
引
は
温
い
。
そ
し
て
小
惑
民
に
向
か
う
に
は
で
き
る
限
り

い
い
泌
皮
を
与
え
た
い
。
ロ
ケ
ッ
ト
の
織
力
は
似
ら
れ
て
い
る

|

|
そ
れ
ら
の
条
件
の
中
で
も
っ
と
も
効
彩
の
い
い
飛
行
、
軌

道
投
入
方
法
を
選
択
す
る
と
、

一
気
に
必
口
俊
間
軌
道
に
打
ち
k

げ
る
の
が
れ
出
迎
、
と
出
た
ら
し
い
。

続
け
て
笹
本
、
か
な
り
失
礼
な
質
問
を
か
ま
す
。

34η
-

ロ
悼
胞
移
繍
の
こ
と



今
回
の
小
惑
昼
篠
査
は
、
正
式
に
は
工
学
技
術
試
験
衛
星
で

あ
り
、
学
術
探
査
術
一銭
で
は
な
い
。
現
実
に
ど
う
で
あ
る
か
は

と
も
か
く
、
名
目
上
は
中T
街
研
で
開
発
さ
れ
た
技
術
が
笑
用
化

で
き
る
こ
と
を
笑
統
す
る
た
め
の
術
一抵
で
あ
る
。
じ
ゃ
な
く
て

探
査
機
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、

こ
の

5
0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
ほ
ど
の
、
最
近
の
軽

自
動
車
に
も
満
た
な
い
小
さ
な
探
査
機
は
、
打
ち
上
げ
後
わ
ず

か
却
分
で
地
球
脱
出
速
度
に
加
速
さ
れ
、
イ
オ
ン
エ
ン
ジ
ン
を

長
時
間
運
転
し
、
は
る
か
彼
方
の
小
惑
星
に
桜
近
、
観
測
、
タ

ッ
チ
ダ
ウ
ン
す
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
で
サ
ン
プ
ル

た
ら
い

収
集
、
さ
ら
に
地
球
に
反
っ

て
き
て
、
刷
出
ほ
ど
の
カ
プ
セ
ル
だ

け
と
は
い
え
大
気
闘
再
突
入
ま
で
行
な
う
と
い
う
、
野
心
的
と

い
え
ば
聞
こ
え
は
い
い
が
非
常
に
欲
間
取
り
か
っ
挑
戦
的
で
大
胆

な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
ま
る
で
新
人
作
家
に
い
き
な
り
週
刊

誌
迎
峨
を
持
た
せ
る
と
同
時
に
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
化
の
企
画
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
、
み
た
い
な
。

笹
本
の
質
問
は
、
こ
れ
ほ
ど
欲
狼
り
で
野
心
的
な
計
画
が
な

ぜ
災
現
で
き
た
の
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

川
口

「野
心
的
と
は
思

っ
て

い
ま
せ
ん
。
小
惑
星
の
か
け
ら

を
持

っ
て
帰
り
た
い
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
技
術
を
駁
み
重
ね

た
ら
、
結
果
と
し
て
こ
う
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
な

っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
工
学
試
験
衛
星
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
け

ど
、
実
際
に
そ
れ
を
使
わ
な
か
っ
た
ら
嘘
に
な
る
で
し
ょ
う
L

こ
の
人
た
ち
は
、
ず
っ
と
星
の
世
界
に
必
死
に
手
を
仲
ば
し

M
'
V
5害
操

て
き
た
宇
宙
印
刷
の
中
で
、
初
め
て
星
に
触
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

実
際
に
研
究
者
が
、
持

っ
て
帰
っ
て
き
た
爪
の
先
ほ
ど
の
昼
の

か
け
ら
に
触
れ
る
の
は
計
画
が
す
べ
て
順
調
に
進
ん
だ
と
し
て

4
年
先
の
話
で
、
し
か
も
そ
こ
に
到
る
ま
で
に
ク
リ
テ
ィ
カ
ル

な
段
織
が
い
く
ら
で
も
あ
る
。
ど
こ
か

一
カ
所
で
つ
ま
づ
い
た

ら
、
た
と
え
イ
オ
ン

エ
ン
ジ
ン
の
長
時
間
運
用
に
成
功
、
小
惑

忠
一に
タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
し
、
サ
ン
プ
ル
リ
タ
ー
ン
に
成
功
し
て
も
、

地
球
近
傍
軌
道
へ
の
誘
導
に
失
敗
し
た
り
百
円
突
入
カ
プ
セ
ル
が

-a
b
 

燃
え
尽
き
た
り
し
た
ら
、
星
の
か
け
ら
に
は
触
れ
な
い
。

的
川
「
だ
か
ら
、
今
回
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は

1
0
0

点
満
点
の
減
点
法
で
は
な
く
、
打
ち
上
げ
が
成
功
し
た
ら
1
0

0
点
、
イ
オ
ン
エ
ン
ジ
ン
が
予
定
通
り
述
用
で
き
れ
ば
さ
ら
に

1
0
0点
、
小
惑
星
に
ラ
ン
デ
ブ
ー
で
き
れ
ば

1
0
0点
、
サ

ン
プ
ル
が
採
れ
れ
ば
ま
た
1
0
0点
、
戻
っ
て
こ
れ
た
ら
1
0

0
点
と
、

5
0
0点
満
点
く
ら
い
の
加
点
法
で
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
」

そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
機
々
な
デ
ー
タ
は
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

最
終
的
に
地
球
に
戻
っ
て
く
る
の
は

4
年
間
も
飛
行
を
続
け
る

採
資
機
の
中
で
小
さ
な
衛
門
突
入
カ
プ
セ
ル
だ
け
だ
か
ら
、
本
体

の
回
収
は
最
初
か
ら
前
提
条
件
に
な
い
。
工
学
試
験
術
昼
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
の
試
験
を
す
る
と
い
う
の
が
建
前
だ
か
ら
、

成
功
し
て
も
失
敗
し
て
も
そ
の
た
め
の
運
用
デ
ー
タ
が
得
ら
れ

れ
ば
い
い
の
で
あ
る
。

だ
け
ど
も
、

ど
の
段
階
で
失
敗
し
て
も
マ
ス
コ
ミ
は

{注旧一
M
U
S
E
S
，C
の
M
U

S
E
Sは
、
玄
C
ω
D由

o
o

mコ
側
一コ
mmココ∞

ω印
-7

豆
三
回
¥
つ
ま
り
「
M
ロ

ケ
ッ
ト
で
打
ち
上
げ
る
宇
宙

工
学
術
窪
」
の
世
間
。
本
来
は
、

「
銭
術
の
お
験
を
行
な
う
衛

星
』
で
『
観
測
を
行
な
う
科

学
術
霊
』
で
は
な
い
。
し
か

し
科
学
衛
星
の
筏
術
実
臨
の

場
合
に
は
、
実
地
に
い
っ
て

鼠
駿
を
行
な
う
だ
け
で
は
あ

ま
り
に
も
っ
た
い
な
い
の
で
、

実
際
の
観
測
や
サ
ン
プ
ル
燦

鍍
を
行
な
う
。
つ
ま
り
、

M

U
S
E
S
シ
リ
ー
ズ
は
か
な

り
野
心
的
な
目
圃
帽
を
持
っ
て

い
て
‘
失
敗
も
計
算
の
内
と

い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
の
で
あ

る
。
ち
な
み
に
M
U
S
E
S

-A

『
ひ
て
ん
」
は
ス
イ
ン

グ
パ
イ
筏
術
の
鼠
厳
衛
星
、

M
U
S
E
S-
B
『
は
る
か
」

は
直
径
8
メ
ー
ト
ル
の
パ
ラ

ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
を
待
つ
電
波

道
選
鏡
衛
星
だ
っ
た
。
(
松
}

「小
惑



川
一
昨
怖
出
川
失
敗
!
」「
ン
ト
億
円
下
街
の
ゴ
、
、

7
・」

付
け
て
そ
れ
で
終
わ
り
な
ん
だ
ろ
う
な
あ
。

っ
て
見
山
し

記
行
-w
引
で
の
取
材
イ
ベ
ン
ト
は
も
う
な
い
と
い
う
の
で
、
鹿

児
向
字
耐
空
間
観
測
所
を
隠
れ
る
こ
と
に
す
る
。

ゲ
ー
ト
で
報
道
が
の
ス
リ
ッ
プ
と
人
数
分
の
腕
読
を
返
却
し
、

次
に
向
か
う
の
は
宇
宙
資
料
館
。
鹿
児
島
宇
宙
空
間
観
測
所
に

併
設
さ
れ
て
い
る
、

宇
宙
研
関
係
の
小
さ
な
資
料
館
で
あ
る
。

郷
土
資
料
館
の
宇
宙
版
み
た
い
な
も
の
だ
が
、
な
に
せ
宇
宙
印
刷

の
付
紙
施
設
、
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
提
供
の
ス
プ

l
ト
ニ
ク

実
物
大
様
型
と
か
、
実
際
に
実
験
に
使
っ
た
ロ
ケ
ッ
ト
ノ
ズ
ル

の
輪
切
り
な
ど
の
本
物
と
か
、
気
合
い
の
入
っ
た
発
射
台
の
絞

砲
と
か
、
見
る
べ
き
も
の
は
多
い
。

み
a
v
ぱ
る

資
料
館
を
日
比
終
わ
っ
て
、
続
い
て
車
で
向
か
っ
た
の
は
符
阪

の
報
道
郎
。

打
ち
上
げ
当
日
に
な
れ
ば
い
や
で
も
H
K
M
す
る
こ
と
に
な
る

の
だ
が
、
.卜
H
凡
を
し
て
お
い
て
恋
い
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
内
之

浦
は
初
め
て
っ
て
取
材
メ
ン
バ
ー
も
多
い
し
。

報
道
府
は
相
川
町
レ
ー
ダ
ー
サ
イ
ト
の
3
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

前
方
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
様
相
が
姥
放
さ
れ
た
。
ト
八
与
さ
は
純

子

-M報
道
セ

ン
タ
ー
u
m
t
の
緩
明
の
3
分
の
l
ほ
ど
し
か
な
い
。

前
例
か
ら
新
設
さ
れ
、
今
同
二
度
門
の
御
役
に
な
る
。

こ
こ
か
ら
発
射
台
の
あ
る
M
台
地
ま
で
推
定
距
総
2
・
5
キ

ロ
ほ
ど
。

H
I
H
A
ロ
ケ
ッ
ト
よ
り
1
キ
ロ
は
近
い
が
、

そ
の

③ 

-材
H
K
も
ま
た
下
分
近
い
た
め
、
伸
ば
し
た
予
の
先
の
親
指
の
爪

ほ
ど
の
日
さ
に
し
か

μえ
な
い
。
ま
だ
実
物
は
H
H
の
前
に
山
て

き
て
な
い
け
ど
。

打
ち
仁
げ
は

2
n後
な
の
だ
が
、
師
也
子
ぬ
よ
り
は
る
か
に
狭

-
円

い
徽
刷
引
に
は
も
う
席
取
り
の
た
め
の
ガ
ム
テ

1
プ
が
鮎
ら
れ
て

、:。
a
v
eム

{
注
悶
}

打
ち
上
げ
の
時
の
碕
像
が

な
け
れ
ば
路
に
な
ら
な
い
マ

ス
コ
ミ
は
、
よ
り
よ
い
喝
所

を
求
め
て
織
烈
な
嶋
所
取
り

合
臓
を
行
な
う
.
で
、
自
分

の
使
う
と
こ
ろ
に
ガ
ム
テ
ー

プ
を
陥
っ
て
J
」
こ
は
俺
の

だ
」
と
主
張
す
る
わ
け
だ
.

(
松
}

宇
宙
作
・
米
ク
ラ
ブ
も
場
所
取
り
し
と
い
た
ほ
う
が
い
い
か
ね

え
。
な
に
せ
M
l
V
ロ
ケ

ッ
ト

l
号
機
で
は
良
家
の
畑
の
先
の

笠
き
地
に
陣
取
っ
て
い
た
報
道
陣
、
場
所
取
り
で
抗
争
が
起
き

た
た
め
に
宇
宙
研
が
仕
方
な
く
立
派
な
報
道
府
を
設
営
し
た
と

い
う
経
線
が
あ
る
。

下
か
ら
四
段
目
の
左
側
、
小
学
館
、
週
刊
ポ
ス
ト
、
メ
タ
ル

カ
ラ
!
と
メ
モ
内
き
の
あ
る
隣
に
宇
宙
作
家
ク
ラ
ブ
の
場
所
取

り
を
ガ
ム
テ

l
プ
で
行
な
う
。
メ
タ
ル
カ
ラ
ー
な
ら
山
似

一
良

さ
ん
の
と
こ
ろ
だ
か
ら
、
種
子
ぬ
の
取
材
で
何
度
も

一
絡
に
な

っ
て
い
て
気
心
も
知
れ
て
い
る
。

場
所
を
総
保
し
た
の
ち
、

一
一
般
向
け
の
μ
4
r附
も
H
見
た
い
と

い
う
牧
野
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
よ

っ
て
点
に

1
キ
ロ
ほ
ど
行
っ
た

と
こ
ろ
に
あ
る
見
学
仰
に
移
動
。
さ
す
が
に
打
ち

k
げ
2
N
前

で
は
人
修
も
仰
ま
っ
て
い
る
引
も
な
い
。
打
ち
k
げ
当

U
に
は

こ
こ
ら
辺
も
泌
杯
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
だ
ろ
う
か
。
道
路
閉
鎖

の
鈎
分
く
ら
い
仰
に
な
る
と
迫
路
が
す
っ
か
り
渋
滞
し
て
し
ま

う
の
で
、
「
当
日
は
報
道
の
方
は
口
十
め
に
動
い
て
下
さ
い
」

て
言
わ
れ
て
た
け
ど
。

つ



見
る
も
の
は
見
た
の
で
、
内
之
浦
市
街
に
一反
る
。
こ
れ
で
昼

食
に
し
て
ホ
テ
ル
に
入
れ
ば
、
指
定
さ
れ
た
チ
ェ

ッ
ク
イ
ン
の

時
間
に
は
ち
ょ
い
と
早
い
け
れ
ど
入
れ
て
も
ら
え
な
い
時
間
で

は
な
い
は
ず
。

川
町
食
は
、

ま
つ
わ
さ
と
い
う
内
之
浦
の
ラ
ー
メ
ン
以
に
行
く
。

場
所
う
ろ
覚
え
だ

っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、

そ
も
そ
も
内
之
浦
の

町

つ
て
の
は
迷
う
ほ
ど
広
く
な
い
の
で
、

あ

っ
さ
り
発
見
さ
れ

た
。
前
回
訪
問
時
は
徒
歩
だ
っ
た
ん
で
、
市
早
が
停
め
ら
れ
る
か

ど
う
か
も
あ
や
ふ
や
だ
っ
た
の
だ
が
、

車
二
台
ど
こ
ろ
か
六
台

く
ら
い
停
め
ら
れ
る
駐
市
場
も
完
備
し
て
い
る
。

記
事
引
笠
で
記
事
を
汚
い
て
か
ら
合
総
4
1
・
足
だ

っ
た
松
浦
か
ら
、

-
却

ラ
ー
メ
ン

Mm到
m
H
と
M
M川
に
桃
川
に
氾
訴
が
人

っ
た
。
け
の
前

の
ト
ヤ
路
に
い
る
と
い
う
の
で
辺
り
を
U
比
例
す
と
淀
川
凡
。
L、
L、

タ
イ
ミ
ン
グ
と
場
所
だ

っ
た
な
。

A
K
U
A
N
抗
。

る
。

川
町
飯
時
は
過
ぎ
て
し
ま

っ
た
ラ
ー
メ
ン

Mm
に
入

メ
ニ
ュ
ー
は
前
回
同
様
大
中
小
の
三
っ
と
ラ
イ
ス
、

だ
け
。
席
に
若
く
と
同
時
に
漬
け
物
が
山
山
て
来
る
の
む
前
と
一

緒
。
車
二
台
に
バ
イ
ク

一
台
で
釆
り
つ
け
た
全
員
が
中
を
注
文

す
る
。

前
と
川
じ
さ

っ
ぱ
り
系
の
ラ
ー
メ
ン
。
こ
れ
な
ら
何
日
か
続

け
て
食
っ
て
も
そ
ん
な
に
飽
き
な
い
と
思
う
な
あ
。

umり
際
に
倒
的
バ
に
待
り
、
今
伎
の
予
約
を
夜

7
時
に
取
る
。

た
だ
で
さ
え
宇
宙
印
刷
峨

U
で
い

っ
ぱ
い
の
内
之
浦
、
今
日
辺
り

ビ
ー
ル

M
'
V
5号
機

メ
ー
ル
チ

ェ
ッ
ク
を
し
よ
う
と
し
た
ら
、

の
近
所
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
が
加
治
水
に
し
か
な

い
。
加
治
木
っ
て
ど
こ
?
凶
分
の
隣
、
鈴
江
柳
川
の

一
帯
奥
?
ん
な
所
ま
で
屯
話
か
け
な
い
と
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が

ら
ん
の
か
い
。

か
ら
は
報
道
陣
も
附
唱
え
て
く
る
は
ず
な
の
で
、
確
実

に
夕
食
を
と
ろ
う
と
怒

っ
た
ら
予
約
し
て
お
い
た
刀

が
川
進
い
な
い
。

日
時
刊
分
く
ら
い
に
コ
ス
モ
ピ
ア
内
之
浦

に
到
打
、

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。

二
部
民
に
別
れ
て
八
位
の
利

-Mm
に
入
り
、
ま
ず
屯

源
確
保
、

コ
ン
ヒ
ュ

l
タ
を
広
げ
る
。
部
屈
に
何
本

も
の
也
捕
仰
コ
ー
ド
と
無
数
の
タ
ッ
プ
が
う
ね
く
り
回

る
。
毎
度
の
光
対
だ
な
。
だ
い
た
い
低
電
力
の
機
器

が
多
い
か
ら
ど
れ
だ
け
タ
コ
足
に
な
っ
た
っ
て
気
に

し
て
な
い
け
ど
、

今
阿
は
プ
リ
ン
タ
ー
ま
で
あ
る
。

シ
ン
ク
パ
ッ
ド
に
モ
ジ
ュ
ラ

1
ケ
ー
ブ
ル
を
桜
続
、

ソ
ネ
ッ
ト

F、ー・/ 

'11‘r~"jî-~シ
=、主リ ・主，~リ・噂Å.I)j~l'
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{
注
初
}

こ
の
取
材
で
、
総
涌
は
自

宅
の
あ
る
符
奈
川
か
ら
E
5

0
∞
の
パ
イ
ク
で
g
走
し
て

き
た
。
{総
)

パ
ル
ス
だ
っ
つ
っ
て
ん
の
に
ト

l
ン
で
屯
話
し
た
が
る
ウ
イ

ン
ド
ウ
ズ
嫁
相
手
に
、
セ
ツ
テ
ィ
ン
グ
変
誕
と
.
内
起
動
を
繰
り

返
す
こ
と
し
ば
し
。
シ
ン
ク
パ
ッ
ド
織
は
や

っ
と
ネ
ッ
ト
に
つ

-
引

な
が

っ
て
く
れ
た
。
の
は
い
い
が
、
部

・
8
キ

ロ

だ

と

?

ア

ナ
ロ
グ
川
線
と
は
い
え
そ
ん
な
泌
皮
峨
附
以
米
だ
な
あ
。
盛
岡

の
ホ
テ
ル
か
ら
つ
な
い
だ
ら
、

m
-2キ
ロ
し
か
山
な
く
て
び

っ
く
り
し
た
の
が
、
だ
い
た
い

3
年
前
か
。
あ
れ
は
市
内
泌
訴

{
注
引
}

こ
の
後
、
笹
本
と
総
涌
か

旅
行
し
た
ド
イ
ツ
で
は
、
旧

東
ド
イ
ツ
地
織
の
イ
エ
ナ
で

印
キ
ロ
舗
の
媛
織
が
可
能
だ

っ
た
.
旧
東
銀
地
織
に
負
け

て
い
て
い
い
の
か
?
内
之
浦
.

(松
}



.dd肉え減宅警FL'EJ-J
だ
っ
た
け
ど
、
こ
れ
は
距
離
の
あ
る
市
外
通
話
に
な
る
か
ら
し

ょ
う
が
な
い
の
か
な
あ
。

以
後
も
通
信
状
況
は
改
怨
さ
れ
ず
、
大
喜
戸
が
記
録
し
た
泊

.
8
キ
ロ
が
コ
ス
モ
ピ
ア
内
之
浦
の
ホ
テ
ル
の
部
屋
か
ら
つ
な

い
だ
最
高
速
度
で
あ
っ
た
。
ホ
テ
ル
の
部
屋
と
記
者
家
に
は
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
原
境
が
完
備
さ
れ
て
い
て
ほ
し
い
の
お
。

日
時
過
ぎ
く
ら
い
か
ら
布
聞
出
し
て
昼
絞
し
よ
う
と
努
力
す

る
。
本
日
の
あ
と
の
剤
事
は
夕
食
だ
け
、
と
な
れ
ば
体
力
回
復

に
務
め
ね
ば
な
る
ま
い
。

=Ir'S1:ffl的自由

A通穫が金者音.

宇宙局ftltれも，
墨色.~町下さけ官民之
助、川町必吹~~
~.Il"，よ) l~港l!Ll"色.

キッチユby 

1
時
間
く
ら

い
絞
ら
れ
た
の

か
な
あ
。
と
き

お
り
・
怠
織
を
失

っ
た
よ
う
な
気

も
す
る
け
ど
。

ω時
近
く
な

っ
て
来
た
の
で
、

女
性
部
屋
の
織

的
、
絡
に
戸
を

か
け
て
出
掛
け

る
。で 出

矢Z際
~号に
さロ
ん ピ

にム
一品、フ
。
l作
1:1 

-・
日

な
ん
だ
け
ど
幻
時
か
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

X
は
見
て
る
?
そ
れ
で
目
え
其
っ
赤
で
す
か
。
こ
れ
か

ら
綱
元
で

一
緒
に
食
事
で
も
い
か
が
で
す
か
?
ぁ
、
宇
宙
研

織
見
は
全
員
夕
食
が
出
る
。
そ
り
ゃ
そ

1
だ
わ
な
。
ま
あ
夕
食

後
に
で
も
、
も
し
よ
か
っ
た
ら
来
て
く
だ
さ
い
。

綱
元
に
徒
歩
で
移
動
。
刺
身
織
り
に
、

一
杯
め
は
ピ

l
ル
、

あ
と
焼
酎
に
移
行
す
る
。

い
い
か
ら
こ
こ
の
焼
酎
は
割
ら
ず
に

飲
み
な
さ
い
。
東
京
と
全
然
味
逃
う
ん
だ
か
ら
。

ほ
と
ん
ど
鮮
の
な
い
ま
ろ
や
か
な
焼
酎
な
の
だ
が
、
で
も
き

っ
ち
り
蒸
留
酒
で
あ
る
。
口
当
た
り
が
い
い
の
で
ば
か
す
か
飲

ゐ

ん
で
い
る
と
そ
の
う
ち
え
ら
い
自
に
巡
う
の
だ
が
、

③ 

の
お
時
か
ら
お
仕
事
?

一注
明
日
}

矢
野
創
芯
ん
。
小
惑
星
の

研
究
者
で
宇
宙
研
助
手
。

M

U
S
E
S
-C
の
次
の
小
惑

星
探
査
幽
慨
を
市
民
レ
ベ
ル
か

ら
オ
ー
プ
ン
な
環
焼
で
扱
鎗

し
て
作
り
上
げ
よ
う
と
い
う

『
小
天
体
探
査
フ
方
I
ラ
ム

(コ
2
0・
ミ
主
主
主
白
帥
・

m
x
ロ
一O
『

印

伸

一

O
コ
・
。
。
ヨ
¥

ヨ
田
之
)
』
の
オ
ー
ナ
ー
。

お
そ
ら
く
次
の
小
惑
星
探
査

織
は
矢
野
さ
ん
が
主
力
と
な

っ
て
醐
開
発
す
る
こ
と
に
怠
る

の
だ
ろ
う
。
(
松
)

で
も
お
い

{
注
明
日
}

5
月
6
日
に
般
送
さ
れ
た

第

1
1
2
回
『
八
レ
l
g
窪

に
突
入
せ
よ
苅
年
に
一
一
度

の
大
勝
負
、
宇
宙
研
の
八

レ
l
g
皇
深
資
『
さ
き
が

け
』『
す
い
せ
い
』
を
テ
ー

マ
に
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
、

忙
し
い
打
ち
上
げ
前
の
時
間

を
割
い
で
か
な
り
の
関
係
者

が
見
た
ら
し
い
の
だ
が
・
・・。

そ
の
内
容
と
い
え
ば
、
「
八

レ
l
H
輔
聾
に
強
力
ロ
ケ
ッ
ト

を
打
ち
込
み
、
特
障
問
カ
メ
ラ

で
そ
の
内
却
を
分
析
す
る
』

と
い
う
ト
ン
デ
モ
な
い
も
の

に
な
っ
て
い
た
。
探
査
に
行

っ
た
の
は
探
査
俄
で
あ
っ
て

ロ
ケ
ッ
ト
で
は
な
い
と
い
う

の
に
。
ち
な
み
に
『
す
い
せ

い
』
が
八
レ
l
密
室
に
般
媛

近
し
た
と
き
の
距
雌
は
何
万

1
干
キ
ロ
。

N
H
K的
に
は

〆

当

。

・5
、・
ν

-
H
 

あ
と
か
ら
平
聞
成
、
秋
山
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
宇
宙
研

一

行
が
十
人
以
上
で
な
だ
れ
込
ん
で
く
る
。

い
ろ
い
ろ
と
波
話
も
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

内
之
浦
で
の
打
ち
上
げ
は
ほ
ぼ

3
年
ぶ
り
に
な
る
。
だ
も
ん

で
ク
リ
ー
ン

・
ル
l
ム
の
大
掃
除
か
ら
は
じ
め
た
と
か
(
締
除

し
な
き
ゃ
な
ら
な
い
ほ
ど
吹
の
た
ま
っ
た
ク
リ
ー
ン

・
ル
ー
ム

つ
て
の
は
あ
ん
ま
り
考
え
た
く
な
い
も
の
で
あ
る
)
、
報
道
向

け
の
ラ
ン
チ
ャ

l
旋
回
が
中
止
に
な
っ
た
の
は
笑
は
天
候
の
問

題
で
は
な
く
、
早
朝
の
旋
回
の
時
に
ラ
ン
チ
ャ
ー
を
傾
け
す
ぎ

て
ロ
ケ
ッ
ト
が
海
に
務
ち
そ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
と
か
、
聞
い

て
れ
ば
大
笑
い
す
る
よ
う
な
も
の
ば
っ
か
り
な
ん
だ
が
、
ど
こ

ま
で
が
真
笑
で
ど
こ
か
ら
が
冗
談
な
の
か
追
及
し
て
は
い
け
な



深査機愛称の応募絡

指令

い
話
が
多
い
。

術
昼
の
打
ち
上
げ
(
今
回
は
探
査
機
だ
け
ど
)

と
、
愛
称
が
つ
け
ら
れ
る
。
こ
の
愛
称
は
宇
宙
研
内
で
公
募
さ

れ
、
必
ず
し
も
披
多
の
名
前
が
採
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

が
成
功
す
る

観
測
所
内
に
校
禁
箱
が
設
け
ら
れ
、

所
員
は
誰
で
も
提
案
、

投
票
の
権
利
が
あ
る
の
だ
が
、

こ
の
斜
は
ふ
た
つ
あ
る
と
い
う
。

5
月

日

目

、
木

曜

日

、

引

キ

続

き
曇

り
、
涼
し
い

本
日
打
ち
上
げ
前
日
。
鹿
児
島
宇
前
空
間
観
測
所
で
の
取
材

イ
ベ
ン
ト
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
当
初
の
予
定
で
は
本
土
披

南
端
の
佐
多
仰
、
そ
れ
か
ら
腹
庄
の
航
空
史
料
館
、
そ
の
あ
と

大
喜
戸
は
鹿
児
島
空
港
に
江
藤
さ
ん
を
迎
え
に
行
く
予
定
だ
っ

た
の
だ
が
、
ず
る
ず
る
と
出
掛
け
る
時
間
が
遅
れ
た
の
と
、
あ

と
内
之
浦
か
ら
大
隅
半
-M
耐
を
回
っ
て
佐
多
仰
方
面
に
移
動
し
た

場
合
、
朝
食
を
食
べ
ら
れ
そ
う
な
場
所
を
見
つ
け
る
自
信
が
な

か
っ
た
の
で
、

ω時
半
過
ぎ
に
鹿
屋
方
簡
に
向
け
て
走
り
だ
す
。

M
'
V
5号
機

ひ
と
つ
は
シ
リ
ア
ス
編
、
も
う
ひ
と
つ
は
パ
ロ
デ
ィ
編
だ
そ

う
で
、
今
の
と
こ
ろ
ア
ト
ム
、
と
い
う
名
前
が
段
有
力
だ
そ
う

こ
れ
で
突
入
し
た
こ
と
に
な

る
ら
し
い
。

関
係
者
の
泊
ま
っ
て
い
た

と
あ
る
宿
含
で
は
、
テ
レ
ビ

の
前
か
ら
一
人
消
え
二
人
消

え
、
血
唱
後
ま
で
務
慢
し
て
見

終
え
た
者
た
ち
は
、
『
あ
そ

こ
が
遣
う
」

J
』
こ
が
遭
う
」

と
反
省
会
を
始
め
た
と
い
う
。

符
に
苦
心
し
て
開
発
し
た

『
す
い
せ
い
』
燦
査
機
を
、

「特
殊
カ
メ
ラ
』
に
さ
れ
て

し
ま
っ
た
衛
星
関
係
者
の
落

ち
込
み
は
ひ
ど
か
っ
た
と
か
。

{
松
)

な。
そ
し
て
、
パ
ロ
デ
ィ
編
に
投
稿
さ
れ
た
愛
称
に
は
、

「練
」

査
機
を

「小
」
惑
星
に
泊
陵
さ
せ
て
ロ
ボ
ッ
ト
を

「般
」
出
し

て
帰
っ
て
来
る

「計
」
箇
、
略
し
て

「
た
ん
し
よ
う
ぼ
う
け

い
」
と
い
う
の
が
あ
っ
た
そ
う
な
。

結
局
、
綱
元
か
ら
ホ
テ
ル
に
移
動
し
て
、

飲
ん
だ
く
れ
る
。

ホ
テ
ル
の
部
屋
で

し
た
ら
ば
綱
元
か
ら
述
絡
が
入
っ
て
お
り
、
掛
川
か
が
概
帯
忘

{注
川
目
}

小
樹
脂
皇
研
究
者
の
秋
山
演

亮
氏
。
題
段
会
社
に
勤
務
し

つ
つ
研
究
を
続
け
て
い
た
契

色
の
人
物
.
2
0
03
年
現

在
は
遺
臨
し
て
秋
田
大
学
に

夜
間
帽
し
て
い
る
。
荒
ら
し
ゃ

厨
房
(
わ
け
の
分
か
ら
な
い

中
学
生
な
み
の
人
物
を
備
す

「中
筋
』
の
ネ
ッ
ト
特
有
の

表
記
}
が
う
じ
ゃ
う
じ
ゃ
の

菜
匿
名
渇
示
措
置
に
、
敢
然
と

実
名
で
常
駐
し
て
宇
宙
研
究

の
広
報
活
勘
を
行
な
う
と
い

う
、
こ
れ
ま
た
巽
色
の
活
動

を
続
け
て
い
る
。
(
総
)

れ
た
フ

:
お
れ
だ
。
あ
わ
て
て
取
り
に
戻
る
。

て
た
ん
だ
ろ
う
な
あ
。

や
っ
ぱ
酔
っ
払
つ

日
時
過
ぎ
、
高
山
を
過
ぎ
て
鹿
屋
手
前
の
道
沿
い
に
や

っ
と

そ
ば
茶
屋
、
芭
蕉
市
川
を
発
見
。
入
る
。

民
芸
風
の
そ
ば
茶
屈
と
名
乗
っ
て
る
ん
だ
が
、
入
っ
て
み
る

と
コ
ロ
ッ
ケ
定
食
と
か
カ
レ
!
と
か
、
定
食
に
は
そ
ば
と
う
ど

ん
が
付
き
ま
す
と
い
う
の
だ
が
、
し
て
み
る
と
、
そ
ば
定
食
に

は
何
が
付
く
の
だ
ろ
う
。

頼
ん
で
み
る
。
届
い
た
の
は
天
ぷ
ら
定
食
そ
ば
付
き
で
あ
っ

た
。
野
菜
と
海
老
ふ
た
つ
の
て
ん
ぷ
ら
に
御
飯
と
そ
ば
。
朝
食

@ 



と
昼
食
が

一
度
に
攻
め
て
き
た
よ
う
だ
。
な
ん
で
こ
れ
が
た
つ

た
7
5
0円
な
ん
だ
、
し
か
も
こ
れ
が
い
ち
ば
ん
高
い
メ
ニ
ュ

ー
だ
と
い
う
。

牧
野
が
頼
ん
だ
カ
ッ
カ
レ
ー
も
、

一
見
普
通
の
阻
の
大
き
さ

な
の
だ
が
、
-
低
が
深
い
。
当
初
の
予
定
で
は
こ
れ
が
朝
食
で
、

鹿
屋
の
航
空
史
料
館
見
て
か
ら
昼
食
行
く
つ
も
り
だ
っ
た
ん
だ

が
、
こ
の
調
子
で
は
そ
ん
な
余
絡
は
な
い
か
も
な
あ
。

-
白

鹿
屋
到
着
。
い
ろ
い
ろ
買
い
だ
し
。
旧
市
街
は
も
は
や
シ
ャ

ッ
タ
ー
通
り
と
化
し
て
お
り
、
市
平
の
通
行
の
多
い
街
道
沿
い
に

向
か
い
、
ま
ず
は
沼
気
臣
、
そ
れ
か
ら
大
慈
戸
が
失
く
し
た
ボ

ル
ト
の
替
え
を
口
う
た
め
に
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
楽
屋
へ
と
回

り
、
必
要
な
も
の
を
買
い
揃
え
て
か
ら
鹿
屋
航
空
資
料
館
に
入

る
。航

笠
資
料
館
は
、
海
上
自
術
隊
鹿
屋
基
地
の
敷
地
内
に
あ
る
。

す

い

か

敷
地
内
と
い
っ
て
も
、
資
料
館
ま
で
は
ゲ

l
ト
ガ

l
ド
に
誰
何

さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
駐
車
場
ま
で
入
れ
る
。

鹿
股
航
空
資
料
館
は
、
笹
本
の
知
る
限
り
日
本
で

一
、
こ
を

争
う
充
実
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
誇
る
。
あ
と

一
カ
所
は
お
馴

染
み
各
務
ヶ
版
航
空
博
物
館
ね
。

脱
届
は
、
海
上
自
衛
隊
の
使
用
機
を
屋
外
展
示
し
て
い
る
。

3
年
ぶ
り
に
訪
れ
て
も
、
あ
い
か
わ
ら
ず
飛
行
機
き
れ
い
に
し

て
あ
る
わ
あ
。
本
織
の
自
衛
隊
只
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
っ
て

る
と
こ
ろ
は
い
い
ね
え
。

資
料
館
終
了
後
、

鹿
児
島
空
港
に
江
綴
さ
ん
の
出
迎
え
に
行

く
大
喜
戸
に
は
桜
島
観
光
を
勧
め
、
こ
ち
ら
は
佐

多
岬
を
目
指
す
。
と
い
う
か
、

主
目
的
は
牧
野
が

フ
ェ
リ
ー
で
発
見
し
た
風
力
発
定
所
だ
っ
た
の
だ

@ 

が。
鹿
児
島
港
か
ら
錦
江
抑
仰
を
抜
け
て
種
子
島
に
向

か
う
フ
ェ
リ
ー
上
で
も
、
西
之
表
か
ら
本
土
に
戻

る
mm
り
で
も
、
笹
本
は
最
近
フ
ェ
リ
ー
の
中
で
は

が
i
が
l
絞
て
い
る
。
し
か
し
、
若
い
だ
け
に
体

力
も
好
奇
心
も
旺
盛
な
牧
野
は
、
航
海
の
た
び
に

カ
メ
ラ
や
双
眼
鏡
を
持
っ
て
デ
ッ
キ
に
出
て
い
き
、

あ
ち
こ
ち
ワ
ッ
チ
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
前
々
回

2
0
0
2年
ロ
月
の

H
1
H
A
4
号
機
の
打
ち
上

げ
取
材
の
た
め
に
紹
子
山
に
波
っ
た
時
に
佐
多
岬

近
く
に
立
つ
建
設
中
の
岡
山
力
発
泡
所
を
発
見
、
そ

れ
が
ほ
ん
の

一
月
前
の

5
号
機
の
と
き
に
は
も
う

完
成
し
て
プ
ロ
ペ
ラ
が
回
っ
て
い
た
と
い
う
。

直
後
印
メ
ー
ト
ル
の
プ
ロ
ペ
ラ
が
回
る
風
カ
発
泡
所
か
。
そ

り
ゃ
見
て
み
た
い
わ
ね
え
と
い
う
こ
と
で
、
佐
多
仰
を
南
下
す

る
。

高山近くのそば茶鹿 ・ 芭~庵

{
注
棺
臼
}

地
方
都
市
の
旧
市
街
商
庖

衡
の
落
ち
込
み
は
ど
こ
も
ひ

ど
い
。
閉
居
し
た
庖
舗
の
シ

ャ
ッ
タ
ー
ば
か
り
が
並
ぶ
風

療
は
、
無
惨
の
一
言
に
尽
き

る
。
特
に
鹿
屋
は
国
鉄
が
廃

止
さ
れ
て
駅
が
な
く
な
っ
た

こ
と
と
、
郊
外
に
駐
車
場
を

待
つ
大
型
后
舗
が
多
数
進
出

し
て
き
た
も
の
だ
か
ら
、
市

街
地
の
繭
庖
衡
は
完
全
に
行

き
筒
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

{
総
}

大
隅
半
島
な
ん
て
行
き
止
ま
り
の
、
し
か
も
回
舎
な
ら
、
海

沿
い
に
南
下
す
る
だ
け
だ
ろ
う
と
思
っ
て
地
闘
を
見
な
か
っ
た

ん
だ
が
、
風
力
発
宿
所
こ
っ
ち
と
い
う
看
板
に
従
っ
て
山
道
に

入
っ
た
辺
り
か
ら
風
向
き
が
お
か
し
く
な
っ
て
き
た
。
風
向
き

つ
つ

l
か
天
候
ね
。



本
日
の
天
気
は
公
り
。
大
隅
半
島
つ
て
の
は
そ
ん
な
に
険
し

い
山
地
で
は
な
い
の
に
、
標
高
が

3
0
0
メ
ー
ト
ル
と
か

5
0

0
メ
ー
ト
ル
と
か
山
道
を
登
ら
さ
れ
、

挙
げ
句
に
辺
り
に
ガ
ス

が
か
か
っ
て
く
る
。
務
が
出
た
と
い
う
よ
り
、
雲
の
中
に
入
つ

て
し
ま
っ
た
感
じ
で
、
中
央
車
線
も
な
い
山
道
は
、

、五
コ
:
、a

lv
ヲ
φ
人
B
V

ど
こ
に
我
々
を
述
れ
て
い
く
の
か
。

自
の
前
の
道
が
見
え
な
い
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
、

こ
れ
だ

け
m
務
が
抑
制
い
と
、

も
ち
ろ
ん
ラ
イ
ト
を
点
け
て
走
る
わ
け
で
、

そ
の
中
か
ら
ま
る
で
ぬ
り
か
ぺ
の
よ
う
に
巨
大
な
ダ
ン
プ
が
現

れ
た
時
に
は
篤
い
た
。
な
ま
じ
他
に
聴
を
見
な
か

っ
た
だ
け
に
、

も
し
向
こ
う
も
ラ
イ
ト
を
点
け
て
い
な
か
っ
た
ら
正
問
衝
突
し

て
た
か
も
。
決
し
て
飛
ば
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
だ
が

(
あ
ん
な
濃
い
緩
の
中
で
は
飛
ば
せ
な
い
)
。

時
務
深
い
山
の
中
を
却
分
以
上
も
走
り
ま
わ

っ
て、

や
っ
と
風

力
発
匂

一
本
目
の
風
車
の
下
に
到
着。

し
ゅ
お
ん
し
ゅ
お
ん
と

回
る
三
枚
羽
相
恨
の
風
車
を
見
上
げ
る
が
、
霧
が
深
い
も
ん
で
全

体
像
が
よ
く
わ
か
ら
ん
。

ひ
と
つ
の
羽
根
の
長
さ
が
ぬ
メ
ー
ト
ル
、

回
転
す
る
ロ

l
タ
l
の
直
径
は

ωメ
ー
ト
ル
と
い
う
触
れ
込
み

三
枚
羽
被
だ
か
ら

.，-.、
、

+人
4
u

白
い
盤
の
中
し
ゅ
お
ん
し
ゅ
お
ん
と
悶
っ

て
い
る
プ
ロ

ペ
ラ
を
見
て
も
、

そ
こ
ま
で
大
き
い
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
さ

し
わ
た
し
印
メ
ー
ト
ル
つ
っ
た
ら
、
ジ
ャ
ン
ボ
ジ

ェ
ッ
ト
の
奨

一船
く
ら
い
は
あ
る
は
ず
な
の
だ
が
、
い
い
と
こ

7
6
7
ク
ラ
ス

が
回
っ
て
い
る
感
じ
で
あ
る
。

M
E
V
5塁
機

し
ば
ら
く
見
て
い
て
気
づ
い
た
。
ひ
と
つ
却
メ
ー
ト
ル
の
三

枚
羽
根
プ
ロ
ペ
ラ
は
、
人
間
の
自
に
は
直
径

ωメ
ー
ト
ル
の
フ

ァ
ン
に
は
見
え
な
い
。
も
う

一
枚
羽
板
が
あ
れ
ば
正
真
正
銘
さ

し
わ
た
し
も
印
メ
ー
ト
ル
に
な
る
が
、

コ一
枚
羽
根
だ
と
金
幡
、

つ
ま
り
羽
根
の
先
か
ら
先
ま
で
も
っ
と
も
一舶
の
広
い
と
こ
ろ
で

も
6
メ
ー
ト
ル
に
し
か
な
ら
な
い
。

あ
と
ま
あ
、
白
い
容
の
中
、
周
り
に
人
工
の
比
較
対
象
物
が

な
い
山
の
中
で
、
こ
ち
ら
の
ス
ケ
ー
ル
感
党
が
狂
わ
さ
れ
て
い

・・

出

る
と
い
う
の
も
あ
る
。
テ
キ
は
板
元
で
直
筏
5
メ
ー
ト
ル
に
遥

す
る
巨
大
な
電
位
、
そ
れ
が

ωメ
ー
ト
ル

っ
て

え
と
十
五
階
建
て
マ
ン
シ

ョ
ン
く
ら
い
の
高
さ

に
そ
そ
り
立
っ

て
大
型
双
発
ジ
ェ
ッ
ト
級
の
羽

制
限
を
振
り
ま
わ
し
て
い
て
も
、
そ
こ
ま
で
で
か

い
よ
う
に
は
見
え
な
い
の
で
あ
る
。

そ
ば
に
ス
ケ
ー
ル
比
較
用
の
.煙
車
や

5
0
0

円
五
で
も
あ
れ
ば
わ
か
り
や
す
い
ん
だ
が
。

看
板
に
よ
る
と
、
今
年
2
0
0
3年
に
な

っ

て
か
ら
完
成
し
た
も
の
ら
し
い
。

I
H
I製
。

で
、
こ
の
サ
イ
ズ
の
も
の
が
こ
の
あ
た
り
に
合

計
十
脚
あ
る
と
い
う
。
自
の
前
に
出
て
き
た
の

は
い
ち
ば
ん
山
奥
側
に
あ
る
も
の
で
、
あ
と
九

脚
が
こ
の
先
に
あ
る
ら
し
い
。

と
は
い
え
視
程
は
い
い
と
こ
ろ
別
メ
ー
ト
ル、

と
き
お
り
窓
の
隙
間
か
ら
プ
ロ
ペ
ラ
中
央
の
ス

¥ 

{
注
帽
叩
}

「
直
径
5
メ
ー
ト
ル
砲
さ
切

メ
ー
ト
ル
と
聞
い
て
、
H

・

H
Aと
同
じ
じ
ゃ
ん
と
怒
っ

た
で
す
よ
』
(
牧
野
・
絞
}

{
注
幻
}

校
野
の
調
べ
に
よ
る
と
‘

ド
イ
ツ
、
ノ
ル
デ
ィ
ク
ス
社

製
の
風
力
発
電
シ
ス
テ
ム
を
、

l
H
lが
犠
入
販
売
し
て
い

る
と
い
う
。
(
笹
)

F 

佐田E甲に立つ巨大な三枚羽恨の風窓



ピ
ナ
l
く
ら
い
は
見
え
る
け
ど
、
林
立
す
る
風
力
発
句
機
の
金

授
は
あ
ん
ま
り
期
待
で
き
そ
う
に
な
い
。

期
待
で
き
な
い
っ
て
も
こ
の
辺
り
で
髪
が
流
れ
る
の
を
待
つ

の
も
建
設
的
で
は
な
い
の
で
、
次
に
向
け
て
移
動
を
開
始
す
る
。

紛
の
よ
う
に
深
く
立
ち
こ
め
て
い
た
袋
も
と
き
お
り
切
れ
は

じ
め
、
仰
の
尾
棋
に
放
ぶ
い
く
つ
も
の
巨
大
風
車
が
ち
ら
り
と

見
え
た
。

牧
野

「わ

1
嘘
く
せ
l
」

感
染
防
止
の
た
め
部
外
者
立
ち
入
り
禁
止
、
と
お
紋
の
出
て

い
る
畜
産
試
験
場
の
横
を
登
っ
て
い
く
と
、

二
本
旬
、

三
本
自

の
風
車
発
見
。
ま
だ
緩
は
晴
れ
て
い
な
い
が
、
一
本
目
と
一
緒

に
あ
っ
た
地
図
に
よ
る
と
こ
の
辺
り
か
ら
建
て
込
み
は
じ
め
る

ら
し
い
。

さ
っ
き
よ
り
は
視
界
が
効
く
の
で
、
双
眼
鏡
で
よ
部
術
進
を

検
臣主分
大ーす
なる
風 。

力
発
電
所
は

で
か
い
氾
柱
の
上
に
小
さ
な
発
勉

機
を
つ
け
た
で
か
い
三
枚
プ
ロ
ペ
ラ
が
ゆ
っ
く
り
回
っ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
足
元
の
プ
レ
ー
ト
に
よ
れ
ば
分
当
白た
り
の
嗣
転

数
は
ロ
か
ら
初
、

そ
の
辺
り
が
一
番
発
氾
効
率
が
い
い
ら
し
い
。

双
眼
鋭
で
上
部
構
造
を
見
て
み
る
。
氾
伎
の
上
に
絞
っ
て
い

る
エ
ン
ジ
ン
カ
ウ
ル
は
小
さ
い
と
い

っ
て
も
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
の

そ
の
上
に
小
さ
な
風
力
計

A
'
b
u
'
 

と
さ
お
り
鈍
い
捻
り
が
直
径
5
メ
ー
ト
ル

も
あ
り
そ
う
な
屯
伎
の
線
元
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
と
こ
ろ
を
み

自
動
車
く
ら
い
の
大
き
さ
は
あ
り
、

と
風
向
討
が
あ
る
。

@ 

る
と
、
風
向
き
に
プ
ロ
ペ
ラ
を
正
対
さ
せ
る
く
ら
い
の
こ
と
は

す
る
ら
し
い
。

{注
mm
}

一
見
地
嫁
に
や
さ
し
く
、

排
気
ガ
ス
も
出
さ
な
い
鼠
力

発
電
だ
が
、
本
当
に
そ
う
な

の
か
ど
う
か
。

ー
製
造
に
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
寿
命
が
来
た
と
き
廃

棄
す
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
総
和
よ
り
も
、
四
悼
働
期
間

中
に
笠
み
出
す
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
ほ
う
が
大
き
い
。

2
廃
棄
す
る
と
き
に
有
曾

な
物
質
を
出
さ
な
い
。

こ
の
こ
つ
の
条
件
を
満
た

さ
な
い
と
実
に
工
コ
ロ
ジ
カ

ル
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
い
え

な
い
だ
ろ
う
。
モ
の
後
、
箆

本
と
総
溺
は
ロ
シ
ア
取
材
旅

行
中
に
恩
恵
先
進
国
ド
イ
ツ

の
筏
術
者
に
会
っ
た
が
、
彼

は
「
製
造
と
廃
棄
コ
ス
ト
を

考
え
る
と
、
恩
恵
怠
ん
か
全

然
ヱ
コ
ロ
ジ
カ
ル
で
は
忽
い
。

織
の
党
の
週
中
は
パ
カ
な
ん

だ
h

と
怠
っ
て
いた
。
也
の

中
そ
う
単
純
で
は
な
い
の
だ
。

{
松
)

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
ゆ
っ
く
り
と
容
が
騎
れ
て
き

た
。
錦
江
湾
と
、
そ
こ
か
ら
立
ち
上
が
る
肝
版
山
地
の
山
並
み

が
見
え
て
く
る
。
抑
内
内
の
洋
上
は
陥
れ
て
る
ら
し
い
が
、
山
の

よ
に
は
少
し
ず
つ
流
れ
て
い
く
と
は
い
え
ま
だ
袋
が
あ
り
、
な

ん
か
洋
上
で
潟
ι

気
を
含
ん
だ
空
気
が
仰
に
吹
き
上
げ
ら
れ
た
あ

た
り
で
震
を
発
生
し
て
い
る
様
子
が
聞
の
前
に
見
え
て
い
る
よ

う
な
・・・・・・
。

笹
本

「雲
、
附
れ
て
き
て
な
い
?
」

牧
野

「自
の
前
で
湧
い
て
る
よ
う
に
見
え
る
ん
で
す
が
」

し
か
し
ま
あ
、
こ
れ
は
こ
れ
で
巨
大
な
風
車
が
流
れ
る
窓
を

か
き
回
す
の
が
見
え
て
い
る
よ
う
で
怒
く
な
い
。
上
空
は
と
も

か
く
こ
の
あ
た
り
の
婆
は
少
し
ず
つ
流
れ
て
い
っ
て
、
条
件
が

よ
け
れ
ば
近
所
に
立
つ
九
本
の
風
車
す
べ
て
が
見
え
る
よ
う
に

な
っ
て
く
る
。

二
本
ば
か
り
停
ま
っ
て
い
る
風
車
が
あ
っ
て
、
双
眼
鋭
で
見

て
み
る
と
モ
ー
タ
ー
カ
ウ
ル
が
聞
い
て
人
影
が
見
え
る
。

や
っ
ぱ
り
で
か
い
も
ん
で
感
覚
狂
わ
さ
れ
て
る
な
あ
。
ワ
ン

ボ
ッ
ク
ス
ど
こ
ろ
か
パ
ス
く
ら
い
は
大
き
さ
が
あ
り
そ
う
だ
。

あ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で
ど
う
や
っ
て
上
が
る
ん
だ
ろ
う
か
。
ひ
た

uし
ご

す
ら
階
段
か
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
も
あ
る
の
か
、
最
悪
梯
子
か
。

階
段
な
ら
ま
だ
し
も
、
あ
の
高
さ
ま
で
悌
子
つ
て
の
は
あ
ん
ま

り
考
え
た
く
な
い
。



原
生
林
と
畑
と
省
産
試
験
場
が
見
渡
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
く

る
。
や
っ
ぱ
り
雲
は
附
れ
て
き
て
い
る
。
綴
に
包
ま
れ
た
状
態

か
ら
晴
れ
て
い
く
の
が
両
方
見
ら
れ
た
と
思
う
と
、
な
か
な
か

お
得
な
気
分
。

一
通
り
全
長
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
、
次
に
向
か

っ
て
走
り
だ
す
。
本
土
最
南
端
、
佐
多
岬
。
ん
で
、
ど
つ
か
ら

行
け
ば
?

錦
江
湾
が
す
ぐ
闘
の
前
に
見
え
た
か
ら
そ
っ
ち
に
降
り
て
い

け
ば
い
い
と
思
っ
た
の
だ
が
、
正
確
に
六
つ
な
ら
ん
だ
墓
石
を

二
度
ほ
ど
も
道
の
右
側
に
確
認
し
て
し
ま
う
。

完
全
に
追
を
ロ
ス
ト
す
る
。

-
担

あ
1
、
こ
!
な
る
と
わ
か

っ
て
い
れ
ば
携
帯
電
話
の

G
P
S

サ
ー
ビ
ス
切
ら
な
か
っ
た
の
に
。
値
段
の
わ
り
に
使
え
な
い
か

ら
、
せ
っ
か
く
の
C
D
M
A
'
O
N
E
の
E
Z
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ

ス
、
全
部
切
っ
て
る
ん
だ
。

と
か
聞
や
っ
て
携
裕
滋
稲
見
て
み
た
ら
、
閣
外
。
ど
っ
ち
に
せ

よ
無
駄
で
あ
っ
た
か
。

手
元
に
あ
る
地
図
の
縮
尺
は
却
万
分
の
l
、
行
看
板
に
山
山
て

来
る
地
名
は
地
図
に
も
絞
っ
て
い
な
い
よ
う
な
地
元
の
ロ
ー
カ

ル
な
も
の
ば
っ
か
り
っ
て
え
と
こ
う
な
る
わ
な
あ
。
と
き
お
り

出
て
来
る
地
図
に
も
載

っ
て
る
地
名
と
突
き
合
わ
せ
て
み
る
と
、

ど
う
や
ら
佐
多
仰
の
太
平
洋
側
、
錦
江
湾
と
反
対
側
に
出
て
し

ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

な
ん
で
た
か
だ
か
山
の
上
に
あ
る
風
力
発
電
所
を
見
に
い
く

M
'
V
5号
機

の
に
、
こ
ん
な
回
り
道
さ
せ
る
ん
だ
。
潔
直
に
海
沿
い
の
道
か

ら
上
が
っ

て
く
れ
ば
い
い
の
に
。
と
か
聞
や
っ
て
あ
と
か
ら
地
図

を
見
て
み
る
と
、

{
注
明
日
}

気
ま
ぐ
れ
な
性
信
か
ら
は

想
像
で
き
な
い
ほ
ど
、
笹
本

は
ま
め
で
あ
る
。
電
話
に
よ

る
ネ
ッ
ト
後
続
は
こ
ま
め
に

切
る
し
、

憎珊
車
問
竃
結
の
盆
の

か
か
る
サ
ー
ビ
ス
は
必
要
忽

時
だ
け
契
約
を
復
活
さ
ぜ
る

と
い
う
こ
と
を
し
て
い
る
。

{
総
}そ

の
つ
も
り
だ
っ
た
ん
だ

け
ど
、
鰻
近
は
そ
れ
も
し
て

な
い
。
{
笹
}

そ
ん
な
道
は
な
い
。

そ
り
ゃ
そ
う
だ
わ
な
。
風
通
し
の
い
い
、
つ
ま
り
風
の
強
い

尾
根
沿
い
に
風
車
を
設
慌
し
よ
う
と
思
え
ば
、
道
が
で
き
や
す

し
ゅ
ん
付
ん

い
谷
や
海
沿
い
で
は
な
く
、
跡
取
険
な
山
奥
に
分
け
入
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
今
日
通

っ
た
道
の
ど
こ
ま
で
が
生
活
円
以
道
で
、

ど
こ
か
ら
が
風
力
発
泡
所
の
懇
談
と
維
持
の
た
め
に
つ
な
ぎ
合

わ
さ
れ
た
新
道
な
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
た
め
だ
け
に
新

し
い
道
を
造
ら
ず
、
可
能
な
限
り
既
存
の
道
を
使
お
う
と
思
え

ば
、
そ
り
ゃ
あ
複
雑
怪
奇
な
こ
と
に
な
る
わ
な
あ
。

結
局
、
太
平
洋
側
か
ら
佐
多
岬
に
回
り
込
む
。
サ
タ
デ

l
号

と
い
う
観
光
遊
覧
船
が
出
て
い
る
ら
し
い
が
、
こ
の
サ
タ
デ
ー

と
い
う
名
前
が
佐
多
仰
に
引
っ
か
け
て
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て

脱
力
し
た
の
は
内
之
浦
に
帰
る
道
中
で
の
話
だ
。
わ
か
ら
な

い
?
口
に
出
し
て
み
て
。
佐
多
岬
、
サ
タ
デ

l
。

佐
多
脚
周
辺
は
私
有
地
だ
と
い
う
。
有
料
の
自
動
車
専
用
道

し
か
つ
な
が
っ
て
い
な
い
そ
う
で
、
車
か
バ
イ
ク
し
か
入
れ
な

い
。
お
か
げ
で
日
本

一
周
し
て
き
た
、
あ
る
い
は
縦
断
し
て
き

た
幾
多
の
自
転
車
釆
り
や
、
パ
ッ
ク
パ
ツ
カ

l
の
鰍
念
な
死
骸

る
い
る
い

が
累
々
と
折
り
重
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

こ
ち
ら
車
な
も
ん
で
、
索
直
に
自
動
車
m
q
用
道
に
入
る
。

台
往
復

1
0
0
0円
。

道
は
そ
れ
な
り
に
盤
備
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、

周
り
の
原
生



林
は
ほ
と
ん
ど
人
の
手
が
入
っ
て
い
な
い
。
雑
木
林
の
は
ず
な

ん
だ
が
、

lヨ
ガ4本
ジ 産
ユの
マ雑
Jレ木
の林
正Z2と
カ{ ~当

糧費3う
ñ~ ょ
とり
霊も
れ熱
て被
いの
た絞
り林
すに
る 近

寂3綴
れ相
た で
観
光
地

し
か
も
私
有
地
だ
け
あ

っ
て
、
自
然
保
護

に
は
い
い
の
か
も
。

手
付
か
ず
の
ま
ん
ま
だ
し
。

い
き
な
り
丸
っ
こ
い
茶
色
い

も
の
が
と
こ
と
こ
と
道
路
を
横
切
っ
た
。

笹
本
「
:
:
:
今
の
、
イ
ノ
シ
シ
?
」

牧
野

「
以
っ
昼
間
に
見
た
の
は
初
め
て
だ
:
:
:
」

帰
り
も
同
じ
よ
う
な
場
所
で
同
じ
方
向
に
イ
ノ
シ
シ
が
車
の

前
を
般
切
っ
た
。
あ
の
辺
り
、
イ
ノ
シ
シ
が
度
胸
試
し
を
し
て

る
の
か
し
ら
。
そ
れ
と
も
突
は
観
光
用
に
飼
い
馴
ら
さ
れ
た
イ

ノ
シ
シ
で
、
総
が
来
た
ら
筋
か
さ
な
い
程
度
に
自
の
前
を
繊
切

る
よ
う
な
芸
を
仕
込
ま
れ
て
る
の
か
し
ら
。

駐
車
場
に
涼
を
入
れ
る
。
三
十
台
く
ら
い
は
入
り
そ
う
な
駐

車
場
に
あ
と
二
台
く
ら
い
し
か
な
く
て
、
ま
あ
天
気
が
良
く
な

い
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
直
後
の
平
日
と
は
い
え
空
い
て
て
い

い
な
あ
。

こ
の
先
、

一
人

1
0
0円
の
入
場
料
を
払
っ
て
昔
は
片
側
交

互
通
行
だ
っ
た
ら
し
い
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
っ
て
仰
の
先
に
行
く
。

す
っ
か
り
絞
れ
果
て
て
ま
l
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
く
ら
い
の
校
舎
み
た
い
な
修

学
旅
行
向
け
食
蛍
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
先
に
、
札
縦
や
名
古
屋

の
テ
レ
ビ
絡
の

一
階
完
庖
を
九
割
引
き
く
ら
い
に
絞
れ
さ
せ
た

ち
ょ
っ
と
走
っ
た
と
こ
ろ
で
、

-ワ

舗な
ん

見
附
ら
し
塔
が
あ
る
。
三
階
分
く
ら
い
の
螺
旋
階
段
を
受
る
と
、

四
角
い
キ
ノ
コ
の
上
部
の
よ
う
な
屋
根
付
き
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
の

見
附
ら
し
ム
口
に
出
る
。

な
に
も
な
い
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
来
て
、
笠
宮
な
緑
と
雄

大
な
自
然
以
外
あ
ん
ま
り
期
待
し
て
は
い
け
な
い
の
は
わ
か
っ

て
る
け
ど
さ
。

③ 

先
に
小
さ
な
島
と
灯
台
く
ら
い
あ
っ
て
、
双
眼
鏡
で
確
認
し

{
注
担

笹
本
が
な
に
を
見
た
か
は

わ
か
ら
な
い
が
、
鹿
児
島
に

ガ
ジ
ュ
マ
ル
は
自
生
し
て
い

な
い
は
ず
。
観
光
で
償
え
た

も
の
か
?
そ
れ
と
も
蟹
徳

物
を
見
間
違
え
た
か
?

{
総
}移

緬
し
た
ん
だ
か
伺
だ
か

わ
か
ら
な
い
が
、
ガ
ジ
ュ
マ

ル
な
の
は
確
実
ら
し
い
。

{
笹
)

た
限
り
で
は
地
続
き
で
は
な
さ
そ
う
な
の
で
、

徒
歩
で
は
行
付

な
い
の
だ
ろ
う
。

来
る
時
に
道
に
迷
っ
た
の
で
不
安
が
な
い
で
も
な
か
っ
た
の

2

・.、

、

少
人

a
u

帰
り
は
大
限
半
島
の
中
央
部
を
抜
け
る
政
道
を
通
る
。

芯
外
に
快
適
な
逃
で
、
す
ん
な
り
内
之
浦
に
戻
っ
て
く
る
。

鹿
児
島
笠
浴
に
江
藤
さ
ん
を
迎
え
に
い
っ
た
大
喜
戸
事
は
ま

だ
仰
っ
て
い
な
い
。

ω時、
頃
合
い
も
よ
し
と
い
う
こ
と
で
到

着
前
に
松
浦
に
屯
話
を
入
れ
、

ロ
ビ

1
で
合
流
、
部
僚
に
も
一段

ら
ず
そ
の
ま
ま
取

っ
て
返
し
て
内
之
浦
の
町
に
夕
食
に
出
る
。

本
日
は
期
間
潮
に
入
る
。
前
回

2
月
に
来
た
時
に
お
で
ん
と
ゆ

焼
き
が
お
い
し
か
っ
た
応
だ
が
、

お
で
ん
の
鍋
が
小
さ
く
な
っ

ち
ゃ
っ
て
ま
あ
。

ほ
ん
と
は
お
で
ん
は
冬
し
か
や
っ
て
い
な
い
の
だ
が
、
好
評

な
も
ん
で
今
も
飢
酬
を
小
さ
く
し
て
や
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
う

か
、
や

っ
て
る
だ
け
幸
運
だ
っ
た
の
ね
。
ほ
く
ほ
く
の
大
線
と

か
タ
ケ
ノ
コ
と
か
い
た
だ
い
て
、
冷
や
し
た
ジ
ョ
ッ
キ
で
ビ
ー

ル
を
飲
ん
だ
く
れ
、
幸
せ
に
な
る
。



M
m
mり
だ

っ
た
怯
浦
、

時
間
を
過
ご
し
た
ら
し
い
。
れ
一御
飯
を
食
べ
に
出
た
ラ
ー
メ
ン

um
ま
つ
わ
き
で
秋
山
さ
ん
た
ち
に
出
く
わ
し
、

キ
ッ
チ
ュ
組
も
そ
れ
な
り
に
州
内
い

内
之
浦
を
は
.卜

ろ
す
叶
鵠
の
ロ
ッ
ジ
を
俄
り
て
人
る
-ur術
研

一
党
の
パ

l
ベ
キ

ュ
1
パ
ー
テ
ィ
ー
に
添
わ
れ
た
そ
う
な
。
そ
れ
は
な
か
な
か
布

な
義
な
。

5
月
g
目
、金
曜
日
、曇
り
の
ち
一
瞬
だ
け
晴
れ

本
日
打
ち
上
げ
予
定
日
。

7
時
半
頃
起
き
だ
し
て
、

鹿
児
島
宇
宙
空
間
観
測
所
に
本
日

の
記
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、

あ
る
と
す
れ
ば

そ
の
集
合
時
間
を
聞
い
て
み
る
。
し
た
ら
ぱ
、

総
務
に
つ
な
が

れ
た
包
訴
に
よ
る
と
広
報
は

8
時
下
ま
で
出
て
・
』
な
い
そ
う
な
。

と
い
う
こ
と
は
、

少
な
く
と
も
記
お
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
そ
れ
ま

で
は
絶
対
な
い

っ
ち
ゅ

l
こ
と
だ
な
。

川
別
刷
聞
い
け
枕
川
び
に
い
く
と
、

一
燃
の
ロ
ビ
ー
で
山
山
発
持
ち
の
広

ぬ
A

制
限
の
お
か

っ
ぱ
の
似
さ
ん

・
渡
辺
さ
ん
と
、

的
川
教
佼
に
会
う
。

渡
辺
さ
ん
は
広
報
の
縦
長
だ
か
ら
、

本
日
の
犯
行
ミ

l
テ
ィ
ン

グ
や
イ
ベ
ン
ト
の
予
定
を
聞
く
と
、

な
い
と
の
こ
と
。
む
し
な
に
か
で
延
期
が
か
か

っ
た
り
ト
ラ
プ

A
，
の
と
こ
ろ
そ
の
予
定
は

ル
が
発
生
し
て
記
行
発
炎
が
必
要
に
な
ら
な
い
限
り
は
、

TU 
-11 

本
.
に
行
く
必
嬰
は
な
い
ら
し
い
。

打
ち
上
げ
予
定
は
本
日
の
日
時
却
分
。
そ
の
ぬ
分
前
に
は
迫

路
が
閉
鎖
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
は
報
道
路
に
行
っ
て
い

M
'
V
5喜
機

ん
で
、
明
日
は
打
ち
上
げ
で
あ
る
。
今
ま
で
の
と
こ
ろ
打
ち

{
注

引
引
}

元
筏
宮
の
称
紀
窃
氏
.
コ

ラ
ム
『宇
宙
研
の
ロ
ケ
ッ
ト

の
般
人
』
穆
鯛
の
こ
と
.

{総
}

仁
げ
州
中
川酬
は
刷
刷
酬
に
進
行
し
て
お
り
、

延
期
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
よ
う
な
メ
カ
ニ
カ
ル
ト
ラ
ブ
ル
も
天
候
一決
闘
も
な
い
。

と
は
い
え
、

ど
こ
で
何
が
起
き
て
延
期
に
な
る
か
わ
か
ら
な

{注
犯
}

句プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
X
』
の
せ

い
で
、
こ
の
時
、
内
之
浦
周

辺
で
N
H
Kの
野
価
は
ぐ
ぐ

っ
と
下
が
っ
て
い
た
.
{松
)

い
の
が
打
ち
上
げ
な
ん
だ
け
ど
。

ヲ
《
V
V

』
ト』、

直
前
は
道
路
が
渋
滞
す
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
早

め
に
動
い
た
方
が
い
い
こ
と
を
伝
え
ら
れ
る
。

う
わ
さ

米
て
る
と
い
う
噂
を
聞
き
、
コ
ス
モ
ピ
ア
に
泊
ま
っ
て
い
る

-M
制

と
も
聞
い
て
い
た
林
さ
ん
に
も
会
う
。
あ
あ
、

お
世
話
に
な
り

宇
術
研
メ
イ
ン

主
AFtν

ト~。
今
回
の
打
ち
ヒ
げ
が
成
功
し
た
ら
、

で

「宇
中
間
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト

2
」
が
山
せ
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

阪
い
し
ま
す
。

出
発
の
時
間
を
号
、
え
る
と
、

日
時
下
く
ら
い
ま
で
は
の
た
の

た
し
て
ら
れ
る
か
な
、

と凶酬
P
H
m
び
て
か
ら
部
口
胞
に
反
る
と
、

そ
う
で
も
な
い
ら
し
い
。

牧
仰
が
N
H
K
の
ニ
ュ
ー
ス
で
H
凡
た
例
報
に
よ
る
と
、

10 
II，~ 

下
か
ら
戦
術
椛
附
欣
で
ラ
ン
チ
ャ

l
綻
阿
、

発
射
角
度
設
定
が

行
な
わ
れ
る
と
い
う
。
ん
じ
ゃ
、

そ
れ
ま
で
に
行
か
な
き
ゃ
な

「ら
で品な
もい
、っ

て

と
か。

J
H
K
情
報
で
す
か
ら
」

N
H
K
の
紛
報
が
信
用
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。



3

3

、

iv
u
「

そ
れ
も
あ
る
ん
だ
け
ど
、

状
況
が
刻
々
と
変
化
す
る
イ

ペ
ン
ト
で
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
に
物
引
が
行
な
わ
れ
な
い

可
能
性
も
あ
る
し
、

仙
川
報
が
川
巡
っ
て
伝
わ
っ
て
い
る
可
能
性

d
u
t
mり
λ
v
。

m時
に
は
報
道
府
に
い
る
か
?

「
こ
っ
ち
の
方
が
俊
動
性
が
高
い
ん
だ
」
と
バ
イ
ク
を
出
し
た

が
る
絵
浦
を
な
だ
め
で
、
総
計
九
人
を
大
喜
戸
コ
ロ
ナ
、
牧
野

デ
ミ
オ
の
ニ
ム
ロ
に
満
載
し
て
報
道
席
に
向
か
う
。

鹿
児
島
わ
、
の
ナ
ン
バ
ー
の
レ
ン
タ
カ
ー
や
県
外
車
が
い
つ

に
な
く
多
い
。
通
り
す
が
り
に
確
認
す
る
と
、
コ
ン
ビ
ニ
の
弁

当
の
棚
は
き
れ
い
に
笠
に
な
っ
て
い
る
。
て
こ
と
は
弁
当
を
こ

こ
で
調
途
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
な
。

い
く
つ
か
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
経
て
ま
ず
観
測
所
到
約
。

邸
前
に
住
所
氏
名
連
絡
先
の
受
M

献
を
求
め
ら
れ
た
か
ら
、
例
人

舵
認
が
あ
る
ん
だ
と
思
っ
て
た
ん
だ
が
、
こ
こ
で
も
前
川
の
屯

波
テ
ス
ト
同
級
、
所
属
と
人
数
を
山
中
代
し
た
だ
け
で
本
に
貼
る

制
限
辺
関
係
行
の
コ
ピ

l
の
紙
と
セ
ロ
テ
l
プ
、
人
数
分
の
・
腕
市

を
波
さ
れ
る
。
人
数

m滅
の
線
認
む
な
か

っ
た
ん
で
、
こ
れ
は

別
に
別
々
川
登
録
し
な
く
て
も
、
あ
る
い
は
川

一
人
物
が
米
な
く

て
も
大
丈
犬
だ
っ
た
ん
で
は
な
か
ろ
う
か
。

抑
制
道
府
に
移
動
。
給
術
、
人
が
剛
山
え
て
る
。

今
回
は
笹
本
は
ビ
デ
オ
船
影
の
予
定
は
な
い
。
あ
さ
り
が
来

な
か
っ
た
も
ん
で
門
動
的
に
笹
本
位
当
に
な
る
デ
ジ
カ
ム
が
な

い
の
だ
。
手
持
ち
の
映
像
記
録
俊
材
は
デ
ジ
タ
ル
ス
チ
ル
カ
メ

ん
じ
ゃ
、

ラ
だ
け
。

③ 

こ
れ
が
制
御
影
し
な
き
ゃ
な
ら

今
の
う
ち
に
い
ろ
い
ろ
セ
ツ
テ
イ
ン
グ
し
て

お
い
た
ほ
う
が
い
い
の
だ
が
、
今
回
は
そ
う
い
う
の
が
な
い
か

ら
な
あ
。

天
気
は
鈴
り
。
雨
の
心
配
は
な
い
も
の
の
よ
岡
山
は
幾
盛
に
も

怨
が
重
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は

H
'
H
5
号
畿
以
来
の
、
あ
っ

と
い
う
間
に
怨
の
中
に
入
っ
て
し
ま
う
打
ち
上
げ
か
な
あ
。

日
時
半
前
に
、
格
納
整
備
塔
の
大
扉
が
一
気
に
聞
く
。
そ
れ

か
ら
、
発
射
ラ
ン
チ
ャ

l
が
旋
回
を
開
始
す
る
。

報
道
府
か
ら
だ
と
、
開
い
た
大
原
の
際
聞
か
ら
先
に

M
'
v

ロ
ケ
ッ
ト

5
号
機
の
本
体
が
見
え
る
。
出
て
き
た
本
体
を
双
眼

鏡
で
検
分
す
る
。

聞
い
て
い
た
訴
ど
お
り
、

二
段

U
か
ら
上
が
真
っ
白
に
塗
ら

れ
て
い
る
。

大
将
戸

「
N
A
S
D
A
の
ブ
ー
ス
タ
ー
み
た
い
だ
」

ど
っ
か
で
見
た
よ
う
な
、
と
思
っ
て
た
ら
、
そ
れ
か
。
山

一

色
の
N
A
S
D
A
の
H
1
H
A
ロ
ケ
ッ
ト
の
同
体
ブ
ー
ス
タ
ー

が
ヒ
に
蹴
っ
て
る
よ
う
に

μえ
る
ん
だ
。

1
8
0皮
の
旋
M
が
終
了
し
た
ラ
ン
チ
ャ
ー
は
、
そ
れ
か
ら

ゆ
っ
く
り
と
角
度
設
定
に
移
る
。
今
川
の
発
射
予
定
角
度
は
符

・
5
段
、
直
立
し
て
い
た
は
ず
の
ロ
ケ
ッ
ト
が
ゆ
っ
く
り
と
海

に
傾
い
て
い
く
。

ど
こ
で
川ん
ま
し
ょ
う
か
ね
え
。

な
い
と
な
る
と
、

-
げ
る
ap

5
月
な
も
ん
で
公
り
笠
と
い
え
ど
も
陽
炎
も
立
っ
て
る
し
、



位
置
は
低
い
し
、
今
闘
は
打
ち
上
げ
後
の
追
跡
は
期
待
で
き
そ
う

に
な
い
。

日
時
過
ぎ
、
だ
い
た
い
ロ
ケ
ッ
ト
の
傾
斜
角
の
設
定
も
終
わ

っ
た
ら
し
い
の
で
、
昼
食
の
た
め
に

一
皮
街
に
戻
る
こ
と
を
提

楽
す
る
。

牧
野
は

一
人
で
残
る
と
い
う
の
で
、
弁
当
を
口
っ
て
く
る
こ

と
に
す
る
。

ニ
ム
ロ
に
分
乗
し
て
内
之
浦
の
街
中
に
一一反
る
。
本
日
昼
食
用
に

あ
て
に
し
て
い
た
の
は
コ
ス
モ
ピ
ア
が
で
き
る
ま
で
宇
宙
研
幹

部
の
川
市
街
だ
っ
た
稲
の
家
の
隣
の
ス
ナ
ッ
ク
兼
洋
食
産
、

ニ
ュ

ー
ロ
ケ
ッ
ト
。
て
っ
き
り
こ
の
ニ
ュ

1
ロ
ケ
ッ
ト
と
い
う
名
前

は

「今
度
の
新
し
い
ロ
ケ
ッ
ト
な
ん
て
名
前
で
す
か
?
」

「
ミ

ニ
ュ

l
ロ
ケ
ッ
ト
、
よ
い
名

ユ
ー
ロ
ケ
ッ
ト
で
す
」「
ほ
お
、

前
で
す
な
あ
、
で
は
そ
れ
を
使
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
展
開
か
と
思
っ
て
た
ん
だ
が
、
前
に
ロ
ケ
ッ
ト
、
と
い
う

応
舗
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
っ
ち
が
新
し
い
応
舗
な
も
ん
で
、

ニ
ュ

l
ロ
ケ
ッ

ト
と
い
う
名
前
に
な
っ
た
と
い
う
。

入
口
の
宕
板
に
手
山
関
口
き
さ
れ
て
い
た
本
日
の
定
食
は
コ
ロ
ッ

ケ
定
食
と
刺
身
定
食
だ
っ
た
が
、
中
で
メ
ニ
ュ

ー
を
見
た
笹
本

は
前
回
同
様
、
ロ
ケ
ッ
ト
ラ
ン
チ
を
注
文
す
る
よ
う
松
浦
に
頼

ん
で
、
そ
の
ま
ま
す
ぐ
近
所
の
A
コ
l
プ
に
牧
野
の
た
め
の
弁

当
を
買
い
だ
し
に
い
く
。

A
コ
1
プ
は
内
之
浦
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
か
ら
ち
ょ
っ
と

入
っ
た
道
に
あ
る
。
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
速
く
か
ら
来
た
観
光

M
'
V
5号
機

答
が
入
っ
て
く
る
場
所
で
は
な
い
の
で
、
弁
当
も
あ
る
だ
ろ
う

と
思
っ
た
ん
だ
が
ば
っ
ち
り
。
ち
ょ
う
ど
自
の
前
で
新
し
く
出

来
上
が
っ
た
弁
当
が
重
ね
ら
れ
て
い
た
の
で
、
空
揚
げ
弁
当
と

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
お
茶
を
貿
っ
て
ニ
ュ

l
ロ
ケ
ッ
ト
に
帰
る
。

メ
ニ
ュ
ー
は
ま
だ
出
て
き
て
な
か
っ
た
。
ん
で
、
他
の
方
々

は
な
に
を
注
文
し
た
ん
で
す
?

松
浦
「
A
土
日
民
ロ
ケ
ッ
ト
ラ
ン
チ
。
そ
う
い
う
も
の
が
あ
れ
ば

注
文
せ
ね
ば
な
る
ま
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
」

た
だ
の
空
揚
げ
と
ハ
ン
バ

ー
グ
セ
ッ
ト
だ
っ
つ
っ
て
る
の
に
。

躍
い
で
あ
る
新
聞
で
小
惑
星
探
査
機
本
臼
打
ち
ょ
げ
、
な
ん

て
記
事
を
見
て
い
る
う
ち
に
カ
ウ
ン
タ
ー
に
ラ
イ
ス
が
並
べ
ら

れ
る
。

「御
飯
の
織
り
よ
く
し
て
お
き
ま
し
た
砂
ど
、
足
り
な
け
れ
ば

お
代
わ
り
で
き
ま
す
の
で
言
っ
て
く
だ
さ
い
」
。
充
分
で
す
っ

て
。
ご
は
ん
な
く
て
も
お
版
一
杯
に
な
る
く
ら
い
お
か
ず
の
抗

が
あ
る
ん
だ
か
ら
。
こ
う
い
う
食
事
し
て
れ
ば
肥
る
わ
な
あ
。

旅
行
中
だ
っ
ち
ゅ

l
の
に
。

で、

ロ
ケ
ッ
ト
ラ
ン
チ
を
食
っ
て
る
最
中
に
ふ
と
顔
を
上
げ

る
と
、
窓
の
外
に
符
空
が
見
え
は
じ
め
て
い
る
。

ニ
ュ

1
ロ
ケ
ッ
ト
の
窓
は
索
通
し
の
も
の
と
行
い
シ

l
ト
が

貼
つ
で
あ
る
も
の
が
あ
る
の
だ
が
、
行
い
シ

i
ト
越
し
だ
と
録

り
笠
で
も
青
空
に
見
え
た
り
す
る
の
だ
が
、
紫
過
し
の
慾
を
見

て
も
雲
の
切
れ
附
か
ら
行
空
が
見
え
て
い
る
。

こ
の
調
子
で
附
れ
て
く
れ
る
か
な
あ
。
晴
れ
て
く
れ
る
と
い



い
な
あ
。

ロ
時
半
く
ら
い
に
報
道
府
に
一一炭
る
。
そ
ろ
そ
ろ
道
が
混
み
は

じ
め
て
い
る
か
と
思
っ
た
が
、

一
般
席
の
手
前
に
あ
る
報
道
府

に
入
る
道
ま
で
は
順
調
に
行
け
た
。

さ
す
が
に
報
道
府
の
車
は
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
朗
報
道
府

の
駐
車
場
は
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、

一
社

一
台
に
し
て
く
れ

っ

て
話
だ
っ
た
の
に
、
誰
も
聞
い
ち
ゃ
い
な
い
。
い
や
、
宇
街
作

家
ク
ラ
ブ
だ
っ
て
ニ
ム
口
出
し
て
る
け
ど
、
乗
車
定
員
い
っ
ぱ
い

の
合
計
九
人
で
す
ぜ
。
上
が
っ
て
く
る
患
の
中
に
は
一
人
で
乗

っ
て
る
の
も
珍
し
く
な
く
て
、
き
っ
と
み
ん
な
自
分
だ
け
は
特

別
だ
と
思
っ
て
る
ん
だ
ろ
う
な
あ
。

空
を
見
上
げ
る
と
、
附
れ
て
き
て
い
る
で
は
な
い
か
。
西
側

の
笠
は
ま
だ
震
に
綴
わ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
東
側
の
打
ち
上
げ

方
向
に
は
う
ま
い
具
合
に
饗
が
切
れ
て
管
空
が
見
え
て
い
る
。

こ
れ
な
ら
き
れ
い
に
打
ち
上
げ
が
見
ら
れ
そ
う
だ
。
も
っ
と
も

附
れ
る
と
陽
炎
も
厳
し
く
な
る
ん
だ
け
ど
。

笹
本
は
、
見
学
場
所
を
報
道
車
が
受
っ
て
く
る
坂
の
最
後
の

辺
り
に
定
め
た
。
す
で
に
松
浦
が
カ
メ
ラ
を
設
位
し
て
お
り
、

黒
崎
、
森
も
恵
む
ら
の
中
に
収
ま
っ
て
カ
メ
ラ
の
誠
監
に
余
念

が
な
い
。
い
や
、
何
度
も
言

っ
て
る
ん
で
す
が
、
ロ
ケ

ッ
ト
を

初
め
て
見
る
な
ら
カ
メ
ラ
な
ん
か
ほ
っ
と
い
て
自
分
の
回
で
見

る
こ
と
に
集
中
し
た
ほ
う
が
い
い
で
す
よ
。

ア
ナ
ウ
ン
ス
で
、
打
ち
上
げ
の
準
備
が
次
々
に
ク
リ
ア
さ
れ

て
い
く
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
初
分
前
に

M
ム
口
地
に
ス
プ

⑬ 

リ
ン
ク
ラ

i
の
散
水
、
洋
よ
チ
ェ
ッ
ク
。
海
の
上
に
は
漁
船
ら

し
い
も
の
が
見
え
る
ん
だ
が
、
あ
れ
は
某
闘
の
情
報
収
集
船
で

は
あ
る
ま
い
な
。

洋
上
チ
ェ
ッ
ク
完
了
、
異
常
な
し
が
伝
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
を

み
る
と
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。

せ
っ
か
く
附
れ
た
ロ
ケ
ッ
ト
の
上
空
に
怨
が
流
れ
て
く
る
の

が
心
配
だ
っ
た
ん
だ
が
、
そ
ん
な
こ
と
も
な
く
沼
々
と
打
ち
上

げ
予
定
時
刻
が
近
づ
い
て
く
る
。
少
し
く
ら
い
の
延
期
は
覚
悟

し
て
宿
を
取
っ
て
お
い
た
の
だ
が
、
こ
の
調
子
だ
と
予
定
通
り

上
が
っ
て
紫
直
に

mmれ
る
の
か
な
あ
。

打
ち
上
げ
前
3
分
。
花
火
を
上
げ
る
。

M
メ
ー
タ
ー
鋭
の
上

に
問
光
が
瞬
き
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。

報
道
府
で
だ
い
た
い
直
線
距
離

2
5
0
0
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
じ

ゃ
な
か
っ
た
か
な
あ
。
だ
い
た
い
打
ち
上
げ

3
分
前
に
な
る
と

打
ち
上
が
る
ん
だ
な
と
い
う
気
分
に
な
っ
て
く
る
が
、
で
も
カ

ウ
ン
ト
ゼ
ロ
で
の
打
ち
上
げ
中
止
も
あ
る
か
ら
油
断
し
て
は
い

叫
り
な
い
。

{注盟
国
体
燃
割
刊
を
燃
や
す
と
ガ

ス
が
で
る
。
こ
れ
で
タ
ー
ボ

ポ
ン
プ
を
回
し
て
圧
力
を
得

て
、
油
圧
ア
ク
チ
ユ
工
l
タ

ー
を
駆
働
し
て
ノ
ズ
ル
の
向

き
を
変
え
る
の
で
あ
る
。
之

の
方
法
は
綱
遣
が
複
雑
に
な

る
が
、
箆
置
が
回世
く
な
る
と

い
う
利
点
が
あ
る
。
ち
な
み

に
H
a
H
の
国
体
ロ
ケ
ッ
ト

ブ
ー
ス
タ
ー
は
、
高
庄
の
ガ

ス
タ
ン
ク
で
泊
を
畑
作
す
こ
と

で
油
圧
ア
ク
チ
ユ
エ
l
タ
ー

を
駆
動
し
て
い
る
。
縫
さ
よ

り
も
憎
遣
の
簡
単
さ
を
狙
っ

た
段
針
だ
。
ま
た

H
'
H
A

の
固
体
ロ
ケッ
ト
ブ
ー
ス
タ

ー
で
は
、
相
回
附
す
る
と
鴻
を

吹
い
て
面
倒
な
油
圧
を
や
め

て
、
電
勘
ア
ク
チ
ユ
エ
ー
タ

ー
で
ノ
ズ
ル
の
方
向
を
変
え

て
い
る
。
(
総
)

1
0
0秒
前
か
ら
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
全
秒
入
る
。
各
手

順
も
般
送
さ
れ
る
。

N
A
S
D
A
な
ら
英
語
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
が
重
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、
日
本
国
内
だ
け
で
進
化
し
て
き
た

打
ち
上
げ
手
順
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
は
全
て
日
本
諮
で
数
字
を

読
み
上
げ
る
。

打
ち
上
げ
は
ω
秒
前
か
ら
ジ
ン
パ
ル
保
持
期
の
動
力
確
保
の
た

・・
泊

め
に
タ
ー
ビ
ン
を
回
す
悶
体
燃
料
が
点
火
さ
れ
、
ラ
ン
チ
ャ

l



に
回
定
さ
れ
て
い
る

M
t
V
ロ
ケ
ッ
ト
の
下
側
か
ら
も
わ
っ
と

岡
山
い
煙
が
流
れ
で
て
く
る
。
あ
れ
は
本
裕
的
に
燃
焼
す
る
前
に

国
体
ロ
ケ
ッ
ト
が
燃
え
は
じ
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
全
然

別
の
維
な
の
で
あ
る
。

聞
休
ロ
ケ
ッ
ト
モ
ー
タ
ー
は
、
強
力
な
バ
ー
ナ
ー
の
よ
う
な

点
火
シ
ス
テ
ム
で
お
火
さ
れ
る
。
巨
大
な
ブ
ー
ス
タ
ー
に
火
が

付
け
ば
ほ
と
ん
ど
腕
時
に
強
大
な
椛
進
炎
を
噴
き
だ
し
、
今
の

と
こ
ろ
人
類
に
は
燃
焼
途
中
の
閲
体
ブ
ー
ス
タ
ー
を
消
火
す
る

手
段
は
な
い
。

カ
ウ
ン
ト

0
。
オ
レ
ン
ジ
色
の
力
強
い
炎
を
聞
き
つ
け
て
、

発
射
台
の
ロ
ケ
ッ
ト
が
飛
び
上
が
る
。
発
射
台
の
三
倍
ほ
ど
も

地
上
か
ら
雌
れ
て
か
ら
、
ど
ー
っ
と
い
う
重
低
音
が
記
者
席
に

響
い
て
き
た
。

テ
ィ
ン
パ
ニ

l
の
ド
ラ
ム
ロ

l
ル
の
よ
う
な
総
督
で
、
そ
れ

ま
で
流
れ
て
い
た
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
な
に
も
聞
こ
え
な
く
な
る
。

ロ
ケ
ッ
ト
は
、
ま
る
で
行
き
先
だ
け
切
り
取
ら
れ
た
よ
う
な
背

笠
に
白
紙
を
附
引
い
て
上
昇
し
て
い
く
。

雲
は
全
天
の
六
期
以
上
を
郡
山
っ
て
い
る
。
東
側
、
打
ち
上
が

る
笠
だ
け
が
背
く
聞
け
て
い
て
、
ロ
ケ
ッ
ト
は
ま
っ
す
ぐ
に
笠

に
昇
っ
て
い
く
。

内
之
浦

一
徹
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
聞
こ
え
な
く
な
る
ほ
ど
の
踊

音
に
満
た
さ
れ
る
の
は
、
ほ
ん
の
日
秒
に
も
満
た
な
い
。
ロ
ケ

ッ
ト
は
加
速
し
な
が
ら
地
上
を
縦
れ
、
加
秒
を
過
ぎ
る
と
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
も
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
る
。

M
E
V
5
暑
機

自
の
前
か
ら
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
っ
た
ロ
ケ
ッ
ト
追
跡
の
た

め
に
双
眼
鏡
に
ス
イ
ッ
チ
。
打
ち
上
げ
万
秒
後
に
第

一
段
の
燃

焼
一終
了
、
分
縦
、
第
二
段
の
燃
焼
開
始
が
同
時
に
行
な
わ
れ
る

の
が
次
の
イ
ベ
ン
ト
だ
が
、
そ
れ
が
ど
こ
ま
で
見
え
る
か
。

間
体
ブ
ー
ス
タ
ー
は
只
っ
白
な
煙
を
残
す
か
ら
、
背
笠
に
捕

か
れ
る
軌
跡
は
楽
に
追
跡
で
き
る
。

ツ
ア
イ
ス
の
対
物
口
径
加
ミ
リ

8
傍
の
小
型
双
眼
鋭
の
視
界

に
、
飛
朔
す
る

M
'
V
ロ
ケ
ッ
ト
を
捉
え
る
。
音
源
は
加
速
し

な
が
ら
速
ざ
か
る
か
ら
、
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
辺
り
は
も
う
的

寂
を
取
り
戻
し
て
い
る
は
ず
な
ん
だ
が
、
こ
っ
ち
は
見
る
、
つ

ま
り
視
覚
に
神
経
を
集
中
し
て
い
る
か
ら
、
音
の
こ
と
な
ど
ろ

く
に
思
い
だ
せ
な
い
。
進
路
上
に
祭
は
な
い
か
ら
、
最
後
ま
で

追
跡
で
き
る
か
な
。

カ
ウ
ン
ト
お
秒
。
は
る
か
成
胞
闘
を
越
え
て
上
昇
す
る
ロ
ケ

ッ
ト
の
軌
跡
が
ぶ
わ

っ
と
広
が
っ
た
。
第
二
段
点
火
、
分
隊
し

た
の
だ
ろ
う
が
、
す
で
に
高
度
は
数
万
メ
ー
ト
ル
、
背
速
を
数

倍
も
越
え
て
い
る
か
ら
そ
ん
な
デ
ィ
テ
ー
ル
は
見
え
な
い
。

カ
ウ
ン
ト
加
を
越
え
て
、
州
岡
空
に
延
び
る
白
煙
が
二
つ
に
別

れ
た
。
一

つ
は
そ
れ
ま
で
と
閉
じ
勢
い
で
噴
射
を
続
け
、
も
う

一
つ
は
燃
え
残
り
の
よ
う
に
滞
い
.抽
出
を
引
き
な
が
ら
軌
道
か
ら

外
れ
る
。
燃
え
尽
き
た
一
段
目
で
あ
る
。

「第

一
段
、
分
離
見
え
た
!
」

図
体
燃
料
は
、
定
め
ら
れ
た
燃
焼
時
間
が
過
ぎ
た
ら
自
動
的

に
ぴ
た
り
と
消
え
る
も
の
で
は
な
い
。

ロ
ケ
ッ
ト
の
ケ

l
シ
ン



ほ
と
ん
ど
燃
え
尽
き
た
と
い

っ
て
も
ま
だ
焦
げ
た
残
骸
や
ら
な
に
や
ら
い

ろ
い
ろ
残
っ
て
お
り
、
そ
こ
ら
へ
ん
が
艇
を

吐
い
て
い
る
。
従

っ
て
切
り
離
さ
れ
た
第

一

段
は
自
由
明
治
下
に
近
い
感
じ
で
地
球
に
務
ち

て
く
る
が
、
点
火
さ
れ
た
第
二
段
は
加
速
し

な
が
ら
、
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
す
。
第
二

段
点
火
と
同
時
に
そ
の
償
制
限
の
中
に
入
っ
た

第
一
段
が
飛
行
軌
跡
か
ら
外
れ
て
見
え
る
よ

う
に
な
る
ま
で

m秒
近
く
か
か
っ
た
。

第
二
段
は
そ
の
後
も
上
昇
を
絞
け
る
。
地

球
周
回
軌
道
で
は
な
く
惑
昼
間
宇
衡
を
目
指
す
飛
行
だ
か
ら
、

小
泉
の
笠
へ
昇
る
軌
跡
は
ひ
た
す
ら
向
く
な
っ
て
い
く
。

松
浦

「あ
あ
、
宇
宙
空
間
に
出
て
る
な
あ
L

成
阿
川
閤
を
抜
け
る
と
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
噴
射
が
ク
ラ
ゲ
の
よ
う

に
大
き
く
広
が
る
。
ロ
ケ
ッ
ト
の
周
闘
の
大
気
が
な
く
な
る
か

ら
、
真
由
正中
の
噴
射
は
ロ
ケ
ッ
ト
の
下
に
傘
で
も
広
げ
た
よ
う

に
大
き
く
広
が
る
の
で
あ
る
。

深
夜
の
打
ち
上
げ
の
時
は
、
笹
本
は
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
追
い

か
け
て
た
ん
で
そ
れ
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
ん
だ
が
、
双
眼
鏡

で
見
て
い
た
あ
さ
り
は

「緑
色
の
ク
ラ
ゲ
み
た
い
に
見
え
る
」

と
言
っ

て
い
た
。
今
は
昼
間
だ
か
ら
背
空
の
中
の
ロ
ケ
ッ
ト
は

白
い
的
鋭
が
大
き
く
聞
い
て
い
る
の
が
見
え
る
。

手
持
ち
の

8
×
却
で
は
、

グ
の
中
に
は
、

カ
ウ
ン
ト

1
5
0
の
あ
た
り
で
ロ

@ 

ケ
ッ
ト
が
空
に
溶
け
て
見
え
な
く
な
っ
た
。
宇
宙
研
の
光
学
観

測
班
は
発
射
後
2
2
0秒
ま
で
の
追
跡
に
成
功
し
た
そ
う
で
あ

る
。
雲
の
中
に
入
れ
ば
あ
っ
と
い
う
聞
に
見
え
な
く
な
る
か
ら
、

，eょ
う
こ
う

た
ま
た
ま
打
ち
上
げ
方
向
だ
り
附
れ
た
の
は
偽
倖
に
近
い
。

双
娘
鋭
の
視
界
を
す
で
に
主
役
の
い
な
く
な

っ
た
M
台
地
に

戻
す
。
最
初
の
打
ち
上
げ
の
と
き
は
周
り
の
誌
が
冬
枯
れ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
ぼ
や
が
発
生
し
た
り
し
て
た
が
、
今
日
凶
は
す

で
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
も
作
動
し
て
い
る
。

ロ
ケ
ッ
ト
が
見
え
な
く
な
っ
た
ら
、
記
者
席
で
も
も
う
で
き

る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。
あ
と
は
と
き
お
り
入
る
ア
ナ
ウ
ン
ス

で
ロ
ケ
ッ
ト
が
正
常
に
飛
行
し
て
い
る
こ
と
を
祈
る
し
か
な
い
。

そ
し
て
、
打
ち
上
げ
後
初
分
ま
で
は
通
行
禁
止
も
解
除
さ
れ
な

い
か
ら
、
の
ん
び
り
と
撤
収
準
備
を
す
る
し
か
な
い
。

打
ち
ょ
が
る
M
o
V
ロ
ケ
ッ
ト
5
号
機

{注
M
胡
}

打
ち
上
げ
に
失
敗
し
た
4

号
機
の
時
、
籾
日
新
関
は
風

で
乱
れ
た
唄
射
ガ
ス
の
写
寅

を
『
国
間
常
な
航
跡
』
と
キ
ャ

プ
シ
ョ
ン
を
つ
け
て
燭
践
し

た
。
記
者
が
自
の
前
で
起
き

た
こ
と
を
見
て
い
な
か
っ
た

か
、
本
社
で
原
掃
を
処
理
す

る
デ
ス
ク
が
ロ
ケ
ッ
ト
の
打

ち
上
げ
を
理
解
し
て
い
お
か

っ
た
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。

(
総
)



カ
ウ
ン
ト
ア
ッ
プ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
問
秒
お
き
に
な
り
、
さ

ら
に
飛
行
状
況
は
そ
れ
が
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
ど
お
り
に
行
な
わ
れ

て
も
地
上
の
テ
レ
メ
ト
リ
ー
で
確
認
さ
れ
て
か
ら
伝
迷
さ
れ
る

か
ら
、

タ
イ
ム
ラ
グ
が
山
て
く
る
。
だ
が

M
U
C
E
S
'
C
は

順
調
に
三
段
目
、

四
段
目
に
点
火
し
て
正
常
に
飛
行
を
続
け
て

い
る
ら
し
い
。

見
上
げ
る
と
、

た
、
宇
宙
空
間
ま
で
続
く
白
い
噴
煙
の
柱
が
、
高
度
に
よ
る
胤

飛
行
直
後
は
力
強
く

一
前
線
に
連
な
っ
て
い

向
き
の
違
い
の
お
か
げ
で
す
っ
か
り
乱
れ
て
い
る
。

--
M
 

「あ
れ
が
朝
日
新
聞
が
言

っ
て
た
ロ
ケ
ッ
ト
の
巣
常
な
軌
跡
で

す
ね
」

幽皐
詰

ア
ナ
ウ
ン
ス
で
、
太
陽
電
池
の
展
開
、
サ
ン
プ
ラ

l
ホ
1
ン

の
民
間
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
く
。
サ
ン
プ
ラ

l
ホ
l
ン
が
炭

附
さ
れ
れ
ば
、
探
広
札
機
は
飛
行
体
形
を
整
え
た
こ
と
に
な
る
。

ロ
ケ
ッ
ト
は
予
定
の
軌
道
に
探
査
機
を
投
入
し
た
と
い
う
こ
と

こ
の
時
点
で
打
ち
上
げ
は
成
功
、
以
後
何
か
問
.地
が

そ
れ
は

M
e
V
ロ
ケ
ッ
ト
で
は
な
く
探
査
機
側
の
武

だ
か
ら
、

出
た
ら
、

任
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

M
叫
吋
を
過
ぎ
て
気
の
早
い
記
者
の
車
が
走
り
だ
す
。

あ
と
は
記
者
仰
に
い
て
も
や
る
こ
と
は
な
い
の
で
ゆ

っ
く
り

と
撤
収
準
備
を
は
じ
め
る
。

荷
物
と
装
備
を
片
付
け
、
事
に
一戻一
り
、
す
で
に

一
般
胤
か
ら

の
撤
収
渋
滞
も

一
段
常
治
し
た
ら
し
い
山
道
を
戻
っ
て
記
者
室
に

mmる
。

M
'
V
5害
損

報
道
向
け
の
駐
車
場
は
思
っ
た
よ
り
込
ん
で
い
な
か
っ
た
。

打
ち
上
げ
後
記
者
会
見
、
と
い
う
よ
り
「
雑
談
し
に
き
ま
し

た
」
と
的
川
先
生
が
記
者
室
に
現
わ
れ
た
。
さ
す
が
打
ち
上
げ

が
成
功
し
て
い
る
と
表
情
が
明
る
い
。

ま
ず
は
打
ち
上
げ
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
だ
け
ど
、
こ

れ
か
ら
凹
年
に
わ
た
る
長
い
飛
行
が
本
番
と
し
て
符
ち
椛
え
て

い
る
か
と
回
ゅ
う
と
、
手
放
し
で
は
め
で
た
が
れ
な
い
な
あ
。

す
で
に
衛
星
の
名
前
は
決
定
し
て
お
り
、
も
ち
ろ
ん
的
川
先

生
は
そ
の
名
前
を
知
っ
て
い
る
の
だ
が
、
公
式
発
袋
ま
で
は
口

に
出
せ
な
い
と
の
こ
と
。

打
ち
上
げ
が
成
功
す
る
と
、
あ
と
の
報
道
陣

の
興
味
は
探
査
機
に
付
け
ら
れ
る
愛
称
く
ら
い

し
か
銭
っ
て
い
な
い
。
だ
が
、
そ
の
発
表
は
同

時
か
ら
の
記
者
会
見
に
な
る
の
で
、
そ
れ
ま
で

発
表
で
き
な
い
。

的
川
先
生
の
携
帯
に
か
か
っ
て
き
た
電
話
も

愛
称
を
問
い
合
わ
せ
る
も
の
だ
っ
た
そ
う
だ
が
、

『
こ
ん
な
と
こ
ろ
で

U
に
出
し
て
答
え
ら
れ
ま

す
か
」
と
笑
っ
て
お
ら
れ
た
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
や
っ
と

「
N

A
S
A
ゴ
ー
ル
ド
ス
ト
ー
ン
局
が

M
U
S
E
S

'
Cを
確
認
し
ま
し
た
」
と
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

入
っ
た
。
太
陽
屯
池
パ
ネ
ル
は
開
か
れ
、
テ
レ

メ
ト
リ
ー
も
順
調
に
入
っ
て
い
る
ら
し
い
の
で
、

一注
お
}

『
は
や
ぶ
さ
』
は
小
怒
霊
に

到
着
し
た
筒
に
そ
の
か
け
ら

を
吸
い
取
る
た
め
の
、
じ
よ

う
ご
そ
持
っ
て
い
る
。岨
掃除

緩
み
た
い
な
形
の
こ
れ
は
、

そ
の
ま
ん
ま
サ
ン
プ
ラ
l
ホ

ー
ン
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
打

ち
上
げ
時
に
は
ス
ペ
ー
ス
節

約
の
た
め
に
民
間
り
た
た
ま
ま

れ
て
い
て
、
齢
制
海
上
で
展
開

さ
れ
る
。
(
笹
)
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航
泌
さ
れ
る
ま
で
は
予
断
は
で
き
な
い
も
の
の

M
U
S
E
S
-

C
は
H
K
い
瓜
行
の
以
初
の
段
慨
に
入

っ
た
ら
し
い
。

打
ち
上
げ
の
成
功
を
、

携
併
に
つ
な
い
だ
シ
ン
ク
パ
ッ
ド
か

ら
宇
宙
作
家
ク
ラ
ブ
の
ニ
ュ
ー
ス
掲
示
仮
に
告
さ
込
む
。
そ
れ

か
ら
、

松
浦
が
H
J
い
た
記
事
を
メ
モ
リ
カ

l
ド
で
こ
ち
ら
の
シ

ン
ク
パ
ッ
ド
に
移
し
て
掲
示
板
に
ア

ッ
プ
ロ

l
ド
す
る
。
俗
語Ii

の
挑
械
は
J
フ
ォ
ン
な
の
で
、

鹿
児
島
宇
宙
空
間
観
測
所
で
は

ろ
く
に
つ
な
が
ら
な
い
。

松
浦
が
古
い
た
記
事
と
牧
野
が
綴
っ
た
も
の
を
小
さ
く
し
た

写
真
を
メ
モ
リ
カ

l
ド
経
由
で
字
宙
作
家
ク
ラ
ブ
の
掲
示
板
に

ア
ッ
プ
す
る
の
は
、
今
回
が
初
め
て
で
は
な
い
。
種
子
ぬ
で
も

縫
皮
と
な
く
や
っ
て
い
る
手
.般
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、

確
認
の
た
め
に
一向
読
み
込
み
さ
れ
た
掲
示
板
を

見
て
篤
い
た
。
松
浦
が
H
H
い
た
打
ち
上
げ
成
功
の
記
H
P
は
そ
の

ま
ま
だ
が
、

添
付
さ
れ
て
い
る
写
兵
が
墜
採
寸
前
の
コ
ロ
ン
ピ

ア
の
写
真
を
デ
ジ
タ
ル
加
に
し
た
も
の
に
な

っ
て
い
る
う
う
!

あ
わ
て
て
の
さ
込
み
臨
制
限
で
記
事
を
削
除
、

ブ
ロ
ー
ド
の
体
制
金
総
必
し
て
廿
引
き
込
み
山
す
。 も

う

一
度
ア
ツ

今
度
は
正
常

に
ヒ
げ
ら
れ
た
。

恨
み;

「
で
も
お
か
し
い
で
す
ぜ
。
お
れ
の
シ
ン
ク
パ
ッ
ド
の

中
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
耐
像
デ
ー
タ
な
ん
か
入

っ
て
な
い
も
の
」

制
本
の
シ
ン
ク
パ
ッ
ド
の
ハ

l
ド
デ
ィ
ス
ク
は
、

4
月
中
旬

に
そ
れ
ま
で
の
初
ギ
ガ
か
ら

ωギ
ガ
に
換
枇
列
さ
れ
て
い
る
。
。

S
ご
と
ク
リ
ー
ン
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
か
ら
、

前
の
デ
ー
タ
は

@ 

さ
れ
い
さ
っ
ぱ
り
な
く
な

っ
て
お
り
、

1
タ
な
ん
か
山
て
く
る
わ
け
が
な
い
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
樹
倣
デ

{注
お】

パ
ワ
l
ブ
ッ
ク
は
P
B
G

3
の
5
0
0メ
ガ
ヘ
ル
ツ
.

形
状
が
丸
い
の
で
待
っ
て
多

く
と
さ
ほ
ど
置
さ
を
感
じ
な

い
。
な
に
よ
り
も
バ
ッ
テ
リ

ー
を
=
つ
矯
憶
で
き
、
そ
の

状
線
で
問
時
間
近
く
使
え
る

と
い
う
モ
バ
イ
ル
向
け
の
特

徴
を
待
っ
て
い
た
。
大
変
な

名
微
だ
と
思
-っ
。
さ
す
が
に

三
隼
以
上
に
わ
た
っ
て
世
界

各
地
を
持
っ
て
歩
い
た
た
め

に
ボ
デ
ィ
に
ひ
び
が
入
っ
て

し
ま
い
、
舎
は
パ
イ
オ
を
は
阿

っ
て
歩
い
て
い
る
次
第
。
で

も
一言
い
わ
せ
て
く
れ
、

「
パ
イ
オ
は
使
い
に
くい』
.

(松
)

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
デ

l
タ
の
中
継
に
使

っ
た
メ
モ
リ
カ
ー

ド
の
中
に
も
そ
ん
な
画
像
デ

l
タ
は
な
い
。

松
浦

「
お
れ
の
中
に
も
な
い
ん
だ
よ
」

今
阿、

松
浦
は
荷
物
を
小
さ
く
ま
と
め
る
た
め
に
い
つ
も
の

e
M
 

巨
大
な
パ
ワ

1
ブ
ッ
ク
で
は
な
く
、
バ
イ
オ
ノ
ー
ト

S
R
9
を

持
っ
て
き
て
い
る
。

松
浦

「
た
ぶ
ん
サ
ー
バ
ー
側
の
エ
ラ
ー
だ
と
関
心
う
」

そ
う
と
し
か
考
え
ら
れ
ん
よ
な
あ
。
だ
っ
て
違
う
画
像
が
出

て
し
ま
っ
た
一
回
目
と
正
し
く
な
っ
た
二
回
目
と
、
設
定
は
な

に
も
変
わ
っ
て
な
い
ん
だ
か
ら
。

も
ち
ろ
ん
よ
か
ら
ぬ
こ
と
や
不
吉
な
こ
と
は
思
い
つ
い
た
ん

だ
が
、
白
か
な
い
。

本
物
的
記
弁
会
凡
は
同
時
下
か
ら
だ
と
い
う
の
で
、
符
本
は

で
は
そ
の
州
に

一
度
・
討
に
帰
ろ
う
か
と
号
、
え
た
。
松
山
側
、
江
騰
、

牧
野
は
川
伐
る
と
い
う
の
で
、
併
問
本
、
大
成
H
a

ド
、
市
柿
点
制
作
子
、

川州帆
州
柿州
、
キ
ツ
チ
ュ
と
い

っ
た
両
々
で
駐
市
場
の
引
を
日
の
前

に
し
て
、
今
な
ら

M
台
地
に
入
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
出

す
。な

の
で
、
そ
っ
ち
阿

っ
て
か
ら
ホ
テ
ル
に
似
る
と
伝
え
た
ら
、

全日
H
樹
木
る
そ
う
な
。
ま
あ
来
る
わ
な
。

前
回
は
打
ち
上
げ
後
し
ば
ら
く
ラ
ン
チ
ャ

l
周
辺
に
は
近
寄



れ
な
か
っ
た
の
だ
が
、

今
川
は
ゲ

l
ト
を
山
て
、

M
台
地
側
の

入
円
を
吸

っ
て
い
る
係
の
人
に

「行

っ
て
も
い
い
で
す
か
」
と

聞
い
て
み
る
と
、

す
で
に
見
学
も
入

っ
て
い
る
の
で
行
っ
て
よ

し
と
の
噌
」
と
。

山
道
を
回
っ
て

M
台
地
に
降
り
る
。

見
学
パ
ス
が
停
車
し
て
お
り
、

す
で
に
関
係
者
向
け
の

立
ち
入
り
禁
止
は
解
除
さ
れ
て

ぃ，。
。

格
納
彫
の
後
ろ
に
車
を
停
め
て
、

打
ち
上
げ
後
の
黒
焦
げ
の
発
射
台

M
'
V
5暑
樋

M
台
地
に
向
か
う
。

残
念
な
が
ら
旋
回
ラ

ン
チ
ャ

l
m辺
に
は
ま

だ
ロ

l
プ
が
聞
取
っ
て
あ

り
、
数
百
ト
ン
の
推
力

が
叩
き
つ
け
ら
れ
た
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
間
近
で

μる
わ
け
に
は
い
か
な

か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も

発
射
凶
後
の
見
く
悠
げ

た
ラ
ン
チ
ャ

ー
を
は
る

こ
と
が
で
さ
る
。

ラ
ン
チ
ャ

l
の
問
り

に
は
作
業
円
以
が
い
て
、

発
射
に
備
え
で
は
ず
さ

れ
た
鉄
棚
の
メ
ッ
シ
ュ

を
も
と
に
一灰
す
作
業
を

し
て
い
る
。
発
射
台
周
辺
は
あ
ら
か
た
同
体
ロ
ケ
ッ
ト
の
噴
射

炎
に
紙
め
ら
れ
る
か
ら
、
吹
き
飛
び
そ
う
な
も
の
は
あ
ら
か
じ

め
外
さ
れ
た
り
般
車
に
同
定
さ
れ
た
り
す
る
。
そ
の
枠
、
発
射

ふ
た

後
の

M
台
地
に
灰
つ
で
き
た
ら
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蕊
が
吹
き
飛
ん

で
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
、
つ
ま
り
並
そ
う
な
鉄
の
ベ
ル

ト
と
ボ
ル
ト
で
締
め
ら
れ
て
い
る
マ
ン
ホ
ー
ル
は
そ
の
と
き
の

教
訓
な
の
だ
な
。

草
の
色
の
違
い
に
気
づ
い
た
の
は
確
か
大
喜
一戸
だ
と
思
う
。

M
台
地
に
は
、
現
在
使
わ
れ
て
い
る

M
3時
代
か
ら
の
諮
備

塔
や
旋
回
ラ
ン
チ
ャ
!
と
別
に
、
す
っ
か
り
古
ぼ
け
て
遺
跡
に

な
り
つ
つ
あ
る
ラ
ム
ダ
ロ
ケ
ッ
ト
時
代
の
発
射
殺
備
が
残
さ
れ

て
い
る
。
旋
回
ラ
ン
チ
ャ

1
の
東
側
に
斜
め
に
海
に
張
り
だ
す

よ
う
に
組
設
さ
れ
て
い
る
バ
ラ

ッ
ク
の
絡
納
雌
が
そ
れ
で
、
中

に
は
ク
レ
ー
ン
を
必
治
し
た
よ
う
な
ラ
ン
チ
ャ
ー
が
あ
っ
た
。

打
ち
k
げ
時
に
は
こ
の
物
納
雌
を
後
方
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
ラ

ン
チ
ャ
ー
を
館
山
、
さ
ら
に
ラ
ン
チ
ャ
ー
を
持
ち
七
げ
て
角
度

設
定
、
と
い
う
の
が
往
年
の
打
ち
上
げ
予
順
だ

っ
た
。

仙

m納
山
仰
の
中
に
ラ
ン
チ
ャ
ー
は
現
在
作
在
し
な
い
は
ず
。
航

山川L
中
山
研
究
所
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ウ

l
メ
ラ
で
社
側
し
、

一
一
凶
日
の
試
験
飛
行
は
残
念
な
が
ら
失
敗
し
た
趨
-
M
H
述
旅
昨
有
機

縦
型
の
飛
行
夫
験
の
た
め
に
、
は
る
ば
る
泌
を
越
え
て
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
大
陸
に
渡
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

大切
M
M

戸
が
気
づ
い
た
の
は
、
旋
回
ラ
ン
チ
ャ
ー
か
ら
見
て
絡

納
防
の
陰
に
な
っ
て
い
る
部
分
と
そ
う
で
な
い
部
分
の
事
の
色



f
-
門
J

・・
。

サ

''
i+'
ち
ゃ
く
ち
ゃ
く
と
泌
暖
化
が
巡
り
市
向
の

5
川、

季

M
ム
川
地
の
総
は
が
れ
汎
よ

くtii'i
IViむ{ま
え 作
てと
b、し、
るう
。よ

り
も
初j
u 
近
く

と
こ
ろ
が
、

な
の
に
、

仙
愉
納
仰
の
陰
に
な

っ
て
い
る
市
は
泣
か
な
緋
色

ラ
ン
チ
ャ
!
と
の
あ
い
だ
に
巡
厳
物
が
な
い
均
所
の

門
十
は
日
野
で
印
メ
ー
ト
ル
以
上
も
離
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
議
い
茶
色
に
染
め
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
塩
紫
ガ
ス
の
威
力
か
。
固
体
ロ
ケ
ッ
ト
の
燃
焼
ガ
ス

は
盛
大
に
有
議
成
分
で
あ
る
塩
索
ガ
ス
を
振
り
撒
く
か
ら
、
生

物
に
は
危
険
な
の
で
あ
る
。
塩
素
と
い
え
ば
水
道
の
拙
刑
務
、
除

草
剤
に
も
よ
く
使
わ
れ
る
く
ら
い
で
、
除
。
っ
て
こ
と

殺
菌
、

は
よ
ー
す
る
に
穏
で
あ
る
。

そ
の
わ
り
に
こ
の
辺
り
の
草
が
い

っ
こ
う
に
枯
れ
な
い
の
は
、

ひ
ん
ぱ
ん

ロ
ケ
ッ
ト
打
ち

t
げ
が
頻
繁
に
な
い
か
ら
か
、

そ
れ
と
も

一
度

く
ら
い
の
除
収
剤
散
布
で
円
引
が
航
れ
て
も
自
然
が
力
強
く
似
訴

す
る
か
ら
か
。

は
じ
め
て
米
た

M
台
地
を
あ
れ
こ
れ
裂
し
ん
で
い
る
大
切
u
.

ド

め
ん

av

心
酔
引
山
全
に
伐
っ
た
伐
り
の
州

f
を
迎

た
ち
は
欣
っ
て
お
い
て
、

え
に
い
く
。
ち
ょ
う
ど
川
伐
り
紛
の
牧
野
、

松
I11i 

.L僚
と
い

1

1

{

 

っ
た
い
山
々
が
川
て
米
た
と
こ
ろ
だ

っ
た
。
そ
の
ま
ま
引
に
引
き

M
台
地
を
日
指
す
。

ず
り
込
み
、

下
前
例
泥
し
ま
わ
し
の
パ
ス
で
米
て
い
た
比
予
行

一
行
は
ま

r
-a吐
い
J

山也.、、.・
。

f
h
A
s
t
i
b
f
 
ち
ょ
う
ど
説
明
に
出
て
き
て
い
た
ら
し
い

矢
野
さ
ん
た
ち
に
ご
挨
修
。
矢
野
さ
ん
は
今
夜
も
お
仕
事
だ
そ

う
な
。
こ
れ
か
ら
本
訴
が
は
じ
ま
り
ま
す
ね
.

日比
る
も
の
は
比
た
の
で
街
に
反
る
。

今
日

か
ら
宇
宙
作
家
ク
ラ
ブ
は
三
都
民
体
制
。

前

H
到
れ
で
ま
だ
あ
ま
り
荷
物
を
散
ら
か
し

て
い
な
い
江
藤
と
、

前
の
劃
即
座
に
必
低
限
の

荷
物
し
か
広
げ
て
い
な
い
笹
本
が
新
し
い
部

同
院
に
移
動
す
る
こ
と
に
す
る
。

イ 「 げの「
ン乎るロ字
だ'Jliのケ街
かへ で ツ へ
らの、トの
内パ ラ!とをパ
之スい見ス
iiliポとにポ
は I ? -* I 
そ ト たト
ん 」 述 」

なは 中を
に舗 が読
浪子 祝 ん 大
まぬ杯で喜
んがを今 戸
だメ 上回に

4必ずキJ'S.l:I"f'it"，ラン干r 附近

と
荷
物
を
ま
と
め
て
い
た
ら
、

呼
び
出
さ
れ
る
。
な
ん
じ
ゃ
?

ヰlt上1f~1~
い時.絶a..i...告か・
〈冷リヒ令A、恥'l:<ll崎E整l.
柄市d~.1<Hrl:.，喰ザ
本島北，fiiぱ'2tllt:I'fI...‘晴

&耐t¥.1込

@ 

キッチュbY 

ろ
う
と
思

っ
て
た
の
に
、

A
J
向
え
ら
い
川
悦
ん
で
た
ら
し
い
か
ら

な
あ
。
な

「 ん
あ品で
んや
た ?
の
せ
b、
や

‘-

ト
〈
川
村
.ド

「下
山

へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト

2
」

【
注
幻
}

実
際
、
前
曹
を
ガ
イ
ド
と

し
て
国
冊
子
島
や
内
之
浦
に
予

級
以
上
の
人
数
が
ロ
ケ
ッ
ト

見
物
に
や
っ
て
き
て
い
る
み

た
い
だ
.
い
い
ぞ
い
い
ぞ
.

ロ
ケ
ッ
ト
は
輿
際
に
見
て
こ

そ
砲
で
あ
る
.
(
総
}

は
内
之
浦
メ
イ
ン
の
，
γ
定
な
ん

ae--
.，、，、

ゆ
八

A
H

し
て
み
る
と
あ
れ
が
出
る
と
米
年
2
川
の
打
ち

k
げ
は

さ
ら
に
泌
ん
で
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。
フ
ェ
リ
ー
に
采
ら
な
く

て
は
例
む
地
続
き
の
場
所
だ
け
に
、

純
子
-H
同
よ
り
も
来
る
の
楽
だ

も
ん
な
あ
。

ん
で
、

今
副
来
ら
れ
な
か
っ
た

一
人
か
ら
鋭
か
っ
た
ワ
イ
ン



で
祝
杯
を
上
げ
た
い
と
い
う
の
で
、

ご

一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

と
は
い
え
正
式
記
者
会
見
が
あ
る
の
で
飲
ん
だ
く
れ
わ
け
に
は

、
辺
、
?
、
a
o

b
カ
右
U

同
時
半
か
ら
と
怒
っ
て
街
か
ら
一一反
る
と
、

記
者
会
見
は
す
で

に
は
じ
ま
っ
て
い
た
。
外
で
ネ
ッ
ト
を
つ
な
い
で
い
た
牧
野
に

衛
星
の
名
前
を
確
認
。

し
て
み「
るは
とや
次ぷ

はさ
事Eit
iliIl"与
と。

'コ
か h

飛υ淳
書liiiう
とな
か 。
? ー

大ζ式
来日!際

!距附
設機
'"" ? 機
カf

飛
ぶ
と
な
る
と

こ
れ
は
負
け
戦
か
の
う
。

ト
ッ
プ
の
得
紫
は
、

ア
ト
ム
だ
っ
た
と
い
う
。
下
馬
評
で
ア

ト
ム
に
な
り
そ
う
だ

つ
て
話
を
聞
い
て
た
ん
だ
。
そ
り
ゃ
あ
ま

あ
自
律
判
断
す
る
探
査
機
つ
て
の
は
確
か
に
ロ
ボ
ッ
ト
だ
け
ど
、

世
間
受
け
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

ど
う
し
ょ
う
も
な
い

違
和
感
覚
え
て
た
ん
だ
。

こ
れ
は
関
わ

っ
た
人
た
ち
が

だ
れ
も
鉄
腕
ア
ト
ム
を
目
指
し
て
い
な
い
か
ら
だ
と
思
う
。

放
送
さ
れ
た
ア
ニ
メ
を
見
て
な
い
と
か
ま
ん
が
を
読
ん
で
な

い
と
か
、
そ
う
い
う
な
味
で
は
な
い
。
鉄
腕
ア
ト
ム
つ
て
の
は

ロ
ボ
ッ
ト
イ
メ
ー
ジ
の
象
徴
で
あ
っ
て
、
宇
宙
開
発
と
か
探
査

と
か
阜
の
世
界
に
挑
戦
す
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
剣
迎

い
の
よ
う
な
居
心
地
の
怒
い
印
象
を
受
け
た
の
だ
ろ
う
。

「
は
や
ぶ
さ
」
と
附
い
て
ぱ
っ
と
思
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
旧
日

本
陸
軍
一
式
戦
闘
機
だ
け
ど
、
糸
川
英
夫
ゆ
か
り
の
戦
闘
機
と

か
あ
と
か
ら
い
ろ
い
ろ
く
っ
つ
け
ら
れ
る
余
分
な
理
問
も
見
当

日
本
誇
ら
し
い
名
前
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

今
に
な
っ
て
怒
っ
て
み
る
と
、

が
つ
く
け
ど
、

M
E
V
5号
機

a-羽

は
や
ぶ
さ
と
付
け
る
と
、
英
裕
名

H
A
Y
A
B
U
S
A
に
当
て

は
め
る
単
週
間
の
選
択
が
大
変
だ
な
ん
て
話
も
あ
っ
た
ら
し
い
が
、

ぜ
ひ
無
事
に
巣
に
戻
っ
て
き
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

字
術
研
の
公
報
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
、
商
品
開
デ
ー
タ
が
公
開
さ

れ
る
。
例
に
よ

っ
て

s
s
V
H
S
テ
l
プ
の
間
隔
が
記
者
室
の

テ
レ
ビ
に
映
し
だ
さ
れ
る
。

す
で
に
あ
る
程
度
編
集
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
そ
う
で
、
今
回

は
左
右
二
一幽
開
。
機
擦
の
動
き
を
確
認
す
る
た
め
の
箇
像
デ
ー

タ
だ
か
ら
、
背
景
の
地
上
と
か
軌
道
に
出
た
行
い
地
臨
時
と
か
に

は
あ
ま
り
カ
メ
ラ
が
向
い
て
お
ら
ず
、
片
方
が
赤
外
線
画
像

(
じ
ゃ
な
い
の
か
な
あ
、
米
脱
却
泌
)
な
も
ん
で
な
に
が
写
っ
て

る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
し
て
、
見
応
え
の
あ
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
。

で
も
、
一
号
機
の
時
に
も
使
わ
れ
て
い
た
二
段
伸
展
ノ
ズ
ル

が
き
っ
ち
り
展
張
し
、
続
い
て
の
噴
射
が
カ
メ
ラ
に
噴
き
か
か

っ
て
商
像
が
終
了
す
る
と
こ
ろ
ま
で
き
れ
い
に
映
っ
て

い
た
。

ん
で
、
宇
宙
研
の
い
つ
も
の
パ
タ
ー
ン
。
テ
ー
プ
は
こ
れ
し

か
な
い
の
で
、
各
報
道
機
関
は
手
持
ち
の
機
材
を
使

っ
て
こ
こ

で
こ
の
テ
ー
プ
を
ダ
ビ
ン
グ
し
て
く
れ
と
の
こ
と
。

ど
の
よ
う
な
態
努
で
ど
う
や
っ
て
テ
l
プ
を
ダ
ビ
ン
グ
す
る

の
か
、
他
の
報
道
陣
が
殺
も
何
も
告
い
だ
さ
な
い
の
を
い
い
こ

と
に
、
さ
っ
そ
く
牧
野
、
キ
ッ
チ
ュ
あ
た
り
か
ら
デ
ジ
タ
ル
ビ

デ
オ
及
び
接
続
ケ
ー
ブ
ル
を
供
出
さ
せ
て
、
と
っ
と
と
記
者
室

の
デ
ッ
キ
に
つ
な
ぎ
、
必
要
な
画
像
を
確
保
す
る
。
し
た
ら
ば
、

{注
調
}

旧
B
本
陸
軍
が
第
二
次
世

界
大
戦
の
初
期
に
主
力
に
し

て
い
た
の
が
、
一
式
総
闘

幽慨
・傭
平
だ
っ
た
。
そ
の
後
、

二
式
戦
闘
機・

鍾
軌
、
=
一
式

戦
闘
機

・飛
書
問
、
図
式
戦
闘

機
・疾
風
と
続
く
。

疾
風は、

戦
後
の
米
軍
の
実
地
調
査
で

憲
良
の
日
本
戦
闘
機
と
折
り

紙
を
つ
け
ら
れ
た
傑
作
機
で
、

高
性
能
だ
っ
た
た
め
に
大
東

遊
決
戦
機
と
期
待
さ
れ
た
。

し
か
し
、
日
本
が
戦
争
に
敗

れ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

{
笹
}

{
注
調
}

宇
宙
研
は
、
自
本
箆
の
愛

称
に
ア
ル
フ
?
ベ
ッ
ト
を
当

て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
頭
文
字
と

す
る
笑
息
揺
を
つ
な
い
せ
海

外
向
け
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
に

し
て
い
る
。
だ
が
、
結
局
、

『
の
ぞ
み
へ
『
は
や
ぶ
さ
」

に
つ
い
て
は
当
て
は
め
ら
れ

な
か
っ
た
ら
し
い
。

M
U
S
E
S
-
B
こ
と

『
は
る
か
』
は

工
一例コ一ピ

h
y
Q〈
印
コ
O
田

巳

「

印

Uo'

「ω片

O
「『

『O
「

0
0
ョ，

コd
C
コ
一口
由
同一
O
コ
由
コ
Q

h
y師
同
「

O
コ
ロ
ヨ
同
と
名
付
け

ら
れ
た
。
(
押
官
)



出
出
川
ん
山
川
欣
送
の
お
ね
え
さ
ん
が
テ
l
プ
を
欣
送
ボ
に
持
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
ダ
ビ
ン
グ
で
き
な
い

の
だ
が
、
と
相
談
し
て
き
た
。

い
や
お
れ
も
取
材
な
ん
で
す
が
、
え
!
と
、
そ

1
ゆ

1
こ
と

だ
っ
た
ら
ぱ
、
こ
こ
で
ま
ず
名
乗
り
を
上
げ
て
あ
な
た
が
資
任

を
持

っ
て
テ
!
プ
を
放
送
車
に
持

っ
て
い
き
、
間
が
終
わ
っ
た

ら
持
っ
て
帰

っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
い
か
が
で
し
ょ
!
?

な
に
や
ら
そ
の
あ
と
鹿
児
島
放
送
の
自
動
車
の
周
り
に
順
需

を
待
つ
報
道
陣
の
笠
が
で
き
て
い
た
の
で
、
う
ま
く
い
っ
た
ん

だ
と
思
う
。

キ
ツ
チ
ュ
が
広
報
か
ら
借
り
だ
し
て
い
た
電
波
テ
ス
ト
の
時

の
商
品
聞
が
入

っ
た
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
返
却
し
て
い
る
の
を
確
認

し
て
、
た
ぶ
ん
こ
れ
で
今
回
の
取
材
は
終
わ
り
だ
と
思
う
な
あ
。

で
は
、
撤
収
し
ま
す
か
。

帰
り
際
に
記
者
室
に
副
慣
れ
た
成
さ
ん
に
、

M
U
S
E
S
'
c

改
め

「
は
や
ぶ
さ
」
の
飛
行
経
路
を
聞
い
て
み
る
。

発
射
後
初
時
間
で
川
軌
道
を
超
え
る
?
刀
打
餓
を
釧
う
ア

ポ
ロ
の
半
分
の
時
間
で
川
ま
で
行

っ
て
し
ま
う
の
か
。
そ
こ
で

化
ま
る
わ
け
で
は
な
い
け
ど
。

二
台
分
の
報
辺
市
の
ス
リ
ッ
プ
と
、
令

hU分
の
腕
拘
引
を
返
却

す
る
。
こ
れ
で
今
川
の
M
'
V
ロ
ケ
ッ
ト
5
H
V
機、

M
U
S
E

s
e
C
の
打
ち
上
げ
取
材
は
終
了
し
た
。

ホ
テ
ル
に
以
っ
て
的
物
を
れ
い
て
、

鈴
け
ま
し
ょ
う
。

と
い

っ
て
も
、

で
は
祝
杯
を
仁
げ
に
出

こ
こ
内
之
浦
で
は
夕
食
だ
、
飲
も
う
つ
っ
て

@ 

も
泌
択
肢
は
そ
ん
な
に
多
く
な
い
。

ろ
で
は
綱
元
、

矢
野
さ
ん
に
聞
い
た
と
こ

瀬
川
足
袋
、

川
州
潮
く
ら
い
だ
と
い
う
の
で
、

で
は

ま
だ
行
っ
た
こ
と
が
な
い
瀬
型
公
と
や
ら
へ
行
っ
て
み
ま
し
ょ

う
か
。

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
か
ら
看
板
に
従
っ
て
海
伴
に
出
る
州
側
近

に
入
る
と
、
ぽ
ん
と
に
こ
の
先
に
な
ん
か
営
業
し
て
る
の
か
つ

て
く
ら
い
只
っ
暗
に
な
っ
て
し
ま
う
。
仕
方
な
い
の
で
最
近
キ

ー
ホ
ル
ダ
ー
に
つ
け
て
る
超
小
型
の

L
E
D
ラ
イ
ト
点
け
て
み

た
り
し
て
た
が
、
九
人
で
動
い
て
い
て
小
型
ラ
イ
ト
が
す
ぐ
に

三
つ
四
つ
出
る
あ
た
り
。

海
岸
の
そ
ば
に
、
瀬
里
奈
は
あ
っ
た
。
鮮
魚
料
理
庖
て
感
じ

だ
が
、
入
れ
る
か
ど
う
か
聞
い
て
み
る
と
今
日
は
予
約
で
い
っ

ぱ
い
だ
と
い
う
。
打
ち
上
げ
成
功
し
た
も
ん
ね
え
、

当
然
関
係

者
で
尚
一μだ
ろ
う
。
ん
じ
ゃ
つ
ぎ
だ
。

で
、
そ
の
さ
き
の
mm潮
に
行
っ
て
み
た
ら
カ
ウ
ン
タ
ー
に
全

日
が
入
れ
た
。

的
の
ト
ヒ
人
と
、
地
元
の
お
じ
さ
ん
た
ち
三
人
が
す
で
に
胞
に

入
っ
て
い
た
。
う
ち
ひ
と
り
は
昨
夜
、
黒
潮
で
頗
を
合
わ
せ
て

お
り
、
な
し
く
ず
し
に
焼
酎

一
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
て
し
ま

う
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

打
ち
上
げ
の
成
功
と
、
こ
れ
か
ら
の
順
調
な
飛
行
を
祈
っ
て

乾
杯
。

い
つ
も
な
ら
打
ち
ヒ
が

っ
た
術
誕
は
安
定
す
れ
ば
定
常

巡
別
に
入
る
ん
だ
が
、
今
回
は
こ
の
あ
と
に
長
い
道
の
り
が
残

っ
て
い
る
の
が
わ
か
っ
て
い
る
だ
げ
に
手
放
し
で
は
喜
べ
な
い
。



あ
と
か
ら
秋
山
さ
ん
、
成
さ
ん
、
矢
野
さ
ん
が
米
る
。
打
ち

上
げ
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

た
だ
、
皆
さ
ん
軒
滋
み
探
査
機
班
だ
け
に
、
打
ち

t
げ
成
功

の
双
円
び
よ
り
も
こ
れ
か
ら
の
仕
事
を
号
、
え
て
厳
ろ
に
笑
っ
て
い

る
。
そ
う
な
の
よ
ね
え
、
ロ
ケ
ッ
ト
班
な
ら
今
日
で
仕
耶
終
わ

り
だ
け
ど
、
探
査
機
班
の
迎
用
は
今
日
か
ら
始
ま
る
の
だ
か
ら
。

秋
山
さ
ん
、
成
さ
ん
は
明
日
の
飛
行
機
で
東
京
に
戻
る
と
い

う
。
矢
野
さ
ん
は
ま
だ
三
日
ほ
ど
内
之
浦
に
留
ま
っ
て
後
始
末

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
そ
う
な
。

5
月
山
目
、土
曜
日
、晴
れ
時
々
曇
り

u
m
宅
の
た
め
、

大
将
戸
市
に
三
人、

牧
野
市
に
笹
本
、

キ
ッ
チ
ュ

、
江
藤
の
四
人
、

あ
と
松
浦
は
バ
イ
ク
で
コ
ス
モ
ピ
ア
内
之

泌
を
出
発
す
る
。

三
川
前
よ
り
も
す
ん
な
り
と
そ
ば
ぷ
Mm
也
市
川
崎
に
到
着
、
朝

刊肘
一ぷ
川
の
念
願
の
山
か
け
冷
し
そ
ば
を
食
す
る
こ
と
に
成
功
す

る
。
は
が
あ
っ
て
い
い
わ
あ
。

こ
こ
で
バ
イ
ク
の
松
浦
と
別
れ
、
江
総
送
り
だ
し
の
た
め
に

ん川崎山内
L

浴
を
日
指
し
て
必
り
出
す
。

山内ム
浴

っ
て
だ
け
な
ら
鹿
児
島
常
浴
で
も
い
い
ん
だ
が
、

子
定

通
り
ロ
ケ
ッ
ト
が
仁
が

っ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
余
怖
を
持
っ
た

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
ま
る
ご
と
余

っ
て
い
る
。

而
か
、

は
た
ま
た
四
国

政だ
つ っ
てた
おら
遍~ !m
Sおろ本
と 1i

別
府
の
渇
泉
か
、

い
う
手
も
あ
る
の
だ
が
。

M
'
V
5
号
機

次
に
山
内
さ
ん
に
お
会
い
で
き
る
の
は
い
く
て

S
F大
会
、
巡

く
と
も
米
年
の
航
空
宇
術
学
会
で
ま
た
劇
酬
を
あ
わ
せ
る
だ
ろ
う

し
、
そ
の
あ
い
だ
に
も
取
材
や
ら
な
に
や
ら
で
顔
を
あ
わ
せ
る

機
会
は
い
く
ら
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

結
同
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
焼
酎
は
笠
に
は
な
ら
ず
、
し
か
た

な
く
黒
潮
に
あ
る
探
査
機
班
専
用
の
ボ
ト
ル
キ
1
プ
を
満
杯
に

し
て
帰
る
。

帰
り
道
、
見
上
げ
る
と
や
っ
ぱ
り
祭
り
空
、
よ
く
打
ち
上
げ

の
と
き
だ
け
附
れ
た
も
ん
だ
。

地
図
片
手
に
脱
凶
方
而
か
ら
都
械
を
妓
け
、
宮
崎
到
泊
。
先

に
宮
崎
空
港
に
ま
わ
り
、
急
ぎ
飛
行
機
で
帰
る
と
い
う
・圧
勝
を

送
り
だ
す
。

滋
り
だ
し
た
後
、
シ
!
ガ
イ
ア
で
お
茶
を
す
る
。
宮
崎
似
大

の
観
光
地
、

バ
ブ
ル
の
・
Jm
と
し
子
、
ぜ
ひ
あ
の

U
大
な
歓
楽
附
施

設
を
比
て
み
た
か

っ
た
の
で
あ
る
。
退
く
か
ら
で
も
よ
く

μえ

る
日
附
ホ
テ
ル
、
シ
ェ
ラ
ト
ン

・
グ
ラ
ン
デ

・
オ
ー
シ
ャ
ン
リ

ゾ
ー
ト
。
あ
の
ヒ
か
ら
日
比
る
オ
ー
シ
ャ
ン
ド

l
ム
は
さ
ぞ
か
し

張
快
に
迎
い
な
い
。
同
際
航
ル
市
五円
十
術
学
会
が

2
0
0
4年
に
は

宮
崎
の
シ

l
ガ
イ
ア
で
開
催
と
い
う
訴
だ
か
ら
、
ど
う
せ

一
年

後
に
は
米
な
き
ゃ
な
ら
ん
よ
う
な
気
も
す
る
ん
だ
が
。

駐
車
場
は
無
料
、
た
だ
し
地
上
1
5
4
メ
ー
ト
ル
の
シ
ェ
ラ

ト
ン
ホ
テ
ル
の
上
の
展
望
ル

l
ム
は
有
料
。
ど
う
せ
金
払
う
ん



か
干
A
V
、
と
い
う
こ
と
で
民
間
H

レ
ス
ト
ラ
ン
で
お
茶
に
す
る
。

こ
こ
で
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
。
全
H
H
の
希
切
H
と
H
P
M

を
限
切
曲
す
る
。

大
刊行
一戸
は
遅
く
と
も
月
限
に
は
出
社
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

森
奈
作
子
は
締
め
切
り
前
で
仕
事
い
っ
ぱ
い
な
ん
で
、

一
刻

も
円
十
く
紛
り
た
い
。

キ
ツ
チ
ュ
も
、
日
曜
日
に
は
用
事
が
あ
る
と
い
う
。

笹
本
は
、
差
し
迫
っ
た
用
事
は
な
い
。

黒
崎
議
も
、
ロ
ケ
ッ
ト
延
期
の
可
能
性
を
考
え
て
来
週
終
わ

り
近
く
ま
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
入
れ
て
い
な
い
と
い
う
。

牧
野
も
、
急
い
で
婦
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
感
情
は
な
い
。

で
は
、
こ
う
い
う
案
は
ど
う
か
。

宮
崎
か
ら
大
阪
行
き
の
フ
ェ
リ
ー
が
あ
る
。
急
速
淵
査
し
た

と
こ
ろ
で
は
本
日
夕
方
四
時

m分
出
航
、
ま
だ
同
時
前
だ
か
ら

楽
に
間
に
合
う
。
で
、
こ
れ
だ
と
明
日
の
初
に
大
阪
に
祈
く
の

で
、
そ
の
ま
ま
向
述
に
采
れ
ば
位
過
ぎ
に
は
体
力
を
mm
し
て
楽

に
必
ボ
に
紛
れ
る
。
こ
れ
に
、
大
刊
行
.
ド
、
科
、
キ
ツ
チ
ュ
を
大

W
戸
市
と
も
ど
も
采
せ
る
。

時
間
に
余
怖
の
あ
る
銭
り
三
人
は
、
牧
野
市
で
と
り
あ
え
ず

大
分
を
日
指
し
、
泌
円
減
で
も
師
悼
す
。

さ
さ
や
か
な
問
題
が
あ
る
と
し
た
ら
、
大
AM.F点
に
ド
ラ
イ

バ
ー
が
大
詰
戸
と
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ

ー
で
ゴ

ー
ル
ド
免
許
、

議
も
巡
転
し
た
淡
を
見
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
森
後
沖
子
だ
け

に
な
り
、

一
方
牧
野
市
中
に
は
ド
ラ
イ
バ
ー
が
三
人
揃
う
と
い
う

⑫ 

こ
と
だ
ろ
う
か
。

相
料
水

「大

vd戸
ひ
と
り
で
不
安
だ
と
い
う
の
な
ら
、
川
州
的
さ

ん
を
キ
ツ
チ
ュ
と
交
換
す
れ
ば
」

だ
か
ら
そ
れ
は
元
の
木
阿
弥
だ
ろ
う
が
。

森

「
フ
ェ
リ
ー
の
中
に
コ
ン
セ
ン
ト
は
あ
り
ま
す
か
?
」

少
々
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
の
、
フ
ェ
リ
ー
の
中
で

コ
ン
セ
ン
ト
が
な
く
て
本
当
に
殴
っ
た
こ
と
は
な
い
。
だ
い
た

い
な
ん
と
か
な

っ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
笹
本
は
ど
う
や
ら
あ
ん
ま
り
船
齢
い
し
な
い
体

質
ら
し
く
、
し
か
も
そ
れ
を
前
提
条
件
と
し
て
説
明
し
忘
れ
た
。

具
体
的
に
な
に
が
ど
う
だ
つ
た
の
か
ま
で
は
詳
し
く
聞
い
て
な

い
け
ど
、
宮
崎
か
ら
四
国
沖
太
平
洋
側
を
走
っ
て
大
阪
に
到
抽
相

す
る
フ
ェ
リ
ー
は
け
つ
こ
う
絡
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
コ
ン
セ
ン

ト
は
、

B
絞
ム
口
に
は
付
い
て
い
た
ら
し
い
。

て
な
わ
け
で
こ
こ
ま
で
の
交
通
伐
を
消
算
、
そ
れ
ま
で
ず

っ

と
火
山
け
戸
以
だ

っ
た
川
洲
崎
と
牧
野
市
だ

っ
た
キ
ツ
チ
ュ
を
交
換
、

駐
市
場
で
別
れ
る
。
泊
中
ご
師
刑
事
に
。

相
脚
本
、
牧
野
、
川
州
帆
叫
は
ト
〈
分
に
向
け
て
必
り
だ
す
。

相
川
本

「
で
、
観
光
ガ
イ
ド
に
こ
の
辺
り
で
待
り
た
い
と
こ
ろ

っ
て
減
っ
て
ま
す
?
」

mm附

「完
熟
マ
ン
ゴ
ー
が
食
べ
た
い
!
」

完
熟
マ
ン
ゴ
ー
?
そ
れ
は
そ
の
道
路
の
先
に
出
て
い
る
あ

の
れ
紋
か
?

宮
崎
郊
外
の
裏
道
の
機
、
巨
大
な
砂
利
数
き
の
駐
車
場
に



「完
熟
マ
ン
ゴ

ー
」

み
る
。

っ
て
看
板
が
出
て
い
る
。
即
座
に
入
っ
て

市
早
か
ら
降
り
て
、
プ
レ
ハ
ブ
の
事
務
所
に
入
っ
て
み
る
。
お

お
、
ぷ
ー
ん
と
甘

っ
た
る
い
南
国
の
果
実
の
匂
い
が
。

い
ち
ば
ん
小
さ
な
パ
ッ
ク
は
、

マ
ン
ゴ

ー
二
つ
入
り
で

1
8

0
0円
。
大
き
さ
に
も
よ
る
の
だ
ろ
う
が
、
だ
い
た
い
ひ
と
つ

1
0
0
0円
く
ら
い
で
売
っ
て
い
る
ら
し
い
。

角
切
り
に
し
て
出
し
て
も
ら

っ
た
試
食
用
の
マ
ン
ゴ
ー
を
い

た
だ
く
。

ん
ま
い
!

マ
ン
ゴ
ー
と
い
う
と
妙
な
甘
み
が
残
る

通
常
、

ん
だ
が
、

こ
れ
は
き
わ
や
か
に
甘
く
、

し
か
も
さ

っ
ば
り
し
た

後
味
し
か
残
ら
な
い
。
完
熟
マ
ン
ゴ
ー
と
い
う
の
は
こ
ん
な
味

の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

あ
と
は
ひ
た
す
ら
大
分
め
が
け
て
走
る
。

え
!
と
、
地
図
に
よ
る
と
こ
の
辺
り
に
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
ヵ

ー
の
実
験
線
が
あ
る
ら
し
い
ぞ
。
こ
の
道
の
先
で
近
く
に
来
る

ら
し
い
か
ら
、
見
え
る
だ
け
は
見
え
る
か
も
。

:
:
あ
の
建
設
中
途
で
打
ち
捨
て
ら
れ
た
み
た
い
な
、
す

っ

か
り
く
た
び
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
色
の
高
架
線
が
、
リ
ニ
ア

笑
験
線
の
跡
で
は
?
少
な
く
と
も
高
梨
だ
け
見
に
い

っ
て
も

あ
ん
ま
り
変
わ

っ
た
も
の
は
見
ら
れ
そ
う
に
な
い
な
。

M
'
V
5号
機

予
定
通
り
の
却
時
過
ぎ
に
大
分
駅
周
辺
到
泊
。
当
初
の
予
定

で
は
駅
前
で
辺
り
を
見
回
し
て
適
当
な
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
を
探

す
予
定
だ
っ
た
の
だ
が
、
ふ
と
信
号
待
ち
で
横
を
見
た
ら
ホ
テ

ル
ア
ネ
ッ
ク
ス
ク
ド
ウ
と
い
う
と
こ
ろ
が

一
泊
3
9
0
0円
の

む
板
を
出
し
て
い
た
の
で
、
様
子
を
聞
き
に
入
る
。

大
丈
夫
そ
う
な
の
で
、
そ
こ
に
し
て
し
ま
う
。

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。
ク
ロ

ー
ク
で
近
所
の
う
ま
い
底
を
聞
い
て

み
る
と
、
駅
前
の
ア
ー
ケ
ー
ド
街
の
中
に
あ
る
紙
風
船
と
い
う

応
を
薦
め
ら
れ
る
。

荷
物
だ
け
お
い
て
即
座
に
そ
こ
に
向
か
う
。

大
分
駅
前
、
土
帽
の
夜
と
い
え
ど
も
幻
時
近
く
で
は
ア
ー
ケ

ー
ド
は
あ
ら
か
た
閉
ま

っ
て
お
り
、
こ
こ
ら
辺
も
郊
外
に
経
済

の
中
心
が
移
っ
て
る
の
か
な
あ
。
し
か
し
な
が
ら
紙
風
船
は
あ

っ
さ
り
発
見
さ
れ
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
民
妄
茶
屋
風
に

飾
り
付
け
た
飲
み
屋
で
あ
る
。

二
階
の
小
上
が
り
に
通
さ
れ
、
適
当
に
注
文
。

ん
ま
い
!
刺
身
と
い
い
、
魚
と
い
い
、
つ
い
で
に
注
文
し

た
タ
ン
シ
チ
ュ
ー
と
い
い
、
日
本
の
地
方
は
食
い
物
が
旨
く
て

妨
し
い
の
お
。
さ
ら
に
、
東
京
で
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
勘
定

安
い
し
。

降
り
だ
し
た
雨
の
中
、
ホ
テ
ル
ま
で
歩
い
て
帰
る
。



四
宜
買
大
分
市
の
ホ
テ
ル
で
目
争
覚
ま
し
た
笹
本
、
牧
野
、
黒
崎
の
一
二
人

は
銅
銭
も
食
わ
ず
に
大
分
川
河
口
の
ホ
l
パ
l
乗
場
に
向
か
っ
九

大
分
空
港
は
大
分
市
か
ら
別
府
湾
を
は
さ
ん
で
反
対
側
に
あ
る
。
湾
の
す

ぐ
向
こ
う
に
あ
る
の
だ
が
、
行
こ
う
と
思
っ
た
ら
は
る
ば
る
別
府
湾
を
大
回

り
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

別
府
湾
を
そ
の
ま
ま
横
切
っ
て
い
け
ば
、
大
回
り
を
す
る
パ
ス
よ
り
も
早

く
大
分
布
に
到
着
で
き
る
。
鉄
道
は
、
一
章
泣
い
日
援
本
線
の
杵
築
、
大
神

駅
ま
で
は
M

キ
ロ
く
ら
い
あ
る
か
ら
問
題
な
い
。
し
か
も
、
空
事
内
は
平
面
な

の
で
、
ホ
I
パ
1
ク
ラ
フ
ト
な
ら
直
接
タ
ー
ミ
ナ
ル
ピ
ル
に
乗
り
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
な
理
由
で
、
大
分
布
、
大
分
拘
護
団
間
に
は
日
本
で
唯
一
の
定

期
ホ
l
パ
1
ク
ラ
フ
ト
が
連
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
以
外
で
ホ
1
パ
l
ク
ラ

フ
ト
責
ょ
う
と
思
っ
た
ら
自
衛
隊
の
大
切
奇
董
岨
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
よ

隙
搾
凶
器
用
の
L
C
A
Cく
ら
い
し
か
な
い
.

て
な
わ
け
で
小
筒
の
中
で
ま
る
で
定
期
ハ
ス
の
よ
う
に
連
行
さ
れ
て
い
る

ホ
l
パ
1
ク
ラ
フ
ト
会
見
て
、
機
厳
つ
ど
ん
目
当
て
に
佐
賀
関
か
ら
佐
田
岬

に
渡
り
、
総
山
の
滋
矯
案
で
ひ
と
つ
風
軍
司

高
松
革
命
刈
新
居
浜
辺
り
で
は
、
骨
醤
璽
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
た
喫
茶
庖

で
イ
ギ
リ
ス
製
だ
と
い
う
お
そ
ろ
し
〈
精
巧
な
デ
ィ
ス
ク
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
音

色
に
う
っ
と
り
し
て
、
ん
な
と
こ
ろ
で
時
同
食
っ
て
る
か
ら
高
松
に
到
婚
し

た
頃
に
は
う
ど
ん
農
は
軒
並
み
閉
ま
っ
て
い
九

考
え
て
み
る
と
ラ
ー
メ
ン
に
は
真
夜
中
に
塁
R
が
や
っ
て
く
る
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
う
ど
ん
に
は
夜
の
ム
l
ド
は
あ
ん
ま
り
な
い
。
仕
方
な

@ 

ツ
ク
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
ら
、

や
っ
ぱ
り
4

つ
ど
ん
鹿
は
夜
に
は
閉
ま
っ
て
し
毒
つ
の
で
あ
っ
九

省
局
二
十
四
時
間
営
援
の
チ
ェ
ー
ン
底
で
う
ど
ん
を
一
杯
食
べ
た
だ
け

で
、
そ
の
ま
ま
本
四
架
備
に
向
か
う
・
夕
食
代
わ
り
に
あ
ち
こ
ち
で
=
一
杯
く

ら
い
は
食
え
る
と
思
っ
た
ん
だ
が
。

担
伺
大
橋
だ
け
は
高
速
に
乗
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
鳴
門
イ
ン
タ

ー
チ
ヱ
ン
ジ
か
ら
鐙
戸
淡
路
鳴
門
白
凱
若
干
道
に
入
る
。

深
夜
の
淡
路
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
か
ら
3
キ
ロ
く
ら
い
か
な
た
の
明
石
大
徳

を
遠
望
も
の
が
大
主
事
c
る
の
で
、
こ
れ
く
ら
い
綴
れ
な
い
と
橋
に
見
え

な
い
。
そ
し
て
、
深
夜
で
小
雨
が
降
っ
て
る
上
に
ラ
イ
ト
し
か
見
え
な
い
た

め
、
醤
態
も
ス
ケ
ー
ル
感
も
あ
ん
ま
り
な
い
。

番
末
ジ
ヤ
ン
ク
シ
ヨ
ン
か
ら
阪
神
高
速
登
戸
終
環
状
線
を
経
て
松
原
ジ

ヤ
ン
ク
シ
ヨ
ン
か
ら
東
名
阪
自
動
車
道
に
突
入
。
天
理
・
亀
山
聞
に
無
料
区

間
が
あ
る
の
と
、
そ
こ
か
完
は
1
芸
品
綜
か
ら
お
号
線
名
四
国
温
の
流
れ
が

い
い
の
で
、
こ
の
ル
ー
ト
が
一
番
高
速
料
金
争
津
信
で
き
る
。

桑
名
か
ら
2
5
8号
線
で
北
主
大
垣
イ
ン
タ
ー
チ
ヱ
ン
ジ
か
ら
名
神
高

速
に

'a蝿
中
央
部
濯
を
経
て
出
採
前
に
も
使
つ

地
に
訓
電
ゆ
っ
く
り
寝
こ
け
る
。

満
塁
か
ら
の
帰
り
は
高
一

は
、
羽
首
の
後
で
あ
つ
れ
~・

、
信
局
東
京
に
帰
っ
て
来
た
の

そ
し
て
、
7
月

ω目
。

ロ
シ
ア
は
プ
レ
セ
ツ
ク
で
行
な
わ
れ
た
ユ
l
ロ
コ
ッ
ト
社
の
ロ
コ
ッ
ト
と

い
う
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
ょ
げ
取
材
か
ら
帰
っ
て
き
た
笹
本
は
、
主
不
十
八
一
学
で
行

な
わ
れ
た
キ
ュ
ー
ブ
サ
ッ
ト
の
墾
回
会
の
あ
と
の
U
N
l
S
E
C
(大
掌
生

高
校
生
の
宇
宙
工
掌
実
地
教
宵
支
盤
国
体
)
殺
事
総
会
で
、
宇
宙
研
の
矢
野



さ
ん
に
お
会
い
し
た
。

「ぼ
く
が
こ
こ
に
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
は
や
ぶ
さ
が
定
常
運
南
に
入
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
」

定
常
選
首
用
と
は
、
打
ち
上
げ
後
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や
ら
塾
泡
修
鎗
や
ら
機

器
の
チ
ェ
ッ
ク
や
ら
を
す
べ
て
終
了
し
、
目
的
地
に
向
か
っ
て
順
調
な
飛
行

主
制
け
る
た
め
の
沼
南
に
入
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

お
お
、
そ
う
い
え
ば
重
労
働
を
強
い
ら
れ
る
内
之
浦
に
い
る
時
よ
り
も
顔

色
か
よ
ろ
し
い
よ
う
で
。

「ぼ
く
の
顔
色
害
、
は
や
ぶ
さ
の
テ
レ
メ
ト
リ
l
に
し
な
い
で
下
さ
い
』

と
は
い
え
、
あ
い
か
わ
ら
ず
タ
イ
ト
ロ
l
プ
の
上
を
令
芳
疾
走
す
る
よ
う

な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
鰹
付
さ
れ
て
い
る
。

太
陽
系
の
中
を

「は
や
ぶ
さ
』
は
小
署
長
め
が
け
て
飛
ん
で
い
る
が
、
地

球
は
M
時
同
に
一
回
転
し
て
し
ま
う
。
日
本
か
ら
威
差
問
空
間
を
飛
ぶ

「は

や
ぶ
さ
」
が
見
え
る
の
は
1
日
の
う
ち
の
3
分
の
l
だ
け
、
あ
と
は
必
婆
な

修
正
も
機
材
の
起
動
も
す
べ
て

『は
や
ぶ
さ
」
自
身
に
タ
イ
マ
ー
を
仕
組
問
け

て
行
な
わ
れ
て
い
る
。

も
し
、
ど
こ
か
で
不
具
合
が
起
き
る
と
、

『は
や
ぶ
さ
」
は
そ
の
時
点
で
機

器
を
ス
ト
ッ
プ
し
て
地
上
局
か
ら
の
コ
マ
ン
ド
を
待
つ
。
日
本
か
ら
見
え
な

く
な
っ
た
と
た
ん
に
イ
オ
ン
エ
ン
ジ
ン
に
何
ら
か
の
不
自
R
A
Rか
生
じ
て
エ
ン

ジ
ン
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
次
の
蕊
姶
動
は
は
山
時
間
後
に
な
る
。

そ
し
て
、

「は
や
ぶ
さ
」
は
行
き
の
罪
行
健
闘
の

ωパ
ー
セ
ン
ト
は
イ
オ
ン

エ
ン
ジ
ン
を
噴
射
し
て
い
な
い
と
目
的
の
小
説
草
に
辿
り
清
け
な
い
。

定
書
濃
用
に
入
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
ス
タ
ッ
フ
が
楽
を
で
き
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
打
ち
上
げ
議
所
定
の
弛
泡
に
乗
っ
た
は
や
ぶ
さ
は
目
的
の
小
或
草

1
9
9
8
S
F
お
に
対
し
て
順
翻
な
揺
り
争
犠
け
て
い
る
。

M
'
V
5号
機

2
0
0
3年
8
月
2
R
1
9
7
0年
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
日
本
初
の
人

工
衛
星

「お
お
す
み
』
が
辺
年
の
月
白
を
経
て
地
球
重
力
回
に
突
入
し
、
燃

え
尽
き
た
。

そ
し
て
、
そ
の
わ
ず
か

ω日
後
、

『は
や
ぶ
さ
」
が
目
指
す
小
器
墨
1
9
9

8
S
F
泌
が
、
日
本
で
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
を
開
始
し
た
糸
川
英
夫
に
ち
な
ん
で

「
イ
ト
カ
ワ
」
と
名
仔
け
ら
れ
る
こ
と
が
発
表
容
れ
た
。

ま
盆
り
な
ら
ば

『は
や
ぶ
さ
」
の
イ
ト
カ
ワ
到
清
は
2
0
0
5年
蔓

ほ
2
0
0
7年
で
あ
る
。

宇宙を飛，31r 1<1:ゃ，3¥さJ (想像図}。 本体の側面にある下向きの煙

突のようなものが、 サンプル回収用のサンブラーホーン。



研
の
ロ
ケ
ツ

抽
押
織
つ
て
の
は
ど
こ
に
で
も
い
る
。

エ
ン
ジ
ン
の
音
を
問
い
た
だ
け
で
キ
ヤ
プ
レ
ー
タ

ー
の
ば
ら
つ
き
か
ら
パ
ル
プ
タ
イ
ミ
ン
グ
が
狂
っ
て

い
る
の
ま
で
わ
か
る
カ
メ
ラ
マ
ン
と
か
、
『
た
ぶ
ん

あ
の
ひ
と
、
太
陽
系
空
間
を
頭
の
中
で
四
次
元
展
開

で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
」
と
隻
徹
さ
れ
る
軌
道

設
計
の
教
援
と
か
。
惑
星
配
置
が
立
体
状
に
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
時
系
列
に
伴
っ
た
変
化
ま

で
加
わ
る
の
で
、
通
常
の
三
次
元
に
加
え
て
時
間
経

過
ま
で
合
わ
せ
る
と
四
次
元
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
な
る
。

宇
宙
研
に
い
た
ロ
ケ
ッ
ト
の
縛
織
は
、
作
曲
需
服
で

に
こ
に
こ
笑
い
な
が
ら
傷
だ
ら
け
の
ペ
ン
シ
ル
ロ
ケ

ッ
ト
を
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
出
し
て
き
た
。

宇
宙
研
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
っ
て
い
る
の
は
教
綬
や

助
手
だ
け
で
は
な
い
。
各
メ
ー
カ
ー
の
技
術
者
、
日

本
各
地
の
工
渇
の
工
員
、
圃
属
人
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

人
々
が
一
機
の
ロ
ケ
ッ
ト
に
関
わ
っ
て
い
る
。

宇
宙
研
側
の
現
場
鴫
人
が
、
筏
冨
で
あ
る
。
実
駿

器
具
を
作
っ
た
り
耐
震
偏
し
た
り
実
験
を
手
伝
っ
た
り

す
る
園
開
業
で
、
学
位
や
諭
文
作
成
に
は
欠
か
せ
な
い

人
で
あ
り
な
が
ら
表
に
出
る
ご
と
は
な
い
。

観
測
用
、
衛
星
打
ち
上
げ
用
に
か
か
わ
ら
す
、
ロ

⑫ 

-:::・・笹本祐
一

ケ
ッ
ト
を
直
後
手
泡
に
か
け
る
ロ
ケ
ッ
ト
班
の
親
玉

が
、
ロ
ケ
ッ
ト
班
畏
で
あ
る
。

「
現
岨
帽
の
こ
と
な
ら
、
こ
の
人
で
す
』
と
紹
介
さ
れ

た
の
が
、
ロ
ケ
ッ
ト
班
畏
(
当
時
)
の
林
紀
拳
さ
ん

だ
っ
た
。

絹
複
原
の
宇
宙
科
学
研
究
所
の
株
さ
ん
の
部
屋
に

お
廊
直
属
し
て
、
ま
す
自
の
前
に
出
て
き
た
の
が
ペ
ン

シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
で
あ
る
。
国
分
寺
の
ピ
ス
ト
ル
射
織

で
発
射
さ
れ
た
、
日
本
の
す
べ
て
の
ロ
ケ
ッ
ト
の
ル

ー
ツ
。
こ
れ
が
金
属
般
の
ボ
デ
ィ
が
傷
だ
ら
け
で
、

焼
け
焦
げ
た
後
ら
し
い
も
の
ま
で
あ
る
。

『
ほ
ほ
ほ
本
物
で
す
か
W
」

『
そ
う
で
す
。
こ
っ
ち
が
延
畏
型
の
ペ
ン
シ
ル
3
0

0
、
こ
っ
ち
が
二
段
式
ペ
ン
シ
ル
』

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
次
々
に
銀
色
の
ロ
ケ
ッ
ト
が
出

て
く
る
。
自
の
前
に
日
本
の
宇
宙
開
発
創
世
期
の
歴

史
が
並
ん
で
い
る
う
。

『
さ
、
触
っ
て
い
い
で
す
か
?
』

「
ど
う
ぞ
ど
う
ぞ
。
で
、
こ
れ
が
先
日
と
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
、
カ
ツ
パ
8
型
間
号
線
の
事

故
報
告
.
』

ボ
ー
ル
紙
で
綴
じ
ら
れ
た
手
・
き
の
も
の
で
、
自

園
開
の
写
真
ま
で
貼
り
込
ま
れ
た
大
き
な
フ
ァ
イ
ル
が

出
て
く
る
。
取
材
班
が
浜
総
町
の
世
界
貿
易
セ
ン
タ

ー
ピ
ル
で
、
総
尾
動
開
園
置
か
ら
「
am初
に
園
児
た
ロ
ケ
ッ

ト
打
ち
上
げ
実
験
が
カ
ツ
パ
8
型
川
号
機
で
、
夜
の

打
ち
ょ
げ
つ
て
の
は
き
れ
い
な
も
ん
だ
な
あ
と
怒
っ

て
男
惚
れ
て
た
ら
『
ぱ
か
事
微
だ
l

伏
せ
る
i
』

っ
て
怒
鳴
ら
れ
て
」
な
ん
て
話
を
聞
い
た
の
が
、
つ

い
こ
の
前
の
こ
と
で
あ
る
。

秋
田
県
道
川
湾
岸
で
の
録
後
の
打
ち
上
げ
に
な
っ

た
'
放
が
1
9
6
E年
5
月
白
日
。
自
没
後
の
問
時

柏
崎
分
の
打
ち
上
げ
で
、
す
っ
か

2
・
れ
た
遭
川
海
副
障

に
発
射
猶
備
が
盤
え
ら
れ
た
ラ
ン
チ
ャ
l
の
ロ
ケ
ッ

ト
の
炎
は
、
尾
郡
か
ら
で
は
な
く
一
段
目
の
途
中
か

ら
噴
き
出
し
た
。

第
一
段
が
ち
ぎ
れ
て
火
を
噴
く
ロ
ケ
ッ
ト
本
体
が

秋
田
の
海
に
飛
び
込
み
、
を
然
と
カ
ウ
ン
ト
ア
ッ
プ

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
だ
け
が
続
い
て
、
は
っ
と
緩
か
が
気

づ
く
。

コ
一
段
目
が
点
火
す
る
ぞ
1
』

国
体
ロ
ケ
ッ
ト
に
は
推
進
剤
と
般
化
剤
が
織
り
込

ま
れ
て
い
る
。
真
空
で
も
水
中
で
も
、
点
火
す
れ
ば

お
梅
い
な
し
に
噴
射
す
る
。
そ
ん
な
都
合
の
い
い
こ

と
は
な
い
、
と
顕
で
理
解
し
て
い
て
も
、
だ
れ
も
が

「
水
中
だ
か
ら
火
が
消
え
て
く
れ
l
」
と
恒
例
る
中
、



夜
の
波
間
に
ぽ
わ
っ
と
光
が
広
が
り
、
水
中
か
ら
無

.
，
切
り
幽
閉
さ
れ
て
点
火
し
た
二
段
目
が
湾
岸
め
が
け

て
飛
び
出
し
、
射
場
の
周
り
を
火
を
噴
い
た
ま
ま
転

げ
ま
わ
っ
た
。

透
く
か
ら
取
材
し
て
い
た
N
H
Kの
報
道
班
と
見

物
人
は
て
っ
き
り
大
惨
.
だ
ろ
う
と
思
っ
た
ほ
ど
の

事
故
だ
っ
た
が
、
飛
び
出
し
て
き
た
ロ
ケ
ッ
ト
は
印

人
ほ
ど
の
ス
タ
ッ
フ
を
避
け
る
よ
う
に
そ
の
濁
り
だ

け
を
飛
び
ま
わ
り
、
奇
跡
的
に
人
民
に
被
害
は
出
な

か
っ
た
。

焼
け
焦
げ
た
ラ
ン
チ
ャ

l
、
車
問
燦
き
コ
ピ
ー
の
ラ

ン
チ
ャ
l
の
締
造
図
と
箔
き
込
ま
れ
た
被
害
状
況
、

飛
び
徹
っ
た
炎
に
よ
る
被
害
、
始
末
に
か
か
っ
た
予

算
書
ま
で
、
肉
筆
の
大
都
な
フ
ァ
イ
ル
で
あ
る
。

中
に
、
焼
け
て
ち
さ
れ
飛
ん
だ
一
段
目
の
写
真
が

あ
る
。

「
:
:
:
こ
の
ロ
ケ
ッ
ト
の
残
骸
は
ど
う
や
っ
て
引
き

錫
げ
た
ん
で
す
か
?
』

「5
月
で
ね
え
、
ま
だ
寒
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
生
き

の
い
い
学
生
を
海
に
飛
び
込
ま
せ
て
ロ
ー
プ
を
引
っ

か
け
て
、
馬
で
浜
に
引
い
た
ん
だ
』

こ
の
話
を
聞
い
て
か
ら
l
年
後
、
笹
本
は
秋
田
県

の
道
川
湾
岸
を
遜
り
す
が
る
機
会
が
あ
っ
た
。
当
時

は
な
か
っ
た
砂
防
林
の
お
か
げ
で
砂
浜
は
す
っ
か
り

狭
く
な
っ
て
お
り
、
河
口
に
は
日
本
語
や
ハ
ン
グ
ル

語
や
キ
リ
ル
文
字
の
ゴ
ミ
が
打
ち
寄
せ
ら
れ
て
、
往

時
を
忍
ば
せ
る
も
の
は
小
さ
な
石
碑
だ
け
だ
っ
た
。

林
さ
ん
が
高
校
卒
業
と
同
時
に
他
な
ら
ぬ
糸
川
英

夫
に
引
っ
張
ら
れ
て
当
時
の
生
産
妓
術
研
究
所
に
妓

官
と
し
て
入
所
し
た
時
、
.す
で
に
宇
宙
研
は
通
し
ナ

ン
バ
ー
で
制
基
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
上
げ
て
い
た
。
林
さ

ん
が
録
後
に
上
げ
る
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
に
な
る
M
t
V

ロ
ケ
ッ
ト
4
号
機
の
ナ
ン
バ
ー
が
4
7
0
、
観
測
用
、

衛
星
用
、
実
験
用
を
問
わ
す
そ
の
あ
い
だ
の
す
べ
て

の
ロ
ケ
ッ
ト
に
関
わ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
上
げ
た
ロ

ケ
ッ
ト
は
全
部
で

4
3日
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

『
道
川
は
ね
え
、
夜
行
列
車
で
行
っ
て
た
ん
だ
」

ロ
ケ
ッ
ト
は
ど
う
や
っ
て
持
っ
て
行
っ
て
た
ん
で

す
か
?

『
そ
り
ゃ
も
ち
ろ
ん
、
ケ
ー
ス
に
入
れ
て
網
棚
に
乗

っ
け
て
た
』

う
わ
あ
あ
あ
。

『
海
に
向
け
て
打
っ
た
は
す
の
ロ
ケ
ッ
ト
が
田
ん
ぼ

に
墜
ち
ち
ゃ
っ
て
ね
え
。
作
業
員
の
親
戚
の
田
ん
ぽ

だ
っ
た
も
ん
で
、
あ
わ
て
て
回
収
し
た
と
か
、
発
射

直
後
に
テ
レ
メ
ト
リ
ー
を
見
失
っ
て
潔
し
ま
わ
っ
た

ら
線
路
の
脇
に
突
き
刺
さ
っ
て
た
と
か
」

ち
ょ
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
下
さ
い
。

@
 

『
ラ
ン
チ
ヤ
l
に
被
せ
た
ロ
ケ
ッ
ト
か
ら
姿
勢
制
御

に
使
っ
て
い
た
過
感
化
水
素
が
漏
れ
だ
し
た
こ
と
が

あ
っ
て
ね
え
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
周
囲
か
ら
ぶ
す
ぶ
す
白

宇
宙
研
の
ロ
ケ
ッ
ト
の
聴
人

い
爆
が
出
て
く
る
ん
だ
』

資
料
映
像
が
残
っ
て
い
る
。
重
岨
曜
か
ら
お
っ
か
な

び
っ
く
り
カ
メ
ラ
を
覗
い
て
煩
影
し
て
い
る
ら
し
く
、

伺
か
あ
る
ご
と
に
薗
角
が
び
く
っ
と
ふ
る
え
る
。

「
消
防
車
を
出
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
危
な
い
と

こ
ろ
に
消
防
署
員
を
行
か
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

よ
ね
。
だ
か
ら
私
が
消
防
車
に
乗
っ
て
ロ
ケ
ッ
ト
に

近
づ
い
て
水
を
鈴
け
た
ん
だ
よ
」

「
内
之
浦
の
射
場
で
ね
、
打
ち
上
げ
を
や
っ
て
か
ら

M
台
地
に
行
く
と
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
が
な
い
ん
だ

よ
。
ど
う
や
ら
噴
射
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
み

た
い
な
ん
だ
な
。
と
り
や
ま
ず
い
、
飛
ん
だ
草
置
で
ロ

ケ
ッ
ト
が
傷
つ
い
た
ら
え
ら
い
こ
と
だ
っ
て
ん
で
鉄

骨
の
量
り
を
つ
け
た
ん
だ
け
ど
、
次
の
打
ち
上
げ
で

は
霊
り
ご
と
飛
ん
だ
ん
だ
よ
ね
」

そ
れ
で
、
ど
う
し
た
ん
で
す
?

『
危
な
く
て
し
ょ

雇
う
が
な
い
か
ら
、

問
鉄
の
ベ
ル
ト
を
架

ト
け
て
ボ
ル
ト
締
め

わ
し
た
。
さ
す
が
に

枇
そ
れ
以
降
は
飛
ん

悦
で
な
い
」

N

M

A
口
地
に
行
く

'ν 仰
と
、
ベ
ル
ト
で
ボ

ル
ト
締
め
さ
れ
た

. 
• 

• 



@ 

マ
ン
ホ
ー
ル
を
舎
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
ロ
ケ
ッ
ト
が
い
ち
ば
ん
怖
い
の
は
、
飛
ば
し
て
み

な
い
と
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
本
醤
前
の
テ
ス

ト
が
で
き
な
い
。
実
際
に
火
を
つ
け
て
飛
ば
し
て
み

な
い
と
、
ど
こ
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な

い
。
だ
か
ら
、
し
つ
こ
く
テ
ス
ト
を
量
ね
て
検
置
す

る
し
か
な
い
」

日
本
で
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
は
ま
だ
ま
だ
手
工
業
で
生

産
さ
れ
る
工
芸
ロ
聞
で
あ
る
。
ひ
と
つ
す
っ
手
作
り
だ

か
ら
、
同
じ
も
の
が
な
い
。

で
は
、
ど
う
や
っ
て
そ
の
信
績
性
を
よ
げ
る
の
か
。

「1
9
7
1年
か
ら
、
信
頼
性
会
鰻
つ
て
の
を
は
じ

め
た
ん
だ
。
ロ
ケ
ッ
ト
の
工
程
段
階
か
ら
の
工
作
チ

ェ
ッ
ク
。
こ
ん
な
の
を
完
成
ま
で
に
三
回
く
ら
い
行

な
う
と
、
ロ
ケ
ッ
ト
も
答
え
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
く
る
』

な
る
ほ
ど
、
そ
れ
が
ロ
ケ
ッ
ト
の
顔
色
が
わ
か
る

と
い
う
感
覚
で
す
か
。

『
だ
れ
が
作
っ
た
か
、
な
ん
て
こ
と
も
気
に
な
る
ん

で
す
け
ど
ね
」

電
話
や
テ
レ
ビ
会
穏
で
は
な
く
、
い
ち
い
ち
集
ま

る
。
直
媛
、
相
手
の
顔
を
見
て
、
声
を
聞
い
て
削
判
断

す
る
。

「
仕
上
げ
の
濃
い
は
、
な
ん
か
見
る
と
わ
か
る
ん
だ

よ
ね
。
仕
上
げ
っ
て
い
う
よ
り
も
、
出
来
の
遣
い
か

な」

神
様
が
超
能
力
で
ロ
ケ
ッ
ト
の
出
来
の
獲
し
悪
し

を
判
断
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
当
た
り
前
の
こ
と
を

ひ
と
つ
ず
つ
積
み
軍
ね
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
細

部
と
同
時
に
全
体
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
な
る
だ
け

の
鐙
で
あ
る
。

な
ん
か
、
話
聞
い
て
る
と
ロ
ケ
ッ
ト
園
児
る
だ
け
で

成
功
す
る
か
失
敗
す
る
か
わ
か
る
よ
う
で
す
な
。

コ
つ
ん
、
だ
い
た
い
わ
か
る
よ
』

え

?

「N
A
S
D
Aの
H
l
u
ロ
ケ
ッ
ト
5
号
織
の
と
き

か
な
。
種
子
島
で
ロ
ケ
ッ
ト
を
男
て
、
こ
の
ロ
ケ
ッ

ト
に
病
気
が
あ
っ
て
も
わ
か
り
ま
せ
ん
よ
ね
っ
て
い

っ
て
、
案
の
定
失
敗
し
ち
ゃ
っ
た
』

H
'
Hロ
ケ
ッ
ト
5
号
線
は
第
二
段
の
不
調
か
ら

衛
星
を
静
止
軌
道
に
没
入
で
き
な
か
っ
た
。

『M
'
V
ロ
ケ
ッ
ト
1
号
機
の
時
も
ね
、
ロ
ケ
ッ
ト

顕
郡
の
フ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
締
め
る
ボ
ル
ト
が
な
ん
か

緩
い
よ
う
に
見
え
た
ん
で
、
手
で
回
し
て
み
た
ら
回

る
ん
だ
。
び
っ
く
り
し
て
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
調
べ

て
み
た
ら
、
ち
ゃ
ん
と
締
め
た
こ
と
に
な
っ
て
る
ん

だ
ね
。
ど
う
や
ら
食
事
す
る
前
に
三
十
三
本
あ
る
ボ

ル
ト
の
う
ち
二
十
二
本
を
締
め
て
、
そ
の
ま
ま
チ
ェ

ッ
ク
シ
ー
ト
を
奮
い
て
食
事
し
に
行
っ
た
ら
レ
い
ん

だ
け
ど
L

そ
れ
で
、
ど
う
な
っ
た
ん
で
す
?

『
実
験
主
任
に
報
告
す
べ
き
か
、
ず
い
ぶ
ん
悩
ん
で

ね
、
で
も
他
に
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
掴
差
回
し

た
。
と
う
ぜ
ん
全
部
再
チ
ェ
ッ
ク
に
な
っ
ち
ゃ
う
け

ど
、
失
敗
を
忘
れ
て
体
制
を
強
化
し
て
そ
れ
で
お
終

い
に
な
る
こ
と
の
方
が
恐
ろ
し
い
で
し
ょ
。
進
化
に

な
ら
な
い
か
ら
』

そ
う
や
っ
て
打
ち
上
げ
ら
れ
た
M
，V
ロ
ケ
ッ
ト

1
号
線
は
、
男
事
に
役
目
を
果
た
し
た
。

「
長
年
ロ
ケ
ッ
ト
を
や
っ
て
き
た
け
ど
、
人
為
的
な

ミ
ス
が
い
ち
ば
ん
怖
い
。
ロ
ケ
ッ
ト
失
敗
の
原
因
て

の
は
、
叩
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
が
人
に
よ
る
ミ
ス
だ
か

ら
。
だ
か
ら
、
し
つ
こ
く
検
証
を
箪
ね
る
し
か
な
い

ん
で
す
」

同
じ
台
詞
を
、

M
s
V
ロ
ケ
ッ
ト
の
制
御
系
を
担

当
し
た
と
い
う
川
口
教
浸
か
ら
も
聞
い
た
。
電
気
系

の
シ
ョ
ー
ト
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
ミ
ス
も
、
す
べ
て
起

き
て
か
ら
わ
か
る
こ
と
だ
か
ら
、
起
き
る
前
に
そ
れ

を
起
き
な
い
よ
う
に
防
御
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

川
口
教
銀
は
そ
れ
を
「
忘
れ
物
を
し
な
い
よ
う
に
心

胤
聞
け
る
」
と
奮
っ
て
い
た
。

林
班
長
は
、

E
0
0
0年
に
打
ち
上
げ
に
失
敗
し

た
M
'
Vロ
ケ
ッ
ト
4
号
機
を
蝦
後
に
字
菌
研
を
定

年
退
陣
帽
し
た
。

も
う
こ
れ
で
蝦
後
の
打
ち
上
げ
だ
と
い
う
の
で
、

称
班
畏
は
内
之
浦
に
取
材
に
来
た
笹
本
と
あ
さ
り
を

普
通
は
入
れ
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
亮
せ
て
く
れ



境
は
、
こ
れ
か
ら
は
も
う
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ

し
て
、
紬
伸
機
に
燭
き
た
い
路
、
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
鱈
は
ま
だ
い
っ
ぱ
い
残
っ
て
い
る
。

た。『
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
け
ど
、
面
白
か
っ

た
で
し
ょ
う
』
と
笑
い
な
が
ら
内
之
浦
の
町
に
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
で
去
っ
て
い
く
後
ろ
姿
を
、
畠
皿
敬
礼
で
完

送
っ
た
の
を
幽
見
え
て
い
る
。

抽
押
織
の
父
親
は
、
糸
川
英
夫
が
敏
晶一
則
し
た
旧
日
本

陸
軍
一

一式
戦
闘
後
鍾
泊
で
死
ん
だ
テ
ス
ト
パ
イ
ロ
ッ

ト
だ
っ
た
と
い
う
。

ひ
と
り
の
妓
官
が
在
織
四
十
二
年
の
あ
い
だ
に
上

げ
た
ロ
ケ
ッ
ト
が
四
百
三
十
本
に
も
な
る
と
い
う
環

宇
宙
研
の
ロ
ケ
ッ
ト
の
蔵
人

量産備員E内から旋図式ランチャーに織って豊臣を現したM-Vロケット4号線
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M
'
V
ロ
ケ
ッ
ト
は
研
究
所
の
ロ
ケ
ッ
ト
で
あ
る
。

研
究
の
た
め
に
飛
ば
す
の
で
、
毎
回
ど
こ
か
新
し
い

と
と
ろ
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
そ
れ
が
結
果
と

し
て
高
価
に
な
る
一
因
だ
と
い
う
。

M
'
V
ロ
ケ
ッ
ト
は
1
号
線
が
飛
ん
だ
跨
点
で
改

良
計
画
が
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
上
が
っ
て
い
た
。

-
号
機
の
時
点
で
は
、
一
段
目
、
二
段
目
の
モ
ー

タ
ー
ケ
ー
ス
は
高
指
揮
カ
鋼
が
使
わ
れ
て
い
た
。
三
段

目
に
は
ケ
ブ
ラ
l
線
維
を
巻
き
付
け
た
新
素
材
が
使

わ
れ
て
お
り
、
モ
ー
タ
ー
ヶ
l
ス
の
高
強
度
化
と
軽

量
化
を
同
時
に
達
成
し
て
い
る
。

4
号
機
か
ら
、
=
段
目
の
モ
ー
タ
ー
ケ
ー
ス
も
ケ

プ
ラ
ー
の
強
化
新
素
材
に
変
更
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
。

こ
の
変
更
は
、
未
だ
に
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
な
い

2

号
機
を
す
っ
飛
ば
し
た
関
係
上
、
四
発
自
に
な
る
5

号
機
か
ら
採
用
さ
れ
、
第
二
段
の
燃
焼
圧
力
が
そ
れ

ま
で
の
印
気
圧
か
ら
1
0
0気
圧
に
上
げ
ら
れ
て
い

る。
燃
焼
庄
は
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
燃
費
が
よ
く
な
る
。

た
だ
し
ょ
げ
過
ぎ
る
と
爆
発
す
る
の
で
、
適
当
な
と

こ
ろ
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

=
段
目
、

一-一段
目
の
固
体
推
進
剤
が

一
体
成
型
さ

れ
て
い
る
の
に
対
し
、
一
段
自
の
箇
体
推
進
剤
は
ふ

た
つ
の
セ
グ
メ
ン
ト
を
つ
な
い
で
作
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
を
一
体
成
型
の
強
化
新
車
輪
材
の
ケ

l
シ
ン
グ
に
す
る
の
が
難
し
い
の
だ
が
、
高
効
率
化

と
軽
霊
化
が
同
時
に
達
成
で
き
る
た
め
、
研
究
は
続

い
て
い
る
。

新
繁
材
を
役
入
す
れ
ば
、
ロ
ケ
ッ
ト
全
体
の
性
能

た

@

は
上
が
る
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け
値
段
も
高
価
く

な
る
こ
と
に
な
る
。

回
世
.
風
化
だ
け
で
は
な
い
。

M
'
V
の
固
体
燃
料
は

酸
化
鉄
を
触
媒
に
加
え
て
燃
焼
速
度
も
上
げ
て
い
る

と
い
う
。

将
来
的
な
槽
加
計
画
も
検
討
さ
れ
た
。

現
在
ふ
た
つ
の
セ
グ
メ
ン
ト
か
ら
作
ら
れ
て
い
る

一
段
目
に
も
う
一
つ
セ
グ
メ
ン
ト
を
加
え
、
打
ち
上

げ
彊
量
を
お
ト
ン
猶
加
さ
せ
れ
ば
、
さ
ら
に
重
い
衛

星
を
打
ち
上
げ
ら
れ
る
。

現
在
の
M
'
V
ロ
ケ
ッ
ト
の
寸
法
は
、
内
之
浦
射

場
の
広
さ
と
爆
発
物
取
締
法
の
兼
ね
合
い
か
ら
決
定

さ
れ
た
。
A

フ
で
も
打
ち
上
げ
に
は
周
辺
住
民
の
退
避

協
力
が
必
要
で
あ
り
、
大
型
化
し
た
ら
、
さ
ら
に
広

範
囲
の
住
民
に
協
力
を
求
め
る
と
と
に
な
る
。
た
だ
、

関
係
者
は
住
民
の
協
力
を
得
る
ご
と
に
つ
い
て
は
可

能
だ
と
い
う
感
触
を
得
て
い
る
ら
し
い
。

ま
た
、
ブ
ー
ス
タ
ー
を
追
加
、
あ
る
い
は
ロ
ケ
ッ

ト
家
体
を
二
本
以
上
束
ね
る
ご
と
に
よ
る
大
型
化
も

可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
技
術
的
に
は
雌
酷
し
い
も
の
で

は
な
い
の
だ
が
、
も
し
決
定
し
た
ら
本
体
だ
け
で
な

く
内
之
浦
の
射
場
の
ラ
ン
チ
ャ
ー
そ
の
も
の
か
ら
作

り
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
た
め
、
予
算
的
に

難
し
い
。

最
初
の
取
材
の
時
間
に
聞
い
て
み
て
驚
い
た
の
だ
が
、

M
'
V
ロ
ケ
ッ
ト
の
空
中
発
射
も
概
念
研
究
だ
け
は

行
な
わ
れ
た
ら
し
い
。

ロ
ケ
ッ
ト
を
高
々
度
、
高
速
の
飛
行
機
か
ら
発
射

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
本
体
の
改
造
な
し
に
ぺ
イ

ロ
ー
ド
軍
置
を
上
げ
ら
れ
る
。
成
層
圏
か
ら
発
射
す

れ
ば
、
地
上
か
ら
の
空
気
低
抗
と
飛
行
機
の
速
度
の

分
だ
け
ぺ
イ
ロ
ー
ド
を
彊
く
で
き
る
。
た
だ
し
、
取

り
扱
い
の
灘
し
い
波
体
燃
料
ロ
ケ
ッ
ト
を
三
次
元
運

動
す
る
飛
行
織
に
繕
践
し
て
上
空
ま
で
運
び
あ
げ
る

の
は
危
険
が
伴
う
の
で
、
空
中
発
射
さ
れ
る
の
は
ロ

ケ
ッ
ト
で
も
ミ
サ
イ
ル
で
も
国
体
燃
料
が
普
通
で
あ

る。
ま
た
、
空
中
発
射
は
地
上
の
天
候
に
左
右
さ
れ
す
、

新
し
い
発
射
段
備
を
建
段
す
る
必
要
も
な
く
、
遺
跡

管
制
の
た
め
の
池
上
設
備
は
そ
の
ま
ま
使
え
る
な
ど



の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

政
府
噂
用
機
の
ボ
ー
イ
ン
グ
7
4
7を
使
用
、
高

度

1
万
E
千
か
ら
マ
ッ
ハ
0
・
日
で
発
射
と
い
う
想

定
で
検
討
さ
れ
た
。

し
か
し
、
そ
の
成
果
は
あ
ま
り
芳
し
い
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
大
型
航
空
織
に
今
ま
で
空
中
発
射
さ
れ

た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
を
鎗
眠
し
て

も
、
稼
げ
る
べ
イ
ロ
ー
ド
は
一
割
ほ
ど
で
し
か
な
い

と
い
う
計
算
結
果
が
出
た
と
い
う
。

高
性
能
化
だ
け
で
は
な
い
。
値
段
を
下
げ
て
、
経

済
的
な
ロ
ケ
ッ
ト
に
す
る
計
画
も
あ
る
。

メ
ー
カ
ー
と
宇
宙
研
は
す
で
に
倹
討
を
終
え
、
実

現
の
目
処
は
立
っ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
た
め
の
予

算
は
ま
だ
付
い
て
い
な
い
。

M
'
V
ロ
ケ
ッ
ト
は
す
で
に
日
号
機
ま
で
の
打
ち

上
げ
が
決
定
し
、
さ
ら
に
金
星
探
査
計
画
が
検
討
中

で
あ
る
。

M
'
Vロ
ケ
ッ
ト
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あ
と
が
き

符
本
祐

一

⑫ 

あ
れ
は
も
う

ω年
以
上
前
の
こ
と
。
日
本
名
地
を
遊
び
ま
わ

っ
て
い
た
時
期
に
、
同
行
者
に
真
顔
で
質
問
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
。

ご
』
ん
な
に
面
白
く
て
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
」

笹
本
は
こ
う
答
え
た
。

「部
白
い
、
の
が
お
れ
の
仕
事
だ
」

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
作
家
は
、
読
者
を
楽
し
ま
せ
る
の
が
仕
事
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
自
分
が
面
白
い
と

信
じ
る
こ
と
を

3
き
、
話
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

取
材
に
出
か
け
た
宇
宙
開
発
の
現
場
は
、
今
ま
で
淡
然
と
抱
い
て

い
た
イ
メ
ー
ジ
を
完
全
に
打
ち
砕
か
れ
る
く
ら

い
面
白
か

っ
た
。

技
術
文
明
の
段
先
端
で
行
な
わ
れ
る
宇
宙
開
発
と
い
え
ど
も
公
共
必
業
で
あ
り
、
万
全
を
尽
く
し
た
と
思
っ
て
も

い
く
ら
で
も
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
る
。
報
道
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
、
打
ち
上
げ
か
ら
運
用
終
了
ま
で
す
ん
な
り
い
っ
た

衛
星
や
係
資
機
な
ど
ひ
と
つ
も
な
く
、
そ
れ
は
地
仁
の
ほ
と
ん
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
同
線
、
関
わ
る
人
た
ち
の
努

力
と
恨
性
で
な
ん
と
か
な

っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

字
小
川
質
問
は
、
ご

mAH主
総
拭
の
必
技
術
な
し
に
立
ち
向
か
う
に
は
、
あ
ま
り
に
も
広
大
で
あ
る
・
日
真
空
、
制
判
き

a
u
aリ

山
し
の
核
融
合
が
で
あ
る
太
附
の
山
射
と
銀
河
内
「
山
総
に
雌
さ
れ
、
冷
た
い
宇
宙
仙
沼
間
を
飛
ぶ
字
市
機
に
は
、
虫
カ

制
御
も
必
光
速
も
、
も
ち
ろ
ん
あ
り
あ
ま
る
帥
批
准
削
も
な
い
。
な
に
ご
と
も
き

っ
ち
り
物

m法
則
に
従
っ
て
行
な
わ

れ
る
下
山
内
ι
川
で
、
知
必
と
品
川
%
だ
け
を
氏
側
帥
に
、
下
の
刷
か
な
い
と
こ
ろ
を
飛
ぶ
ち

っ
ぽ
け
な
機
械
を
氾
波
だ
け

を
使

っ
て
飛
ば
し
て
い
る
。

こ
ん
な
函
白
い
こ
と
、
小
説
の
ネ
タ
に
す
る
だ
け
で
は
も

っ
た
い
な
い
。
人
類
必
大
級
の
轟
揖
口
と
と
も
に
飛
び
立

つ
ロ
ケ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
毎
日

J
ノ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

X
」
を
や
っ
て
い
る
よ
う
な
現
場
の
あ
れ
こ
れ
、
吹
き
出
す
よ

う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
聞
き
流
し
て
忘
れ
て
し
ま
う
に
は
惜
し
過
ぎ
る
。



あ
と
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き
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「あ
、

ロ
ケ
ッ
ト
を
取
材
に
行
っ
て
き
て
、
何
を
見
て
き
た
の
か
説
明
し
て
い
る
う
ち
に
気
づ
い
た
の
は
、

鰍
訳
家
の
仕
事
し
て
る
ん
だ
な
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

相
手
は
本
臓
の
宇
宙
産
さ
ん
で
あ
る
。
専
門
家
だ
か
ら
、
言
っ
て
る
こ
と
に
遠
慮
会
釈
が
な
い
。

地
球
が
丸
く
て
太
陽
の
悶
り
を
ま
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
世
間
の
常
識
と
し
て
知
っ
て
い
て
も
、
日
常
生
活
で
そ
れ

を
意
識
し
た
り
再
出
版
認
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。
街
は
平
ら
に
広
が
っ
て
お
り
、
太
陽
は
策
か
ら
界
っ
て
凶
に
沈

む
。
世
界
が
平
岡
で
天
品
川
説
で
も
、
現
代
日
本
で
生
活
す
る
に
は
な
に
も
不
自
由
し
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
専
門
家
に
と
っ
て
は
地
球
は
直
後
1
万
2
7
5
6
キ
ロ
の
赤
道
方
向
に
ち
ょ
っ
と
い
び
つ
な
球
形
で
、

そ
の
表
前
に
お
け
る
重
カ
加
速
度
は
9
・
8
メ
ー
ト
ル
毎
秒
で
あ
り
、
自
転
周
期
は
お
時
間
日
分
、

太
陽
か
ら
1
億

4
8
6
0万
キ
ロ
雌
れ
た
円
軌
道
を
3
6
5日
と

6
時
間
ほ
ど
で
公
転
し
て
い
る
。

打
ち
上
げ
記
者
会
見
で
、
「
は
や
ぶ
さ
の
速
度
は
何
キ
ロ
く
ら
い
に
な
る
ん
で
す
か
」
と
い
う
質
問
に

「地
迷
訟

は
1
キ
ロ
毎
秒
く
ら
い
で
す
」
と
答
え
る
く
ら
い
で
、
噂
門
家
に
は

一
般
人
が
ど
ん
な
位
界
に
桜
ん
で
い
て
宇
宙
空

間
を
ど
う
理
解
し
て
い
る
か
と
い
う
考
雌
な
ん
ぞ
な
い
。

打
ち
上
げ
ら
れ
た

「
は
や
ぶ
さ
」
は
秒
速

H
・
5
キ
ロ
に
ま
で
加
速
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
突
の
と
こ
ろ
四
段
目
の

燃
焼
が
終
了
し
た
段
階
で
の
瞬
間
到
達
速
度
で
し
か
な
い
。
地
球
を
背
に
打
ち
上
げ
ら
れ
て
字
街
空
間
に
出
て
も
、

地
球
重
力
は
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
採
資
機
の
速
度
は
地
球
に
引
か
れ
て
減
速
し
て
い
く
。
減
速
し
た
速

度
は
鍛
進
剤
な
り
イ
オ
ン
ジ
ェ
ッ
ト
な
り
で
揃
う
か
、
ス
イ
ン
グ
パ
イ
で
稼
ぐ
し
か
な
い
。

そ
し
て
、
地
球
は
太
陽
の
周
り
を
秒
速
初
キ
ロ
で
公
転
し
て
い
る
。
地
球
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
た
術
昼
は
、
地
球

議
力
に
よ
り
減
速
し
切
っ
た
段
階
で
も
す
で
に
秒
速
ぬ
キ
ロ
の
速
度
を
持
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
相
手
も
ま
た
秒
速
初
キ
ロ
以
上
の
速
度
で
太
陽
周
回
軌
道
を
副
っ
て
い
る
。
は
や
ぶ
さ
は
直
線
距
嶋
崎
で

も

一
億
キ
ロ
以
上
、
太
陽
の
周
り
を
公
転
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
叩
数
億
キ
ロ
を
移
動
し
て
目
標
の
小

惑
昆
に
辿
り
っ
き
、
帰

っ
て
く
る
。

な
に
せ
、
地
球
が
太
陽
の
周
り
を
一
周
す
る
だ
け
で
そ
の
総
移
動
距
織
は
叩
億
キ
ロ
に
も
な
る
の
だ
か
ら
。

こ
こ
ら
辺
の
事
情
が
す
べ
て
煽
に
入
っ
て
い
る
宇
宙
印
刷
の
先
生
は
、
イ
オ
ン
ジ
ェ
ッ
ト
に
よ
る
総
地
迷
政
つ
ま
り

小
惑
忠
一到
遥
ま
で
の
加
速
に
よ
る
到
達
速
度
し
か
答
え
ら
れ
な
い
わ
け
だ
し
、
地
球
の
重
力
が
ど
こ
ま
で
も
届
く
こ

お
れ
、

⑫ 
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と
も
地
球
が
太
陽
の
周
り
を
3
6
5
・
2
5け
か
け
て
公
転
し
て
い
る
こ
と
も

H
常
生
活
で
は
怠
殺
し
な
い

一
般
必

省
は

「令
部
で
何
キ
ロ
飛
ぶ
ん
で
す
か
」
と
い
う
質
問
を
し
て
し
ま
う
わ
け
で
あ
る
。

で
は
、
S
F
作
家
は
と
い
う
と
、
ご
町
内
の
平
和
か
ら
銀
河
の
宇
宙
人
ま
で
幅
広
く
取
り
扱
う
の
が
商
必
で
あ
る
。

宇
宙
Mm
さ
ん
の
天
文
学
的
空
間
を
わ
か

っ
た
よ
う
な
振
り
し
て
凶
品
川
感
覚
に
引
き
ず
り
降
ろ
し
て
説
明
す
る
の
は

S

F
作
家
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
磁
向
お
か
し
く
尚
る
あ
ま
り
に
事
実
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
こ
と
だ
が
、

大
体
の
場
合
、
現
実
の
方
が
箇
白
い
の
で
、
そ
の
点
に
闘
し
て
心
配
は
し
て
い
な
い
。
も
し
本
告
の
内
容
に
誤
り
や

わ
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
出
場
者
で
あ
る
笹
本
の
責
任
で
あ
る
。

宇
宙
作
家
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
あ
れ
こ
れ
や
っ
て
い
た
時
に
、

あ
れ
は
確
か

5
年
く
ら
い
前
。

こ
、
フ
言
わ

れ
た
こ
と
が
あ
る
。

「
そ
ん
な
こ
と
や
っ
て
る
暇
あ
る
の
か
?

お
前
は
訴
を
m
む
い
て
読
者
を
感
動
さ
せ
る
の
が
仕
事
じ
ゃ
な
い
の

か

?
」

相
手
が
リ
ア
リ
ス
ト
で
、

思
い
つ
い
た
答
え
は
あ
ま
り
に
H
H臭
か
っ
た
の
で
刊
に
で
き
な
か

っ
た
。

拶
を
H
見
る
の
も
お
れ
の
仕山下
だ
か
ら
」

現
代
の
学
術
開
発
は
ロ
シ
ア
生
ま
れ
の
餓
航
行
の
教
師
の
mv
か
ら
は
じ
ま
り
、
火
庖
飛
行
の
た
め
に
ヒ

ッ
ト
ラ
ー

に
、
そ
の
の
ち
に
は
ケ
ネ
デ
ィ
に
協
h
M
し
た
ド
イ
ツ
人
の
夢
か
ら
紋
い
て
い
る
。

ウ
「
仲
刷
業
界
に
は
、
J

治以
~間
行
人
傑
点
刊
か
ら
判
佐
川
飛
行
ま
で
、
現
代

H
本
で
け
に
す
る
に
は
は
ば
か
ら
れ
る
よ
う

な
壮
大
な
夢
そ
泊
い
続
け
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
。

「で
も
ま
あ
、

そ
ん
な
夢
の
よ
う
な
胤
対
を
現
実
に

U
の
前
に
見
る
こ
と
が
で
さ
る
の
な
ら
、
そ
し
て
そ
の
子
助
け
を
で
き
る
の

か叫申
込A
J
、
そ
れ
こ
そ
が

S
F作
・
米
の
仕
引
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。
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